
                

恒
藤
恭
「
旧
友
芥
川
龍
之
介
」 

（
全
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全
篇
正
規
表
現
電
子
化
・
藪
野
直
史
オ
リ
ジ
ナ
ル
注
附 

                 



［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
本
書
は
芥
川
龍
之
介
が
最
も
信
頼
し
た
畏
友
で
あ
っ
た
恒
藤

つ
ね
と
う

恭
き
ょ
う

明
治
二
一
（
一
八
八

八
）
年
～
昭
和
四
二
（
一
九
六
七
）
年
）
の
著
に
な
る
も
の
で
、
朝
日
新
聞
社
か
ら
戦
後
の
昭
和
二
四

（
一
九
四
九
）
年
に
刊
行
さ
れ
た
。 

 

恒
藤
恭
は
旧
姓
井
川

い

か

わ

（
婿
養
子
に
よ
り
大
正
五
（
一
九
一
六
）
年
十
一
月
に
改
姓
）
は
島
根
県
松
江
生

ま
れ
。
法
哲
学
者
で
法
学
博
士
。
大
阪
市
立
大
学
学
長
及
び
名
誉
教
授
（
昭
和
二
一
（
一
九
四
六
）
年
）
。

戦
前
に
於
け
る
日
本
の
代
表
的
法
哲
学
者
と
し
て
知
ら
れ
、
京
都
帝
国
大
学
法
学
部
教
授
時
代
、
思
想
弾

圧
事
件
と
し
て
著
名
な
「
瀧
川
事
件
」
で
抗
議
の
辞
任
を
し
た
教
官
の
一
人
で
あ
っ
た
。 

 

芥
川
龍
之
介
よ
り
四
歳
年
上
で
あ
る
が
、
中
学
卒
業
後
、
体
調
を
崩
し
（
本
文
に
出
る
よ
う
に
内
臓
性

疾
患
）
、
三
年
間
の
療
養
生
活
を
経
て
、
恢
復
の
後
、
文
学
を
志
し
て
上
京
、
『
都
新
聞
社
』
文
芸
部
所
属

の
記
者
見
習
を
し
な
が
ら
、
第
一
高
等
学
校
入
学
試
験
に
合
格
、
第
一
部
乙
類
（
英
文
科
）
に
入
学
し
た
。 

 

こ
の
時
、
芥
川
龍
之
介
と
同
級
と
な
り
、
終
生
の
親
友
と
な
っ
た
。
大
正
二
（
一
九
一
三
）
年
、
一
高

第
一
部
乙
類
を
首
席
で
卒
業
後
、
京
都
帝
国
大
学
法
科
大
学
政
治
学
科
に
入
学
し
た
（
文
科
か
ら
法
科
へ

の
進
路
変
更
に
つ
い
て
は
別
な
文
章
で
、
芥
川
と
の
交
流
に
よ
っ
て
自
身
の
能
力
の
限
界
を
知
っ
た
か
ら

で
あ
る
、
と
述
べ
て
お
ら
れ
る
）。 

 

京
都
帝
大
進
学
後
も
龍
之
介
と
の
文
通
（
新
全
集
で
現
存
三
十
八
通
に
及
ぶ
）
に
よ
る
交
流
が
続
き
、

芥
川
の
勧
め
を
受
け
て
第
三
次
『
新
思
潮
』
第
一
巻
第
五
号
（
大
正
三
（
一
九
一
四
）
年
六
月
一
日
発
行
）

に
ジ
ョ
ン
・
ミ
リ
ン
ト
ン
・
シ
ン
グ
（Jo

h
n
 M

illin
g
to

n
 S

y
n
g
e 

一
八
七
一
年
～
一
九
〇
九
年
）
の
「
海

へ
の
騎
者
」（R

id
ers to

 th
e S

ea
 

一
九
〇
四
年
作
）
を
翻
訳
寄
稿
し
た
り
し
て
い
る
。 

 

ま
た
、
芥
川
龍
之
介
は
大
正
四
（
一
九
一
五
）
年
八
月
三
日
か
ら
二
十
二
日
迄
、
彼
の
薦
め
で
彼
の
実
家

の
あ
る
松
江
に
来
遊
し
て
い
る
。
こ
れ
は
芥
川
龍
之
介
の
人
生
の
最
初
の
大
き
な
痛
手
と
な
っ
た
吉
田
弥
生

へ
の
失
恋
の
傷
手
を
癒
し
て
や
る
こ
と
が
井
川
の
目
的
で
あ
っ
た
。
そ
の
際
、
山
陰
文
壇
の
常
連
で
あ
つ
た

井
川
は
、
か
ね
て
よ
り
、
自
分
の
作
品
発
表
の
場
と
し
て
い
た
地
方
新
聞
『
松
江
新
報
』
に
、
芥
川
来
遊
前

後
を
記
し
た
随
筆
「
翡
翠
記
」
を
連
載
（
既
に
私
の
ブ
ロ
グ
・
カ
テ
ゴ
リ
「
芥
川
龍
之
介
」
に
て
二
十
六
回

分
割
で
電
子
化
注
を
終
え
て
い
る
）、
そ
の
中
に
「
日
記
よ
り
」
と
い
う
見
出
し
を
附
し
た
芥
川
龍
之
介
名

義
の
文
章
が
三
つ
、
分
け
ら
れ
て
掲
載
さ
れ
た
。
後
に
こ
れ
ら
を
抜
き
出
し
て
合
わ
せ
、
「
松
江
印
象
記
」

と
し
て
、
昭
和
四
（
一
九
二
九
）
年
二
月
岩
波
書
店
刊
「
芥
川
龍
之
介
全
集
」
別
冊
で
公
開
さ
れ
て
い
る

（
従
っ
て
現
在
の
「
松
江
印
象
記
」
と
い
う
題
で
知
ら
れ
る
そ
れ
は
芥
川
龍
之
介
自
身
に
よ
る
命
名
で
は
、

実
は
、
な
い
）
。
こ
れ
は
私
が
昔
、
既
に
『
芥
川
龍
之
介
「
松
江
印
象
記
」
初
出
形
』
と
し
て
電
子
化
し
て

い
る
の
で
参
照
さ
れ
た
い
。
個
人
的
に
私
は
恒
藤
恭
の
文
学
的
才
能
を
非
常
に
高
く
評
価
し
て
い
る
。 

 

底
本
は
「
国
立
国
会
図
書
館
デ
ジ
タ
ル
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
」
の
「
国
立
国
会
図
書
館
内/

図
書
館
・
個
人
送

信
限
定
」
の
恒
藤
恭
著
「
旧
友
芥
川
龍
之
介
」
原
本
画
像
を
視
認
し
て
電
子
化
し
た
（
国
立
国
会
図
書
館

へ
の
本
登
録
を
し
な
い
と
視
認
は
出
来
な
い
）
。
既
に
分
割
し
て
ブ
ロ
グ
・
カ
テ
ゴ
リ
「
芥
川
龍
之
介
」

で
公
開
し
て
あ
る
が
、
こ
れ
は
、
そ
の
一
括
版
で
あ
る
。
な
お
、
私
は
原
書
を
所
持
し
て
い
な
い
。
二
十

代
の
頃
に
入
手
し
よ
う
と
、
神
保
町
を
木
枯
ら
し
の
吹
く
中
を
経
巡
っ
た
が
、
遂
に
見
つ
け
る
こ
と
が
出

来
な
か
っ
た
か
ら
、
こ
の
書
に
は
拘
り
が
あ
る
か
ら
で
あ
る
。
さ
れ
ば
、
か
な
り
マ
ニ
ア
ッ
ク
に
注
を
附

し
て
あ
る
。
但
し
、
多
く
引
用
が
な
さ
れ
る
芥
川
龍
之
介
の
書
簡
に
つ
い
て
は
、
私
が
ブ
ロ
グ
・
カ
テ
ゴ
リ

https://onibi.cocolog-nifty.com/alain_leroy_/cat5103740/index.html
http://yab.o.oo7.jp/matue.html
https://dl.ndl.go.jp/pid/1705439/1/1
https://onibi.cocolog-nifty.com/alain_leroy_/cat5103740/index.html
https://onibi.cocolog-nifty.com/alain_leroy_/cat5103740/index.html


「
芥
川
龍
之
介
書
簡
抄
」
で
注
し
た
も
の
等
に
つ
い
て
は
、
一
切
、
注
は
附
さ
な
い
。
そ
れ
ぞ
れ
の
と
こ
ろ

で
当
該
書
簡
等
に
リ
ン
ク
さ
せ
あ
る
の
で
、
そ
ち
ら
を
見
ら
れ
た
い
。
な
お
、
私
の
注
は
一
部
を
除
き
、
ポ

イ
ン
ト
落
ち
で
示
し
、
文
中
に
置
い
た
も
の
が
、
本
文
の
読
み
の
邪
魔
に
な
ら
な
い
よ
う
に
配
慮
し
た
。
な

お
、
縦
書
で
は
不
具
合
が
生
ず
る
芥
川
龍
之
介
の
欧
文
書
簡
箇
所
が
あ
り
、
そ
こ
は
、
別
にP

D
F

横
書
版
を

作
成
し
て
リ
ン
ク
を
は
っ
て
お
い
た
。
ま
た
、
「
“
」」
”
」
を
恒
藤
恭
は
使
用
し
て
い
る
が
、
こ
れ
が
、
や

は
り

W
o
rd

の
横
書
き
で
は
、
う
ま
く
表
記
出
来
な
い
。
そ
れ
は
〝
〟
で
代
用
し
た
の
で
、
読
み
替
え
ら
れ

た
い
。
悪
し
か
ら
ず
。 

 
 

 

＊ 

 

実
は
、
以
下
の
本
書
本
文
の
最
初
に
掲
げ
ら
れ
て
あ
る
「
友
人
芥
川
の
追
憶
」
は
、
サ
イ
ト
横
書H

T
M

L

版
で
筑
摩
書
房
類
聚
版
「
芥
川
龍
之
介
全
集 
別
巻
」
に
所
収
す
る
そ
れ
を
、
一
度
、
「
友
人
芥
川
の
追
憶 

 

恒
藤 

恭
」
と
し
て
電
子
化
注
は
し
て
い
る
。
そ
こ
で
は
、
恣
意
的
に
漢
字
を
概
ね
正
字
化
し
て
示
し
た
。 

 

そ
れ
は
、
本
「
友
人
芥
川
の
追
憶
」
が
、
本
文
を
見
て
も
判
る
通
り
、
龍
之
介
の
自
死
の
直
後
に
書
か
れ

た
も
の
で
、
芥
川
龍
之
介
の
書
誌
デ
ー
タ
に
よ
れ
ば
、
昭
和
二
（
一
九
二
七
）
年
九
月
発
行
の
『
文
藝
春
秋 

芥
川
龍
之
介
追
悼
號
』
に
初
出
し
た
同
名
記
事
で
あ
る
か
ら
で
あ
っ
た
。
し
か
も
筑
摩
版
の
そ
の
末
尾
に

は
『
（
昭
和
二
年
八
月
七
日
）
』
と
い
う
丸
括
弧
記
載
が
あ
り
、
こ
れ
は
実
に
、
芥
川
龍
之
介
の
自
死
か
ら

僅
か
十
四
日
後
に
書
き
上
げ
ら
れ
た
も
の
と
判
る
か
ら
で
あ
る
。 

 

残
念
な
が
ら
、
本
篇
の
戦
前
に
書
か
れ
た
「
友
人
芥
川
の
追
憶
」
は
、
底
本
本
書
が
敗
戦
か
ら
四
年
後
の

刊
行
で
あ
る
た
め
、
概
ね
歴
史
的
仮
名
遣
を
基
本
と
し
つ
つ
も
、
漢
字
は
新
字
と
旧
字
が
混
淆
し
、
し
か
も
、

同
じ
漢
字
が
新
字
に
な
っ
た
り
、
旧
字
に
な
っ
た
り
す
る
と
い
う
個
人
的
に
は
ち
ょ
っ
と
残
念
な
表
記
な
の

だ
が
、
こ
れ
は
、
恒
藤
の
せ
い
で
は
な
く
、
戦
後
の
出
版
社
・
印
刷
所
の
バ
タ
バ
タ
の
中
だ
か
ら
仕
方
が
な

か
っ
た
こ
と
な
の
で
あ
る
。「
友
人
芥
川
の
追
憶
」
パ
ー
ト
は
、
既
存
の
私
の
電
子
化
を
参
考
に
し
つ
つ
、

漢
字
表
記
そ
の
他
は
、
以
上
の
底
本
に
即
し
て
、
厳
密
に
そ
れ
ら
を
再
現
し
た
。
但
し
、
活
字
の
ス
レ
が
激

し
く
、
拡
大
し
て
見
て
も
よ
く
判
ら
な
い
と
こ
ろ
も
あ
る
が
、
正
字
か
新
字
か
迷
っ
た
場
合
は
正
字
で
示
し

た
。
注
は
私
の
旧
電
子
化
注
を
参
考
に
し
な
が
ら
、
ブ
ラ
ッ
シ
ュ
・
ア
ッ
プ
し
た
。 

 

な
お
、
大
一
篇
「
友
人
芥
川
の
追
憶
」
の
「
十
二
」
章
の
十
八
条
か
ら
成
る
龍
之
介
を
剔
抉
し
た
ア
フ
ォ

リ
ズ
ム
風
の
そ
れ
は
、
恒
藤
版
の
「
西
方
の
人
」
（
リ
ン
ク
先
は
私
の
芥
川
龍
之
介
の
正
續
完
全
版
）
と
も

言
う
べ
き
、
恐
る
べ
き
分
析
で
あ
り
、
私
は
隅
か
ら
隅
ま
で
完
全
に
支
持
す
る
素
晴
ら
し
い
も
の
で
あ
る
。

「
十
三
」
章
に
至
っ
て
は
、
法
哲
学
者
な
ら
で
は
の
、
非
常
に
論
理
的
に
解
析
さ
れ
た
龍
之
介
論
で
、
短
い

乍
ら
も
、
大
方
の
芥
川
龍
之
介
研
究
者
の
だ
ら
だ
ら
と
長
く
、
そ
れ
で
い
て
彼
の
核
を
ま
る
で
摑
ん
で
い
な

い
有
象
無
象
の
退
屈
極
ま
り
な
い
龍
之
介
論
に
比
べ
て
、
公
案
へ
の
名
答
と
言
う
べ
き
も
の
で
、
最
早
、
孰

れ
も
注
の
必
要
を
認
め
な
い
名
文
で
あ
る
。］ 

     

https://onibi.cocolog-nifty.com/alain_leroy_/cat24308480/index.html
http://yab.o.oo7.jp/tuujinnakutagawanotuioku.html
http://yab.o.oo7.jp/tuujinnakutagawanotuioku.html
http://yab.o.oo7.jp/tuujinnakutagawanotuioku.html
http://yab.o.oo7.jp/saihou.html


 
恒 
藤 

 

恭 

     
 

旧
友
芥
川
龍
之
介 

  

［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
外
装
カ
バ
ー
の
表
紙
部
分
。
底
本
は
国
立
国
会
図
書
館
で
外
装
が
変
え
ら
れ
て
補
修

さ
れ
て
い
る
た
め
、
表
紙
は
見
ら
れ
な
い
の
だ
が
、
幸
い
、
表
現
急
行
氏
の
ブ
ロ
グ
「
表
現
急
行
2
」
の

「
古
本
日
記 

恒
藤
恭
『
旧
友
芥
川
龍
之
介
』
」
に
底
本
原
本
の
外
装
カ
バ
ー
写
真
が
載
せ
ら
れ
あ
っ
た

こ
と
か
ら
、
そ
の
画
像
か
ら
起
こ
し
た
。
以
下
も
そ
の
同
写
真
に
あ
る
カ
バ
ー
の
背
で
あ
る
。］ 

    

旧
友
芥
川
龍
之
介 

 

恒 

藤 
恭 

     
 

 
 

 

恒 

藤 
 

恭 

  
 

 
 

 
 

旧
友
芥
川
龍
之
介 

  
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

朝
日
新
聞
社 

 

［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
以
上
は
国
立
国
会
図
書
館
デ
ジ
タ
ル
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
の
底
本
の
扉
。］ 

   
 

 
 

序 

  

芥
川
龍
之
介
は
私
の
最
も
親
し
い
友
人
の
中
の
一
人
で
あ
つ
た
。
一
高
の
学
生
時
代
に
は
じ
め
て
互
ひ

に
知
り
合
つ
て
か
ら
、
私
た
ち
の
親
し
い
交
は
り
は
十
六
年
ば
か
り
続
い
た
。
昭
和
二
年
七
月
二
十
四
日

の
芥
川
の
自
殺
に
よ
つ
て
此
の
交
は
り
は
終
り
を
告
げ
た
と
は
云
ふ
も
の
の
、
彼
の
お
も
か
げ
は
絕
え
ず

折
り
に
ふ
れ
て
私
の
意
識
の
う
ち
に
よ
み
が
へ
り
、
或
時
は
あ
ざ
や
か
に
。
或
時
は
か
す
か
に
、
私
の
心

に
呼
び
か
け
る
の
で
あ
る
。 

http://hyogenkyuko.seesaa.net/article/484520758.html
http://hyogenkyuko.seesaa.net/article/484520758.html


 
た
ぐ
ひ
稀
れ
な
、
す
ぐ
れ
た
資
性
と
能
力
と
を
い
だ
い
た
ま
ま
に
、
三
十
六
歳
の
み
じ
か
い
生
涯
を
も

つ
て
芥
川
か
此
の
世
を
去
つ
た
こ
と
は
、
今
で
も
な
ほ
、
遺
憾
の
極
み
に
お
も
ふ
と
こ
ろ
で
あ
る
。
彼
の

死
後
、
私
は
二
十
年
以
上
も
生
き
延
び
、
碌
々
と
し
て
生
活
を
い
と
な
ん
で
ゐ
る
の
で
あ
る
が
、
若
し
も

彼
が
現
存
ま
で
生
存
し
て
ゐ
た
の
で
あ
つ
た
な
ら
ば
、
作
家
と
し
て
又
は
文
学
者
と
し
て
、
ど
の
や
う
に

す
ば
ら
し
い
成
長
を
遂
げ
た
で
あ
つ
た
ら
う
か
と
、
空
し
い
想
像
を
め
ぐ
ら
し
て
見
た
い
氣
に
な
る
。 

 

こ
の
書
に
收
め
た
諸
篇
は
、
学
生
時
代
に
執
筆
し
た
も
の
と
、
芥
川
の
自
殺
の
直
後
に
執
筆
し
た
も
の

と
、
一
昨
年
か
ら
昨
年
に
か
け
て
執
筆
し
た
も
の
と
の
三
つ
の
種
類
に
わ
か
ち
得
ら
れ
る
。
「
旧
友
芥
川

龍
之
介
」
と
い
ふ
書
名
を
え
ら
ん
だ
け
れ
ど
、
芥
川
に
関
す
る
こ
と
だ
け
を
書
き
つ
ら
ね
た
わ
け
で
は
な

く
、
そ
れ
以
外
に
、
過
去
に
お
け
る
私
自
身
の
生
活
に
つ
い
て
の
敍
述
や
、
芥
川
に
関
係
の
あ
る
事
柄
か

ら
連
想
を
馳
せ
て
、
ほ
し
い
ま
ま
に
論
述
を
こ
こ
ろ
み
た
も
の
な
ど
も
ま
じ
つ
て
ゐ
る
、
さ
ら
に
、
岩
波

書
店
刊
行
の
「
芥
川
龍
之
介
全
集
」
第
七
巻
の
中
に
收
錄
さ
れ
な
か
っ
た
故
人
の
書
簡
四
十
二
通
を
卷
末

に
を
さ
め
て
、
故
人
を
偲
ぶ
よ
す
が
と
し
た
。 

 
 

昭
和
二
十
四
年
六
月
二
十
四
日 

  
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

恒 

藤 
 

恭 

    
 

 
 

目 
 

次 

  

序 

  

友
人
芥
川
の
追
憶 

  

芥 

川 

龍 

之 

介 

  

芥
川
龍
之
介
の
こ
と
な
ど 

  

赤
城
山
の
つ
つ
じ 

 
 

 
 

 

※ 

 

芥
川
書
簡
集 

 

［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
目
次
。
リ
ー
ダ
と
ペ
ー
ジ
数
は
省
略
し
た
。 

 

以
下
は
そ
の
「
目
次
」
の
裏
の
右
ペ
ー
ジ
左
下
方
に
記
さ
れ
て
あ
る
。］ 

  



  
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

揷 
 

絵 

  
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

樹
下
の
我
鬼
先
生 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

裸
形
の
芥
川
龍
之
介 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

女 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

※ 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

芥
川
龍
之
介
遺
墨 

 

［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
こ
の
左
ペ
ー
ジ
に
は
、
「
樹
下
の
我
鬼
先
生
」
と
下
方
に
活
字
で
入
れ
た
芥
川
龍
之

介
が
恒
藤
宛
に
郵
送
し
た
葉
書
の
裏
の
、
龍
之
介
自
身
の
手
に
な
る
自
身
の
カ
リ
カ
チ
ュ
ア
と
短
い
通
信

文
の
画
像
が
載
る
。
国
立
国
会
図
書
館
デ
ジ
タ
ル
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
の
底
本
デ
ー
タ
画
像
は
全
部
が
モ
ノ
ク
ロ

ー
ム
で
あ
る
の
で
、
カ
ラ
ー
印
刷
か
ど
う
か
は
判
ら
な
い
の
だ
が
、
先
の
表
現
急
行
氏
の
ブ
ロ
グ
「
表
現
急

行2

」
の
「
古
本
日
記 

恒
藤
恭
『
旧
友
芥
川
龍
之
介
』」
に
あ
る
原
本
の
カ
ラ
ー
画
像
を
見
る
と
、
原
葉
書

の
美
麗
な
カ
ラ
ー
画
像
で
あ
る
こ
と
が
判
っ
た
）
こ
れ
は
、
私
の
「
芥
川
龍
之
介
書
簡
抄
８
８ 

／ 

大
正

七
（
一
九
一
八
）
年
（
三
） 

五
通
」
の
内
の
四
通
目
に
あ
る
「
大
正
七
（
一
九
一
八
）
年
九
月
十
八
日
・

京
都
市
外
下
加
茂
村
松
原
中
ノ
丁
八
田
方
裏 

井
川
恭
樣
・
消
印
十
九
日
・
十
八
日 

龍
（
自
筆
絵
葉
書
）
」

で
あ
り
、
そ
ち
ら
で
原
葉
書
の
自
筆
絵
葉
書
を
カ
ラ
ー
で
示
し
て
あ
る
の
で
、
参
照
さ
れ
た
い
。
以
下
に
も

活
字
化
し
て
お
く
。］ 

 

忙
し
か
つ
た
の
で
返
事
が
遲
れ
た 

土
日
兩
日
は
大
抵
東
京
に
ゐ
る 

秋
來
た
ら 

  

［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
こ
こ
ま
で
絵
の
右
端
の
余
白
に
あ
り
、
以
下
は
左
端
の
余
白
に
書
か
れ
て
あ
る
。］ 

  

一
度
や
つ
て
來
給
へ 

以
上 

  

［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
以
下
は
絵
の
中
に
書
か
れ
た
自
作
漢
詩
句
。］ 

   
 

 

寸
步
却
成
千
里
隔 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

我
鬼
題
幷
画

○龍 
 

 
 

紛
々
多
在
半
途
中 

 

https://dl.ndl.go.jp/pid/1705439/1/6
https://dl.ndl.go.jp/pid/1705439/1/6
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［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
最
後
の
「
龍
」
は
上
の
「
画
」
の
字
の
上
に
朱
印
と
し
て
打
た
れ
て
あ
る
。］ 

  

樹
下
の
我
鬼
先
生 

 
 

 
 

 

芥
川
龍
之
介
ゑ
が
く 

  

［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
以
上
は
、
葉
書
画
像
の
画
像
外
の
右
下
に
恒
藤
が
記
し
た
活
字
で
あ
る
。］ 

                           



  
 

 
旧 
友 

芥 

川 

龍 

之 

介 
  

［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
本
文
前
標
題
（
左
ペ
ー
ジ
）。］ 

    
 

 
 

友 

人 

芥 

川 

の 

追 

憶 

  
 

 
 

 
 

 
 

一 

  

数
へ
て
見
る
と
、
芥
川
と
の
交
は
り
は
十
八
年
の
過
去
か
ら
つ
づ
い
た
。
芥
川
は
三
十
六
歲
で
亡
く
な

つ
た
の
だ
か
ら
、
私
達
の
交
は
り
は
丁
度
芥
川
の
一
生
の
後
半
に
わ
た
つ
て
居
た
訳
で
あ
る
。 

 

こ
の
永
い
年
月
の
あ
ひ
だ
、
彼
は
恒
に
私
の
最
も
親
し
い
且
つ
最
も
敬
愛
す
る
友
人
の
一
人
で
あ
つ
た
。

性
格
や
氣
質
に
お
い
て
二
人
は
い
ろ
い
ろ
異
な
る
所
が
あ
つ
た
。
思
想
の
上
で
も
一
致
し
な
い
点
が
数
々

あ
つ
た
。
し
か
し
な
が
ら
不
思
議
と
お
互
ひ
に
親
し
み
を
感
じ
た
。
こ
の
心
持
は
少
し
も
渝
る
こ
と
な
く

十
八
年
の
あ
ひ
だ
持
続
し
た
。 

［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：「
渝
る
」「
か
は
る
」。「
變
は
る
」
に
同
じ
。］ 

 

こ
の
間
に
、
高
等
学
校
時
代
の
彼
、
大
学
時
代
の
彼
、
機
関
学
校
の
先
生
を
し
て
居
た
頃
の
專
ら
文
筆

に
依
つ
て
衣
食
す
る
や
う
に
な
つ
た
彼
、
と
云
つ
た
や
う
に―

―

彼
の
生
活
の
境
涯
の
変
つ
て
行
く
の
を
、

近
く
か
ら
又
遠
く
か
ら
私
は
眺
め
た
。
そ
し
て
終
り
に
彼
の
遺
骸
の
荼
毘
に
付
せ
ら
れ
る
の
を
見
守
ら
ね

ば
な
ら
な
か
つ
た
。 

 

お
互
ひ
に
死
と
い
ふ
も
の
に
つ
い
て
話
し
た
こ
と
は
時
折
り
あ
つ
た
。
お
互
ひ
に
健
康
に
つ
い
て
絕
え

ず
い
た
は
り
合
つ
た
。 

 

何
時
の
こ
と
で
あ
つ
た
か
、
田
端
の
家
で
、
私
の
用
ひ
て
ゐ
た
白
耳
義
製
の
カ
フ
ス
ボ
タ
ン
を
し
き
り

に
ほ
め
て
、
「
君
が
死
ん
だ
ら
形
見
に
く
れ
た
ま
へ
」
と
云
ふ
か
ら
、「
や
る
よ
」
と
約
束
し
た
こ
と
か
あ

つ
た
。
欧
羅
巴
へ
向
け
て
出
発
す
る
前
の
こ
と
、
ひ
よ
つ
と
し
た
ら
先
方
で
何
か
の
加
減
で
死
な
ぬ
と
も

限
ら
ぬ
と
思
つ
た
か
ら
、
そ
の
釦
を
芥
川
に
贈
つ
て
置
か
う
か
と
も
考
へ
た
が
、
少
し
感
傷
的
に
過
ぎ
る

や
う
な
氣
が
し
て
差
控
へ
た
。
ア
メ
リ
カ
の
暑
熱
で
大
分
胃
腸
を
い
た
め
た
も
の
の
、
兎
に
角
、
昨
年
の

九
月
の
半
ば
す
ぎ
に
私
は
橫
浜
に
上
陸
す
る
こ
と
が
出
來
た
。
そ
し
て
鵠
沼
の
居
に
芥
川
を
お
と
づ
れ
、

久
し
振
り
に
話
し
合
つ
た
。
そ
れ
が
永
久
の
別
れ
で
あ
つ
た
。 

［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：「
白
耳
義
」「
ベ
ル
ギ
ー
」。 

「
欧
羅
巴
へ
向
け
て
出
発
す
る
」
恒
藤
は
大
正
一
一
（
一
九
二
二
）
年
に
京
都
帝
国
大
学
経
済
学
部
助
教

授
と
な
り
、
二
年
後
の
大
正
一
三
（
一
九
二
四
）
年
三
月
か
ら
大
正
一
五
（
一
九
二
六
）
年
九
月
ま
で 

欧

州
へ
留
学
し
て
い
る
。］ 



 
鵠
沼
の
駅
に
向
ふ
車
の
中
で
、
ふ
と
、
此
れ
き
り
で
も
う
会
へ
な
い
の
ぢ
や
な
い
か
し
ら
、
と
云
ふ
や

う
な
予
感
が
あ
た
ま
の
中
に
閃
い
た
。
瞬
間
ひ
じ
や
う
に
さ
び
し
い
氣
が
し
た
。
が
私
は
直
き
に
、
そ
ん

な
こ
と
は
な
い
と
理
性
に
よ
つ
て
打
消
し
た
。
け
れ
ど
も
、
や
つ
ぱ
り
其
予
感
が
事
実
と
な
つ
て
し
ま
つ

た
。
ほ
ん
た
う
に
残
念
で
あ
る
。 

［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
後
の
「
芥
川
龍
之
介
の
こ
と
な
ど
」
に
も
こ
の
最
後
の
邂
逅
は
再
話
さ
れ
る
が
、
こ

こ
で
は
、
私
の
「
芥
川
龍
之
介
書
簡
抄
１
３
７ 

／ 

大
正
一
五
・
昭
和
元
（
一
九
二
六
）
年
九
月
（
全
） 

九
通
」
の
最
後
の
私
の
太
字
注
の
引
用
で
我
慢
さ
れ
た
い
。］ 

  
 

 
 

 
 

 
 

二 

  

謂
は
ゆ
る
江
戶
つ
子
の
出
不
精
で
、
大
学
卒
業
の
こ
ろ
以
前
に
は
、
芥
川
は
め
つ
た
に
東
京
を
離
れ
な

か
つ
た
。
東
京
を
離
れ
て
も
あ
ま
り
遠
方
へ
出
か
け
た
こ
と
は
無
か
つ
た
。
そ
れ
を
初
め
て
遠
方
へ
引
張

り
出
し
た
の
は
私
だ
つ
た
。
そ
し
て
、
私
の
勧
め
に
應
じ
て
印
象
記
を
『
松
陽
新
報
』
と
い
ふ
地
方
の
新

聞
に
載
せ
た
の
が―

―

後
に
な
つ
て
知
つ
た
事
で
あ
つ
た
け
れ
ど―

―

彼
が
作
品
を
公
け
に
し
た
最
初
で

あ
つ
た
。 

［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
私
の
冒
頭
注
で
出
し
た
『
芥
川
龍
之
介
「
松
江
印
象
記
」
初
出
形
』
を
参
照
。
こ
の
作
品
が
「
芥
川
龍

之
介
」
を
作
者
名
と
し
て
使
用
し
た
最
初
で
あ
り
、
パ
ブ
リ
ッ
ク
に
公
開
し
た
最
初
の
作
で
も
あ
る
。］ 

 

同
じ
筆
法
で
、
私
は
芥
川
を
西
洋
に
ま
で
引
張
つ
て
行
か
う
と
思
つ
て
努
力
し
た
。
西
洋
へ
行
き
た
い

希
望
は
彼
自
身
一
高
時
代
か
ら
懐
抱
し
て
ゐ
た
の
で
、
大
分
乗
り
氣
に
な
つ
て
私
の
勧
め
に
耳
を
傾
け
て

吳
れ
た
。
だ
か
、
中
國
へ
行
つ
て
健
康
を
害
し
た
以
前
の
経
驗
は
、
彼
の
洋
行
に
対
す
る
家
庭
の
人
々
の

憂
惧
の
念
を
大
な
ら
し
め
た
。
そ
れ
は
全
く
無
理
の
な
い
事
で
も
あ
つ
た
。
同
行
が
出
來
ぬ
の
は
遺
憾
だ

が
、
後
か
ら
や
つ
て
來
た
ま
へ
と
言
ひ
残
し
て
、
私
は
日
本
を
去
つ
た
。
巴
里
か
ら
ま
た
、
私
は
勧
誘
の

手
紙
を
出
し
た
。
小
穴
氏
な
ど
の
言
に
よ
る
と
、
私
の
誘
惑
は
大
分
効
果
を
あ
た
へ
た
ら
し
い
。
し
か
し

芥
川
は
日
本
を
離
れ
る
こ
と
が
出
來
な
か
つ
た
。 

［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
「
小
穴
」
芥
川
龍
之
介
が
晩
年
に
強
い
親
近
感
を
持
っ
た
友
の
画
家
小
穴
隆
一
。
私
の
「
芥
川
龍
之
介

盟
友 

小
穴
隆
一
」
等
を
参
照
。］ 

 

そ
れ
は
二
つ
の
点
に
お
い
て
甚
だ
遺
憾
で
あ
る
。
一
つ
に
は
、
和
漢
の
文
学
に
お
い
て
甚
だ
造
詣
の
深

か
つ
た
芥
川
は
、
西
洋
の
文
学
に
つ
い
て
も
恐
る
可
き
読
書
力
を
発
揮
し
て
ゐ
た
。
ま
た
、
す
ぐ
れ
た
る

彼
の
藝
術
的
感
覚
は
、
東
洋
の
絵
画
彫
刻
に
対
し
て
も
、
西
洋
の
そ
れ
に
対
し
て
も
、
潑
剌
た
る
鑑
賞
能

力
と
な
つ
て
働
い
た
。
欧
羅
巴
に
お
け
る
見
聞
は
、
彼
の
創
作
的
精
神
の
上
に
深
大
な
る
影
響
を
及
ぼ
し

た
で
あ
ら
う
と
想
像
さ
れ
る
。
二
つ
に
は―

―

此
方
が
主
と
し
て
遺
憾
な
の
で
あ
る
が―

―

あ
の
頃
に
彼

が
西
洋
へ
行
つ
た
と
し
た
ら
、
恐
ら
く
彼
の
気
持
は
一
轉
し
た
で
あ
ら
う
、
内
的
生
活
に
も
展
開
を
來
し

た
で
あ
ら
う
と
考
へ
ら
れ
る
。
そ
し
て
、
多
分
あ
ん
な
に
早
く
死
に
は
し
な
か
つ
た
で
あ
ら
う
と
思
ふ
。 

 

そ
ん
な
や
う
な
仮
定
的
想
像
が
当
つ
て
ゐ
よ
う
が
居
ま
い
が
、
彼
に
欧
羅
巴
の
土
を
一
度
踏
ま
せ
て
や

り
た
か
つ
た
。
た
と
へ
ば
、
シ
ス
テ
ィ
ナ
礼
拝
堂
の
ミ
ケ
ラ
ン
ジ
ェ
ロ
の
天
井
画
及
壁
画
の
複
製
を
見
て

あ
ん
な
に
も
昂
奮
し
た
彼
が
、
原
物
を
見
た
ら
ど
ん
な
に
歓
喜
し
た
で
あ
ら
う
か
。
あ
る
ひ
は
ル
ー
ヴ
ル

https://onibi.cocolog-nifty.com/alain_leroy_/2021/09/post-5da294.html
https://onibi.cocolog-nifty.com/alain_leroy_/2021/09/post-5da294.html
http://yab.o.oo7.jp/matue.html
https://onibi.cocolog-nifty.com/alain_leroy_/cat24054257/index.html
https://onibi.cocolog-nifty.com/alain_leroy_/cat24054257/index.html


画
廊
の
レ
ム
ブ
ラ
ン
ト
筆
「
基
督
復
活
し
て
弟
子
に
現
る
る
図
」
に
直
面
し
て
、
如
何
ば
か
り
彼
は
わ
が

意
を
得
た
り
！ 

と
う
な
づ
い
た
で
あ
ら
う
か
。 

 

し
づ
か
な
イ
タ
リ
ア
の
僧
院
、
堂
内
の
く
ら
が
り
に
瞑
目
の
を
ん
な
の
影
う
か
ぶ
フ
ラ
ン
ス
の
加
特
力

敎
寺
院
な
ど
に
も
、
彼
は
た
ま
し
ひ
と
感
覚
と
の
安
ら
か
な
休
息
を
見
出
し
た
で
あ
ら
う
も
の
を
と
思
ふ
。 

 

ど
う
せ
、
今
と
な
つ
て
た
だ
愚
痴
を
言
ふ
だ
け
の
こ
と
に
過
ぎ
ぬ
と
は
知
れ
て
ゐ
る
け
れ
ど
、
し
か
し

全
く
残
念
で
あ
る
。 

［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：「
加
特
力
」「
カ
ト
リ
ッ
ク
」。］ 

  
 

 
 

 
 

 
 

三 

  

私
に
と
つ
て
だ
け
興
味
の
あ
る
事
柄
を
書
く
こ
と
を
恕
し
て 

貰
ふ
と
し
て ―

―
 

芥
川
と
の
交
は
り
に

は
、
四
つ
の
時
期
と
も
い
ふ
べ
き
も
の
が
あ
つ
た
。
高
等
学
校
時
代
、
大
学
時
代
、
そ
の
以
後
大
正
十
二

三
年
頃
迄
の
時
代
、
彼
の
晩
年
三
四
年
の
間
と
い
つ
た
や
う
な
く
ぎ
り

﹅

﹅

﹅

が
そ
れ
で
あ
る
。
最
後
の
時
期
に

は
私
は
海
外
に
在
つ
た
し
、
帰
つ
て
か
ら
も
一
度
し
か
彼
に
会
は
ず
、
唯
彼
の
作
品
を
通
じ
て
の
み
彼
の

存
在
に
接
触
し
た
の
で
あ
つ
た
。 

［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：「
恕
し
て
」「
ゆ
る
し
て
」。］ 

 

右
に
あ
げ
た
第
一
の
時
期
、
す
な
は
ち
高
等
学
校
時
代
に
お
け
る
芥
川
及
び
彼
と
の
交
は
り
に
つ
い
て
、

心
に
う
か
ぶ
ま
ま
に
そ
こ
ば
く
の
追
憶
を
書
き
し
る
し
た
い
と
思
ふ
。
そ
れ
以
来
、
大
分
年
月
が
経
過
し

た
の
で
、
お
ぼ
え
の
悪
い
私
の
記
憶
に
は
、
多
く
の
事
柄
が
逸
し
て
し
ま
つ
た
し
、
そ
の
頃
の
日
記
の
類

な
ど
も
破
棄
し
た
や
う
に
思
ふ
。
そ
し
て
丹
念
に
思
ひ
出
の
い
と
ぐ
ち
を
ほ
ど
い
て
行
く
時
間
の
余
裕
も

あ
た
へ
ら
れ
て
ゐ
な
い
の
で
、
私
の
記
述
は
甚
だ
不
充
分
な
も
の
と
な
る
で
あ
ら
う
。 

 

芥
川
は
会
話
に
お
い
て
も
「
僕
」
と
い
ふ
一
人
称
の
代
名
詞
を
用
ひ
て
ゐ
た
。
文
章
に
お
い
て
も
さ
う

で
あ
つ
た
と
思
ふ
。
彼
と
私
と
の
間
に
お
い
て
も
、
会
話
に
も
音
信
に
も
彼
は
「
僕
」
と
い
ふ
代
名
詞
を

用
ひ
た
。
私
も
や
は
り
さ
う
で
あ
つ
た
。
但
、
芥
川
が
家
庭
の
内
で
も
外
で
も
「
僕
」
を
以
て
一
貫
し
て

ゐ
た
の
に
反
し
て
、
私
は
幼
時
か
ら
家
庭
で
は
「
私
」
と
い
ふ
代
名
詞
を
用
ひ
て
ゐ
た
。
か
つ
て
芥
川
が

私
の
鄕
里
の
家
に
來
て
泊
つ
て
ゐ
た
と
き
、
『
な
る
ほ
ど
、
君
は
う
ち
で
は
「
私
」
と
い
ふ
語
を
つ
か
つ

て
る
ね
。
や
さ
し
い
語
だ
ね
』
と
妙
に
感
心
し
て
云
つ
た
こ
と
が
あ
つ
た
。 

 

私
に
と
つ
て
は
「
僕
」
と
い
ふ
語
は
社
交
用
、
特
に
対
友
人
用
の
代
名
詞
で
あ
つ
た
。
を
か
し
な
事
に

は
、
自
分
自
身
の
家
庭
を
つ
く
つ
て
か
ら
は
、
妻
に
向
つ
て
も
「
僕
」
と
い
ふ
代
名
詞
を
用
ひ
る
の
で
あ

つ
た
。
し
か
も
文
章
に
お
い
て
自
己
を
表
は
す
爲
に
は
私
は
「
私
」
と
い
ふ
語
を
用
ひ
來
つ
て
ゐ
る
。
芥

川
と
私
と
は
、
複
数
の
一
人
称
と
し
て
は
「
僕
た
ち
」
と
い
ふ
代
名
詞
を
用
ひ
て
ゐ
た
。
そ
こ
で
、
私
が

文
章
の
上
に
芥
川
と
私
と
を
一
人
称
の
複
数
に
お
い
て
表
は
す
場
合
に
は
、
一
つ
の
デ
ィ
レ
ン
マ
に
会
す

る
。
し
か
し
私
は
以
下
に
お
い
て
「
私
た
ち
」
と
い
ふ
代
名
詞
を
用
ひ
る
こ
と
に
し
た
い
。―

―

言
語
の

感
覚
の
極
め
て
銳
敏
で
あ
つ
た
芥
川
の
事
に
つ
い
て
追
想
す
る
と
き
、
つ
い
斯
や
う
な
餘
計
な
事
柄
も
書

き
添
へ
た
い
気
持
に
な
る
の
で
あ
る
。 

 

去
る
七
月
二
十
七
日
、
芥
川
の
遺
骸
が
谷
中
の
斎
場
か
ら
日
暮
里
の
火
葬
場
に
運
ば
れ
、
燒
竃
の
中
に



移
さ
れ
、
一
同
の
燒
香
が
了
つ
た
の
ち
、
ふ
と
見
る
と
、
鉄
扉
の
か
た
へ
に
か
け
て
あ
る
札
の
上
の
文
字

が
「
芥
川
龍
之
助
」
と
な
つ
て
ゐ
た
。
そ
の
刹
那
に
、
若
し
も
芥
川
が
そ
れ
を
見
た
ら
、
「
し
や
う
が
な

い
な
」
と
苦
笑
す
る
だ
ら
う
と
思
つ
た
。
す
る
と
世
話
役
の
谷
口
氏
が
「
ど
な
た
か
硯
を
も
つ
て
來
て
下

さ
い
、
佛
が
氣
に
し
ま
す
か
ら
字
を
改
め
ま
す
」
と
い
ふ
や
う
な
こ
と
を
言
つ
た
。…

…

「
芥
川
龍
之
介
」

と
改
め
て
書
か
れ
た
。
何
だ
か
私
も
安
心
し
た
や
う
な
気
が
し
た
。
生
前
、
芥
川
は
「
龍
之
助
」
と
書
か

れ
た
り
、
印
刷
さ
れ
た
り
し
て
居
る
の
を
見
る
と
、
参
つ
た
や
う
な
、
腹
立
た
し
い
や
う
な
、
浅
ま
し
い

や
う
な
感
じ
を
も
つ
た
も
の
だ
つ
た
。
そ
れ
は
、
彼
が
「
龍
之
介
」
と
い
ふ
自
分
の
名
を
甚
だ
愛
し
且
つ

そ
れ
に
つ
い
て
一
種
の
誇
り
を
も
つ
て
居
た
か
ら
で
も
あ
つ
た
。
第
三
者
の
眼
か
ら
見
て
も
、
「
龍
之
介
」

は
「
龍
之
助
」
よ
り
も
よ
ほ
ど
感
じ
が
い
い
し
、
よ
り
エ
ス
テ
ッ
シ
ュ
で
も
あ
る
、
し
か
し
我
の
强
い
彼

は
特
別
强
く
こ
の
點
を
意
識
し
て
ゐ
た
に
違
ひ
な
い
。
そ
れ
は
子
供
ら
し
い
誇
り
で
あ
つ
た
。
し
か
し
そ

ん
な
所
に
わ
が
芥
川
の
愛
す
べ
き
性
格
の
あ
ら
は
れ
が
あ
つ
た
。
彼
の
作
品
を
愛
讀
し
て
ゐ
る
と
か
、
彼

を
敬
慕
し
て
ゐ
る
と
か
云
つ
た
や
う
な
事
を
書
い
て
寄
こ
す
人
が
、
偶
々
「
芥
川
龍
之
助
樣
」
と
宛
名
を

書
い
て
居
る
の
を
見
て
、
「
度
し
難
い
輩
だ
」
と
云
ふ
樣
な
こ
と
を
呟
い
た
例
を
一
、
二
思
ひ
出
す
。 

［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
「
谷
口
」
谷
口
喜
作
（
明
治
三
五
（
一
九
〇
二
）
年
～
昭
和
二
三
（
一
九
四
八
）
年
）
。
「
う
さ
ぎ
や
」

の
店
名
で
知
ら
れ
、
現
在
も
東
京
都
台
東
区
上
野
広
小
路
に
営
業
す
る
大
正
二
（
一
九
一
三
）
年
創
業
の
和
菓
子
屋
の
主
人
。

岩
波
新
全
集
に
人
名
索
引
に
よ
れ
ば
、
東
京
生
ま
れ
の
当
主
は
『
俳
人
と
し
て
も
活
躍
し
、
多
く
の
文
化
人
と
交
流
を
持
つ

と
と
も
に
「
海
紅
」
「
碧
」
な
ど
の
俳
句
雑
誌
に
句
や
エ
ッ
セ
イ
を
載
せ
て
い
た
』
と
し
、
『
甘
い
も
の
が
好
き
な
芥
川
は
、

こ
の
店
の
「
喜
作
も
な
か
」
が
大
好
物
で
あ
っ
た
』
と
あ
る
。
『
小
穴
隆
一 

「
二
つ
の
繪
」
（
１
７
） 

「
手
帖
に
あ
つ
た

メ
モ
」』
の
私
の
注
の
「
う
さ
ぎ
や
」
を
参
照
。 

「
エ
ス
テ
ッ
シ
ュ
」
は
“E

sth
etic

” 

で
あ
ろ
う
。
「
審
美
的
な
」
の
意
。
言
わ
ず
も
が
な
で
あ
る
が
、
音
写
は
「
エ
ス
テ
ェ

テ
ィ
ッ
ク
」
。
こ
の
焼
き
場
の
一
件
に
つ
い
て
は
、
別
に
小
穴
隆
一
の
「
二
つ
の
繪
」
の
「
橫
尾
龍
之
助
」
に
（
リ
ン
ク
先

は
私
の
電
子
化
注
）
、
『
燒
場
の
竃
に
寢
棺
が
約
め
ら
れ
、
鍵
が
お
ろ
さ
れ
て
し
ま
つ
て
、
門
扉
に
か
け
た
名
札
に
は
芥
川
龍

之
助
と
書
い
て
あ
つ
た
。
谷
口
喜
作
が
燒
場
の
者
に
注
意
を
し
て
芥
川
龍
之
介
と
書
改
め
さ
せ
、
恒
藤
恭
が
よ
く
注
意
し
て

く
れ
た
と
谷
口
に
禮
を
言
つ
て
は
ゐ
た
が
、
今
日
芥
川
の
墓
の
あ
る
染
井
の
慈
眼
寺
に
區
で
建
て
た
立
札
は
こ
れ
ま
た
芥
川

龍
之
助
の
墓
と
な
つ
て
ゐ
る
。
龍
之
介
は
戸
籍
面
で
は
ど
こ
ま
で
も
龍
之
助
で
あ
つ
た
の
か
も
知
れ
な
い
』
な
ど
と
あ
る
。

参
照
さ
れ
た
い
。］ 

  
 

 
 

 
 

 
 

四 

  

芥
川
も
私
も
一
年
の
う
ち
の
季
節
の
移
り
か
は
り
を
强
く
意
識
し
、
そ
れ
か
ら
の
影
響
を
氣
分
の
上
に

か
な
り
深
く
受
け
る
た
ち

﹅

﹅

で
あ
つ
た
。
け
れ
ど
も
、
其
点
に
つ
い
て
共
通
な
所
も
あ
れ
ば
、
さ
う
で
な
い

所
も
あ
つ
た
。
た
と
へ
ば
、
秋
は
私
た
ち
二
人
の
心
を
同
じ
仕
方
で
促
へ
た
。
と
こ
ろ
が
、
夏
に
つ
い
て

は
、
芥
川
は
梅
雨
の
候
を
愛
す
る
こ
と
深
く
、
濕
潤
の
空
氣
に
ひ
た
つ
てIN

 H
IS

 E
L

E
M

E
N

T

に
在
る
か

の
如
く
思
は
れ
た
が
、
私
は
そ
れ
に
先
立
つ
新
綠
の
季
節
を
好
も
し
と
し
た
。
彼
は
盛
夏
の
こ
ろ
の
强
烈

な
日
光
に
対
し
一
種
の
本
能
的
な
怕
れ
を
感
じ
る
慣
ひ
で
あ
つ
た
が
、
私
は
む
し
ろ
夏
の
太
陽
の
下
に
か

が
や
く
物
象
の
す
が
た
を
い
さ
ぎ
よ
く
思
つ
た
。
二
人
の
間
の
性
格
や
氣
質
や
の
相
違
の
外
に
、
東
京
で

https://onibi.cocolog-nifty.com/alain_leroy_/2017/01/post-04ba.html
https://onibi.cocolog-nifty.com/alain_leroy_/2017/01/post-04ba.html
http://onibi.cocolog-nifty.com/alain_leroy_/2017/01/post-7c59.html


生
れ
東
京
で
そ
だ
つ
た
彼
と
、
山
陰
道
で
生
れ
山
陰
道
で
育
つ
た
私
と
の
間
に
存
し
た
と
こ
ろ
の
生
活
環

境
の
上
の
相
違
が
、
夏
季
に
対
す
る―

―

さ
う
し
た
二
人
の
異
な
る
意
識
を
條
件
づ
け
た
の
で
あ
る
か
も

知
れ
な
い
。 

［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：「IN

 H
IS

 E
L

E
M

E
N

T

」「
彼
の
本
領
発
揮
の
内
に
在
る
」
と
言
っ
た
意
。］ 

 

子
供
の
時
か
ら
中
学
時
代
ま
で
を
通
じ
て
私
た
ち
の
生
活
環
境
を
形
づ
く
つ
た
と
こ
ろ
の
家
庭
や
、
社

会
的
周
囲
や
、
鄕
土
や
は
、
か
な
り
趣
を
異
に
す
る
も
の
で
あ
つ
た
。
た
だ
一
つ
の
例
を
あ
げ
る
と
、
芥

川
か
ら
二
、
三
度
聞
か
せ
ら
れ
た
話
に
こ
ん
な
の
が
あ
る―

―

「
四
つ
か
五
つ
の
時
だ
つ
た
。
母
に
連
れ

ら
れ
て
歌
舞
伎
へ
行
つ
た
ん
だ
。
そ
の
時
、
團
十
郞
が
勧
進
帳
を
や
つ
た
ん
だ
さ
う
だ
が
、
團
十
郞
が
あ

の
大
き
い
眼
を
剝
い
て
花
道
か
ら
出
て
來
た
と
き
、
僕
が
『
う
ま
い
つ
』
と
叫
ん
だ
さ
う
だ
。
見
物
が
み

な
息
を
こ
ら
し
て
ゐ
る
時
な
ん
だ
ら
う
。
母
は
ど
う
し
よ
う
と
当
惑
し
た
ん
だ
さ
う
だ
。
今
で
も
よ
く
其

事
を
云
つ
て
母
が
わ
ら
ふ
よ
』 

團
十
郞
の
噂
を
し
か
聞
い
た
こ
と
の
な
い
私
は
、
こ
の
話
な
ど
、
何
だ

か
ひ
ど
く
ま
ば
ゆ
い
や
う
な
氣
も
ち
で
聽
い
た
も
の
で
あ
つ
た
。 

［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
「
わ
ら
ふ
よ
』
」
の
後
の
字
空
け
は
マ
マ
。
芥
川
龍
之
介
は
「
文
學
好
き
の
家
庭
か
ら
」
（
大
正
七
（
一

九
一
八
）
年
一
月
発
行
の
『
文
章
倶
樂
部
』
に
「
自
傳
の
第
一
頁
（
ど
ん
な
家
庭
か
ら
文
士
が
生
ま
れ
た
か
）
」
の
大
見
出

し
で
表
記
の
題
で
掲
載
さ
れ
た
も
の
。
リ
ン
ク
先
は
私
の
古
い
電
子
化
注
）
の
中
に
、
こ
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
を
書
い
て
お
り
、

『
芝
居
や
小
說
は
隨
小
さ
い
時
か
ら
見
ま
し
た
。
先
の
團
十
郞
、
菊
五
郞
、
秀
調
な
ぞ
も
覺
え
て
ゐ
ま
す
。
私
が
始
め
て
芝

居
を
見
た
の
は
、
團
十
郞
が
齋
藤
内
藏
之
助
を
や
つ
た
時
だ
さ
う
で
す
が
、
こ
れ
は
よ
く
覺
え
て
ゐ
ま
せ
ん
。
何
で
も
こ
の

時
は
内
藏
之
助
が
馬
を
曳
い
て
花
道
へ
か
ゝ
る
と
、
棧
敷
の
後
で
母
に
お
ぶ
さ
つ
て
ゐ
た
私
が
、
嬉
し
が
つ
て
、
大
き
な
聲

で
「
あ
あ
う
ま
え
ん
」
と
云
つ
た
さ
う
で
す
。
二
つ
か
三
つ
位
の
時
で
せ
う
』
と
あ
る
。］ 

 

そ
れ
で
、
高
等
学
校
で
二
人
が
お
互
ひ
を
深
く
知
り
は
じ
め
た
と
き
、
二
人
は
ず
ゐ
分
と
内
容
の
違
つ

た
世
界
を
所
有
し
つ
つ
接
触
し
て
行
つ
た
の
で
あ
つ
た
。
や
が
て
、
共
通
の
世
界
が
二
人
の
間
に
生
ま
れ

た
。
そ
れ
は
次
第
に
廣
く
も
深
く
も
な
つ
て
行
つ
た
が
、
そ
の
以
前
か
ら
各
自
の
所
有
し
て
ゐ
た
世
界
の

特
性
は
、
こ
の
新
し
く
二
人
の
間
に
展
開
し
始
め
た
世
界
の
内
容
に
対
し
て
影
響
を
及
ぼ
す
こ
と
を
止
め

な
か
つ
た
。
勿
論
依
然
と
し
て
東
京
に
住
む
こ
と
を
つ
づ
け
た
彼
と
、
新
た
に
東
京
に
住
む
境
遇
に
た
つ

た
私
と
で
は
、
右
の
関
係
に
お
い
て
著
し
く
事
情
を
異
に
す
る
も
の
が
あ
つ
た
。
と
は
云
へ
、
一
高
に
お

け
る
生
活
、
と
り
わ
け
二
年
生
で
あ
る
間
彼
の
送
つ
た
寄
宿
寮
の
生
活
は
、
芥
川
に
と
つ
て
全
く
新
し
い

経
驗
で
あ
つ
た
。
一
高
及
び
そ
の
寄
宿
寮
の
生
活
は
私
に
と
つ
て
も
亦
新
し
い
経
驗
で
あ
つ
た
。
斯
う
し

た
種
々
の
事
情
の
錯
綜
の
う
ち
に
、
私
た
ち
の
共
通
の
世
界
は
つ
く
ら
れ
た
。 

 

私
は
一
年
生
の
時
か
ら
寮
に
は
い
つ
て
ゐ
た
が
、
芥
川
は
二
年
生
に
な
つ
て
初
め
て
寮
に
は
い
つ
た
。

私
た
ち
は
た
し
か
北
寮
三
番
の
室
に
起
臥
し
た
。
初
め
寮
の
生
活
は
彼
に
と
つ
て
随
分
無
氣
味
な
、
そ
し

て
親
し
み
に
く
い
も
の
で
あ
つ
た
に
相
違
な
い
。
次
第
に
彼
は
其
れ
に
馴
れ
て
は
行
つ
た
も
の
の
、
六
分

ど
こ
ろ
し
か
其
れ
に
應
化
し
な
か
つ
た
。
私
も
寮
の
生
活
に
は
十
分
應
化
せ
ず
し
て
終
つ
た
方
だ
が
、
そ

れ
で
も
芥
川
に
比
べ
れ
ば
、
さ
う
し
た
生
活
に
適
應
す
る
能
力
を
よ
り

﹅

﹅

多
く
も
つ
て
ゐ
た
。
例
へ
ば
、
彼

は
初
め
は
中
々
寮
で
入
浴
す
る
こ
と
を
肯
ん
じ
な
か
つ
た
。
や
つ
と
入
浴
す
る
や
う
に
な
つ
て
も
、
稀
れ

に
し
か
入
浴
し
な
か
つ
た
。
し
か
し
忘
れ
て
手
拭
を
も
た
ず
に
風
呂
に
は
ひ
つ
た
や
う
な
逸
話
を
の
こ
し

た
。
銭
湯
に
も
あ
ま
り
行
つ
た
こ
と
は
な
い
と
云
つ
て
ゐ
た
。
寮
の
食
事
は
風
呂
の
や
う
に
忌
避
す
る
わ

http://yab.o.oo7.jp/bugakusuki.html


け
に
は
ゆ
か
ぬ
の
で
每
日
喫
べ
て
は
ゐ
た
が
、
い
つ
も
閉
口
し
て
ゐ
た
。
食
堂
で
も
、
あ
る
日
の
昼
食
後

に
、
イ
ン
キ
瓶
だ
と
思
つ
て
醬
油
入
を
つ
か
ん
で
入
口
ま
で
持
つ
て
行
つ
た
と
い
ふ
逸
話
を
作
つ
た
。
さ

う
し
た
。
ユ
ー
モ
ア
は
、
後
年
に
至
る
ま
で
、
彼
の
行
動
の
上
に
も
、
思
想
の
上
に
も
影
を
射
し
て
ゐ
た

や
う
に
思
ふ
。 

  
 

 
 

 
 

 
 

五 

  

当
時
、
芥
川
の
意
識
の
中
に
二
個
の
東
京
が
存
在
し
て
ゐ
た
。
鄕
土
と
し
て
の
東
京
と
、
一
高
の
所
在

地
と
し
て
の
東
京
と
が
そ
れ
で
あ
る
。
芥
川
に
と
つ
て
、
向
が
陵
は
鄕
土
と
し
て
の
東
京
の
範
囲
外
に
在

つ
た
。
土
曜
日
の
午
後
、
新
宿
の
家
に
向
つ
て
寮
を
去
り
行
く
彼
の
樣
子
は
、
さ
な
が
ら
東
京
に
遊
学
せ

る
地
方
の
青
年
が
鄕
里
を
さ
し
て
帰
省
の
途
に
就
く
姿
に
似
た
も
の
が
あ
つ
た
。
だ
か
ら
、
薄
暮
、
寮
の

窓
に
灯
が
つ
き
そ
め
、
白
い
霧
が
艸
地
に
這
ふ
の
を
な
が
め
な
が
ら
、
私
が
多
少
の
ノ
ス
タ
ル
ジ
ア
に
か

か
る
と
芥
川
も
ひ
と

﹅

﹅

事
な
ら
ず
其
れ
に
同
感
し
て
吳
れ
た
も
の
で
あ
つ
た
。 

［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
「
向
が
陵
」
「
む
か
ふ
が
を
か
（
む
こ
う
が
お
か
）」
は
旧
制
第
一
高
等
学
校
の
別
名
。「
向 こ

う

陵
り
ょ
う

」
と
も

称
し
た
。
東
京
都
文
京
区
向
丘
に
あ
っ
た
こ
と
に
由
来
し
、
「
旧
制
第
一
高
等
学
校
寮
歌
」
の
第
一
番
は
「
向
が
陵
の
自
治

の
城
、
サ
タ
ン
の
征
矢
は
う
が
ち
え
で
、
ア
デ
ン
の
堅
城
も
の
な
ら
ず
、
こ
も
る
千
餘
の
大
丈
夫
は
、
む
か
し
武
勇
の
ほ
ま

れ
あ
る
、
ス
パ
ル
タ
武
士
の
名
を
凌
ぐ
。
」
で
あ
る
。
「
今
昔
マ
ッ
プ
」
の
昭
和
初
期
（
最
も
古
い
も
の
は
画
像
が
劣
化
し
て

い
て
、
判
読
し
難
い
の
で
、
こ
ち
ら
を
選
ん
だ
）
の
地
図
で
「
一
高
」
と
あ
る
の
が
、
そ
こ
。
現
在
、
東
京
都
文
京
区
弥
生

で
東
京
大
学
弥
生
キ
ャ
ン
パ
ス
で
あ
る
が
、
そ
の
西
北
に

向

丘

む
こ
う
が
お
か

の
地
名
が
残
っ
て
い
る
の
が
確
認
出
来
る
。］ 

 

尤
も
眞
実
の
と
こ
ろ
は
、
私
た
ち
の
ノ
ス
タ
ル
ジ
ア
の
対
象
は
、
超
現
実
的
な
或
る
世
界
で
あ
つ
た
か

も
知
れ
な
い
。
さ
う
云
ふ
意
味
に
お
い
て
は
、
白
晝
、
校
庭
の
樹
木
の
か
げ
な
ど
で
、
私
た
ち
は
屢
々
私

た
ち
の
ノ
ス
タ
ル
ジ
ア
に
つ
い
て
語
り
合
つ
た
。 

 

そ
ん
な
と
き
、
校
庭
の
木
立
の
も
と
の
空
間
は
、
芥
川
の
鄕
土
と
し
て
の
東
京
の
一
部
分
で
も
な
け
れ

ば
、
第
一
高
等
学
校
の
構
内
の
一
部
分
で
も
な
く
、
私
た
ち
だ
け
の
領
す
る
第
三
の
世
界
に
属
す
る
の
で

あ
つ
た
。 

 

後
年
、
私
た
ち
は
田
端
の
家
の
二
階
の
書
斎
に
お
い
て
時
に
斯
か
る
第
三
の
世
界
を
復
活
せ
し
め
た
こ

と
が
あ
つ
た
。 

  
 

 
 

 
 

 
 

六 

  

か
の
鄕
愁
に
似
て
、
し
か
も
本
質
を
異
に
す
る
も
の
に
、
私
た
ち
の
エ
キ
ゾ
チ
シ
ズ
ム
が
あ
つ
た
。 

 

茲
に
も
、
た
だ
一
つ
の
例
を
あ
げ
る
と
、
工
科
大
学
の
古
城
の
や
う
な
煉
瓦
造
り
の
前
の
細
か
な
石
砂

利
を
踏
ん
で
、
デ
ィ
ッ
キ
ン
ソ
ン
の
銅
像
の
下
に
い
た
り
、
滑
か
に
光
る
花
崗
石
の
台
石
の
上
に
踞
け
つ

つ
、
沈
丁
花
の
ほ
の
か
な
か
を
り
に
私
た
ち
は
イ
ス
パ
ニ
ア
の
荒
れ
た
町
の
女
の
歌
声
を
思
ひ
う
か
べ
た
。 

［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：「
玆
」「
こ
こ
」
。 

「
デ
ィ
ッ
キ
ン
ソ
ン
の
銅
像
」
芥
川
龍
之
介
の
「
路
上
」
（
リ
ン
ク
先
は
「
青
空
文
庫
」
）
の
「
二
十
二
」
に
も
登
場
す
る
。

https://ktgis.net/kjmapw/kjmapw.html?lat=35.718556&lng=139.758410&zoom=15&dataset=kanto&age=1&screen=2&scr1tile=k_cj4&scr2tile=k_cj4&scr3tile=k_cj4&scr4tile=k_cj4&mapOpacity=10&overGSItile=no&altitudeOpacity=2
https://ktgis.net/kjmapw/kjmapw.html?lat=35.718556&lng=139.758410&zoom=15&dataset=kanto&age=1&screen=2&scr1tile=k_cj4&scr2tile=k_cj4&scr3tile=k_cj4&scr4tile=k_cj4&mapOpacity=10&overGSItile=no&altitudeOpacity=2
https://www.aozora.gr.jp/cards/000879/files/132_15264.html


筑
摩
書
房
全
集
類
聚
版
脚
注
で
は
『
東
大
構
内
に
あ
っ
た
外
人
教
師
の
銅
像
で
あ
ろ
う
が
実
物
も
記
録
も
現
存
し
な
い
』
と

す
る
が
、
こ
れ
は
誤
り
で
、
現
在
の
本
郷
キ
ャ
ン
パ
ス
内
に
現
存
し
、C

h
erles D

ick
in

so
n

 W
est

（
チ
ャ
ー
ル
ズ
・
デ
ィ
キ

ン
ソ
ン
・
ウ
エ
ス
ト 

一
八
四
七
年
～
一
九
〇
八
年
）
で
、
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
・
ダ
ブ
リ
ン
出
身
の
御
雇
外
国
人
で
、
明
治
一

五
（
一
八
八
二
）
年
に
招
聘
さ
れ
て
来
日
、
機
械
工
学
と
造
船
学
を
教
授
し
た
。
サ
イ
ト
「trav

el.jp

」
の
こ
ち
ら
の

tab
i4

7

氏
の
投
稿
記
事
で
銅
像
の
写
真
を
見
る
こ
と
が
出
来
る
。 

「
踞
け
つ
つ
」「
こ
し
か
け
つ
つ
」
。
］ 

 

だ
が
、
夏
休
み
の
近
づ
く
頃
の
或
る
夕
が
た
、
同
じ
銅
像
の
下
で
、
來
ら
む
と
す
る
夏
の
こ
と
を
話
し

合
つ
た
と
き
、
彼
の
語
つ
た
こ
と
を
忘
れ
得
な
い
。 

「
君
、
ど
こ
へ
行
く
？
」 

 

と
私
は
た
づ
ね
た
。 

「
東
北
の
方
へ
旅
行
し
て
見
た
い
と
思
ふ
け
れ
ど
、
夏
は
暑
く
て
ね
。
僕
は
暑
さ
に
は
辟
易
す
る
。
そ
れ

に
少
し
で
も
家う

ち

に
余
計
ゐ
た
い
よ
」 

 

と
彼
は
答
へ
た
。 

「
な
ぜ
？
」 

 

と
重
ね
て
問
ふ
と
、 

「
な
ぜ
つ
て
、
僕
は
少
し
で
も
父
や
母
と
一
緖
に
居
た
い
ん
だ
。
父
や
母
も
最
早
年
を
と
つ
て
ゐ
る
か
ら

ね
。
父
や
母
は
た
だ
僕
一
人
を
希
望
に
生
き
て
る
ん
だ
。
そ
れ
に
何
人
に
も
何
物
に
も
侵
さ
れ
な
い
家
庭

の
城
壁
の
中
は
ほ
ん
た
う
に
安
ら
か
な
ん
だ
か
ら
な
」 

 

と
い
ふ
や
う
な
こ
と
を
言
つ
た
。 

 

後
年
、
彼
の
作
品
の
中
に
、
芥
川
は
い
と
も
う
つ
く
し
く
広
大
な
る
彼
自
身
の
エ
キ
ゾ
チ
シ
ズ
ム
の
世

界
を
つ
く
り
上
げ
た
。
私
は
そ
れ
を
嘆
賞
す
る
。 

 

お
な
じ
や
う
に
、
芥
川
が
そ
の
創
作
力
に
よ
つ
て
展
開
を
企
て
た
も
の
に
、
妖
怪
の
世
界
が
あ
る
。
妖

怪
に
関
す
る
古
今
東
西
の
文
獻
を
夙
く
か
ら
あ
さ
つ
た
彼
は
、
屢
々
私
に
彼
の
蘊
蓄
の
一
端
を
も
ら
し
た
。

諸
國
の
河
童
の
話
な
ど
は
每
々
き
か
さ
れ
た
。
し
か
し
私
は
妖
怪
に
は
あ
ま
り
趣
味
を
も
た
な
か
つ
た
。

私
の
趣
味
は
神
話
的
存
在
者
の
彼
方
に
及
ば
な
か
つ
た
。 

［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：「
夙
く
」「
は
や
く
」。］ 

 

私
た
ち
の
読
み
、
そ
し
て
そ
れ
に
つ
い
て
語
り
合
つ
た
文
学
的
作
品
な
ど
の
こ
と
は
、
煩
し
い
か
ら
記

述
し
な
い
。 

  
 

 
 

 
 

 
 

七 

  

東
京
に
つ
い
て
私
が
芥
川
を
通
じ
て
知
り
得
た
事
柄
は
少
く
な
い
。
但
、
古
今
の
東
京
に
つ
い
て
知
る

事
極
め
て
豊
富
な
る
彼
が
、
江
戶
趣
味
を
私
に
向
つ
て
鼓
吹
す
る
や
う
な
こ
と
を
努
め
て
避
け
て
ゐ
た
や

う
に
思
は
れ
る
の
は
、
か
へ
り
み
て
ま
こ
と
に
心
床
し
い
。
そ
の
点
に
お
い
て
、
彼
は
大
通
に
近
き
も
の

が
あ
つ
た
。 

［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
「
大
通
」
（
だ
い
つ
う
）
遊
里
・
遊
芸
な
ど
の
方
面
を
中
心
と
し
た
庶
民
風
俗
の
事
情
に
非
常
に
よ
く
通

https://4travel.jp/dm_shisetsu_tips/12390151
https://4travel.jp/dm_shisetsu_tips/12390151


じ
て
い
る
人
物
。
粋
人
。］ 

 

彼
は
む
し
ろ
ト
當
時
流
行
し
て
ゐ
た
浅
薄
な
江
戶
趣
味
を
あ
ざ
笑
つ
て
ゐ
た
。
ゐ
な
か
者
の
私
を
ゐ
な

か
者
視
す
る
や
う
な
こ
と
も
か
つ
て
無
か
つ
た
。
但
、
あ
る
日
、
大
川
端
ま
で
散
步
し
た
と
き
、
或
る
川

べ
り
で
、 

「
あ
の
あ
た
り
が
『
こ
ま
が
た
』
だ
ら
う
」 

 

と
ゆ
び
さ
し
た
ら
、 

「
君
、『
こ
ま
が
た
』
ぢ
や
な
い
。
『
こ
ま
か
た
』
と
い
ふ
ん
だ
よ
」 

 

と
敎
へ
ら
れ
た
。
そ
ば
で
を
ん
な
の
人
が
聞
い
て
ゐ
た
。
そ
の
時
は
、
自
分
の
地
方
人
た
る
こ
と
を
切

実
に
意
識
し
た
。
で
も
、
あ
る
日
、
古
本
屋
か
ら
、
寺
沢
靜
軒
著
「
江
戶
繁
昌
記
」
を
買
つ
て
來
て
よ
ん

で
ゐ
た
と
こ
ろ
、
芥
川
が
ま
だ
そ
れ
を
読
ん
で
ゐ
ま
い
と
知
つ
て
、
い
さ
さ
か
得
意
に
な
つ
た
や
う
な
こ

と
も
あ
つ
た
。 

［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
『
寺
沢
靜
軒
著
「
江
戶
繁
昌
記
」
』
江
戸
末
期
の
漢
学
者
で
儒
者
で
あ
っ
た
寺
門
静
軒

て
ら
か
ど
せ
い
け
ん

（
寛
政
八
（
一

七
九
六
）
年
～
慶
応
四
（
一
八
六
八
）
年
）
の
著
わ
し
た
江
戸
地
誌
。
正
編
五
冊
・
後
編
三
冊
で
天
保
二
（
一
八
三
一
）
年

刊
。
爛
熟
期
の
江
戸
市
中
の
繁
盛
の
光
景
を
「
相
撲
」
・
「
吉
原
」
・
「
両
国
花
火
」
な
ど
数
十
項
に
分
け
て
、
俗
体
の
漢
文
で

記
述
し
た
も
の
で
、
幕
末
期
に
流
行
し
た
繁
昌
記
も
の
の
濫
觴
。
今
で
こ
そ
風
俗
史
料
と
し
て
貴
重
で
あ
る
が
、
天
保
十
二

年
、
内
容
の
政
道
へ
の
風
刺
か
ら
「
天
保
の
改
革
」
忌
諱
に
触
れ
、
風
俗
壊
乱
の
指
弾
を
受
け
て
発
禁
と
な
っ
た
。
そ
の
結

果
、
武
家
奉
公
御
構

お
か
ま
い

（
勤
仕

ご
ん
し

と
な
っ
て
、
以
後
、
諸
国
を
流
浪
し
た
。］ 

 

私
た
ち
は
好
ん
で
上
野
の
不
忍
の
池
の
ほ
と
り
を
散
步
し
た
。
蓮
は
彼
の
こ
の
む
植
物
の
一
つ
で
あ
つ

た
。
私
も
ま
た
幼
時
か
ら
蓮
が
す
き
で
あ
つ
た
。
し
か
し
敗
荷
の
お
も
む
き
を
解
す
る
こ
と
に
お
い
て
、

彼
は
私
よ
り
は
る
か
に
先
ん
じ
て
ゐ
た
。 

［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：「
敗
荷
」「
や
れ
は
す
」「
や
れ
は
ち
す
」。
葉
の
や
ぶ
れ
た
蓮
。］ 

 

時
に
郊
外
に
足
を
の
ば
し
た
こ
と
も
あ
つ
た
。
野
外
で
辨
当
を
た
べ
る
や
う
な
こ
と
は
嫌
ひ
な
彼
で
あ

つ
た
け
れ
ど
、
く
ぬ
ぎ
林
の
か
げ
な
ど
で
一
緖
に
握
飯
の
包
を
ひ
ら
い
た
こ
と
も
無
い
わ
け
で
は
な
か
つ

た
。
む
さ
し
野
の
林
を
わ
た
る
し
ぐ
れ
の
音
は
、
彼
の
こ
こ
ろ
か
ら
愛
し
た
所
で
あ
つ
た
。 

 

一
般
的
に
は
、
彼
は
自
然
の
美
の
観
照
に
お
い
て
極
め
て
す
る
ど
い
感
覚
を
も
つ
て
ゐ
た
け
れ
ど
、
自

然
に
対
す
る
彼
の
態
度
は
、
観
照
者
の
た
た
ず
む
界
線
の
此
方
に
執
念
深
く
留
ま
つ
て
ゐ
た
。
そ
れ
を
踏

み
こ
え
て
、
謂
は
ば
自
然
の
ふ
と
こ
ろ
に
抱
か
れ
る
こ
と
を
少
年
の
時
か
ら
ね
が
う
て
ゐ
た
私
に
と
つ
て

は
、
さ
う
し
た
彼
の
性
向
は
、
意
地
惡
く
も
、
は
が
ゆ
く
も
惑
じ
ら
れ
た
。 

 

か
う
し
た
方
角
に
は
、
私
た
ち
に
共
通
で
な
い
と
こ
ろ
の
離
れ
ば
な
れ
の
世
界
が
ひ
ろ
が
つ
て
ゐ
た
。 

  
 

 
 

 
 

 
 

八 

  

一
緖
に
芝
居
を
見
に
行
つ
た
こ
と
も
あ
つ
た
。
幕
合
に
は
大
分
議
論
を
し
た
。
絵
の
展
覽
会
に
も
折
々

一
緒
に
行
つ
た
。
上
野
の
音
樂
学
校
の
土
曜
演
奏
会
に
も
か
な
り
缺
か
さ
ず
に
出
か
け
た
。
音
樂
の
鑑
賞

力
に
お
い
て
は
、
彼
は
大
し
て
私
を
凌
駕
し
て
ゐ
な
か
つ
た
。 

 

彼
の
す
き
な
、
一
高
の
寮
歌
が
二
つ
三
つ
あ
つ
た
。
彼
は
よ
く
昂
然
と
し
て
そ
れ
を
歌
つ
た
。 



 
こ
こ
ろ
も
ち
猫
背
の
氣
味
に
、
そ
し
て
い
さ
さ
か
へ
ん
な
両
手
の
振
り
方
を
し
て
步
む
癖
は
あ
つ
た
け

れ
ど
、
兵
式
体
操
は
私
な
ん
か
よ
り
余
程
う
ま
か
つ
た
。
そ
れ
に
、
大
し
て
声
は
お
ほ
き
く
な
い
け
れ
ど
、

小
隊
長
に
な
つ
た
り
な
ん
か
す
る
と
、
敵
愾
心
の
こ
も
つ
た
や
う
な
雄
壯
な
声
を
吐
き
出
し
て
、
例
の
昂

然
た
る
態
度
で
号
令
を
か
け
た
。 

 

軍
國
主
義
は
き
ら
ひ
だ
け
れ
ど
、
軍
事
趣
味
は
解
す
る
所
が
あ
つ
た
ら
し
い
。
後
年
彼
の
職
を
奉
じ
た

海
軍
機
関
学
校
と
彼
と
の
配
合
は
、
出
た
ら
め
の
や
う
で
、
必
ず
し
も
出
た
ら
め
で
は
な
い
。
軍
艦
の
中

の
生
活
の
こ
と
な
ど
を
書
い
た
彼
の
作
品
に
は
、
幾
分
軍
事
趣
味
が
滲
み
出
て
ゐ
る
や
う
に
思
ふ
。
こ
と

に
軍
人
の
生
活
で
は
な
く
、
軍
艦
そ
れ
自
身
を
描
写
し
た
文
句
な
ど
に
は
、
軍
艦
そ
れ
自
身
が
生
き
て
ゐ

る
と
同
時
に
、
軍
艦
と
い
ふ
存
在
物
に
対
す
る
一
種
の
愛
着
心
の
如
き
も
の
が
漂
つ
て
ゐ
る―

―

甲
虫
な

ど
を
み
て
私
た
ち
の
意
識
す
る
愛
着
心
の
や
う
な
も
の
が…

…

。 

［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
「
軍
艦
そ
れ
自
身
を
描
写
し
た
文
句
な
ど
に
は
、…

…

」
こ
こ
で
恒
藤
が
言
っ
て
い
る
の
は
、
機
関
学

校
時
代
の
軍
艦
「
金
剛
」
へ
の
教
授
嘱
託
と
し
て
の
航
海
見
学
で
実
際
に
乗
船
し
た
折
り
の
ル
ポ
ル
タ
ー
ジ
ュ
「
軍
艦
金
剛

航
海
記
」
（
リ
ン
ク
先
は
「
青
空
文
庫
」
）
を
指
す
と
い
う
よ
り
も
、
私
は
寧
ろ
、
自
分
自
身
や
、
発
狂
状
態
に
な
っ
て
芥
川

ら
が
入
院
さ
せ
た
親
友
宇
野
浩
二
を
カ
リ
カ
チ
ャ
ラ
イ
ズ
し
た
、
自
死
直
前
の
「
三
つ
の
窓
」
（
昭
和
二
（
一
九
二
七
）
年

七
月
一
日
発
行
『
改
造
』
初
出
。
リ
ン
ク
先
は
私
の
古
い
サ
イ
ト
版
）
を
指
し
て
い
る
も
の
と
考
え
る
べ
き
で
あ
る
。
但
し
、

芥
川
が
軍
事
趣
味
を
持
っ
て
い
た
こ
と
は
、
「
金
剛
」
乗
船
時
の
手
帳
記
録
を
見
れ
ば
、
歴
然
と
す
る
。
例
え
ば
、
私
の
図

入
り
の
「
芥
川
龍
之
介
手
帳 

１―

１
６
」
を
参
照
さ
れ
た
い
。］ 

 

尤
も
、
す
べ
て
勝
負
事
は
き
ら
ひ
で
あ
つ
た
。 

「
圍
碁
の
趣
味
が
わ
か
ら
な
く
て
は
、
漢
詩
、
こ
と
に
五
言
絕
句
の
味
は
ひ
は
わ
か
ら
な
い
だ
ら
う
」 

 

と
い
ふ
や
う
な
こ
と
を
私
が
い
ふ
と
、 

「
な
あ
に
、
眞
の
藝
術
家
は
勝
負
事
は
き
ら
ひ
な
ん
だ
よ
」 

 

と
、
幾
人
も
そ
の
実
例
を
あ
げ
て
、
彼
の
主
張
の
証
明
を
試
み
た
。
何
遍
も
そ
の
主
張
は
聞
か
さ
れ
た
。

だ
が
、
賭
け
事
の
あ
そ
び
に
は
興
味
を
も
ち
得
た
や
う
で
あ
る
。 

［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
龍
之
介
は
晩
年
に
は
花
札
を
好
ん
で
や
っ
て
い
る
。］ 

 

勝
負
事
の
き
ら
ひ
だ
つ
た
彼
の
心
理
を
解
剖
し
て
み
る
と
、
負
か
す
こ
と
も
あ
ま
り
愉
快
で
は
な
い
し
、

負
け
る
こ
と
は
尙
更
愉
快
で
は
な
い
と
い
ふ
心
持
が
、
す
ぐ
顏
を
の
ぞ
け
る
か
ら
で
あ
つ
た
ら
う
。 

  
 

 
 

 
 

 
 

九 

  

彼
は
数
学
は
す
き
だ
つ
た
し
、
数
学
的
能
力
も
も
つ
て
ゐ
た
ら
し
い
。 

 

高
等
学
校
時
代
か
ら
彼
は
長
い
路
筋
を
た
ど
つ
て
議
論
を
す
す
め
る
こ
と
は
嫌
ひ
で
あ
つ
た
。 

 

感
じ
や
氣
分
の
上
で
は
、
矛
盾
が
大
き
ら
ひ
で
あ
つ
た
が
、
諭
理
の
上
の
矛
盾
は
之
を
犯
し
て
平
氣
で

あ
つ
た
。 

 

抽
象
的
な
槪
念
で
言
ひ
あ
ら
は
す
と
、
芥
川
は
理
智
の
人
で
な
く
、
叡
智
の
人
で
あ
つ
た
。 

  

https://www.aozora.gr.jp/cards/000879/files/51865_40605.html
https://www.aozora.gr.jp/cards/000879/files/51865_40605.html
http://yab.o.oo7.jp/3mado.html
https://onibi.cocolog-nifty.com/alain_leroy_/2016/07/post-51d5.html


  
 

 
 

 
 

 
 

十 

  

彼
は
精
神
的
に
著
し
く
早
熟
だ
つ
た
。 

 

後
年
彼
の
諸
々
の
作
品
に
盛
ら
れ
た
内
容
の
根
抵
を
成
す
人
生
観
的
思
想
は
、
高
等
学
校
時
代
の
後
半

期
及
び
大
学
時
代
の
初
期
に
す
で
に
確
立
さ
れ
て
ゐ
た
こ
と
を
想
ふ
。 

 

そ
の
後
に
成
長
し
、
円
熟
し
て
行
つ
た
も
の
は
、
大
体
か
ら
見
て
、
彼
の
表
現
の
力
な
り
手
腕
な
り
で

は
あ
る
ま
い
か
。 

 

唯―
―

こ
れ
は
単
に
作
品
を
通
じ
て
の
み
判
断
す
る
の
で
あ
る
が―

―

死
を
距
る
こ
と
あ
ま
り
遠
か
ら

ぬ
時
期
か
ら
、
彼
の
人
生
観
の
一
面
と
し
て
の
宗
敎
的
思
想
を
深
く
掘
り
下
げ
た
や
う
に
思
ふ
。
も
と
よ

り
、
以
前
か
ら
さ
う
で
あ
つ
た
如
く
、
彼
の
芸
術
観
に
よ
つ
て
ぴ
た
り
と
裏
打
さ
れ
た
宗
敎
的
思
想
で
は

あ
つ
た
け
れ
ど
。 

  
 

 
 

 
 

 
 

十
一 

  

私
は
中
学
校
の
四
五
年
生
の
頃
か
ら
胃
腸
を
害
し
、
卒
業
後
三
四
年
間
、
無
爲
に
く
ら
し
て
ゐ
た
こ
と

が
あ
つ
た
。
一
度
は
將
に
死
に
さ
う
で
あ
つ
た
。 

 

幸
ひ
に
し
て
健
康
を
回
復
し
た
。
爾
來
、
私
は
健
康
を
維
持
す
る
こ
と
に
は
か
な
り
努
力
し
た
。
こ
の

点
に
つ
い
て
、
芥
川
は
著
し
く
私
の
影
響
を
う
け
た
。
尤
も
、
私
は
常
に
熱
心
に
芥
川
に
お
な
じ
や
う
な

努
力
を
す
す
め
た
。
こ
れ
は
彼
に
と
つ
て
少
か
ら
ず
迷
惑
で
あ
つ
た
に
相
違
な
い
。
し
か
し
私
の
苦
言
の

合
理
性
は
彼
も
十
分
み
と
め
て
ゐ
た
。
そ
し
て
相
当
私
の
言
を
用
ひ
て
、
彼
の
日
常
の
生
活
に
採
用
し
て

く
れ
た
。
高
等
学
校
時
代
の
後
半
か
ら
卒
業
ご
ろ
に
か
け
て
、
彼
の
健
康
狀
態
は
か
な
り
良
好
で
あ
つ
た
。

私
の
執
拗
な
干
渉
が
そ
の
事
に
対
し
て
多
少
寄
與
す
る
所
が
あ
つ
た
と
信
じ
て
も
、
拠
り
所
の
な
い
推
断

と
は
云
へ
ぬ
で
あ
ら
う
。 

 

後
年
、
創
作
に
専
心
す
る
に
至
つ
て
、
芥
川
は
身
体
の
虐
待
を
次
第
に
甚
し
く
し
た
。
そ
の
頃
に
は
、

相
会
す
る
機
会
は
す
く
な
か
つ
た
け
れ
ど
、
相
見
る
每
に
、
私
は
苦
言
を
あ
た
へ
た
。
何
と
か
彼
と
か
彼

は
弁
解
を
し
た
が
、
反
抗
は
し
な
か
つ
た
。 

［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：「
何
と
か
彼
と
か
」「
な
ん
と
か
か
と
か
」「
な
ん
と
か
か
ん
と
か
」。］ 

 

身
体
の
力
の
旺
盛
な
た
め
に
、
肉
体
と
精
神
と
の
釣
り
合
の
と
れ
て
ゐ
な
い
人
が
沢
山
あ
る
が
、
彼
の

場
合
に
は
、
精
神
の
力
が
旺
盛
に
過
ぎ
て
、
肉
体
と
精
神
と
の
釣
り
合
が
危
げ
に
保
た
れ
て
ゐ
た
。
高
等

学
校
時
代
に
お
い
て
既
に
そ
の
兆
が
あ
ら
は
れ
て
ゐ
た
。
後
年
、
こ
の
現
象
は
顕
著
と
な
り
、
芥
川
は
常

に
ど
れ
だ
け
そ
れ
を
氣
に
か
け
、
そ
れ
に
悩
ん
だ
か
知
れ
な
い
。 

 

彼
の
精
神
の
は
た
ら
く
と
こ
ろ
、
凡
そ
愚
鈍
と
名
狀
す
可
き
も
の
の
現
は
れ
を
見
出
し
難
か
つ
た
。
彼

の
肉
体
は
彼
の
精
神
を
荷
ふ
に
ふ
さ
は
し
き
品
位
に
み
ち
て
ゐ
た
が
、
彼
の
精
神
の
は
た
ら
き
を
支
へ
る

に
足
る
力
に
あ
ま
り
に
欠
け
て
ゐ
た
と
も
考
へ
ら
れ
る
で
あ
ら
う
。 

 

だ
が
、
彼
み
づ
か
ら
動
物
的
な
る
力
と
呼
ん
だ
所
の
も
の
の
中
に
、
彼
の
す
ぐ
れ
た
る
聰
明
の
支
配
を



拒
む
も
の
が
あ
つ
た
。
こ
れ
ら
の
二
者
の
葛
藤
に
乘
じ
て
、
彼
の
精
神
の
一
隅
に
巢
く
ふ
或
る
病
的
な
る

も
の
が
勢
ひ
を
逞
し
く
し
た
や
う
に
感
じ
ら
れ
る
。
但
、
こ
れ
は
後
年
に
至
つ
て
の
出
來
事
で
あ
る
。 

  
 

 
 

 
 

 
 

十
二 

  

は
じ
め
に
、
高
等
学
校
時
代
の
芥
川
に
つ
い
て
の
追
憶
を
書
き
た
い
と
記
し
た
が
、
そ
の
範
囲
を
逸
す

る
こ
と
を
ゆ
る
さ
れ
た
い
。 

 

芥
川
は
モ
ラ
リ
ス
ト
を
憎
み
つ
つ
も
、
彼
自
身
あ
ま
り
に
モ
ラ
リ
ス
ト
で
あ
り
過
ぎ
た
。 

 

波
は
メ
フ
ィ
ス
ト
フ
ェ
レ
ス
を
愛
し
つ
つ
も
、
あ
ま
り
に
烈
し
い
メ
フ
ィ
ス
ト
フ
ェ
レ
ス
を
ば
に
く
ん

だ
。 

  

藝
術
の
道
に
精
進
せ
む
と
す
る
彼
の
氣
魄
は
、
り
ん
り
ん
と
鳴
り
を
立
て
る
か
の
如
く
思
は
れ
た
。 

 

彼
の
あ
ゆ
ん
で
行
く
方
向
に
、
或
る
処
で
は
、
人
生
の
道
と
藝
術
の
道
と
相
合
し
、
或
る
処
で
は
、
二

つ
の
道
が
離
れ
ば
な
れ
に
見
え
る
。 

 

後
の
場
合
に
、
彼
は
躊
躇
な
く
藝
術
の
道
を
え
ら
ぶ
が
如
く
し
て
、
必
ず
し
も
さ
う
で
な
い
。 

  

彼
は
孤
独
を
愛
し
な
が
ら
、
孤
独
に
堪
へ
る
こ
と
が
出
來
な
か
つ
た
。
（
都
会
人
で
あ
り
過
ぎ
た
せ
ゐ

か
も
知
れ
な
い
） 

 

彼
は
か
な
り
多
量
の
セ
ン
チ
メ
ン
タ
リ
ズ
ム
を
も
つ
て
ゐ
た
。
自
分
で
も
は
つ
き
り
そ
れ
を
意
識
し
て

ゐ
た
。
そ
し
て
其
れ
を
露
は
に
す
る
こ
と
を
怕
れ
た
。 

  

そ
れ
は
鍊
を
経
た
セ
ン
チ
メ
ン
タ
リ
ズ
ム
で
あ
つ
た
。
こ
の
セ
ン
チ
メ
ン
タ
リ
ズ
ム
の
湧
き
出
る
泉
源

は
、
一
塊
の
岩
石
を
へ
だ
て
て
、
彼
の
固
有
す
る
詩
的
精
神
の
泉
源
と
相
対
し
た
。 

 

詩
は
彼
の
孤
独
の
く
る
し
み
を
和
げ
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
何
人
か
詩
に
永
住
す
る
こ
と
が
能
き
よ
う

乎
。 

［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：「
何
人
か
」「
な
ん
ぴ
と
か
」。 

「
能
き
よ
う
乎
」「
で
き
よ
う
か
」
。
］ 

  

彼
が
天
使
を
呼
べ
ば
、
天
使
は
嬉
々
と
し
て
來
つ
て
彼
の
手
を
取
ら
む
と
す
る
で
あ
ら
う
。
だ
が
、
彼

は
ひ
ら
り
と
身
を
か
は
す
で
あ
ら
う
。 

 

彼
が
惡
魔
を
呼
べ
ば
、
惡
魔
は
欣
々
と
し
て
來
つ
て
彼
の
手
を
取
ら
む
と
す
る
で
あ
ら
う
。
し
か
し
、

彼
は
ひ
ら
り
と
身
を
か
は
す
で
あ
ら
う
。 

 

さ
り
な
が
ら
、
つ
ひ
に
彼
は
氣
根
萎
え
て
打
ち
た
ふ
れ
、
や
さ
し
い
天
使
の
介
抱
を
受
け
る
で
あ
ら
う
。 

 

芥
川
の
こ
こ
ろ
に
宿
る
惡
魔
は
、
良
心
の
瞳
を
片
時
も
放
さ
ず
瞠
め
て
ゐ
る
惡
魔
で
あ
つ
た
。
彼
が
そ

の
惡
魔
を
退
け
る
工
夫
を
し
な
い
の
が
、
も
ど
か
し
く
思
は
れ
た
。
そ
れ
は
怕
ろ
し
い
惡
魔
で
は
あ
る
が
、

神
々
し
い
惡
魔
で
も
あ
つ
た
。 



［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：「
瞠
め
て
」「
み
つ
め
て
」。 

「
神
々
し
い
」「
か
う
が
う
し
い
」
。
］ 

  

芥
川
に
お
い
て
生
活
と
芸
術
と
は
、
ひ
じ
や
う
に
高
い
程
度
に
合
致
し
て
ゐ
た
。
但
、
そ
の
意
味
は
、

彼
の
残
し
た
芸
術
と
彼
の
生
き
た
生
活
と
が
寸
分
の
𨻶
な
く
合
は
さ
つ
て
居
る
と
い
ふ
の
で
は
な
い
。
彼

の
生
き
た
生
活
が
彼
の
残
し
た
藝
術
よ
り
も
一
層
藝
術
的
で
あ
つ
た
と
い
ふ
に
あ
る
。 

  

芥
川
の
思
想
の
あ
る
も
の
に
、
そ
の
作
品
を
通
じ
て
接
す
る
と
き
、
私
は
往
々
に
し
て
不
満
を
感
じ
た
。

し
か
し
、
同
一
の
思
想
を
芥
川
自
身
が
口
づ
か
ら
語
る
と
き
、
私
は
何
ら
の
不
満
を
感
じ
な
か
つ
た
。
恐

ら
く
、
芥
川
の
精
神
か
ら
離
れ
て
客
観
化
さ
れ
た
が
故
に
、
そ
の
思
想
に
対
し
て
不
満
を
感
じ
た
の
か
も

知
れ
な
い
。
但
、
往
々
に
し
て
彼
の
弄
す
る
こ
と
を
好
ん
だ
江
戶
つ
子
的
詭
辯
に
ま
ど
は
さ
れ
た
わ
け
で

は
断
じ
て
な
い
。 

  

全
体
し
て
見
れ
ば
、
芥
川
は
强
靭
な
意
力
を
も
つ
て
ゐ
た
。
け
れ
ど
も
、
そ
の
意
力
の
は
た
ら
く
方
向

に
む
ら

﹅

﹅

が
あ
つ
た
。 

  

彼
の
精
神
の
は
た
ら
き
の
銳
さ
は
、
多
く
の
場
合
に
、
彼
の
う
ち
に
潜
む
処
女
の
ご
と
く
や
さ
し
い
心

づ
か
ひ
と
、
は
げ
し
い
情
熱
と
を
、
他
人
の
眼
か
ら
全
然
隠
し
去
つ
た
。 

  

い
つ
見
て
も
彼
の
眼
は
澄
み
切
つ
て
ゐ
た
、
が
、
彼
の
感
情
は
常
に
あ
た
た
か
く
搖
い
で
ゐ
た
。 

 

彼
の
表
現
が
あ
ま
り
に
𨻶
の
無
い
や
う
に
と
工
夫
を
凝
ら
さ
れ
て
ゐ
る
爲
に
、
彼
の
作
品
が
つ
め
た
い

感
じ
を
惹
き
起
す
こ
と
が
あ
る
。
日
常
の
彼
の
行
動
に
は
沢
山
の
𨻶
が
あ
つ
た
。
彼
は
そ
れ
を
意
と
し
な

か
つ
た
。
だ
か
ら
彼
か
ら
直
接
に
つ
め
た
い
感
じ
を
受
け
た
こ
と
は
な
い
。 

  

屢
々
彼
は
さ
か
ん
に
人
を
罵
倒
し
た
。 

 

彼
は
時
に
は
（
子
供
ら
し
く
）
虛
勢
を
張
つ
た
。 

 

し
か
し
法
螺
は
決
し
て
吹
か
な
か
つ
た
。 

  

自
然
に
む
か
つ
て
彼
は
甚
し
く
謙
虛
で
あ
つ
た
。
が
、
心
の
底
に
三
分
の
敵
意
を
藏
し
て
自
然
に
対
す

る
こ
と
が
稀
れ
で
な
か
つ
た
。 

  

彼
は
妖
怪
を
愛
し
た
。
し
か
し
妖
怪
の
存
在
を
信
じ
て
は
居
な
か
つ
た
。 

  

彼
の
ミ
ラ
ク
ル
を
よ
ろ
こ
ぶ
心
は
、
彼
の
峻
嚴
な
る
リ
ア
リ
ズ
ム
と
い
た
ま
し
く
矛
盾
し
た
。 

  

彼
は
若
い
女
の
ゐ
る
前
で
昂
奮
し
た
。
し
か
し
男
の
ゐ
る
前
で
も
昂
奮
し
た
。
た
だ
親
し
い
友
人
の
前



で
の
み
平
静
で
あ
つ
た
。 

 

誰
だ
つ
て
さ
う
な
ん
だ
ら
う
。 

 

た
だ
彼
の
聰
明
さ
に
比
べ
て
少
し
不
釣
合
だ
と
思
は
れ
た
だ
け
だ
。 

  

彼
に
も
初
恋
が
あ
つ
た
。
そ
の
委
曲
は
記
す
ま
い
。
そ
の
と
き
彼
は
一
生
懸
命
で
あ
つ
た
。 

  
 

 
 

 
 

 
 

十
三 

  

爭
鬪
が
あ
れ
ば
こ
そ
、
勝
利
は
あ
り
得
る
。
爭
鬪
を
経
な
い
勝
利
は
無
い
。
こ
れ
は
自
明
の
理
で
あ
る
。

善
と
惡
と
は
永
久
に
爭
鬪
の
運
命
を
負
は
さ
れ
て
ゐ
る
。
惡
の
征
服
に
お
い
て
善
が
成
り
立
ち
、
善
に
対

す
る
反
抗
に
お
い
て
惡
が
成
り
立
つ
。 

 

惡
が
な
け
れ
ば
善
も
な
い
。
こ
れ
が
此
世
の
掟
で
あ
る
。
惡
の
征
服
の
後
に
來
る
平
和
は
う
つ
く
し
い
。

け
れ
ど
も
現
実
の
世
界
は
、
爭
鬪
な
く
し
て
平
和
に
至
る
途
を
保
證
せ
ぬ
。 

 

こ
の
爭
鬪
は
最
も
多
樣
な
形
態
に
お
い
て
行
は
れ
る
。
が
、
芥
川
は
こ
の
爭
鬪
を
い
と
は
し
と
し
た
。

だ
か
ら
、
彼
の
眼
に
は
、
善
も
亦
暗
い
陰
影
を
帶
び
て
映
り
過
ぎ
た
。
「
し
か
も
惡
も
、
惡
と
の
爭
鬪
も
、

共
に
人
生
の
必
要
に
属
す
る
。
し
か
ら
ば
、
す
で
に
惡
と
の
爭
鬪
を
善
と
名
づ
け
る
と
き
、
何
故
に
惡
そ

の
も
の
を
も
善
と
よ
び
え
な
い
か
。
否
、
一
方
に
お
い
て
惡
を
惡
と
よ
ぶ
も
の
が
、
何
故
に
善
を
も
惡
と

よ
ば
な
い
か
。
」
彼
は
斯
る
論
理
に
飽
く
ま
で
も
執
着
し
た
。
ど
こ
迄
も
、
何
処
ま
で
も
、
そ
れ
に
こ
だ

は
つ
た
。 

  

善
惡
の
相
関
的
制
約
性
は
美
醜
の
相
関
的
制
約
性
と
そ
の
論
理
的
構
造
を
一
に
す
る
。
た
だ
美
醜
の
差

別
は
官
能
を
通
じ
て
我
等
の
意
識
に
あ
た
へ
ら
れ
る
の
を
特
色
と
す
る
。
芥
川
の
如
く
銳
敏
な
る
美
的
感

覚
を
も
つ
人
に
と
つ
て
、
美
醜
の
鑑
別
は
あ
ま
り
に
も
明
確
な
り
と
思
惟
さ
れ
た
で
あ
ら
う
。 

 

そ
の
思
想
的
生
涯
を
一
貫
し
て
彼
の
抱
い
た
と
こ
ろ
の
「
道
德
に
対
す
る
懐
疑
心
」
は
、
彼
の
感
情
と

感
覚
と
に
か
た
く
根
ざ
す
も
の
で
あ
つ
た
。
し
か
も
道
德
的
本
能
は
彼
に
お
い
て
人
一
倍
力
强
か
つ
た
。 

 

こ
の
矛
盾
は
、
後
半
生
を
通
じ
て
、
彼
を
い
ら
立
た
せ
た
。 

  
 

 
 

 
 

 
 

十
四 

  

こ
の
稿
を
書
き
始
め
た
と
き
書
か
う
と
も
思
は
な
か
つ
た
事
を
、
勢
ひ
に
任
せ
て
書
い
た
。
あ
ま
り
長

く
な
つ
た
か
ら
大
抵
に
し
て
稿
を
了
し
た
い
と
思
ふ
。 

  

大
正
二
年
に
私
た
ち
は
一
高
を
卒
業
し
た
。
六
月
の
試
験
の
す
ん
だ
あ
と
、
芥
川
、
藤
岡
、
長
崎
、
私

と
四
人
の
同
級
の
者
が
、
赤
城
、
榛
名
の
山
々
へ
旅
し
た
。 

 

私
た
ち
は
先
づ
赤
城
山
を
目
ざ
し
た
。 

 

足
尾
鉄
道
の
一
小
駅
上
神
梅

か
み
か
ん
ば
い

で
下
車
し
た
私
た
ち
は
、
森
林
の
茂
み
を
縫
ふ
嶮
し
い
山
み
ち
を
登
つ
て



行
つ
た
。
芥
川
は
そ
の
年
の
春
胃
拡
張
を
病
み
、
不
換
金
正
氣
散
と
い
ふ
漢
方
藥
の
二
合
分
を
一
合
に
煎

じ
詰
め
た
や
つ
を
根
氣
よ
く
吞
ん
で
、
そ
れ
を
癒
し
た
あ
と
だ
つ
た
。
彼
は
大
分
登
り
な
や
ん
だ
。
「
こ

ん
な
に
心
臓
が
鼓
動
す
る
」
と
い
ふ
か
ら
、
そ
の
胸
に
手
を
当
て
て
見
る
と
、
な
る
程
む
や
み
と
心
臓
が

鼓
動
し
て
ゐ
た
。『
こ
れ
で
も
つ
て
好
く
登
れ
る
ね
』
と
私
は
感
心
し
た
。 

 

大
黑
檜
と
地
蔵
が
嶽
と
の
間
の
外
輪
山
の
凹
み
に
た
ど
り
つ
い
た
と
き
は
、
も
う
日
暮
れ
に
近
か
つ
た
。

黃
ば
な
の
梅
鉢
草
や
ゆ
き
わ
り
草
の
花
の
う
へ
に
坐
し
て
暫
く
憩
う
た
。
う
し
ろ
を
振
り
向
く
と
、
今
ま

で
登
つ
て
來
た
方
角
の
上
州
の
平
野
の
眺
め
が
遙
か
な
思
ひ
を
さ
そ
ひ
、
ゆ
く
て
の
谷
を
見
お
ろ
す
と
、

み
ど
り
の
牧
場
に
数
知
れ
ぬ
牛
や
馬
が
あ
そ
ん
で
居
た
。
牧
場
の
盡
き
る
と
こ
ろ
に
は
湖
の
水
が
白
く
光

つ
て
ゐ
た
。
草
鞋
の
足
か
ろ
く
四
人
は
夕
餉
の
け
む
り
の
一
す
ぢ
立
つ
方
へ
と
降
つ
て
行
つ
た
。 

 

枝
振
り
の
や
さ
し
い
山
梨
の
木
が
一
杯
に
梢
を
張
り
、
純
白
な
花
を
こ
ぼ
れ
る
や
う
に
咲
か
し
て
ゐ
た
。 

 

あ
る
い
て
行
く
う
ち
に
も
、
「
ほ
ん
た
う
に
佳
い
だ
ら
う
。
う
つ
く
し
い
だ
ら
う
。
だ
か
ら
僕
は
赤
城

が
一
等
好
き
だ
つ
て
云
ふ
ん
だ
。
ね
え
、
何
処
よ
り
も
い
い
だ
ら
う
」
と
、
芥
川
は
大
へ
ん
得
意
だ
つ
た
。

ウ
イ
リ
ア
ム
・
ブ
レ
ー
ク
の
版
画
な
ど
を
み
せ
て
吳
れ
た
と
き
の
や
う
に
得
意
だ
つ
た
。
前
の
年
の
春
休

み
の
こ
ろ
、
ま
だ
湖
畔
は
雪
に
う
も
れ
て
居
る
折
り
に
彼
は
來
た
こ
と
が
あ
る
の
だ
つ
た
。 

 

大
沼

お

ほ

ぬ

の
岸
に
近
い
宿
に
泊
つ
た
。
あ
く
る
朝
、
四
時
ま
へ
に
目
を
さ
ま
し
、
三
人
を
起
し
て
登
山
の
途

に
就
い
た
。
私
た
ち
は
大
黑
檜
の
峯
に
か
か
つ
た
。 

 

林
を
は
な
れ
て
草
山
の
背
に
た
ど
り
つ
く
と
、
風
は
さ
か
さ
ま
に
下
か
ら
吹
き
上
げ
、
見
る
見
る
雲
霧

が
谷
間
を
と
ざ
し
、
林
を
包
み
、
ゆ
く
て
の
山
を
か
く
し
て
し
ま
つ
た
。 

 

櫻
草
や
虫
取
す
み
れ
や
、
そ
の
ほ
か
数
々
の
う
つ
く
し
い
花
に
な
ぐ
さ
め
ら
れ
つ
つ
雲
の
中
を
登
り
に

の
ぼ
つ
て
、
絕
嶺
に
つ
い
た
。
眺
望
は
な
か
つ
た
。 

 

寒
い
の
で
、
な
が
く
留
ま
る
こ
と
も
出
來
ず
、
山
の
花
を
つ
み
つ
み
下
山
し
た
。
宿
の
若
者
の
剪
つ
て

吳
れ
た
白
樺
の
杖
を
つ
き
な
が
ら
四
人
は
湖
水
の
岸
づ
た
ひ
に
あ
ゆ
ん
で
前
橋
に
向
つ
た
。
七
里
の
み
ち

を
前
橋
に
降
り
、
電
車
で
伊
香
保
の
溫
泉
に
行
つ
て
泊
つ
た
。
あ
く
る
日
は
榛
名
の
山
に
の
ぼ
つ
た
。
そ

の
ま
た
翌
る
日
は
二
組
に
わ
か
れ
、
芥
川
と
藤
岡
と
は
帰
京
し
、
私
は
長
崎
と
妙
義
山
か
ら
軽
井
沢
の
方

へ
ま
は
つ
た
。 

 

そ
れ
か
ら
三
、
四
年
後
の
こ
と
、
赤
城
の
頂
の
山
霧
の
中
に
径み

ち

が
か
よ
う
て
居
る
叙
景
を
結
末
に
取
り

入
れ
た
、
「
道
」
と
題
す
る
長
篇
の
小
說
を
書
き
た
い
と
思
ふ
と
、
芥
川
は
私
に
語
つ
た
事
が
あ
つ
た
が
、

そ
の
希
望
を
現
実
に
し
な
か
つ
た
。 

 

［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
「
大
正
二
年
に
私
た
ち
は
一
高
を
卒
業
し
た
。
六
月
の
試
験
の
す
ん
だ
あ
と
、
芥
川
、

藤
岡
、
長
崎
、
私
と
四
人
の
同
級
の
者
が
、
赤
城
、
榛
名
の
山
々
へ
旅
し
た
」
こ
の
前
の
大
正
二
（
一
九

一
三
）
年
六
月
十
二
日
か
ら
二
十
日
が
一
高
の
卒
業
試
験
で
、
そ
れ
が
終
わ
っ
た
二
日
後
の
六
月
二
十
二

日
か
ら
、
芥
川
龍
之
介
は
同
級
生
の
井
川
（
い
か
わ
：
後
の
恒
藤
）
恭
・
長
崎
太
郎
・
藤
岡
蔵
六
と
と
も

に
赤
城
山
方
面
へ
旅
行
に
出
立
し
、
二
十
三
日
に
は
午
前
四
時
に
起
床
、
赤
城
山
に
登
頂
、
下
山
し
て
伊

香
保
に
宿
泊
、
翌
二
十
四
日
に
は
榛
名
山
に
登
頂
、
二
十
五
日
に
伊
香
保
に
滞
在
、
二
十
六
日
に
藤
岡
と

と
も
に
帰
京
し
て
い
る
（
井
川
と
長
崎
は
、
二
人
と
別
れ
、
妙
義
山
か
ら
軽
井
沢
に
向
か
っ
て
い
る
）
。



こ
の
登
山
の
途
中
、
「
赤
城
に
て
」
と
す
る
少
年
期
よ
り
の
親
友
山
本
喜
譽
司
に
宛
て
た
絵
葉
書
が
あ
る

（
大
正
二
（
一
九
一
三
）
年
六
月
二
十
三
日
・
消
印
二
十
四
日
）
。
私
の
「
芥
川
龍
之
介
書
簡
抄
１
４
／ 

大
正
二
（
一
九
一
三
）
年
書
簡
よ
り
（
２
） 

三
通
」
の
二
通
目
を
参
照
。
な
お
、
こ
の
時
の
同
行
者
に

つ
い
て
は
、
長
崎
太
郎
（
明
治
二
五
（
一
八
九
二
）
年
～
昭
和
四
四
（
一
九
六
九
）
年
）
は
高
知
県
安
芸

郡
安
芸
町
（
現
在
の
安
芸
市
）
出
身
。
京
都
帝
国
大
学
法
科
大
学
を
卒
業
後
、
日
本
郵
船
株
式
会
社
に
入

社
し
、
米
国
に
駐
在
し
、
趣
味
と
し
て
古
書
や
版
画
を
収
集
、
特
に
芥
川
龍
之
介
も
好
き
だ
っ
た
ブ
レ
イ

ク
の
関
連
書
の
収
集
に
力
を
入
れ
た
。
帰
国
後
に
武
蔵
高
等
学
校
教
員
と
な
っ
た
。
昭
和
四
（
一
九
二
九
）

年
、
京
都
帝
国
大
学
学
生
主
事
に
就
任
、
昭
和
二
〇
（
一
九
四
五
）
年
、
山
口
高
等
学
校
の
校
長
と
な
っ

て
山
口
大
学
へ
の
昇
格
に
当
た
っ
た
。
昭
和
二
十
四
年
に
は
京
都
市
立
美
術
専
門
学
校
校
長
と
な
り
、
新

制
大
学
へ
の
昇
格
に
当
た
り
、
翌
年
、
京
都
市
立
美
術
大
学
の
学
長
に
就
任
し
て
い
る
。
藤
岡
蔵
六
（
明

治
二
四
（
一
八
九
一
）
年
～
昭
和
二
四
（
一
九
四
九
）
年
）
は
愛
媛
県
出
身
で
、
後
に
哲
学
者
と
な
っ
た
。

東
京
帝
大
哲
学
科
を
卒
業
し
、
ド
イ
ツ
留
学
後
、
甲
南
高
等
学
校
教
授
と
な
っ
た
。
こ
の
旅
行
に
つ
い
て

は
後
掲
さ
れ
る
紀
行
文
「
赤
城
山
の
つ
つ
じ
」
で
、
よ
り
細
か
に
描
か
れ
て
い
る
。 

「
前
の
年
の
春
休
み
の
こ
ろ
、
ま
だ
湖
畔
は
雪
に
う
も
れ
て
居
る
折
り
に
彼
は
來
た
こ
と
が
あ
る
の
だ
つ

た
」
明
治
四
四
（
一
九
一
一
）
年
四
月
一
日
か
ら
一
週
間
の
試
験
休
暇
中
の
六
日
に
、
府
立
三
中
・
一
高

時
代
の
親
友
で
あ
っ
た
西
川
栄
次
郎
（
明
治
二
五
（
一
八
九
二
）
年
～
昭
和
六
三
（
一
九
八
八
）
年
：
東

京
帝
国
大
農
学
部
卒
で
、
同
大
助
手
と
な
り
、
研
究
員
と
し
て
英
国
へ
留
学
、
後
に
鳥
取
高
等
農
林
学
校

教
授
と
な
っ
た
）
と
と
も
に
、
雪
景
色
の
赤
城
山
に
登
頂
し
て
い
る
。 

「
大
沼

お

ほ

ぬ

」
実
は
ル
ビ
は
誤
り
で
、
「
お
の
」
と
読
む
。
赤
城
山
の
北
東
に
あ
る
カ
ル
デ
ラ
湖
「
赤
城
大
沼

（
あ
か
ぎ
お
の
）
」（
国
土
地
理
院
図
）。 

「
足
尾
鉄
道
の
一
小
駅
上
神
梅
」
現
在
の
群
馬
県
み
ど
り
市
大
間
々
町
上
神
梅
に
あ
る
「
わ
た
ら
せ
渓
谷

鐵
道
わ
た
ら
せ
渓
谷
線
」
の
「
上
神
梅
駅
」。
こ
こ
（
グ
ー
グ
ル
・
マ
ッ
プ
・
デ
ー
タ
）。 

「
不
換
金
正
氣
散
」
（
ふ
か
ん
き
ん
し
ょ
う
き
さ
ん
：
現
代
仮
名
遣
）
は
、
サ
イ
ト
「
漢
方
ラ
イ
フ
」
の

こ
ち
ら
に
よ
れ
ば
（
生
薬
成
分
は
そ
ち
ら
を
見
ら
れ
た
い
）
、
主
治
は
『
瘴
疫
時
気
に
よ
る
湿
困
脾
胃
』・

頭
痛
・
発
熱
・
嘔
吐
痰
涎
・
腰
背
部
の
こ
わ
ば
り
・
突
発
性
吐
瀉
・
下
痢
と
あ
り
、
『
体
力
』
が
『
中
等

度
で
、
胃
が
も
た
れ
て
食
欲
が
な
く
、
と
き
に
は
き
け
が
あ
る
も
の
の
次
の
諸
症
』
と
あ
っ
て
、
急
性
及

び
慢
性
胃
炎
・
胃
腸
虚
弱
・
消
化
不
良
・
食
欲
不
振
、
及
び
、『
消
化
器
症
状
の
あ
る
感
冒
』
と
あ
る
。 

「
大
黑
檜
」
も
読
み
が
難
し
く
、
現
行
で
は
「
お
お
く
ろ
び
」
と
読
む
。
赤
城
山
系
の
最
高
峰
（
千
八
百

二
十
七
メ
ー
ト
ル
）
で
あ
る
「
大
沼
」
の
北
東
に
聳
え
る
「
黒
檜
山
（
く
ろ
び
や
ま
）
」
（
国
土
地
理
院
図
）

の
こ
と
。］ 

  
 

 
 

 
 

 
 

十
五 

 

「
我
は
唯
茫
々
と
し
た
人
生
の
中
に
佇
ん
で
ゐ
る
。
我
々
に
平
和
を
與
へ
る
も
の
は
眠
り
の
外
に
あ
る
譯

は
な
い
。
あ
ら
ゆ
る
自
然
主
義
者
は
外
科
医
の
や
う
に
残
酷
に
こ
の
事
実
を
解
剖
し
て
ゐ
る
。
し
か
し

聖
霊

せ
い
れ
い

の
子
供
た
ち
は
い
つ
も
か
う
云
ふ
人
生
の
上
に
何
か
美
し
い
も
の
を
残
し
て
行
つ
た
。
何
か
『
永
遠

https://onibi.cocolog-nifty.com/alain_leroy_/2021/02/post-71528f.html
https://onibi.cocolog-nifty.com/alain_leroy_/2021/02/post-71528f.html
https://maps.gsi.go.jp/#15/36.550724/139.180727/&base=std&ls=std&disp=1&vs=c1g1j0h0k0l0u0t0z0r0s0m0f1
https://maps.gsi.go.jp/#15/36.550724/139.180727/&base=std&ls=std&disp=1&vs=c1g1j0h0k0l0u0t0z0r0s0m0f1
https://www.google.com/maps/place/%E4%B8%8A%E7%A5%9E%E6%A2%85%E9%A7%85/@36.5148319,139.2052756,14375m/data=!3m1!1e3!4m5!3m4!1s0x601efba46a6b9f7b:0xb6df3da9c10a678d!8m2!3d36.4700577!4d139.257722
https://www.kampo-sodan.com/dictionary/dictionary-1392
https://www.kampo-sodan.com/dictionary/dictionary-1392
https://maps.gsi.go.jp/#15/36.558102/139.193130/&base=std&ls=std&disp=1&vs=c1g1j0h0k0l0u0t0z0r0s0m0f1


に
超
え
よ
う
と
す
る
も
の
』
を
」 

 

「
改
造
」
所
載
、
「
西
方
の
人
」
の
第
三
十
五
、
「
復
活
」
の
末
尾
に
、
芥
川
は
こ
ん
な
文
句
を
書
い
て

ゐ
る
。 

 

今
や
彼
は
、
そ
の
文
句
の
中
に
し
る
さ
れ
た
真
理
を
目
の
あ
た
り
見
て
居
る
で
あ
ら
う
乎
。 

 

書
い
て
こ
こ
に
到
つ
て
、
私
は
淚
の
落
ち
る
の
を
止
め
え
な
い
。 

［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
冒
頭
に
惹
か
れ
て
い
る
の
は
、
恒
藤
の
述
べ
る
よ
う
に
、
芥
川
龍
之
介
の
事
実
上
の

最
後
の
遺
筆
と
な
っ
た
「
西
方
の
人
」
（
正
編
）
の
「
３
５ 

復
活
」
の
最
終
段
落
で
あ
る
（
リ
ン
ク
先

は
私
の
「
西
方
の
人
」
正
續
完
全
版
）。
こ
れ
を
以
っ
て
「
友
人
芥
川
の
追
憶
」
は
終
わ
っ
て
い
る
。］ 

                            

http://yab.o.oo7.jp/saihou.html


 

［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
以
下
の
「
芥
川
龍
之
介
」
は
芥
川
龍
之
介
自
死
の
一
ヶ
月
あ
ま
り
後
の
昭
和
二
（
一

九
二
七
）
年
九
月
発
行
の
『
改
造
』
に
初
出
し
た
も
の
で
あ
る
。
但
し
、
本
篇
末
尾
に
は
、『
昭
和
二
年
八

月
五
日
』
の
ク
レ
ジ
ッ
ト
が
あ
る
の
で
、
執
筆
自
体
は
芥
川
の
処
決
か
ら
十
三
日
後
に
擱
筆
さ
れ
た
も
の

と
判
る
。 

 

以
下
、「
芥
川
龍
之
介
」
本
文
（
35
（
左
）
ペ
ー
ジ
）
の
前
の
前
の
左
ペ
ー
ジ
に
は
、
作
者
が
描
い
た
芥

川
龍
之
介
の
絵
が
配
さ
れ
て
あ
る
。
龍
之
介
の
傷
心
を
癒
す
た
め
に
恭
が
自
身
の
故
郷
出
雲
に
招
い
た
折
り

に
描
い
た
も
の
で
あ
る
（
龍
之
介
の
松
江
到
着
は
大
正
四
（
一
九
一
五
）
年
八
月
五
日
午
後
四
時
着
で
、
二

十
一
日
に
松
江
を
発
っ
て
い
る
）
。
以
下
に
絵
の
右
下
方
外
に
あ
る
キ
ャ
プ
シ
ョ
ン
を
起
こ
し
て
お
く
が
、

こ
の
絵
は
、
表
現
急
行
氏
の
ブ
ロ
グ
「
表
現
急
行2

」
の
「
古
本
日
記 

恒
藤
恭
『
旧
友
芥
川
龍
之
介
』」
の

写
真
を
見
る
に
モ
ノ
ク
ロ
ー
ム
の
よ
う
で
あ
る
。
こ
の
絵
は
私
の
『
芥
川
龍
之
介
畏
友
井
川
恭
著
「
翡
翠
記
」

（
芥
川
龍
之
介
「
日
記
よ
り
」
含
む
） 

始
動 

／ 
「
一
」
』
で
モ
ノ
ク
ロ
と
カ
ラ
ー
の
画
像
（
彼
方
の

山
体
が
薄
い
紫
に
着
色
さ
れ
て
い
る
の
が
印
象
的
で
あ
る
）
を
掲
げ
て
あ
る
の
で
、
そ
ち
ら
を
参
照
さ
れ
た

い
。
絵
の
右
下
に
は
「A

U
G

. 1
2

T
H

」
の
ク
レ
ジ
ッ
ト
・
サ
イ
ン
が
あ
る
。］ 

    

裸
形
の
芥
川
龍
之
介 

 
 

 

大
正
四
年
八
月
出
雲
海
岸
に
て
著
者
ゑ
が
く 

    
 

 
 

芥 

川 

龍 

之 

介 
   

 
 

 
 

 
 

 
 

一 

  

七
月
二
十
八
日
の
午
前
、
遺
族
、
親
戚
、
若
干
の
友
人
と
共
に
私
は
日
暮
里
の
火
葬
場
に
ゆ
き
、
芥
川

の
遺
骨
を
壺
に
拾
つ
た
。
は
じ
め
一
同
が
焼
香
し
た
後
、
係
り
の
人
た
ち
が
鉄
扉
を
開
い
て
竃
の
中
か
ら

取
り
出
し
た
白
骨
を
皆
の
眼
の
前
に
置
い
た
と
き
、
「
き
れ
い
に
燒
け
て
居
る
な
」
と
思
つ
た
。
そ
れ
は

淸
淨
な
る
も
の
の
一
と
塊
り
で
あ
つ
た
。 

「
こ
の
白
骨
を
芥
川
に
一
と
目
見
せ
て
や
り
た
い
も
の
だ
な
」
、
次
の
瞬
間
に
は
そ
ん
な
事
を
考
へ
て
ゐ

た
。
そ
し
た
ら
「
あ
あ
身
が
軽
く
な
つ
ち
や
つ
た
、
う
れ
し
い
ぜ
」
と
言
ふ
だ
ら
う
と
お
も
つ
た
。 

「
も
う
こ
れ
で
此
世
に
於
け
る
君
の
存
在
は
完
全
に
終
了
し
た
。
安
心
し
て
吳
れ
た
ま
へ
。
し
か
し
ね
、

残
つ
た
者
は
さ
び
し
く
て
堪
ら
な
い
ぜ
」。
斯
ん
な
こ
と
を
一
言
彼
に
告
げ
た
く
も
思
つ
た
。 

 

八
月
二
日
の
夜
、
私
は
東
京
を
出
発
し
、
翌
あ
さ
下
鴨
の
家
に
帰
つ
た
。
暑
さ
に
中
つ
て
腸
や
頭
や
を

https://dl.ndl.go.jp/pid/1705439/1/25
http://hyogenkyuko.seesaa.net/article/484520758.html
https://onibi.cocolog-nifty.com/alain_leroy_/2018/01/post-8a29.html
https://onibi.cocolog-nifty.com/alain_leroy_/2018/01/post-8a29.html


い
た
め
た
後
に
上
京
し
て
、
酷
暑
の
中
を
あ
ち
こ
ち
し
た
の
で
、
心
も
身
体
も
疲
れ
た
。
何
だ
か
氣
拔
け

の
し
た
や
う
な
感
じ
が
し
た
。
東
京
で
買
つ
て
來
た
お
も
ち
や

﹅

﹅

﹅

﹅

の 
B

IL
D

A
 

や
積
み
木
を
並
べ
て
子
供

た
ち
と
あ
そ
ん
だ
。 

［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：「B

IL
D

A
 

」B
etta B

ild
a

（
ベ
ッ
タ
・
ビ
ル
ダ
）
。
イ
ギ
リ
ス
製
の
レ
ゴ
に
似
た
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
製
の
組

み
立
て
ブ
ロ
ッ
ク
玩
具
。
英
文
サ
イ
ト
の
こ
ち
ら
で
確
認
し
た
。］ 

 

そ
れ
か
ら
、
戶
棚
の
中
か
ら
古
い
手
紙
を
入
れ
た
箱
を
取
り
出
し
て
、
芥
川
か
ら
來
た
書
簡
を
え
ら
び

出
し
た
。
大
抵
の
手
紙
は
保
存
し
て
居
な
い
け
れ
ど
、
芥
川
の
よ
こ
し
た
分
は
不
思
議
と
高
等
学
校
時
代

の
か
ら
割
合
に
完
全
に
保
存
し
て
ゐ
る
。
順
序
も
な
く
、
封
筒
の
中
か
ら
な
か
み

﹅

﹅

﹅

を
出
し
て
讀
み
返
し
た
。

過
去
は
な
つ
か
し
く
記
憶
の
中
に
よ
み
が
へ
つ
て
來
た
。
あ
あ
そ
ん
な
事
も
あ
つ
た
つ
け
と
幾
た
び
か
独

り
で
う
な
づ
い
た
。 

 

明
治
四
十
五
年
の
七
月
、
出
雲
の
國
松
江
に
帰
省
し
て
居
た
頃
に
吳
れ
た
手
紙
な
ど
が
、
一
等
古
い
部

分
に
属
し
、
封
筒
に
入
れ
た
書
簡
が
七
十
通
ば
か
り
と
五
、
六
枚
の
は
が
き
と
が
残
つ
て
ゐ
る
。
最
後
に

來
た
の
は
今
年
の
五
月
二
日
付
の
便
り
で
、
留
守
中
に
妻
が
狀
差
の
中
か
何
か
か
ら
探
し
出
し
て
置
い
て

吳
れ
た
の
で
あ
つ
た
。
大
部
分
は
大
正
二
年
か
ら
七
年
頃
ま
で
の
日
付
に
な
つ
て
ゐ
る
。
そ
の
頃
か
ら
以

後
は
、
偶
々
東
京
又
は
京
都
で
会
へ
ば
、
昨
日
別
れ
た
も
の
の
や
う
に
話
し
合
ふ
の
で
あ
つ
た
け
れ
ど
、

文
通
は
稀
れ
に
し
か
し
な
く
な
つ
た
。 

 

［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
「
明
治
四
十
五
年
の
七
月
、
出
雲
の
國
松
江
に
帰
省
し
て
居
た
頃
に
吳
れ
た
手
紙
な

ど
が
、
一
等
古
い
部
分
に
属
し
」
恒
藤
の
言
う
通
り
で
、
旧
全
集
（
私
は
新
全
集
は
一
部
し
か
所
持
し
な

い
。
全
文
新
字
体
と
い
う
の
が
、
反
吐
が
出
る
ほ
ど
嫌
い
だ
か
ら
で
あ
る
）
の
書
簡
の
中
で
最
も
古
い
井

川
（
恒
藤
の
結
婚
以
前
の
姓
）
恭
宛
書
簡
は
明
治
四
五
（
一
九
一
二
）
年
一
月
一
日
附
の
自
作
の
漢
詩
を

記
し
た
年
賀
状
で
あ
る
（
当
時
、
二
人
は
一
高
第
二
学
年
で
あ
っ
た
。
な
お
、
当
時
の
学
制
の
新
年
度
の

始
ま
り
は
九
月
）
。
私
の
「
芥
川
龍
之
介
書
簡
抄
８ 

／ 

明
治
四
五
・
大
正
元
（
一
九
一
二
）
年
書
簡

よ
り
（
１
） 

八
通
」
を
見
ら
れ
た
い
。
一
通
目
の
明
治
四
五
（
一
九
一
二
）
年
一
月
一
日
・
新
宿
発
信

（
推
定
）
・
山
本
喜
譽
司
宛
（
葉
書
）
の
注
に
、
芥
川
が
井
川
に
送
っ
た
年
賀
の
漢
詩
を
示
し
て
あ
る

（
漢
詩
は
私
の
「
芥
川
龍
之
介
漢
詩
全
集
始
動 

一
」
で
訓
読
や
注
も
示
し
て
あ
る
）
。
さ
ら
に
、
少
し

後
に
、
同
年
六
月
二
十
八
日
附
、
及
び
、
七
月
十
六
日
附
（
こ
れ
が
こ
こ
で
恒
藤
が
指
摘
し
て
い
る
書
簡

で
あ
る
）
の
出
雲
に
帰
省
中
の
井
川
恭
に
宛
て
た
書
簡
が
続
き
、
井
川
恭
と
の
急
速
な
親
近
度
の
高
ま
り

を
見
て
と
る
こ
と
が
出
来
る
。
旧
全
集
本
巻
収
録
の
恒
藤
（
井
川
）
恭
宛
書
簡
は
全
部
で
九
十
四
通
で
、

画
家
小
穴
隆
一
と
並
ん
で
ダ
ン
ト
ツ
に
多
い
。 

「
最
後
に
來
た
の
は
今
年
の
五
月
二
日
付
の
便
り
」
「
芥
川
龍
之
介
書
簡
抄
１
４
５ 

／ 

昭
和
二
（
一

九
二
七
）
年
五
月
（
全
） 

十
八
通
」
の
冒
頭
一
通
目
で
電
子
化
注
し
て
あ
る
。］ 

    

https://easyontheeye2.wordpress.com/packaging/betta-bilda/
https://onibi.cocolog-nifty.com/alain_leroy_/2021/02/post-c880f8.html
https://onibi.cocolog-nifty.com/alain_leroy_/2021/02/post-c880f8.html
https://onibi.cocolog-nifty.com/alain_leroy_/2012/11/post-b17a.html
https://onibi.cocolog-nifty.com/alain_leroy_/2021/09/post-786faa.html
https://onibi.cocolog-nifty.com/alain_leroy_/2021/09/post-786faa.html


  
 

 
 

 
 

 
 

二 
  

人
の
死
ん
で
し
ま
つ
た
後
の
狀
態
を
死
と
い
ふ
し
、
斯
か
る
狀
態
と
し
て
の
死
に
人
が
到
達
す
る
過
程

を
も
死
と
い
ふ
。
前
の
意
味
に
お
け
る
死
は
、
生
と
対
立
す
る
も
の
で
あ
る
が
、
後
の
意
味
に
お
け
る
死

は
、
生
の
最
終
の
部
分
で
あ
る
。
だ
か
ら
、
或
る
人
の
一
生
に
つ
い
て
云
爲
す
る
と
き
に
、
こ
の
後
の
意

味
に
お
け
る
死
を
其
人
が
如
何
や
う
に
経
過
し
た
か
と
い
ふ
こ
と
を
不
問
に
付
し
て
は
な
る
ま
い
。
そ
の

人
が
自
殺
と
い
ふ
経
過
を
え
ら
ん
だ
場
合
に
お
い
て
、
一
層
然
る
で
あ
ら
う
。
し
か
し
な
が
ら
、
人
生
の

終
り
の
部
分
と
し
て
の
死
は
、
必
ず
し
も
藝
術
品
の
創
作
の
過
程
に
お
け
る
最
後
の
仕
上
げ
の
や
う
な
意

味
を
も
つ
も
の
で
は
な
い
。
死
が
人
の
生
涯
の
一
構
成
分
子
と
し
て
有
す
る
重
要
性
は
或
る
人
の
場
合
に

お
い
て
は
比
較
的
に
大
で
あ
り
、
他
の
人
の
場
合
に
お
い
て
は
比
較
的
に
小
で
あ
る
。
自
殺
の
場
合
と
い

へ
ど
も
、
例
外
を
成
す
も
の
で
は
な
い
と
思
ふ
。
或
る
人
が
自
殺
に
よ
つ
て
そ
の
生
涯
を
了
へ
た
場
合
に
、

彼
の
自
殺
を
以
て
彼
の
生
涯
に
お
け
る
最
大
の
事
件
で
あ
る
が
如
く
思
惟
す
る
こ
と
は
、
多
く
の
場
合
に

お
い
て
彼
の
生
涯
の
意
義
を
正
し
く
理
解
す
る
の
途
で
は
な
い
。
し
か
も
或
る
人
の
自
殺
が
、
彼
を
知
つ

て
ゐ
た
者
に
與
へ
る
と
こ
ろ
の
心
理
的
影
響
は
、
や
や
も
す
れ
ば
後
者
を
し
て
、
死
が
前
者
の
生
涯
に
お

い
て
有
す
る
意
義
に
関
す
る
錯
覚
に
陷
ら
し
め
る
。 

［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
「
云
爲
」
「
う
ん
ゐ
」
。
あ
る
事
柄
を
取
り
上
げ
、
そ
れ
に
つ
い
て
、
あ
れ
こ
れ
言
う
こ
と
。
「
云
々
（
う

ん
ぬ
ん
）」
に
同
じ
。 

「
然
る
」「
し
か
る
」
そ
う
あ
る
べ
き
で
あ
る
こ
と
。 

「
途
」「
み
ち
」
。］ 

 

芥
川
の
場
合
に
お
い
て
、
彼
の
死
が
彼
の
生
涯
に
お
い
て
如
何
な
る
意
義
を
有
す
る
も
の
で
あ
る
か
、

を
私
は
論
じ
よ
う
と
は
思
は
な
い
。
唯
、
何
に
し
て
も
、
自
殺
が
彼
の
一
生
に
お
い
て
有
す
る
重
要
性
を

過
大
視
す
る
こ
と
は
、
私
に
と
つ
て
は
望
ま
し
く
な
い
。―
―

根
本
に
お
い
て
斯
う
は
考
へ
る
も
の
の
、

し
か
し
、
彼
の
自
殺
に
よ
つ
て
惹
起
さ
れ
た
心
理
的
影
響
か
ら
免
れ
る
こ
と
は
不
可
能
で
あ
る
。
一
つ
一

つ
披
い
て
讀
ん
で
行
つ
た
芥
川
の
手
紙
の
中
で
、
次
に
全
文
を
写
す
と
こ
ろ
の
一
通
が
最
も
强
く
私
の
心

を
撲
つ
た
の
も
、
そ
の
爲
で
あ
る
。
そ
れ
は
大
正
四
年
三
月
九
日
の
書
信
で
あ
る
。 

［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
以
下
書
簡
引
用
は
最
後
の
恒
藤
の
註
を
含
め
、
底
本
で
は
全
体
が
二
字
下
げ
と
な
っ
て
い
る
が
、
ブ
ロ

グ
版
で
は
引
き
上
げ
た
。
私
の
「
芥
川
龍
之
介
書
簡
抄
３
６ 

／ 

大
正
四
（
一
九
一
五
）
年
書
簡
よ
り
（
二
） 

失
恋
後

の
沈
鬱
書
簡
四
通
」
で
最
初
に
電
子
化
し
て
あ
る
。
恒
藤
が
後
注
す
る
よ
う
に
、
元
書
簡
で
は
句
読
点
は
な
く
、
表
記
・
改

行
・
字
空
け
の
一
部
も
恒
藤
に
よ
っ
て
整
序
が
加
え
ら
れ
て
あ
る
。］ 

 

 

イ
ゴ
イ
ズ
ム
を
は
な
れ
た
愛
が
あ
る
か
ど
う
か
。
イ
ゴ
イ
ズ
ム
の
あ
る
愛
に
は
、
人
と
人
と
の
間 

の
障
壁
を
わ
た
る
事
は
出
來
な
い
。
人
の
上
に
落
ち
て
く
る
生
存
苦
の
寂
莫
を
癒
す
事
は
出
來
な
い
。 

イ
ゴ
イ
ズ
ム
の
な
い
愛
が
な
い
と
す
れ
ば
人
の
一
生
程
苦
し
い
も
の
は
な
い
。 

 
 

 

周
圍
は
醜
い
。
自
己
も
醜
い
。
そ
し
て
そ
れ
を
目
の
あ
た
り
に
見
て
生
き
る
の
は
苦
し
い
。
し
か 

も
人
は
そ
の
ま
ゝ
に
生
き
る
事
を
强
ひ
ら
れ
る
。
一
切
を
神
の
仕
業
と
す
れ
ば
神
の
仕
業
は
惡
む
べ 

https://onibi.cocolog-nifty.com/alain_leroy_/2021/04/post-9d46ae.html
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き
嘲
弄
だ
。 

 
 

 
僕
は
イ
ゴ
イ
ズ
ム
を
は
な
れ
た
愛
の
存
在
を
疑
ふ
。（
僕
自
身
に
も
）。
僕
は
時
々
や
り
き
れ
な
い 

と
思
ふ
事
が
あ
る
。
何
故
、
こ
ん
な
に
し
て
迄
も
生
存
を
つ
づ
け
る
必
要
が
あ
る
の
だ
ら
う
と
思
ふ 

事
が
あ
る
。
そ
し
て
最
後
に
神
に
対
す
る
復
讐
は
、
自
己
の
生
存
を
失
ふ
事
だ
と
思
ふ
事
が
あ
る
。 

僕
は
ど
う
す
れ
ば
い
い
の
だ
か
わ
か
ら
な
い
。 

 
 

 

君
は
お
ち
つ
い
て
画
を
か
い
て
ゐ
る
か
も
し
れ
な
い
、
そ
し
て
僕
の
云
ふ
事
を
浅
薄
な
誇
張
だ
と 

思
ふ
か
も
知
れ
な
い
。（
さ
う
思
は
れ
て
も
仕
方
が
な
い
が
）。
し
か
し
僕
に
は
こ
の
ま
ゝ
回
避
せ
ず 

に
す
す
む
べ
く
强
ひ
る
も
の
が
あ
る
。
そ
の
も
の
は
僕
に
周
圍
と
自
己
と
の
す
べ
て
の
醜
さ
を
見
よ 

と
命
ず
る
。
僕
は
勿
論
亡
び
る
事
を
恐
れ
る
。
し
か
も
僕
は
亡
び
る
と
云
ふ
予
感
を
も
ち
な
が
ら
も
、 

此
も
の
の
声
に
耳
を
か
た
む
け
ず
に
は
ゐ
ら
れ
な
い
。 

 
 

 

每
日
不
愉
快
な
事
が
必
ず
起
る
。
人
と
喧
嘩
し
さ
う
で
い
け
な
い
。
当
分
は
誰
と
も
う
つ
か
り
話 

せ
な
い
。
そ
の
く
せ
さ
び
し
く
つ
て
仕
方
が
な
い
。
馬
鹿
々
々
し
い
程
セ
ン
チ
メ
ン
タ
ル
に
な
る
事 

が
あ
る
。
ど
こ
か
へ
旅
行
で
も
し
よ
う
か
と
思
ふ
。
何
だ
か
皆
と
あ
へ
な
く
な
り
さ
う
な
氣
も
す
る
。 

大
へ
ん
さ
び
し
い
。 

 
 

 
 

 
 

 

三 

月 

九 

日 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

龍 

（
註
） 

句
読
点
は
恒
藤
施
す
。
以
下
同
じ
。 

  

右
の
書
信
の
日
付
に
先
立
つ
こ
と
約
十
日
の
二
月
二
十
八
日
に
書
か
れ
た
書
信
の
内
容
と
照
し
合
せ
る

と
、
右
の
書
信
の
内
容
の
意
味
が
一
層
よ
く
了
解
し
得
ら
れ
る
け
れ
ど
、
或
る
事
情
の
た
め
に
、
唯
そ
の

最
後
の
部
分
だ
け
を
左
に
寫
す
。 

［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
や
は
り
、
恒
藤
は
句
読
点
以
外
に
も
手
を
加
え
て
い
る
。
「
芥
川
龍
之
介
書
簡
抄
３
５ 
／ 

大
正
四

（
一
九
一
五
）
年
書
簡
よ
り
（
一
） 

井
川
恭
宛 

龍
之
介
の
吉
田
彌
生
と
の
失
恋
告
白
書
簡
」
で
、
こ
こ
で
は
カ
ッ
ト
さ

れ
た
前
半
部
も
電
子
化
し
て
あ
る
。 

「
不
性
」
は
書
簡
の
マ
マ
。「
無
精
（
ぶ
し
や
う
）
な
」
の
慣
用
。 

「
貰
へ
ば
」
は
原
書
簡
で
は
正
し
く
「
貰
へ
れ
ば
」
と
な
っ
て
い
る
。
］ 

 

 

不
性
な
日
を
重
ね
て
今
日
に
な
つ
た
。
返
事
を
出
さ
な
い
で
し
ま
つ
た
手
紙
が
沢
山
た
ま
つ
た
。 

之
は
そ
の
事
が
あ
つ
て
か
ら
始
め
て
か
く
手
紙
で
あ
る
。
平
俗
な
小
說
を
よ
む
や
う
な
反
感
を
持
た 

ず
に
よ
ん
で
貰
へ
ば
幸
福
だ
と
思
ふ
。 

 
 

 

東
京
で
は
す
べ
て
の
上
に
春
が
い
き
づ
い
て
ゐ
る
。
平
靜
な
る
、
し
か
も
常
に
休
止
し
な
い
力
が 

悠
久
な
る
空
に
雲
雀
の
声
を
生
ま
れ
さ
せ
る
の
も
程
な
い
事
で
あ
ら
う
。
す
べ
て
が
流
れ
て
ゆ
く
。 

そ
し
て
す
べ
て
が
必
ず
止
る
べ
き
所
に
止
る
。
学
校
へ
も
通
ひ
は
じ
め
た
。
イ
ヷ
ン
イ
リ
イ
ッ
チ
も 

よ
み
は
じ
め
た
。 

 
 

 

唯
、
か
ぎ
り
な
く
さ
び
し
い
。 

 
 

 
 

 
 

 

二 

月 

廿
八 

日 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

龍 
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右
の
二
通
を
い
づ
れ
も
私
は
京
都
吉
田
の
帝
國
大
学
寄
宿
舍
で
受
け
取
つ
て
よ
ん
だ
。
間
も
な
く
春
休

み
と
な
つ
た
。
私
は
上
京
し
て
、
前
の
年
の
十
月
に
建
ち
上
つ
た
田
端
の
新
居
に
芥
川
を
お
と
づ
れ
、
休

暇
の
間
そ
こ
で
起
居
を
共
に
し
た
。 

［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
「
前
の
年
の
十
月
に
建
ち
上
つ
た
田
端
の
新
居
」
芥
川
芥
川
龍
之
介
の
終
の
棲
家
と
な
っ
た
新
築
の
田

端
の
家
は
、
大
正
三
（
一
九
一
四
）
年
十
月
末
に
完
成
し
（
府
下
北
豊
島
郡
滝
野
川
町
字 あ

ざ

田
端
四
三
五
番
地
。
現
在
の
田
端

一
丁
目
十
九―

一
。
グ
ー
グ
ル
・
マ
ッ
プ
・
デ
ー
タ
）
、
新
宿
の
実
父
の
持
ち
家
か
ら
転
居
し
て
い
る
。
但
し
、
こ
の
春
休

み
（
三
月
）
に
井
川
が
「
上
京
し
て
」
「
田
端
の
新
居
に
芥
川
を
お
と
づ
れ
、
休
暇
の
間
そ
こ
で
起
居
を
共
に
し
た
」
と
い

う
事
実
は
、
現
在
の
い
か
な
る
芥
川
龍
之
介
年
譜
に
も
記
載
が
な
い
。
但
し
、
こ
の
大
正
四
年
三
月
の
部
分
は
、
例
え
ば
、

現
在
、
最
新
の
岩
波
新
全
集
の
宮
坂
覺
氏
の
年
譜
で
も
記
載
が
全
く
な
い
（
丸
々
な
い
の
は
同
年
表
中
で
は
特
異
点
で
あ
る
）

か
ら
、
或
い
は
、
そ
う
し
た
、
井
川
が
心
配
し
て
や
っ
て
き
た
事
実
が
あ
っ
た
と
し
て
も
お
か
し
く
は
な
い
。］ 

  
 

 
 

 
 

 
 

 

三 

  

そ
の
時
か
ら
約
一
ケ
年
前
の
芥
川
の
心
境
を
物
語
る
手
紙
が
あ
る
。 

［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
同
前
。
「
芥
川
龍
之
介
書
簡
抄
２
５ 

／ 

大
正
三
（
一
九
一
四
）
年
書
簡
よ
り
（
三
） 

五
月
十
九

日
井
川
恭
宛
」
を
参
照
さ
れ
た
い
。
私
の
語
注
も
完
備
し
て
あ
る
。］ 

  
 

 

僕
の
心
に
は
時
々
恋
が
生
れ
る
。
あ
て
の
な
い
夢
の
や
う
な
恋
だ
。
ど
こ
か
に
僕
の
思
ふ
通
り
な 

人
が
ゐ
る
や
う
な
氣
の
す
る
恋
だ
。
け
れ
ど
も
實
際
的
に
は
至
つ
て
安
全
で
あ
る
。
何
と
な
れ
ば
、 

現
實
に
之
を
求
む
べ
く
、
一
に
女
性
は
あ
ま
り
に
自
惚
が
つ
よ
い
か
ら
で
あ
る
二
に
世
間
は
あ
ま
り 

に
類
推
を
好
む
か
ら
で
あ
る
［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：「
自
惚
」「
う
ぬ
ぼ
れ
」。］ 

 
 

 

要
す
る
に
、
ひ
と
り
で
ゐ
る
よ
り
外
に
仕
方
が
な
い
の
だ
が
、
時
々
は
ま
つ
た
く
さ
び
し
く
つ
て 

や
り
切
れ
な
く
な
る
。 

  
 

 

そ
れ
で
も
ど
う
か
す
る
と
大
へ
ん
愉
快
に
な
る
事
が
あ
る
。
そ
れ
は
自
分
の
心
臟
の
音
と
一
緖
に 

風
が
ふ
い
た
り
、
雲
が
う
ご
い
た
り
し
て
ゐ
る
や
う
な
氣
が
す
る
時
だ
。
（
笑
ふ
か
も
し
れ
な
い
が
）
。 

勿
論
、
妄
想
だ
ら
う
け
れ
ど
、
ほ
ん
と
に
そ
ん
な
氣
が
し
て
少
し
こ
は
く
な
る
事
が
あ
る
。 

 
 

 

序
に
も
う
一
つ
妄
想
を
か
く
と
、
何
か
が
僕
を
ま
つ
て
ゐ
る
や
う
な
氣
が
す
る
。
何
か
が
僕
を
導 

い
て
く
れ
る
や
う
な
氣
が
す
る
。
小
供
の
時
は
そ
の
何
か
に
も
つ
と
可
愛
が
ら
れ
て
ゐ
た
が
、
こ
の 

頃
は
少
し
小
言
を
云
は
れ
る
や
う
な
氣
が
す
る
。
平
た
く
云
ふ
と
、
幸
福
に
な
る
ポ
ッ
シ
ビ
リ
テ
ィ 

が
か
な
り
つ
よ
く
自
分
に
根
ざ
し
て
ゐ
る
や
う
な
氣
が
す
る
。
そ
れ
も
仕
事
に
よ
つ
て
幸
福
に
な
る 

や
う
な
氣
が
す
る
の
だ
か
ら
可
笑
し
い
。 

 
 

 

幸
福
夢
想
家
だ
と
君
は
笑
ふ
だ
ら
う
。 

 

 

無
智
を
ゆ
る
す
勿
れ
。
己
の
無
智
を
ゆ
る
す
爲
に
他
人
の
無
智
を
ゆ
る
す
の
は
、
最
も
卑
怯
な
自 

己
防
禦
だ
。
無
智
な
る
も
の
を
輕
蔑
せ
よ
。（
あ
る
日
大
へ
ん
景
氣
が
よ
か
つ
た
時
） 

https://www.google.com/maps/place/%E8%8A%A5%E5%B7%9D%E9%BE%8D%E4%B9%8B%E4%BB%8B%E6%97%A7%E5%B1%85%E8%B7%A1/@35.7366834,139.7596957,17.5z/data=!4m5!3m4!1s0x60188dc2feb8e639:0xe25ec304bd8b214c!8m2!3d35.7367017!4d139.760344
https://www.google.com/maps/place/%E8%8A%A5%E5%B7%9D%E9%BE%8D%E4%B9%8B%E4%BB%8B%E6%97%A7%E5%B1%85%E8%B7%A1/@35.7366834,139.7596957,17.5z/data=!4m5!3m4!1s0x60188dc2feb8e639:0xe25ec304bd8b214c!8m2!3d35.7367017!4d139.760344
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オ
ッ
ク
ス
フ
ォ
ー
ド
の
何
と
か
云
ふ
学
者
が
「
ラ
ム
を
よ
ん
で
感
心
し
な
い
も
の
に
は
英
文
の
妙 

が
わ
か
ら
な
い
。E

S
S

A
Y

 O
N

 E
L

IA

［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
横
書
。
以
下
同
じ
。
こ
の
原
書
簡
で
は
縦
書
。］
は 

文
学
的
本
能
の
試
金
石
だ
」
と
云
つ
た
有
名
な
話
が
あ
る
さ
う
だ
。
上
田
さ
ん
の
ラ
ム
推
奬
の
理
由 

の
一
と
し
て
御
し
ら
せ
す
る
。 

  
 

 

試
驗
が
近
い
ん
だ
と
思
ふ
と
が
つ
か
り
す
る
。
試
驗
官
は
防
疫
官
に
似
て
ゐ
る
。
何
と
な
れ
ば
、 

常
に
吐
瀉
物
を
檢
査
す
る
か
ら
だ
。
眞
に
栄
養
物
と
な
つ
た
も
の
を
測
る
べ
き
医
学
者
が
來
な
い
以 

上
試
驗
は
永
久
に
愚
劣
に
止
る
に
ち
が
ひ
な
い
。
ノ
ー
ト
を
つ
み
上
げ
て
み
る
と
、
ほ
ん
た
う
に
が 

つ
か
り
す
る
。 

  
 

 
 

キ
ャ
ラ
バ
ン
は
何
処
に
行
け
る 

 
 

 
 

み
や
れ
ば
唯
平
沙
の
み
見
ゆ 

 
 

 
 

何
処
に
行
け
る 

  
 

 
 

行
き
て
か
へ
ら
ざ
る
キ
ャ
ラ
バ
ン
あ
り 

 
 

 
 

ス
フ
ィ
ン
ク
ス
も
見
ず
に 

 
 

 
 

砂
に
う
づ
も
れ
に
け
む 

 
 

 
 

わ
れ
は
光
の
淚
を
流
さ
ざ
る
星
ぞ 

 
 

 
 

地
獄
の
箴
言
を
か
か
ざ
る
ブ
レ
ー
ク
ぞ 

  
 

 
 

わ
が
前
を
多
く
の
騎
士
は
す
ぎ
ゆ
く
な
り 

 
 

 
 

わ
れ
も
行
か
む
と
時
に
思
へ
る 

  
 

 
 

メ
ム
ノ
ン
は
も
だ
し
て
立
て
り 

 
 

 
 

黎
明
は
未
來
ら
ず 

 
 

 
 

暗
し―

―

暗
し 

  
 

 
 

何
時
の
日
か
日
の
薔
薇
さ
く 

 
 

 
 

ほ
の
ぼ
の
と 

 
 

 
 

何
時
の
日
か
さ
く
と
さ
さ
や
く
声
あ
り 

  
 

 
 

象
牙
の
塔
を
め
ぐ
り
て 

 
 

 
 

た
そ
が
る
る
は
う
す
あ
か
り 

 
 

 
 

せ
ん
す
べ
な
さ
に
ま
ど
ろ
ま
ん
と
す
る 

  
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

龍 



  

こ
の
手
紙
に
は
日
付
は
な
い
が
、
封
筒
に
大
正
三
年
五
月
十
九
日
の
ス
タ
ン
ブ
が
捺
し
て
あ
る
。
当
時

彼
は
な
ほ
新
宿
の
家
に
住
ん
で
ゐ
た
。 

  
 

 
 

 
 

 
 

四 

  

順
次
に
時
の
流
れ
を
遡
つ
て
行
く
や
う
だ
が―

―

封
筒
の
上
の
か
す
か
な
ス
タ
ン
プ
の
文
字
に
よ
り
、

大
正
三
年
一
月
二
十
一
日
に
発
信
し
た
も
の
と
認
む
べ
き
手
紙
が
あ
る
。
後
年
に
至
る
ま
で
一
貫
し
て
芥

川
が
把
持
し
て
ゐ
た
人
生
観
な
り
藝
術
観
な
り
が
、
か
な
り
明
瞭
に
且
つ
濃
厚
に
そ
の
中
に
あ
ら
は
れ
て

ゐ
る
や
う
に
思
ふ
。
彼
の
手
紙
の
多
く
は
む
し
ろ
普
通
の
書
信
の
体
裁
を
成
し
て
ゐ
る
の
だ
が
、
こ
の
頃

は
よ
く
感
想
錄
め
い
た
も
の
を
書
い
て
よ
こ
し
た
。 

［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
以
下
は
書
簡
の
引
用
だ
が
、
ご
覧
の
通
り
、
底
本
で
は
今
ま
で
の
よ
う
な
字
下
げ
が
な
い
。
以
下
は
、

「
芥
川
龍
之
介
書
簡
抄
２
２ 

／ 

大
正
三
（
一
九
一
四
）
年
書
簡
よ
り
（
一
） 

二
通
」
の
二
通
目
で
電
子
化
注
し
て
あ

る
。
か
な
り
長
い
書
簡
で
あ
る
。
や
は
り
恒
藤
に
よ
る
整
序
が
な
さ
れ
て
い
る
。］ 

  

自
分
に
は
善
と
惡
と
が
相
反
的
に
な
ら
ず
相
関
的
に
な
つ
て
ゐ
る
や
う
な
氣
が
す
。
性
癖
と
敎
育
と
の

爲
な
る
べ
し
。
ロ
ジ
カ
ル
に
考
へ
ら
れ
な
い
程
腦
力
の
弱
き
爲
に
て
も
あ
る
べ
し
。 

 

兎
に
角
、
矛
盾
せ
る
二
つ
の
も
の
が
自
分
に
と
り
て
同
じ
誘
惑
力
を
有
す
る
也
。
善
を
愛
せ
ば
こ
そ
惡

も
愛
し
得
る
や
う
な
氣
が
す
る
也
。
ボ
ー
ド
レ
ー
ル
の
散
文
詩
を
よ
ん
で
最
も
な
つ
か
し
き
は
、
惡
の
讃

美
に
あ
ら
ず
、
彼
の
善
に
對
す
る
憧
憬
な
り
。
遠
慮
な
く
云
へ
ば
、
善
惡
一
如
の
も
の
を
自
分
は
見
て
ゐ

る
や
う
な
氣
が
す
る
也
（
氣
が
す
る
と
云
ふ
は
謙
遜
［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
原
書
簡
で
は
「
謙
辭
」
と
な
っ
て
い
る
。］

な
る
や
も
し
れ
ず
）
。
こ
れ
が
現
前
せ
ば
［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
原
書
簡
で
は
「
現
前
せ
ず
ば
」
と
な
っ
て
い
る
。
恒
藤

の
脱
字
か
、
誤
植
で
あ
ろ
う
。］
藝
術
を
語
る
資
格
な
き
人
の
や
う
な
氣
が
す
る
な
り
。 

  

同
じ
故
鄕
よ
り
來
り
し
二
人
の
名
を
善
惡
と
云
ふ
な
り
。
名
づ
け
し
は
其
故
鄕
を
知
ら
ざ
る
人
々
な
り
。 

［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
こ
こ
で
底
本
で
は
改
ペ
ー
ジ
に
な
っ
て
い
る
が
、
版
組
上
で
は
、
行
空
け
を
し
て
い
い
な
い
。
原
書
簡
は
一
行
空
け
で

あ
る
。
こ
こ
は
特
異
的
に
一
行
空
け
て
お
く
。］ 

  

何
に
て
も
よ
け
れ
ど
、
し
か
つ
め
ら
し
く
ロ
ゴ
ス
と
云
は
む
乎
。
宇
宙
に
ロ
ゴ
ス
あ
り
。
万
人
に
ロ
ゴ

ス
あ
り
。
大
な
る
ロ
ゴ
ス
に
從
つ
て
星
辰
は
運
行
す
。
小
な
る
ロ
ゴ
ス
に
從
つ
て
各
人
は
行
動
す
。
ロ
ゴ

ス
に
從
は
ざ
る
も
の
は
亡
ぶ
。
ロ
ゴ
ス
に
從
は
ざ
る
行
動
の
み
、
も
し
名
づ
く
べ
く
ん
ば
惡
と
名
づ
く
べ

し
。 

 

ロ
ゴ
ス
は
情
に
あ
ら
ず
、
知
に
あ
ら
ず
、
意
に
あ
ら
ず
、
强
ひ
て
云
へ
ば
、
大
な
る
知
な
り
。
所
謂
善

惡
は
ロ
ゴ
ス
に
從
ふ
行
動
を
浅
薄
な
る
功
利
的
の
立
場
よ
り
漠
然
と
別
ち
た
る
曖
昧
な
る
槪
念
な
り
。 

  

自
分
は
時
に
血
管
の
中
を
血
が
星
と
共
に
め
ぐ
つ
て
ゐ
る
や
う
な
氣
が
す
る
事
あ
り
。
星
占
術
を
創
め

https://onibi.cocolog-nifty.com/alain_leroy_/2021/03/post-771821.html


し
［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：「
は
じ
め
し
」。］
人
は
こ
ん
な
感
じ
を
更
に
つ
よ
く
有
せ
し
な
る
べ
し
。 

  

こ
の
も
の
に
ふ
れ
ず
ん
ば
駄
目
な
り
。
か
く
も
か
か
ざ
る
も
こ
の
物
に
ふ
れ
ず
ん
ば
駄
目
也
。 

  

藝
術
は
こ
れ
に
関
係
し
て
始
め
て
意
義
あ
り
。 

  

今
に
し
て
君
の
「 W

E
S

E
N

 
を
感
得
せ
し
む
る
ア
ー
ト
は
最
高
也
」
と
云
ひ
し
を
思
ふ
。
君
は
三
足
も

四
足
も
僕
に
先
ん
じ
た
り
。 

  

し
ひ
て
神
の
信
仰
を
求
む
る
必
要
な
し
。
信
仰
を
窮
屈
な
る
神
の
形
式
に
あ
て
は
む
れ
ば
こ
そ
有
無
の

論
も
お
こ
れ
。
自
分
は
「
こ
の
も
の
」
の
信
仰
あ
り
。
こ
は
「
藝
術
」
の
信
仰
な
り
。
こ
の
信
仰
の
下
に

感
ず
る
法
悅
が
他
の
信
仰
の
與
ふ
る
法
悅
に
劣
れ
り
と
も
思
は
れ
ず
。 

 

す
べ
て
の
も
の
は
信
仰
と
な
ら
ず
ん
ば
駄
目
也
。
ひ
と
り
宗
敎
に
於
い
て
の
み
な
ら
ず
、
ひ
と
り
藝
術

に
於
て
の
み
な
ら
ず
、
す
べ
て
信
仰
と
な
り
て
は
じ
め
て
命
あ
ら
む
。 

  

藝
術
を
実
用
新
案
を
工
夫
す
る
職
人
の
如
く
と
り
扱
ふ
も
の
は
幸
福
な
り
。 

  

自
己
を
主
張
す
と
云
ふ
、
し
か
も
軽
々
し
く
主
張
す
と
云
ふ
。 

 

自
分
は
引
込
思
案
の
せ
い
か
し
ら
ね
ど
、
ま
づ
主
張
せ
ん
と
す
る
自
己
を
観
た
し
と
思
ふ
。 

 

顧
み
て
空
虛
な
る
自
己
を
み
る
は
不
快
な
り
。
自
ら
眼
を
お
ほ
ひ
た
き
位
い
や
な
り
。
さ
れ
ど
せ
ん
方

な
し
。
樽
の
空
し
き
か
否
か
を
見
し
上
な
ら
で
は
、
之
に
酒
を
み
た
す
事
は
難
か
る
べ
し
。
兎
に
角
い
や

な
り
、
苦
し
い
も
の
な
り
。 

  

み
に
く
き
自
己
を
主
張
し
て
や
ま
ざ
る
も
の
を
み
る
と
き
に
は
、
嫌
惡
と
共
に
壓
迫
を
感
ず
。
少
し
な

れ
ど
壓
迫
を
感
ず
。 

  

自
分
は
さ
び
し
。 

 

時
々
今
か
ら
考
へ
る
と
一
高
に
ゐ
た
時
分
に
君
は
さ
ぞ
さ
び
し
か
つ
た
ら
う
と
思
ふ
事
あ
り
。 

 

か
く
云
へ
ば
と
て
君
と
今
の
僕
と
同
じ
と
云
ふ
に
は
あ
ら
ず
、
君
の
云
つ
て
る
事
が
僕
に
わ
か
ら
な
か

つ
た
か
ら
な
り
。
何
時
で
も
［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：「
何
時
ま
で
も
」
の
意
か
。］
わ
か
ら
な
い
の
か
も
し
れ
ね
ど
。 

  

自
分
は
新
思
潮
同
人
の
一
人
と
な
れ
り
。
發
表
し
た
き
も
の
あ
る
に
あ
ら
ず
、
發
表
す
る
爲
の
準
備
を

す
る
爲
也
。
表
現
と
人
と
は
一
な
り
と
は
眞
な
り
と
思
ふ
。
自
分
は
絃
き
れ
た
る
胡
弓
を
も
つ
は
い
や
な

り
。
こ
れ
よ
り
絃
を
つ
な
が
む
と
思
ふ
。 

  

ア
ナ
ト
オ
ル
・
フ
ラ
ン
ス
の
短
篇
を
訳
し
て
、
今
更
わ
が
文
の
も
の
に
な
ら
ざ
る
に
あ
き
れ
た
り
。
同



人
中
最
も
文
の
下
手
な
る
は
僕
な
り
、
甚
し
く
不
快
な
り
。 

  

同
人
と
は
云
へ
皆
步
調
は
別
な
り
、
早
晚
分
離
せ
む
か
。［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
こ
の
後
に
は
原
書
簡
で
は
一
行

空
け
が
あ
る
。］ 

 

こ
の
二
、
三
ケ
月
、
煮
え
切
ら
ざ
る
日
を
送
れ
り
。
胃
の
具
合
少
し
惡
き
に
、
い
ろ
い
ろ
な
考
に
頭
を

つ
か
ひ
し
爲
な
り
。
そ
の
爲
に
年
賀
狀
の
外
ど
こ
へ
も
手
紙
を
か
か
ず
、
君
に
も
失
礼
し
た
訳
な
り
、
堪

忍
し
た
ま
へ
。
海
苔
は
少
し
大
袈
裟
な
り
。
胃
病
で
死
ん
で
も
海
苔
を
食
ふ
は
や
め
じ
と
誓
ひ
た
り
。 

  

忙
し
い
だ
ら
う
が
時
々
手
紙
を
く
れ
た
ま
へ
。
僕
も
せ
い
ぜ
い
勉
强
し
て
か
く
。 

 

今
日
の
手
紙
は
大
抵
日
記
よ
り
の
ぬ
き
書
き
な
り
。
幼
き
を
嗤
は
ざ
ら
む
事
を
の
ぞ
む
。［
や
ぶ
ち
ゃ
ん

注
：
こ
の
後
は
原
書
簡
で
は
一
行
空
け
が
あ
る
。
底
本
は
改
ペ
ー
ジ
で
あ
る
が
、
版
組
上
、
一
行
空
け
は
さ
れ
て
い
な
い
。

特
異
点
で
一
行
空
け
を
施
す
。
な
お
、
以
下
の
和
歌
は
原
書
簡
で
は
三
首
と
も
に
一
行
ベ
タ
で
あ
る
。
原
書
簡
で
は
、
第
一

首
目
の
初
句
は
「
と
も
か
く
」
で
「
も
」
は
な
い
。］ 

 

歌
も
殆
ど
つ
く
ら
ず
、
つ
く
る
暇
も
な
し
。
唯
三
首
。 

  

と
も
か
く
も
む
し
や
う
に
淋
し 

 
 

 

夕
空
の
一
つ
星
の
や
う
に 

 
 

 
 

 

む
し
や
う
に
淋
し 

  

こ
ん
な
う
れ
し
き
事
は
な
し 

 
 

 

こ
ん
な
う
れ
し
き
事
は
な
き
に 

 
 

 
 

 

星
を
み
て
あ
れ
ば
淚
な
が
る
る
か
な 

  

木
と
草
と
の
中
に 

 

わ
れ
は
生
く
る
な
り 

 

木
と
草
と
の
如
く
に 

 

［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
こ
の
最
後
の
和
歌
は
お
か
し
い
。
原
書
簡
で
は
、
「
木
と
草
と
の
中
に
わ
れ
は
生
く

る
な
り
日
を
仰
ぎ
て
わ
れ
は
生
く
る
な
り
木
と
草
と
の
如
く
に
」
（
ベ
タ
は
マ
マ
。
前
の
二
首
も
同
じ
）

で
あ
る
か
ら
、
改
行
表
示
す
る
な
ら
、 

 
 

 

＊ 

  

木
と
草
と
の
中
に 

 

わ
れ
は
生
く
る
な
り 

 

日
を
仰
ぎ
て 



 
わ
れ
は
生
く
る
な
り 

 

木
と
草
と
の
如
く
に 

  
 

 

＊ 

と
な
ろ
う
か
。］ 

  

書
中
偶
々
私
の
言
に
つ
い
て
記
し
て
ゐ
る
こ
と
な
ど
は
、
聰
明
な
る
彼
の
謙
遜
の
氣
質
に
因
る
も
の
で

あ
つ
て
中
ら
ざ
る
こ
と
大
で
あ
る
。［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：「
中
ら
ざ
る
」「
あ
た
ら
ざ
る
」
。］ 

 

大
正
二
年
六
月
、
私
た
ち
は
一
高
を
卒
業
し
た
。
芥
川
は
か
ね
て
の
志
望
通
り
に
東
京
大
学
の
英
文
科

に
入
学
す
る
考
へ
で
あ
つ
た
。
私
は
そ
の
一
年
前
く
ら
ゐ
か
ら
讀
ん
で
ゐ
た
哲
学
書
の
影
響
を
受
け
て
、

英
文
学
研
究
の
志
を
絕
ち
、
京
都
大
学
の
法
科
に
入
学
す
る
こ
と
に
決
心
し
た
。
そ
れ
に
つ
い
て
は
、
芥

川
は
唯
一
の
相
談
相
手
で
あ
つ
た
。 

［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
当
時
は
既
に
東
京
大
学
も
京
都
大
学
も
孰
れ
も
「
帝
國
大
學
」
に
改
称
さ
れ
て
い
る
。 

「
私
は
そ
の
一
年
前
く
ら
ゐ
か
ら
讀
ん
で
ゐ
た
哲
学
書
の
影
響
を
受
け
て
、
英
文
学
研
究
の
志
を
絕
ち
、
京
都
大
学
の
法
科

に
入
学
す
る
こ
と
に
決
心
し
た
」
と
述
べ
て
い
る
が
、
一
つ
に
は
、
芥
川
龍
之
介
の
文
才
を
見
る
に
つ
け
、
彼
に
は
叶
わ
な

い
、
彼
に
叶
わ
な
い
の
で
あ
れ
ば
、
（
英
）
文
学
で
の
活
路
は
な
い
と
、
恒
藤
が
思
っ
た
ら
し
い
こ
と
は
、
現
行
で
は
よ
く

知
ら
れ
た
こ
と
で
あ
る
。］ 

 

そ
の
夏
、
私
は
松
江
に
帰
省
し
た
が
、
七
月
十
七
曰
夜
の
日
付
で
芥
川
の
送
つ
て
吳
れ
た
手
紙
は
、
高

等
学
校
三
年
間
二
人
の
交
は
り
を
回
顧
し
て
、
つ
ぶ
さ
一
に
彼
の
感
想
を
し
る
し
た
も
の
で
あ
り
、
私
に

と
つ
て
は
最
も
思
ひ
出
の
深
い
長
文
の
書
信
で
あ
る
。
た
だ
私
は
そ
の
内
容
を
公
け
に
し
よ
う
と
は
思
は

な
い
。
こ
の
手
紙
に
対
し
て
私
の
送
つ
た
返
答
の
手
紙
の
文
句
が
偶
然
残
つ
て
ゐ
る
。
恐
ら
く
一
度
書
い

て
、
気
に
入
ら
な
く
て
書
き
直
し
た
も
の
か
と
思
ふ
が
、
事
に
よ
つ
た
ら
す
つ
か
り
内
容
を
書
き
改
め
て

送
つ
た
の
か
も
知
れ
な
い
。
つ
ま
ら
な
い
も
の
で
は
あ
る
け
れ
ど
。
当
時
私
が
彼
に
対
し
て
も
つ
て
ゐ
た

心
持
を
そ
の
ま
ま
現
し
て
ゐ
る
と
思
は
れ
る
の
で
、
一
部
分
を
ぬ
き
書
き
す
る
。 

［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：「
七
月
十
七
曰
夜
の
日
付
で
芥
川
の
送
つ
て
吳
れ
た
手
紙
」
は
「
芥
川
龍
之
介
書
簡
抄
４
１ 

／ 

大
正

四
（
一
九
一
五
）
年
書
簡
よ
り
（
七
） 

井
川
恭
宛
」
が
あ
る
が
、
こ
れ
は
「
高
等
学
校
三
年
間
二
人
の
交
は
り
を
回
顧
し
て
、

つ
ぶ
さ
一
に
彼
の
感
想
を
し
る
し
た
も
の
で
あ
り
、
私
に
と
つ
て
は
最
も
思
ひ
出
の
深
い
長
文
の
書
信
で
あ
る
」
と
あ
る
の
と

は
一
致
し
な
い
。
或
い
は
、
結
局
、
こ
の
書
簡
を
全
集
に
は
拠
出
し
な
か
っ
た
も
の
と
考
え
ら
え
る
（
ち
ょ
っ
と
残
念
。
往
復

書
簡
を
並
べ
て
読
み
た
か
っ
た
）
。
な
お
、
以
下
は
恒
藤
自
身
の
下
書
き
で
あ
る
か
ら
、
字
下
げ
や
行
空
け
は
な
い
（
但
し
、

手
紙
の
開
始
は
改
ペ
ー
ジ
と
な
っ
て
い
る
。
し
か
し
、
判
組
上
の
行
空
け
は
認
め
ら
れ
な
い
）
。
下
書
き
で
は
あ
る
が
、
往
復

書
簡
の
一
方
と
し
て
恒
藤
の
手
紙
が
読
め
る
の
は
、
私
は
非
常
に
嬉
し
い
。］ 

  

き
み
の
手
紙
を
よ
ん
だ
。
そ
の
文
句
は
僕
の
こ
こ
ろ
に
と
つ
て
は
强
い
響
を
持
つ
て
ゐ
た
。
大
ヘ
ん
う

れ
し
い
と
同
時
に
、
す
る
ど
い
メ
ス
の
さ
き
が
か
く
れ
た
傷
口
を
抓
い
て
ゆ
く
や
う
に
痛
苦
し
い
氣
持
が

し
た
。
僕
に
は
値
ひ
し
な
い
ほ
ど
君
が
あ
つ
く
そ
そ
い
で
く
れ
た
好
意
が
こ
の
二
年
間
に
ど
れ
だ
け
つ
も

つ
た
か
。
今
ま
た
そ
れ
の
あ
ら
は
れ
に
ふ
れ
た
と
き
、
き
み
の
示
し
て
く
れ
た
や
さ
し
い
こ
こ
ろ
は
、
な
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ぜ
か
メ
ス
の
や
う
に
す
る
ど
く
い
た
く
感
ぜ
ら
れ
る
。［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
「
抓
い
て
」「
抓
」
は
「
取
る
・
摑
む
・

握
る
」
、
「
搔
く
・
ひ
っ
搔
く
」
、
「
捕
ら
え
る
」
な
ど
の
意
が
あ
る
が
、
こ
こ
は
私
は
メ
ス
に
応
じ
て
、
「
ひ
ら
い
て
」
「
ひ
き

さ
い
て
」
と
読
み
た
い
。
あ
あ
！ 

し
か
し
！ 

井
川
（
恒
藤
）
が
言
う
「
す
る
ど
い
メ
ス
の
さ
き
が
か
く
れ
た
傷
口
を
抓

い
て
ゆ
く
や
う
に
」
文
章
を
書
く
芥
川
龍
之
介
と
は
、
後
に
菊
池
寛
が
芥
川
龍
之
介
の
作
品
を
カ
リ
カ
チ
ャ
ア
し
て
「
人
生
を

銀
の
ピ
ン
セ
ツ
ト
で

弄
も
て
あ
そ

ん
で
ゐ
る
」
と
言
い
放
っ
た
そ
れ
な
ん
ぞ
よ
り
、
遙
か
に
芥
川
龍
之
介
の
核
心
を
つ
ら
ま
え
て
い

る
で
は
な
い
か
‼
］ 

 

な
ん
だ
か
斯
う
書
い
て
行
く
と
、
ぢ
き
に
あ
の
本
館
が
目
に
ち
ら
つ
く
。
そ
れ
を
斜
め
に
見
上
げ
た
さ

ま
が
浮
ぶ
か
と
思
ふ
と
、
二
階
の
ま
ど
か
ら
追
分
を
見
下
し
た
眺
め
が
み
え
る
。
や
つ
ぱ
り
君
が
そ
ば
に

居
て
、
や
や
も
す
る
と
二
あ
し
三
あ
し
動
き
さ
う
に
す
る
や
う
な
氣
が
す
る
。
庭
か
ら
見
上
げ
る
と
き
は
、

動
い
て
ゐ
る
雲
の
あ
ひ
だ
か
ら
日
の
ひ
か
り
が
こ
ぼ
れ
て
來
さ
う
だ
が
、
窓
か
ら
見
お
ろ
す
と
き
は
、
雨

が
ね
ず
み
色
に
空
間
を
ぬ
ら
し
て
ゐ
る
。
も
う
あ
そ
こ
い
ら
で
低
徊
す
る
機
会
は
な
い
か
も
知
れ
な
い
ね
。 

［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
「
追
分
」
何
処
を
指
し
て
い
る
の
か
判
然
と
し
な
い
が
、
「
今
昔
マ
ッ
プ
」
の
戦
前
の
第
一
高
等
学
校
附

近
の
地
図
（
右
に
現
在
の
地
図
と
併
置
さ
れ
て
い
る
）
を
リ
ン
ク
さ
せ
て
お
く
。］ 

 

僕
が
君
に
対
し
て
言
ひ
た
い
と
思
つ
て
ゐ
た
こ
と
を
、
君
の
方
か
ら
僕
に
向
け
て
よ
つ
ぽ
ど
す
な
ほ
に

う
ま
く
書
い
て
貰
つ
た
や
う
な
氣
が
す
る
。
君
の
ま
ご
こ
ろ
か
ら
の
い
ろ
い
ろ
の
賞
讃
の
こ
と
ば
の
ど
れ

か
一
つ
で
も
ほ
ん
た
う
に
受
け
る
だ
け
の
理
由
が
若
し
あ
つ
た
な
ら
ば
、
そ
れ
を
君
か
ら
聽
く
こ
と
は
ど

れ
だ
け
の
悅
び
で
あ
る
か
も
知
れ
な
い
。
し
か
し
僕
は
う
れ
し
い
よ
り
も
恥
し
い
氣
が
す
る
。
恥
し
い
よ

り
も
悲
し
い
氣
が
す
る
。
僕
は
そ
れ
だ
け
の
理
由
を
確
実
に
も
つ
て
ゐ
な
い
。（
略
） 

 

君
が
わ
が
ま
ま
で
あ
つ
た
と
云
へ
ば
僕
は
ど
れ
だ
け
我
儘
で
あ
つ
た
で
あ
ら
う
。
正
直
な
と
こ
ろ
、
も

し
比
較
の
出
來
る
も
の
が
あ
る
な
ら
ば
、
幾
倍
わ
が
ま
ま
で
あ
つ
た
か
知
れ
な
い
。 

 

君
は
い
つ
も
、
そ
し
て
ど
の
か
ど
を
手
に
当
つ
て
見
て
も
、
い
つ
も
手
ざ
は
り
の
よ
い
珠
玉
の
か
た
ち

を
し
た
や
う
な
人
だ
と
思
つ
た
。
そ
れ
で
、
手
ざ
は
り
が
わ
る
い
と
感
じ
た
や
う
な
時
を
あ
と
で
考
へ
て

見
る
と
、
い
つ
も
や
つ
ぱ
り
自
分
の
手
の
先
の
感
覚
が
我
儘
な
時
で
あ
つ
た
の
だ
。
一
体
、
君
は
し
づ
か

に
し
て
居
る
と
き
は
、
大
へ
ん
や
さ
し
い
謙
遜
を
主
張
す
る
か
ら
、
若
し
君
に
わ
が
ま
ま
が
あ
つ
た
に
し

ろ
、
君
は
氣
を
置
い
て
わ
が
ま
ま
を
す
る
の
に
、
僕
は
自
分
が
わ
が
儘
を
す
る
の
が
権
利
で
で
も
あ
る
や

う
に
我
儘
を
通
さ
う
と
し
て
ゐ
た
や
う
な
氣
が
し
て
す
ま
な
か
つ
た
と
思
ふ
。（
略
） 

 

ぜ
ん
た
い
僕
の
方
が
年
上
な
く
せ
に
、
僕
は
君
に
対
す
る
と
い
つ
で
も
、
年
長
者
に
対
す
る
や
う
な
氣

が
し
て
ゐ
た
。
少
く
と
も
年
少
と
は
感
ぜ
ら
れ
な
か
つ
た
。
そ
れ
だ
け
君
は
世
間
に
対
し
て
、
否
自
己
に 

対
し
て
落
ち
着
き
を
持
つ
て
ゐ
る
の
に
違
ひ
な
い
。
君
ば
か
り
で
な
く
、
一
体
に
僕
は
大
抵
の
周
囲
の
同

じ
年
輩
の
人
々
が
み
ん
な
は
る
か
に
僕
よ
り
も
老
成
し
て
ゐ
る
や
う
な
氣
も
ち
が
し
て
な
ら
な
い
が
、
誰

で
も
そ
ん
な
も
の
か
し
ら
？ 

ま
あ
僕
の
交
友
の
中
で
は
君
ぐ
ら
ゐ
が
同
じ
年
ご
ろ
に
感
ぜ
ら
れ
る
。
た

だ
み
ん
な
は
、
ざ
わ
ざ
わ
と
落
ち
つ
か
う
と
し
て
ゐ
る
の
に
、
君
だ
け
は
羨
ま
し
い
ほ
ど
靜
か
に
落
ち
着

い
て
ゐ
る
。
君
は
や
は
り
君
の
自
己
を
内
か
ら
な
が
め
て
、
不
安
で
あ
る
、
い
つ
も
さ
わ
い
で
居
る
と
云

ふ
か
も
知
れ
な
い
け
れ
ど
、
そ
の
不
安
も
騷
ぎ
も
ま
こ
と
に
靜
か
に
落
ち
つ
い
て
居
る
ら
し
く
見
え
て
な

ら
な
い
。（
略
） 

 

君
に
い
ろ
ん
な
弱
点
や
缺
点
が
あ
る
と
し
た
ら
、
僕
は
そ
れ
に
大
て
い
平
氣
で
接
し
て
居
ら
れ
る
ら
し

https://ktgis.net/kjmapw/kjmapw.html?lat=35.717763&lng=139.758604&zoom=16&dataset=tokyo50&age=0&screen=2&scr1tile=k_cj4&scr2tile=k_cj4&scr3tile=k_cj4&scr4tile=k_cj4&mapOpacity=10&overGSItile=no&altitudeOpacity=2
https://ktgis.net/kjmapw/kjmapw.html?lat=35.717763&lng=139.758604&zoom=16&dataset=tokyo50&age=0&screen=2&scr1tile=k_cj4&scr2tile=k_cj4&scr3tile=k_cj4&scr4tile=k_cj4&mapOpacity=10&overGSItile=no&altitudeOpacity=2


い
。
ま
た
好
き
な
点
も
あ
る
ら
し
い
。
君
の
弱
点
に
乘
ず
る
と
云
ふ
や
う
な
考
へ
か
ら
で
は
無
い
。
数
ヘ

立
て
て
來
れ
ば
、
君
の
長
所
や
美
点
は
沢
山
あ
つ
て
、
嘆
賞
す
る
、
ま
た
畏
敬
す
る
心
は
折
り
に
ふ
れ
て

湧
い
た
が
、
何
だ
か
君
を
誰
よ
り
も
な
つ
か
し
く
さ
せ
る
も
の
は
、
君
の
ど
ち
ら
か
と
云
へ
ば
影
の
う
す

い S
ID

E
 

で
あ
つ
た
や
う
な
氣
も
す
る
。
考
へ
て
み
る
と
、
誰
だ
つ
て
ほ
ん
た
う
に
威
張
れ
る
、
誇
れ
る

長
所
や
美
点
を
ど
れ
だ
け
も
持
つ
て
は
居
は
す
ま
い
。
お
互
ひ
の
缺
点
か
弱
点
が
お
互
ひ
の
氣
に
障
ら
ず
、

不
快
に
も
思
へ
な
か
つ
た
ら
、
此
世
の
中
で
其
上
の
事
は
あ
る
ま
い
。
世
の
中
が
寂
し
い
。
い
ろ
ん
な
も

の
の
ざ
わ
め
き
や
入
り
乱
れ
の
中
に
も
生
と
い
ふ
も
の
は
さ
び
し
い
。
そ
の
さ
び
し
い
氣
持
が
君
と
は
共

通
な
や
う
な
氣
が
し
て
、
二
人
一
緖
に
ゐ
る
と
、
大
分
さ
び
し
さ
が
薄
ら
ぐ
や
う
な
氣
が
し
た
。
眞
実
、

君
か
ら
求
め
ら
れ
る
も
の
は
其
れ
だ
け
で
あ
つ
た
か
も
知
れ
な
い
し
。
ま
た
そ
れ
だ
け
が
何
よ
り
も
有
難

か
つ
た
の
で
あ
つ
た
。［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：「S

ID
E

」
性
格
の
側
面
。
一
面
。］ 

 

氷
の
上
に
立
つ
て
一
寸
踏
み
出
す
と
、
あ
つ
し
ま
つ
た
と
思
ひ
な
が
ら
も
滑
る
や
う
に
な
る
と
書
い
た

が
、
そ
の
踏
み
出
す
時
の
足
の
性
根
は
実
際
に
確
か
で
、
ま
た
能
く
自
己
を
制
す
る
力
を
も
つ
て
ゐ
る
が
、

少
し
す
べ
り
出
し
た
か
と
思
ふ
と
、
足
の
方
が
逆
に
自
己
を
主
張
す
る
。
そ
の
滑
り
出
し
た
初
め
の
自
己

が
ほ
ん
た
う
の
自
己
か
、
そ
れ
と
も
其
制
御
を
無
視
し
て
ほ
と
ん
ど
本
能
的
に
す
べ
る
の
が
ほ
ん
た
う
の

自
己
か
、
実
さ
い
紛
ら
は
し
い
。
君
は
よ
く
つ
つ
し
ん
で
、
わ
り
合
に
そ
の
無
制
御
的
に
す
べ
る
事
を
や

ら
な
い
や
う
に
思
ふ
。
そ
れ
だ
け
君
は
よ
く
自
己
を
顧
慮
し
て
生
活
を
按
排
し
て
ゆ
く
。（
略
） 

 

東
京
の
町
の
中
で
君
と
一
緖
に
あ
る
い
て
來
て
、
又
は
乘
り
合
せ
て
來
て
、
新
た
に
乘
り
別
れ
た
り
、

又
乘
り
替
へ
た
り
し
て
電
車
で
別
れ
る
と
き
は
、
大
へ
ん
さ
び
し
い
と
思
つ
た
。
電
車
と
い
ふ
奴
は
不
可

抗
力
を
も
つ
た
動
物
の
や
う
な
氣
の
す
る
時
も
あ
る
ね
。
（
略
）
君
に
対
し
て
は
不
ま
じ
め
に
腹
を
立
て

た
こ
と
も
、
ま
じ
め
に
腹
を
立
て
た
こ
と
も
殆
ど
な
い
。
尤
も
い
つ
か
有
樂
座
の
外
で
侍
ち
ぼ
う
け
て
ゐ

た
時
は
、
君
と
云
ふ
も
の
の
カ
テ
ゴ
リ
ー
の
中
か
ら
パ
ン
ク
チ
ュ
ア
リ
テ
ィ
を
除
か
ね
ば
な
ら
ぬ
か
と
考

へ
て
少
し
腹
が
立
つ
た
。
そ
の
外
、
何
時
か
（
君
に
氣
に
も
と
め
な
ん
だ
で
あ
ら
う
し
、
僕
も
い
つ
頃
か

よ
く
覚
え
ぬ
が
、
と
に
角
此
学
期
の
間
で
あ
る
）
学
課
を
了
へ
て
帰
る
と
き
に
、
一
緖
に
三
丁
目
ま
で

（
？
）
ゆ
か
う
と
云
ひ
出
し
た
ら
、
君
は
用
事
が
あ
る
か
ら
と
い
つ
て
、
さ
つ
さ
と
ど
ち
ら
へ
か
電
車
に

乘
る
ベ
く
あ
の
下
駄
棚
の
ふ
た
を
あ
け
て
往
つ
て
し
ま
つ
た
事
が
あ
つ
た
。
そ
の
時
は
、
腹
が
立
つ
た
と

い
ふ
よ
り
は
、
ば
か
に
失
望
し
た
や
う
な
と
云
ふ
よ
り
は
、
何
だ
か
つ
ま
ら
な
い
氣
が
し
た
。
そ
れ
で
今

で
も
そ
の
氣
持
は
よ
く
お
ぼ
え
て
居
る
。
僕
は
い
つ
で
も
僕
の
勝
手
に
從
つ
て
行
動
し
て
ゐ
た
く
せ
に
、

そ
の
時
は
、
『
な
ぜ
一
寸
氣
を
か
へ
て
一
緖
に
行
つ
て
吳
れ
な
い
の
だ
ら
う
』
と
ず
ゐ
分
我
儘
な
事
を
考

へ
な
が
ら
、
畢
竟
人
間
と
い
ふ
も
の
の
交
は
り
は
お
互
ひ
の
「
我
」
の
接
触
で
、
そ
れ
の
触
れ
合
は
な
い

と
こ
ろ
の
時
間
と
空
間
と
は
恐
ろ
し
く
空
虛
な
も
の
と
感
じ
た
。
そ
し
て
考
へ
て
見
る
と
、
自
分
も
、
い

つ
も
自
分
の
我
を
通
し
た
が
る
が
、
若
し
も
幾
分
ま
ご
こ
ろ
を
以
て
自
分
に
接
し
て
吳
れ
る
人
が
あ
つ
た

ら
、
よ
つ
ぽ
ど
そ
の
人
に
さ
び
し
い
氣
も
ち
を
與
へ
る
に
ち
が
ひ
な
い
だ
ら
う
と
考
へ
た
。（
略
） 

［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：「
パ
ン
ク
チ
ュ
ア
リ
テ
ィ
」
“p

u
n

ctu
ality

”
。
人
の
時
間
を
守
る
几
帳
面
さ
。
時
間
を
厳
守
す
る
能
力
。 

 

そ
れ
に
し
て
も
！ 

こ
の
恒
藤
の
手
紙
は
ま
る
で
ラ
ヴ
・
レ
タ
ー
で
は
な
い
か
！
］ 

  



  
 

 
 

 
 

 
 

六 

［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
マ
マ
。
本
当
は
「
五
」。
以
下
、
そ
の
ま
ま
、
章
番
号
は
、
ず
れ
て
し
ま
っ
て
い
る
。］ 

  

大
正
三
年
十
月
、
新
宿
か
ら
田
端
に
ひ
つ
こ
し
た
と
き
に
は
「
銀
杏
落
葉
櫻
落
葉
や
居
を
移
す
」
と
い

ふ
小
句
を
書
き
そ
へ
た
印
刷
の
通
知
狀
を
よ
こ
し
た
が
、
十
二
月
一
日
付
の
音
信
に
は
、
そ
の
新
居
の
樣

子
や
田
端
の
情
景
を
叙
述
し
た
あ
と
に
、
次
の
や
う
な
事
を
し
た
た
め
て
ゐ
る
。 

［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
冒
頭
の
そ
れ
は
「
芥
川
龍
之
介
書
簡
抄
３
２ 

／ 

大
正
三
（
一
九
一
四
）
年
書
簡
よ
り
（
十
） 

二

通
」
の
初
め
の
大
正
三
（
一
九
一
四
）
年
十
一
月
一
日
・
田
端
発
信
・
井
川
恭
宛
を
見
ら
れ
た
い
。
以
下
の
引
用
は
字
下
げ

は
な
い
。
こ
れ
は
「
芥
川
龍
之
介
書
簡
抄
３
３ 

／ 
大
正
三
（
一
九
一
四
）
年
書
簡
よ
り
（
十
一
） 

井
川
恭
宛
二
通
」

の
一
通
目
だ
が
、
日
付
は
大
正
三
（
一
九
一
四
）
十
一
月
三
十
日
の
誤
り
で
あ
る
。
こ
の
手
紙
も
、
か
な
り
長
い
。
以
下
は

途
中
か
ら
の
抄
録
で
、
や
は
り
恒
藤
に
よ
っ
て
表
記
に
手
が
加
え
ら
れ
て
あ
る
。］ 

  

此
頃
僕
は
だ
ん
だ
ん
人
と
遠
く
な
る
や
う
な
氣
が
す
る
。
殆
ど
誰
に
も
あ
は
う
と
云
ふ
氣
が
お
こ
ら
な

い
。
時
々
は
随
分
さ
び
し
い
が
仕
方
が
な
い
。
そ
の
代
り
今
ま
で
の
僕
の
傾
向
と
は
反
対
な
も
の
が
興
味

を
ひ
き
出
し
た
。
僕
は
此
頃
ラ
ッ
フ
で
も
力
の
あ
る
も
の
が
面
白
く
な
つ
た
。
何
故
だ
か
自
分
に
も
よ
く

わ
か
ら
な
い
。
た
だ
さ
う
云
ふ
も
の
を
よ
ん
で
ゐ
る
と
、
さ
び
し
く
な
い
氣
が
す
る
。
さ
う
し
て
高
等
学

校
に
ゐ
た
時
よ
り
も
大
分
ピ
ュ
リ
タ
ン
に
な
つ
た
。（
略
） 

 

兎
に
角
僕
は
、
少
し
風
向
き
が
か
は
つ
た
。
か
は
り
た
て
だ
か
ら
ま
だ
余
裕
が
な
い
。
僕
は
僕
の
見
解

以
外
に
立
つ
藝
術
は
悉
く
邪
道
の
や
う
な
氣
が
す
る
。
そ
ん
な
物
を
拵
へ
る
奴
は
大
馬
鹿
の
や
う
な
氣
が

す
る
。［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
こ
こ
に
省
略
が
あ
る
。
］
大
分
鼻
い
き
が
荒
い
が
、
ま
じ
め
な
ん
だ
か
ら
ひ
や
か
し

て
は
い
け
な
い
。
そ
れ
か
ら
天
才
の
眞
似
を
し
て
る
ん
で
も
な
い
か
ら
心
配
し
な
く
つ
て
も
い
い
。
余
裕

［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
底
本
は
印
字
が
擦
れ
て
い
る
い
る
た
め
、
判
読
不
能
。
原
書
簡
で
「
裕
」
と
し
た
。
］
が
な
い
か
ら

切
迫
し
て
ゐ
る
。
切
迫
し
て
ゐ
る
と
す
ぐ
喧
嘩
腰
に
な
り
さ
う
で
い
け
な
い
。
一
体
僕
は
人
の
感
情
を
害

す
る
や
う
な
事
を
す
る
の
は
大
嫌
な
の
だ
が
此
頃
は
反
意
志
的
に
害
し
さ
う
で
困
る
。
Y
［
や
ぶ
ち
ゃ
ん

注
：
恒
藤
に
よ
っ
て
匿
名
に
さ
れ
た
も
の
で
、
原
書
簡
で
は
「
山
宮
」
（
さ
ん
ぐ
う
）
。
］
さ
ん
な
ん
か
大
分
氣
を
わ
る

く
し
て
ゐ
る
ら
し
い
。
兎
に
角
僕
が
よ
く
な
い
の
だ
。 

 

君
が
京
都
に
ゐ
る
中
に
一
ぺ
ん
ゆ
き
た
い
。
鼻
息
の
あ
ら
い
時
に
ゆ
く
と
、
君
が
あ
き
れ
て
し
ま
ふ
か

も
し
れ
な
い
。
尤
も
い
く
ら
あ
ら
く
つ
て
も
自
分
の
も
の
が
い
い
と
思
つ
て
ゐ
る
わ
け
で
は
な
い
。
人
の

も
の
が
あ
ん
ま
り
卑
怯
で
の
ん
き
だ
か
ら
不
愉
快
な
の
だ
。
同
時
に
自
分
の
も
の
も
其
仲
間
入
り
を
す
る

か
、
も
し
く
は
其
以
下
に
な
り
や
す
い
の
だ
か
ら
猶
不
愉
快
な
の
だ
。
で
も
少
し
位
あ
ら
い
の
で
は
あ
き

れ
ま
い
と
思
ふ
か
ら
、
や
つ
ぱ
り
行
き
た
い
。
要
す
る
に
君
が
京
都
へ
い
つ
た
の
は
よ
く
な
い
。
あ
は
う

と
思
つ
て
も
一
寸
あ
へ
な
い
の
は
お
そ
ろ
し
く
不
自
由
だ
。
手
紙
で
は
埒
が
あ
か
な
い
し
、［
や
ぶ
ち
ゃ
ん

注
：
こ
こ
に
省
略
が
あ
る
。］
ゆ
く
に
は
遠
い
し
、
甚
だ
よ
く
な
い
。 

 

何
だ
か
す
る
事
が
沢
山
あ
つ
て
忙
し
い
。
体
は
大
へ
ん
い
い
。
胃
病
は
全
く
癒
つ
た
。 

 

い
つ
か
寮
で
君
が
云
つ
た
や
う
に
朝
お
き
た
時
に
ミ
ゼ
ラ
ブ
ル
な
氣
も
ち
が
す
る
事
だ
け
は
少
し
も
か

https://onibi.cocolog-nifty.com/alain_leroy_/2021/04/post-e56079.html
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は
ら
な
い
。
医
科
の
男
に
何
故
だ
ら
う
つ
て
き
い
て
み
た
ら
、
血
液
が
後
頭
部
へ
ど
う
と
か
す
る
具
合
だ

ら
う
つ
て
云
つ
た
。
そ
の
男
も
あ
ま
り
よ
く
わ
か
つ
て
ゐ
な
い
の
だ
か
ら
、
僕
は
な
ほ
さ
ら
わ
か
ら
な
い
。 

 

新
思
潮
は
と
う
の
昔
廃
刊
し
た
。
そ
れ
で
も
あ
れ
が
あ
つ
た
お
か
げ
で
、
皆
か
い
た
も
の
が
す
ぐ
活
字

に
な
る
権
利
を
得
て
ゐ
る
。（
略
） 

 

僕
は
こ
の
頃
今
ま
で
よ
ん
だ
本
を
皆
よ
み
か
へ
し
た
い
や
う
な
氣
が
す
る
。
何
も
わ
か
ら
ず
に
よ
ん
で

ゐ
た
や
う
な
氣
が
し
て
仕
方
が
な
い
。 

 

世
の
中
に
は
い
や
な
奴
が
う
ぢ
や
う
ぢ
や
ゐ
る
。
そ
い
つ
が
皆
自
己
を
主
張
し
て
る
ん
だ
か
ら
た
ま
ら

な
い
。
一
体
自
己
の
表
現
と
云
ふ
事
に
は
自
己
の
價
値
は
問
題
に
な
ら
な
い
も
の
か
し
ら
。
ゴ
ー
ホ
も

「
己
は
何
を
持
つ
て
ゐ
る
か
世
間
に
み
せ
て
や
る
」
と
は
云
つ
た
が
「
ど
ん
な
に
醜
い
も
の
を
持
つ
て
ゐ

る
か
み
せ
て
や
る
」
と
は
云
は
な
か
つ
た
（
略
）［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
こ
こ
で
引
用
は
終
わ
り
、
改
ペ
ー
ジ
と
な
っ

て
い
る
。
版
組
を
見
る
に
、
一
行
空
け
は
な
い
が
、
特
異
的
に
一
行
空
け
る
。］ 

  

大
学
の
英
文
科
に
在
籍
し
た
三
年
間
の
学
課
は
芥
川
に
と
つ
て
世
に
も
退
屈
な
時
間
つ
ぶ
し
で
あ
つ
た
。

そ
れ
は
当
然
至
極
な
事
柄
で
あ
る
。
彼
は
そ
の
事
に
つ
い
て
よ
く
話
し
も
し
た
し
手
紙
に
も
か
い
た
。
一

例
を
あ
げ
る
。
大
正
四
年
六
月
十
三
日
付
の
書
簡
で
あ
る
。 

［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
字
下
げ
は
な
い
。
こ
の
書
簡
は
こ
の
た
め
に
、
昨
夜
、
「
芥
川
龍
之
介
書
簡
抄 

追
加 

大
正
四
（
一

九
一
五
）
年
六
月
十
二
日 

井
川
恭
宛
書
簡
」
と
し
て
電
子
化
注
し
て
お
い
た
。
や
は
り
恒
藤
に
よ
っ
て
一
部
表
記
が
整
序

さ
れ
て
い
る
。］ 

  

試
驗
は
十
日
に
始
ま
つ
て
十
五
日
に
す
む
。
日
數
は
短
い
が
一
日
に
二
つ
あ
る
日
が
あ
る
位
で
中
々
充

實
し
て
ゐ
る
か
ら
厄
介
だ
。
殊
に
こ
の
一
年
來
興
味
の
な
い
も
の
に
は
努
力
す
る
事
が
益
々
出
來
な
く
な

つ
て
來
た
の
で
余
計
厄
介
だ 

そ
し
て
專
門
の
英
文
学
の
講
義
が
僕
に
は
一
番
興
味
が
な
い
ん
だ
か
ら
愈

愈
厄
介
だ
。
最
後
に
ま
だ
一
週
二
回
づ
つ
品
川
の
医
者
へ
通
つ
て
ゐ
る
ん
だ
か
ら
、
そ
の
上
に
厄
介
至
極

だ
と
云
つ
て
い
い
。（
略
） 

 

差
当
り
僕
の
頭
は
数
字
で
一
杯
に
な
つ
て
ゐ
る
。
デ
ィ
ッ
ケ
ン
ス
の
著
作
年
表
、
ペ
ト
ラ
ル
カ
の
ソ
ン

ネ
ッ
ト
の
数
、
十
六
世
紀
の
ソ
ン
ネ
ッ
ト
作
家
の
作
品
総
数
、
沙
翁
の
ソ
ン
ネ
ッ
ト
の
番
号
、
及
シ
ム
ベ

ラ
イ
ン
の
幕
数
、
景
数―

―

實
際
災
だ
。
早
く
自
分
の
事
が
し
た
く
つ
て
た
ま
ら
な
い
が
、
仕
方
が
な
い
。

ノ
ー
ト
の
よ
み
き
れ
な
い
科
目
は
半
創
作
的
な
答
案
を
書
い
て
間
に
合
せ
て
ゐ
る
。 

 

田
端
は
若
葉―

―

あ
ら
ゆ
る
種
類
の
若
葉
で
埋
つ
て
ゐ
る
。
そ
の
上
に
每
日
靜
な
雨
が
さ
あ
つ
と
ふ
つ

て
ゐ
る
。
僕
が
雨
期
を
愛
す
る
の
は
。
君
も
し
つ
て
ゐ
る
だ
ら
う
。
僕
は
少
し
で
も
エ
ス
テ
テ
ィ
ッ
シ
ュ

な
心
の
あ
る
人
な
ら
誰
で
も
黴
の
は
え
る
事
位
は
度
外
視
し
て
雨
期
を
愛
す
べ
き
も
の
だ
と
思
ふ
。
こ
の

頃
の
雨
に
飽
き
た
木
の
枝
ほ
ど
う
つ
く
し
く
し
だ
れ
て
ゐ
る
も
の
は
外
に
な
い
。
江
城
五
月
黃
梅
雨
と
云

ふ
が
、
黃
梅
、
黃
麦
、
新
綠
及
び
灰
色
の
空
の
美
し
い
諧
調
は
、
西
洋
の
詩
に
見
ら
れ
な
い
美
し
さ
で
あ

ら
う
。
雨
の
は
れ
ま
を
散
步
す
る
と
、
家
々
門
巷
掃
桐
花
と
云
ふ
句
を
思
出
す
。
槐
影
沈
々
雨
勢
來
と
云

ふ
句
を
思
出
す
。
一
川
薰
徹
野
薔
薇
と
云
ふ
句
を
思
出
す
。
僕
は
試
驗
後
少
く
も
半
月
は
雨
が
ふ
つ
て
ゐ

る
事
を
祈
つ
て
ゐ
る
。（
略
） 

https://onibi.cocolog-nifty.com/alain_leroy_/2022/12/post-bf8988.html
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早
く
自
由
に
い
ろ
ん
な
事
が
し
た
い
。
僕
に
は
す
る
事
、
し
な
く
て
は
な
ら
な
い
事
が
沢
山
あ
る
。
僕

の
友
だ
ち
に
一
人
今
三
期
の
結
核
患
者
が
ゐ
る
が
、
病
氣
が
病
氣
な
の
で
、
誰
も
見
舞
ひ
に
行
か
な
い
。

姉
さ
ん
と
妹
と
三
人
ぐ
ら
し
で
、
姉
さ
ん
も
ま
だ
片
づ
い
て
ゐ
な
い
の
だ
か
ら
大
へ
ん
だ
。
病
院
へ
入
れ

て
お
く
の
も
苦
し
い
ら
し
い
。
あ
あ
な
つ
ち
や
た
ま
ら
な
い
と
思
つ
た
。
し
み
じ
み
さ
う
思
つ
た
。
そ
の

人
が
野
心
家
で
な
い
の
は
、
ま
だ
し
も
の
幸
か
も
し
れ
な
い
。［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
以
下
は
原
書
簡
で
は
改
行
し

て
い
る
。］
ど
こ
へ
ゆ
く
と
も
ま
だ
き
ま
つ
て
ゐ
な
い
が
ど
こ
か
へ
ゆ
く
。 

 
 

 
 

十 

二 

日 

夕 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

龍 

  
 

 
 

 
 

 
 

七 

  

封
筒
を
失
つ
た
爲
に
、
発
信
の
時
を
正
確
に
知
り
得
な
い
書
簡
が
若
干
あ
る
中
に
次
の
や
う
な
文
句
の

も
の
が
あ
る
。
多
分
大
正
四
年
の
あ
ひ
だ
に
書
か
れ
た
も
の
と
思
ふ
。 

［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
以
下
、
字
下
げ
は
な
い
。
こ
れ
は
「
芥
川
龍
之
介
書
簡
抄
３
６ 

／ 

大
正
四
（
一
九
一
五
）
年
書
簡

よ
り
（
二
） 

失
恋
後
の
沈
鬱
書
簡
四
通
」
の
三
通
目
で
、
「
大
正
四
（
一
九
一
五
）
年
三
月
九
日
・
京
都
市
吉
田
京
都
帝

國
大
學
寄
宿
會
内 

井
川
恭
君 

直
披
・
三
月
十
二
日 

東
京
田
端
四
三
五 
芥
川
龍
之
介
」
と
し
て
電
子
化
注
し
て
あ
る
。

恒
藤
は
か
な
り
手
を
入
れ
て
い
る
。
］ 

  

僕
は
愛
の
形
を
し
た 

H
U

N
G

E
R

 

を
恐
れ
た
。
そ
れ
か
ら
結
婚
と
云
ふ
事
に
至
る
ま
で
の
間
（
可
成

長
い
、
少
く
と
も
三
年
は
あ
る
）
の
相
互
の
精
神
的
、
肉
体
的
の
變
化
を
恐
れ
た
。
最
後
に
最
も
卑
し
む

べ
き
射
倖
心
、
そ
し
て
更
に
僕
の
愛
を
動
か
す
事
の
多
い
物
の
來
る
事
を
恐
れ
た
。 

 

し
か
し
時
は
僕
に
こ
の
三
つ
の
杞
憂
を
破
つ
て
く
れ
た
。
僕
は
大
体
に
於
て
常
に
ジ
ン
リ
ッ
ヒ
な
る
何

物
を
も
含
ま
な
い
愛
を
抱
く
事
が
出
來
る
や
う
に
な
つ
た
。
僕
は
ひ
と
り
で
朝
眼
を
さ
ま
し
た
時
に
、
ノ

ス
タ
ル
ジ
ア
の
や
う
な
か
な
し
さ
を
以
て
人
を
思
つ
た
事
を
忘
れ
な
い
。
そ
し
て
何
人
［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：

「
な
ん
ぴ
と
」
。
］
に
も
知
ら
る
る
事
の
な
い
、
何
人
に
も
よ
ま
る
る
事
の
な
い
手
紙
を
か
い
て
、
ひ
と
り
で

よ
ん
で
、
ひ
と
り
で
や
ぶ
つ
た
事
も
忘
れ
な
い
。（
略
） 

 

僕
は
霧
を
ひ
ら
い
て
新
し
い
も
の
を
見
た
や
う
な
氣
が
す
る
。
し
か
し
不
幸
に
し
て
そ
の
新
し
い
國
に

は
醜
い
物
ば
か
り
で
あ
つ
た
。［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
原
書
簡
で
は
こ
こ
で
改
行
し
て
い
な
い
。］ 

 

僕
は
そ
の
醜
い
物
を
祝
福
す
る
。
そ
の
醜
さ
の
故
に
、
僕
は
僕
の
持
つ
て
ゐ
る
、
そ
し
て
人
の
持
つ
て

ゐ
る
美
し
い
物
を
更
に
よ
く
知
る
事
が
出
來
た
か
ら
で
あ
る
。
し
か
も
又
僕
の
持
つ
て
ゐ
る
、
そ
し
て
人

の
持
つ
て
ゐ
る
醜
い
物
を
更
に
ま
た
よ
く
知
る
事
が
出
來
た
か
ら
で
あ
る
。 

 

僕
は
あ
り
の
ま
ま
に
大
き
く
な
り
た
い
。
あ
り
の
ま
ま
に
强
く
な
り
た
い
。
僕
を
苦
し
ま
せ
る
ヴ
ァ
ニ

チ
ー
と
性
慾
と
イ
ゴ
イ
ズ
ム
と
を
、
僕
の
ヂ
ャ
ス
チ
フ
ァ
イ
し
得
べ
き
も
の
に
向
上
さ
せ
た
い
。
そ
し
て

愛
す
る
事
に
よ
つ
て
、
愛
せ
ら
る
る
事
な
く
と
も
、
生
存
苦
を
な
ぐ
さ
め
た
い
。 

 

こ
の
二
、
三
日
漸
く 

C
H

A
O

S
 

を
は
な
れ
た
や
う
な
、
し
づ
か
な
、
そ
の
わ
り
に
心
細
い
狀
態
が
來

た
。
僕
は
あ
ら
ゆ
る
愚
に
し
て
滑
稽
な
虛
名
を
笑
ひ
た
い
。
し
か
し
笑
ふ
よ
り
も
先
に
同
情
し
た
く
な
る
。

恐
ら
く
す
べ
て
は
泣
き
笑
ひ
で
見
る
べ
き
も
の
か
も
し
れ
な
い
。 

https://onibi.cocolog-nifty.com/alain_leroy_/2021/04/post-9d46ae.html
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僕
は
僕
を
愛
し
僕
を
惜
む
す
べ
て
の S

T
R

A
N

G
E

R
S

 

と
共
に
大
学
を
出
て
、
飯
を
食
ふ
口
を
さ
が
し
て
、

そ
し
て
死
ん
で
し
ま
ふ
。
し
か
し
そ
れ
は
か
な
し
く
も
、
う
れ
し
く
も
な
い
。
し
か
し
死
ぬ
ま
で
ゆ
め
を

み
て
ゐ
て
は
た
ま
ら
な
い
。
そ
し
て
又
人
間
ら
し
い
火
を
も
や
す
事
が
な
く
て
は
猶
た
ま
ら
な
い
。
た
だ

あ
く
迄
も H

U
M

A
N

 
な
大
き
さ
を
持
ち
た
い
。 

  

か
い
た
事
は
大
へ
ん
き
れ
ぎ
れ
だ
。
此
頃
僕
は
僕
自
身
の
上
に
明
か
な
変
化
を
認
め
る
事
が
出
來
る
。

そ
し
て
偏
狹
な
心
の
一
角
が
愈
々 S

H
A

R
P

 

な
つ
て
ゆ
く
の
を
感
じ
る
。
每
日
学
校
へ
ゆ
く
の
も
沙
漠
へ

ゆ
く
や
う
な
氣
が
し
て
さ
び
し
い
。
さ
び
し
い
け
れ
ど
僕
は
ま
だ
中
々
傲
慢
で
あ
る
。 

 
 

 
 

龍 

  

高
等
学
絞
時
代
か
ら
大
学
時
代
へ
か
け
て
芥
川
が
が
い
て
吳
れ
た
書
信
の
中
の
若
干
を
え
ら
び
、
そ
の

全
文
も
し
く
は
一
部
分
を
寫
し
と
る
こ
と
に
よ
つ
て
、
こ
の
時
代
に
お
け
る
彼
の
生
活―

―

主
と
し
て
内

的
生
活
の
片
影
を
あ
ら
は
す
こ
と
が
、
以
上
に
お
い
て
私
の
試
み
た
所
で
あ
つ
た
。
故
人
が
私
に
宛
て
て

送
つ
た
私
的
音
信
を
公
け
に
す
る
の
は
、
さ
し
控
ふ
べ
き
事
で
あ
ら
う
か
と
考
慮
し
て
み
た
が
、
直
接
に

又
は
作
品
を
通
じ
て
間
接
に
故
人
を
愛
す
る
人
々
が
、
彼
を
よ
り
好
く
知
り
、
よ
り
深
く
愛
す
る
よ
す
が

に
爲
る
で
あ
ら
う
と
い
ふ
考
へ
か
ら
、
そ
の
公
表
を
敢
て
す
る
こ
と
に
し
た
。 

  
 

 
 

 
 

 
 

八 

  

人
生
の
或
る
時
点
に
個
人
が
社
会
に
お
い
て
占
め
る
地
位
は
、
そ
こ
ば
く
の
義
務
と
責
任
と
を
伴
ふ
。

そ
れ
ら
の
義
務
な
り
責
任
な
り
は
、
生
存
の
肯
定
を
前
提
す
る
こ
と
に
よ
つ
て
の
み
成
り
立
つ
も
の
で
あ

る
か
ら
、
原
則
と
し
て
は
、
自
殺
は
そ
れ
ら
の
義
務
や
責
任
や
に
調
和
す
る
も
の
で
は
な
い
。
芥
川
の
場

合
に
お
い
て
、
彼
の
自
殺
は
社
会
の
一
員
と
し
て
の
義
務
及
び
責
任
に
反
す
る
も
の
で
は
な
い
と
い
ふ
や

う
に
、
私
は
彼
の
所
爲
を
辯
護
し
よ
う
と
は
思
は
な
い
。
仮
令
か
や
う
な
辯
護
を
試
み
た
と
こ
ろ
で
、
そ

れ
が
彼
に
と
つ
て
何
の
意
義
に
値
ひ
す
る
で
あ
ら
う
ぞ
。
さ
り
と
て
、
彼
に
向
つ
て
道
德
的
責
任
を
問
は

む
と
す
る
こ
と
は
、
私
の
感
情
の
肯
ぜ
ざ
る
所
で
あ
る
。
む
し
ろ
私
は
、
若
し
も
彼
の
魂
が
な
ほ
存
在
す

る
も
の
な
ら
ば
、
「
よ
く
も
君
は
あ
ん
な
に
深
刻
な
苦
し
み
に
堪
へ
て
、
そ
の
時
ま
で
も
生
き
て
居
ら
れ

た
ね
」
と
、
さ
う
云
つ
て
慰
め
た
く
思
ふ
の
で
あ
る
。 

 

七
月
二
十
四
日
夜
、
始
め
て
悲
報
を
耳
に
し
た
と
き
。
「
噫
［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
「
あ
あ
」
。
］
、
や
つ
た
な
！
」

と
思
つ
た
。
こ
の
心
持
を
說
明
す
る
に
は
多
く
の
言
を
費
さ
ね
ば
な
ら
ぬ
か
ら
差
控
へ
る
。
た
だ
私
は
彼

の
自
殺
の
事
実
を
知
つ
た
と
き
、
後
で
考
へ
る
と
自
分
で
も
不
思
議
な
位
に
、
少
し
も
駭
か
な
か
つ
た
。

そ
し
て
彼
の
自
殺
を
決
意
す
る
に
到
つ
た
心
持
に
十
分
同
感
す
る
こ
と
が
出
來
る
や
う
に
思
つ
た
。
唯
俄

に
人
生
が
数
倍
の
寂
寞
を
加
へ
た
感
に
襲
は
れ
た
。
爾
來
こ
の
氣
持
は
今
に
至
る
も
持
続
し
て
居
る
。 

 

彼
の
自
殺
に
何
等
か
の
理
由
が
あ
る
と
す
れ
ば
、
そ
れ
は
全
く
彼
の
場
合
に
特
有
な
理
由
で
あ
る
と
、

私
は
信
ず
る
。
何
等
か
の
他
の
人
又
は
人
々
の
自
殺
の
理
由
と
同
一
の
カ
テ
ゴ
リ
イ
に
帰
せ
し
め
る
こ
と

に
よ
つ
て
、
彼
の
自
殺
の
理
由
を
理
解
し
得
た
と
考
へ
る
の
は
、
單
な
る
論
理
的
満
足
た
る
に
過
ぎ
ぬ
で

あ
ら
う
。
人
間
の
行
爲
の
動
機
は
す
べ
て
之
を
理
解
し
得
る
と
い
ふ
前
提
其
も
の
が
、
す
で
に
甚
だ
疑
は



し
い
も
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。
若
し
も
强
ひ
て
普
通
の
自
殺
の
理
由
を
以
て
彼
の
場
合
を
理
解
せ
む
と
欲

す
る
人
が
あ
れ
ば
、
彼
は
理
由
無
く
し
て
自
殺
し
た
と
答
ふ
べ
き
で
あ
ら
う
。
但
、
「
彼
の
全
生
涯
及
び

全
性
格
の
裡
に
彼
の
自
殺
の
理
由
を
求
め
よ
。
而
し
て
其
中
に
彼
の
生
き
た
社
会
的
環
境
の
全
面
を
も
考

慮
せ
よ
」
と
の
答
は
、
恐
ら
く
間
然
す
る
所
無
き
答
で
あ
ら
う
。
私
自
身
と
し
て
は
、
「
彼
の
自
殺
の
理

由
は
わ
か
ら
な
い
。
し
か
し
自
殺
を
決
意
す
る
に
至
つ
た
心
持
に
は
同
感
出
來
る
」
と
云
ふ
外
は
な
い
。

だ
が
、
彼
の
自
殺
の
原
因
や
動
機
が
仮
令
完
全
に
明
か
に
な
つ
た
と
こ
ろ
で
、
最
早
二
度
と
彼
に
会
つ
て

話
す
る
こ
と
が
出
來
な
く
な
つ
た
と
い
ふ
儼
然
た
る
事
実
に
面
し
て
、
何
の
得
る
所
ぞ
と
云
ひ
度
い
。 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
―
―

昭
和
二
年
八
月
五
日―

―
 

 

［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
最
後
の
ク
レ
ジ
ッ
ト
は
底
本
で
は
最
終
行
の
下
二
字
イ
ン
デ
ン
ト
で
あ
る
が
、
改
行
し
た
。 

 

さ
て
、
私
は
、
以
上
の
恒
藤
恭
の
文
章
を
、
初
め
て
、
タ
イ
ピ
ン
グ
で
電
子
化
し
な
が
ら
読
ん
だ
（
書
簡
は
私
の
「
芥
川
龍

之
介
書
簡
抄
」
の
電
子
デ
ー
タ
を
用
い
て
加
工
し
た
の
で
、
思
っ
た
よ
り
早
く
打
て
た
）
が
、
私
は
読
み
終
わ
っ
て
、
世
に
あ

る
作
家
や
研
究
者
の
有
象
無
象
の
芥
川
龍
之
介
論
な
ど
で
は
、
到
底
、
ほ
と
ん
ど
感
ず
る
こ
と
の
出
来
な
い
、
強
い
芥
川
龍
之

介
へ
の
愛
を
感
じ
た
。
し
か
も
、
論
考
部
は
、
流
石
に
法
哲
学
者
恒
藤
を
感
じ
さ
せ
る
、
名
外
科
医
の
術
式
を
見
る
よ
う
な
明

晰
さ
に
も
感
動
し
た
こ
と
を
言
い
添
え
て
お
く
。］ 

                     

https://onibi.cocolog-nifty.com/alain_leroy_/cat24308480/index.html
https://onibi.cocolog-nifty.com/alain_leroy_/cat24308480/index.html


 

［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
以
下
の
「
芥
川
龍
之
介
の
こ
と
な
ど
」
は
全
四
十
章
か
ら
成
る
が
、
そ
の
初
出
は
、

雑
誌
『
智
慧
』
の
昭
和
二
二
（
一
九
四
七
）
年
五
月
一
日
発
行
号
を
第
一
回
と
し
、
翌
年
七
月
二
十
五
日
を

最
終
回
と
し
て
、
全
九
回
に
分
け
て
連
載
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。 

 

私
が
ブ
ロ
グ
・
カ
テ
ゴ
リ
「
芥
川
龍
之
介
書
簡
抄
」
で
注
し
た
も
の
等
に
つ
い
て
は
、
一
切
、
注
は
附

さ
な
い
。
そ
れ
ぞ
れ
の
と
こ
ろ
で
当
該
書
簡
等
に
リ
ン
ク
さ
せ
あ
る
の
で
、
そ
ち
ら
を
見
ら
れ
た
い
。］ 

  

芥
川
龍
之
介
の
こ
と
な
ど 

   
 

は 

し 

が 

き 

 

秋
田
屋
書
店
の
八
束
氏
が
ね
ん
ご
ろ
に
勧
め
て
吳
れ
ら
れ
る
ま
ま
に
、
こ
こ
に
か
か
げ
た
標
題 

の
下
に
幾
回
か
に
わ
た
つ
て
執
筆
し
た
い
と
思
ふ
。「
芥
川
龍
之
介
の
こ
と
な
ど
」
と
い
ふ
標
題 

を
え
ら
ん
だ
わ
け
は
、
執
筆
に
と
り
か
か
る
た
び
每
に
心
の
向
か
ふ
に
ま
か
せ
て
、
芥
川
自
身
の 

こ
と
の
ほ
か
に
、
何
か
し
ら
そ
れ
に
関
係
の
あ
る
こ
と
や
、
そ
れ
か
ら
思
ひ
つ
い
た
こ
と
な
ど
を 

も
書
い
て
見
た
い
と
思
ふ
か
ら
で
あ
る
。
多
く
は
故
人
の
お
も
ひ
出
を
書
く
こ
と
と
な
る
だ
ら
う 

と
思
ふ
の
で
あ
る
が
、
別
に
時
の
順
序
に
し
た
が
ふ
と
い
ふ
の
で
も
な
く
、
こ
と
が
ら
の
順
序
に 

し
た
が
ふ
と
い
ふ
こ
と
も
せ
ず
、
お
よ
そ
ど
の
く
ら
ゐ
の
回
数
書
き
つ
づ
け
る
か
と
い
ふ
こ
と
に 

つ
い
て
も
全
く
見
当
が
立
た
な
い
。
つ
ま
り
至
つ
て
わ
が
ま
ま
な
書
き
か
た
な
の
で
、
あ
ら
か
じ 

め
そ
の
点
に
つ
い
て
讀
者
諸
氏
の
寬
恕
を
お
ね
が
ひ
し
て
置
く
次
第
で
あ
る
。 

 

［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
「
秋
田
屋
書
店
の
八
束
氏
」
本
篇
が
連
載
さ
れ
た
雑
誌
『
智
慧
』
の
出
版
元
の
店
主

八
束
清
。
同
雑
誌
は
本
連
載
開
始
の
前
年
昭
和
二
一
（
一
九
二
六
）
年
に
創
刊
号
が
発
刊
さ
れ
て
い
る
。

su
m

u
s2

0
1
3

氏
の
ブ
ロ
グ
「
林
哲
夫
の
文
画
な
日
々2

」
の
「
小
沢
信
男
と
富
士
正
晴
」
に
、
中
尾
務
氏
に

よ
る
論
考
か
ら
の
引
用
と
し
て
、
『
〈
八
束
〉
は
、
八
束
清
。
八
束
は
、
戦
前
、
富
士
正
晴
と
弘
文
堂
書
房

で
同
僚
。
一
九
四
三
年
、
八
束
は
弘
文
堂
書
房
を
退
職
し
て
、
大
和
書
院
に
入
社
す
る
が
、
大
和
書
院
は
、

翌
四
四
年
の
企
業
合
同
時
に
、
ほ
か
五
社
と
秋
田
屋
を
創
設
。
八
束
は
、
京
都
北
白
川
追
分
町
の
秋
田
屋

編
輯
室
に
勤
め
て
い
た
。
（
秋
田
屋
本
社
は
、
大
阪
。
）
』
と
あ
る
人
物
で
あ
ろ
う
と
思
わ
れ
る
。
古
書
店

の
書
誌
を
見
て
も
、
創
刊
号
が
何
月
に
出
た
か
も
判
ら
ず
、
雑
誌
が
ど
う
い
っ
た
ジ
ャ
ン
ル
の
も
の
で
あ

る
か
も
不
明
で
あ
る
が
、
古
書
店
の
創
刊
号
の
表
示
に
『
吉
井
勇
他
』
と
あ
る
か
ら
、
文
芸
誌
で
あ
っ
た

こ
と
は
判
る
。］ 

    

https://onibi.cocolog-nifty.com/alain_leroy_/cat24308480/index.html
https://sumus2013.exblog.jp/32791066/


  
 

 
 

 
 

 
 

一 

戰
火
に
燒
け
失
せ
た
澄
江
堂 

  

芥
川
龍
之
介
が
昭
和
二
年
の
夏
に
亡
く
な
つ
た
あ
と
、
彼
の
住
み
な
れ
て
ゐ
た
田
端
の
家―

―

澄
江
堂

―
―

に
は
、
未
亡
人
と
を
さ
な
い
男
の
子
た
ち
と
の
ほ
か
に
、
三
人
の
老
人
た
ち
が
住
み
つ
づ
け
て
ゐ
た
。

三
人
の
老
人
と
い
ふ
の
は
、
故
人
の
両
親
と
伯
母
さ
ん
と
で
あ
る
。
私
は
高
等
学
校
の
学
生
時
代
に
、
そ

の
こ
ろ
新
宿
に
あ
つ
た
芥
川
の
家
に
し
ば
し
ば
遊
び
に
行
つ
た
も
の
で
あ
つ
て
、
時
に
は
泊
め
て
も
ら
つ

た
こ
と
も
あ
つ
た
。
京
都
大
学
の
学
生
時
代
か
ら
大
学
院
の
学
生
で
あ
つ
た
こ
ろ
に
は
い
く
度
か
上
京
し

て
滯
在
す
る
と
、
芥
川
の
家
に―

―

そ
の
こ
ろ
は
田
端
に
移
つ
て
ゐ
た―

―

泊
め
て
も
ら
つ
た
も
の
で
あ

つ
た
。
そ
れ
で
、
お
の
づ
と
故
人
の
両
親
や
伯
母
さ
ん
に
は
よ
ほ
ど
親
し
く
な
つ
た
と
こ
ろ
か
ら
、
故
人

の
亡
く
な
つ
た
後
に
も
、
筍
と
か
、
松
茸
と
か
い
つ
た
よ
う
な
、
京
都
の
名
產
の
も
の
の
出
盛
ら
う
と
す

る
季
節
に
は
、
客
車
便
で
そ
れ
を
田
端
の
家
に
送
り
と
ど
け
た
。
さ
う
す
る
と
。
未
亡
人
が
礼
狀
を
し
た

た
め
て
寄
越
さ
れ
、
そ
の
中
に
は
三
老
人
た
ち
の
消
息
も
書
い
て
あ
る
の
で
、
い
つ
も
故
人
の
亡
き
あ
と

の
芥
川
家
の
生
活
の
平
安
を
い
の
る
や
う
な
氣
も
ち
で
そ
れ
を
読
ん
だ
も
の
で
あ
つ
た
。 

 

だ
が
、
そ
の
後
、
三
人
の
年
老
い
た
人
た
ち
が
次
々
に
此
の
世
を
去
つ
て
行
つ
て
し
ま
つ
て
か
ら
は
、

親
し
い
年
老
い
た
人
々
の
な
ぐ
さ
め
に
も
と
思
つ
て
季
節
の
物
を
送
る
と
い
ふ
や
う
な
こ
と
も
な
く
な
り
、

し
ぜ
ん
芥
川
家
と
の
交
渉
も
疎
遠
と
な
つ
て
行
つ
た
。
そ
れ
で
も
、
故
人
が
か
か
り
つ
け
の
お
医
者
と
し

て
た
よ
り
と
し
て
ゐ
た
下
島
さ
ん
の
令
息
が
京
大
の
文
学
部
に
在
学
し
て
ゐ
た
こ
ろ
は
、
下
島
さ
ん
の
手

紙
や
、
令
息
が
帰
省
の
た
び
每
に
も
た
ら
す
噂
話
に
よ
つ
て
、
芥
川
家
の
様
子
を
知
る
こ
と
が
出
來
た
の

で
あ
つ
た
が
、
下
島
君
が
卒
業
し
て
、
文
藝
春
秋
社
に
入
社
し
て
か
ら
あ
と
は
、
さ
う
し
た
よ
す
が
も
無

く
な
つ
て
し
ま
つ
た
。 

［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
「
三
老
人
」
養
父
芥
川
道
章
（
嘉
永
二
（
一
八
四
九
）
年
一
月
六
日
～
昭
和
三
（
一
九
二
八
）
年
六
月

二
十
七
日
：
龍
之
介
の
養
育
を
受
け
た
当
時
は
東
京
府
勤
務
）、 

及
び
、 

彼
の
妻
で
養
母
芥
川
儔
（
と
も 

安
政
四
（
一
八
五
七
）
年
四
月
十
一
日
～
昭
和
一
二
（
一
九
三
七
）
年
五
月
十
四
日
）、 

そ
し
て
、 

龍
之
介
の
母
新
原

に
い
は
ら

フ
ク
の
姉
に
し
て
道
章
の
妹
で
も
あ
っ
た
伯
母
の
芥
川
フ
キ
（
安
政
三
（
一
九
五
六
）
年
八
月
二
十
九
日

～
昭
和
一
三
（
一
九
三
八
）
年
八
月
四
日
：
龍
之
介
に
と
っ
て
は
生
活
的
に
も
精
神
的
に
も
重
要
な
人
物
で
、
生
涯
、
独
身

で
道
章
・
儔
と
同
居
し
て
お
り
、
龍
之
介
の
養
育
は
主
に
彼
女
が
面
倒
を
見
て
い
る
。
龍
之
介
の
大
正
一
五
（
一
九
二
六
）

年
十
月
に
『
改
造
』
に
発
表
し
た
「
點
鬼
簿
」
の
「
三
」
の
中
で
、
実
父
新
原
敏
三
か
ら
、
『
僕
は
一
夜
大
森
の
魚
榮
で
ア

イ
ス
ク
リ
イ
ム
を
勸
め
ら
れ
な
が
ら
、
露
骨
に
實
家
へ
逃
げ
て
來
い
と
口
説
か
れ
た
こ
と
を
覺
え
て
ゐ
る
。
僕
の
父
は
か
う

云
ふ
時
に
は
頗
る
巧
言
令
色
を
弄
し
た
。
が
、
生
憎
そ
の
勸
誘
は
一
度
も
効
を
奏
さ
な
か
つ
た
。
そ
れ
は
僕
が
養
家
の
父
母

を
、―

―

殊
に
伯
母
を
愛
し
て
ゐ
た
か
ら
だ
つ
た
。
』
と
述
べ
て
い
る
こ
と
で
も
明
ら
か
で
あ
る
。
な
お
、
龍
之
介
が
自
死

の
前
に
最
後
に
会
話
し
た
の
は
こ
の
フ
キ
で
あ
っ
た
。
次
注
参
照
） 

を
指
す
。
以
上
の
三
人
の
生
没
年
月
日
は
三
人
全
部
の
そ
れ
を
掲
載
す
る
研
究
書
が
少
な
い
の
だ
が
、
所
持
す
る
一
九
九
二

年
河
出
書
房
新
社
刊
の
鷺
只
雄
氏
の
編
著
に
な
る
「
年
表
作
家
読
本 

芥
川
龍
之
介
」
の
十
四
ペ
ー
ジ
に
載
っ
た
二
種
の
系

http://yab.o.oo7.jp/tennkibo.html


図
に
拠
っ
た
。 

「
下
島
さ
ん
」
下
島
勳
（
い
さ
を
し
（
い
さ
お
し
） 

明
治
三
（
一
八
七
〇
）
年
～
昭
和
二
十
二
（
一
九
四
七
）
年
）
は
芥

川
家
の
近
所
に
住
む
芥
川
龍
之
介
及
び
芥
川
家
の
主
治
医
。
日
清
・
日
露
戦
争
の
従
軍
経
験
を
持
ち
、
後
に
東
京
田
端
で
開

業
後
、
芥
川
の
主
治
医
・
友
人
と
し
て
、
そ
の
末
期
を
も
看
取
っ
た
。
芥
川
も
愛
し
た
俳
人
井
上
井
月
の
研
究
家
と
し
て
も

知
ら
れ
、
自
ら
も
俳
句
を
も
の
し
、
空
谷
と
号
し
た
。
ま
た
書
画
の
造
詣
も
深
く
、
能
書
家
で
も
あ
っ
た
。
芥
川
龍
之
介
の

辞
世
と
さ
れ
る
「
水
涕
や
鼻
の
先
だ
け
暮
れ
の
こ
る
」
の
末
期
の
短
冊
は
彼
に
託
さ
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
（
そ
れ
を
渡
す
よ

う
に
言
っ
た
相
手
が
フ
キ
だ
っ
た
の
で
あ
る
）
。
私
は
十
年
前
に
サ
イ
ト
版
で
下
島
氏
の
「
芥
川
龍
之
介
氏
の
こ
と
」
（
昭
和

二
（
一
九
二
七
）
年
九
月
号
『
改
造 
芥
川
龍
之
介
特
輯
』
初
出
）
を
電
子
化
し
て
あ
る
。
こ
こ
に
出
る
「
令
息
」
は
不

詳
。］ 

 

こ
と
に
、
近
年
一
度
も
上
京
の
機
会
が
な
か
つ
た
の
で
、
東
京
の
空
襲
の
こ
と
が
傳
へ
ら
れ
る
ご
と
に
、

田
端
の
あ
た
り
は
ど
う
で
あ
つ
た
ら
う
か
と
遙
か
に
思
ひ
を
馳
せ
て
案
じ
る
ば
か
り
で
あ
つ
た
。
終
戰
後

折
り
折
り
東
京
か
ら
た
づ
ね
て
來
る
知
人
や
所
用
の
客
に
、
田
端
の
辺
の
戰
災
の
模
樣
を
尋
ね
て
見
て
も
、

正
確
な
狀
況
を
話
し
て
吳
れ
る
人
は
ひ
と
り
も
な
か
つ
た
。
下
島
さ
ん
か
、
菊
池
寛
君
か
に
手
紙
を
出
し

て
尋
ね
て
見
よ
う
か
と
も
思
つ
た
こ
と
も
あ
つ
た
け
れ
ど
、
つ
い
そ
れ
も
実
行
し
な
い
で
ゐ
る
う
ち
に
、

夏
に
な
つ
て
東
京
か
ら
訪
ね
て
來
た
N
君
が
、
か
な
り
確
か
ら
し
い
口
調
で
、
田
端
の
駅
の
上
方
一
帶
は

無
事
の
筈
だ
と
話
し
て
吳
れ
た
の
で
す
つ
か
り
安
心
し
た
。［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：「
N
君
」
不
詳
。］ 

 

七
月
の
下
旬
に
、
塩
尻
淸
市
君
が
「
河
童
」
の
英
訳
を
秋
田
屋
か
ら
出
版
さ
れ
る
に
つ
い
て
、
芥
川
家

の
諒
解
を
得
て
欲
し
い
と
い
ふ
依
賴
を
受
け
た
。
そ
れ
で
、
ず
ゐ
ぶ
ん
久
し
ぶ
り
に
未
亡
人
あ
て
に
、
御

無
沙
汰
の
お
わ
び
旁
々
、
そ
の
依
賴
の
趣
旨
を
つ
た
へ
る
手
紙
を
書
い
た
が
、
そ
の
と
き
は
澄
江
堂
は
戰

禍
を
ま
ぬ
が
れ
て
ゐ
た
こ
と
と
ば
か
り
思
ひ
込
ん
で
ゐ
た
の
で
、
そ
の
こ
と
に
つ
い
て
の
慶
び
の
言
葉
を

か
き
、
近
況
を
知
ら
せ
て
頂
き
た
い
旨
を
し
た
た
め
た
。
無
論
、
ア
ド
レ
ス
も
元
の
ま
ま
に
そ
の
手
紙
を

発
送
し
た
。 

［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：「
七
月
」
初
出
時
期
と
前
後
か
ら
、
敗
戦
の
翌
年
の
昭
和
二
一
（
一
九
四
六
）
年
七
月
で
あ
る
。 

『
塩
尻
淸
市
君
が
「
河
童
」
の
英
訳
を
秋
田
屋
か
ら
出
版
さ
れ
る
に
つ
い
て
、
芥
川
家
の
諒
解
を
得
て
欲
し
い
と
い
ふ
依
賴

を
受
け
た
』
芥
川
龍
之
介
の
「
河
童
」
の
英
訳
本
は
翻
訳
家
塩
尻
清
市
氏
の
訳
で
書
店
「
秋
田
屋
」
か
ら
昭
和
二
二
（
一
九

四
七
）
年
に
刊
行
さ
れ
て
い
る
（
書
名
は
〝K

A
P

P
A

〟
）
。
「
大
阪
公
立
大
学
図
書
館
」
公
式
サ
イ
ト
内
の
こ
ち
ら
の
書
誌
レ

ビ
ュ
ー
に
、
『
芥
川
の
親
友
、
恒
藤
恭
に
よ
る
日
本
語
序
文
つ
き
』
（☜

）
と
あ
り
、
『
「
河
童
」
は
戦
前
に
も
中
国
語
・
ド
イ

ツ
語
訳
な
ど
が
あ
る
が
、
英
訳
の
刊
行
は
本
書
が
初
め
て
で
あ
っ
た
よ
う
だ
。
恒
藤
の
序
文
に
は
、
大
正
の
初
期
に
芥
川
が

し
ば
し
ば
河
童
の
絵
を
描
い
て
い
た
と
あ
る
。
芥
川
が
河
童
の
絵
を
描
き
始
め
た
の
は
大
正
九
』
（
一
九
二
〇
）
『
年
頃
と
言

わ
れ
て
お
り
（
安
藤
公
美
「
マ
ル
チ
メ
デ
ィ
ア
時
代
の
芥
川
龍
之
介
の
表
象
」
『
芥
川
龍
之
介
研
究
』
第
』
十
二
『
号
な
ど
』
、

本
書
序
文
の
証
言
は
』
、
『
そ
の
定
説
を
』
、
『
数
年
遡
る
貴
重
な
も
の
で
あ
る
。
河
童
と
い
う
、
英
語
圏
で
は
知
ら
れ
て
い
な

い
も
の
を
理
解
し
て
も
ら
う
た
め
、
訳
者
は
江
戸
時
代
の
文
献
を
引
い
て
』
、
『
河
童
そ
の
も
の
の
詳
し
い
解
説
〝T

H
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も
付
し
て
い
る
』（
奥
野
久
美
子
氏
の
文
と
あ
る
）
と
あ
っ
た
。
グ
ー
グ
ル

画
像
検
索
『
塩
尻
清
市 

「
河
童
」
英
訳
』
で
オ
ー
ク
シ
ョ
ン
・
サ
イ
ト
の
幾
つ
か
の
画
像
が
出
る
が
、
そ
れ
ら
は
出
版
社

が
「
北
星
堂
書
店
」
と
あ
り
、
奥
付
の
出
版
年
も
昭
和
二
十
四
年
十
二
月
と
な
っ
て
い
る
。
「
塩
尻
淸
市
」
氏
に
つ
い
て
は
、

事
績
を
探
し
得
な
い
が
、
昭
和
一
八
（
一
九
三
三
）
年
に
ア
ー
ネ
ス
ト
・
サ
ト
ー
「
幕
末
維
新
回
想
記 

」
を
和
訳
し
て
お
ら

http://yab.o.oo7.jp/simojima.html
https://libweb.media.osaka-cu.ac.jp/index.php?active_action=v3search_view_main_revsrh&block_id=334&page_id=0&url=pkey%3D%2542%2542%2530%2530%2538%2531%2535%2530%2532%2532%26pkeyVol%3D%26pkeyIsbn%3D%26pkeyRevid%3D%2552%2556%2530%2530%2530%2530%2530%2535%2537%2534%26stposRev%3D0%26sortkeyRev%3D%2563%2572%2574%2564%2574%252f%2544%2545%2553%2543&lang=japanese
https://libweb.media.osaka-cu.ac.jp/index.php?active_action=v3search_view_main_revsrh&block_id=334&page_id=0&url=pkey%3D%2542%2542%2530%2530%2538%2531%2535%2530%2532%2532%26pkeyVol%3D%26pkeyIsbn%3D%26pkeyRevid%3D%2552%2556%2530%2530%2530%2530%2530%2535%2537%2534%26stposRev%3D0%26sortkeyRev%3D%2563%2572%2574%2564%2574%252f%2544%2545%2553%2543&lang=japanese
https://www.google.com/search?q=%E5%A1%A9%E5%B0%BB%E6%B8%85%E5%B8%82%E3%80%80%E3%80%8C%E6%B2%B3%E7%AB%A5%E3%80%8D%E8%8B%B1%E8%A8%B3&rlz=1C1TKQJ_jaJP1034JP1034&sxsrf=ALiCzsb7c6zvs17WU6FcZA5E0II-S1vHdg:1672549465486&source=lnms&tbm=isch&sa=X&ved=2ahUKEwjRsYmmzKX8AhVVrlYBHRYdBksQ_AUoAXoECAEQAw&biw=1920&bih=937&dpr=1
https://www.google.com/search?q=%E5%A1%A9%E5%B0%BB%E6%B8%85%E5%B8%82%E3%80%80%E3%80%8C%E6%B2%B3%E7%AB%A5%E3%80%8D%E8%8B%B1%E8%A8%B3&rlz=1C1TKQJ_jaJP1034JP1034&sxsrf=ALiCzsb7c6zvs17WU6FcZA5E0II-S1vHdg:1672549465486&source=lnms&tbm=isch&sa=X&ved=2ahUKEwjRsYmmzKX8AhVVrlYBHRYdBksQ_AUoAXoECAEQAw&biw=1920&bih=937&dpr=1


れ
、
ま
た
、
同
姓
同
名
の
退
官
記
事
が
『
京
都
女
子
大
学
英
文
学
会
』
（
第
十
四
号
・
一
九
七
〇
年
十
二
月
発
行
）
の
中
に

標
題
で
見
ら
れ
る
が
、
同
一
人
物
で
あ
ろ
う
か
。］ 

 

八
月
の
上
旬
に
な
つ
て
か
ら
、
未
亡
人
か
ら
の
返
簡
が
と
ど
い
た
。
そ
れ
に
は
、
鵠
沼
の
ア
ド
レ
ス
が

書
い
て
あ
つ
た
け
れ
ど
、
避
暑
の
た
め
に
実
家
に
行
つ
て
居
ら
れ
る
の
だ
ら
う
と
推
察
し
た
だ
け
で
、
戰

禍
の
こ
と
な
ど
は
全
く
思
ひ
及
ば
な
い
ま
ま
に
封
を
切
つ
て
読
ん
だ
。
便
箋
の
は
じ
め
の
一
枚
に
は
、
こ

ち
ら
か
ら
の
依
賴
の
件
に
つ
い
て
丁
寧
な
あ
い
さ
つ
の
こ
と
ば
が
し
た
た
め
て
あ
つ
た
が
、
二
枚
目
か
ら

三
枚
目
に
か
け
て
、
「
今
年
は
仰
せ
の
如
く
お
暑
さ
き
び
し
く
、
昭
和
二
年
の
夏
を
思
ひ
出
さ
れ
、
廿
四

日
に
は
宅
で
も
皆
々
と
話
し
合
ひ
ま
し
た
。
田
端
の
家
も
昨
年
四
月
十
三
日
に
灰
に
な
つ
て
し
ま
ひ
ま
し

た
。
子
供
達
は
入
隊
致
し
居
り
、
一
昨
年
夏
、
当
鵠
沼
に
疎
開
致
し
て
居
り
ま
し
た
爲
に
、
身
は
安
全
で

は
ご
ざ
い
ま
し
た
が
、
バ
ケ
ツ
に
一
杯
の
水
さ
へ
も
か
け
ま
せ
ん
で
し
た
事
を
実
に
実
に
残
念
に
思
つ
て

居
り
ま
す
。
戰
ひ
も
終
り
、
長
男
、
三
男
は
復
員
致
し
ま
し
た
が
、
次
男
多
加
志
は
此
度
復
員
省
で
調
べ

て
い
た
だ
き
ま
し
た
と
こ
ろ
、
ビ
ル
マ
國
ヤ
ノ
ン
縣
ヤ
メ
セ
ン
に
於
て
、
昨
年
四
月
十
二
日
に
戰
死
致
し

て
居
り
ま
す
事
が
わ
か
り
、
田
端
の
家
が
燒
け
ま
す
前
日
に
戰
死
致
し
ま
し
た
事
を
不
思
議
に
思
つ
て
居

る
次
第
で
ご
ざ
い
ま
す
。」
と
い
ふ
や
う
に
し
た
た
め
て
あ
つ
た
。 

［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
「
鵠
沼
の
ア
ド
レ
ス
」
「
避
暑
の
た
め
に
実
家
に
行
つ
て
居
ら
れ
る
の
だ
ら
う
」
芥
川
龍
之
介
の
未
亡
人

文
の
母
塚
本
鈴
（
明
治
一
四
（
一
九
八
一
）
年
三
月
九
日
～
昭
和
一
三
（
一
九
三
八
）
年
九
月
二
日
：
夫
山
本
善
五
郎
は
海

軍
将
校
で
あ
っ
た
が
、
「
日
露
戦
争
」
で
戦
死
し
た
）
は
、
長
男
の
八
洲
（
文
の
弟
。
一
高
に
入
学
し
、
将
来
を
期
待
さ
れ

た
）
が
肺
結
核
を
病
ん
で
お
り
、
龍
之
介
生
前
の
大
正
一
五
（
一
九
一
六
）
年
の
四
月
に
は
既
に
息
子
八
洲
の
療
養
の
た
め
、

鵠
沼
に
転
居
し
て
い
た
。
彼
の
転
地
療
養
探
し
に
は
龍
之
介
も
心
を
砕
い
て
い
た
。
八
洲
は
結
局
、
そ
の
後
は
病
床
生
活
を

送
り
、
敗
戦
の
前
年
、
昭
和
一
九
（
一
九
四
四
）
年
六
月
十
日
に
既
に
亡
く
な
っ
て
い
る
。 

「
長
男
」
俳
優
と
な
っ
た
芥
川
比
呂
志
（
大
正
九
（
一
九
二
〇
）
年
三
月
三
十
日
～
昭
和
五
六
（
一
九
八
一
）
年
十
月
二
十

八
日
）
は
「
太
平
洋
戦
争
」
勃
発
の
た
め
、
慶
應
義
塾
大
学
（
仏
文
科
）
を
繰
上
卒
業
さ
せ
ら
れ
、
甲
種
幹
部
候
補
生
と
し

て
、
群
馬
県
の
前
橋
陸
軍
予
備
士
官
学
校
（
赤
城
隊
）
に
入
校
、
卒
業
後
の
陸
軍
少
尉
時
代
に
は
、
帝
国
陸
軍
有
数
の
本
土

防
空
戦
闘
機
部
隊
と
し
て
有
名
な
東
京
調
布
の
飛
行
第
二
百
四
十
四
戦
隊
の
整
備
隊
本
部
附
と
し
て
勤
務
し
、
敗
戦
時
は
陸

軍
中
尉
と
し
て
滋
賀
県
神
崎
郡
御
園
村
の
神
崎
部
隊
三
谷
隊
に
い
た
。
敗
戦
後
は
神
奈
川
県
藤
沢
市
鵠
沼
の
母
の
実
家
別
荘

に
疎
開
し
て
い
た
家
族
の
許
に
復
員
し
た
。
な
お
、
彼
の
名
「
ひ
ろ
し
」
は
親
友
菊
池
寛
（
表
記
は
同
じ
で
あ
る
が
、
ペ

ン
・
ネ
ー
ム
で
は
「
く
わ
ん
（
か
ん
）
」
、
本
名
で
は
「
ひ
ろ
し
」
と
読
ん
だ
）
の
名
の
読
み
を
万
葉
仮
名
に
当
て
た
も
の

（
当
該
ウ
ィ
キ
に
拠
っ
た
）。 

「
三
男
」
作
曲
家
と
な
っ
た
芥
川
也
寸
志
（
大
正
一
四
（
一
九
二
五
）
年
七
月
十
二
日
～
平
成
元
（
一
九
八
九
）
年
一
月
三

十
一
日
）
は
東
京
音
楽
学
校
予
科
作
曲
部
（
現
在
の
東
京
芸
術
大
学
音
楽
学
部
作
曲
科
）
に
合
格
し
て
い
た
が
、
そ
の
翌
年

十
月
、
学
徒
動
員
で
徴
兵
さ
れ
、
陸
軍
戸
山
学
校
軍
楽
隊
に
配
属
さ
れ
た
。
敗
戦
後
は
東
京
音
楽
学
校
に
復
籍
し
た
。
彼
の

名
「
や
す
し
」
は
ま
さ
に
、
こ
の
恒
藤
恭
の
名
「
恭
」
を
訓
読
み
し
て
同
様
に
命
名
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
（
当
該
ウ
ィ
キ
に

拠
っ
た
）。 

「
次
男
多
加
志
」
芥
川
多
加
志
（
大
正
一
一
（
一
九
二
二
）
年
十
一
月
八
日
～
昭
和
二
〇
（
一
九
四
五
）
年
四
月
十
三
日
）
は

昭
和
一
五
（
一
九
四
〇
）
年
に
東
京
外
国
語
高
等
学
校
（
現
在
の
東
京
外
語
大
）
仏
語
部
文
科
入
学
（
但
し
、
重
度
の
肋
膜
炎

で
一
年
余
を
休
学
し
て
い
る
）、
昭
和
一
八
（
一
九
四
三
）
年
十
一
月
二
十
八
日
に
出
征
し
、
陸
軍
朝
鮮
第
二
十
二
部
隊
へ
入

https://ja.wikipedia.org/wiki/%E8%8A%A5%E5%B7%9D%E6%AF%94%E5%91%82%E5%BF%97
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E8%8A%A5%E5%B7%9D%E4%B9%9F%E5%AF%B8%E5%BF%97


営
し
た
が
、
翌
昭
和
一
九
（
一
九
四
四
）
年
六
月
二
十
九
日
、
ビ
ル
マ
戦
線
へ
の
起
死
回
生
の
投
入
の
た
め
の
陸
軍
第
四
十
九

師
団
歩
兵
第
一
〇
六
連
隊
（
狼
一
八
七
〇
二
）
の
一
兵
士
と
し
て
朝
鮮
を
出
発
、
翌
年
、
ビ
ル
マ
の
ヤ
ー
ン
県
ヤ
メ
セ
ン
地
区

の
市
街
戦
に
て
、
胸
部
穿
透
性
戦
車
砲
弾
破
片
創
を
受
け
、
戦
死
し
た
。
僅
か
満
二
十
三
歳
で
あ
っ
た
。
多
加
志
は
文
学
嗜
好

で
、
最
も
父
龍
之
介
に
似
て
お
り
、
生
き
て
い
れ
ば
、
作
家
に
な
っ
て
い
た
と
思
わ
れ
る
人
物
で
あ
っ
た
。
彼
の
名
「
た
か
し
」

は
、
晩
年
の
盟
友
で
画
家
の
小
穴
隆
一
の
「
隆
」
に
基
づ
き
同
前
で
命
名
さ
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
。
な
お
、
私
の
ブ
ロ
グ
・
カ

テ
ゴ
リ
「
芥
川
多
加
志
」
を
、
是
非
、
参
照
さ
れ
た
い
。］ 

「
あ
あ
、
さ
う
だ
つ
た
の
か
」
と
愕
く
と
共
に
、
あ
の
も
の
靜
か
な
澄
江
堂
の
あ
た
り
の
家
並
み
の
在
り

し
日
の
風
趣
を
ま
ざ
ま
ざ
と
思
ひ
う
か
べ
た
。
と
り
わ
け
澄
江
堂
の
隣
り
の
香
取
秀
眞
さ
ん
の
お
宅
も
燒

け
失
せ
た
の
だ
な
と
、
年
老
い
た
鑄
金
の
大
家
の
身
辺
を
襲
う
た
戰
禍
の
い
た
ま
し
さ
を
思
は
ず
に
は
居

れ
な
か
つ
た
。
篤
実
な
Ｎ
氏
の
話
だ
か
ら
、
よ
も
や
間
ち
が
ひ
は
な
い
だ
ら
う
と
信
じ
き
つ
て
ゐ
た
の
で
、

故
人
の
死
後
年
々
七
月
二
十
四
日
に
、
河
童
忌
の
会
合
が
ひ
ら
か
れ
た
天
然
自
笑
軒
は
無
事
で
あ
つ
た
で

あ
ら
う
し
、
平
和
も
回
復
し
た
こ
と
で
は
あ
る
し
、
今
年
は
其
処
で
の
河
童
忌
の
あ
つ
ま
り
も
復
活
さ
れ

た
こ
と
だ
ら
う
と
考
へ
、
未
亡
人
に
宛
て
た
手
紙
の
中
に
は
「
こ
の
夏
の
河
童
忌
に
は
皆
さ
ん
御
会
合
の

こ
と
だ
つ
た
ら
う
と
存
じ
ま
す
」
と
い
ふ
や
う
な
こ
と
を
書
い
た
の
で
あ
つ
た
が
、
未
亡
人
か
ら
の
近
簡

を
よ
ん
で
、
な
ん
と
も
愚
か
し
い
手
紙
の
文
句
を
し
た
た
め
た
こ
と
だ
つ
た
と
、
自
分
の
う
か
つ
さ
を
愧

ぢ
る
こ
こ
ろ
も
ち
を
禁
め
得
な
か
つ
た
。 

［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
「
香
取
秀
眞
」
（
か
と
り
ほ
づ
ま 

明
治
七
（
一
八
七
四
）
年
～
昭
和
二
九
（
一
九
五
四
）
年
）
は
鋳
金

工
芸
師
。
東
京
美
術
学
校
（
現
在
の
東
京
芸
術
大
学
）
教
授
・
帝
室
博
物
館
（
現
在
の
東
京
国
立
博
物
館
）
技
芸
員
・
文
化

勲
章
叙
勲
。
ア
ラ
ラ
ギ
派
の
歌
人
と
し
て
も
知
ら
れ
、
芥
川
龍
之
介
の
隣
人
に
し
て
友
人
で
あ
っ
た
。 

「
天
然
自
笑
軒
」
田
端
の
自
宅
近
く
に
あ
っ
た
会
席
料
理
屋
「
天
然
自
笑
軒
」
。
芥
川
龍
之
介
は
文
と
の
結
婚
披
露
宴
を
こ

こ
で
行
っ
て
い
る
。 

「
禁
め
」「
と
ど
め
」
。］ 

 

芥
川
の
自
殺
の
後
丁
度
十
八
ケ
年
を
経
た
昨
年
の
七
月
の
な
か
ば
に
、
次
男
の
多
加
志
君
は
遠
い
南
方

の
炎
暑
の
地
域
で
戰
死
し
、
そ
の
翌
日
に
は
故
人
の
生
前
を
し
の
ぶ
よ
す
が
と
な
る
さ
ま
ざ
ま
の
遺
書
や

遺
品
と
共
に
澄
江
堂
の
建
物
が
戰
火
の
た
め
に
燒
け
う
せ
て
し
ま
つ
た
と
い
ふ
こ
と
は
、
奥
さ
ん
が
手
紙

の
中
に
書
か
れ
て
ゐ
る
や
う
に
、
な
に
か
不
思
議
な
め
ぐ
り
合
は
せ
だ
と
い
ふ
感
じ
が
す
る
。 

［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
「
さ
ま
ざ
ま
の
遺
書
や
遺
品
と
共
に
澄
江
堂
の
建
物
が
戰
火
の
た
め
に
燒
け
う
せ
て
し
ま
つ
た
」
と
あ

る
が
、
実
は
遺
品
・
遺
書
は
焼
失
し
て
い
な
い
。
私
の
「
芥
川
龍
之
介
遺
書
全
六
通 

他 

関
連
資
料
一
通 

≪

２
０
０
８
年

に
新
た
に
見
出
さ
れ
た
る
遺
書
原
本
や
ぶ
ち
ゃ
ん
翻
刻
版 

附
や
ぶ
ち
ゃ
ん
詳
細
注
２
０
０
９
年
版≫

」
を
見
ら
れ
た
い
。
こ

の
件
に
つ
い
て
は
、
後
の
「
十
匹 

澄
江
堂
の
遺
品
に
つ
い
て
」
で
修
正
さ
れ
て
い
る
。］ 

 

あ
の
元
の
新
宿
の
家―
―

と
な
り
に
飼
牛
場
が
あ
り
、
門
の
前
か
ら
東
南
に
向
つ
て
四
、
五
百
坪
ば
か

り
の
廣
さ
の
、
雜
草
の
し
げ
る
に
任
せ
た
廣
場
が
あ
つ
た―

―

も
、
東
京
か
ら
來
た
人
々
の
う
わ
さ
話
か

ら
推
し
て
考
へ
る
と
、
や
は
り
戰
災
の
襲
ふ
と
こ
ろ
と
な
つ
た
も
の
ら
し
い
。
高
等
学
校
の
一
年
生
の
あ

ひ
だ
、
芥
川
は
寄
宿
寮
で
く
ら
し
た
も
の
で
あ
る
が
、
私
た
ち
は
英
文
科
の
同
じ
ク
ラ
ス
で
あ
つ
た
関
係

か
ら
。
そ
の
一
年
間
と
い
ふ
も
の
、
寄
宿
寮
の
中
の
同
じ
室
で
起
臥
し
た
の
で
あ
つ
た
。
先
年
一
高
の
校

舎
が
現
在
の
駒
場
に
移
さ
れ
た
後
、
そ
の
寮
は
と
り
こ
ぼ
た
れ
て
、
東
京
帝
大
の
建
物
が
そ
れ
に
代
つ
た

https://onibi.cocolog-nifty.com/alain_leroy_/cat8009197/index.html
https://onibi.cocolog-nifty.com/alain_leroy_/cat8009197/index.html
http://yab.o.oo7.jp/akutagawaisyoproto.html
http://yab.o.oo7.jp/akutagawaisyoproto.html


さ
う
で
あ
る
。
そ
ん
な
や
う
な
わ
け
で
、
こ
の
次
ぎ
上
京
す
ろ
機
会
に
め
ぐ
ま
れ
た
と
し
て
も
、
故
人
と

共
に
起
臥
し
た
り
、
雜
談
し
た
り
し
た
靑
年
の
こ
ろ
の
こ
と
を
、
再
び
眼
の
前
に
あ
り
あ
り
と
思
ひ
う
か

べ
る
空
間
的
機
緣
は
、
跡
か
た
無
く
消
滅
し
て
し
ま
つ
た
わ
け
で
あ
る
。
そ
の
や
う
に
考
へ
る
と
、
大
正

二
年
の
夏
に
、
私
が
生
ま
れ
故
鄕
の
松
江
で
一
と
夏
借
り
て
住
ま
つ
た
こ
と
の
あ
る
城
の
お
濠
の
岸
べ
の

さ
さ
や
か
な
家
の
こ
と
が
、
一
層
な
つ
か
し
く
思
ひ
出
さ
れ
る
の
で
あ
つ
た
。
と
云
ふ
わ
け
は
、
そ
の
夏
、

私
の
勧
誘
に
應
じ
て
、
芥
川
が
そ
れ
ま
で
の
彼
の
経
驗
と
し
て
は
晨
初
の
長
い
汽
車
の
一
人
旅
を
思
ひ
立

ち
、
松
江
に
た
ど
り
着
い
て
、
し
ば
ら
く
の
あ
ひ
だ
、
そ
の
お
濠
端
の
家
に
滯
在
し
、
一
し
よ
に
松
江
の

市
中
の
あ
ち
こ
ち
を
あ
る
き
ま
は
つ
た
り
、
出
雲
大
社
に
参
諧
し
た
り
し
た
か
ら
で
あ
る
。
そ
の
家
が
現

在
で
も
そ
の
ま
ま
に
残
存
し
て
ゐ
る
か
ど
う
か
分
ら
な
い
け
れ
ど
、
い
つ
か
久
し
ぶ
り
に
松
江
を
お
と
づ

れ
る
機
会
が
あ
つ
た
な
ら
ば
、
そ
の
家
を
た
づ
ね
て
、
当
時
の
思
ひ
出
を
あ
ら
た
に
し
た
い
も
の
と
思
つ

て
ゐ
る
。
こ
の
夏
の
は
じ
め
に
、
島
根
縣
の
当
局
の
人
か
ら
、
夏
期
大
学
風
の
企
て
に
つ
い
て
講
演
の
依

賴
を
受
け
た
け
れ
ど
、
長
迎
の
汽
車
旅
行
を
す
る
と
肋
間
神
経
痛
を
起
す
虞
れ
が
あ
る
た
め
に
、
そ
の
種

の
依
賴
は
す
べ
て
引
き
受
け
な
い
こ
と
に
し
て
ゐ
る
私
は
、
す
ゐ
ぶ
ん
永
い
あ
ひ
だ
お
と
づ
れ
た
こ
と
の

な
い
湖
畔
の
市
街
を
あ
る
き
ま
は
つ
た
り
、
水
草
が
茂
り
、
い
ろ
い
ろ
の
藻
の
た
ぐ
ひ
の
う
か
ん
で
ゐ
る

城
の
お
濠
に
の
ぞ
ん
で
ゐ
た
そ
の
家
が
、
今
な
ほ
有
る
か
無
い
か
を
た
し
か
め
る
機
会
を
獲
る
こ
と
を
断

念
す
る
ほ
か
は
な
か
つ
た
。 

［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：「
城
」
松
江
城
。 

「
お
濠
の
岸
べ
の
さ
さ
や
か
な
家
」
私
の
『
芥
川
龍
之
介
畏
友
井
川
恭
著
「
翡
翠
記
」
（
芥
川
龍
之
介
「
日
記
よ
り
」
含
む
） 

「
二
」』
の
冒
頭
を
引
く
（
太
字
化
は
今
回
し
た
）。 

 
 

 

＊ 

  

お
花
畑
の
町
は
さ
び
し
い
町
で
あ
る
。
［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：「
お
花
畑
」
底
本
の
後
注
に
『
松
江
城
（
千
鳥
城
）
西
麓
の
内

堀
に
沿
っ
た
町
の
名
。
井
川
芥
川
を
迎
え
る
た
め
に
、
松
江
市
中
原
町
一
六
七
の
堀
端
の
一
軒
屋
を
借
り
た
。
こ
の
借
屋
は
、

前
年
』、
か
の
作
家
『
志
賀
直
哉
が
三
月
滞
在
し
て
い
た
家
で
、
「
濠
端
の
住
ま
ひ
」』
（
大
正
一
三
（
一
九
二
四
）
年
十
月
執
筆
。

大
正
十
四
年
一
月
号
『
不
二
』
初
出
。
所
持
す
る
岩
波
書
店
「
志
賀
直
哉
全
集
」
に
拠
る
）『
の
舞
台
と
も
な
っ
た
家
で
あ
る
』

と
あ
る
。
こ
こ
（
グ
ー
グ
ル
・
マ
ッ
プ
・
デ
ー
タ
）。］ 

 
 

 

＊ 

「
グ
ー
グ
ル
・
マ
ッ
プ
・
デ
ー
タ
」
の
サ
イ
ド
・
パ
ネ
ル
の
画
像
も
よ
す
が
と
し
て
見
ら
れ
た
い
。］ 

 

文
藝
春
秋
の
八
月
號
に
は
、
故
人
の
長
男
比
呂
志
君
の
執
筆
に
か
か
る
「
父
龍
之
介
の
映
像
」
の
一
篇

が
載
せ
て
あ
る
。
す
な
ほ
な
、
滯
り
の
な
い
筆
致
で
、
幼
年
の
こ
ろ
の
同
君
の
眼
に
映
じ
た
故
人
の
す
が

た
が
生
き
生
き
と
描
い
て
あ
る
が
、
二
階
の
八
疊
の
書
斎
に
つ
い
て
の
描
寫
を
こ
と
に
興
味
ふ
か
く
読
ん

だ
。
「
靑
い
絨
毯
を
敷
い
た
、
あ
か
る
い
部
屋
の
中
央
に
小
さ
な
紫
檀
の
机
と
、
長
大
鉢
と
が
、
鍵
の
手

に
置
い
て
あ
り
、
後
の
二
辺
を
、
書
き
損
ひ
の
原
稿
用
紙
や
、
炭
取
や
、
つ
み
重
ね
た
本
や
、
來
翰
を
入

れ
た
木
の
盆
や
籐
の
紙
屑
籠
な
ど
が
、
雜
然
と
描
き
出
し
て
ゐ
る
。
机
の
む
か
う
の
、
座
蒲
團
の
お
い
て

あ
る
所
が
、
自
然
に
そ
こ
だ
け
窪
ん
だ
や
う
な
か
た
ち
で
残
さ
れ
て
ゐ
て
、
そ
れ
は
如
何
に
も
、
父
の
出

か
け
た
あ
と
と
い
ふ
感
じ
が
し
た
。
」
と
い
ふ
や
う
な
く
だ
り
を
読
ん
で
行
く
と
、
な
ん
だ
か
、
そ
の
部

屋
が
今
で
も
む
か
し
の
ま
ま
に
現
存
し
て
ゐ
て
、
竹
垣
を
め
ぐ
ら
し
、
樫
の
木
の
か
げ
に
八
つ
手
が
葉
を

https://onibi.cocolog-nifty.com/alain_leroy_/2018/01/post-9e95.html
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https://www.google.co.jp/maps/place/%E3%80%8C%E6%BF%A0%E7%AB%AF%E3%81%AE%E4%BD%8F%E3%81%BE%E3%81%84%E3%80%8D%E5%BF%97%E8%B3%80%E7%9B%B4%E5%93%89%EF%BC%8F%E8%8A%A5%E5%B7%9D%E9%BE%8D%E4%B9%8B%E4%BB%8B%E6%97%A7%E5%B1%85/@35.4692697,133.047433,15z/data=!4m5!3m4!1s0x3557050f58ce0939:0xa396cdd154d16506!8m2!3d35.4749686!4d133.0485642
https://www.google.co.jp/maps/place/%E5%BF%97%E8%B3%80%E7%9B%B4%E5%93%89%E3%83%BB%E8%8A%A5%E5%B7%9D%E9%BE%8D%E4%B9%8B%E4%BB%8B%E6%97%A7%E5%B1%85%E8%B7%A1/@35.4757812,133.048313,3a,75y,90t/data=!3m8!1e2!3m6!1sAF1QipNuTaAh73Bc4We2apU-aBg2Cei6ja5aPjHxnYRd!2e10!3e12!6shttps:%2F%2Flh5.googleusercontent.com%2Fp%2FAF1QipNuTaAh73Bc4We2apU-aBg2Cei6ja5aPjHxnYRd%3Dw203-h114-k-no!7i1920!8i1080!4m5!3m4!1s0x3557050f58ce0939:0xa396cdd154d16506!8m2!3d35.4757812!4d133.048313


ひ
ろ
げ
て
ゐ
る
庭
に
、
明
る
い
日
光
を
あ
び
な
が
ら
面
し
て
ゐ
る
や
う
に
思
は
れ
て
な
ら
な
い
の
で
あ
る
。 

［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
『
長
男
比
呂
志
君
の
執
筆
に
か
か
る
「
父
龍
之
介
の
映
像
」
』
昭
和
二
一
（
一
九
二
六
）
年
八
月
発
行
の

『
文
藝
春
秋
』
所
収
。
こ
れ
は
現
在
、
岩
波
文
庫
の
石
割
透
編
「
芥
川
追
想
」
（
二
〇
一
七
年
七
月
刊
）
で
読
め
る
。
未
読

の
方
は
恒
藤
の
言
う
通
り
で
、
お
勧
め
で
あ
る
。］ 

  
 

 
 

 
 

 
 

 

二 
エ
ゴ
イ
ス
ト
に
つ
い
て 

  

充
分
な
意
味
心
お
け
る
ヱ
ゴ
イ
ス
ト
、
言
ひ
か
へ
る
と
、
徹
底
的
な
エ
ゴ
イ
ス
ト
と
い
ふ
も
の
は
、
自

分
が
そ
の
や
う
な
エ
ゴ
イ
ス
ト
で
あ
る
と
い
ふ
こ
と
を
、
ほ
と
ん
ど
自
覚
せ
す
、
臆
面
も
な
く
エ
ゴ
イ
ス

チ
ッ
ク
な
振
る
ま
ひ
を
し
て
憚
ら
な
い
人
で
あ
る
や
う
に
思
ふ
。 

 

な
ん
ら
か
の
程
度
に
エ
ゴ
イ
ス
ト
と
し
て
の
性
向
を
そ
な
へ
な
が
ら
生
ま
れ
る
と
い
ふ
こ
と
は
、
萬
人

に
共
通
な
事
実
で
あ
る
、
と
言
ひ
得
る
で
あ
ら
う
。
が
、
エ
ゴ
イ
ス
チ
ッ
ク
な
傾
向
の
猛
烈
な
人
は
、
槪

し
て
エ
ゴ
イ
ス
ト
と
し
て
の
自
己
の
存
在
に
つ
い
て
自
覚
を
も
た
な
い
の
に
反
し
て
、
さ
ま
で
エ
ゴ
イ
ス

チ
ッ
ク
な
傾
向
の
强
大
で
な
い
人
の
中
に
は
、
か
へ
つ
て
自
己
の
う
ち
に
潜
ん
で
ゐ
て
、
や
や
と
も
す
れ

ば
自
己
の
行
動
や
言
說
を
支
配
し
が
ち
な
エ
ゴ
イ
ス
チ
ッ
ク
な
頃
向
に
つ
い
て
、
絕
え
ず
强
度
の
自
覚
を

も
ち
、
人
知
れ
ず
そ
れ
に
な
や
ま
さ
れ
、
氣
苦
労
を
す
る
人
が
、
往
々
に
し
て
見
出
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

「
エ
ゴ
イ
ス
ト
」
の
名
に
充
分
に
値
ひ
す
る
人
々
が
、
そ
の
事
か
ら
し
て
心
の
く
る
し
み
を
く
る
し
む
こ

と
が
な
い
の
に
反
し
て
、
特
に
エ
ゴ
イ
ス
ト
と
し
て
視
ら
れ
る
ほ
ど
で
も
な
い
性
格
の
人
々
が
自
己
に
附

き
ま
と
ふ
エ
ゴ
イ
ズ
ム
に
つ
い
て
い
つ
も
銳
い
意
識
を
も
ち
、
そ
れ
の
た
め
に
い
や
さ
れ
難
い
悩
み
を
悩

み
づ
づ
け
る
と
い
ふ
こ
と
は
、
な
ん
と
し
て
も
不
合
理
な
こ
と
が
ら
だ
と
思
は
ざ
る
を
得
な
い
。
「
人
生

は
そ
れ
に
類
し
た
不
合
理
の
事
態
に
み
た
さ
れ
て
ゐ
る
」
と
言
つ
て
し
ま
ヘ
ば
、
そ
れ
ま
で
の
話
だ
け
れ

ど
、
さ
う
言
ひ
切
つ
て
し
ま
ふ
こ
と
に
よ
り
、
問
題
を
片
づ
け
る
こ
と
を
し
な
い
で
、
そ
の
や
う
な
不
合

理
な
人
生
の
根
本
的
事
態
の
う
ち
に
、
何
か
よ
り
深
い
意
味
を
く
み
取
る
こ
と
が
出
来
さ
う
に
も
考
へ
ら

れ
る
。 

 

芥
川
詣
之
介
は
こ
こ
に
あ
げ
た
第
二
の
種
類
の
型
に
属
す
る
人
で
あ
つ
た
と
お
も
ふ
。
お
そ
ら
く
大
学

の
学
生
の
こ
ろ
か
ら
死
の
時
に
い
た
る
ま
で
、
彼
は
自
己
の
う
ち
に
ひ
そ
む
エ
ゴ
イ
ズ
ム
を
絕
え
ず
す
る

ど
く
意
識
し
、
ど
う
す
る
こ
と
も
出
來
な
い
と
こ
ろ
の
、
そ
の
エ
ゴ
イ
ズ
ム
の
存
在
に
よ
つ
て
悩
ま
さ
れ

つ
づ
け
な
が
ら
、
生
涯
を
終
つ
た
や
う
に
お
も
ふ
。
し
か
も
他
の
い
ろ
い
ろ
の
境
涯
に
あ
る
人
々
と
比
較

し
て
、
彼
が
「
エ
ゴ
イ
ス
ト
」
と
い
ふ
に
足
る
ほ
ど
の
エ
ゴ
イ
ス
ト
で
な
か
つ
た
こ
と
は
確
か
で
あ
る
。

彼
の
生
涯
の
後
半
を
蔽
ふ
悲
劇
的
色
彩
を
生
み
出
し
た
主
因
の
一
つ
は
、
そ
の
よ
う
な
事
実
の
中
に
見
出

さ
れ
る
と
信
ず
る
。 

 

そ
し
て
、
「
主
観
的
に
エ
ゴ
イ
ス
ト
と
し
て
の
自
意
識
を
强
度
に
も
つ
て
ゐ
る
人
は
、
客
観
的
に
は
、

槪
し
て
、
む
し
ろ
エ
ゴ
イ
ス
ト
と
し
て
の
資
格
に
欠
け
て
ゐ
る
と
こ
ろ
の
あ
る
人
で
あ
る
」
と
い
ふ
こ
と

が
ら
を
、
芥
田
は
は
つ
き
り
と
認
識
し
て
ゐ
な
か
つ
た
の
で
は
な
い
か
、
と
も
思
ふ
。
し
か
も
、
恰
も
そ

の
事
実
が
、
晩
年
に
お
け
る
彼
の
作
品
を
し
て
、
眞
実
味
の
こ
も
つ
た
。
詞
子
の
高
い
も
の
た
ら
し
め
た

の
で
あ
つ
た
と
も
考
ヘ
ら
れ
る
次
第
で
あ
る
。 



 

［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
芥
川
龍
之
介
に
つ
い
て―

―

人
間
の
エ
ゴ
イ
ズ
ム
を
（
時
に
必
要
悪
と
し
て
の
そ
れ

を
）
冷
徹
に
解
剖
し
、
剔
抉
し
た
小
説
を
書
い
た
作
家―

―

と
常
套
的
に
評
す
る
こ
と
が
多
い
が
、
で
は
、

「
芥
川
龍
之
介
自
身
は
、
エ
ゴ
イ
ス
ト
で
あ
っ
た
か
、
な
か
っ
た
か
？
」
と
い
う
根
本
的
問
題
を
叙
述
し

た
評
論
に
出
逢
う
こ
と
は
極
め
て
稀
れ
で
あ
る
。
自
死
の
翌
々
月
で
あ
る
昭
和
二
（
一
九
二
七
）
年
九
月

発
行
の
雑
誌
『
文
藝
春
秋
』
九
月
号
（
「
芥
川
龍
之
介
追
悼
號
」
）
に
「
闇
中
問
答
（
遺
稿
）
」
（
リ
ン
ク
先

は
私
の
古
い
サ
イ
ト
版
）
の
題
で
掲
載
さ
れ
た
中
に
、
こ
ん
な
下
り
が
あ
る
。 

 
 

 
 

＊ 

或
聲 

お
前
は
戀
愛
を
輕
蔑
し
て
ゐ
た
。
し
か
し
今
に
な
つ
て
見
れ
ば
、
畢
竟
戀
愛
至
上
主
義
者
だ
つ
た
。 

僕 
 

い
や
、
僕
は
今
日

こ
ん
に
ち

で
も
斷
じ
て
戀
愛
至
上
主
義
者
で
は
な
い
。
僕
は
詩
人
だ
。
藝
術
家
だ
。 

或
聲 

し
か
し
お
前
は
戀
愛
の
爲
に
父
母
妻
子
を
抛
つ
た
で
は
な
い
か
？ 

僕 
 

譃
を
つ
け
。
僕
は
唯
僕
自
身
の
爲
に
父
母
妻
子
を
抛
つ
た
の
だ
。 

或
聲 

で
は
お
前
は
エ
ゴ
イ
ス
ト
だ
。 

僕 
 

僕
は
生
憎
エ
ゴ
イ
ス
ト
で
は
な
い
。
し
か
し
エ
ゴ
イ
ス
ト
に
な
り
た
い
の
だ
。 

或
聲 

お
前
は
不
幸
に
も
近
代
の
エ
ゴ
崇
拜
に
か
ぶ
れ
て
ゐ
る
。 

僕 
 

そ
れ
で
こ
そ
僕
は
近
代
人
だ
。 

 
 

 

＊ 

芥
川
龍
之
介
の
師
夏
目
漱
石
も
人
間
の
エ
ゴ
イ
ズ
ム
を
描
き
出
し
た
作
家
と
さ
れ
る
が
、
漱
石
は
そ
の
精

神
的
疾
患
（
恐
ら
く
は
強
迫
神
経
症
）
を
除
外
し
て
も
、
人
格
的
気
質
を
観
察
す
る
に
、
事
実
、
頗
る
エ

ゴ
イ
ス
ト
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
私
は
、
芥
川
龍
之
介
に
つ
い
て
は
、
作
品
・
ア
フ
ォ
リ
ズ
ム
・
書
簡
を

見
る
に
、
こ
こ
で
の
恒
藤
の
見
解
を
文
句
な
く
支
持
す
る
も
の
で
あ
る
。
］ 

  
 

 
 

 
 

 
 

三 

ひ 

が 

ん 

ば 

な 

  

私
は
省
線
電
車
を
利
用
し
て
每
週
二
回
ま
た
は
三
回
大
阪
に
往
復
す
る
の
で
、
沿
線
の
風
景
は
私
に
と

つ
て
す
つ
か
り
馴
染
ふ
か
い
も
の
に
な
つ
て
ゐ
る
。
と
り
わ
け
山
崎
か
ら
茨
木
あ
た
り
ま
で
の
丘
陵
や
、

村
落
や
、
田
畑
の
入
り
ま
じ
つ
て
ゐ
る
風
景
は
取
り
立
て
て
言
ふ
ほ
ど
の
特
色
が
あ
る
わ
け
で
は
な
い
け

れ
ど
、
い
つ
も
飽
き
る
こ
と
な
く
電
車
の
窓
か
ら
其
れ
を
な
が
め
る
こ
と
を
、
ひ
と
つ
の
た
の
し
み
と
し

て
ゐ
る
。 

 

こ
の
秋
は
近
年
ま
れ
な
米
の
豊
作
の
昆
こ
み
だ
と
い
ふ
こ
と
が
、
新
聞
な
ど
で
く
り
か
へ
し
報
道
さ
れ

て
ゐ
る
が
、
京
阪
の
あ
ひ
だ
の
田
圃
を
見
わ
た
す
と
、
私
の
や
う
な
素
人
の
眼
に
も
、
い
か
に
も
も
ず
つ

し
り
と
籾
を
つ
け
た
垂
穗
の
一
面
に
充
ち
み
ち
た
田
の
も
の
様
子
が
た
の
も
し
げ
に
映
す
る
の
で
あ
る
。

そ
し
て
、
そ
れ
と
一
緖
に
、
畦
み
ち
を
い
ろ
ど
る
曼
殊
沙
華
の
鮮
麗
な
く
れ
な
ゐ
の
色
が
、
こ
の
頃
の
季

節
の
感
じ
を
力
强
く
よ
び
起
さ
ね
ば
や
ま
な
い
。 

 

ど
の
草
水
の
花
で
も
、
そ
れ
そ
れ
［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
マ
マ
。
］
一
定
季
節
を
期
し
て
咲
く
も
の
で
は
あ
る

け
れ
ど
、
曼
殊
沙
華
は
と
く
べ
つ
に
正
確
な
季
節
の
感
覚
を
も
つ
て
ゐ
て
、
い
つ
の
年
も
あ
や
ま
つ
こ
と

http://yab.o.oo7.jp/an.html


な
く
彼
岸
を
む
か
へ
て
何
処
の
田
野
で
も
一
せ
い
に
咲
き
出
す
や
う
な
氣
が
す
る
。
こ
れ
は
お
そ
ら
く
そ

の
通
称
を
「
ひ
が
ん
ば
な
」
と
い
ふ
こ
と
に
も
と
づ
く
連
想
が
、
因
を
成
し
て
ゐ
る
の
で
は
な
い
か
と
思

ふ
が
、
何
に
せ
よ
、
ど
の
花
に
も
ま
さ
つ
て
季
節
の
う
つ
り
か
は
り
に
敏
感
な
花
だ
と
い
ふ
感
じ
を
、
每

年
そ
れ
の
咲
き
出
す
の
を
見
る
た
び
に
私
は
い
だ
く
の
で
あ
る
。 

 

と
こ
ろ
で
、
こ
の
秋
は
、
私
の
家
の
庭
の
片
す
み
に
も
そ
の
花
が
一
つ
の
株
か
ら
三
つ
ひ
ら
い
た
。
こ

れ
は
昨
年
の
夏
、
中
学
生
の
次
男
が
学
校
か
ら
の
か
へ
り
み
ち
に
、
下
鴨
の
糺
の
森
か
ど
こ
か
で
球
根
を

た
く
さ
ん
掘
つ
て
持
ち
か
へ
り
、
そ
れ
か
ら
澱
粉
を
と
つ
た
残
り
を
捨
て
て
置
い
た
の
が
、
い
つ
か
し
ら

土
の
中
に
う
ま
り
、
そ
れ
か
ら
莟
を
出
し
た
の
だ
ら
う
と
思
ふ
。
私
は
ふ
と
思
ひ
出
し
て
、
戶
棚
の
中
か

ら
一
つ
の
壺
形
の
花
瓶
を
取
り
出
し
、
三
本
の
花
の
う
ち
二
本
を
そ
れ
に
活
け
た
。
高
さ
五
寸
ば
か
り
の

此
の
つ
ぼ
が
た
の
花
瓶
は
、
ず
つ
と
以
前
に
糺
の
森
を
二
階
か
ら
見
下
ろ
す
家
に
住
ん
で
ゐ
た
こ
ろ
、
中

京
あ
た
り
の
或
る
古
道
具
屋
で
目
つ
け
て
手
に
入
れ
た
も
の
で
あ
る
。
そ
れ
を
買
つ
て
来
て
か
ら
間
も
な

く
、
芥
川
が
入
洛
し
て
、
そ
の
下
鴨
の
家
を
た
づ
ね
て
來
た
と
き
、
二
階
の
座
敷
の
中
央
に
据
ゑ
ら
れ
た

机
の
う
へ
に
、
丁
度
そ
の
花
瓶
が
置
い
て
あ
つ
た
の
を
、
手
に
と
つ
て
し
ぼ
ら
く
見
た
後
、
「
こ
れ
は
好

い
ね
。
う
ま
く
出
來
て
ゐ
る
よ
。
し
か
し
、
ほ
ん
も
の
の
オ
ラ
ン
ダ
で
は
な
い
よ
」
と
微
笑
を
う
か
べ
な

が
ら
言
つ
た
。 

 

花
瓶
の
表
面
に
は
乳
白
色
の
地
に
淡
い
藍
い
ろ
で
異
國
の
水
鄕
の
け
し
き
が
、
か
ろ
く
、
そ
し
て
靜
か

な
タ
ッ
チ
で
描
い
て
あ
る
。
私
は
そ
れ
に
添
は
つ
て
ゐ
る
古
び
た
桐
の
箱
を
出
し
て
芥
川
に
見
せ
た
。
箱

の
蓋
に
「
阿
蘭
陀
之
類
壺
」
と
か
い
て
あ
る
の
を
見
て
、
「
な
る
ほ
ど
、
オ
ラ
ン
ダ
の
類
か
。
し
か
し
、

こ
れ
は
こ
れ
で
好
い
ん
だ
よ
」
と
言
つ
て
、
彼
は
長
崎
で
一
時
オ
ラ
ン
ダ
の
陶
磁
器
の
模
造
を
や
つ
た
者

が
あ
つ
た
こ
と
、
た
し
か
な
こ
と
は
言
へ
な
い
け
れ
ど
、
多
分
そ
の
一
時
の
所
產
だ
ら
う
と
い
ふ
こ
と
を

敎
ヘ
て
く
れ
た
。 

 

下
鴨
の
家
の
庭
に
は
丁
字
の
木
が
あ
つ
た
の
で
、
そ
れ
の
か
を
り
の
高
い
花
の
さ
く
こ
ろ
に
は
、
每
年

き
ま
つ
て
、
濃
綠
の
か
つ
き
り
し
た
葉
に
紫
い
ろ
を
帶
び
た
白
色
の
花
が
こ
ま
か
く
咲
き
簇
が
つ
て
ゐ
る

枝
を
切
り
と
り
、
ふ
だ
ん
は
戶
棚
の
中
に
し
ま
つ
て
あ
る
其
の
花
瓶
に
挿
し
て
机
の
う
へ
に
置
い
た
も
の

で
あ
つ
た
。 

 

六
年
ば
か
り
ま
へ
に
現
在
の
田
中
の
家
に
移
つ
て
來
て
か
ら
は
、
其
の
花
瓶
を
戶
棚
の
中
か
ら
取
り
出

し
て
か
ざ
つ
た
こ
と
も
な
か
つ
た
が
、
庭
の
隅
に
さ
い
た
彼
岸
ば
な
を
見
て
ゐ
る
う
ち
に
ふ
と
、
「
あ
の

花
瓶
に
活
け
た
ら
、
よ
く
調
和
す
る
に
違
ひ
な
い
」
と
お
も
つ
た
。
そ
れ
で
戶
棚
の
中
か
ら
そ
れ
を
取
り

出
し
、
水
を
み
た
し
た
後
、
三
本
の
う
ち
の
二
本
を
い
け
た
次
第
で
あ
る
。
予
期
し
た
と
ほ
り
の
、
否
、

予
期
し
た
以
上
の
效
果
が
私
の
こ
こ
ろ
を
満
足
さ
せ
た
。
そ
し
て
、
壺
の
口
か
ら
七
、
八
寸
ば
か
り
を
ぬ

き
ん
出
て
、
か
ん
ざ
し
に
似
た
く
れ
な
ゐ
の
花
瓣
を
か
ざ
し
て
ゐ
る
二
本
の
花
も
、
な
ん
だ
か
満
足
し
て

ゐ
る
ら
し
い
様
子
の
や
う
に
思
は
れ
た
。 

 

［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
「
私
は
省
線
電
車
を
利
用
し
て
每
週
二
回
ま
た
は
三
回
大
阪
に
往
復
す
る
」
恒
藤
は

京
都
帝
国
大
学
法
科
大
学
政
治
学
科
を
大
正
五
（
一
九
一
六
）
年
卒
業
す
る
と
、
同
大
学
院
に
進
学
（
国

際
公
法
専
攻
）
し
た
が
、
大
正
八
（
一
九
一
九
）
年
退
学
、
同
年
に
同
志
社
大
学
法
学
部
教
授
と
な
り
、



大
正
一
一
（
一
九
二
二
）
年
に
母
校
の
京
都
帝
国
大
学
経
済
学
部
助
教
授
と
な
っ
た
。
大
正
一
三
（
一
九

二
四
）
年
三
月
か
ら
大
正
一
五
（
一
九
二
六
）
年
九
月
ま
で
欧
州
に
留
学
、
昭
和
三
（
一
九
二
八
）
年
、

大
学
内
の
組
織
変
更
に
伴
う
異
動
で
京
都
帝
国
大
学
法
学
部
助
教
授
と
な
り
、
翌
年
に
は
同
大
学
法
学
部

教
授
と
な
っ
た
。
し
か
し
、
当
該
ウ
ィ
キ
に
よ
れ
ば
、
『
赤
化
思
想
だ
と
し
て
』
、
同
僚
で
あ
っ
た
『
瀧
川

幸
辰
教
授
の
著
作
』
「
刑
法
講
義
」
・
「
刑
法
読
本
」
が
『
発
売
禁
止
処
分
と
な
り
』
、
『
文
部
省
か
ら
瀧
川

教
授
の
罷
免
が
要
求
さ
れ
、
学
問
の
自
由
を
主
張
し
』
、
『
京
大
法
学
部
教
官
全
員
が
辞
表
を
提
出
し
た
』

「
滝
川
事
件
」
に
『
お
い
て
、
松
井
元
興
が
京
大
総
長
に
就
任
』
、『
佐
々
木
惣
一
、
宮
本
英
雄
、
森
口
繁

治
、
末
川
博
、
休
職
扱
い
の
瀧
川
幸
辰
の
辞
表
を
受
理
し
、
他
の
者
に
は
辞
表
の
撤
回
を
求
め
た
が
、
恒

藤
恭
と
田
村
徳
治
は
辞
表
を
撤
回
し
な
か
っ
た
。
事
件
中
、
恭
は
雑
誌
『
改
造
』
に
「
死
し
て
生
き
る
途
」

と
題
す
る
文
章
を
発
表
し
て
い
る
』
と
あ
る
。
こ
の
退
官
の
後
、
大
阪
商
科
大
学
専
任
講
師
・
立
命
館
大

学
非
常
勤
講
師
（
兼
任
）
と
な
っ
た
。
昭
和
一
三
（
一
九
三
八
）
年
に
は
立
命
館
大
学
で
学
位
論
文
「
法

的
人
格
者
の
理
論
」
に
よ
っ
て
法
学
博
士
を
授
与
さ
れ
、
昭
和
一
五
（
一
九
四
〇
）
年
に
大
阪
商
科
大
学

教
授
、
昭
和
二
一
（
一
九
四
六
）
年
に
大
阪
商
科
大
学
学
長
及
び
京
都
帝
国
大
学
法
学
部
教
授
（
兼
任
。

昭
和
二
四
（
一
九
四
九
）
年
ま
で
）
・
同
志
社
大
学
客
員
教
授
（
兼
任
）
と
な
っ
た
後
、
昭
和
二
十
四
年
、

新
制
大
学
と
し
て
発
足
し
た
大
阪
市
立
大
学
初
代
学
長
と
な
り
、
日
本
学
士
院
会
員
と
な
っ
て
い
る
。
本

篇
は
昭
和
二
二
（
一
九
四
七
）
年
に
発
表
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
か
ら
、
上
記
下
線
部
の
時
期
に
当
た
る
の

で
、
兼
務
の
大
阪
商
科
大
学
学
長
と
し
て
大
阪
へ
通
勤
す
る
際
の
、
現
在
の
「JR

西
日
本
」
東
海
道
本
線

で
の
ロ
ケ
ー
シ
ョ
ン
で
あ
る
こ
と
が
判
る
。 

「
山
崎
」
現
在
の
京
都
府
乙
訓
郡
大
山
崎
町
（
お
お
や
ま
ざ
き
ち
ょ
う
：
グ
ー
グ
ル
・
マ
ッ
プ
・
デ
ー
タ
。

以
下
、
無
指
示
は
同
じ
）
。 

「
茨
木
」
大
阪
府
茨
木
（
い
ば
ら
き
）
市
。 

「
曼
殊
沙
華
」
彼
岸
花
（
単
子
葉
植
物
綱
キ
ジ
カ
ク
シ
目
ヒ
ガ
ン
バ
ナ
科
ヒ
ガ
ン
バ
ナ
亜
科
ヒ
ガ
ン
バ
ナ

連
ヒ
ガ
ン
バ
ナ
属
ヒ
ガ
ン
バ
ナ L

yco
ris ra

d
ia

ta
 

）。
同
種
は
異
名
が
異
様
に
多
い
。
根
茎
に
強
毒
を
持
つ

が
、
私
の
好
き
な
花
だ
。
私
の
「
曼
珠
沙
華
逍
遙
」
を
見
ら
れ
た
い
。 

「
下
鴨
の
糺
」（
た
だ
す
）
「
の
森
」
京
都
市
左
京
区
に
あ
る
賀
茂
御
祖
神
社
（
か
も
み
お
や
じ
ん
じ
ゃ
：

通
称
は
下
鴨
神
社
）
の
参
道
に
当
た
る
森
。 

「
糺
の
森
を
二
階
か
ら
見
下
ろ
す
家
に
住
ん
で
ゐ
た
」
芥
川
龍
之
介
の
恒
藤
宛
書
簡
の
住
所
に
は
『
京
都

市
下
賀
茂
村
松
原
中
ノ
町
』
と
あ
り
、
こ
れ
は
現
在
の
京
都
府
京
都
市
左
京
区
下
鴨
松
原
町
（
し
も
が
も

ま
つ
ば
ら
ち
ょ
う
）
と
思
わ
れ
る
。 

「
芥
川
が
入
洛
し
て
、
そ
の
下
鴨
の
家
を
た
づ
ね
て
來
た
と
き
」
複
数
の
年
譜
を
確
認
し
た
が
、
こ
の
事

実
は
記
さ
れ
て
い
な
い
け
れ
ど
も
、
大
正
八
（
一
九
一
九
）
年
五
月
十
九
日
附
書
簡
（
旧
全
集
書
簡
番
号
五

二
七
）
に
『
無
事
歸
京
』
『
い
ろ
い
ろ
御
世
話
に
な
つ
て
難
有
う 

お
母
樣
に
よ
ろ
し
く
』
と
あ
る
こ
と
か

ら
、
こ
の
年
の
五
月
四
日
に
芥
川
龍
之
介
は
、
菊
池
寛
と
と
も
に
、
ま
さ
に
「
長
崎
」
旅
行
に
出
か
け
た
折

り
、
新
全
集
の
宮
坂
年
譜
に
よ
れ
ば
、
そ
の
旅
の
帰
り
の
五
月
十
五
日
の
条
に
『
京
都
で
葵
祭
を
見
物
す
る

か
』
と
あ
る
か
ら
、
こ
の
日
の
前
後
に
龍
之
介
が
恒
藤
家
を
訪
ね
た
可
能
性
が
極
め
て
強
い
。 

「
類
壺
」
こ
う
い
う
模
造
品
を
指
す
よ
う
な
謂
い
方
を
骨
董
や
製
品
に
使
っ
た
ケ
ー
ス
を
私
は
知
ら
な
い
。 

https://ja.wikipedia.org/wiki/%E6%81%92%E8%97%A4%E6%81%AD
https://www.google.com/maps/place/%E4%BA%AC%E9%83%BD%E5%BA%9C%E4%B9%99%E8%A8%93%E9%83%A1%E5%A4%A7%E5%B1%B1%E5%B4%8E%E7%94%BA/@34.9492837,135.7100845,10.75z/data=!4m5!3m4!1s0x60010490615e78b9:0xdb8b6a5c0dbfff3a!8m2!3d34.902774!4d135.6885636
https://www.google.com/maps/place/%E5%A4%A7%E9%98%AA%E5%BA%9C%E8%8C%A8%E6%9C%A8%E5%B8%82/@34.9631922,135.398279,10z/data=!4m13!1m7!3m6!1s0x60010490615e78b9:0xdb8b6a5c0dbfff3a!2z5Lqs6YO95bqc5LmZ6KiT6YOh5aSn5bGx5bSO55S6!3b1!8m2!3d34.902774!4d135.6885636!3m4!1s0x6000fc5907c9908d:0x3babc6735aaa3060!8m2!3d34.8163754!4d135.5684996
https://onibi.cocolog-nifty.com/alain_leroy_/2013/09/post-1630.html
https://www.google.com/maps/place/%E7%B3%BA%E3%81%AE%E6%A3%AE/@35.0374542,135.7697702,16z/data=!4m5!3m4!1s0x0:0xad07170c80fa33ca!8m2!3d35.036467!4d135.7724128
https://www.google.com/maps/place/%E7%B3%BA%E3%81%AE%E6%A3%AE/@35.0374542,135.7697702,16z/data=!4m5!3m4!1s0x0:0xad07170c80fa33ca!8m2!3d35.036467!4d135.7724128
https://www.google.com/maps/place/%E3%80%92606-0804+%E4%BA%AC%E9%83%BD%E5%BA%9C%E4%BA%AC%E9%83%BD%E5%B8%82%E5%B7%A6%E4%BA%AC%E5%8C%BA%E4%B8%8B%E9%B4%A8%E6%9D%BE%E5%8E%9F%E7%94%BA/@35.0364906,135.7686217,16z/data=!4m5!3m4!1s0x6001086a7a58c027:0x5727dfd98836f172!8m2!3d35.0362776!4d135.7706115


「
丁
字
の
木
」
フ
ト
モ
モ
（
蒲
桃
）
目
フ
ト
モ
モ
科
フ
ト
モ
モ
属
チ
ョ
ウ
ジ
ノ
キ S

yzyg
iu

m
 a

ro
m

a
ticu

m
 

。

原
産
地
は
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
の
モ
ル
ッ
カ
群
島
。 

「
田
中
」
旧
宅
の
あ
っ
た
と
こ
ろ
の
東
方
、
高
野
川

た

か

の
が

わ

の
対
岸
、
現
在
の
京
都
府
京
都
市
左
京
区
田
中
馬
場

町
（
た
な
か
ば
ば
ち
ょ
う
）
附
近
か
。］ 

  
 

 
 

 
 

 
 

四 
藝
術
的
作
品
と
制
作
者
の
性
格 

  

あ
ら
ゆ
る
藝
術
的
作
品
は
、
な
ん
ら
か
の
藝
術
的
内
容
を
表
現
す
る
こ
と
の
故
に
、
藝
術
的
作
品
と
し

て
の
存
在
を
も
つ
の
で
あ
る
が
、
そ
れ
と
同
時
に
、
な
ん
ら
か
の
程
度
に
お
い
て
制
作
者
の
人
間
と
し
て

の
、
ま
た
は
制
作
者
と
し
て
の
性
格
を
表
現
す
る
。
と
い
ひ
得
る
で
あ
ら
う
。
も
と
よ
り
、
此
の
事
に
関

し
て
、
文
章
を
表
現
手
段
と
す
る
藝
術
的
作
品
と
、
文
章
以
外
の
表
現
手
段
を
用
ひ
る
藝
術
的
作
品
と
の

間
に
は
、
本
質
的
相
違
が
見
出
さ
れ
る
。
す
な
は
ち
、
後
の
種
類
の
作
品
を
通
し
て
あ
ら
は
れ
る
も
の
は
、

主
と
し
て
制
作
者
の
制
作
者
と
し
て
の
個
性
的
性
質
で
あ
り
、
彼
の
人
間
と
し
て
の
個
性
的
性
格
は
槪
し

て
微
弱
の
程
度
に
し
か
あ
ら
は
れ
な
い
の
で
あ
る
が
、
こ
れ
と
異
な
つ
て
、
前
の
種
類
の
作
品
の
場
合
に

は
、
そ
れ
を
通
し
て
制
作
者
の
人
間
と
し
て
の
個
性
的
性
格
が
多
分
に
あ
ら
は
れ
得
る
可
能
性
が
存
す
る

の
で
あ
る
。 

 

こ
の
可
能
性
は
、
文
章
は
人
間
の
思
想
や
感
情
を
か
な
り
的
確
に
表
現
し
得
る
機
能
を
有
す
る
も
の
で

あ
る
と
い
ふ
こ
と
に
も
と
づ
く
も
の
に
他
な
ら
な
い
が
、
ひ
と
し
く
文
章
を
表
現
手
段
と
す
る
藝
術
的
作

品
の
中
で
も
、
そ
の
種
類
如
何
に
よ
つ
て
、
制
作
品
の
個
性
的
性
格
を
表
現
す
る
し
か
た
は
一
樣
で
な
く
、

且
つ
同
一
の
種
類
の
藝
術
的
作
品
に
つ
い
て
見
て
も
、
制
作
者
の
制
作
態
度
の
異
な
る
に
し
た
が
つ
て
、

彼
の
作
品
を
通
し
て
、
彼
の
個
性
的
性
格
が
あ
ら
は
れ
る
樣
態
は
一
樣
た
り
得
な
い
わ
け
で
あ
る
。 

 

文
章
を
表
現
手
段
と
す
る
藝
術
の
中
で
、
制
作
者
の
人
間
と
し
て
の
性
格
を
最
も
多
分
に
表
現
し
得
る

可
能
性
を
そ
な
へ
て
ゐ
る
も
の
は
、
お
そ
ら
く
小
說
で
は
な
か
ら
う
か
と
思
ふ
。
い
か
な
る
型
の
小
說
で

あ
つ
て
も
、
人
間
生
活
の
再
表
現
を
意
図
し
て
ゐ
な
い
も
の
は
な
く
、
自
然
界
の
事
象
を
純
粹
に
自
然
界

の
事
象
と
し
て
取
り
あ
つ
か
つ
た
や
う
な
小
說
は
決
し
て
あ
り
得
な
い
。
往
々
動
物
の
生
活
を
対
象
と
し

て
ゐ
る
小
說
が
存
す
る
け
れ
ど
、
彼
ら
の
動
物
と
し
て
の
生
活
の
す
が
た
を
人
間
の
立
場
か
ら
擬
人
化
し

て
感
情
移
入
的
に
描
寫
し
た
も
の
で
あ
る
か
、
さ
も
な
く
ば
、
た
と
へ
ば
、
夏
日
漱
石
の
「
猫
」
や
、
芥

川
龍
之
介
の
「
河
童
」
な
ど
の
や
う
に
、
動
物
の
生
活
に
仮
托
し
て
、
人
間
生
活
の
消
息
を
傳
へ
よ
う
と

す
る
も
の
た
る
に
過
ぎ
な
い
。
小
說
は
か
や
う
な
本
質
を
も
つ
た
も
の
で
あ
る
か
ら
、
他
の
い
か
な
る
種

類
の
藝
術
に
も
ま
さ
つ
て
、
小
說
家
自
身
の
人
間
と
し
て
の
性
格
を
多
分
に
表
現
す
る
可
能
性
を
そ
な
ヘ

て
ゐ
る
は
ず
で
あ
り
、
他
面
か
ら
言
へ
ば
、
小
說
は
、
他
の
さ
ま
ざ
ま
の
藝
術
に
く
ら
べ
て
、
特
に
制
作

者
の
人
間
と
し
て
の
性
格
に
よ
つ
て
そ
の
藝
術
的
作
品
と
し
て
の
性
格
を
力
强
く
制
約
さ
れ
る
傾
向
を
有

す
る
の
で
あ
る
。
も
ち
ろ
ん
、
小
說
家
の
制
作
態
度
如
何
に
よ
つ
て
一
槪
に
論
ず
る
こ
と
は
で
き
な
い
し
、

又
、
た
と
へ
ば
、
「
私
」
小
說
の
場
合
と
、
歷
史
小
說
の
場
合
と
で
は
、
お
ほ
む
ね
著
し
い
相
違
が
見
出

さ
れ
る
で
あ
ら
う
。 

 

制
作
者
の
人
間
と
し
て
の
性
格
と
制
作
者
と
し
て
の
性
格
と
を
区
別
し
た
の
で
あ
る
が
、
制
作
者
の
制

https://www.google.com/maps/place/%E3%80%92606-8206+%E4%BA%AC%E9%83%BD%E5%BA%9C%E4%BA%AC%E9%83%BD%E5%B8%82%E5%B7%A6%E4%BA%AC%E5%8C%BA%E7%94%B0%E4%B8%AD%E9%A6%AC%E5%A0%B4%E7%94%BA/@35.0326752,135.7727653,17z/data=!3m1!4b1!4m5!3m4!1s0x6001084345d391f5:0xed321e966b299bc6!8m2!3d35.0328274!4d135.7749076
https://www.google.com/maps/place/%E3%80%92606-8206+%E4%BA%AC%E9%83%BD%E5%BA%9C%E4%BA%AC%E9%83%BD%E5%B8%82%E5%B7%A6%E4%BA%AC%E5%8C%BA%E7%94%B0%E4%B8%AD%E9%A6%AC%E5%A0%B4%E7%94%BA/@35.0326752,135.7727653,17z/data=!3m1!4b1!4m5!3m4!1s0x6001084345d391f5:0xed321e966b299bc6!8m2!3d35.0328274!4d135.7749076


作
者
と
し
て
の
性
格
は
彼
の
人
間
と
し
て
の
性
格
の
一
面
を
か
た
ち
づ
ぐ
る
も
の
に
他
な
ら
な
い
と
考
ヘ

ら
れ
る
で
あ
ら
う
け
れ
ど
も
、
謂
は
ば
藝
術
的
作
品
の
中
に
憑
り
［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
「
の
り
」
。
］
移
つ

た
制
作
者
の
性
格
が
そ
の
作
品
に
よ
つ
て
表
現
さ
れ
る
と
い
ふ
や
う
に
考
へ
る
な
ら
ば
、
そ
の
や
う
な
意

味
に
お
い
て
制
作
者
そ
の
も
の
か
ら
離
れ
て
独
立
性
を
獲
得
し
た
彼
の
制
作
者
と
し
て
の
性
格
と
い
ふ
ご

と
き
も
の
を
思
惟
し
得
る
で
あ
ら
う
。
か
や
う
な
考
へ
か
た
を
採
る
と
き
は
、
制
作
者
が
死
ん
で
、
彼
の

人
間
と
し
て
の
性
格
も
、
そ
れ
の
一
部
分
を
か
た
ち
づ
く
る
彼
の
制
作
者
と
し
て
の
性
格
も
、
も
は
や
実

在
す
る
者
の
性
格
で
は
な
く
、
曾
て
実
在
し
た
者
の
性
格
と
な
つ
て
し
ま
つ
た
場
合
に
お
い
て
も
、
作
品

は
依
然
と
し
て
実
在
し
て
ゐ
る
以
上
、
そ
れ
に
憑
り
移
つ
た
制
作
者
の
制
作
者
と
し
て
の
性
格
は
、
人
間

と
し
て
の
制
作
者
か
ら
離
れ
て
独
立
性
を
獲
得
し
、
作
品
に
内
在
し
て
、
後
者
が
実
在
し
て
ゐ
る
限
り
常

に
表
現
さ
れ
続
け
て
ゐ
る
と
こ
ろ
の
制
作
者
的
性
格
と
し
て
の
存
立
を
保
有
す
る
と
言
は
れ
得
る
わ
け
で

あ
る
。 

 

ま
は
り
く
ど
い
言
ひ
か
た
を
し
た
や
う
で
あ
る
が
、
私
が
特
に
述
べ
た
い
と
思
ふ
の
は
、―

―

小
說
の

場
合
に
は
、
と
り
わ
け
事
態
が
顯
著
な
し
か
た
で
成
り
立
つ
こ
と
が
多
い
か
ら
、
小
說
に
つ
い
て
言
ふ
こ

と
と
す
れ
ば
、―

―

「
小
說
家
の
人
間
と
し
て
の
個
性
的
性
格
と
彼
の
制
作
者
と
し
て
の
性
格
と
は
、
あ

る
程
度
に
相
互
的
独
立
性
を
も
つ
も
の
で
あ
る
」
と
い
ふ
こ
と
で
あ
る
。 

 

も
と
よ
り
、
小
說
家
の
作
家
と
し
て
の
性
格
は
彼
の
人
間
と
し
て
の
性
格
に
よ
つ
で
誓
約
さ
れ
ざ
る
を

得
な
い
の
で
あ
る
か
ら
、
彼
の
作
家
と
し
て
の
性
格
は
な
ん
ら
か
の
し
か
た
で
、
且
つ
な
ん
ら
か
の
程
度

に
お
い
て
彼
の
人
間
と
し
て
の
性
格
を
反
映
す
る
も
の
と
い
ふ
べ
き
で
あ
ら
う
。
し
か
し
な
が
ら
、
小
說

家
の
作
家
と
し
て
の
性
格
は
、
單
に
彼
の
人
間
と
し
て
の
性
格
の
一
部
分
を
か
た
ち
づ
く
る
も
の
に
過
ぎ

ず
、
し
た
が
つ
て
、
前
者
を
媒
介
と
し
て
後
者
の
何
た
る
か
と
認
識
す
る
こ
と
は
必
す
し
も
容
易
な
課
題

で
は
な
い
。
全
体
を
は
な
れ
て
部
分
は
あ
り
得
ず
、
部
分
か
ら
遊
離
せ
る
全
体
も
あ
り
得
な
い
の
で
あ
つ

て
、
部
分
は
必
ず
や
な
ん
ら
か
の
意
味
に
お
い
て
全
体
の
す
が
た
を
表
現
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
は
、
あ

ら
ゆ
る
存
在
を
通
じ
て
あ
ま
ね
く
観
取
さ
れ
得
ろ
事
態
で
あ
る
。
だ
か
ら
、
小
說
に
あ
ら
は
れ
た
作
家
の

作
家
と
し
て
の
性
格
を
媒
介
と
し
て
彼
の
人
間
と
し
て
の
性
格
を
認
識
す
る
こ
と
は
、
原
理
的
に
は
可
能

で
あ
る
、
と
い
は
ざ
る
を
得
な
い
が
、
事
実
と
し
て
は
、
こ
の
認
識
が
比
較
的
に
た
や
す
く
爲
さ
れ
得
る

場
合
も
あ
る
け
れ
ど
、
非
常
に
困
難
な
場
合
や
、
不
可
能
な
場
合
も
し
ば
し
ば
存
す
る
の
で
あ
る
。 

 

は
じ
め
に
述
べ
た
や
う
に
、
藝
術
的
作
品
は
制
作
者
の
制
作
者
と
し
て
の
性
格
を
表
現
す
る
だ
け
で
な

く
、
彼
の
人
間
と
し
て
の
性
格
を
も
表
現
す
る
の
で
あ
る
が
、
作
品
と
の
あ
ひ
だ
に
必
然
的
な
関
係
を
も

つ
も
の
は
制
作
者
の
制
作
者
と
し
て
の
性
格
で
あ
つ
て
、
彼
の
人
間
と
し
て
の
性
格
が
作
品
を
媒
介
と
し

て
表
現
さ
れ
る
関
係
は
偶
然
的
性
質
を
も
つ
も
の
で
あ
る
。
だ
か
ら
、
一
般
的
に
は
、
作
品
を
通
し
て
制

作
者
の
人
間
と
し
て
の
性
格
を
知
ら
う
と
す
る
者
は
、
作
品
に
あ
ら
は
れ
た
彼
の
制
作
者
と
し
て
の
性
格

を
媒
介
と
し
て
、
彼
の
人
間
と
し
て
の
性
格
を
洞
察
す
る
こ
と
に
重
き
を
置
か
ね
ば
な
ら
ぬ
で
あ
ら
う
。 

 

藝
術
的
作
品
を
通
し
て
制
作
者
の
性
格
を
知
る
よ
り
は
、
制
作
者
自
身
に
接
触
す
る
機
会
を
も
つ
こ
と

に
よ
つ
て
直
接
に
彼
の
性
格
を
知
る
こ
と
の
方
が
、
手
つ
取
り
早
い
し
か
た
で
あ
る
と
同
時
に
、
槪
し
て

よ
り
正
確
な
方
法
で
あ
る
と
考
へ
ら
れ
る
が
、
制
作
者
自
身
に
接
触
す
る
場
合
に
お
い
て
も
、
わ
れ
わ
れ

は
決
し
て
直
接
に
彼
の
性
格
を
知
り
得
る
可
能
性
を
あ
た
へ
ら
れ
る
わ
け
で
は
な
く
、
彼
の
動
作
や
、
感



情
や
、
談
話
な
ど
を
媒
介
と
す
る
こ
と
に
よ
つ
て
の
み
、
彼
の
性
格
を
知
り
得
る
の
で
あ
り
、
し
た
が
つ

て
、
場
合
に
よ
つ
て
は
、
か
へ
つ
て
彼
の
作
品
を
媒
介
と
す
る
こ
と
に
よ
つ
て
、
よ
り
好
く
彼
の
性
格
を

知
り
得
る
こ
と
も
あ
る
。
だ
か
ら
、
制
作
者
に
直
接
に
接
触
す
る
方
法
と
、
彼
の
作
品
を
媒
介
と
す
る
方

法
と
を
併
せ
用
ひ
る
と
き
は
、
よ
り
好
く
彼
の
性
格
を
知
り
得
る
は
ず
で
あ
る
。
直
接
に
彼
に
接
触
す
る

機
会
を
持
つ
た
人
が
彼
の
性
格
に
つ
い
て
知
り
得
た
と
こ
ろ
を
記
述
し
た
も
の
に
よ
つ
て
彼
の
性
格
を
知

る
方
法
は
、
彼
に
直
接
に
接
触
す
る
こ
と
に
よ
つ
て
彼
の
性
格
を
知
る
方
法
に
代
用
さ
れ
得
る
で
あ
ら
う
。

現
実
の
生
活
に
お
け
る
作
品
の
行
動
や
態
度
が
、
彼
の
性
格
を
知
る
た
め
の
重
要
な
指
標
た
る
意
義
を
も

つ
こ
と
は
言
ふ
ま
で
も
な
い
と
こ
ろ
で
あ
る
。 

    
 

 
 

 
 

 
 

女 
 

 

芥
川
龍
之
介
ゑ
が
く 

 

［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
芥
川
龍
之
介
が
描
い
た
ル
ノ
ア
ー
ル
風
の
女
の
絵
が
、
以
上
の
段
落
が
終
わ
っ
た
、

そ
の
左
ペ
ー
ジ
全
面
に
掲
げ
ら
れ
て
あ
る
。
上
記
の
キ
ャ
プ
シ
ョ
ン
は
絵
の
外
の
右
下
方
に
記
さ
れ
て
あ

る
。
表
現
急
行
氏
の
ブ
ロ
グ
「
表
現
急
行

2

」
の
「
古
本
日
記 

恒
藤
恭
『
旧
友
芥
川
龍
之
介
』」
の
原
本

の
四
枚
目
の
写
真
を
見
る
に
モ
ノ
ク
ロ
ー
ム
の
よ
う
で
あ
る
。
こ
の
絵
は
私
の
「
芥
川
龍
之
介
書
簡
抄
４

２ 

／ 

大
正
四
（
一
九
一
五
）
年
書
簡
よ
り
（
八
） 

井
川
恭
宛
三
通
」
の
二
通
目
の
「
大
正
四
（
一
九

一
五
）
年
七
月
二
十
一
日
・
消
印
二
十
六
日
・
出
雲
國
松
江
市
内
中
原
御
花
畑
一
八
七 
井
川
恭
樣
・
七
月

二
十
一
日 

田
端
四
三
五 

芥
川
龍
之
介
」
に
引
用
元
の
異
な
る
画
像
を
二
種
掲
げ
て
あ
る
の
で
、
そ
ち
ら

を
見
ら
れ
た
い
。
な
お
、
本
文
は
こ
こ
で
終
わ
っ
て
お
ら
ず
、
絵
の
裏
ペ
ー
ジ
は
白
紙
だ
が
、
次
の
段
落
が

ま
だ
あ
る
の
で
注
意
さ
れ
た
い
。］ 

  

私
は
こ
の
夏
の
あ
ひ
だ
に
、
小
說
家
と
し
て
の
又
は
藝
術
家
と
し
て
の
芥
川
龍
之
介
に
つ
い
て
の
硏
究

又
は
紹
介
と
い
つ
た
や
う
な
た
ぐ
ひ
の
著
書
を
幾
册
か
よ
ん
だ
が
、
そ
れ
ら
の
著
書
の
中
で
芥
川
龍
之
介

の
人
間
と
し
て
の
性
格
や
、
小
說
家
ま
た
は
藝
術
家
と
し
て
の
性
格
に
つ
い
て
あ
た
へ
ら
れ
て
ゐ
る
記
述

が
、
著
者
に
よ
つ
て
そ
れ
そ
れ
［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
マ
マ
。
後
も
同
じ
。
］
特
色
が
あ
る
こ
と
、
ま
た
芥

川
の
性
格
に
つ
い
て
彼
れ
是
れ
と
論
じ
て
ゐ
る
著
者
た
ち
の
、
芥
川
の
性
格
を
見
き
は
め
る
た
め
に
執
つ

て
ゐ
る
方
法
が
そ
れ
そ
れ
特
色
を
も
つ
て
ゐ
る
こ
と
を
、
興
味
ふ
か
い
こ
と
だ
と
お
も
つ
た
。
そ
し
て
、

右
に
述
べ
た
や
う
な
こ
と
を
考
へ
た
も
の
で
あ
る
。
あ
ま
り
長
く
な
る
の
で
、
こ
の
項
は
一
應
こ
れ
で
終

る
こ
と
と
し
た
い
。 

 

［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
我
々
は
、
こ
こ
に
、
恒
藤
が
彼
に
送
っ
て
き
た
絵
を
挟
ん
で
い
る
の
が
、
確
信
犯
で
あ

る
こ
と
に
気
づ
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
さ
ら
に
ま
た
、
恒
藤
は
最
後
に
、
極
め
て
禁
欲
的
に
他
社
の
芥
川

龍
之
介
の
そ
れ
ぞ
れ
が
ど
れ
も
、
芥
川
龍
之
介
と
い
う
人
間
を
、
か
な
り
異
な
っ
た
存
在
と
し
て
綴
っ
て
い

る
こ
と
に
対
し
て
、
字
背
に
於
い
て
「
ノ
ン
！
」
と
述
べ
て
い
る
の
で
あ
る
。
恒
藤
恭
が
、
「
私
の
よ
く
知

https://dl.ndl.go.jp/pid/1705439/1/54
http://hyogenkyuko.seesaa.net/article/484520758.html
https://onibi.cocolog-nifty.com/alain_leroy_/2021/04/post-60bb3d.html
https://onibi.cocolog-nifty.com/alain_leroy_/2021/04/post-60bb3d.html


っ
て
い
る
親
友
芥
川
龍
之
介
は
あ
な
た
方
が
考
え
て
い
る
よ
う
な
人
間
で
は
な
い
！
」
と
言
っ
て
い
る
の
で

あ
る
。］ 

  
 

 
 

 
 

 
 

五 

流
沙
河
の
渡
し
守 

  

世
の
中
に
「
心
の
重
荷
」
を
背
負
つ
て
ゐ
な
い
人
が
あ
る
も
の
だ
ら
う
か
。 

 

も
ち
ろ
ん
、
世
の
中
の
さ
ま
ざ
ま
の
こ
と
が
ら
に
つ
い
て
一
通
り
の
わ
き
ま
へ
を
爲
し
得
る
成
人
に
つ

い
て
言
ふ
の
で
あ
る
が
、―

―

い
さ
さ
か
も
心
の
重
荷
と
い
つ
た
や
う
な
も
の
を
持
つ
て
居
ら
ず
、
い
つ

の
時
で
も
、
い
か
に
も
か
ろ
が
ろ
し
た
身
の
こ
な
し
を
し
て
生
き
て
ゐ
る
や
う
な
人
も
見
受
け
ら
れ
る
け

れ
ど
、
果
た
し
て
そ
の
人
が
眞
に
な
ん
ら
の
心
の
重
荷
を
も
持
つ
て
ゐ
な
い
も
の
か
、
ど
う
か
は
分
り
や

う
が
な
い
。
お
そ
ら
く
、
人
々
に
よ
つ
て
重
量
こ
そ
異
な
れ
、
何
人
と
い
へ
ど
も
、
何
ほ
ど
か
の
重
量
の

心
の
重
荷
を
背
負
ふ
こ
と
な
し
に
は
、
人
生
の
行
路
を
た
ど
つ
て
行
く
こ
と
を
ゆ
る
さ
れ
た
い
と
い
ふ
の

が
、
人
間
に
課
せ
ら
れ
た
必
然
の
掟
で
は
な
か
ら
う
か
。 

 

あ
ら
ゆ
る
人
間
に
共
通
な
、
此
の
や
う
な
在
り
か
た
に
即
し
て
、
佛
敎
や
キ
リ
ス
ト
敎
な
ど
が
存
立
す

る
と
も
考
へ
ら
れ
る
で
あ
ら
う
。
人
に
よ
つ
て
は
心
の
重
荷
を
さ
ま
で
気
に
し
な
い
で
、
人
生
の
い
と
な

み
に
沒
頭
す
る
者
も
あ
れ
ば
、
そ
れ
を
絕
え
ず
氣
に
し
て
、
壓
迫
を
感
じ
な
が
ら
も
、
自
分
の
心
の
重
荷

は
自
分
自
身
で
背
負
つ
て
行
く
よ
り
外
は
な
い
と
信
じ
つ
つ
、
か
う
べ
を
挙
げ
て
人
生
の
行
路
を
進
ん
で

行
く
人
も
あ
る
し
、
心
を
許
し
合
つ
た
親
し
い
人
と
た
が
ひ
に
桐
手
の
心
の
重
荷
を
わ
か
ち
合
つ
て
背
負

ひ
な
が
ら
生
き
て
行
く
人
も
あ
る
で
あ
ら
う
。
し
か
し
ま
た
、
佛
と
か
、
キ
リ
ス
ト
と
か
い
ふ
や
う
な
絕

対
者
に
、
心
の
重
荷
を
す
つ
か
り
あ
づ
か
つ
て
も
ら
ふ
の
で
な
け
れ
ば
、
到
底
長
い
生
涯
の
途
を
た
ど
つ

て
行
く
氣
に
な
れ
な
い
人
が
あ
る
こ
と
も
た
し
か
で
あ
る
。 

 

芥
川
龍
之
介
の
作
品
の
中
に
、
大
正
八
年
四
月
に
書
か
れ
た
「
き
り
し
と
ほ
ろ
上
人
傳
」
と
い
ふ
小
說

が
あ
る
。
こ
れ
は
作
者
み
づ
か
ら
が
「
小
序
」
の
中
に
こ
と
わ
つ
て
ゐ
る
や
う
に
、
「
古
來
あ
ま
ね
く
欧

洲
天
主
敎
國
に
流
布
し
た
聖
人
行
狀
記
の
一
種
」
に
も
と
づ
い
て
作
ら
れ
た
物
語
風
の
小
說
で
あ
る
。
私

は
「
き
り
し
と
ほ
ろ
」
が
童
子
を
背
負
つ
て
河
を
渡
つ
て
行
く
姿
を
ゑ
が
い
た
版
畫
を
見
た
こ
と
は
あ
る

け
れ
ど
、
ふ
つ
う
の
絵
畫
に
「
き
り
し
と
ほ
ろ
」
が
ゑ
が
か
れ
て
あ
る
の
を
見
た
こ
と
は
な
い
。 

  

さ
て
、
芥
川
の
記
述
に
よ
れ
ば
、
「
き
り
し
と
ほ
ろ
」
は
遠
い
昔
の
こ
と
「
し
り
あ
」
の
國
の
山
奥
に

住
ん
で
ゐ
た
、
身
の
た
け
は
三
丈
あ
ま
り
も
あ
る
山
男
で
、
も
と
の
名
は
「
れ
ぷ
ろ
ぼ
す
」
と
い
ふ
の
で

あ
つ
た
が
、
人
間
と
生
れ
た
か
ら
に
は
、
あ
つ
ぱ
れ
功
名
手
が
ら
を
立
て
て
、
末
は
大
名
に
も
な
り
た
い

と
い
ふ
野
心
を
起
し
て
、
「
あ
ん
ち
お
き
や
」
の
都
に
さ
し
の
ぼ
つ
た
。
そ
れ
か
ら
さ
ま
ざ
ま
の
異
常
の

経
驗
を
し
た
あ
げ
く
の
果
て
に
、
「
え
じ
つ
と
」
の
沙
漠
の
中
を
な
が
れ
て
ゐ
る
流
沙
河
の
ほ
と
り
に
、

さ
さ
や
か
な
庵
を
結
ん
で
、
渡
り
に
な
や
む
旅
人
を
肩
に
負
う
て
向
う
の
岸
に
わ
た
す
波
し
守
と
な
つ
た
。

そ
れ
か
ら
三
年
目
の
あ
る
夜
の
こ
と
、
嵐
が
す
さ
ま
じ
く
吹
き
荒
れ
、
神
嗚
り
さ
ヘ
も
嗚
り
渡
る
さ
な
か

に
、
年
の
頃
は
十
歲
に
も
足
ら
ぬ
や
う
な
、
み
め
淸
ら
か
な
白
衣
の
童
兒
が
、
そ
の
庵
の
ま
へ
で
、
「
如

何
に
渡
し
守
は
を
り
や
る
ま
い
か
、
そ
の
河
一
つ
渡
し
て
給
は
れ
い
。
」
と
さ
け
ん
だ
。
外
の
く
ら
や
み



に
出
た
「
れ
ぷ
ろ
ぼ
す
」
が
、
巨
き
な
か
ら
だ
を
か
が
め
な
が
ら
、
「
お
ぬ
し
は
何
と
し
て
か
や
う
な
夜

更
け
に
ひ
と
り
歩
く
ぞ
。
」
と
た
づ
ね
る
と
、
童
兒
は
悲
し
げ
な
瞳
を
あ
げ
て
、
「
わ
れ
ら
が
父
の
も
と
へ

帰
ら
う
と
て
。」
と
こ
た
へ
た
。
そ
こ
で
、
「
れ
ぷ
ろ
ぼ
す
」
は
も
ろ
手
に
わ
ら
ん
べ
を
か
き
抱
き
、
肩
へ

乘
せ
た
う
へ
、
大
杖
を
突
い
て
岸
べ
の
靑
蘆
を
押
し
分
け
な
が
ら
、
嵐
に
狂
ふ
夜
河
の
中
に
ざ
ん
ぶ
と
身

を
ひ
た
し
て
わ
た
り
は
じ
め
た
が
、
風
は
黒
雲
を
卷
き
落
し
て
吹
き
ど
よ
も
し
、
雨
は
川
の
面
を
射
て
、

底
ま
で
と
ほ
れ
と
降
り
そ
そ
ぎ
、
浪
は
一
面
涌
き
立
ち
返
る
の
を
時
折
り
闇
を
破
つ
て
稻
妻
が
照
ら
し
出

す
と
い
ふ
凄
じ
い
勢
ひ
に
、
さ
す
が
の
豪
の
者
も
ほ
と
ほ
と
渡
り
な
や
ん
だ
。 

 

し
か
し
、
雨
風
よ
り
も
更
に
難
儀
だ
つ
た
の
は
、
肩
の
わ
ら
べ
が
次
第
に
重
く
な
つ
た
こ
と
で
、
河
の

眞
唯
中
へ
さ
し
か
か
つ
た
こ
ろ
に
は
、
大
盤
石
を
背
負
つ
て
ゐ
る
か
と
疑
は
れ
る
く
ら
ゐ
で
あ
つ
た
。
山

男
は
寄
せ
て
は
返
す
荒
な
み
に
乳
の
あ
た
り
ま
で
洗
は
せ
な
が
ら
、
太
杖
も
折
れ
よ
と
突
き
か
た
め
て
、

必
死
に
目
ざ
す
岸
へ
と
い
そ
い
だ
。
お
よ
そ
一
時
あ
ま
り
し
て
漸
く
向
う
岸
へ
着
き
、
よ
ろ
め
き
上
る
と
、

肩
の
わ
ら
ん
べ
を
抱
き
お
ろ
し
な
が
ら
、
「
は
て
さ
て
、
お
ぬ
し
と
云
ふ
わ
ら
ん
べ
の
重
さ
は
、
海
山
は

か
り
知
れ
ま
じ
い
ぞ
」
と
言
つ
た
。
す
る
と
、
わ
ら
ん
べ
は
に
つ
こ
と
ほ
ほ
ゑ
ん
で
、
山
男
の
顏
を
仰
ぎ

見
な
が
ら
、
さ
も
な
つ
か
し
げ
に
、
「
さ
も
あ
ら
う
ず
。
お
ぬ
し
は
今
宵
と
い
ふ
今
宵
こ
そ
、
世
界
の
苦

し
み
を
身
に
荷
う
た
『
え
す
・
き
り
し
と
』
を
負
ひ
な
い
た
の
ぢ
や
。
」
と
、
鈴
を
振
る
や
う
な
聲
で
こ

た
へ
た
。
そ
の
と
き
、
わ
ら
ん
べ
の
頭
上
に
は
燦
然
た
る
金
光
が
嵐
を
つ
ん
ざ
い
て
き
ら
め
い
て
ゐ
た
。 

 

「
き
り
し
と
ほ
ろ
」
と
い
ふ
の
は
、
山
男
の
「
れ
ぷ
ろ
ぽ
す
」
が
、
「
え
じ
つ
と
」
の
沙
漠
の
中
に
住

む
隱
者
の
翁
か
ら
洗
禮
を
さ
づ
け
ら
れ
た
と
き
に
貰
つ
た
名
前
で
あ
つ
て
、
流
沙
河
の
渡
し
守
と
な
つ
た

の
も
、
こ
の
翁
の
さ
し
づ
に
し
た
が
つ
た
か
ら
で
あ
つ
た
が
、
わ
ら
ん
べ
を
わ
た
し
た
そ
の
夜
か
ら
「
き

り
し
と
ほ
ろ
」
は
む
く
つ
け
い
姿
を
見
せ
ぬ
や
う
に
な
つ
た
。 

  

キ
リ
ス
ト
を
信
ず
る
人
々
の
心
の
中
に
生
き
て
ゐ
る
キ
リ
ス
ト
は
、
今
で
も
や
は
り
彼
を
信
ず
る
す
ペ

て
の
人
々
の
心
の
重
荷
を
身
一
つ
に
背
負
ひ
な
が
ら
、
父
な
る
神
の
ひ
ざ
も
と
に
帰
つ
て
行
く
日
の
到
來

す
る
ま
で
、
こ
の
世
界
の
涯
か
ら
涯
ま
で
、
ひ
と
り
旅
を
つ
づ
け
て
ゐ
る
の
で
あ
ら
う
か
。 

 

［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
本
篇
で
は
、
芥
川
龍
之
介
の
「
き
り
し
と
ほ
ろ
上
人
傳
」
（
初
出
は
「
き
り
し
と
ほ

ろ
上
人
傳
」
で
大
正
八
（
一
九
一
九
）
年
三
月
発
行
の
『
新
小
說
』
に
前
半
が
、
続
い
て
同
年
五
月
発
行

の
同
誌
に
初
出
標
題
を
「
續
き
り
し
と
ほ
ろ
上
人
傳
」
と
し
て
掲
載
さ
れ
た
。
翌
年
一
月
春
陽
堂
刊
の
作

品
集
「
影
燈
籠
」
に
纏
め
て
決
定
稿
と
し
て
収
録
さ
れ
た
）
が
紹
介
さ
れ
て
い
る
。
同
作
で
は
冒
頭
の

「
小
序
」
で
、
芥
川
龍
之
介
が
解
説
し
て
、
『
こ
れ
は
予
が
嘗
て
三
田
文
學
紙
上
に
掲
載
し
た
「
奉
敎
人

ほ
う
け
う
に
ん

の
死
」
と
同
じ
く
、
予
が
所
藏
の
切
支
丹
版
「
れ
げ
ん
だ
・
あ
う
れ
あ
」
の
一
章
に
、
多
少
の
潤
色
を
加

へ
た
も
の
で
あ
る
。
但
し
「
奉
敎
人
の
死
」
は
本
邦
西
敎
徒
の
逸
事
で
あ
つ
た
が
、
「
き
り
し
と
ほ
ろ

上
人
傳

し
や
う
に
ん
で
ん

は
古
來
洽
』
（
あ
ま
ね
）
『
く
歐
洲
天
主
敎
國
に
流
布
し
た
聖
人
行
狀
記
の
一
種
で
あ
る
か
ら
、
予

の
「
れ
げ
ん
だ
・
あ
う
れ
あ
」
の
紹
介
も
、
彼
是
』
（
ひ
し
）
『
相
俟
つ
て
始
め
て
全
豹
』
（
ぜ
ん
ぺ
う
）

『
を
彷
彿
す
る
事
が
出
來
る
か
も
知
れ
な
い
。
』
（
改
行
）
『
傳
中
殆
ど
滑
稽
に
近
い
時
代
錯
誤
や
場
所
錯

誤
が
續
出
す
る
が
、
予
は
原
文
の
時
代
色
を
損

そ
こ
な

ふ
ま
い
と
し
た
結
果
、
わ
ざ
と
何
等
の
筆
削
を
も
施
さ
な



い
事
に
し
た
。
大
方
の
諸
君
子
に
し
て
、
豫
が
常
識
の
有
無
を
疑
は
れ
な
け
れ
ば
幸
甚
で
あ
る
。』
（
岩
波

旧
全
集
を
底
本
と
し
た
）
と
記
す
も
の
で
あ
る
が
（
「
れ
げ
ん
だ
・
あ
う
れ
あ
」
は
芥
川
龍
之
介
が
勝
手

に
で
っ
ち
上
げ
た
架
空
の
書
名
で
あ
る
。
但
し
、
「
奉
敎
人
の
死
」
も
「
き
り
し
と
ほ
ろ
上
人
傳
」
も
元

ネ
タ
に
し
た
原
拠
は
実
際
に
は
あ
る
）、
私
が
激
し
く
偏
愛
す
る
「
奉
敎
人
の
死
」
（
大
正
七
（
一
九
一
八
）

年
九
月
発
行
『
三
田
文
学
』
に
初
出
。
私
は
サ
イ
ト
版
で
古
く
に
「
奉
教
人
の
死
〔
岩
波
旧
全
集
版
〕
」、

及
び
、
作
品
集
『
傀
儡
師
』
版
「
奉
教
人
の
死
」
、
さ
ら
に
、
芥
川
龍
之
介
「
奉
教
人
の
死
」
（
自
筆
原
稿

復
元
版
）
ブ
ロ
グ
版
と
、
同
前
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注 

ブ
ロ
グ
版
、
さ
ら
に
は
、
原
拠
を
サ
イ
ト
版
と
し
て
電

子
化
し
た
原
典 

斯
定
筌
（ M

ich
ael S

teich
en

 1
8
5
7

-1
9
2
9
 

）
著
「
聖
人
伝
」
よ
り
「
聖
マ
リ
ナ
」
も
完

備
し
て
い
る
程
度
に
は
フ
リ
ー
ク
で
あ
る
）
に
比
べ
、
構
成
の
面
白
さ
が
な
く
、
感
動
も
薄
く
、
龍
之
介

の
切
支
丹
物
の
中
で
は
、
最
も
評
価
し
な
い
作
品
で
あ
る
。
従
っ
て
、
私
の
サ
イ
ト
で
は
電
子
化
し
て
い

な
い
の
で
、「
青
空
文
庫
」
版
の
同
作
（
但
し
、
新
字
旧
仮
名
）
を
リ
ン
ク
さ
せ
て
お
く
。 

「
流
沙
河
」
「
り
う
さ
が
」
は
筑
摩
書
房
全
集
類
聚
版
「
芥
川
龍
之
介
全
集
」
第
二
巻
の
脚
注
（
昭
和
四

六
（
一
九
七
一
）
年
刊
・
第
二
巻
）
で
は
、
『「
流
沙
」
と
は
砂
漠

さ

ば

く

の
こ
と
で
、
砂
漠
を
流
れ
る
河
と
い
う

ほ
ど
の
意
味
。
も
ち
ろ
ん
芥
川
の
虚
構
の
河
名
で
あ
る
』
と
あ
る
。 

「
き
り
し
と
ほ
ろ
上
人
」
同
前
で
『C

h
risto

p
h
o
ro

s

（
キ
リ
ス
ト
を
背
負
う
者
の
意
）
は
伝
説
に
よ
れ
ば

三
世
紀
頃
の
シ
リ
ア
の
人
。
救
難
の
聖
人
』
と
あ
る
。
ま
た
、
ネ
ッ
ト
の
中
経
出
版
の
「
世
界
宗
教
用
語

大
事
典
」
に
は
、
『
ク
リ
ス
ト
フ
ォ
ロ
ス 

【C
h
risto

p
h
o
ro

s

】』
は
『
十
四
救
難
聖
人
の
一
人
。
ギ
リ
シ
ア

語
で
〈
キ
リ
ス
ト
を
運
ん
だ
者
〉
の
意
。
詳
歴
不
明
だ
が
』
、
ロ
ー
マ
皇
帝
『
デ
キ
ウ
ス
帝
』
（
ガ
イ
ウ

ス
・
メ
ッ
シ
ウ
ス
・
ク
ィ
ン
ト
ゥ
ス
・
ト
ラ
ヤ
ヌ
ス
・
デ
キ
ウ
ス
（G

aiu
s M

essiu
s Q

u
in

tu
s T

rajan
u
s 

D
eciu

s 

二
〇
一
年
～
二
五
一
年
六
月
：
在
位
：
二
四
九
年
～
二
五
一
年
）
『
の
迫
害
の
時
の
殉
教
者
と
い

わ
れ
る
。
怪
力
の
渡
し
守
だ
っ
た
と
の
伝
説
が
あ
り
、
あ
る
時
、
少
年
を
背
負
っ
て
川
を
渡
っ
た
ら
、
次

第
に
重
く
な
り
、
水
を
か
ぶ
り
な
が
ら
（
洗
礼
の
意
）
岸
に
着
く
と
、
少
年
は
キ
リ
ス
ト
で
あ
り
、
そ
の

重
さ
は
全
世
界
の
そ
れ
だ
っ
た
、
と
の
寓
話
が
あ
る
。
教
会
南
門
に
面
し
て
、
こ
の
像
を
描
く
習
慣
が
あ

り
、
見
た
人
は
災
難
に
遭
わ
な
い
と
す
る
。
水
夫
・
巡
礼
者
・
旅
人
な
ど
の
守
護
聖
人
。
イ
コ
ン
で
は
犬

の
顔
に
す
る
こ
と
が
あ
る
』
と
あ
る
。
こ
の
「
救
難
聖
人
」
は
同
じ
事
典
に
、
『
カ
ト
リ
ッ
ク
で
、
と
く

に
困
っ
た
時
、
難
を
救
っ
て
く
れ
る
と
い
う
』
十
四
『
人
の
聖
人
』
と
あ
り
、
十
五
『
世
紀
中
頃
』
、
『
盛

ん
に
崇
拝
さ
れ
た
』
と
あ
る
。
ウ
ィ
キ
の
「
ク
リ
ス
ト
フ
ォ
ロ
ス
」
も
あ
り
、
そ
こ
に
は
私
の
好
き
な
ル

ネ
サ
ン
ス
期
の
ネ
ー
デ
ル
ラ
ン
ト
の
画
家
で
初
期
フ
ラ
ン
ド
ル
派
に
属
す
る
ヒ
エ
ロ
ニ
ム
ス
・
ボ
ス

（H
iero

n
y
m

u
s B

o
sch

 

一
四
五
〇
年
頃
～
一
五
一
六
年
）
が
描
い
た
イ
エ
ス
・
キ
リ
ス
ト
を
背
負
っ
た

ク
リ
ス
ト
フ
ォ
ロ
ス
の
絵
も
載
る
。
そ
ち
ら
に
は
、
『
ク
リ
ス
ト
フ
ォ
ロ
ス
の
物
語
は
教
派
に
よ
っ
て
微

妙
に
異
な
っ
て
い
る
』
と
し
、
「
カ
ト
リ
ッ
ク
教
会
に
お
け
る
伝
承
」
の
項
に
は
、
一
つ
の
『
伝
承
で
は

ク
リ
ス
ト
フ
ォ
ロ
ス
は
も
と
も
と
レ
プ
ロ
ブ
ス
』
（
英
文
ウ
ィ
キ
で
は
〝R

ep
ro

b
u
s

〟
）
『
と
い
う
名
前
の

ロ
ー
マ
人
だ
っ
た
と
い
う
。
彼
は
キ
リ
ス
ト
教
に
改
宗
し
、
イ
エ
ス
・
キ
リ
ス
ト
に
仕
え
る
こ
と
を
決
意

し
た
と
い
う
。
別
の
伝
承
で
は
カ
ナ
ン
出
身
で
オ
フ
ェ
ロ
ス
と
い
う
名
前
だ
っ
た
と
も
い
う
。
彼
は
隠
者

の
も
と
を
訪
れ
、
イ
エ
ス
・
キ
リ
ス
ト
に
よ
り
親
し
く
仕
え
る
方
法
を
問
う
た
。
隠
者
は
人
々
に
奉
仕
す

る
こ
と
が
そ
の
道
で
あ
る
と
い
い
、
流
れ
の
急
な
川
を
示
し
て
、
そ
こ
で
川
を
渡
る
人
々
を
助
け
る
こ
と

http://yab.o.oo7.jp/houkyounin.html
http://yab.o.oo7.jp/KKGho.html
http://onibi.cocolog-nifty.com/alain_leroy_/2016/06/post-13d8.html
http://onibi.cocolog-nifty.com/alain_leroy_/2016/06/post-13d8.html
http://onibi.cocolog-nifty.com/alain_leroy_/2016/06/post-e871.html
http://yab.o.oo7.jp/seimarina.html
https://www.aozora.gr.jp/cards/000879/card79.html
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E3%82%AF%E3%83%AA%E3%82%B9%E3%83%88%E3%83%95%E3%82%A9%E3%83%AD%E3%82%B9
https://upload.wikimedia.org/wikipedia/commons/e/ea/Hieronymus_Bosch_085.jpg
https://upload.wikimedia.org/wikipedia/commons/e/ea/Hieronymus_Bosch_085.jpg
https://upload.wikimedia.org/wikipedia/commons/e/ea/Hieronymus_Bosch_085.jpg
https://en.wikipedia.org/wiki/Saint_Christopher


を
提
案
し
た
。
レ
プ
ロ
ブ
ス
は
こ
れ
を
聞
き
入
れ
、
川
を
渡
ろ
う
と
す
る
人
々
に
無
償
で
尽
く
し
始
め

た
』
。
『
あ
る
日
、
小
さ
な
男
の
子
が
川
を
渡
り
た
い
と
レ
プ
ロ
ブ
ス
に
言
っ
た
。
彼
が
あ
ま
り
に
小
さ
か

っ
た
の
で
お
安
い
御
用
と
引
き
受
け
た
レ
プ
ロ
ブ
ス
だ
っ
た
が
、
川
を
渡
る
う
ち
に
男
の
子
は
異
様
な
重

さ
に
な
り
、
レ
プ
ロ
ブ
ス
は
倒
れ
ん
ば
か
り
に
な
っ
た
。
あ
ま
り
の
重
さ
に
男
の
子
が
た
だ
も
の
で
な
い

こ
と
に
気
づ
い
た
レ
プ
ロ
ブ
ス
は
丁
重
に
そ
の
名
前
を
た
ず
ね
た
。
男
の
子
は
自
ら
が
イ
エ
ス
・
キ
リ
ス

ト
で
あ
る
と
明
か
し
た
。
イ
エ
ス
は
全
世
界
の
人
々
の
罪
を
背
負
っ
て
い
る
た
め
重
か
っ
た
の
で
あ
る
。

川
を
渡
り
き
っ
た
と
こ
ろ
で
イ
エ
ス
は
レ
プ
ロ
ブ
ス
を
祝
福
し
、
今
後
は
「
キ
リ
ス
ト
を
背
負
っ
た
も
の
」

と
い
う
意
味
の
「
ク
リ
ス
ト
フ
ォ
ロ
ス
」
と
名
乗
る
よ
う
命
じ
た
』。
『
同
時
に
イ
エ
ス
は
レ
プ
ロ
ブ
ス
が

持
っ
て
い
た
杖
を
地
面
に
突
き
刺
す
よ
う
に
命
じ
た
。
彼
が
そ
う
す
る
と
』
、
『
杖
か
ら
枝
と
葉
が
生
え
だ

し
、
み
る
み
る
巨
木
と
な
っ
た
。
後
に
こ
の
木
を
見
た
多
く
の
人
々
が
キ
リ
ス
ト
教
に
改
宗
し
た
。
こ
の

話
は
同
地
の
王
（
伝
承
に
よ
っ
て
は
デ
キ
ウ
ス
帝
）
の
知
る
と
こ
ろ
と
な
り
、
ク
リ
ス
ト
フ
ォ
ロ
ス
は
捕

ら
え
ら
れ
、
拷
問
を
受
け
た
あ
と
で
斬
首
さ
れ
た
と
い
う
』
と
あ
る
。 

「
三
丈
」
九
メ
ー
ト
ル
九
セ
ン
チ
。 

「
あ
ん
ち
お
き
や
」
筑
摩
全
集
類
聚
脚
注
に
は
、『A

n
tio

ch
ia

』
は
『
シ
リ
ア
の
首
都
。
い
ま
は
シ
リ
ア
共

和
国
の
町
。
ロ
ー
マ
時
代
、
パ
レ
ス
チ
ナ
以
外
で
最
初
の
キ
リ
ス
ト
教
団
が
組
織
さ
れ
た
町
』
と
あ
る
が
、

ネ
ッ
ト
の
「g

o
o

辞
書
」
で
は
『
ア
ン
テ
ィ
オ
キ
ア
【（
ラ
テ
ン
）A

n
tio

ch
ia

】』
と
し
て
、
『
ト
ル
コ
南
部

の
小
都
市
ア
ン
タ
キ
ヤ
の
古
称
』
で
、
紀
元
前
三
〇
〇
年
頃
、
『
古
代
シ
リ
ア
王
国
の
セ
レ
ウ
コ
ス
』
Ⅰ

『
世
が
首
都
と
し
て
建
設
。 

の
ち
』
に
『
エ
ル
サ
レ
ム
に
次
ぐ
初
代
キ
リ
ス
ト
教
会
の
中
心
地
』
と
な
っ

た
と
あ
る
。
ト
ル
コ
の
ア
ン
タ
キ
ヤ
は
こ
こ
（
グ
ー
グ
ル
・
マ
ッ
プ
・
デ
ー
タ
）。 

「
え
じ
つ
と
」
〝E

g
y
p
t

〟
。
エ
ジ
プ
ト
。 

「
海
山
」「
う
み
や
ま
」。 

「
荷
う
た
」「
に
な
う
た
」。 

「
え
す
・
き
り
し
と
」
イ
エ
ス
・
キ
リ
ス
ト
。 

「
む
く
つ
け
い
姿
」
芥
川
龍
之
介
の
「
き
し
と
ほ
ろ
上
人
」
の
最
終
段
落
の
表
記
を
そ
の
ま
ま
に
用
い
た

も
の
。
芥
川
龍
之
介
は
「
奉
敎
人
の
死
」
と
同
様
に
、
擬
似
切
支
丹
版
の
雰
囲
気
を
出
す
た
め
に
、
一
種

訛
っ
た
よ
う
な
、
旧
口
語
的
に
ズ
ラ
し
た
特
異
な
表
記
・
表
現
法
を
本
作
で
は
用
い
て
い
る
。］ 

  
 

 
 

 
 

 
 

六 

芥 

川 

家 

の 

人 
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芥
川
龍
之
介
は
新
原
敏
三
氏
の
長
男
と
し
て
明
治
二
十
五
年
三
月
一
日
に
生
ま
れ
た
。
幼
年
の
と
き
に

―
―

何
歲
の
と
き
で
あ
つ
た
か
は
私
は
知
ら
な
い―

―

実
母
の
兄
に
当
る
芥
川
道
章
氏
の
養
子
と
な
つ
た
。

芥
川
の
十
一
歲
の
年
に
実
母
は
亡
く
な
り
、
そ
の
妹
が
代
つ
て
敏
三
氏
の
後
妻
と
な
つ
て
、
二
人
の
あ
ひ

だ
に
生
ま
れ
た
得
二
君
が
新
原
家
を
嗣
い
だ
や
う
に
思
ふ
。 

［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
以
下
、
年
譜
的
事
実
は
概
ね
新
全
集
の
宮
坂
覺
氏
の
そ
れ
に
拠
っ
た
。 

「
新
原
敏
三
」
（
姓
は
「
に
い
は
ら
」
と
読
む 

嘉
永
三
（
一
八
五
〇
）
年
九
月
六
日
～
大
正
八
（
一
九
一
九
）
年
三
月
十

六
日
（
死
因
は
ス
ペ
イ
ン
風
邪
）
）
は
二
〇
〇
三
年
翰
林
書
房
刊
の
「
芥
川
龍
之
介
新
辞
典
」
の
庄
司
達
也
氏
の
「
新
原
敏

https://www.google.com/maps/place/%E3%83%88%E3%83%AB%E3%82%B3+%E3%83%8F%E3%82%BF%E3%82%A4+%E3%82%A2%E3%83%B3%E3%82%BF%E3%82%AD%E3%83%A4/@34.8486251,35.0922225,6.5z/data=!4m5!3m4!1s0x1525c1b7154f0ccb:0xc6304a8f4e7a5920!8m2!3d36.1968031!4d36.1612344


三
・
新
原
家
」
に
よ
る
と
、
『
周
防
国
玖
珂
』
（
く
が
）
『
郡
生
見
村
湯
屋
（
現
、
山
口
県
玖
珂
郡
美
和
町
大
字
生
見
』
（
現
在

は
山
口
県
岩
国
市
美
和
町
（
み
わ
ま
ち
）
生
見
（
い
く
み
）
。
グ
ー
グ
ル
・
マ
ッ
プ
・
デ
ー
タ
。
以
下
、
無
指
示
は
同
じ
）

『
に
農
家
の
三
男
と
し
て
生
ま
れ
た
』
と
あ
り
、
慶
応
二
（
一
八
六
六
）
年
に
『
火
蓋
を
切
っ
た
四
境
戦
争
（
長
州
征
伐
）

に
』
、
敏
三
は
、
数
え
十
七
歳
で
『
大
林
源
治
の
変
名
を
用
い
て
長
州
軍
の
農
兵
隊
で
あ
る
「
御
楯
隊
」
（
後
の
整
武
隊
）
の

器
械
方
（
砲
兵
隊
）
下
士
卒
と
し
て
参
戦
』
、
七
月
二
十
八
日
に
『
あ
っ
た
芸
州
口
（
現
、
広
島
県
大
竹
市
付
近
）
の
戦
闘

で
負
傷
し
、
戦
線
を
離
脱
し
た
』
と
あ
り
、
そ
の
後
は
、
し
ば
ら
く
消
息
が
途
絶
え
る
が
、
明
治
九
（
一
八
七
六
）
年
九
月

に
『
千
葉
県
成
田
三
里
塚
の
官
営
牧
場
「
下
総
御
料
牧
場
」
に
「
雇
」
と
し
て
入
所
』
、
『
そ
の
後
、
神
奈
川
県
仙
石
原
の
耕

牧
舎
牧
場
』
に
移
っ
て
、
『
実
業
家
渋
沢
栄
一
の
も
と
で
次
第
に
頭
角
を
現
し
て
い
っ
た
』
（
長
州
征
伐
は
幕
府
軍
が
小
倉

口
・
石
州
口
・
芸
州
口
・
大
島
口
の
四
方
か
ら
攻
め
た
た
め
に
長
州
側
で
は
「
四
境

し
き
ょ
う

戦
争
」
と
呼
ぶ
）
。
『
後
に
は
東
京
に
お

け
る
耕
牧
舎
の
牛
乳
販
売
の
管
理
者
と
し
て
、
外
国
人
居
留
地
に
隣
接
す
る
築
地
入
船
町
（
現
、
中
央
区
明
石
町
）
に
本
店

を
置
き
』
（
明
治
一
六
（
一
八
八
三
）
年
）
、
『
府
下
北
豊
島
郡
金
杉
村
、
芝
、
四
谷
に
支
店
を
設
け
、
事
業
を
拡
大
し
て
い

っ
た
』
と
あ
る
。
龍
之
介
の
芥
川
実
母
フ
ク
（
万
延
元
（
一
八
六
〇
）
年
十
月
九
日
～
明
治
三
四
（
一
九
〇
二
）
年
十
一
月

二
十
八
日
）
と
の
結
婚
は
明
治
一
八
（
一
八
八
五
）
年
三
月
で
、
待
望
の
長
男
龍
之
介
の
生
誕
は
七
年
後
で
あ
っ
た
（
出
生

地
は
東
京
市
京
橋
区
入
船
町
（
現
在
の
中
央
区
明
石
町
の
こ
の
附
近
）
。
し
か
し
、
そ
の
年
の
八
か
月
後
の
十
月
末
に
母
フ

ク
が
精
神
に
異
常
を
き
た
し
た
た
め
（
私
は
重
い
強
迫
神
経
症
を
疑
っ
て
い
る
。
未
だ
に
年
譜
な
ど
で
発
狂
と
記
す
の
は
、

そ
ろ
そ
ろ
考
え
た
方
が
い
い
と
思
う
。
な
お
、
そ
の
発
症
原
因
の
一
つ
に
は
龍
之
介
が
生
ま
れ
る
四
年
前
の
明
治
二
一
（
一

九
八
八
）
年
四
月
に
長
女
ソ
メ
が
僅
か
満
二
歳
九
ヶ
月
あ
ま
り
で
脳
膜
炎
で
急
逝
し
た
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
る
が
、
ど
う
も
実

父
敏
三
絡
み
の
隠
さ
れ
た
原
因
も
あ
る
や
に
は
聴
い
て
い
る
。
因
み
に
、
こ
の
「
ソ
メ
」
と
は
、
芥
川
龍
之
介
の
名
掌
品

「
點
鬼
簿
」
（
大
正
一
五
（
一
九
二
六
）
年
十
月
発
行
の
『
改
造
』
初
出
）
の
「
二
」
に
出
る
『
初
ち
や
ん
』
の
こ
と
で
あ

る
。
同
作
は
実
母
フ
ク
や
実
父
敏
三
も
記
さ
れ
て
あ
る
。
し
か
し
、
私
は
こ
の
夭
折
し
た
姉
「
初
ち
や
ん
」
へ
の
龍
之
介
の

感
懐
は
読
む
た
び
に
目
頭
が
熱
く
な
る
の
で
あ
る
。
な
お
、
私
は
今
回
調
べ
て
み
て
、
こ
れ
は
「
は
つ
ち
や
ん
」
で
は
な
く
、

「
ソ
メ
ち
や
ん
」
と
読
む
の
が
本
当
は
正
し
い
こ
と
を
発
見
し
た
）
、
龍
之
介
は
本
所
区
小
泉
町
（
現
在
の
墨
田
区
両
国
三
丁

目
の
こ
の
附
近
）
に
あ
っ
た
フ
ク
の
実
家
で
兄
の
道
章
が
当
主
で
あ
っ
た
芥
川
家
に
預
け
ら
れ
た
。 

「
実
母
の
兄
に
当
る
芥
川
道
章
氏
の
養
子
と
な
つ
た
」
法
的
決
着
が
下
っ
て
正
式
に
芥
川
家
の
養
子
と
な
っ
た
の
は
、
明
治

三
七
（
一
九
〇
四
）
年
。
同
年
五
月
四
日
に
審
判
が
行
わ
れ
、
同
月
十
日
に
新
原
家
の
推
定
家
督
相
続
人
廃
除
の
判
決
が
出
、

同
年
八
月
に
は
芥
川
家
に
入
籍
し
て
い
る
。
当
時
、
龍
之
介
は
満
十
二
歲
で
江
東
尋
常
小
学
校
高
等
科
三
年
で
あ
っ
た
。
養

父
母
に
つ
い
て
は
、
先
行
す
る
こ
ち
ら
で
既
注
済
み
。 

「
芥
川
の
十
一
歲
の
年
に
実
母
は
亡
く
な
り
」
数
え
。
満
十
歳
で
あ
っ
た
。 

「
そ
の
妹
が
代
つ
て
敏
三
氏
の
後
妻
と
な
つ
て
」
龍
之
介
の
実
母
フ
ク
の
末
妹
フ
ユ
（
文
久
二
（
一
八
六
二
）
年
十
月
九
日

～
大
正
九
（
一
九
二
〇
）
年
四
月
二
十
日
）
が
後
妻
と
な
っ
た
。 

「
得
二
」
新
原
得
二
（
一
八
九
九
）
年
七
月
十
一
日
～
昭
和
五
（
一
九
三
〇
）
年
二
月
十
八
日
）
は
龍
之
介
の
異
母
弟
。
フ

ユ
と
の
間
に
生
ま
れ
た
。
新
全
集
人
名
解
説
索
引
に
よ
れ
ば
、
上
智
大
学
に
入
っ
た
が
、
中
退
し
た
。
『
父
に
似
た
野
性
的

な
激
し
い
性
格
で
』
、
『
岡
本
綺
堂
に
つ
い
て
戯
曲
「
虚
無
の
実
」
を
書
い
た
り
し
た
が
』
、
『
文
筆
に
満
足
』
せ
ず
、
後
に
は

『
日
蓮
宗
に
入
』
信
し
た
。
龍
之
介
も
い
ろ
い
ろ
と
世
話
を
焼
い
た
が
、
結
局
、
物
に
な
ら
ず
、
満
三
十
で
早
逝
し
て
い

る
。］ 

 

芥
川
が
一
高
に
入
学
し
た
明
治
四
十
三
年
に
芥
川
家
は
本
所
小
泉
町
か
ら
新
宿
一
丁
目
に
移
轉
し
た
。

https://www.google.com/maps/place/%E3%80%92740-1231+%E5%B1%B1%E5%8F%A3%E7%9C%8C%E5%B2%A9%E5%9B%BD%E5%B8%82%E7%BE%8E%E5%92%8C%E7%94%BA%E7%94%9F%E8%A6%8B/@34.2798067,132.0651426,11.25z/data=!4m5!3m4!1s0x354532a274662f25:0x7e610ed3687c80c4!8m2!3d34.2525467!4d132.0831262
https://www.google.com/maps/place/%E3%80%92104-0044+%E6%9D%B1%E4%BA%AC%E9%83%BD%E4%B8%AD%E5%A4%AE%E5%8C%BA%E6%98%8E%E7%9F%B3%E7%94%BA%EF%BC%91%EF%BC%90%E2%88%92%EF%BC%91%EF%BC%91/@35.6673408,139.7735094,15.75z/data=!4m5!3m4!1s0x60188961990fa56f:0x99b107ff957b953c!8m2!3d35.6675543!4d139.7749846
http://yab.o.oo7.jp/tennkibo.html
https://www.google.com/maps/place/%E8%8A%A5%E5%B7%9D%E9%BE%8D%E4%B9%8B%E4%BB%8B%E7%94%9F%E8%82%B2%E3%81%AE%E5%9C%B0/@35.6961451,139.7828928,14.5z/data=!4m5!3m4!1s0x601889359b312a59:0x349b73d477ef11a8!8m2!3d35.6944958!4d139.7939967
https://www.google.com/maps/place/%E8%8A%A5%E5%B7%9D%E9%BE%8D%E4%B9%8B%E4%BB%8B%E7%94%9F%E8%82%B2%E3%81%AE%E5%9C%B0/@35.6961451,139.7828928,14.5z/data=!4m5!3m4!1s0x601889359b312a59:0x349b73d477ef11a8!8m2!3d35.6944958!4d139.7939967
https://onibi.cocolog-nifty.com/alain_leroy_/2023/01/post-969f7d.html


そ
の
こ
ろ
は
、
四
谷
見
附
か
ら
新
宿
へ
向
け
て
走
る
電
車
が
終
點
に
近
づ
い
て
行
く
と
、
電
車
涌
り
に
新

宿
の
遊
廓
の
建
物
が
な
ら
ん
で
ゐ
る
の
が
窓
か
ら
見
え
た
も
の
で
あ
つ
た
。
た
し
か
三
丁
目
で
下
車
し
て

少
し
引
返
し
、
左
り
へ
折
れ
て
二
、
三
町
ば
か
り
行
く
と
、
千
坪
く
ら
ゐ
の
廣
さ
の
方
形
の
草
原
を
前
に

し
て
芥
川
の
住
ん
で
ゐ
た
家
が
ぽ
つ
ん
と
建
つ
て
ゐ
た
。
樫
の
木
な
ど
が
疎
ら
に
生
え
て
ゐ
る
地
面
を
十

四
、
五
間
へ
だ
て
て
牛
舍
が
あ
つ
た
。
芥
川
の
実
父
新
原
氏
は
そ
こ
と
今
一
つ
ほ
か
の
場
所
で
牧
場
を
経

営
し
て
ゐ
た
。
い
ま
一
つ
の
方
の
こ
と
は
知
ら
な
い
け
れ
ど
、
新
宿
の
方
の
は
牧
場
と
い
つ
て
も
小
規
模

の
も
の
だ
つ
た
。
し
か
し
ホ
ル
ス
タ
イ
ン
種
か
何
か
の
骨
骼
の
た
く
ま
し
い
牛
を
幾
頭
も
飼
つ
て
ゐ
た
。 

 

芥
川
の
住
ん
で
ゐ
た
家
も
新
原
氏
の
所
有
に
属
す
る
も
の
で
あ
つ
た
。
大
正
三
年
十
月
に
は
芥
川
家
は

田
端
に
轉
居
し
た
か
ら
、
芥
川
は
高
等
学
校
時
代
を
通
じ
て
新
宿
に
住
ん
で
ゐ
た
わ
け
で
あ
る
が
、
一
高

の
二
年
生
だ
つ
た
一
年
間
は
寮
生
活
を
送
り
、
そ
の
あ
ひ
だ
と
土
曜
日
の
午
後
か
ら
日
曜
日
に
か
け
て
自

宅
に
帰
る
な
ら
ひ
だ
つ
た
。 

［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
「
芥
川
が
一
高
に
入
学
し
た
明
治
四
十
三
年
」
こ
の
年
（
龍
之
介
満
十
八
）
の
三
月
、
府
立
第
三
中
学

校
を
卒
業
、
四
月
に
は
一
高
の
一
部
乙
類
（
文
科
）
へ
の
進
学
と
英
文
科
志
望
を
決
め
て
受
験
勉
強
に
励
ん
だ
が
、
八
月
五

日
、
『
官
報
』
で
一
高
へ
の
成
績
優
秀
者
の
推
薦
無
試
験
入
学
（
こ
の
年
に
導
入
さ
れ
た
も
の
）
で
合
格
を
知
っ
た
（
龍
之

介
は
無
試
験
合
格
組
の
第
四
位
で
あ
っ
た
）。
入
学
は
九
月
十
一
日
日
曜
日
、
入
学
式
は
二
日
後
の
十
三
日
に
あ
っ
た
。 

「
芥
川
家
は
本
所
小
泉
町
か
ら
新
宿
一
丁
目
に
移
轉
し
た
」
こ
の
明
治
四
三
（
一
九
一
〇
）
年
の
秋
か
ら
翌
年
の
二
月
に
か

け
て
、
芥
川
家
は
本
所
小
泉
町
か
ら
、
府
下
豊
多
摩
群
内
藤
新
宿
（
現
在
の
新
宿
区
新
宿
二
丁
目
（
新
宿
御
苑
の
北
直
近
附

近
）
の
実
父
敏
三
の
経
営
す
る
耕
牧
舎
牧
場
脇
に
あ
っ
た
敏
三
所
有
の
家
に
転
居
し
て
い
る
。
こ
の
家
は
実
は
葛
巻
義
定

（
明
治
一
六
（
一
八
八
三
）
年
十
一
月
三
日
～
昭
和
二
三
（
一
九
四
八
）
年
十
月
十
三
日
）
・
ヒ
サ
（
龍
之
介
の
実
姉
：
明

治
二
一
（
一
八
八
八
）
年
三
月
十
九
日
～
昭
和
三
一
（
一
九
五
六
）
年
六
月
二
十
八
日
：
婚
姻
届
け
は
明
治
四
二
（
一
九
〇

九
）
年
三
月
四
日
で
、
二
人
の
間
に
は
、
後
に
龍
之
介
が
面
倒
を
見
て
龍
之
介
の
書
生
役
と
な
り
、
龍
之
介
の
死
後
は
原
稿

や
資
料
保
存
を
行
っ
た
義
敏
（
明
治
四
十
二
年
八
月
二
十
一
日
～
昭
和
（
一
九
八
五
）
年
十
二
月
十
六
日
）
と
、
左
登
子

（
明
治
四
十
三
年
十
一
月
二
十
八
日
～
平
成
一
一
（
一
九
九
九
）
年
十
一
月
）
の
二
子
が
生
ま
れ
て
い
る
。
）
の
新
居
と
し

て
敏
三
が
建
て
た
も
の
で
あ
っ
た
が
、
龍
之
介
一
高
入
学
の
同
日
に
二
人
は
離
婚
し
て
お
り
、
空
き
家
と
な
っ
て
い
た
。
転

居
が
長
期
に
亙
っ
て
い
る
の
は
、
十
月
に
龍
之
介
と
伯
母
フ
キ
が
、
ま
ず
、
移
り
、
翌
年
二
月
頃
ま
で
に
養
父
母
道
章
・
儔

が
移
っ
た
と
す
る
資
料
が
あ
る
た
め
で
あ
る
。
因
み
に
、
ヒ
サ
は
、
そ
の
後
、
弁
護
士
西
川
豊
と
再
婚
す
る
が
（
大
正
五

（
一
九
一
六
）
年
五
月
八
日
婚
姻
届
提
出
）
、
龍
之
介
の
自
死
の
年
、
自
宅
へ
の
放
火
の
嫌
疑
を
か
け
ら
れ
、
取
り
調
べ
中

に
失
踪
、
昭
和
二
（
一
九
二
七
）
年
一
月
六
日
、
千
葉
県
山
武
郡
の
土
気

と

け

ト
ン
ネ
ル
で
鉄
道
自
殺
を
遂
げ
た
。
な
お
後
に
ヒ

サ
は
最
初
の
夫
義
定
と
再
々
婚
し
て
い
る
。］ 

 

実
父
の
新
原
敏
三
氏
に
は
何
回
か
会
つ
た
こ
と
が
あ
る
が
、
養
父
の
道
章
氏
と
は
ま
る
で
風
格
の
ち
が

つ
た
人
だ
つ
た
。
道
章
氏
は
い
か
に
も
江
戶
の
通
人
ら
し
い
趣
の
あ
る
、
ゆ
つ
た
り
と
し
た
人
で
あ
つ
た

け
れ
ど
、
敏
三
氏
は
着
実
な
商
人
風
の
人
で
い
く
ら
か
疳
の
强
さ
う
に
見
え
る
人
だ
つ
た
。
芥
川
は
実
父

の
敏
三
氏
に
あ
ま
り
似
て
ゐ
な
い
。
で
、
む
し
ろ
伯
父
で
あ
り
養
父
で
あ
る
道
章
氏
に
よ
く
似
て
ゐ
た
。

道
章
氏
と
敏
三
氏
と
が
並
ん
で
話
し
て
ゐ
る
の
を
見
る
と
、
ど
う
し
て
も
芥
川
が
敏
三
氏
の
息
子
だ
と
は

思
は
れ
ず
、
道
章
氏
の
実
子
だ
と
し
か
思
は
れ
な
い
く
ら
ゐ
で
あ
つ
た
。
芥
川
の
容
貌
は
そ
の
や
う
に
道

章
氏
に
似
て
ゐ
た
し
、
趣
味
な
ど
の
上
か
ら
い
つ
て
も
、
道
章
氏
と
一
致
す
る
所
が
多
か
つ
た
が
、
爭
は

https://www.google.com/maps/place/%E3%80%92160-0022+%E6%9D%B1%E4%BA%AC%E9%83%BD%E6%96%B0%E5%AE%BF%E5%8C%BA%E6%96%B0%E5%AE%BF%EF%BC%92%E4%B8%81%E7%9B%AE/@35.6883109,139.7056351,16.5z/data=!4m5!3m4!1s0x60188cc3324a60d3:0xba3e071fdb79e883!8m2!3d35.6897887!4d139.7083697


れ
な
い
も
の
で
、
性
質
の
点
で
は
、
道
章
氏
の
の
ん
び
り
し
た
性
質
に
は
似
な
い
で
、
敏
三
氏
の
疳
の
强

さ
う
な
性
質
を
多
分
に
受
け
つ
い
だ
や
う
で
あ
る
。 

 

芥
川
の
養
母
は
至
つ
て
氣
だ
て
の
や
さ
し
い
、
よ
く
物
事
に
氣
の
つ
く
婦
人
で
、
い
か
に
も
人
な
つ
こ

い
口
調
で
淀
み
な
く
、
も
の
柔
か
に
話
す
人
で
あ
つ
た
。
新
宿
の
こ
ろ
も
、
田
端
に
移
つ
て
か
ら
も
、
私

は
し
ば
し
ば
芥
川
家
に
泊
め
て
も
ら
つ
た
も
の
で
あ
る
が
、
こ
の
芥
川
の
阿
母
さ
ん
に
は
い
つ
も
ず
ゐ
ぶ

ん
世
話
に
な
つ
た
も
の
で
あ
つ
た
。
新
宿
の
家
で
も
、
田
端
の
家
で
も
、
朝
飯
に
は
き
つ
と
生
玉
予
が
二

つ
と
、
ほ
う
れ
ん
草
の
ひ
た
し
と
、
短
冊
形
の
燒
海
苔
四
、
五
枚
と
が
膳
の
う
へ
に
な
ら
べ
て
あ
つ
た
。

い
つ
も
芥
川
と
私
と
は
芥
川
の
書
斎
で
食
事
を
し
た
の
で
、
他
の
家
族
の
人
々
も
同
じ
や
う
な
朝
飯
を
た

べ
る
慣
い
で
あ
つ
た
か
否
か
は
分
ち
な
い
が
、
何
に
せ
よ
一
度
だ
つ
て
そ
れ
ら
の
三
品
が
欠
け
て
ゐ
た
こ

と
は
な
い
し
、
ま
た
そ
れ
以
外
の
品
が
つ
い
て
ゐ
た
こ
と
も
な
か
つ
た
。 

 

芥
川
家
に
は
、
道
章
氏
の
妹
で
、
芥
川
の
実
母
の
姉
に
当
る
婦
人
が
一
し
よ
に
く
ら
し
て
ゐ
た
。
こ
の

伯
母
さ
ん
に
も
芥
川
は
よ
く
似
て
ゐ
た
。
道
章
氏
と
お
な
じ
く
額
の
廣
い
、
や
や
眼
の
く
ぼ
ん
だ
顏
立
ち

で
あ
つ
た
が
、
少
し
藪
に
ら
み
で
、
中
々
勝
ち
氣
な
人
で
あ
つ
た
、
そ
の
物
腰
な
り
、
話
し
ぶ
り
な
り
が

芝
居
に
出
て
來
る
御
殿
女
中
を
連
想
さ
せ
る
や
う
な
と
こ
ろ
が
あ
つ
た
。
ど
う
い
ふ
事
情
か
ら
か
は
し
ら

知
ら
な
い
け
れ
ど
、
一
生
を
独
身
で
通
し
た
婦
人
で
、
よ
く
氣
く
ば
つ
て
芥
川
の
身
の
廻
り
の
世
話
な
ど

を
し
で
や
つ
て
ゐ
た
や
う
で
あ
る
。 

［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：「
道
章
氏
の
妹
で
、
芥
川
の
実
母
の
姉
に
当
る
婦
人
」
既
注
の
芥
川
フ
キ
。 

「
少
し
藪
に
ら
み
で
」
フ
キ
は
幼
少
時
の
怪
我
で
、
片
方
の
眼
が
不
自
由
で
あ
っ
た
。］ 

 

芥
川
は
「
龍
ち
や
ん
」
と
よ
ば
れ
て
、
こ
れ
ら
の
三
人
の
老
人
た
ち
に
愛
せ
ら
れ
つ
つ
、
高
等
学
校
時

代
か
ら
大
学
時
代
を
す
ご
し
た
。
そ
の
後
横
須
賀
の
海
軍
機
関
学
校
の
敎
師
を
つ
と
め
て
ゐ
た
こ
ろ
も
、

そ
れ
を
や
め
て
每
日
新
聞
社
に
入
社
し
、
専
門
の
小
說
家
と
な
つ
て
か
ら
後
も
、
か
は
り
な
く
「
龍
ち
や

ん
」
と
よ
ば
れ
つ
つ
、
大
き
く
な
つ
た
子
供
の
や
う
に
ふ
る
ま
つ
て
ゐ
た
。 

 

こ
れ
ら
の
老
人
の
共
通
の
趣
味
は
一
中
節
で
あ
つ
た
。
長
唄
と
か
、
淸
元
と
か
、
歌
沢
と
か
に
く
ら
べ

て
、
一
中
節
は
地
味
な
、
澁
い
も
の
で
、
つ
つ
ま
し
く
靜
か
な
と
こ
ろ
に
特
色
が
あ
る
ら
し
い
が
、
と
き

折
り
そ
の
方
の
帥
匠
が
來
て
、
老
人
た
ち
が
稽
古
を
し
て
も
ら
ふ
場
合
に
は
、
し
の
び
や
か
な
三
味
線
の

ひ
び
き
と
唄
の
声
と
が
、
僕
た
ち
の
ゐ
る
二
階
へ
つ
た
は
つ
て
來
る
の
で
あ
つ
た
。 

［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
「
一
中
節
」
（
い
ち
ち
ゆ
う
ぶ
し
）
は
浄
瑠
璃
（
三
味
線
音
楽
）
の
一
流
派
。
初
代
の
都
太
夫
一
中
が
、

元
禄
の
末
ご
ろ
上
方
で
語
り
出
し
、
後
に
江
戸
に
普
及
し
た
。
な
お
、
芥
川
家
の
趣
味
等
に
つ
い
て
は
短
い
も
の
だ
が
、
私

の
サ
イ
ト
版
芥
川
龍
之
介
「
文
學
好
き
の
家
庭
か
ら
」
を
参
照
さ
れ
た
い
。］ 

 

昭
和
二
年
七
月
二
十
四
日
に
芥
川
が
自
殺
し
て
、
先
づ
此
の
世
を
去
り
、
老
人
た
ち
も
次
々
に
そ
の
後

を
追
つ
た
。
い
ま
で
も
、
芥
川
の
こ
と
を
心
に
思
ひ
う
か
べ
る
と
、
き
つ
と
三
人
の
老
人
の
す
が
た
が
一

し
よ
に
浮
ん
で
來
る
。 

    

http://yab.o.oo7.jp/bugakusuki.html


  
 

 
 

 
 

 
 

七 

青
年
芥
川
の
一
書
簡 

  

私
は
大
正
二
年
七
月
に
一
高
を
卒
業
し
て
、
京
大
の
法
科
に
入
学
し
た
。
九
月
か
ら
、
建
ち
上
つ
た
ば

か
り
の
寄
宿
舍
に
住
み
、
卒
業
す
る
ま
で
の
三
年
間
を
ず
つ
と
そ
こ
で
過
ご
し
た
。 

 

大
疋
四
年
の
春
休
み
に
上
京
し
て
、
田
端
の
芥
川
家
に
休
暇
の
あ
ひ
だ
滯
在
し
て
、
帰
洛
し
て
か
ら
間

も
な
く
、
次
の
や
う
な
文
句
で
は
じ
ま
つ
て
ゐ
る
芥
川
の
手
紙
を
う
け
取
つ
た
。 

  

う
ち
へ
か
へ
つ
て
「
丁
度
う
ま
く
汽
車
が
間
に
あ
つ
て
ね
、
十
時
五
十
何
分
か
に
品
川
か
ら
立
ち
ま
し

た
よ
」
と
云
つ
た
ら
「
さ
う
か
い
」
と
云
つ
て
、
母
や
伯
母
が
淚
を
流
し
た
。
お
や
ぢ
ま
で
泣
い
て
ゐ
る
。

年
を
と
る
と
セ
ン
チ
メ
ン
タ
ル
に
な
る
も
の
だ
な
と
思
つ
た
。 

 

そ
れ
か
ら
午
少
し
す
ぎ
に
、
三
並
さ
ん
と
藤
岡
君
が
來
た
。
三
並
さ
ん
と
画
や
漢
学
の
話
を
し
た
。 

 

（
註―

三
並
さ
ん
は
そ
の
こ
ろ
一
高
の
ド
イ
ツ
語
の
敎
授
で
あ
り
、
藤
岡
君
は
私
達
の
一
高
時
代
の
ク
ラ
ス

メ
ー
ト
で
あ
っ
た
。） 

 

三
並
さ
ん
の
や
う
に
、
い
い
加
滅
な
所
で
妥
協
し
て
ゆ
く
の
が
現
代
の
日
本
で
は
一
番
安
全
な
道
だ
ら

う
と
思
ふ
。 

 

少
し
と
ぶ
。 

 

昨
日
帝
劇
へ
行
つ
た
。
梅
幸
の
お
園
、
お
富
、
松
助
の
蝙
蝠
安
に
感
心
し
て
帰
つ
て
來
た
。 

 

行
く
と
き
に
警
視
廰
の
前
を
通
つ
た
ら
、
何
と
な
く
芝
居
へ
ゆ
く
事
が
惡
い
や
う
な
氣
が
し
た
。
飯
も

食
へ
な
く
て
泥
棒
を
し
て
つ
か
ま
つ
て
、
こ
こ
へ
つ
れ
て
來
ら
れ
る
人
が
ゐ
る
事
を
考
へ
た
か
ら
で
あ
る
。

し
か
し
十
步
ば
か
り
あ
る
く
中
に
、
そ
ん
な
事
は
全
然
氣
に
な
ら
な
く
な
つ
た
。
そ
れ
か
ら
芝
居
を
み
て

ゐ
る
中
に
、
自
分
は
何
を
見
て
ゐ
る
の
だ
ら
う
と
思
つ
た
ら
急
に
心
細
く
な
つ
た
。
芝
居
で
な
く
て
役
者

を
見
る
よ
り
外
に
仕
方
の
な
い
事
を
知
つ
た
か
ら
で
あ
る
。
し
か
し
松
尾
太
夫
の
冴
え
た
肉
声
を
き
い
て

ゐ
る
中
に
、
こ
れ
も
亦
何
時
の
間
に
か
忘
れ
て
し
ま
つ
た
。 

 

又
と
ぶ
。 

 

博
物
館
へ
來
て
ゐ
る
ル
ノ
ア
ル
の
石
版
や
エ
ッ
チ
ン
グ
を
見
て
又
可
成
感
心
し
た
。 

 

画
を
み
る
の
に
文
学
的
内
容
を
入
れ
て
み
る
の
は
ま
だ
い
い
、
一
番
愚
劣
な
の
は
、
描
か
れ
て
ゐ
る
対

象
を
実
世
界
に
引
入
れ
て
、
そ
の
中
へ
自
分
を
置
い
て
考
へ
る
奴
で
あ
る
。
バ
ア
の
石
版
画
を
み
て
、
か

う
云
ふ
所
で
パ
ン
チ
を
の
ん
だ
ら
い
い
だ
ら
う
と
思
ふ
男
が
可
成
ゐ
る
。
実
際
も
ゐ
た
。
お
か
げ
で
、
踊

子
や
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
の
う
つ
く
し
い
画
を
お
ち
つ
い
て
見
て
ゐ
る
事
が
出
來
な
か
つ
た
。［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：

旧
全
集
で
は
「
画
」
は
三
箇
所
と
も
に
「
畫
」
。
同
全
集
の
凡
例
で
は
、
こ
の
字
は
両
表
記
を
本
文
で
併
用
し
た
と
あ
る
の

で
、
不
審
で
あ
る
。
後
の
「
画
」
も
総
て
同
じ
。］ 

 

又
と
ぶ
。 

 

浮
世
絵
の
会
へ
行
つ
て
、
廣
重
を
可
成
み
て
來
た
。
そ
の
あ
く
る
日
、
本
所
へ
行
つ
て
か
へ
り
に
一
の

橋
の
わ
き
の
共
用
便
所
へ
は
い
つ
た
。
あ
の
便
所
は
橋
の
側
の
往
來
よ
り
は
余
程
ひ
く
い
河
岸
に
あ
る
。

丁
度
、
夕
方
で
、
雨
が
ぽ
つ
ぽ
つ
ふ
つ
て
ゐ
た
。
便
所
を
出
る
と
、
眼
の
前
に
一
の
橋
の
橋
杭
と
橋
桁
が



大
き
く
暗
い
水
面
に
入
り
違
つ
て
ゐ
る
。
河
は
夕
潮
が
さ
し
て
、
石
垣
を
う
つ
水
の
音
が
ぴ
ち
や
ぴ
ち
や

す
る
。
橋
の
上
を
通
る
傘
や
蓑
、
西
の
空
の
お
ぼ
つ
か
な
い
残
照
、
そ
れ
か
ら
河
を
下
つ
て
來
る
五
大
力

―
―

す
べ
て
が
廣
重
で
あ
る
の
に
驚
い
た
。 

 

ぐ
づ
ぐ
づ
し
て
ゐ
る
と
、
今
人
は
古
人
に
若
か
ず
と
云
つ
て
笑
は
れ
る
だ
ら
う
と
思
ふ
。 

 

又
と
ぶ
。 

 

僕
は
よ
く
独
り
で
ぶ
ら
ぶ
ら
あ
る
く
。
東
京
の
町
を
あ
る
く
。
三
越
へ
は
い
つ
た
り
、
丸
善
に
入
つ
た

り
す
る
。 

 

さ
う
す
る
と
時
々
と
ん
で
も
な
い
も
の
を
見
る
事
が
出
來
る
。
さ
う
し
て
、
さ
う
云
ふ
も
の
の
つ
く
る 

d
o
o
m

 

に
沒
入
し
て
、
暫
す
べ
て
を
忘
れ
て
し
ま
ふ
事
が
出
來
る
。
［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
「d

o
o

m

」
は
マ
マ
。

「m
o

o
d

」
の
誤
植
で
あ
ろ
う
。］ 

 

さ
う
い
ふ m

o
o
d
 

を
つ
く
る
も
の
に
は
い
ろ
い
ろ
あ
る
。
家
、
空
、
人
、
電
車
、
並
木―

―

そ
れ
ら
の

す
べ
て
の
雜
多
な
コ
ム
ビ
ナ
チ
オ
ン
に
加
へ
ら
れ
る
光
と
影
と
の
あ
ら
ゆ
る
グ
ラ
ー
ド
。
そ
の
代
り
に
、

之
は
独
り
で
な
い
と
う
ま
く
行
か
な
い
。
す
き
な
人
も
、
嫌
な
人
も
、
同
樣
に
二
つ
の
異
つ
た
方
面
か
ら

こ
の
興
味
を
破
壞
す
る
か
ら
。 

 

又
と
ぶ
。 

 

櫻
が
よ
く
さ
い
た
。
櫻
の
歌
四
首
。 

 
 

 

ひ
な
ぐ
も
る
空
も
わ
か
な
く
櫻
花
を
を
り
に
を
を
り
さ
き
に
け
る
は
や 

 
 

 

こ
れ
や
こ
の
道
灌
山
の
山
櫻
ち
り
た
ま
り
た
る
下
水
な
る
か
も 

 
 

 

あ
し
び
き
の
尾
の
上
の
櫻
ひ
え
び
え
と
夕
か
た
ま
け
て
遠
白
み
た
れ 

 
 

 

遲
櫻
夕
ひ
そ
か
に
さ
き
て
あ
り
こ
の
画
室
（
ア
ト
リ
エ
）
に
人
の
音
せ
ず 

 

又
と
ぶ
。 

 

時
々
大
へ
ん
さ
び
し
く
な
る
。 

 

こ
ん
な
事
は
云
つ
て
も
は
じ
ま
ら
な
い
か
ら
と
ば
す
。 

 

ビ
ア
ズ
レ
ー
の
画
を
か
な
り
沢
山
ま
と
め
て
み
て
感
心
し
た
。
ビ
ア
ズ
レ
ー
の
画
は
感
受
的
に
の
み
興

味
が
あ
る
と
君
は
云
つ
た
か
と
思
ふ
。
僕
は
そ
の
意
味
が
わ
か
ら
な
い
。
（
内
容
の
上
の
興
味
が
な
い
と

云
ふ
の
な
ら
反
対
）
ひ
ま
な
時
で
い
い
か
ら
、
も
う
少
し
く
は
し
く
そ
の
事
を
か
い
て
貰
へ
る
と
い
い
と

思
ふ
。
と
ぶ
。 

 

の
ど
を
い
た
め
て
濕
布
を
し
て
ゐ
た
。
鏡
で
朝
、
顏
を
み
た
ら
、
頸
の
ま
は
り
へ
白
い
布
を
ま
き
つ
け

て
ゐ
る
の
が
、
非
常
に
病
人
ら
し
く
み
え
た
。
そ
こ
で
濕
布
を
や
め
に
し
て
し
ま
つ
た
。
さ
う
し
て
帝
劇

へ
行
つ
て
、
夜
の
冷
い
空
氣
を
吸
ひ
な
が
ら
う
ち
へ
か
ヘ
つ
て
來
た
。
そ
の
せ
ゐ
で
又
の
ど
が
痛
く
な
つ

た
。
の
ど
佛
の
中
に
八
面
体
の
結
晶
が
出
來
た
や
う
な
氣
が
す
る
の
に
は
困
る
。 

 

又
と
ぶ
。 

 

今
日
も
電
車
の
中
の
顏
が
悉
く
癪
に
さ
は
つ
た
。sin

n
lich

 

と
云
ふ
顏
に
二
種
類
あ
る
。
こ
つ
ち
に

sin
n
lich

 

な
心
も
ち
を
起
さ
せ
る
顏
と
、
顏
そ
の
も
の
が sin

n
lich

 

な
顏
と
。―

―

電
車
の
中
の
顏
は
皆
後

者
で
あ
る
。 

 

帝
劇
で
も
い
や
な
奴
に
沢
山
あ
つ
た
。
貧
乏
な
い
や
な
奴
よ
り
は
、
金
の
あ
る
い
や
な
奴
の
方
が
余
程



下
等
な
氣
が
す
る
。 

 

み
ん
な
か
ら
よ
ろ
し
く 

 

四
月
十
四
日
午
後 

  

附
記 

「
芥
川
龍
之
介
全
集
」
の
第
七
卷
は
「
書
翰
」
と
題
し
て
、
総
計
一
千
一
百
四
十
一
通
の
故
人
の
書
信
を
收 

錄
し
て
ゐ
る
が
、
右
に
載
せ
た
書
信
は
收
錄
さ
れ
て
ゐ
な
い
。
実
は
、
全
集
刊
行
の
当
時
、
故
人
か
ら
の
來
簡
の 

全
部
を
書
き
寫
し
て
送
る
こ
と
が
出
來
な
か
つ
た
の
で
、
第
七
卷
に
收
錄
さ
れ
な
か
つ
た
も
の
が
残
つ
た
わ
け
で 

あ
る
。 

 

［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
こ
こ
に
出
る
書
簡
は
、
私
の
所
持
す
る
岩
波
の
最
後
の
旧
全
集
版
初
版
第
十
巻

（「
書
簡
一
」
。
一
九
七
八
年
五
月
刊
。
第
四
次
編
年
体
全
集
）
に
は
収
録
さ
れ
て
あ
り
、
「
芥
川
龍
之
介
書

簡
抄
３
６ 

／ 

大
正
四
（
一
九
一
五
）
年
書
簡
よ
り
（
二
） 

失
恋
後
の
沈
鬱
書
簡
四
通
」
の
四
通
目
で

詳
し
く
電
子
化
注
し
て
あ
る
。
そ
ち
ら
で
注
し
た
も
の
は
、
こ
こ
で
は
繰
り
返
さ
な
い
（
短
歌
の
語
注
も
附

し
て
あ
る
）。 

 

な
お
、
既
に
疑
問
を
出
し
て
あ
る
が
、
い
か
な
る
年
譜
に
も
記
載
が
な
い
が
、
実
は
こ
の
大
正
四
年
三

月
に
井
川
恭
が
春
休
み
に
龍
之
介
を
心
配
し
て
上
京
し
、
芥
川
家
に
滞
在
し
た
の
は
事
実
な
の
で
あ
る
。
但

し
、
そ
の
ソ
ー
ス
は
本
書
（
昭
和
二
二
（
一
九
四
七
）
年
五
月
刊
）
で
あ
る
。 

 

最
後
に
恒
藤
の
附
記
が
あ
る
が
、
そ
こ
で
言
っ
て
い
る
「
芥
川
龍
之
介
全
集
」
は
所
謂
『
第
一
次
元
版

全
集
』
と
呼
ば
れ
る
、
自
死
の
年
の
昭
和
二
（
一
九
二
七
）
年
十
一
月
に
開
始
さ
れ
、
昭
和
四
年
二
月
に

刊
行
を
終
え
た
、
岩
波
書
店
の
そ
れ
で
あ
る
（
全
八
巻
）
。
そ
の
後
、
昭
和
九
年
十
月
か
ら
翌
年
八
月
に

か
け
て
全
十
巻
の
第
二
次
普
及
版
が
出
て
い
る
が
、
そ
こ
で
は
、
恒
藤
の
附
記
か
ら
、
こ
の
書
簡
は
追
加

収
録
さ
れ
て
い
な
い
と
考
え
て
よ
い
。
そ
の
証
拠
に
、
所
持
す
る
昭
和
四
六
（
一
九
七
一
）
年
刊
の
諸
全

集
を
参
考
に
し
つ
つ
作
ら
れ
た
と
思
し
い
筑
摩
書
房
『
全
種
類
聚
』
版
第
七
巻
（「
書
簡
（
一
）」
に
は
、
こ

の
書
簡
は
掲
載
さ
れ
て
い
な
い
か
ら
で
あ
る
。 

 

そ
れ
に
し
て
も
、
恒
藤
は
凄
い
！ 

芥
川
龍
之
介
の
書
簡
は
貸
出
せ
ず
に
、
書
き
写
し
て
岩
波
書
店
の

全
集
編
者
に
送
っ
て
い
た
の
か
？ 

確
か
に
、
編
集
作
業
中
に
原
稿
や
書
簡
が
紛
失
す
る
事
故
は
よ
く
あ

っ
た
し
、
内
容
的
に
公
開
を
憚
る
箇
所
も
あ
っ
た
か
ら
か
も
知
れ
ず
、
ま
た
、
何
よ
り
原
書
簡
を
恒
藤
が

大
事
な
も
の
と
い
う
意
識
が
あ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
書
写
し
た
と
い
う
の
は…

…

「
凄
い
」
と

思
う
の
は
私
だ
け
だ
ろ
う
か
？
］ 

  
 

 
 

 
 

 
 

 

八 

嵐
山
の
は
る
さ
め 

  

父
親
の
道
章
氏
を
同
伴
し
て
芥
川
が
京
見
物
に
來
た
こ
と
が
あ
る
。
大
正
六
年
の
春
の
こ
と
で
あ
つ
た

か
と
思
ふ
。 

「
江
戶
つ
子
の
出
不
精
」
と
い
つ
て
、
生
粹
の
東
京
人
は
遠
方
へ
出
か
け
る
こ
と
を
億
劫
が
る
傾
向
が
あ

つ
た
や
う
だ
。
『
箱
根
か
ら
東
に
は
お
化
け
は
出
な
い
』
と
い
ふ
諺
も
、
い
く
ら
か
そ
の
事
と
関
係
が
あ

り
さ
う
だ
。
道
章
氏
の
場
合
も
そ
の
一
例
で
あ
つ
て
、
め
つ
た
に
東
京
を
離
れ
た
こ
と
は
な
く
、
遠
方
ヘ

https://onibi.cocolog-nifty.com/alain_leroy_/2021/04/post-9d46ae.html
https://onibi.cocolog-nifty.com/alain_leroy_/2021/04/post-9d46ae.html


の
旅
行
は
、
そ
の
京
見
物
の
時
が
、
最
初
の
、
そ
し
て
最
後
の
こ
と
で
は
な
か
つ
た
か
と
思
ふ
。 

  

芥
田
は
そ
の
前
年
の
十
二
月
に
海
軍
機
関
学
校
の
嘱
託
敎
官
と
な
り
、
自
分
だ
け
は
鎌
倉
に
住
ん
で
ゐ

た
。
春
の
休
暇
を
利
用
し
て
の
旅
行
で
あ
つ
た
が
、
謂
つ
て
見
れ
ば
、
親
孝
行
の
上
方
見
物
で
あ
つ
た
。

ま
へ
の
年
の
二
月
に
は
、
菊
池
寬
、
久
米
正
雄
、
松
岡
讓
、
成
瀨
正
雄
な
ど
の
諸
君
と
第
四
次
の
「
新
思

潮
」
を
創
刊
し
、
そ
の
第
一
号
に
載
せ
た
「
鼻
」
は
、
夏
目
さ
ん
の
賞
讃
を
う
け
た
。
七
月
に
は
東
大
の

英
文
科
を
卒
業
し
、
九
月
の
新
小
說
に
「
芋
粥
」
を
、
十
月
の
中
央
公
論
に
「
手
巾
」
を
発
表
し
て
、
い

づ
れ
も
好
評
を
博
し
た
。
ま
だ
結
婚
は
し
て
ゐ
な
か
つ
た
け
れ
ど
、
た
し
か
既
に
婚
妁
は
成
立
し
て
ゐ
た

か
と
思
ふ
。
い
ろ
い
ろ
の
意
味
に
お
い
て
芥
川
の
生
活
が
最
も
め
ぐ
ま
れ
た
狀
態
に
あ
つ
た
時
で
あ
つ
た

の
で
、
そ
の
京
見
物
の
折
り
の
芥
川
た
ち
は
い
か
に
も
楽
し
さ
う
な
親
子
の
旅
の
す
が
た
で
あ
つ
た
。
何

し
ろ
ず
ゐ
ぶ
ん
以
前
の
事
な
の
で
、
そ
の
時
の
こ
と
は
ほ
と
ん
ど
忘
れ
て
し
ま
つ
た
け
れ
ど
、
三
人
で
嵐

山
へ
行
つ
た
こ
と
だ
け
が
、
不
思
議
と
は
つ
き
り
と
頭
の
中
に
残
つ
て
ゐ
る
。 

［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：「
箱
根
か
ら
東
に
は
お
化
け
は
出
な
い
」
江
戸
代
の
江
戸
っ
子
が
生
ん
だ
御
当
地
関
東
の
諺
で
、
「
箱
根

か
ら
こ
っ
ち
に
野
暮
と
化
け
物
は
無
し
」
。
箱
根
か
ら
こ
ち
ら
側
（
江
戸
を
中
心
と
し
た
言
い
方
で
広
域
の
「
東
側
」
「
関
東
」

の
こ
と
）
に
は
、
「
野
暮
な
人
間
」
と
「
化
け
物
」
は
い
な
い
と
い
う
こ
と
。
江
戸
っ
子
が
田
舎
者
を
相
手
に
自
慢
し
た
台

詞
で
あ
る
。
但
し
、
江
戸
の
庶
民
が
「
江
戸
っ
子
」
と
い
う
オ
リ
ジ
ナ
ル
な
自
意
識
を
持
っ
た
の
は
、
江
戸
後
期
以
降
で
あ

ろ
う
。
前
に
あ
る
、
「
江
戶
つ
子
の
出
不
精
」
と
い
う
の
は
、
江
戸
が
一
番
と
い
う
誇
り
の
見
栄
を
張
っ
た
謂
い
に
過
ぎ
ま

い
。 

「
前
年
の
十
二
月
に
海
軍
機
関
学
校
の
嘱
託
敎
官
と
な
り
」
大
正
五
（
一
九
一
六
）
年
十
一
月
七
日
に
一
高
時
代
の
恩
師

（
英
語
教
授
）
で
あ
っ
た
英
文
学
者
畔

柳

く
ろ
や
な
ぎ

都 く
に

太
郎

た
ろ
う

（
明
治
四
（
一
八
七
一
）
年
～
大
正
一
二
（
一
九
二
三
）
）
の
紹
介
で

横
須
賀
に
赴
き
、
海
軍
機
関
学
校
就
職
の
た
め
の
履
歴
書
を
提
出
、
翌
日
に
は
同
学
校
か
ら
海
軍
教
育
部
長
に
芥
川
龍
之
介

の
「
英
語
学
教
授
嘱
託
」
と
し
て
の
上
申
が
行
わ
れ
、
十
三
日
ま
で
に
は
就
職
が
決
定
さ
れ
、
翌
十
二
月
一
日
に
正
式
に
就

任
し
て
い
る
。
龍
之
介
満
二
十
四
。
な
お
、
こ
の
大
正
五
年
十
二
月
に
は
本
書
の
著
者
が
恒
藤
雅
（
ま
さ 

明
治
二
九
（
一

八
九
六
）
年
～
昭
和
五
七
（
一
九
八
二
）
年 

：
日
本
最
初
の
農
学
博
士
の
一
人
で
あ
り
、
本
邦
の
土
壌
学
の
創
始
者
に
し
て

「
ラ
サ
工
業
」
を
設
立
し
た
こ
と
で
知
ら
れ
る
恒
藤
規
隆
（
安
政
四
（
一
八
五
七
）
年
～
昭
和
一
三
（
一
九
三
八
）
年
）
の

長
女
）
と
結
婚
（
婿
養
子
）
し
、
井
川
か
ら
恒
藤
姓
と
な
っ
て
い
る
。 

「
自
分
だ
け
は
鎌
倉
に
住
ん
で
ゐ
た
」
海
軍
機
関
学
校
へ
の
就
職
に
伴
い
、
鎌
倉
和
田
塚
の
旧
海
浜
ホ
テ
ル
隣
（
北
）
に
あ

っ
た
野
間
西
洋
洗
濯
店
の
離
れ
（
現
在
の
鎌
倉
市
由
比
ガ
浜
四
丁
目
八
の
こ
の
中
央
附
近
）
の
八
畳
間
に
下
宿
し
て
い
る
。

但
し
、
通
勤
に
嫌
気
が
さ
し
た
も
の
か
、
こ
の
京
都
旅
行
の
五
ヶ
月
後
の
大
正
六
年
九
月
十
四
日
に
は
、
学
校
に
近
い
横
須

賀
市
汐
入
五
百
八
十
番
地
（
現
在
の
横
須
賀
市
汐
入
町
三
丁
目
一
附
近
）
の
尾
鷲
梅
吉
方
の
二
階
（
八
畳
間
）
に
転
居
し
て

い
る
。
し
か
も
、
こ
の
九
月
の
下
旬
に
は
、
早
く
も
教
師
生
活
に
嫌
気
を
き
た
し
、
文
筆
業
一
本
に
絞
る
こ
と
を
考
え
始
め

た
り
も
し
て
い
る
。
な
お
、
こ
こ
で
も
大
学
の
学
生
寮
の
時
と
同
じ
く
、
週
末
に
は
田
端
の
自
宅
に
帰
り
、
月
曜
に
仕
事
を

終
え
て
か
ら
、
下
宿
へ
戻
る
と
い
う
生
活
で
あ
っ
た
。 

「
成
瀨
正
雄
」「
成
瀨
正
一

せ
い
い
ち

」
の
誤
り
。 

「
手
巾
」
作
品
名
の
読
み
は
「
は
ん
け
ち
」。 

「
ま
だ
結
婚
は
し
て
ゐ
な
か
つ
た
け
れ
ど
、
た
し
か
既
に
婚
妁
は
成
立
し
て
ゐ
た
か
と
思
ふ
」
龍
之
介
は
大
正
五
（
一
九
一

https://www.google.com/maps/place/%E3%80%92248-0014+%E7%A5%9E%E5%A5%88%E5%B7%9D%E7%9C%8C%E9%8E%8C%E5%80%89%E5%B8%82%E7%94%B1%E6%AF%94%E3%82%AC%E6%B5%9C%EF%BC%94%E4%B8%81%E7%9B%AE%EF%BC%98/@35.312454,139.5420705,19.25z/data=!4m5!3m4!1s0x601845ef697f69cd:0x8a840fbbd4a6f224!8m2!3d35.3117761!4d139.5416832
https://www.google.com/maps/place/%E3%80%92238-0042+%E7%A5%9E%E5%A5%88%E5%B7%9D%E7%9C%8C%E6%A8%AA%E9%A0%88%E8%B3%80%E5%B8%82%E6%B1%90%E5%85%A5%E7%94%BA%EF%BC%93%E4%B8%81%E7%9B%AE%EF%BC%91/@35.2845133,139.6559244,14.5z/data=!4m5!3m4!1s0x60184077a130ee01:0x250518968b5c51f6!8m2!3d35.2784455!4d139.6620536


六
）
年
二
月
の
中
旬
、
伯
母
フ
キ
・
叔
母
で
実
父
の
後
妻
で
あ
っ
た
フ
ユ
に
塚
本
文
（
幼
馴
染
み
の
親
友
山
本
喜
誉
司
の
姪
）

を
会
わ
せ
た
と
こ
ろ
、
二
人
と
も
好
感
を
持
っ
て
呉
れ
た
こ
と
か
ら
、
前
年
末
か
ら
結
婚
相
手
と
し
て
意
識
し
始
め
て
い
た

彼
女
と
の
結
婚
の
意
志
を
固
め
、
同
年
六
月
旬
に
は
塚
本
文
と
の
結
婚
に
つ
い
て
、
芥
川
・
新
原
・
塚
本
家
の
家
族
間
で
約

束
が
な
さ
れ
た
も
の
と
推
定
さ
れ
て
い
る
。
正
式
に
は
大
正
五
年
十
二
月
に
、
塚
本
文
と
の
婚
約
が
成
立
し
、
彼
女
が
在
学

し
て
い
る
跡
見
女
学
校
を
卒
業
す
る
の
を
待
っ
て
、
結
婚
す
る
旨
の
縁
談
契
約
書
が
芥
川
・
塚
本
両
家
の
間
で
交
わ
さ
れ
た
。

因
み
に
、
内
祝
言
は
大
正
七
年
二
月
二
日
（
龍
之
介
満
二
十
五
、
文
満
十
七
）
で
あ
っ
た
。］ 

 

そ
の
こ
ろ
私
た
ち
は
下
鴨
の
糺
の
森
に
臨
ん
だ
小
さ
な
二
階
家
に
住
ん
で
ゐ
た
。
四
月
十
一
日
の
夕
か

た
芥
川
か
ら
『
ジ
ウ
ニ
ニ
チ
ア
サ
シ
チ
ジ
ツ
ク
』
と
い
ふ
電
報
が
と
ど
い
た
の
で
、
あ
く
る
朝
早
く
起
き

て
、
家
内
と
二
人
で
京
都
駅
に
行
つ
た
。
七
時
す
ぎ
に
下
り
列
車
が
着
い
た
け
れ
ど
、
芥
田
父
子
の
す
が

た
が
見
え
な
い
の
で
、
十
時
の
列
車
ま
で
待
つ
た
け
れ
ど
、
や
は
り
二
人
の
す
が
た
は
見
当
ら
な
か
つ
た
。

「
ど
う
し
た
の
だ
ら
う
。
行
き
違
つ
た
の
か
し
ら
」
と
不
思
議
が
り
な
が
ら
二
人
は
下
鴨
の
家
に
帰
つ
た
。 

 

は
た
し
て
行
き
ち
が
ひ
で
あ
つ
た
の
か
ど
う
か
忘
れ
て
し
ま
つ
た
け
れ
ど
、
そ
の
日
の
午
後
芥
川
父
子

は
俥
に
乗
つ
て
や
つ
て
來
た
。
森
を
見
下
ろ
す
二
階
の
部
屋
で
し
ば
ら
く
話
し
た
後
、
下
鴨
神
社
に
案
内

し
た
。 

 

芥
川
た
ち
は
駅
の
前
の
鳥
居
楼
に
宿
を
と
つ
て
ゐ
た
。
そ
の
あ
く
る
日
、
つ
ま
り
四
月
十
三
日
の
あ
さ
、

そ
こ
を
訪
ね
て
、
先
づ
東
本
願
寺
に
二
人
を
案
内
し
た
後
、
四
條
大
宮
か
ら
嵐
山
電
車
に
乘
つ
た
。
終
点

で
下
車
す
る
と
、
す
ぐ
渡
月
橋
の
方
へ
あ
る
い
て
行
つ
た
。
橋
を
渡
ら
な
い
で
右
へ
折
れ
て
、
と
つ
つ
き

の
茶
店
の
赤
い
毛
氈
の
敷
い
て
あ
る
床
几
に
こ
し
か
け
て
休
ん
だ
。
そ
こ
で
平
た
い
皿
に
盛
つ
た
花
見
だ

ん
ご
を
た
べ
な
が
ら
芥
川
が
し
き
り
に
東
京
を
出
発
し
て
か
ら
の
老
人
の
旅
慣
れ
ぬ
樣
子
の
こ
と
な
ど
を

し
や
べ
つ
た
。 

 

そ
れ
か
ら
私
た
ち
は
流
れ
に
沿
う
た
堤
の
み
ち
を
ぶ
ら
ぶ
ら
あ
る
い
て
行
つ
て
。
亀
山
公
園
の
松
林
の

中
に
は
い
つ
た
。
晝
過
ぎ
に
な
つ
た
ん
で
、
小
高
い
と
こ
ろ
に
あ
る
茶
店
に
立
ち
寄
つ
て
、
簡
單
な
晝
食

を
と
つ
た
。
そ
の
う
ち
に
雨
模
樣
と
な
つ
た
。
向
ひ
の
山
を
蔽
ふ
樹
々
の
濃
い
翠
り
い
ろ
の
中
に
、
ほ
の

か
な
赤
み
を
帶
び
た
櫻
の
は
な
の
か
た
ま
り
が
浮
き
あ
が
つ
て
ゐ
る
の
が
、
眼
に
沁
み
て
う
つ
く
し
か
つ

た
。
雨
は
か
す
か
な
絲
す
ぢ
を
白
く
引
い
て
降
り
、
蓑
を
着
た
舟
人
を
の
せ
て
、
い
く
つ
も
の
筏
が
ゆ
る

や
か
に
眼
の
下
の
碧
い
流
れ
を
下
つ
て
行
つ
た
。 

 

道
章
氏
は
、
椽
先
き
の
松
の
木
蔭
に
た
た
ず
み
な
が
ら
、
感
に
た
へ
な
い
や
う
な
顏
つ
き
で
眺
め
て
ゐ

た
が
、
「
さ
く
ら
は
や
は
り
松
の
中
に
咲
い
て
ゐ
る
の
が
佳
い
ん
だ
な
。
」
と
私
た
ち
を
か
へ
り
み
て
言
つ

た
。 

 

す
る
と
芥
川
が
間
髮
を
い
れ
ず
、
「
松
の
中
に
櫻
が
咲
い
て
ゐ
る
ん
で
感
心
し
た
の
ぢ
や
な
く
て
、
さ

く
ら
が
咲
い
て
ゐ
る
ん
で
松
に
感
心
し
ち
や
つ
た
の
で
せ
う
。
」
と
い
つ
て
わ
ら
つ
た
。
道
章
氏
も
釣
り

こ
ま
れ
て
、
わ
け
な
く
「
あ
は
は
」
と
わ
ら
つ
た
。 

 

そ
れ
か
ら
私
た
ち
は
嵯
峨
駅
か
ら
汽
車
に
乘
つ
て
二
條
駅
に
引
き
返
し
、
北
野
の
天
神
に
参
詣
し
た
後
、

金
閣
寺
を
見
物
し
た
。
夕
方
、
四
條
通
り
を
東
へ
あ
る
い
て
行
き
、
都
踊
り
を
見
た
。 

 

そ
の
翌
日
は
芥
川
父
子
だ
け
が
奈
良
へ
見
物
に
行
つ
た
。
夕
が
た
私
と
家
内
と
は
芥
川
父
子
に
贈
る
た

め
に
二
條
木
屋
町
へ
行
つ
て
「
大
原
ふ
ご
」
を
買
ひ
、
四
條
の
繩
手
上
ル
で
「
鷺
知
ら
ず
」
を
買
つ
た
う



へ
、
鳥
居
楼
に
行
つ
た
。
芥
川
は
奈
良
で
買
つ
た
の
だ
と
言
つ
て
、
古
い
鏡
を
見
せ
て
吳
れ
た
。
親
子
二

人
は
八
時
二
十
分
の
汽
事
で
京
都
を
去
つ
て
行
き
、
私
た
ち
二
人
は
圓
山
公
園
に
寄
つ
て
、
夜
ざ
く
ら
を

見
て
か
へ
つ
た
。 

 

［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
「
芥
川
が
京
見
物
に
來
た
」
こ
こ
に
あ
る
通
り
、
芥
川
龍
之
介
は
大
正
六
（
一
九
一

七
）
年
四
月
十
二
日
に
養
父
道
章
と
二
人
で
、
京
都
・
奈
良
見
物
に
出
か
け
た
。
こ
の
日
の
午
後
に
京
都

下
鴨
の
作
者
の
下
鴨
の
新
家
庭
を
訪
問
し
て
お
り
、
翌
十
三
日
に
は
恒
藤
恭
の
案
内
で
、
東
本
願
寺
（
老

婆
心
乍
ら
言
っ
て
お
く
と
、
芥
川
家
の
宗
旨
は
日
蓮
宗
で
あ
る
）
・
嵐
山
・
清
凉
寺
・
金
閣
寺
を
巡
り
、

夕
刻
に
は
都
踊
り
を
見
学
し
た
。
十
四
日
に
道
章
と
二
人
で
奈
良
を
見
物
し
、
午
後
八
時
二
十
分
発
の
列

車
で
東
京
へ
向
か
っ
た
。
な
お
、
次
の
章
で
語
ら
れ
る
が
、
翌
朝
、
田
端
に
戻
っ
て
み
る
と
、
養
母
儔と

も

が

丹
毒
（
蜂
窩

ほ

う

か

織
炎

し
き
え
ん

。
次
の
章
の
最
初
の
注
の
リ
ン
ク
先
の
私
の
注
を
参
照
）
で
高
熱
を
出
し
て
床
に
就
い

て
い
る
と
い
う
騒
動
が
あ
っ
た
。
私
は
京
都
に
冥
い
の
で
、
幸
い
、
古
く
か
ら
よ
く
訪
ね
る
サ
イ
ト
「
東

京
紅
團
」
の
「
芥
川
龍
之
介
の
京
都
を
歩
く
」
の
「
１
」
に
、
詳
細
地
図
や
、
「
と
つ
つ
き
の
茶
店
」
に

つ
い
て
、
サ
イ
ト
主
は
『
戦
前
は
こ
の
写
真
』
（
リ
ン
ク
先
に
あ
る
写
真
）『
の
右
側
に
三
軒
屋
と
い
う
有

名
な
茶
店
が
あ
り
ま
し
た
。
推
定
で
す
が
、
芥
川
親
子
も
こ
の
三
軒
屋
で
休
ん
だ
の
だ
と
お
も
い
ま
す
』

と
述
べ
ら
れ
、
旧
「
三
軒
屋
」
や
、
芥
川
父
子
の
泊
っ
た
京
都
駅
前
の
旧
「
鳥
居
楼
本
館
」
の
写
真
も
揚

げ
て
お
ら
れ
る
の
で
参
照
さ
れ
た
い
。 

「
大
原
ふ
ご
」
不
詳
。「
ふ
ご
」
は
「
畚
」
（
魚
釣
り
の
魚
籠
）
の
よ
う
な
竹
細
工
か
と
も
思
っ
た
が
、
判

ら
ぬ
。
い
ろ
い
ろ
な
フ
レ
ー
ズ
で
検
索
し
て
み
た
が
、
正
体
不
詳
。
京
都
の
方
の
御
教
授
を
乞
う
も
の
で

あ
る
。 

「
鷺
知
ら
ず
」
は
京
都
名
産
の
小
魚
の
佃
煮
。
当
該
ウ
ィ
キ
に
よ
れ
ば
、
『
よ
く
洗
っ
た
鴨
川
産
の
小
魚
』

一
『
升
』（
四
百
九
十
匁
＝
千
八
百
三
十
七
・
五
グ
ラ
ム
）
『
に
つ
き
醤
油
』
七
『
合
を
入
れ
、
砂
糖
・
薑

を
少
々
加
え
、
数
時
間
煮
て
製
す
る
。
こ
の
と
き
の
調
味
液
の
残
り
は
次
回
に
使
用
し
、
そ
の
不
足
分
の

み
を
補
給
す
る
。
折
詰
ま
た
は
曲
物
に
入
れ
て
販
売
さ
れ
て
い
た
が
、
今
で
は
ほ
と
ん
ど
見
る
こ
と
は
で

き
な
い
。
な
お
、
使
わ
れ
る
小
魚
は
体
長
約
一
寸
』『
程
の
オ
イ
カ
ワ
』
（
コ
イ
科
ク
セ
ノ
キ
プ
リ
ス
亜
科 

O
x
y
g
astrin

ae 

ハ
ス
属
オ
イ
カ
ワ O

p
sa

riich
th

ys p
la

typ
u
s 

。
所
謂
、「
は
や
」
類
の
代
表
的
な
一
種
）『
の

稚
魚
を
使
う
。「
鉄
道
唱
歌
」
の
歌
詞
に
出
て
く
る
の
が
知
ら
れ
る
』
と
あ
る
。］ 

  
 

 
 

 
 

 

九 

帰
京
後
の
挨
拶
の
手
紙 

  

束
京
に
か
へ
つ
て
か
ら
一
週
間
ば
か
り
し
て
か
ら
芥
川
の
吳
れ
た
手
紙
の
文
句
を
次
に
し
る
す
。
こ
れ

も
「
全
集
」
の
第
七
卷
に
載
つ
て
ゐ
な
い
。 

［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
最
後
の
岩
波
の
正
字
旧
全
集
に
は
所
収
し
、
「
芥
川
龍
之
介
書
簡
抄
７
１ 

／ 

大
正
六
（
一
九
一
七
）

年
書
簡
よ
り
（
三
） 

塚
本
文
宛
・
井
川
（
恒
藤
）
恭
宛
」
（
宛
名
姓
は
「
井
川
」
と
な
っ
て
い
る
）
で
電
子
化
注
し
て
あ

る
。
原
書
簡
を
少
し
整
序
し
て
あ
る
。］ 

 

http://www.tokyo-kurenaidan.com/akutagawa-kyoto1.htm
http://www.tokyo-kurenaidan.com/akutagawa-kyoto1.htm
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E9%B7%BA%E7%9F%A5%E3%82%89%E3%81%9A
https://onibi.cocolog-nifty.com/alain_leroy_/2021/05/post-0e4ac5.html
https://onibi.cocolog-nifty.com/alain_leroy_/2021/05/post-0e4ac5.html


 
先
達
は
い
ろ
い
ろ
御
厄
介
に
な
つ
て
難
有
う 

 

そ
の
上
、
お
土
產
ま
で
頂
い
て
、
甚
恐
縮
し
た
。
早
速
御
禮
を
申
上
げ
る
筈
の
所
、
か
へ
つ
た
ら
、
母

が
丹
毒
で
ね
て
ゐ
た
爲
、
何
か
と
用
に
か
ま
け
て 

大
へ
ん
遲
く
な
つ
た
。 

 

か
へ
つ
た
時
は
、
ま
だ
四
十
度
近
い
熱
で
、
右
の
腕
が
腿
ほ
ど
の
太
さ
に
赤
く
腫
れ
上
つ
て
、
見
る
の

も
氣
味
の
惡
い
位
だ
つ
た
。
何
し
ろ
命
に
關
る
病
氣
だ
か
ら
、
家
中
ほ
ん
と
う
に
び
つ
く
り
し
た
が
、
幸

と
そ
の
後
の
經
過
が
よ
く
、
医
者
が
心
配
し
た
急
性
腎
臟
炎
も
起
ら
ず
に
し
ま
つ
た
。
今
朝
、
患
部
を
切

つ
て
、
炎
傷
か
ら
出
る
膿
水
を
と
つ
た
が
、
そ
れ
が
大
き
な
丼
に
一
ぱ
い
あ
つ
た
。
今
熱
を
計
つ
た
ら
卅

七
度
に
下
つ
て
ゐ
る
。
こ
の
あ
ん
ば
い
で
は
、
近
々
快
癒
す
る
だ
ら
う
と
思
ふ
。
医
者
も
、
も
う
心
配
は

な
い
と
云
つ
て
ゐ
る
。 

 

何
し
ろ
、
か
へ
つ
た
ら
、
芝
の
伯
母
や
何
か
が
、
泊
り
が
け
で
、
看
護
に
來
て
ゐ
た
に
は
、
實
際
び
つ

く
り
し
た
。
尤
も
腕
で
よ
か
つ
た
が
。 

 

医
者
曰
く
、
「
傳
染
の
媒
介
は
、
一
番
が
理
髮
店
で
、
耳
や
鼻
を
剃
る
時
に
か
み
そ
り
が
す
る
事
が
多

い
。
さ
う
云
ふ
の
は
、
顏
へ
來
る
。
顏
が
ま
つ
赤
に
腫
れ
上
つ
て
、
髮
の
毛
が
皆
ぬ
け
る
の
だ
か
ら
、
女

の
患
者
な
ど
は
、
恢
復
期
に
向
つ
て
ゐ
て
も
、
鏡
を
見
て
氣
絕
し
た
の
さ
へ
あ
つ
た
」
と
。
用
心
し
な
い

と
、
あ
ぶ
な
い
よ
、
實
際
。 

 
 

と
り
あ
へ
ず
御
礼
か
た
が
た
、
御
わ
び
ま
で
。
ま
だ
ご
た
ご
た
し
て
ゐ
る
。 

 
 

 

廿 

一 

日 

夜 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
龍 

 

［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
「
芝
の
伯
母
」
リ
ン
ク
先
で
既
注
だ
が
、
こ
の
「
芝
の
伯
母
」
と
い
う
の
は
、
実
父

敏
三
に
後
妻
で
入
っ
た
実
母
フ
ク
の
妹
フ
ユ
の
こ
と
で
あ
る
。
ど
う
転
ん
で
も
「
伯
母
」
で
は
な
く
「
叔

母
」
な
の
だ
が
、
一
面
、
構
造
上
は
「
義
母
」
に
も
当
た
る
こ
と
か
ら
、
彼
は
つ
い
、
か
く
「
伯
母
」
と

呼
ん
で
、
心
理
的
に
区
別
し
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
と
私
は
思
っ
て
い
る
。
他
の
書
簡
で
も
、
フ
ユ
を
「
伯

母
」
と
呼
ん
で
い
る
例
が
あ
る
。］ 

  
 

 
 

 
 

 
 

 

十 

共
に
生
き
る
者
の
幸
福
に
つ
い
て 

 

「
お
た
が
ひ
に
一
と
言
も
話
さ
な
い
で
、
お
や
ぢ
と
二
人
、
部
屋
の
中
に
一
緖
に
ゐ
る
と
き
が
あ
る
。
そ

れ
で
ゐ
て
、
そ
ん
な
時
に
い
ち
ば
ん
幸
福
な
感
じ
が
す
る
ん
だ
」
と
い
ふ
や
う
な
こ
と
を
、
芥
川
が
話
し

た
こ
と
が
あ
る
。 

 

こ
れ
は
意
味
の
深
い
言
葉
だ
と
思
つ
て
、
い
ま
で
も
記
憶
し
て
ゐ
る
。 

 

た
と
へ
ば
、
恋
愛
に
熱
し
て
ゐ
る
男
性
と
女
性
と
は
、
向
か
ひ
合
つ
て
ゐ
る
あ
ひ
だ
甚
だ
多
辯
で
あ
る
。

そ
れ
も
、
人
生
に
お
け
る
幸
福
に
み
ち
た
一
と
時
で
あ
る
に
相
違
な
い
。
だ
が
、
ほ
ん
た
う
に
親
し
い
間

柄
の
人
と
人
と
は
、
た
だ
同
じ
処
に
一
し
よ
に
じ
つ
と
し
て
居
る
だ
け
で
、
す
で
に
充
分
に
幸
福
で
あ
る
。 

 

［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
言
わ
ず
も
が
な
で
あ
る
が
、
こ
の
「
お
や
ぢ
」
と
は
養
父
芥
川
道
章
で
あ
る
。
芥
川

龍
之
介
は
実
父
新
原
敏
三
に
対
し
て
は
、
こ
う
し
た
親
近
感
を
表
明
し
た
こ
と
は
、
作
品
で
も
書
簡
で
も
、



一
度
も
、
な
い
。
龍
之
介
の
大
正
一
五
（
一
九
二
六
）
年
十
月
に
『
改
造
』
に
発
表
し
た
「
點
鬼
簿
」
の

「
三
」
の
冷
徹
な
叙
述
が
、
そ
れ
を
決
定
的
に
示
し
て
い
る
。
］ 

  
 

 
 

 
 

 
 

十
一 

芥
川
の
き
や
う
だ
い 

  

芥
川
に
は
二
人
の
姉
と
一
人
の
異
母
弟
と
が
あ
つ
た
。
そ
の
二
人
の
芥
川
の
姉
の
中
で
私
は
一
人
し
か

会
つ
た
こ
と
は
な
い
。
芥
川
は
細
長
の
顏
立
ち
で
あ
つ
た
け
れ
ど
、
そ
の
人
は
む
し
ろ
丸
顏
で
、
あ
ま
り

芥
川
に
は
似
て
ゐ
な
か
つ
た
。
芥
川
は
切
れ
の
長
い
眼
つ
き
で
あ
つ
た
が
。
そ
の
姉
さ
ん
は
ぱ
つ
ち
り
と

し
た
、
つ
ぶ
ら
な
眼
を
も
つ
て
ゐ
た
。
二
人
の
間
が
ら
は
あ
ま
り
親
し
さ
う
で
は
な
か
つ
た
、
昭
和
二
年

一
月
に
、
そ
の
姉
さ
ん
の
夫
、
つ
ま
り
芥
川
の
義
兄
の
家
が
火
を
発
し
て
全
燒
し
た
。
義
兄
は
放
火
の
嫌

疑
を
う
け
た
の
が
因
を
成
し
て
轢
死
し
た
。
そ
の
跡
始
末
の
た
め
に
芥
川
は
ず
ゐ
ぶ
ん
心
づ
か
ひ
を
し
た

ら
し
い
。
彼
が
自
殺
し
た
の
は
、
こ
の
事
件
が
あ
つ
て
か
ら
半
年
ば
か
り
経
過
し
た
時
の
こ
と
で
あ
る
。 

 

こ
の
義
兄
に
あ
た
る
人
に
も
二
、
三
回
会
つ
た
こ
と
が
あ
る
が
、
小
柄
で
、
ふ
と
り
氣
味
で
、
医
者
の

代
診
み
た
や
う
な
感
じ
の
す
る
血
色
の
好
い
人
だ
つ
た
。
「
あ
れ
は
俗
人
だ
よ
」
と
芥
川
は
い
つ
て
ゐ
た
。 

 

異
母
弟
の
得
二
君
は
、
ま
つ
た
く
芥
川
に
は
似
て
ゐ
な
か
つ
た
。
日
蓮
宗
に
凝
り
出
し
て
、
い
く
ぶ
ん

フ
ァ
ナ
チ
ッ
ク
に
な
つ
て
ゐ
た
や
う
だ
。「
あ
い
つ
に
は
か
な
は
ん
」
と
芥
川
は
い
つ
て
ゐ
た
。 

 

［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
「
二
人
の
姉
」
先
行
す
る
『
「
六 

芥
川
家
の
人
々
」
』
の
私
の
注
を
参
照
さ
れ
た
い

が
、
長
姉
は
、
新
原
敏
三
と
龍
之
介
の
実
母
フ
ク
の
間
に
生
ま
れ
た
龍
之
介
の
長
女
「
ソ
メ
」
（
初
）
で
あ

り
、
恒
藤
ど
こ
ろ
か
、
龍
之
介
自
身
も
逢
っ
た
こ
と
は
な
い
。
龍
之
介
の
生
ま
れ
る
四
年
前
の
明
治
二
一

（
一
九
八
八
）
年
四
月
に
僅
か
満
二
歳
九
ヶ
月
あ
ま
り
で
脳
膜
炎
で
急
逝
し
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
次
姉
ヒ

サ
も
そ
ち
ら
の
注
を
見
ら
れ
た
い
が
、
自
死
に
際
し
て
の
芥
川
龍
之
介
の
遺
書
に
は
、
遺
族
に
よ
っ
て
破
棄

さ
れ
た
部
分
が
存
在
し
、
理
由
は
判
然
と
し
な
い
が
、
現
行
の
研
究
で
は―

―

こ
の
次
姉
ヒ
サ―

―

及
び
、

こ
こ
に
出
る―

―

義
母
弟
新
原
得
二―

―

と
の―

―

義
絶―
―

の
指
示
が
あ
っ
た
と
さ
れ
る
（
無
論
、
実
行

さ
れ
て
い
な
い
）。
私
の
サ
イ
ト
版
「
芥
川
龍
之
介
遺
書
全
６
通 

他 

関
連
資
料
１
通≪

２
０
０
８
年
に

新
た
に
見
出
さ
れ
た
る
遺
書
原
本 

や
ぶ
ち
ゃ
ん
翻
刻
版 

附
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注≫

」
を
参
照
さ
れ
た
い
。 

「
そ
の
姉
さ
ん
の
夫
、
つ
ま
り
芥
川
の
義
兄
の
家
が
火
を
発
し
て
全
燒
し
た
。
義
兄
は
放
火
の
嫌
疑
を
う

け
た
の
が
因
を
成
し
て
轢
死
し
た
。
そ
の
跡
始
末
の
た
め
に
芥
川
は
ず
ゐ
ぶ
ん
心
づ
か
ひ
を
し
た
ら
し
い
」

同
じ
く
『
（
そ
の
６
） 

／
「
六 

芥
川
家
の
人
々
」』
の
私
の
注
を
参
照
さ
れ
た
い
が
、
少
し
付
け
加
え

る
と
、
姉
ヒ
サ
の
再
婚
相
手
で
あ
る
弁
護
士
西
川
豊
は
、
大
正
一
二
（
一
九
二
三
）
年
の
一
月
頃
、
偽
証
教

唆
に
よ
っ
て
市
ケ
谷
刑
務
所
に
収
監
さ
れ
る
と
い
う
騒
動
が
、
ま
ず
、
あ
り
、
芥
川
龍
之
介
が
自
死
の
直
前

の
昭
和
二
（
一
九
二
七
）
年
七
月
発
行
の
『
中
央
公
論
』
に
発
表
し
た
「
冬
と
手
紙
と
」
の
「
一 

冬
」

（
私
の
サ
イ
ト
版
）
は
、
そ
の
収
監
さ
れ
た
西
川
に
面
会
す
る
シ
ー
ク
エ
ン
ス
が
描
か
れ
て
い
る
。
こ
の
同

じ
時
、
龍
之
介
は
盟
友
小
穴
隆
一
が
脱
疽
の
た
め
に
右
足
首
を
切
断
し
て
お
り
、
そ
の
手
術
に
立
ち
会
う
な

ど
の
ダ
ブ
ル
・
パ
ン
チ
状
態
に
あ
っ
た
。
そ
し
て
、
自
死
の
年
の
一
月
四
日
に
は
、
西
川
宅
が
全
焼
、
直
前

に
多
額
の
火
災
保
険
が
か
け
ら
れ
て
い
た
こ
と
が
判
り
、
西
川
に
嫌
疑
が
か
か
っ
た
の
で
あ
っ
た
。
そ
の
取

http://yab.o.oo7.jp/tennkibo.html
https://onibi.cocolog-nifty.com/alain_leroy_/2023/01/post-409fd8.html
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り
調
べ
の
最
中
、
西
川
は
失
踪
し
、
一
月
六
日
午
後
六
時
五
十
分
頃
、
千
葉
県
山
武
郡
土
気
の
国
鉄
の
ト
ン

ネ
ル
附
近
で
飛
び
込
み
自
殺
を
し
た
の
で
あ
っ
た
。
結
局
、
あ
っ
た
と
さ
れ
る
ヒ
サ
と
得
二
の
義
絕
は
、
龍

之
介
の
自
死
の
決
意
の
時
期
に
、
神
経
に
触
る
面
倒
な
問
題
を
彼
に
波
状
的
増
幅
的
に
齎
し
た
こ
と
に
対
す

る
甚
だ
し
い
不
快
感
が
原
因
で
あ
ろ
う
と
思
わ
れ
る
。
則
ち
、
ヒ
サ
と
得
二
は
自
分
の
死
後
も
養
父
母
・
叔

母
フ
キ
・
妻
文
・
男
子
三
人
に
間
接
的
・
直
接
的
に
甚
だ
し
い
難
題
を
吹
っ
か
け
て
来
る
に
違
い
な
い
（
と
、

確
か
に
、
注
し
て
い
る
私
自
身
も
思
う
の
だ
が
）
と
断
じ
て
、
義
絕
要
請
を
遺
書
に
命
じ
た
の
で
あ
ろ
う
。

先
の
遺
書
で
注
し
た
が
、
推
定
で
は
、
ヒ
サ
及
び
得
二
と
の
義
絶
と
と
も
に
、
葛
巻
義
敏
の
扶
養
を
指
示
し

て
も
い
る
と
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
母
で
あ
る
ヒ
サ
を
義
絶
し
な
が
ら
、
義
敏
を
扶
養
す
る
と
い
う
の
は
、
正

直
、
お
か
し
な
話
で
あ
ろ
う
。
遺
書
の
そ
の
部
分
を
書
い
て
い
る
龍
之
介
に
は
、
最
早
、
そ
の
矛
盾
と
実
行

不
可
能
性
に
気
づ
か
な
い
ほ
ど
、
一
時
的
に
で
も
、
理
性
が
働
い
て
い
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
因
み
に
、
破

棄
さ
れ
た
部
分
に
は
、
あ
と
二
つ
、
全
集
底
本
は
原
稿
に
よ
る
こ
と
及
び
削
除
作
品
に
つ
い
て
の
指
示
」

（
原
稿
は
総
て
が
作
者
に
戻
っ
て
は
い
な
い
こ
と
、
削
除
作
を
指
定
さ
れ
た
の
で
は
「
全
集
」
に
な
ら
な

い
こ
と
か
ら
、
現
実
的
に
実
行
す
る
こ
と
は
困
難
で
あ
る
か
ら
、
破
棄
は
正
当
と
も
言
え
る
。
但
し
、
だ

か
ら
破
棄
し
た
と
い
う
よ
り
も
、
こ
の
破
棄
さ
れ
た
指
示
書
は
、
同
一
の
続
い
た
文
章
で
一
枚
或
い
は
複

数
枚
の
原
稿
用
紙
に
書
か
れ
て
い
た
た
め
に
、
一
緒
に
破
棄
せ
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
と
い
う
物
理
的
理
由

が
あ
っ
た
と
考
え
る
方
が
自
然
で
あ
ろ
う
）
と―

―

驚
く
べ
き
こ
と
に―

―

小
穴
隆
一
と
文
子
の
再
婚
の

指
示―

―

が
あ
っ
た
と
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
無
論
、
実
現
し
て
い
な
い
し
、
小
穴
は
龍
之
介
の
死
後
、

「
二
つ
の
繪
」
や
「
鯨
の
お
詣
り
」
に
単
行
本
化
さ
れ
る
、
芥
川
龍
之
介
に
纏
わ
る
、
あ
る
こ
と
な
い
こ

と
を
一
緒
く
た
に
し
た
文
章
を
、
多
数
、
書
い
て
お
り
、
特
に
龍
之
介
の
原
稿
を
自
身
の
管
理
下
に
置
い

た
葛
巻
義
敏
を
、
芥
川
家
に
巣
食
う
『
奇
怪
な
家
ダ
ニ
』
と
卑
称
し
て
徹
底
的
に
批
判
し
た
り
し
た
結
果

（
二
作
は
私
の
ブ
ロ
グ
・
カ
テ
ゴ
リ
「
芥
川
龍
之
介
盟
友 

小
穴
隆
一
」
で
総
て
電
子
化
注
し
て
あ
る
）
、

芥
川
家
の
方
か
ら
小
穴
と
は
疎
遠
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
よ
う
で
あ
る
。 

「
異
母
弟
の
得
二
君
」
同
じ
く
『（
そ
の
６
） 

／
「
六 

芥
川
家
の
人
々
」』
の
私
の
注
を
参
照
。］ 

  
 

 
 

 
 

 
 

十
二 

未
婚
の
こ
ろ
の
文
子
夫
人 

  

大
正
七
年
に
芥
川
は
塚
本
文
子
さ
ん
と
結
婚
し
た
。
よ
は
ひ
は
二
十
七
歲
。 

 

私
は
結
婚
前
の
芥
川
夫
人
に
一
度
だ
け
会
つ
た
こ
と
が
あ
る
。（
尤
も
こ
の
記
憶
は
確
か
で
は
な
い
。
一
度
だ
け
で

は
な
か
つ
た
か
も
知
れ
な
い
。
）

そ
れ
は
前
年
の
大
正
六
年
の
正
月
の
こ
と
だ
つ
た
か
と
思
ふ
が
、
そ
れ
よ
り
も

前
だ
つ
た
か
も
分
ら
な
い
。
と
に
か
く
私
が
京
都
か
ら
上
京
し
て
、
年
末
か
ら
正
月
に
か
け
て
滯
在
し
て

ゐ
た
あ
ひ
だ
の
こ
と
で
あ
る
。 

 

そ
の
こ
ろ
の
塚
本
家
の
住
居
は
、
芝
に
あ
つ
た
の
か
、
麻
布
に
あ
つ
た
の
か
、
こ
れ
も
忘
れ
て
し
ま
つ

た
が
、
芥
川
に
さ
そ
は
れ
て
、
あ
る
日
の
午
後
は
じ
め
て
そ
こ
に
お
と
づ
れ
た
。
十
人
ば
か
り
集
ま
つ
て

ゐ
た
者
た
ち
が
歌
が
る
た
を
し
て
あ
そ
ん
だ
。 

 

ま
だ
女
学
校
の
生
徒
ら
し
い
樣
子
の
と
れ
て
ゐ
な
い
文
子
さ
ん
が
、
お
茶
や
お
菓
子
な
ど
を
く
ば
つ
た

り
し
た
。
大
柄
な
、
肉
つ
き
の
好
い
か
ら
だ
つ
き
で
、
ふ
く
よ
か
な
頰
の
い
ろ
が
う
つ
く
し
か
つ
た
。
弟
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の
八
洲
君
も
一
し
よ
に
か
る
た
を
取
つ
た
か
と
思
ふ
が
、
そ
の
こ
ろ
は
ま
だ
可
愛
ら
し
い
少
年
だ
つ
た
。 

 

夕
方
そ
こ
を
辞
し
て
の
か
ヘ
り
み
ち
、
私
た
ち
は
文
子
さ
ん
に
つ
い
て
語
り
合
つ
た
。
と
ほ
か
ら
ず
結

婚
す
る
こ
と
に
き
ま
つ
て
ゐ
た
頃
の
こ
と
だ
つ
た
の
で
、
芥
川
の
話
し
ぶ
り
に
は
希
望
に
み
ち
て
ゐ
る
や

う
な
と
こ
ろ
が
あ
つ
た
。 

 

文
子
さ
ん
の
お
父
さ
ん
は
、
日
露
戰
爭
の
と
き
海
軍
大
学
出
の
少
佐
と
し
て
軍
艦
初
瀨
に
乘
り
組
ん
で

ゐ
た
が
、
旅
順
の
港
外
で
乘
艦
が
機
械
水
雷
に
触
れ
て
沈
沒
し
た
際
に
、
艦
と
運
命
を
共
に
し
た
。
そ
の

あ
と
、
し
つ
か
り
し
た
氣
性
の
未
亡
人
の
い
つ
く
し
み
深
い
養
育
に
よ
つ
て
二
人
の
遺
兒
は
健
か
に
成
長

し
た
の
で
あ
る
。 

 

［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
龍
之
介
と
文
の
結
婚
に
つ
い
て
の
経
緯
は
、
既
に
「
八 

嵐
山
の
は
る
さ
め
」
の
注

で
年
譜
的
事
実
を
時
系
列
で
簡
単
に
纏
め
て
あ
る
が
、
こ
こ
で
恒
藤
が
、
「
と
ほ
か
ら
ず
結
婚
す
る
こ
と

に
き
ま
つ
て
ゐ
た
頃
の
こ
と
だ
つ
た
」
と
述
べ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
大
正
五
（
一
九
一
六
）
年
年
始
で
は

な
く
、
最
初
の
述
べ
て
い
る
大
正
六
年
年
始
で
あ
る
（
前
年
十
二
月
に
縁
談
契
約
書
が
両
家
に
よ
っ
て
交

わ
さ
れ
て
い
る
）
。
年
譜
に
は
恒
藤
（
彼
は
既
に
こ
の
大
正
五
年
の
十
一
月
に
結
婚
し
て
い
る
。
当
時
は

彼
は
大
学
院
生
）
の
年
末
年
始
の
滞
在
は
記
さ
れ
て
い
な
い
が
、
海
軍
機
関
学
校
の
冬
季
休
暇
は
十
二
月

二
十
一
日
に
始
ま
り
、
翌
年
一
月
九
日
（
こ
の
日
に
鎌
倉
の
下
宿
に
戻
っ
て
い
る
）
ま
で
で
あ
っ
た
。
ち

ょ
っ
と
気
に
な
る
の
は
、
新
妻
雅ま

さ

と
の
最
初
の
正
月
を
妻
を
お
い
て
上
京
と
い
う
の
は
ち
ょ
っ
と
解
せ
な

い
気
が
す
る
が
、
或
い
は
、
恭
の
逆
の
思
い
や
り
で
、
雅
を
里
帰
り
さ
せ
て
父
と
水
入
ら
ず
の
正
月
を
計

ら
っ
た
の
な
ら
、
腑
に
落
ち
な
く
も
な
い
。 

「
塚
本
家
の
住
居
は
、
芝
に
あ
つ
た
の
か
、
麻
布
に
あ
つ
た
の
か
」
麻
布
と
い
う
の
は
記
憶
に
な
い
が
、

芥
川
龍
之
介
の
妻
文
の
「
二
十
三
年
の
の
ち
に
」
（
昭
和
二
四
（
一
九
四
九
）
年
三
月
発
行
の
『
図
書
』

所
収
。
岩
波
文
庫
石
割
透
編
「
芥
川
追
想
」
で
読
め
る
）
で
、
芝
の
新
原
家
（
旧
芝
区
新
銭
座
町
十
六
。

現
在
の
港
区
浜
松
町
１―

２
（
グ
ー
グ
ル
・
マ
ッ
プ
・
デ
ー
タ
。
以
下
同
じ
）
附
近
）
か
ら
南
南
西
に
直

線
で
三
キ
ロ
強
の
位
置
の
こ
こ
（
現
在
の
港
区
高
輪
三
丁
目
）
に
あ
る
東
禅
寺
の
そ
ば
に
、
元
々
の
塚
本

家
が
あ
っ
た
こ
と
が
、
そ
こ
に
『
東
禅
寺
の
隣
り
』
と
あ
る
こ
と
か
ら
判
明
し
た
。
し
か
し
、
こ
れ
は
、

恒
藤
恭
の
記
憶
違
い
で
、
恒
藤
が
芥
川
龍
之
介
と
知
り
合
い
、
芥
川
が
文
に
好
意
を
抱
い
た
頃
に
は
、
既

に
塚
本
鈴
と
文
は
本
所
相
生
町
の
芥
川
の
三
中
の
親
友
山
本
喜
誉
司
（
文
の
叔
父
に
当
た
る
）
の
家
に
移

っ
て
か
ら
の
こ
と
で
あ
る
か
ら
で
あ
っ
て
、
芝
で
は
な
い
。
そ
の
後
に
或
い
は
麻
布
に
移
っ
て
い
る
の
か

も
知
れ
な
い
が
、
芝
で
は
絶
対
に
あ
り
得
な
い
の
で
あ
る
。
恐
ら
く
、
「
昔
は
、
芝
に
塚
本
家
の
大
き
な

家
が
あ
っ
た
。」
と
い
う
話
を
芥
川
か
ら
聴
い
た
こ
と
か
ら
錯
誤
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
。 

「
ま
だ
女
学
校
の
生
徒
ら
し
い
樣
子
の
と
れ
て
ゐ
な
い
文
子
さ
ん
」
と
い
う
よ
り
、
彼
女
は
ま
だ
跡
見
女

学
校
在
学
中
で
、
未
だ
満
十
五
歳
で
あ
っ
た
。
因
み
に
、
芥
川
龍
之
介
（
満
二
十
五
歳
）
と
結
婚
し
た
の
は

大
正
七
（
一
九
一
八
）
年
二
月
二
日
で
あ
っ
た
が
、
こ
の
時
も
、
満
十
七
歳
で
、
実
は
同
校
在
学
中
で
あ
っ

た
。
縁
談
契
約
書
で
は
卒
業
後
に
結
婚
す
る
と
い
う
明
文
が
あ
っ
た
の
だ
が
、
一
九
九
二
年
河
出
書
房
新

社
刊
の
鷺
只
雄
編
著
「
年
表
作
家
読
本 

芥
川
龍
之
介
」
の
コ
ラ
ム
「
塚
本
文
と
の
結
婚
」
（
六
十
六
ペ

ー
ジ
）
に
よ
れ
ば
、
彼
女
が
『
こ
の
年
数
え
一
九
の
厄
年
に
な
る
た
め
、
迷
信
深
い
芥
川
家
で
は
せ
め
て
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節
分
前
』
（
こ
れ
は
旧
暦
に
よ
る
安
全
圏
内
を
端
と
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
こ
の
年
の
旧
暦
の
元
日
は
グ

レ
ゴ
リ
オ
暦
で
二
月
十
一
日
に
相
当
す
る
か
ら
で
あ
る
）
『
に
式
を
あ
げ
よ
う
と
早
め
た
と
い
う
』
と
あ

っ
た
。 

「
弟
の
八
洲
君
」
既
出
既
注
。
当
時
は
満
十
三
歳
。 

「
文
子
さ
ん
の
お
父
さ
ん
」
山
本
善
五
郎
（
明
治
二
（
一
八
六
九
）
年
～
明
治
三
七
（
一
九
〇
四
）
年
五

月
十
五
日
）
は
鷺
氏
の
前
掲
書
の
コ
ラ
ム
「
文
の
父
・
塚
本
善
五
郎
」
に
よ
れ
ば
、
『
飛
騨
高
山
の
士
族

で
あ
っ
た
が
、
明
治
維
新
後
、
東
京
へ
出
て
品
川
の
下
高
輪
、
東
禅
寺
の
一
画
に
一
〇
室
程
あ
る
家
を
構

え
て
住
ん
で
い
た
』
。
彼
は
『
海
軍
大
学
第
一
四
回
の
卒
業
生
で
、
卒
業
時
に
は
成
績
優
秀
に
つ
き
』
、

『
恩
師
の
時
計
と
備
前
長
船

お
さ
ふ
ね

の
刀
を
も
ら
っ
た
』
。『
明
治
三
七
』（
一
九
〇
四
）『
年
二
月
に
新
造
さ
れ
た

戦
艦
「
初
瀬
」
に
乗
り
、
第
一
艦
隊
の
参
謀
少
佐
』（
別
資
料
で
は
「
大
佐
」
と
あ
る
）『
と
し
て
日
露
戦

争
に
出
征
し
』
た
が
、
『
旅
順
港
外
で
艦
が
機
械
水
雷
に
触
れ
て
轟
沈
し
、
御
真
影
を
捧
げ
て
艦
と
運
命

を
共
に
し
た
』。
享
年
三
十
六
で
あ
っ
た
。
『
そ
の
時
』
、
『
妻
の
鈴
は
二
三
歳
、
文
四
歳
、
弟
の
八
洲
は
一

歳
で
あ
つ
た
』
。『
塚
本
家
に
は
善
五
郞
の
父
母
が
健
在
で
あ
っ
た
が
、
息
子
の
死
に
力
を
落
し
て
相
次
い

で
世
を
去
り
、
大
き
な
家
は
不
要
と
な
っ
た
の
で
人
に
貸
し
、
別
に
三
間
の
絵
を
建
て
て
一
家
は
そ
こ
に

住
ん
だ
』。
し
か
し
、『
母
の
実
家
山
本
家
で
は
年
若
い
未
亡
人
一
家
を
案
じ
て
里
帰
り
を
勧
め
た
の
で
、

明
治
四
〇
』
（
一
九
〇
七
）
年
に
（
龍
之
介
満
十
五
歳
）
、
『
一
家
は
本
所
相
生
町
へ
移
っ
た
』
。
『
こ
の
相

生
町
は
小
泉
町
の
芥
川
家
の
す
ぐ
近
く
で
』
あ
り
、
親
友
で
あ
っ
た
『
文
の
叔
父
喜
誉
司
』
（
鈴
の
一
番

下
の
弟
）
『
を
訪
ね
て
龍
之
介
が
』
よ
く
『
遊
び
に
来
』
て
お
り
、
龍
之
介
は
文
の
少
女
時
代
か
ら
知
っ

て
い
た
の
で
あ
っ
た
。］ 

  
 

 
 

 
 

 
 

十
三 

英 

文 

書 

簡 

一 

通 

  

私
の
手
許
に
残
つ
て
ゐ
る
芥
川
の
書
簡
の
中
に
、
英
文
で
し
た
た
め
た
も
の
が
一
通
あ
る
。
西
洋
紙
二 

校
に
書
い
て
あ
り
、
そ
れ
を
入
れ
た
西
洋
封
筒
の
消
印
は
「
内
藤
新
宿
」
局
の
も
の
で
、
日
付
は
明
治
四

十
五
年
七
月
二
十
二
月
と
な
つ
て
ゐ
る
。 

 

そ
れ
は
、
私
た
ち
が
一
高
の
二
年
生
の
と
き
の
学
年
試
驗
を
了
へ
た
後
の
暑
中
休
暇
の
あ
ひ
だ
の
こ
と

で
あ
る
。
私
は
試
驗
が
終
る
と
た
だ
ち
に
松
江
市
の
母
の
許
に
帰
つ
て
、
そ
の
夏
を
す
ご
し
た
。
手
紙
の

文
句
の
中
に " S

ister an
d
 b

ro
th

ers " 

と
あ
る
が
、
そ
の
一
人
の
妹
は
い
ま
で
も
健
在
だ
け
れ
ど
、
二
人
の

弟
は
い
づ
れ
も
亡
く
な
つ
て
し
ま
つ
た
。 

 

芥
川
が
ど
う
し
て
わ
ざ
わ
ざ
英
文
で
し
た
た
め
て
寄
越
し
た
の
か
よ
く
は
わ
か
ら
な
い
け
れ
ど
、
事
に

よ
つ
た
ら
私
の
方
か
ら
ブ
ロ
ー
ク
ン
イ
ン
グ
リ
シ
ッ
シ
ュ
で
書
い
て
送
つ
た
手
紙
に
対
し
て
、
先
方
か
ら

も
英
文
で
も
つ
で
返
信
を
吳
れ
た
の
で
あ
つ
た
か
も
知
れ
な
い
。
な
に
し
ろ
、
三
十
五
年
ば
か
り
も
以
前

の
こ
と
な
の
で
。
た
し
か
な
記
憶
は
も
つ
て
ゐ
な
い
。 

 

終
り
に 

近
い
箇
所
に  " w

ith
o
u
t "  

と
書
い
て
い
る
が
、
正
し
く
は   " w

ith
 "  

と
書
く
べ
き
で
な
か
つ

た
か
と
思
ふ
。
そ
れ
か
ら
少
し
後
の
個
所
に
、
『
乾
草
の
か
を
り―

―

牝
牛
た
ち
の
も
の
う
い
鳴
き
ご
ゑ

―
―

き
い
ろ
と
新
月
』
と
い
か
も
西
洋
の
風
景
画
を
お
も
ひ
浮
か
べ
さ
せ
る
や
う
な
叙
景
の
文
句
が
あ
る

https://onibi.cocolog-nifty.com/alain_leroy_/2023/01/post-969f7d.html


が
、
こ
の
手
紙
の
書
か
れ
た
こ
ろ
に
は
、
芥
川
家
は
未
だ
田
端
の
新
宅
に
移
轉
し
て
居
ら
ず
、
ま
ヘ
に
も

書
い
た
や
う
に
、
新
宿
に
住
ん
で
ゐ
て
、
そ
の
と
な
り
に
は
、
芥
川
の
実
家
で
経
営
し
て
ゐ
た
小
規
模
の

飼
牛
場
が
あ
つ
た
爲
で
あ
る
。 

 

ポ
ス
ト
・
ス
ク
リ
プ
ツ
ム
に
追
記
し
て
あ
る
ビ
ア
ヅ
レ
ー
の
「
サ
ロ
メ
」
は
、
う
つ
く
し
い
版
画
を
を

さ
め
た
本
で
あ
つ
た
。 

 

［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
こ
の
た
め
に
ブ
ロ
グ
・
カ
テ
ゴ
リ
「
芥
川
龍
之
介
書
簡
抄
」
の
「
芥
川
龍
之
介
書
簡
抄

１
５
０ 

追
加 

明
治
四
五
（
一
九
一
二
）
年
七
月
二
十
日 

井
川
恭
宛
（
全
文
英
文
）
・
オ
リ
ジ
ナ
ル
邦

訳
附
き
」
で
岩
波
旧
全
集
版
の
当
該
書
簡
を
先
に
電
子
化
注
し
、
私
の
芥
川
龍
之
介
書
簡
に
似
せ
て
作
っ
た

歴
史
的
仮
名
遣
・
正
字
表
現
版
の
擬
似
的
訳
文
を
載
せ
て
お
い
た
が
、
本
篇
の
英
文
引
用
と
は
改
行
に
異
な

っ
た
箇
所
が
あ
り
、
ス
ペ
ル
や
記
号
類
を
恒
藤
が
補
正
し
た
と
思
わ
れ
る
箇
所
も
数
ヶ
所
あ
る
。
活
字
が
な

か
っ
た
か
、
或
い
は
恒
藤
が
指
示
し
な
か
っ
た
か
、
斜
体
も
使
用
さ
れ
て
い
な
い
。
コ
ン
マ
や
ピ
リ
オ
ド
の

後
の
字
空
け
が
有
意
に
倍
あ
る
。
な
る
べ
く
底
本
に
近
い
よ
う
に
し
た
が
、
そ
も
そ
も
底
本
の
英
文
活
字
一

つ
の
横
幅
が
邦
文
の
そ
れ
に
比
べ
て
相
対
的
に
大
き
く
、
ポ
イ
ン
ト
も
大
き
く
、
単
語
間
の
字
空
け
も
、

元
々
や
や
広
い
感
じ
で
組
ん
で
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
そ
の
ま
ま
の
一
行
の
活
字
数
を
和
文
本
文
と
同
じ

に
す
る
と
、
却
っ
て
読
み
難
く
な
る
の
で
諦
め
た
。
★
さ
ら
に
、
ワ
ー
ド
で
和
文
の
中
に
英
文
の
文
章
を
混

在
さ
せ
る
と
、
微
妙
に
記
号
類
に
不
具
合
が
発
生
す
る
こ
と
が
判
っ
た
た
め
、
こ
こ
は
独
立
し
たP

D
F

フ
ァ

イ
ル
を
別
に
作
成
し
、
こ
こ
に
リ
ン
ク
さ
せ
て
お
く
こ
と
と
し
た
。
不
自
由
を
お
か
け
し
、
誠
に
済
ま
な
い
。 

 ―
―

『
●
恒
藤
恭
「
旧
友
芥
川
龍
之
介
」
の
「
芥
川
龍
之
介
の
こ
と
な
ど
」
の

一
括 P

D
F

 

版
内
の
「
十
三 

英 

文 

書 

簡 

一 

通
」
の
章
の
た
め
の
芥
川
龍
之
介
英

文
書
簡
（P

D
F

 

に
よ
る
補
完
分
）』―

―
 

 

で
あ
る
。
な
お
、
注
の
一
部
を
そ
の
英
文
の
最
後
に
移
し
て
あ
る
の
で
、
必
ず
、
読
ま
れ
た
い
。 

「
ポ
ス
ト
・
ス
ク
リ
プ
ツ
ム
」
〝p

o
st scrip

tu
m

〟
は
ラ
テ
ン
語
で
、
「
ポ
ス
ト
・
ス
ク
リ
プ
ト
ゥ
ム
」
、

「
後
で
」
＋
「
書
か
れ
た
物
・
文
書
」
を
意
味
し
、

P.S.
（
追
伸
）
の
略
号
で
知
ら
れ
る
も
の
。
」 

  
 

 
 

 
 

 

十
四 

澄
江
堂
の
遺
品
に
つ
い
て 

  

こ
の
稿
の
書
き
は
じ
め
に
「
戰
火
に
燒
け
失
せ
た
澄
江
堂
」
と
い
ふ
題
目
の
下
に
、
一
昨
年
の
四
月
十

三
日
に
田
端
の
芥
川
家
が
戰
火
の
た
め
に
灰
と
な
つ
て
し
ま
つ
た
と
い
ふ
未
亡
人
か
ら
の
た
よ
り
を
引
き

合
ひ
に
出
し
た
う
へ
、
次
男
の
多
加
志
君
が
南
方
の
遠
い
地
域
で
戰
死
し
た
翌
日
に
、
『
故
人
の
生
前
を

し
の
ぶ
よ
す
が
と
な
る
さ
ま
ざ
ま
の
遺
書
や
遺
品
と
共
に
澄
江
堂
の
建
物
が
戰
火
の
た
め
に
燒
け
う
せ
て

し
ま
つ
た
と
い
ふ
こ
と
は
、
奥
さ
ん
が
手
紙
の
中
に
書
か
れ
て
ゐ
る
や
う
に
、
な
に
か
不
思
議
な
め
ぐ
り

合
は
せ
だ
と
い
ふ
感
じ
が
す
る
。
』
と
述
べ
た
の
で
あ
つ
た
が
、
（
前
出
七
五
頁
）
こ
の
文
句
の
一
部
分
を

訂
正
せ
ね
ば
な
ら
ぬ
こ
と
が
わ
か
つ
た
。 

https://onibi.cocolog-nifty.com/alain_leroy_/2023/01/post-32b68f.html
https://onibi.cocolog-nifty.com/alain_leroy_/2023/01/post-32b68f.html
https://onibi.cocolog-nifty.com/alain_leroy_/2023/01/post-32b68f.html
http://yab.o.oo7.jp/akueibun.pdf
http://yab.o.oo7.jp/akueibun.pdf
http://yab.o.oo7.jp/akueibun.pdf


 
と
い
ふ
の
は
、
右
の
拙
稿
を
載
せ
た
雜
誌
が
秋
田
屋
か
ら
郵
送
さ
れ
、
そ
の
中
の
拙
稿
を
よ
ま
れ
た
未

亡
人
が
戰
後
の
感
想
を
か
い
て
寄
越
さ
れ
た
手
紙
の
中
に
、
故
人
の
遺
書
や
遺
品
は
鵠
沼
の
現
在
の
芥
川

家
の
住
居
の
方
に
疎
開
し
て
あ
つ
た
爲
に
無
事
で
あ
つ
た
と
い
ふ
こ
と
が
し
た
た
め
て
あ
り
、
故
人
が
愛

藏
ま
た
は
愛
用
し
て
ゐ
た
其
れ
ら
の
品
々
は
澄
江
堂
の
建
物
と
運
命
を
共
に
し
た
の
で
な
か
つ
た
事
実
を

知
こ
と
が
で
き
た
か
ら
で
あ
る
。 

 

は
じ
め
の
未
亡
人
の
た
よ
り
の
中
の
『
田
端
の
家
も
昨
年
四
月
十
三
日
に
灰
に
な
つ
て
し
ま
ひ
ま
し

た
。
』
と
い
ふ
文
句
に
、
胸
を
撲
た
れ
た
爲
に
、
さ
ま
ざ
ま
の
遺
品
も
一
し
よ
に
灰
と
な
つ
て
し
ま
つ
た

も
の
と
す
つ
か
り
思
ひ
込
ん
で
し
ま
つ
た
次
第
で
あ
つ
た
。
若
し
も
周
到
に
考
へ
た
の
で
あ
つ
た
な
ら
ば
、

当
然
に
家
具
家
財
の
疎
開
と
い
ふ
こ
と
に
も
思
ひ
及
ぶ
べ
き
は
ず
で
あ
つ
た
の
だ
し
、
此
の
や
う
な
訂
正

の
言
葉
を
書
き
つ
ら
ね
る
必
要
も
生
じ
な
か
つ
た
わ
け
で
あ
る
が
、
お
も
へ
ば
愚
か
な
私
自
身
の
早
吞
み

こ
み
で
あ
つ
た
。 

 

［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
「
（
前
出
七
五
頁
）
」
本
パ
ー
ト
冒
頭
の
「
一 

戰
火
に
燒
け
失
せ
た
澄
江
堂
」
（
リ
ン

ク
は
ブ
ロ
グ
版
）
私
の
太
字
の
注
の
「
遺
品
・
遺
書
は
焼
失
し
て
い
な
い
」
と
あ
る
前
の
本
文
部
分
を
指

す
。 

「
秋
田
屋
」
本
パ
ー
ト
が
連
載
さ
れ
た
雑
誌
『
智
慧
』
の
発
行
元
で
あ
る
奈
良
の
出
版
社
。
前
リ
ン
ク
の

私
の
注
を
参
照
。 

「
鵠
沼
の
現
在
の
芥
川
家
の
住
居
の
方
に
疎
開
し
て
あ
つ
た
」
無
批
判
に
考
え
る
と
、
芥
川
龍
之
介
が
晩

年
の
一
時
期
を
過
ご
し
た
鵠
沼
の
貸
家
を
想
起
す
る
の
だ
が
、
あ
の
貸
家
を
「
芥
川
家
」
の
借
り
物
と
し

て
戦
中
・
戦
後
を
通
じ
て
借
り
続
け
て
い
た
と
は
、
当
時
の
状
況
を
考
え
る
と
、
か
な
り
お
か
し
い
気
が

す
る
。
私
は
こ
の
「
芥
川
家
」
と
い
う
の
は
、
妻
文
の
母
鈴
と
弟
八
洲
が
い
た
塚
本
家
（
結
核
で
あ
っ
た

八
洲
の
療
養
の
た
め
に
龍
之
介
の
晩
年
に
鵠
沼
に
移
っ
て
い
た
）
の
こ
と
で
は
あ
る
ま
い
か
？
］ 

  
 

 
 

 
 

 
 

十
五 

昭
和
二
年
の
七
月
の
お
も
ひ
出 

  

芥
川
が
此
の
世
を
去
つ
た
年―

―

昭
和
二
年
の
七
月
は
、
來
る
日
も
來
る
日
も
き
び
し
い
炎
暑
が
つ
づ

い
た
。
自
殺
の
当
日
の
七
月
二
十
四
日
も
朝
か
ら
か
ん
か
ん
と
烈
日
の
燃
え
か
が
や
く
日
和
で
あ
つ
た
し
、

葬
儀
の
行
は
れ
た
七
月
二
十
七
日
も
お
な
じ
や
う
に
酷
暑
の
一
日
で
あ
つ
た
。 

 

そ
れ
以
來
、
何
年
振
り
か
に
暑
さ
む
き
び
し
い
夏
が
お
と
づ
れ
る
度
每
に
、
芥
川
の
な
く
な
つ
た
年
の

こ
と
を
想
ひ
出
す
な
ら
ひ
と
な
つ
た
。
こ
と
し
は
六
月
の
あ
ひ
だ
は
例
年
よ
り
も
凉
し
い
日
和
が
つ
づ
い

た
け
れ
ど
、
七
月
に
入
つ
て
か
ら
気
候
が
一
変
し
て
、
猛
暑
の
夏
の
襲
來
を
思
は
せ
る
や
う
に
な
つ
た
。

［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
「
こ
と
し
」
初
出
の
書
誌
情
報
と
後
に
出
る
「
二
十
四 

人
生
と
藝
術
」
の
末
尾
に
あ
る
ク
レ
ジ
ッ
ト

か
ら
、
こ
れ
は
昭
和
二
二
（
一
九
五
七
）
年
と
断
定
出
来
る
。］ 

 

昭
和
二
年
の
こ
ろ
に
は
、
ま
へ
に
も
一
寸
か
い
た
や
う
に
私
は
下
鴨
の
た
だ
す
の
森
の
西
側
の
家
に
住

ん
で
ゐ
た
。
そ
の
年
の
七
月
二
十
四
日
の
朝
か
ら
夕
方
ま
で
の
事
は
何
一
つ
記
憶
し
て
ゐ
な
い
が
、
夜
に

入
つ
て
か
ら
独
り
鴨
川
の
河
原
に
行
き
、
星
の
か
が
や
く
空
を
な
が
め
な
が
ら
、
ぼ
ん
や
り
と
凉
を
納
れ

https://onibi.cocolog-nifty.com/alain_leroy_/2023/01/post-969f7d.html


る
ど
れ
だ
け
か
の
時
間
を
す
ご
し
た
後
、
家
の
方
へ
帰
つ
て
行
く
と
、
あ
と
四
、
五
十
步
で
門
の
ま
へ
に

た
ど
り
つ
い
た
あ
た
り
で
、
そ
の
こ
ろ
私
の
家
に
ゐ
た
佐
久
間
千
代
と
い
ふ
若
い
婦
人
が
急
ぎ
足
で
あ
ゆ

ん
で
來
る
の
に
、
は
た
と
行
き
会
つ
た
。 

「
芥
田
さ
ん
が
自
殺
な
さ
つ
た
さ
う
で
す
。
知
ら
せ
の
電
報
が
參
り
ま
し
た
」
と
彼
女
は
息
を
は
ず
ま
せ

て
言
つ
た
。 

 

そ
の
瞬
間
、
私
は
事
の
意
外
に
愕
く
と
い
ふ
よ
り
は
、
む
し
ろ
「
あ
あ
、
さ
う
か
」
と
い
か
に
も
き
つ

然
敵
に
到
來
せ
ざ
る
を
得
な
か
つ
た
事
実
が
つ
ひ
に
到
來
し
た
の
だ
と
い
ふ
や
う
な
気
も
ち
が
し
た
。
だ

が
、
な
か
ば
走
る
や
う
に
し
て
家
に
か
へ
り
つ
き
、
電
報
の
文
句
を
よ
ん
だ
。
そ
の
朝
自
殺
し
た
と
い
ふ

こ
と
と
、
葬
儀
の
日
取
り
と
を
知
ら
せ
る
文
句
で
あ
つ
た
。 

 

翌
日
の
夜
京
都
駅
発
の
急
行
列
車
の
寢
台
劵
を
手
に
入
れ
て
、
た
し
か
午
後
八
時
す
ぎ
発
の
列
車
に
乘

つ
た
。
す
る
と
、
お
な
じ
寢
台
車
に
一
足
先
き
に
田
辺
元
博
士
が
乘
つ
て
居
ら
れ
た
。
し
ば
ら
く
の
あ
ひ

だ
並
ん
で
腰
か
け
な
が
ら
話
し
た
が
、
芥
川
の
自
殺
の
動
機
に
つ
い
て
尋
ね
ら
れ
た
の
に
対
し
て
、
ど
の

や
う
に
答
へ
た
の
か
覚
え
て
ゐ
な
い
。
だ
が
、
ふ
し
ぎ
と
そ
の
時
、
下
の
段
の
寢
台
に
こ
し
か
け
て
、
私

が
は
い
つ
て
行
く
と
、
こ
こ
ろ
も
ち
驚
い
た
や
う
な
表
情
を
し
て
、
「
や
あ
」
と
あ
い
さ
つ
さ
れ
た
田
辺

さ
ん
の
顏
つ
き
と
樣
子
と
が
、
今
で
も
鮮
か
に
記
憶
に
残
つ
て
ゐ
る
。 

 

［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
「
佐
久
間
千
代
」
期
待
ぜ
ず
に
検
索
を
か
け
た
と
こ
ろ
、
既
に
消
失
し
て
い
る
記
事

（P
D

F

）
の
キ
ャ
ッ
シ
ュ
が
検
索
リ
ス
ト
に
挙
が
っ
て
き
た
。
そ
こ
に
は
大
正
一
一
（
一
九
二
二
）
年
三

十
二
歳
の
時
、
『
勉
学
熱
心
だ
っ
た
お
手
伝
い
の
佐
久
間
千
代
を
同
志
社
の
聴
講
生
と
す
る
』
と
い
う
フ

レ
ー
ズ
が
確
認
出
来
た
。 

「
田
辺
元
」
（
た
な
べ
は
じ
め 

明
治
一
八
（
一
八
八
五
）
年
～
昭
和
三
七
（
一
九
六
二
）
年
）
は
哲
学

者
。
西
田
幾
多
郎
と
と
も
に
『
京
都
学
派
』
を
代
表
す
る
思
想
家
で
、
こ
の
昭
和
二
（
一
九
二
七
）
年
に

京
都
帝
国
大
学
名
誉
教
授
に
就
任
し
て
い
る
。
田
辺
自
身
と
芥
川
龍
之
介
に
は
接
点
が
な
い
（
所
持
す
る

旧
全
集
対
象
の
宮
坂
覺
氏
の
「
芥
川
龍
之
介
全
集
総
索
引
」
（
単
行
本
・
岩
波
書
店
一
九
九
三
年
刊
）
の

「
人
名
索
引
」
に
も
載
っ
て
い
な
い
）
と
思
わ
れ
る
の
で
、
何
か
の
用
で
上
京
す
る
の
に
偶
然
、
逢
っ
た

も
の
で
あ
る
。
恒
藤
は
既
に
当
時
、
法
哲
学
者
と
し
て
知
ら
れ
て
い
た
し
、
同
じ
京
都
帝
大
で
あ
る
の
で
、

旧
知
の
人
物
で
あ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
田
辺
は
報
道
で
芥
川
龍
之
介
の
自
死
を
知
っ
て
お
り
、
恒
藤
が
龍

之
介
と
旧
知
の
懇
意
で
あ
る
こ
と
も
知
っ
て
い
た
の
か
も
知
れ
ず
、
そ
れ
な
ら
ば
、
こ
の
シ
ー
ク
エ
ン
ス

も
腑
に
落
ち
る
の
で
あ
る
。］ 

  
 

 
 

 
 

 
 

十
六 

最
後
に
会
つ
た
と
き
の
こ
と 

  

芥
川
の
自
殺
し
た
時
か
ら
数
へ
て
十
一
ケ
月
ば
か
り
前
の
大
正
十
五
年
九
月
二
十
六
日
に
私
は
サ
ン
・

フ
ラ
ン
シ
ス
コ
で
乗
り
組
ん
だ
郵
船
大
洋
丸
か
ら
下
船
し
て
、
橫
浜
に
上
陸
し
た
。
そ
れ
か
ら
二
、
三
日

の
後
に
、
当
時
鵠
沼
に
滯
在
し
た
芥
川
を
た
づ
ね
た
が
、
三
年
振
り
に
会
つ
た
彼
の
容
貌
は
、
三
年
ま
へ

の
其
れ
と
は
大
へ
ん
な
変
り
や
う
で
あ
つ
た
。
ま
る
で
十
年
も
の
年
月
が
そ
の
あ
ひ
だ
に
経
過
し
た
や
う



な
氣
が
し
た
。
旅
館
あ
づ
ま
や
の
二
階
で
、
問
は
れ
る
ま
ま
に
、
い
ろ
い
ろ
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
留
学
中
の
こ
と

を
話
し
、
ま
た
近
況
に
つ
い
て
語
る
彼
の
こ
と
ば
に
耳
を
傾
け
た
。
元
來
が
瘦
せ
て
ゐ
る
芥
川
で
は
あ
つ

た
が
、
そ
の
と
き
の
彼
の
肉
体
の
衰
へ
は
正
視
す
る
の
も
い
た
は
し
い
や
う
な
程
度
の
も
の
で
あ
つ
た
。

だ
が
、
気
力
は
一
向
お
と
ろ
へ
て
ゐ
な
い
も
の
の
や
う
に
、
意
氣
軒
昂
と
い
つ
た
や
う
な
調
子
で
文
壇
の

あ
り
さ
ま
な
ど
を
話
し
て
吳
れ
た
。
し
ま
し
ま
た
、
ど
う
も
健
康
が
す
ぐ
れ
ず
、
不
眠
に
く
る
し
ん
で
ゐ

る
と
い
ふ
こ
と
も
訴
へ
た
。 

［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
「
郵
船
大
洋
丸
」
ド
イ
ツ
帝
国
の
貨
客
船
と
し
て
一
九
一
一
年
に
進
水
し
た
が
、
「
第
一
次
世
界
大
戦
」

で
の
ド
イ
ツ
敗
戦
後
の
一
九
一
九
年
に
ア
メ
リ
カ
海
軍
軍
隊
輸
送
船
と
な
り
、
同
年
末
に
は
イ
ギ
リ
ス
に
、
さ
ら
に
翌
一
九

二
〇
年
に
は
賠
償
船
と
し
て
日
本
政
府
へ
引
き
渡
さ
れ
た
。
本
船
が
「
日
本
郵
船
」
の
運
行
に
な
っ
た
の
は
恒
藤
が
乗
船
し

た
こ
の
年
の
五
月
の
こ
と
で
あ
っ
た
。
「
太
平
洋
戦
争
」
開
戦
後
は
日
本
陸
軍
輸
送
船
と
な
っ
た
が
、
昭
和
一
七
（
一
九
四

二
）
年
五
月
八
日
午
後
八
時
四
十
分
頃
、
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
に
向
け
て
航
行
中
、
長
崎
県
の
男
女
（
だ
ん
じ
ょ
）
群
島
近
く
の

東
シ
ナ
海
上
で
、
ア
メ
リ
カ
の
潜
水
艦
「
グ
レ
ナ
デ
ィ
ア
ー
」
（U

S
S

 G
ren

a
d

ier

（S
S

-2
1

0

）
）
等
の
雷
撃
を
受
け
、
浸
水
・

沈
没
し
た
。
当
時
の
南
方
作
戦
に
よ
る
占
領
地
の
イ
ン
フ
ラ
整
備
に
召
集
さ
れ
た
多
数
の
技
術
者
や
営
業
マ
ン
ら
を
含
む
乗

客
・
軍
属
・
船
員
他
八
百
十
七
名
が
殉
難
し
た
。
こ
う
し
た
有
識
者･

技
師
が
多
数
亡
く
な
っ
た
こ
と
で
、
敗
戦
後
の
日
本

の
ア
メ
リ
カ
に
よ
る
占
領
地
行
政
は
実
に
二
年
も
遅
れ
た
と
も
評
さ
れ
る
戦
時
中
の
出
来
事
の
一
つ
で
あ
っ
た
（
当
該
ウ
ィ

キ
に
拠
っ
た
）。 

「
そ
れ
か
ら
二
、
三
日
の
後
に
、
当
時
鵠
沼
に
滯
在
し
た
芥
川
を
た
づ
ね
た
」
こ
の
来
訪
は
恒
藤
の
こ
の
証
言
以
外
に
は
日

付
を
確
定
す
る
ソ
ー
ス
が
な
い
。
最
新
の
新
全
集
宮
坂
年
譜
で
も
、
七
月
二
十
三
日
『
頃
』
と
し
て
記
さ
れ
て
あ
る
が
、
そ

の
根
拠
は
本
篇
で
あ
る
。
な
お
、
こ
の
時
は
既
に
旅
館
「
東
屋
」
で
の
宿
泊
滞
在
は
や
め
て
、
同
旅
館
が
運
営
す
る
近
く
の

貸
別
荘
「
イ
の
四
号
」
（
玄
関
を
含
め
三
間
か
ら
成
っ
て
い
た
）
に
移
っ
て
い
た
が
、
や
は
り
こ
の
頃
に
、
そ
の
裏
に
あ
っ

た
二
階
家
の
借
家
に
移
っ
て
も
い
る
。
な
お
、
『
小
穴
隆
一 

「
二
つ
の
繪
」
（
５
） 

「
自
殺
の
決
意
」
』
に
よ
れ
ば
、
龍

之
介
が
誰
よ
り
も
早
く
、
自
殺
の
決
意
を
小
穴
に
対
し
て
告
げ
た
の
は
、
こ
の
三
ヶ
月
あ
ま
り
前
の
大
正
十
五
年
四
月
十
五
日

の
こ
と
で
あ
る
と
記
し
て
い
る
。 

「
あ
づ
ま
屋
」
私
の
「
『
風
俗
畫
報
』
臨
時
増
刊
「
江
島
・
鵠
沼
・
逗
子
・
金
澤
名
所
圖
會
」
よ
り
鵠
沼
の
部 

東
屋
」
を

参
照
さ
れ
た
い
。
私
の
そ
ち
ら
の
注
は
芥
川
龍
之
介
に
偏
っ
て
書
い
て
あ
る
。］ 

 

ぜ
ん
た
い
と
し
て
の
彼
の
風
貌
が
、
な
に
か
し
ら
鬼
氣
人
に
迫
る
と
い
つ
た
や
う
な
趣
を
た
だ
よ
は
し

て
ゐ
て
、
晝
食
を
共
に
し
た
り
し
て
お
互
に
話
し
合
ひ
な
が
ら
、
余
命
の
い
く
ば
く
も
な
い
人
と
対
談
し

て
ゐ
る
や
う
な
予
感
め
い
た
も
の
を
心
の
底
に
感
じ
、
た
と
へ
や
う
も
な
く
さ
び
し
い
氣
も
ち
に
お
そ
は

れ
る
こ
と
を
禁
め
得
な
か
つ
た
。 

［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：「
禁
め
」「
と
ど
め
」。］ 

 

万
事
を
抛
擲
し
て
健
康
の
回
復
を
は
か
る
や
う
に
、
く
り
返
し
て
す
す
め
、
京
都
へ
か
へ
る
前
に
も
う

一
度
た
づ
ね
る
か
ら
と
言
ひ
残
し
て
別
れ
、
東
京
へ
か
へ
つ
た
。
い
ろ
い
ろ
の
用
事
の
た
め
に
、
そ
の
再

訪
の
約
束
を
果
た
す
こ
と
が
出
來
ず
、
私
は
妻
や
二
人
の
子
た
ち
と
共
に
京
都
に
向
か
つ
て
出
発
し
た
。 

 

そ
の
後
、
つ
ひ
に
再
会
の
機
を
得
な
い
ま
ま
に
、
翌
年
七
月
二
十
四
日
の
よ
る
彼
の
自
殺
を
知
ら
せ
る

電
報
を
う
け
取
つ
た
わ
け
で
あ
る
が
、
そ
の
よ
る
鴨
川
の
河
原
か
ら
の
帰
途
に
は
じ
め
て
悲
報
を
耳
に
し

た
瞬
間
に
、
一
年
ま
へ
鵠
沼
の
あ
づ
ま
や
の
二
階
で
対
談
し
た
と
き
心
の
底
か
ら
涌
き
上
つ
た
予
感
の
記

https://ja.wikipedia.org/wiki/%E5%A4%A7%E6%B4%8B%E4%B8%B8
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E5%A4%A7%E6%B4%8B%E4%B8%B8
https://onibi.cocolog-nifty.com/alain_leroy_/2017/01/post-344f.html
https://onibi.cocolog-nifty.com/alain_leroy_/2014/01/post-07a6.html


憶
が
、
あ
ら
ゆ
る
感
情
の
動
き
に
先
ん
じ
て
力
强
く
再
現
し
た
。
そ
し
て
、
芥
川
が
自
殺
し
た
こ
と
が
私

に
と
つ
て
は
如
何
に
も
必
然
の
成
り
行
き
だ
と
い
ふ
や
う
に
感
ぜ
ら
れ
た
次
第
で
あ
る
。 

 

芥
川
が
自
殺
を
思
ひ
立
つ
た
動
機
と
か
、
理
由
と
か
に
つ
い
て
、
私
は
さ
ま
ざ
ま
の
機
会
に
さ
ま
ざ
ま

の
人
々
か
ら
質
問
を
う
け
た
。
そ
れ
に
対
し
て
、
答
へ
よ
う
と
思
へ
ば
、
答
へ
に
な
り
得
る
や
う
な
い
ろ

い
ろ
の
事
情
を
知
つ
て
ゐ
な
い
わ
け
で
も
な
い
け
れ
ど
、
「
ほ
ん
た
う
の
こ
と
は
わ
か
ら
な
い
と
言
つ
た

方
が
可
い
と
思
ひ
ま
す
。
强
ひ
て
言
ふ
な
ら
ば
、
幾
種
類
か
の
病
氣
に
よ
つ
て
ひ
き
起
さ
れ
た
肉
体
の
極

度
の
衰
弱
、
そ
れ
に
も
と
づ
く
心
と
身
体
と
の
甚
し
い
不
均
衡―

―

そ
れ
が
自
殺
に
み
ち
び
い
た
基
礎
的

要
因
を
か
た
ち
づ
く
つ
た
と
い
ふ
こ
と
は
確
実
だ
と
思
ひ
ま
す
。
」
と
い
ふ
や
う
な
こ
と
以
上
は
、
話
し

た
こ
と
も
な
い
し
、
話
さ
う
と
も
思
は
な
か
つ
た
。 

 

夜
行
列
車
で
上
京
し
た
翌
日
、
田
端
の
澄
江
堂
に
か
け
つ
け
、
庭
に
面
し
た
階
下
の
部
屋
に
橫
た
は
つ

て
ゐ
る
な
き
が
ら
に
当
面
し
た
と
き
に
、
私
の
眼
に
う
つ
つ
た
も
の
は
、
あ
ら
ゆ
る
精
神
の
な
や
み
、
あ

ら
ゆ
る
肉
体
の
苦
痛
か
ら
完
全
に
解
放
さ
れ
た
と
こ
ろ
の
、
い
と
も
安
ら
か
な
永
眠
せ
る
者
の
表
情
で
あ

つ
た
。 

 

時
あ
つ
て
芥
川
の
死
の
こ
と
を
想
ふ
と
き
、
あ
の
残
暑
の
一
日
、
鵠
沼
で
語
り
合
つ
た
時
の
、
人
生
の

苦
悩
に
お
と
ろ
へ
盡
く
し
た
彼
の
肉
体
の
す
が
た
と
、
ふ
か
い
深
い
沈
默
の
安
ら
か
さ
に
眼
を
閉
ぢ
て
ゐ

た
彼
の
此
の
世
に
お
け
る
最
後
の
日
の
顔
つ
き
と
が
、
か
は
る
が
は
る
記
憶
の
中
か
ら
よ
み
が
へ
つ
て
來

る
な
ら
ひ
で
あ
る
。 

 

［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
本
篇
は
恐
ら
く
恒
藤
の
芥
川
龍
之
介
関
連
の
も
の
で
は
、
彼
と
龍
之
介
の
最
後
の
会
見

と
い
う
シ
チ
ュ
エ
ー
シ
ョ
ン
か
ら
、
最
も
引
用
さ
れ
る
こ
と
が
多
い
一
篇
で
あ
る
が
、
今
回
、
初
め
て
元
記

事
を
読
む
こ
と
が
出
来
た
。
恒
藤
の
文
章
は
ス
ト
イ
ッ
ク
で
あ
る
が
故
に
、
そ
の
龍
之
介
へ
の
追
憶
感
情
が

極
め
リ
ア
ル
に
伝
わ
っ
て
く
る
文
章
で
あ
る
。］ 

  
 

 
 

 
 

 
 

十
七 

言 

葉 

の 

感 

覚 

  

一
つ
一
つ
の
言
葉
に
つ
い
て
私
た
ち
の
も
つ
て
ゐ
る
感
覚
は
著
し
く
個
性
的
な
相
違
を
そ
な
へ
て
ゐ
る

も
の
で
あ
ら
う
と
思
ふ
。 

 

あ
る
時
、
芥
川
が
「
僕
か
『
翠
微
』
と
い
ふ
言
葉
が
嫌
ひ
だ
。
ど
う
も
い
や
な
言
葉
だ
。
』
と
語
つ
た

こ
と
が
あ
る
。
私
自
身
は
「
翠
微
」
と
い
ふ
言
葉
に
つ
い
て
特
に
そ
の
や
う
な
感
じ
を
も
つ
て
ゐ
な
か
つ

た
の
で
、
「
さ
う
か
ね
」
と
こ
た
へ
た
だ
け
で
あ
つ
た
。
な
ぜ
彼
が
そ
の
や
う
に
此
の
言
葉
が
き
ら
ひ
で

あ
つ
た
の
か
、
理
由
を
き
い
て
見
た
か
つ
た
の
は
遺
憾
だ
つ
た
と
、
あ
と
か
ら
思
つ
た
こ
と
で
あ
る
。 

  

芥
川
は
明
治
二
十
五
年
三
月
一
日
に
束
京
市
京
橋
区
入
船
町
で
う
ま
れ
た
。
辰
年
辰
月
辰
日
の
辰
の
刻

に
う
ま
れ
た
の
で
、
「
龍
之
助
」
と
命
名
さ
れ
た
と
い
ふ
の
だ
が
、
当
人
は
「
龍
之
助
」
と
い
ふ
の
を
嫌

つ
て
、
い
つ
の
頃
か
は
わ
か
ら
な
い
け
れ
ど
、
み
づ
か
ら
「
龍
之
介
」
と
称
し
た
。
を
か
し
な
も
の
で
、

私
な
ど
は
「
芥
川
龍
之
助
」
と
書
い
た
の
で
は
、
ど
う
し
て
も
芥
川
龍
之
介
と
は
別
人
の
名
称
と
し
か
思



ヘ
な
い
。 

 

「
ち
ゑ
」
と
い
ふ
言
葉
は
「
智
慧
」
と
書
く
の
が
本
來
の
書
き
か
た
な
の
で
あ
ら
う
。
と
こ
ろ
が
、
「
智

慧
」
と
い
ふ
文
字
を
見
る
と
、
な
ん
だ
か
古
臭
い
や
う
な
感
じ
が
す
る
の
に
反
し
て
、
「
知
慧
」
と
い
ふ

文
字
は
何
か
し
ら
淸
新
な
や
う
な
感
じ
を
ひ
き
起
す
や
う
で
あ
る
。
こ
れ
は
ど
の
や
う
な
理
由
に
も
と
づ

く
も
の
で
あ
ら
う
か
。
こ
れ
は
私
だ
け
に
妥
当
す
る
理
由
づ
け
で
あ
る
か
も
知
れ
な
い
が
、―

―

「
智
慧
」

と
い
ふ
こ
と
ば
に
は
何
か
し
ら
佛
敎
的
な
観
念
の
連
想
が
つ
き
ま
と
つ
て
居
り
、
そ
の
た
め
に
抹
香
臭
い

や
う
な
と
こ
ろ
が
あ
る
。
そ
れ
か
ら
、
「
慧
」
と
い
ふ
文
字
は
劃
の
多
い
、
や
や
こ
し
い
形
を
し
た
文
字

で
あ
る
と
こ
ろ
へ
、
「
智
」
と
い
ふ
、
や
は
り
相
当
に
劃
の
多
い
文
字
を
附
け
加
へ
る
と
、
一
層
こ
ち
た

い
や
う
な
感
じ
を
ひ
き
起
す
の
で
、
「
智
慧
」
と
い
ふ
言
葉
に
く
ら
べ
て
、「
知
慧
」
と
い
ふ
言
葉
の
方
が

す
つ
き
り
し
た
印
象
を
あ
た
へ
る
や
う
に
も
思
は
れ
る
。「
智
慧
」
は
英
語
の 

〝W
isd

o
m

〟
に
該
当
す
る

こ
と
ば
だ
ら
う
と
思
ふ
が
、「
知
慧
」
は
な
ん
と
な
く 
〝in

tellig
en

ce

〟
と
い
う
意
味
に
お
い
て
通
づ
る
と

こ
ろ
が
あ
る
や
う
に
思
は
れ
る
。 

  

関
東
で
は
、
木
の
葉
や
草
の
葉
を
「
葉
つ
ぱ
」
と
い
ふ
。
「
葉
つ
ぱ
」
と
い
ふ
と
、
い
か
に
も
乾
か
ら

び
た
も
の
の
や
う
な
感
じ
が
し
て
、
い
や
な
こ
と
ば
だ
と
思
ふ
。
お
な
じ
や
う
に
「
原
」
を
「
原
つ
ぱ
」

と
い
ふ
の
も
、
こ
の
も
し
く
な
い
言
葉
で
あ
る
。
い
つ
だ
つ
た
か
、
こ
の
や
う
な
私
の
私
の
感
じ
を
芥
川

に
話
し
た
と
こ
ろ
、
同
感
す
る
で
も
、
同
感
せ
ぬ
で
も
な
く
、
微
笑
し
て
ゐ
た
だ
け
で
あ
つ
た
。 

 

［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
「
翠
微
」
小
学
館
「
日
本
国
語
大
辞
典
」
に
よ
れ
ば
、『
①
山
頂
を
少
し
降
り
た
と
こ

ろ
。
山
の
中
腹
』
、
『
②
う
す
み
ど
り
色
の
山
気
。
ま
た
、
遠
方
に
青
く
か
す
む
山
。
ま
た
は
、
単
に
山
を

い
う
』
と
あ
る
。
因
み
に
、
私
は
自
身
で
は
未
だ
嘗
つ
て
使
用
し
た
こ
と
は
な
い
語
で
あ
る
。
「
衰
微
」

を
連
想
し
て
私
は
好
き
に
な
れ
な
い
。 

『
芥
川
は
明
治
二
十
五
年
三
月
一
日
に
束
京
市
京
橋
区
入
船
町
で
う
ま
れ
た
。
辰
年
反
月
辰
日
の
辰
の
刻

に
う
ま
れ
た
の
で
、
「
龍
之
助
」
と
命
名
さ
れ
た
と
い
ふ
』
「
芥
川
龍
之
介
の
本
名
は
新
原
（
芥
川
）
龍
之

助
で
あ
る
」
と
い
う
真
（
ま
こ
と
）
し
や
か
な
言
説
は
、
嘗
つ
て
し
ば
し
ば
行
わ
れ
た
《
「
芥
川
龍
之
助
」

伝
説
》
の
一
つ
で
、
結
論
を
先
に
言
う
と
、《
誤
り
》
で
あ
る
。
既
に
本
書
で
も
「
友
人
芥
川
の
追
憶
」
の

「
三
」
で
恒
藤
が
『
去
る
七
月
二
十
七
日
、
芥
川
の
遺
骸
が
谷
中
の
斎
場
か
ら
日
暮
里
の
火
葬
場
に
運
ば

れ
、
焼
竃
の
中
に
移
さ
れ
、
一
同
の
焼
香
が
了
つ
た
の
ち
、
ふ
と
見
る
と
、
鉄
扉
の
か
た
へ
に
か
け
て
あ

る
札
の
上
の
文
字
が
「
芥
川
龍
之
助
」
と
な
つ
て
ゐ
た
。
そ
の
刹
那
に
、
若
し
も
芥
川
が
そ
れ
を
見
た
ら
、

「
し
や
う
が
な
い
な
」
と
苦
笑
す
る
だ
ら
う
と
思
つ
た
。
す
る
と
世
話
役
の
谷
口
氏
が
「
ど
な
た
か
硯
を

も
つ
て
來
て
下
さ
い
、
佛
が
氣
に
し
ま
す
か
ら
字
を
改
め
ま
す
」
と
い
ふ
や
う
な
こ
と
を
言
つ
た
。…

…

「
芥
川
龍
之
介
」
と
改
め
て
書
か
れ
た
。
何
だ
か
私
も
安
心
し
た
や
う
な
気
が
し
た
。
生
前
、
芥
川
は

「
龍
之
助
」
と
書
か
れ
た
り
、
印
刷
さ
れ
た
り
し
て
居
る
の
を
見
る
と
、
参
つ
た
や
う
な
、
腹
立
た
し
い

や
う
な
、
浅
ま
し
い
や
う
な
感
じ
を
も
つ
た
も
の
だ
つ
た
。
そ
れ
は
、
彼
が
「
龍
之
介
」
と
い
ふ
自
分
の

名
を
甚
だ
愛
し
且
つ
そ
れ
に
つ
い
て
一
種
の
誇
り
を
も
つ
て
居
た
か
ら
で
も
あ
つ
た
。
第
三
者
の
眼
か
ら

https://onibi.cocolog-nifty.com/alain_leroy_/2022/12/post-106f40.html


見
て
も
、
「
龍
之
介
」
は
「
龍
之
助
」
よ
り
も
よ
ほ
ど
感
じ
が
い
い
し
、
よ
り
エ
ス
テ
ッ
シ
ュ
で
も
あ
る
、

し
か
し
我
の
强
い
彼
は
特
別
强
く
こ
の
點
を
意
識
し
て
ゐ
た
に
違
ひ
な
い
。
そ
れ
は
子
供
ら
し
い
誇
り
で

あ
つ
た
。
し
か
し
そ
ん
な
所
に
わ
が
芥
川
の
愛
す
べ
き
性
格
の
あ
ら
は
れ
が
あ
つ
た
。
彼
の
作
品
を
愛
讀

し
て
ゐ
る
と
か
、
彼
を
敬
慕
し
て
ゐ
る
と
か
云
つ
た
や
う
な
事
を
書
い
て
寄
こ
す
人
が
、
偶
々
「
芥
川
龍

之
助
樣
」
と
宛
名
を
書
い
て
居
る
の
を
見
て
、
「
度
し
難
い
輩
だ
」
と
云
ふ
樣
な
こ
と
を
呟
い
た
例
を
一
、

二
思
ひ
出
す
。』
と
記
し
て
い
る
。
な
お
、
こ
の
火
葬
場
で
の
出
来
事
は
、
小
穴
隆
一
の
『
「
鯨
の
お
詣
り
」

（
３
３
） 

「
二
つ
の
繪
」
（
２
２
）
「
彼
に
傳
は
る
血
」
』
に
も
載
る
の
で
、
是
非
、
参
照
さ
れ
た
い
。

な
お
、
序
で
に
、
既
注
で
あ
る
が
、
同
じ
小
穴
の
驚
天
動
地
の
ス
キ
ャ
ン
ダ
ラ
ス
な
異
常
記
事
『
「
二
つ

の
繪
」
（
２
２
） 

「
橫
尾
龍
之
助
」
』
も
、
再
度
、
紹
介
し
て
お
こ
う
。
な
お
、
こ
の
名
前
の
問
題
に
つ

い
て
確
定
的
記
述
は
、
私
の
知
る
限
り
で
は
、
一
九
九
二
年
河
出
書
房
新
社
刊
の
鷺
只
雄
氏
の
編
著
に
な
る

「
年
表
作
家
読
本 

芥
川
龍
之
介
」
の
二
十
二
ペ
ー
ジ
に
載
っ
た
コ
ラ
ム
「
龍
之
介◦

か
龍
之
助◦

か
」
が
唯
一

の
記
載
で
あ
る
。
以
下
に
引
用
す
る
。 

 
 

 

《
引
用
開
始
》 

 

能
之
介
の
名
前
に
つ
い
て
は
「
介
」
か
「
助
」
か
を
め
ぐ
っ
て
、
少
久
厄
介
な
困
っ
た
事
情
が
あ
る
。 

 

実
父
母
の
命
名
し
た
戸
籍
上
の
名
前
は
「
龍
之
介
」
で
こ
れ
が
正
し
い
。 

 

と
こ
ろ
が
芥
川
家
で
は
恐
ら
く
意
識
的
に
で
あ
ろ
う
が
、
「
助
」
を
用
い
、
龍
之
介
は
戸
籍
上
の
正
し

い
名
前
を
知
ら
さ
れ
な
か
っ
た
た
め
に
、
や
や
こ
し
い
事
態
が
起
き
る
。 

 

す
な
わ
ち
、
龍
之
介
の
少
年
時
代
の
自
筆
の
文
章
は
「
助
」
で
あ
り
、
養
父
道
章
が
実
父
敏
三
に
あ
て

た
養
子
縁
組
の
「
証
」
も
「
助
」
で
あ
り
、
府
立
三
中
の
校
友
会
雑
誌
や
一
高
の
卒
業
生
名
簿
、
さ
ら
に

東
大
卒
業
生
氏
名
録
も
「
助
」
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
。
つ
い
で
に
も
う
一
つ
い
え
ば
大
正
一
一
年
に
刊
行

さ
れ
た
第
一
随
筆
集
『
点
心
』
の
背
文
字
も
「
助
」
と
な
っ
て
い
る
（
こ
れ
は
単
な
る
誤
植
で
あ
ろ
う
）
。 

 

と
こ
ろ
で
明
治
三
七
年
八
月
、
龍
之
介
は
裁
判
の
結
果
正
式
に
新
原
家
か
ら
廃
嫡
と
な
り
、
芥
川
家
に

養
と
し
て
入
籍
す
る
こ
と
に
な
っ
た
時
点
で
、
実
父
母
の
戸
籍
上
の
命
名
を
は
じ
め
て
知
る
こ
と
に
な
る
。 

 

こ
の
と
き
龍
之
介
は
満
一
二
歳
で
あ
る
が
、
以
後
は
自
ら
「
助
」
を
用
い
る
こ
と
は
な
く
、
「
介
」
に

統
一
し
て
い
る
。
［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
以
下
は
、
本
書
恒
藤
恭
の
「
旧
友
芥
川
龍
之
介
」
の
「
友
人
芥
川

の
追
憶
」
の
「
三
」
及
び
前
掲
の
小
穴
隆
一
の
記
述
を
略
述
し
た
も
の
で
あ
る
の
で
、
省
略
す
る
。］ 

 
 

 

《
引
用
終
了
》 

こ
れ
に
よ
っ
て
、
恒
藤
の
「
い
つ
の
頃
か
は
わ
か
ら
な
い
け
れ
ど
」
が
、
明
治
三
七
（
一
九
〇
四
）
年
五

月
四
日
（
芥
川
龍
之
介
満
十
二
歳
）
の
東
京
地
方
裁
判
所
民
事
部
タ
号
法
廷
で
下
さ
れ
た
新
原
家
の
推
定
家

督
相
続
人
廃
除
判
決
文
以
降
と
い
う
こ
と
が
判
る
。
同
判
決
文
は
鷺
氏
の
前
掲
書
の
二
十
五
ペ
ー
ジ
に
原
本

画
像
が
あ
り
、
そ
こ
に
確
か
に
「
新
原
龍
之
介
」
の
記
載
を
見
る
こ
と
が
出
来
る
。 

『
「
ち
ゑ
」
と
い
ふ
言
葉
は
「
智
慧
」
と
書
く
の
が
本
來
の
書
き
か
た
な
の
で
あ
ら
う
。…

…

』
こ
こ
で

恒
藤
が
、
突
然
、
「
智
慧
」
と
い
う
文
字
面
を
問
題
に
し
た
の
は
、
本
篇
「
芥
川
龍
之
介
の
こ
と
な
ど
」

が
連
載
さ
れ
た
雑
誌
名
が
『
智
慧
』
で
あ
っ
た
こ
と
に
由
来
す
る
も
の
で
あ
る
が
、
出
版
社
に
と
っ
て
み

る
と
、
以
下
の
恒
藤
の
謂
い
は
、
こ
れ
、
あ
ま
り
面
白
く
な
い
叙
述
で
は
あ
っ
た
で
あ
ろ
う
。 

「
こ
ち
た
い
」
「
言
痛
し
」「
事
痛
し
」
と
い
う
古
語
の
転
訛
表
現
。
こ
こ
は
「
仰
々
し
い
・
お
お
げ
さ
な
」

https://onibi.cocolog-nifty.com/alain_leroy_/2017/02/post-3267.html
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の
意
。 

「
〝W

isd
o
m

〟
」
「
賢
い
こ
と
・
賢
明
・
知
恵
・
分
別
・
賢
さ
・
賢
明
で
あ
る
こ
と
・
学
問
・
知
識
・
博

識
」
の
意
の
英
語
。 

「
〝n

tellig
en

ce
〟i
」
「
知
能
・
理
解
力
・
思
考
力
・
知
性
・
聡
明
・
優
れ
た
知
恵
・
機
転
・
知
恵
・
賢
明

で
あ
る
こ
と
・
知
性
的
存
在
」
の
意
の
英
語
。
前
者
よ
り
も
、
よ
り
哲
学
的
な
ニ
ュ
ア
ン
ス
を
感
じ
る
。
］ 

  
 

 
 

 
 

 
 

十
八 
お 
も 

ひ 

出 

 

［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
本
五
篇
は
筆
者
恒
藤
恭
の
詩
作
品
で
あ
り
、
一
切
の
恒
藤
の
解
説
が
な
い
こ
と
か
ら
、

芥
川
龍
之
介
の
詩
で
は
な
い
の
で
注
意
さ
れ
た
い
。
私
は
サ
イ
ト
版
で
オ
リ
ジ
ナ
ル
な
現
在
入
手
で
き
る

芥
川
龍
之
介
の
諸
資
料
を
渉
猟
し
た
全
詩
集
に
近
い
「
芥
川
龍
之
介
詩
集
」
を
作
成
し
て
あ
る
が
、
そ
こ

に
は
こ
れ
ら
に
似
た
詩
篇
は
一
篇
も
な
い
。
謂
わ
ば
、
こ
れ
は
恒
藤
が
芥
川
龍
之
介
と
の
思
い
出
を
念
頭

に
お
き
つ
つ
、
自
身
の
感
懐
を
詠
じ
た
詩
篇
群
と
推
定
さ
れ
、
恒
藤
の
文
学
的
資
質
の
一
端
を
窺
わ
せ
る
も

の
と
も
言
え
る
貴
重
な
も
の
で
あ
る
。
詩
篇
に
よ
っ
て
は
、
あ
る
恒
藤
自
身
の
或
い
は
芥
川
龍
之
介
の
作

品
と
の
仄
か
な
連
関
を
感
じ
さ
せ
る
も
の
も
あ
る
が
、
そ
れ
は
敢
え
て
注
す
る
の
は
や
め
る
。］ 

  
 

ほ
の
か
な
る
思
ひ
出
あ
り 

 
 

あ
ざ
や
か
な
る
思
ひ
出
あ
り 

  
 

い
き
ど
ほ
ろ
し
き
思
ひ
出
あ
り 

 
 

い
と
も
か
な
し
き
お
も
ひ
出
あ
り 

  
 

今
も
な
ほ
胸
ふ
く
ら
む
ご
と
き 

 
 

お
も
ひ
出
あ
り 

  
 

思
ひ
出
づ
る
も
は
づ
か
し
き 

 
 

お
も
ひ
で
あ
り 

  
 

お
も
ひ
で
こ
そ
は 

 
 

い
と
ほ
し
く 

 
 

は
か
な
き
も
の
か 

  
 

來
る
日
も
來
る
日
も 

 
 

わ
づ
ら
は
し
き
世
の
務
め
に 

 
 

あ
わ
た
だ
し
く
も 

 
 

過
ご
し
つ
つ 

https://d.docs.live.net/4d009d9a961de7be/デスクトップ/あざやかなる


  
 

時
あ
り
て 

 
 

お
も
ひ
出
の
網
を
た
ぐ
り
よ
せ 

 
 

忘
却
の
海
に 

 
 

立
ち
向
か
ひ
つ
つ 

  
 

寄
せ
て
は
か
へ
す
し
ら
浪
の 

 
 

し
ぶ
き
の
中
に 

 
 

す
る
ど
な
る
人
の 

 
 

わ
が
す
が
た
か
も 

  
 

 
 

 
 

 
 

十
九 

此 
 

の  

秋 

  
 

キ
リ
ス
ト
が
生
ま
れ
た
と
き 

 
 

「
お
ほ
い
な
る
パ
ン
は
死
ん
だ
」
と 

 
 

叫
ぶ
こ
ゑ
が 

 
 

ヘ
レ
ス
ポ
ン
ド
の
岬
角
を
掠
め
て 

 
 

ひ
び
き
渡
つ
た
と
い
ふ 

  
 

太
平
洋
戰
爭
が
終
つ
た
と
き 

 
 

と
こ
し
へ
に 

 
 

い
く
さ
の
神
々
は 

 
 

此
の
國
か
ら
消
え
失
せ
た
ら
し
い 

  
 

き
の
ふ
も
け
ふ
も 

 
 

空
は
高
く
晴
れ
て 

 
 

街
路
の
こ
ず
ゑ
は 

 
 

む
ら
さ
き
の
か
げ
を
宿
し
て
ゐ
る 

  
 

人
々
は
默
々
と
し
て 

 
 

無
表
情
な
顏
を
な
ら
べ
な
が
ら 

 
 

電
車
の
來
る
の
を 

 
 

い
つ
ま
で
も
待
つ
て
ゐ
る 

  
 

敗
戰
の
後
に 

 
 

三
た
び
迎
へ
る
此
の
秋 



 
 

爆
音
を
か
す
か
に
残
し
て 

 
 

飛
行
機
の
翔
り
去
る 

 
 

行
く
て
を
見
ま
も
る 

 

［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
「
キ
リ
ス
ト
が
生
ま
れ
た
と
き
／
「
お
ほ
い
な
る
パ
ン
は
死
ん
だ
」
と
／
叫
ぶ
こ
ゑ

が
／
ヘ
レ
ス
ポ
ン
ド
の
岬
角
を
掠
め
て
／
ひ
び
き
渡
つ
た
と
い
ふ
」
「
岬
角
」
は
歴
史
的
仮
名
遣
で
「
か

ふ
か
く
」
（
現
代
仮
名
遣
「
こ
う
か
く
」
）
は
岬

み
さ
き

の
意
。
「
ヘ
レ
ス
ポ
ン
ド
」
は
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
と
東
方
（
ア

ジ
ア
・
中
東
）
の
境
に
当
た
る
現
在
の
ト
ル
コ
に
あ
る
ダ
ー
ダ
ネ
ル
ス
海
峡
の
古
称
。
「
お
ほ
い
な
る
パ

ン
は
死
ん
だ
」
一
般
的
に
は
「
偉
大
な
る
パ
ー
ン
は
死
せ
り
」
の
謂
い
で
知
ら
れ
る
が
、
「
パ
ー
ン
」
は

牧
神
・
牧
羊
神
・
半
獣
神
の
淫
蕩
な
神
と
し
て
知
ら
れ
る
そ
れ
で
あ
る
が
、
ウ
ィ
キ
の
「
パ
ー
ン
（
ギ
リ

シ
ア
神
話
）
」
に
よ
れ
ば
、
『
ギ
リ
シ
ア
の
歴
史
家
プ
ル
タ
ル
コ
ス
』
（
四
六
年
頃
～
一
一
九
年
以
降
）
が

「
神
託
の
堕
落
」
（
「
モ
ラ
リ
ア
」
第
五
章
第
十
七
節
）
『
に
書
い
た
こ
と
を
信
じ
る
な
ら
ば
、
パ
ー
ン
は

ギ
リ
シ
ア
の
神
々
の
中
で
唯
一
死
ん
だ
。
テ
ィ
ベ
リ
ウ
ス
』
（
テ
ィ
ベ
リ
ウ
ス
・
ユ
リ
ウ
ス
・
カ
エ
サ
ル

（
紀
元
前
四
二
年
～
紀
元
後
三
七
年
：
ロ
ー
マ
帝
国
第
二
代
皇
帝
（
在
位
：
一
四
年
～
三
七
年
：
イ
エ

ス
・
キ
リ
ス
ト
が
世
に
出
、
刑
死
し
た
時
の
ロ
ー
マ
皇
帝
）
『
の
御
代
に
パ
ー
ン
の
死
と
い
う
』
知
ら
せ

が
『
タ
ム
ス
』
『
の
元
に
届
い
た
。
彼
は
パ
ク
ソ
イ
諸
島
経
由
で
イ
タ
リ
ア
に
向
か
う
船
の
船
員
だ
っ
た

の
だ
が
、
海
上
で
神
託
を
聞
い
た
』
。
そ
れ
は
「
タ
ム
ス
、
そ
こ
に
お
る
か
？ 

パ
ロ
デ
ス
の
島
に
着
い

た
ら
、
忘
れ
ず
に
『
パ
ー
ン
の
大
神
は
死
し
た
り
』
と
宣
告
す
る
の
じ
ゃ
。
」
と
い
う
も
の
で
あ
っ
た
。

『
そ
の
知
ら
せ
は
岸
辺
に
不
満
と
悲
嘆
を
も
た
ら
し
た
』
と
あ
る
の
が
元
で
あ
る
。
芥
川
龍
之
介
も
好
ん

だ
ニ
ー
チ
ェ
の
「
ツ
ァ
ラ
ト
ゥ
ス
ト
ラ
」
に
出
る
「
神
は
死
ん
だ
」
と
皮
肉
に
用
い
ら
れ
る
よ
う
に
、
後

世
の
キ
リ
ス
ト
教
が
、
宗
主
で
あ
る
イ
エ
ス
・
キ
リ
ス
ト
が
古
代
の
総
て
の
神
に
代
わ
っ
て
唯
一
神
と
な

っ
た
と
す
る
意
味
に
言
い
換
え
た
も
の
の
よ
う
で
あ
る
。
但
し
、
私
は
キ
リ
ス
ト
教
に
冥
い
の
で
出
典
は

判
ら
な
い
。］ 

  
 

 
 

 
 

二
十 

ひ 

と 

つ 

の 

感 

想 

  
 

な
ん
ぢ
の
こ
と
ば
の 

 
 

な
ん
ぞ
壯
ん
な
る 

 
 

敗
れ
た
る
此
の
國
の
人
々
を 

 
 

罵
り
散
ら
す 

 
 

な
ん
ぢ
の
こ
と
ば
の 

 
 

な
ん
ぞ
さ
か
ん
な
る 

  
 

わ
れ
は
正
し
か
り
き 

 
 

い
ま
も
わ
れ
は
正
し
と 

 

https://ja.wikipedia.org/wiki/%E3%83%91%E3%83%BC%E3%83%B3_(%E3%82%AE%E3%83%AA%E3%82%B7%E3%82%A2%E7%A5%9E%E8%A9%B1)
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E3%83%91%E3%83%BC%E3%83%B3_(%E3%82%AE%E3%83%AA%E3%82%B7%E3%82%A2%E7%A5%9E%E8%A9%B1)


 
 

自
己
肯
定
の 

 
 

こ
こ
ろ
に
た
か
ぶ
り 

 
 

い
つ
ま
で
か
な
ん
ぢ
は
の
の
し
る 

 

［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：「
壯
ん
な
る
」「
さ
か
ん
な
る
」。］ 

  
 

 
 

 
 

二
十
一 

顏 

  
 

乘
る
た
び
每
に 

 
 

顏
を
合
は
せ
る
顏
が
あ
る
し 

 
 

お
そ
ら
く
生
涯
に
一
度
し
か 

 
 

顏
を
合
は
せ
な
い
顏
も
あ
る 

 
 

不
思
議
な
や
う
な
氣
が
す
る
し 

 
 

不
思
議
で
な
い
や
う
な
氣
も
す
る 

  
 

い
く
た
び
顏
を
合
は
せ
て
も 

 
 

好
も
し
い
顏
が
あ
る
し 

 
 

一
度
顏
を
合
は
せ
る
の
も 

 
 

い
や
な
や
う
な
顏
も
あ
る 

 
 

あ
た
り
ま
へ
の
こ
と
に
思
は
れ
る
し 

 
 

さ
う
で
な
い
や
う
に
も
思
は
れ
る 

  
 

い
つ
た
い
同
じ
顏
つ
き
を
し
た
人
は 

 
 

決
し
て
ふ
た
り
と
あ
り
は
し
な
い
だ
ら
う 

 
 

だ
が
よ
く
似
た
顏
つ
き
を
し
た
人
は 

 
 

な
ん
と
ざ
ら
に
あ
る
こ
と
だ
ら
う 

 
 

よ
く
し
た
も
の
だ
と
言
へ
る
や
う
だ
し 

 
 

さ
う
ば
か
り
も
言
へ
な
い
や
う
で
も
あ
る 

  
 

顏
の
出
來
上
り
に 

 
 

必
然
と
偶
然
と
の
交
錯
が
あ
る
ら
し
い 

 
 

何
も
か
も
神
さ
ま
の 

 
 

出
た
と
こ
勝
負
の
し
わ
ざ
ら
し
い
が 

 
 

顏
の
持
ち
主
こ
そ 

 
 

い
い
迷
惑
で
は
な
い
か 

 



 
 

す
が
す
が
し
い
秋
か
ぜ
に 

 
 

こ
こ
ろ
よ
く
吹
か
れ
な
が
ら 

 
 

京
都
と
大
阪
と
の
あ
ひ
だ
を
走
つ
て
行
く 

 
 

電
車
の
中
の
つ
れ
づ
れ
に 

 
 

そ
ん
な
こ
と
を
考
へ
て
ゐ
た 

 

［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
「
京
都
と
大
阪
と
の
あ
ひ
だ
を
走
つ
て
行
く
／
電
車
の
中
の
つ
れ
づ
れ
に
」
先
の

「
三 

ひ
が
ん
ば
な
」（
ブ
ロ
グ
版
リ
ン
ク
）
私
の
注
の
冒
頭
の
そ
れ
を
参
照
。］ 

  
 

 
 

 
 

 
 

二
十
二 

木
犀
の
花
咲
く
こ
ろ 

  
 

い
つ
よ
り
と
も
な
く 

 
 

ま
へ
庭
の 

 
 

木
犀
の
花
は 

 
 

か
を
り
そ
め
た
り 

  
 

日
ご
と
く
り
か
へ
す 

 
 

生
き
の
身
の 

 
 

生
き
の
い
と
な
み
は 

 
 

く
る
し
み
多
し 

  
 

明
け
て
は
暮
る
る 

 
 

こ
の
ご
ろ
の 

 
 

日
の
う
つ
ろ
ひ
は 

 
 

流
る
る
ご
と
し 

  
 

こ
こ
ろ
足
ら
は
ぬ 

 
 

世
な
れ
ど
も 

 
 

け
ふ
の
う
れ
ひ
は 

 
 

け
ふ
に
て
足
れ
り 

  
 

秋
深
み
ゆ
く 

 
 

日
每
日
ご
と 

 
 

空
の
碧
り
は 

 
 

窮
り
ぞ
無
き 

 

https://onibi.cocolog-nifty.com/alain_leroy_/2023/01/post-e3b2c4.html


［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
「
木
犀
」
本
邦
で
は
単
に
「
モ
ク
セ
イ
」
と
言
っ
た
場
合
は
、
シ
ソ
目
モ
ク
セ
イ
科

オ
リ
ー
ブ
連
モ
ク
セ
イ
属
モ
ク
セ
イ
変
種
ギ
ン
モ
ク
セ
イ O

sm
a
n
th

u
s fra

g
ra

n
s v

ar. fra
g

ra
n
s 

を
指
す
こ

と
が
多
い
。］ 

  
 

 
 

 
 

 

二
十
三 

退
屈
す
る
と
い
ふ
こ
と 

  

子
供
た
ち
が
小
学
校
に
通
学
し
て
ゐ
た
こ
ろ
は
、
よ
く
一
緖
に
岡
崎
の
動
物
園
に
行
つ
た
も
の
で
あ
る

け
れ
ど
、
近
年
は
久
し
く
行
つ
た
こ
と
が
な
い
。
こ
の
ご
ろ
は
無
隣
庵
で
の
会
合
に
出
席
す
る
た
め
に
每

月
一
度
は
動
物
園
の
門
前
を
と
ほ
る
な
ら
は
し
だ
が
、
以
前
の
構
内
の
な
か
ば
は
進
駐
軍
の
自
動
車
の
グ

ラ
ウ
ン
ド
に
な
つ
て
ゐ
る
や
う
だ
。 

 

人
間
の
世
界
の
食
糧
難
は
動
物
園
に
も
深
刻
な
影
響
を
及
ぼ
し
て
ゐ
る
さ
う
だ
か
ら
、
此
の
頃
の
園
内

の
樣
子
は
わ
か
ら
な
い
け
れ
ど
、
子
供
た
ち
と
連
れ
立
つ
て
行
つ
た
こ
ろ
の
事
を
思
ひ
う
か
べ
る
と
、
い

つ
行
つ
て
見
て
も
、
そ
こ
に
飼
は
れ
て
ゐ
る
種
々
雜
多
の
鳥
や
獸
た
ち
が
狹
い
檻
の
中
の
生
活
に
安
ん
じ

て
ゐ
て
、
如
何
に
も
氣
樂
さ
う
に
ふ
る
ま
つ
て
ゐ
る
な
、
と
感
じ
さ
せ
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
。
こ
と
に
、

い
つ
も
つ
く
づ
く
感
じ
た
の
は
、
獅
子
だ
の
虎
だ
の
の
た
ぐ
ひ
か
ら
、
か
さ
さ
ぎ
と
か
、
を
し
ど
り
と
か

の
た
ぐ
ひ
に
い
た
る
ま
で
、
ど
の
獸
で
も
、
ど
の
鳥
で
も
、
い
さ
さ
か
も
退
屈
さ
う
な
表
情
を
し
て
ゐ
な

い
と
い
ふ
こ
と
で
あ
つ
た
。 

 

ど
う
も
、
「
退
屈
の
感
じ
」
は
人
間
に
特
有
な
も
の
で
、
人
間
以
外
の
動
物
は
た
い
く
つ
す
る
こ
と
は

な
い
ら
し
い
。
た
だ
、
あ
の
始
終
休
み
な
く
首
を
ふ
り
振
り
檻
の
中
の
一
方
か
ら
他
方
ま
で
前
進
し
て
行

つ
て
は
、
ま
た
後
退
す
る
運
動
を
く
り
か
へ
し
て
ゐ
る
白
熊
は
、
ひ
よ
つ
と
し
た
ら
其
の
例
外
に
属
す
る

か
と
も
思
へ
る
が
、
ほ
ん
た
う
の
と
こ
ろ
は
、
衝
動
に
駆
ら
れ
て
運
動
し
て
ゐ
る
だ
け
の
話
で
、
な
に
も

退
屈
を
ま
ぎ
ら
す
た
め
に
運
動
し
て
ゐ
る
わ
け
で
も
な
い
で
あ
ら
う
。 

 

さ
て
、
現
在
の
や
う
に
市
内
電
車
や
郊
外
電
車
に
乘
る
前
に
行
列
の
中
に
加
は
つ
て
相
当
の
時
間
た
た

ず
ん
で
ゐ
な
く
て
は
な
ら
ぬ
時
代
に
は
、
そ
し
て
、
た
と
へ
ば
私
な
ど
の
や
う
に
日
ご
と
に
そ
の
や
う
な

機
会
を
も
つ
者
に
と
つ
て
は
、
と
り
わ
け
そ
の
必
要
が
大
き
い
の
で
あ
る
が
、
あ
た
り
前
な
ら
ば
た
い
く

つ
せ
ず
に
は
居
れ
な
い
其
の
あ
ひ
だ
を
退
屈
し
な
い
心
の
工
夫
を
す
る
必
要
が
あ
る
。
い
や
、
電
車
に
乘

つ
て
腰
か
け
て
か
ら
後
も
目
的
地
に
到
着
す
る
ま
で
の
間
や
は
り
さ
う
し
た
工
夫
を
す
る
必
要
が
あ
る
。

む
ろ
ん
新
聞
な
ど
を
読
ん
だ
り
す
る
の
は
最
も
簡
便
な
方
法
だ
け
れ
ど
、
眼
を
い
た
は
る
上
か
ら
は
い
つ

も
そ
の
や
う
な
方
法
に
た
よ
る
わ
け
に
は
行
か
な
い
。
い
ろ
い
ろ
の
実
際
的
な
又
は
理
論
的
な
こ
と
が
ら

を
考
へ
、
か
ん
が
へ
な
が
ら
時
を
過
ご
す
こ
と
が
多
い
け
れ
ど
、
も
つ
と
徹
底
的
な
方
法
は
、
放
心
の
狀

態
に
入
つ
て
、
時
の
移
つ
て
行
く
ま
ま
に
任
せ
る
こ
と
に
あ
る
や
う
だ
。 

 

い
つ
た
い
、
よ
る
眠
つ
て
ゐ
る
間
は
別
と
し
て
、
一
日
の
う
ち
の
時
間
を
少
し
も
た
い
く
つ
す
る
こ
と

な
く
過
ご
し
た
い
も
の
で
あ
る
が
、
な
か
な
か
思
ふ
や
う
に
な
ら
ぬ
も
の
で
、
と
か
く
退
屈
の
惡
魔
の
と

り
こ
に
な
る
恐
れ
が
あ
る
。
だ
か
ら
、
一
日
の
う
ち
に
何
度
か
ぼ
ん
や
り
し
て
ゐ
て
、
し
か
も
た
い
く
つ

だ
と
い
ふ
感
じ
に
と
ら
は
れ
な
い
や
う
に
す
る
必
要
が
あ
る
だ
け
だ
。 

 

と
こ
ろ
で
、
い
つ
も
な
に
か
し
ら
積
極
的
に
心
を
は
た
ら
か
せ
て
ゐ
ず
に
は
居
れ
な
い
性
分
の
人
が
あ



る
や
う
だ
が
、
芥
川
は
そ
の
種
類
の
人
の
典
型
的
な
も
の
で
あ
つ
た
と
思
ふ
。
つ
ま
り
、
退
屈
す
る
こ
と

が
非
常
に
き
ら
ひ
で
、
人
と
話
す
か
、
本
を
よ
む
か
、
も
の
を
考
へ
る
か
、
執
筆
す
る
か
、
散
步
す
る
か
、

と
に
か
く
二
六
時
中
な
ん
と
か
し
て
心
を
は
た
ら
か
せ
な
い
で
は
居
れ
な
い
性
分
で
あ
つ
た
。 

 

芥
川
龍
之
介
全
集
は
七
巻
と
別
册
と
、
あ
は
せ
て
八
巻
を
包
含
し
て
ゐ
る
。
各
卷
い
づ
れ
も
菊
版
で
七

八
百
ペ
ー
ジ
あ
り
、
全
体
で
は
六
千
ペ
ー
ジ
を
超
え
て
ゐ
る
。
大
体
に
お
い
て
大
正
三
年
あ
た
り
か
ら
三

十
六
歲
で
亡
く
な
つ
た
ま
で
の
十
五
年
［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
マ
マ
。
十
三
年
で
数
え
で
も
十
四
年
で
あ
る
。
］
ば
か

り
の
あ
ひ
だ
に
書
か
れ
も
の
で
あ
る
が
、
一
行
一
句
も
お
ろ
そ
か
に
せ
ぬ
凝
り
性
だ
つ
た
芥
川
が
、
そ
れ

だ
け
の
分
量
の
も
の
を
書
く
た
め
に
、
ど
れ
ほ
ど
多
く
の
、
緊
張
し
た
意
識
の
時
間
を
つ
ひ
や
し
た
か
は
、

想
像
に
余
り
が
あ
る
。
し
か
も
、
い
つ
も
中
々
訪
問
の
客
が
多
か
つ
た
し
、
文
学
者
仲
間
の
会
合
な
ど
に

も
割
合
に
よ
く
出
席
し
て
ゐ
た
や
う
で
あ
る
。
お
ま
け
に
そ
の
間
に
は
中
國
旅
行
を
は
じ
め
、
ち
よ
い
ち

よ
い
遠
方
へ
の
旅
行
に
出
か
け
て
ゐ
る
。 

 

絕
え
ず
烈
し
く
心
臟
を
鼓
動
さ
せ
な
が
ら
人
生
の
行
路
を
急
ぎ
足
で
あ
ゆ
み
通
し
た
も
の
で
あ
る
。
そ

れ
は
緊
張
し
た
、
あ
ま
り
に
も
緊
張
し
た
生
涯
で
あ
つ
た
。 

 

［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
「
岡
崎
の
動
物
園
」
京
都
府
京
都
市
左
京
区
岡
崎
に
あ
る
京
都
市
立
の
京
都
市
動
物

園
（
グ
ー
グ
ル
・
マ
ッ
プ
・
デ
ー
タ
。
以
下
、
無
指
示
は
同
じ
）
の
こ
と
。
大
正
天
皇
の
結
婚
を
記
念
し

て
明
治
三
六
（
一
九
〇
三
）
年
四
月
一
日
に
開
園
し
た
。
東
京
の
上
野
動
物
園
に
次
ぐ
日
本
で
二
番
目
の

古
い
動
物
園
で
あ
る
。
公
式
サ
イ
ト
の
「
沿
革
・
年
表
・
動
物
園
の
歩
み
」
に
よ
れ
ば
、
昭
和
二
一
（
一

九
四
六
）
年
四
月
に
進
駐
軍
に
よ
り
南
側
の
約
一
万
三
千
二
百
平
方
メ
ー
ト
ル
が
接
収
さ
れ
て
い
た
。
本
書

は
昭
和
二
二
（
一
九
四
七
）
年
発
行
で
あ
る
。
な
お
、
接
収
解
除
は
六
年
後
の
昭
和
二
七
（
一
九
五
二
）
年

五
月
で
あ
っ
た
。 

「
無
隣
庵
で
の
会
合
」
「
無
鄰
菴
」
が
正
し
い
。
元
は
明
治
二
七
（
一
八
九
四
）
年
か
ら
同
二
十
九
年
に

か
け
て
造
営
さ
れ
た
明
治
・
大
正
時
期
に
元
老
と
し
て
政
界
を
牛
耳
っ
た
山
縣
有
朋
の
別
荘
。
南
禅
寺
門

前
に
あ
る
。「
会
合
」
は
不
詳
。 

「
た
だ
、
あ
の
始
終
休
み
な
く
首
を
ふ
り
振
り
檻
の
中
の
一
方
か
ら
他
方
ま
で
前
進
し
て
行
つ
て
は
、
ま

た
後
退
す
る
運
動
を
く
り
か
へ
し
て
ゐ
る
白
熊
は
、
ひ
よ
つ
と
し
た
ら
其
の
例
外
に
属
す
る
か
と
も
思
へ

る
が
、
ほ
ん
た
う
の
と
こ
ろ
は
、
衝
動
に
駆
ら
れ
て
運
動
し
て
ゐ
る
だ
け
の
話
で
、
な
に
も
退
屈
を
ま
ぎ

ら
す
た
め
に
運
動
し
て
ゐ
る
わ
け
で
も
な
い
で
あ
ら
う
」
こ
の
見
解
に
は
恒
藤
に
共
感
出
来
な
い
。
私
は

動
物
園
の
動
物
は
、
本
来
の
生
き
る
た
め
の
自
律
的
な
狩
り
を
す
る
こ
と
が
な
く
な
り
、
餌
を
与
え
ら
れ
、

居
心
地
の
い
い
舎
屋
を
当
て
が
っ
て
貰
っ
て
い
る
一
方
、
檻
か
ら
ず
っ
と
出
ら
れ
な
い
状
況
の
た
め
に
、

退
屈
ど
こ
ろ
で
は
な
い
、
一
種
の
拘
禁
性
精
神
病
或
い
は
神
経
症
に
罹
っ
て
、
あ
あ
し
た
常
同
行
動
を
と

っ
て
い
る
の
だ
と
思
う
。 

「
現
在
の
や
う
に
市
内
電
車
や
郊
外
電
車
に
乘
る
前
に
行
列
の
中
に
加
は
つ
て
相
当
の
時
間
た
た
ず
ん
で

ゐ
な
く
て
は
な
ら
ぬ
時
代
に
は
、
そ
し
て
、
た
と
へ
ば
私
な
ど
の
や
う
に
日
ご
と
に
そ
の
や
う
な
機
会
を

も
つ
者
に
と
つ
て
は
」
既
注
で
あ
る
が
、
再
掲
す
る
と
、
本
書
刊
行
時
、
恒
藤
恭
は
昭
和
二
一
（
一
九
四

六
）
年
に
大
阪
商
科
大
学
学
長
及
び
京
都
帝
国
大
学
法
学
部
教
授
（
兼
任
。
昭
和
二
四
（
一
九
四
九
）
年

https://www.google.com/maps/place/%E4%BA%AC%E9%83%BD%E5%B8%82%E5%8B%95%E7%89%A9%E5%9C%92/@35.012795,135.7616233,13z/data=!4m5!3m4!1s0x60010899e76eaaab:0xa49cf37eed437643!8m2!3d35.0127643!4d135.7865786
https://www.google.com/maps/place/%E4%BA%AC%E9%83%BD%E5%B8%82%E5%8B%95%E7%89%A9%E5%9C%92/@35.012795,135.7616233,13z/data=!4m5!3m4!1s0x60010899e76eaaab:0xa49cf37eed437643!8m2!3d35.0127643!4d135.7865786
https://www5.city.kyoto.jp/zoo/about/outline/
https://www.google.com/maps/place/%E7%84%A1%E9%84%B0%E8%8F%B4/@35.0019319,135.7704977,14.75z/data=!4m5!3m4!1s0x600108e093e69ddd:0xe951a45cb6a8f18e!8m2!3d35.0115712!4d135.7872752
https://www.google.com/maps/place/%E7%84%A1%E9%84%B0%E8%8F%B4/@35.0019319,135.7704977,14.75z/data=!4m5!3m4!1s0x600108e093e69ddd:0xe951a45cb6a8f18e!8m2!3d35.0115712!4d135.7872752


ま
で
）
・
同
志
社
大
学
客
員
教
授
（
兼
任
）
と
な
っ
て
お
り
（
昭
和
二
十
四
年
、
新
制
大
学
と
し
て
発
足

し
た
大
阪
市
立
大
学
初
代
学
長
と
な
る
ま
で
）、
三
つ
の
大
学
を
掛
け
持
ち
し
て
い
た
た
め
で
あ
る
。 

「
芥
川
龍
之
介
全
集
」
以
前
に
注
し
た
通
り
、
昭
和
二
（
一
九
二
七
）
年
十
一
月
か
ら
昭
和
四
年
二
月
ま

で
の
間
で
岩
波
書
店
か
ら
発
行
さ
れ
た
、
所
謂
、
第
一
次
〈
元
版
〉
全
集
と
称
せ
ら
れ
る
そ
れ
を
指
す
。 

「
全
体
で
は
六
千
ペ
ー
ジ
を
超
え
て
ゐ
る
」
こ
れ
で
は
漠
然
と
し
て
い
て
、
芥
川
龍
之
介
が
生
涯
に
ど
れ

だ
け
の
作
品
を
も
の
し
た
か
は
ち
ょ
っ
と
イ
メ
ー
ジ
し
難
い
か
と
思
わ
れ
る
。
実
は
私
が
「
こ
れ
は
買
っ

て
良
か
っ
た
！
」
と
思
っ
て
い
る
数
少
な
い
優
れ
物
の
芥
川
龍
之
介
関
連
本
の
一
つ
に
、
絵
本
作
家
松
本
哉

氏
の
「
芥
川
龍
之
介
の
顔
」（
一
九
八
八
年
三
省
堂
刊
）
が
あ
る
。
ビ
ジ
ュ
ア
ル
的
に
抜
き
ん
出
て
凄
い
内

容
な
の
で
あ
る
が
、
そ
の
「
芥
川
龍
之
介
の
生
涯
」
の
中
で
、
岩
波
版
旧
全
集
の
談
話
・
発
句
・
詩
歌
・
書

簡
を
除
い
て
、
そ
の
字
数
を
計
算
し
、
原
稿
用
紙
に
換
算
し
た
棒
グ
ラ
フ
と
い
う
と
ん
で
も
な
い
も
の
凄
い

も
の
が
、
か
の
龍
之
介
が
尊
敬
し
た
御
大
泉
鏡
花
（
彼
は
芥
川
龍
之
介
の
葬
儀
で
最
初
に
弔
辞
を
述
べ
て
い

る
。
な
お
、
現
在
知
ら
れ
て
い
る
岩
波
版
「
鏡
花
全
集
」
の
そ
れ
が
実
際
読
ま
れ
た
も
の
と
は
異
な
る
こ
と

を
、
私
は
、
昨
年
、
知
っ
て
、
実
際
の
弔
辞
原
稿
を
知
ら
れ
た
そ
れ
と
並
べ
て
サ
イ
ト
でP

D
F

縦
書
版
で
作

成
し
て
あ
る
）
の
そ
れ
と
比
較
す
る
形
で
、
さ
り
げ
な
く
掲
げ
ら
れ
て
あ
る
の
で
あ
る
（
一
八
六
～
一
八
七

ペ
ー
ジ
）
。
そ
れ
に
よ
れ
ば
、
芥
川
龍
之
介
は
全
七
千
五
百
枚
と
あ
り
、
泉
鏡
花
は
全
三
万
枚
と
な
っ
て
い

る
。
龍
之
介
の
そ
れ
は
大
正
三
（
一
九
一
四
）
年
五
月
『
新
思
潮
』
の
「
老
年
」
を
最
初
と
し
て
、
自
死
ま

で
は
十
三
年
（
恒
藤
恭
の
「
十
五
年
」
は
誤
記
か
誤
植
で
あ
ろ
う
）
。
泉
鏡
花
は
処
女
作
「
冠
彌
左
衞
門
」

明
治
二
六
（
一
八
九
三
）
年
五
月
で
、
昭
和
一
四
（
一
九
三
九
）
年
七
月
の
「
縷
紅
新
草
」
（
リ
ン
ク
先
は

昨
年
私
が
も
の
し
た
サ
イ
ト
版P

D
F

縦
書
正
規
表
現
版
注
附
き
）
が
生
前
最
後
の
小
説
で
あ
る
か
ら
、
四
十

六
年
で
作
家
生
活
が
二
・
七
倍
ほ
ど
で
あ
る
か
ら
単
純
に
比
較
は
出
来
な
い
が
、
単
純
に
年
割
に
す
る
と
、

龍
之
介
が
五
百
七
十
二
枚
程
、
鏡
花
が
六
百
五
十
二
枚
程
に
な
る
。
し
か
し
、
そ
の
グ
ラ
フ
を
見
る
と
、
鏡

花
の
若
い
時
の
ピ
ー
ク
は
二
十
九
歳
の
七
百
枚
超
え
（
し
か
も
総
て
小
説
）
で
あ
り
、
最
大
ピ
ー
ク
は
小
説

以
外
も
含
め
た
も
の
で
八
百
五
十
枚
に
も
及
ぶ
。
一
方
、
龍
之
介
の
同
じ
二
十
九
歳
の
と
こ
ろ
に
ピ
ー
ク
が

あ
る
が
、
文
章
全
部
を
ひ
っ
く
る
め
て
も
三
百
五
十
枚
に
及
ば
ず
、
最
大
の
ピ
ー
ク
で
あ
る
自
死
の
年
の
年

初
で
同
前
で
三
百
五
十
枚
ほ
ど
で
あ
る
（
但
し
、
没
後
発
表
の
小
説
以
外
の
二
百
五
十
枚
が
目
立
つ
）
。
芥

川
龍
之
介
フ
ァ
ン
と
し
て
は
、
こ
の
二
グ
ラ
フ
は
ち
ょ
っ
と
残
念
な
も
の
で
は
あ
る
が
、
龍
之
介
が
心
か
ら

慕
っ
た
鏡
花
と
比
べ
ら
れ
る
だ
け
で
も
、
あ
の
世
の
龍
之
介
は
喜
ん
で
い
る
こ
と
で
あ
ろ
う
。
因
み
に
、
私

は
泉
鏡
花
の
フ
ァ
ン
で
も
あ
り
、
昨
年
よ
り
正
規
表
現
版
マ
ニ
ア
ッ
ク
注
釈
附
き
の
も
の
を
サ
イ
ト
の
「
心

朽
窩
旧
館
」
で
公
開
し
て
い
る
の
で
、
見
ら
れ
た
い
。］ 

  
 

 
 

 
 

 
 

二
十
四 

人 

生 

と 

藝 

術 

 

『
あ
し
た
に
道
を
聽
け
ば
、
ゆ
ふ
べ
に
死
す
と
も
可
な
り
』
と
い
ふ
論
語
の
中
の
言
葉
は
、
道
の
た
ふ
と

さ
を
說
い
た
も
の
で
あ
ら
う
か
、
道
を
聽
く
こ
と
の
あ
り
が
た
さ
を
說
い
た
も
の
で
あ
ら
う
か
、
そ
れ
と

も
、
そ
れ
ほ
ど
ま
で
に
眞
劍
に
道
を
き
く
心
の
も
ち
か
た
を
敎
へ
た
も
の
で
あ
ら
う
か
。 

 

と
に
か
く
き
は
め
て
短
い
文
句
の
中
に
極
度
に
誇
張
し
た
思
想
内
容
を
盛
る
こ
と
に
よ
つ
て
、
力
强
く

http://yab.o.oo7.jp/kyoukaakutagwatyouji.pdf
http://yab.o.oo7.jp/kyoukaakutagwatyouji.pdf
http://yab.o.oo7.jp/rukousinsau.pdf
http://yab.o.oo7.jp/textsyousetu.htm
http://yab.o.oo7.jp/textsyousetu.htm


人
の
こ
こ
ろ
に
訴
へ
よ
う
と
す
る
表
現
の
し
か
た
で
は
あ
る
。 

『
人
生
は
ボ
ー
ド
レ
ー
ル
の
詩
の
一
行
に
若
か
ず
』
と
い
ふ
の
は
、
よ
く
引
用
さ
れ
る
有
名
な
芥
川
龍
之

介
の
警
句
で
あ
る
。
そ
れ
は
謂
は
ゆ
る
藝
術
至
上
主
義
の
思
想
を
極
度
に
壓
縮
し
た
か
た
ち
で
言
ひ
あ
ら

は
し
た
も
の
と
視
ら
れ
て
ゐ
る
や
う
で
あ
る
。
『
だ
が
、
い
つ
た
い
ボ
ー
ド
レ
ー
ル
の
詩
集
の
中
か
ら
、

そ
れ
程
に
も
す
ぐ
れ
た
價
値
を
そ
な
へ
た
一
行
を
さ
が
し
出
す
こ
と
が
可
能
で
あ
ら
う
か
』
と
、
開
き
直

つ
て
反
問
す
る
こ
と
は
無
用
で
あ
ら
う
。 

 

と
こ
ろ
で
、
い
た
づ
ら
に
雜
音
に
充
ち
充
ち
た
全
人
生
と
く
ら
べ
て
、
ボ
ー
ド
レ
ー
ル
の
詩
の
調
子
の

高
さ
を
芥
川
が
ひ
た
む
き
に
讃
嘆
し
て
ゐ
る
の
だ
、
と
考
へ
る
よ
り
は
、
む
し
ろ
、
『
人
生
の
お
そ
る
べ

き
退
屈
』
を
し
み
じ
み
と
も
の
語
る
彼
の
嘆
息
を
私
は
此
の
文
句
の
中
に
聽
き
取
る
の
で
あ
る
。 

 

そ
し
て
、
芥
川
に
と
つ
て
は
、
藝
術
の
使
命
は
人
生
の
た
い
く
つ
さ
を
克
服
す
る
こ
と
に
あ
つ
た
、
と

も
思
ふ
の
で
あ
る
。 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
―
―

九
四
七
・
一
〇
・
一
九―

―
 

 

［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
本
篇
は
特
異
的
に
文
末
に
「―

―

九
四
七
・
一
〇
・
一
九―

―

」
の
ク
レ
ジ
ッ
ト
が

あ
る
が
、
こ
れ
は
本
篇
（
或
い
は
そ
れ
よ
り
前
の
幾
つ
か
を
含
め
て
）
の
記
事
を
書
い
た
日
の
そ
れ
と
推

定
さ
れ
る
。
現
雑
誌
は
確
認
出
来
な
い
が
、
松
田
義
男
氏
の
編
に
な
る
「
恒
藤
恭
著
作
目
録
」
（
同
氏
の

H
P

の
こ
ち
ら
で

P
D

F

で
入
手
出
来
る
）
初
出
誌
『
智
慧
』
で
の
分
割
発
表
は
、
昭
和
二
二
（
一
九
五
七
）

五
月
一
日
初
回
で
、
続
い
て
同
月
二
十
五
日
、
八
月
一
日
、
九
月
一
日
、
十
二
月
一
日
の
五
回
分
（
本
篇
ま

で
全
部
と
推
定
さ
れ
る
）
が
同
年
中
に
公
開
さ
れ
て
い
る
も
の
と
推
定
出
来
る
。］ 

「
あ
し
た
に
道
を
聽
け
ば
、
ゆ
ふ
べ
に
死
す
と
も
可
な
り
」
ま
ず
、
漢
文
の
教
科
書
に
載
ら
な
い
こ
と
は

な
い
、
「
論
語
」
の
「
里
仁
第
四
」
の
有
名
な
一
節
。
「
子
曰
。
朝
聞
道
。
夕
死
可
矣
。
」
（
子
曰
は
く
、

「
朝

あ
し
た

に
道
を
聞
か
ば
、
夕

ゆ
ふ
べ

に
死
す
と
も
可か

な
り
。」
と
。）。 

「
そ
れ
ほ
ど
ま
で
に
眞
劍
に
道
を
き
く
心
の
も
ち
か
た
を
敎
へ
た
も
の
」
個
人
的
に
は
こ
れ
が
そ
の
核
心

で
あ
る
と
私
は
思
う
。 

「
人
生
は
ボ
ー
ド
レ
ー
ル
の
詩
の
一
行
に
若
か
ず
」
正
確
に
は
、
「
人
生
は
一
行
の
ボ
オ
ド
レ
エ
ル
に
も

若
か
な
い
。
」
で
あ
る
。
芥
川
龍
之
介
の
死
後
、
昭
和
二
（
一
九
二
七
）
年
十
月
一
日
発
行
の
雑
誌
『
改

造
』
に
掲
載
さ
れ
た
「
或
阿
呆
の
一
生
」
の
本
文
冒
頭
を
飾
る
一
章
の
中
に
出
現
す
る
（
リ
ン
ク
先
は
私

の
サ
イ
ト
版
で
未
定
稿
（
草
稿
）
附
き
で
あ
る
。
な
お
、
そ
の
公
開
さ
れ
た
最
終
決
定
稿
で
は
冒
頭
に
久

米
正
雄
宛
の
添
え
書
き
を
持
つ
）。
以
下
に
全
文
を
示
す
。 

 
 

 

＊ 

  
 

 
 

 
 

 

一 

時 
 

代 

  

そ
れ
は
或
本
屋
の
二
階
だ
つ
た
。
二
十
歲
の
彼
は
書
棚
に
か
け
た
西
洋
風
の
梯
子
に
登
り
、
新
ら
し
い

本
を
探
し
て
ゐ
た
。
モ
オ
パ
ス
サ
ン
、
ボ
オ
ド
レ
エ
ル
、
ス
ト
リ
ン
ト
ベ
リ
イ
、
イ
ブ
セ
ン
、
シ
ヨ
オ
、

ト
ル
ス
ト
イ
、…

…
…

 

 

そ
の
う
ち
に
日
の
暮
は
迫
り
出
し
た
。
し
か
し
彼
は
熱
心
に
本
の
背
文
字
を
讀
み
つ
づ
け
た
。
そ
こ
に

http://ymatsuda.kill.jp/
http://ymatsuda.kill.jp/
http://yab.o.oo7.jp/aruahou.html


並
ん
で
ゐ
る
の
は
本
と
い
ふ
よ
り
も
寧
ろ
世
紀
末
そ
れ
自
身
だ
つ
た
。
ニ
イ
チ
エ
、
ヴ
ェ
ル
レ
エ
ン
、
ゴ

ン
ク
ウ
ル
兄
弟
、
ダ
ス
タ
エ
フ
ス
キ
イ
、
ハ
ウ
プ
ト
マ
ン
、
フ
ロ
オ
ベ
エ
ル
、…

…
…
…

 

 

彼
は
薄
暗
が
り
と
戰
ひ
な
が
ら
、
彼
等
の
名
前
を
數
へ
て
行
つ
た
。
が
、
本
は
お
の
づ
か
ら
も
の
憂
い

影
の
中
に
沈
み
は
じ
め
た
。
彼
は
と
う
と
う
根
氣
も
盡
き
、
西
洋
風
の
梯
子
を
下
り
よ
う
と
し
た
。
す
る

と
傘
の
な
い
電
燈
が
一
つ
、
丁
度
彼
の
頭
の
上
に
突
然
ぽ
か
り
と
火
を
と
も
し
た
。
彼
は
梯
子
の
上
に
佇

ん
だ
ま
ま
、
本
の
間
に
動
い
て
ゐ
る
店
員
や
客
を
見
下
し
た
。
彼
等
は
妙
に
小
さ
か
つ
た
。
の
み
な
ら
ず

如
何
に
も
見
す
ぼ
ら
し
か
つ
た
。 

 

「
人
生
は
一
行
の
ボ
オ
ド
レ
エ
ル
に
も
若
か
な
い
。」 

 

彼
は
暫
く
梯
子
の
上
か
ら
か
う
云
ふ
彼
等
を
見
渡
し
て
ゐ
た
。…

…
…

 

  
 

 

＊ 

「
と
う
と
う
」
は
マ
マ
で
あ
る
。
こ
の
頗
る
映
像
的
な
沈
痛
に
堕
ち
た
そ
れ
は
、
ま
さ
に
恒
藤
恭
の
言
う

よ
う
に
、
「
『
人
生
の
お
そ
る
べ
き
退
屈
』
を
し
み
じ
み
と
も
の
語
る
彼
の
嘆
息
」
が
直
に
心
の
響
い
て
く

る
。
ま
た
、
「
芥
川
に
と
つ
て
は
、
藝
術
の
使
命
は
人
生
の
た
い
く
つ
さ
を
克
服
す
る
こ
と
」
で
あ
っ
た

こ
と
も
確
か
で
あ
る
。
し
か
し
、
芥
川
龍
之
介
の
場
合
、
自
身
の
自
信
に
満
ち
た
自
作
品
さ
え
も
、
彼
自

身
の
恐
る
べ
き
地
獄
の
死
に
至
る
病
的
退
屈
を
乗
り
越
え
る
こ
と
は
出
来
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
］ 

  
 

 
 

 
 

 
 

二
十
五 

森 

鷗 

外 

の 

印 

象 

  

芥
川
龍
之
介
に
対
し
て
最
も
深
い
影
響
を
及
ぼ
し
た
日
本
の
作
家
は
森
鷗
外
と
夏
目
漱
石
と
の
二
人
だ

と
い
は
れ
て
ゐ
る
。
そ
れ
は
お
そ
ら
く
妥
当
な
判
断
で
あ
ら
う
。
漱
石
と
芥
川
と
の
間
柄
は
師
弟
の
関
係

で
あ
つ
た
と
言
ひ
得
べ
く
、
漱
石
門
下
の
人
々
の
中
で
は
芥
川
は
漱
石
に
よ
つ
て
最
も
愛
せ
さ
れ
た
弟
子

の
一
人
で
あ
つ
た
。
こ
と
に
第
四
次
新
思
湖
の
創
刊
号
に
あ
ら
は
れ
た
「
鼻
」
に
対
し
て
漱
石
が
好
意
に

み
ち
た
賞
讃
の
こ
と
ば
を
送
つ
た
こ
と
が
、
文
壇
に
お
け
る
芥
川
の
発
足
を
華
々
し
い
も
の
と
し
、
そ
の

後
の
彼
の
進
出
を
少
か
ら
ず
勢
ひ
づ
け
た
こ
と
に
つ
い
て
、
芥
川
は
深
い
感
謝
の
念
を
心
の
底
に
持
ち
つ

づ
け
て
ゐ
た
や
う
で
あ
る
。
彼
の
鷗
外
に
対
す
る
関
係
は
そ
の
や
う
な
親
密
な
も
の
で
は
な
か
つ
た
け
れ

ど
、
創
作
の
う
へ
で
は
む
し
ろ
漱
石
よ
り
一
層
大
き
い
影
響
を
鷗
外
か
ら
受
け
た
の
だ
と
思
ふ
。 

 

私
が
京
都
か
ら
何
遍
か
上
京
し
て
滯
在
し
た
あ
ひ
だ
に
、
「
一
緖
に
夏
目
さ
ん
の
と
こ
ろ
の
会
合
に
行

つ
て
見
な
い
か
」
と
芥
川
か
ら
す
す
め
ら
れ
た
こ
と
が
あ
つ
た
け
れ
ど
、
つ
ひ
に
そ
の
機
会
を
得
な
か
つ

た
。 

 

森
鷗
外
の
家
に
は
、
同
鄕
の
大
先
輩
だ
と
い
ふ
関
係
か
ら
、
二
度
ほ
ど
お
と
づ
れ
た
こ
と
が
あ
る
。
私

は
出
雲
國
松
江
市
で
生
ま
れ
、
そ
こ
で
育
つ
た
の
で
あ
る
が
、
私
の
祖
先
た
ち
は
石
見
國
津
和
野
町
に
住

み
、
藩
主
亀
井
武
蔵
守
に
仕
へ
て
ゐ
た
も
の
で
あ
つ
た
。
森
林
太
郞
（
鷗
外
）
の
家
も
同
藩
の
家
中
で
あ

り
、
私
の
祖
父
の
住
ま
つ
て
ゐ
た
家
の
近
所
に
住
ん
で
ゐ
た
。
私
の
祖
母
の
弟
で
Ｙ
と
い
ふ
家
を
嗣
い
だ

者
の
娘
が
鷗
外
の
末
弟
森
潤
三
郞
氏
と
結
婚
し
た
が
、
私
が
京
都
帝
大
の
学
生
で
あ
つ
た
こ
ろ
に
は
潤
三

郞
氏
は
京
都
に
住
み
、
私
の
現
在
の
住
居
の
す
ぐ
近
所
の
大
き
い
溝
川
に
の
ぞ
ん
だ
家
を
借
り
て
ゐ
た
の



で
、
よ
く
訪
問
し
た
も
の
で
あ
つ
た
。 

 

明
治
四
十
三
年
の
春
の
は
じ
め
に
私
は
松
江
を
去
つ
て
上
京
し
、
し
ば
ら
く
の
あ
ひ
だ
漫
然
と
し
て
暮

ら
し
て
ゐ
た
が
、
そ
の
こ
ろ
や
は
り
津
和
野
出
身
の
先
輩
Ｋ
氏
が
本
鄕
千
駄
木
町
の
鷗
外
の
家
に
連
れ
て

行
つ
て
吳
れ
た
。
あ
ま
り
廣
く
な
い
中
庭
に
臨
ん
だ
六
疊
敷
ば
か
り
の
書
斎
に
通
さ
れ
た
。
庭
は
な
ん
ら

の
庭
ら
し
い
木
石
の
配
置
も
な
く
、
た
だ
雜
草
の
茂
る
に
ま
か
せ
た
庭
で
あ
つ
た
。
そ
れ
は
鷗
外
の
好
み

で
わ
ざ
と
そ
の
や
う
に
し
て
あ
る
の
だ
と
い
ふ
こ
と
を
、
あ
と
で
Ｋ
氏
か
ら
聞
か
さ
れ
た
。
部
屋
の
中
も

庭
に
面
し
た
一
隅
の
障
子
に
沿
う
て
小
形
の
文
机
が
置
い
て
あ
る
の
と
、
そ
の
文
机
の
そ
ば
に
雜
然
と
取

り
散
ら
し
て
和
書
、
漢
書
、
洋
書
が
高
低
さ
ま
ざ
ま
に
積
み
か
さ
ね
て
あ
る
外
に
は
、
こ
れ
と
い
ふ
裝
飾

も
な
か
つ
た
。
有
名
な
文
豪
の
邸
宅
の
こ
と
な
の
で
、
私
は
何
ほ
ど
か
好
奇
心
を
い
だ
き
な
が
ら
訪
問
し

た
の
で
あ
つ
た
が
、
簡
素
そ
の
も
の
と
言
ふ
べ
き
や
う
な
部
屋
の
中
の
樣
子
を
見
て
、
意
外
な
氣
も
ち
を

感
じ
た
と
同
時
に
、
氣
ら
く
さ
を
も
感
じ
た
。 

 

し
ば
ら
く
Ｋ
氏
と
待
つ
て
ゐ
る
と
、
や
が
て
襖
を
ひ
ら
い
て
「
や
あ
、
お
侍
た
せ
し
て
失
礼
で
し
た
」

と
言
ひ
な
が
ら
森
さ
ん
が
は
い
つ
て
來
て
、
机
を
斜
め
う
し
ろ
に
し
て
端
座
し
た
。
Ｋ
氏
が
私
を
紹
介
す

る
と
、
血
色
の
好
い
引
き
し
ま
つ
た
顏
に
微
笑
を
う
か
べ
て
、
う
な
づ
き
な
が
ら
、
鄕
里
の
後
輩
を
激
勵

し
て
吳
れ
る
や
う
な
言
葉
を
、
言
葉
少
な
に
述
べ
た
。
そ
れ
か
ら
後
は
Ｋ
氏
が
い
ろ
い
ろ
と
森
さ
ん
と
話

し
、
私
は
た
だ
そ
れ
を
傍
で
き
い
て
ゐ
た
。 

 

森
さ
ん
は
相
手
の
人
の
顏
を
直
視
す
る
こ
と
を
し
な
い
で
、
始
終
視
線
を
い
く
ら
か
別
の
方
向
に
そ
ら

し
、
絕
え
ず
心
も
ち
微
笑
を
頰
の
あ
た
り
に
た
た
へ
な
が
ら
、
お
だ
や
か
な
口
調
で
Ｋ
氏
に
應
答
し
た
。

中
肉
中
背
と
い
ふ
よ
り
は
心
も
ち
小
柄
で
あ
る
が
、
全
体
と
し
て
よ
く
均
衡
の
取
れ
た
か
ら
だ
つ
き
で
、

打
ち
見
た
と
こ
ろ
、
い
か
つ
い
や
う
な
樣
子
は
少
し
も
な
い
け
れ
ど
。
一
分
の
𨻶
も
無
い
風
貌
だ
な
と
思

つ
た
こ
と
を
今
で
も
記
憶
し
て
ゐ
る
。
軍
医
總
監
ら
し
い
風
格
も
幾
ら
か
た
だ
よ
つ
て
ゐ
た
が
、
そ
れ
は

目
に
立
つ
ほ
ど
の
も
の
で
な
か
つ
た
。 

 

と
に
か
く
森
鷗
外
は
こ
れ
ま
で
私
の
会
つ
た
人
々
の
中
で
最
も
深
い
印
象
を
私
の
こ
こ
ろ
に
残
し
た
人

た
ち
の
一
人
で
あ
つ
た
。 

 

［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
「
森
鷗
外
」
（
文
久
二
（
一
八
六
二
）
年
～
大
正
一
一
（
一
九
二
二
）
年
七
月
九
日
：

萎
縮
腎
と
肺
結
核
で
満
六
十
歳
で
逝
去
）
は
石
見
国
鹿
足
郡
津
和
野
町
田
村
（
現
在
の
島
根
県
津
和
野
町

（
つ
わ
の
ち
ょ
う
）
町
田
。
グ
ー
グ
ル
・
マ
ッ
プ
・
デ
ー
タ
）
で
、
代
々
、
津
和
野
藩
典
医
を
務
め
る
森

家
の
嫡
男
と
し
て
生
ま
れ
て
い
る
。 

「
藩
主
亀
井
武
藏
守
」
こ
れ
は
後
の
津
和
野
藩
主
の
亀
井
家
の
元
祖
（
彼
自
身
は
津
和
野
藩
主
で
は
な
く
、

因
幡
鹿
野
藩
初
代
藩
主
で
あ
る
。
彼
の
嫡
子
政
矩
の
代
に
石
見
国
津
和
野
藩
に
加
増
転
封
さ
れ
て
い
る
）

に
当
た
る
亀
井
武
蔵
守
茲
矩
（
こ
れ
の
り 

弘
治
三
（
一
五
五
七
）
年
～
慶
長
一
七
（
一
六
一
二
）
年
）

に
ま
で
遡
っ
た
謂
い
と
な
っ
て
い
る
。
二
代
目
以
降
の
最
後
の
藩
主
ま
で
総
て
調
べ
た
が
、
武
蔵
守
で
あ

っ
た
の
は
こ
の
茲
矩
だ
け
だ
か
ら
で
あ
る
。 

「
森
潤
三
郞
」
（
明
治
一
二
（
一
八
七
九
）
年
～
昭
和
一
九
（
一
九
四
四
）
年
）
は
東
京
生
ま
れ
。
京
都

帝
大
卒
。
明
治
四
二
（
一
九
〇
九
）
年
か
ら
大
正
六
（
一
九
一
七
）
年
ま
で
京
都
府
立
図
書
館
に
勤
務
し

https://www.google.com/maps/place/%E6%A3%AE%E9%B4%8E%E5%A4%96%E6%97%A7%E5%AE%85/@34.456018,131.7648882,14z/data=!4m13!1m7!3m6!1s0x355b2df2709a2a29:0x7c1fe746c907b901!2z44CSNjk5LTU2MTEg5bO25qC555yM6bm_6Laz6YOh5rSl5ZKM6YeO55S655S655Sw!3b1!8m2!3d34.4567281!4d131.7696655!3m4!1s0x355b2dee328945db:0x802801bda437e95f!8m2!3d34.4576782!4d131.7687139
https://www.google.com/maps/place/%E6%A3%AE%E9%B4%8E%E5%A4%96%E6%97%A7%E5%AE%85/@34.456018,131.7648882,14z/data=!4m13!1m7!3m6!1s0x355b2df2709a2a29:0x7c1fe746c907b901!2z44CSNjk5LTU2MTEg5bO25qC555yM6bm_6Laz6YOh5rSl5ZKM6YeO55S655S655Sw!3b1!8m2!3d34.4567281!4d131.7696655!3m4!1s0x355b2dee328945db:0x802801bda437e95f!8m2!3d34.4576782!4d131.7687139


た
後
、
「
鷗
外
全
集
」
編
纂
に
従
事
し
た
。
近
世
学
芸
史
の
研
究
者
で
も
あ
り
、
津
和
野
の
「
鷗
外
記
念

館
」
に
は
兄
鷗
外
か
ら
の
レ
フ
ァ
レ
ン
ス
に
答
え
た
手
紙
が
残
さ
れ
て
あ
る
。
著
書
に
「
紅
葉
山
文
庫
と

御
書
物
奉
行
」「
多
紀
氏
の
事
跡
」「
鷗
外
森
林
太
郎
」
な
ど
が
あ
る
（
日
外
ア
ソ
シ
エ
ー
ツ
「2

0

世
紀
日

本
人
名
事
典
」
に
拠
っ
た
）。］ 

  
 

 
 

 
 

 
 

二
十
六 

旅
び
と
の
夜
の
歌 

 

［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
以
下
の
本
篇
は
底
本
の
中
で
も
、
最
も
長
い
文
章
の
一
つ
で
あ
る
。
太
字
は
マ
マ
。 

後
半
に
出
る
、
文
中
の
特
殊
な
ク
ォ
ー
テ
ー
シ
ョ
ン
・
マ
ー
ク
（
コ
ン
マ
が
倒
立
し
た
も
の
が
ダ
ブ
ル
で

繋
が
っ
た
も
の
が
、
頭
で
下
方
位
置
に
あ
り
、
最
後
に
上
方
位
置
に
「
”
」
で
閉
じ
る
も
の
）
に
は
悩
ま

さ
れ
た
。
同
じ
形
・
大
き
さ
の
閉
じ
る
部
分
と
全
く
同
じ
も
の
を
見
出
す
こ
と
が
出
来
な
か
っ
た
か
ら
で

あ
る
（
こ
こ
の
五
ヶ
所
）。
こ
こ
で
は
〝 

〟
誤
魔
化
し
て
あ
る
。
お
許
し
あ
れ
か
し
。 

 

本
篇
は
特
異
的
に
文
末
に
「―

―

九
四
七
・
一
二
・
三
〇―

―

」
の
ク
レ
ジ
ッ
ト
が
あ
る
が
、
こ
れ
は

本
篇
（
或
い
は
そ
の
前
の
「
二
十
五 

森
鷗
外
の
印
象
」
を
含
め
て
）
の
記
事
を
書
い
た
日
の
そ
れ
と
推

定
さ
れ
る
。
現
雑
誌
は
確
認
出
来
な
い
が
、
松
田
義
男
氏
の
編
に
な
る
「
恒
藤
恭
著
作
目
録
」
（
同
氏
の

H
P

の
こ
ち
ら
でP

D
F

で
入
手
出
来
る
）
を
見
る
と
、
初
出
誌
『
智
慧
』
で
の
分
割
発
表
か
ら
、
昭
和
二
三

（
一
九
五
八
）
一
月
一
日
分
で
は
な
い
か
と
推
定
さ
れ
る
。］ 

  

吉
川
幸
次
郞
、
大
山
定
一
の
両
氏
は
、
さ
き
に
雜
誌
「
学
海
」
に
連
載
さ
れ
た
往
復
書
簡
体
の
諸
篇
を

一
つ
に
ま
と
め
、
「
洛
中
書
問
」
と
題
す
る
書
物
に
出
版
さ
れ
た
。
冒
頭
に
は
有
名
な
ゲ
ー
テ
の
「
旅
び

と
の
夜
の
歌
」
の
原
文
と
大
山
氏
の
訳
文
と
が
か
か
げ
て
あ
り
、
両
氏
の
往
復
書
簡
は
こ
の
ゲ
ー
テ
の
詩

の
邦
訳
に
つ
い
て
の
吉
川
氏
の
感
想
の
開
陳
か
ら
は
じ
ま
つ
て
、
外
國
文
学
の
飜
訳
の
意
義
と
か
方
法
と

か
に
関
す
る
両
氏
の
興
味
ふ
か
い
意
見
の
交
換
を
も
つ
て
一
貫
し
た
内
容
と
し
て
ゐ
る
。 

「
鷗
外
や
二
葉
亭
の
飜
訳
の
立
派
さ
は
、
何
を
飜
訳
し
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
か
、
如
何
に
飜
訳
し
な
け
れ
ば

な
ら
ぬ
か
、
を
決
定
し
た
彼
等
の
文
学
者
的
眼
光
か
ら
來
る
も
の
だ
と
い
ふ
こ
と
が
出
來
ま
せ
う
。
飜
訳

は
西
洋
文
学
の
学
問
的
硏
究
と
は
何
の
つ
な
が
り
も
な
く
、
も
つ
ぱ
ら
日
本
文
学
者
と
し
て
の
自
覚
と
実

力
が
飜
訳
の
可
否
を
決
定
す
る
と
申
さ
ね
ば
な
り
ま
せ
ぬ
。（
中
略
）

立
派
な
飜
訳
は
あ
く
ま
で
强
烈
な
文

学
創
造
の
精
神
か
ら
う
ま
れ
ね
ば
な
ら
ぬ
と
僕
の
申
す
所
以
で
あ
り
ま
す
。
即
ち
鷗
外
や
二
葉
亭
の
飜
訳

の
到
底
及
び
が
た
い
偉
さ
は
、
彼
等
が
飜
訳
と
い
ふ
仕
事
に
よ
つ
て
明
治
の
あ
た
ら
し
い
小
說
の
文
体
を

決
定
し
た
点
で
は
な
い
で
せ
う
か
。（
中
略
）

口
は
ば
つ
た
い
申
し
分
に
き
こ
え
る
か
も
知
れ
ま
せ
ぬ
が
、

『
旅
び
と
の
夜
の
歌
』
の
拙
訳
も
、
出
來
れ
ば
せ
め
て
現
代
日
本
詩
の
あ
り
方
に
対
す
る
一
つ
の
批
評
と

し
て
み
て
い
た
だ
け
れ
ば
満
足
で
す
。」
大
出
氏
は
か
う
述
べ
て
居
ら
れ
る
。（
洛
中
書
問
、
一
八―

二
二
頁
） 

 

か
や
う
に
說
明
さ
れ
て
ゐ
る
動
機
と
抱
負
か
ら
し
て
爲
さ
れ
た
ゲ
ー
テ
の
飜
訳
を
原
文
と
共
に
次
に
か

か
げ
る
こ
と
と
す
る
。 

  

https://dl.ndl.go.jp/pid/1705439/1/89
http://ymatsuda.kill.jp/
http://ymatsuda.kill.jp/
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旅
び
と
の
夜
の
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山
々
は 

 
 

 

は
る
か
に
暮
れ
て 

 
 

 

梢
吹
く 

 
 

 

ひ
と
す
ぢ
の 

 
 

 

そ
よ
ぎ
も
見
え
ず 

 
 

 

夕
鳥
の
こ
ゑ
木
立
に
き
え
ぬ 

 
 

 

あ
は
れ 

は
や 

 
 

 

わ
が
身
も
憩
は
む 

  

外
國
文
学
の
飜
訳
の
努
力
は
何
を
目
標
と
す
べ
き
か
に
つ
い
て
吉
川
氏
は
別
の
見
解
を
左
の
如
く
述
べ

て
居
ら
れ
る
。 

  

飜
訳
に
よ
つ
て
創
作
を
な
す
と
い
ふ
こ
と
は
、
創
作
の
業
が
何
か
必
ず
素
材
を
必
要
と
す
る
以
上
、
大

い
に
可
能
な
こ
と
で
あ
り
、
さ
う
し
た
態
度
の
下
に
さ
れ
る
飜
訳
は
、
た
と
ひ
素
材
本
來
の
形
に
変
貌
を

加
へ
て
ゐ
て
も
、
許
容
さ
れ
る
べ
き
で
あ
り
ま
せ
う
。
し
か
し
な
が
ら
、
そ
れ
は
学
人
の
飜
訳
で
は
あ
り

ま
せ
ぬ
。
文
人
の
飜
訳
で
あ
り
ま
す
。
鷗
外
、
二
葉
亭
、
い
づ
れ
も
明
治
の
偉
人
で
あ
り
ま
せ
う
。
し
か

し
儒
林
傳
中
の
人
物
に
は
非
ず
し
て
、
文
苑
傳
中
の
人
物
で
あ
り
ま
す
。
学
人
の
飜
訳
は
、
そ
れ
と
は
道

を
異
に
す
べ
き
で
あ
り
ま
す
。
そ
れ
は
眞
実
の
隱
蔽
を
惡
む
精
神
が
、
す
み
ず
み
迄
も
み
な
ぎ
り
渡
つ
た

も
の
で
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
原
文
の
包
含
す
る
限
り
の
も
の
を
、
縱
に
も
橫
に
も
探
索
し
盡
し
た
上
、

そ
れ
を
前
の
手
紙
で
も
申
し
た
や
う
に
、
『
原
語
が
も
つ
だ
け
の
観
念
を
、
よ
り
多
か
ら
ず
よ
り
少
か
ら

ず
傳
へ
』
得
べ
き
國
語
に
定
着
さ
せ
た
も
の
で
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
い
や
、
観
念
と
い
つ
た
の
は
狹

隘
で
あ
り
ま
し
た
。
廣
く
原
語
が
帶
び
る
だ
け
の
も
の
を
、
つ
ま
り
も
と
の
言
語
が
そ
の
言
語
の
世
界
の



中
で
象
徴
せ
ん
と
す
る
だ
け
の
も
の
を
、
同
じ
比
率
で
圖
語
の
世
界
で
象
徴
し
得
る
國
語
、
そ
れ
を
探
索

す
る
こ
と
で
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
完
全
に
さ
う
し
た
役
目
を
果
し
得
る
國
語
は
、
あ
り
得
ま
い
と
い

ふ
こ
と
も
出
來
る
で
あ
り
ま
せ
う
。
し
か
し
そ
れ
を
ほ
ぼ
完
全
に
果
す
國
語
は
、
い
か
な
る
場
合
で
も
、

必
ず
あ
る
と
、
僕
は
僕
の
経
驗
か
ら
、
ほ
ぼ
確
実
に
い
ふ
こ
と
が
出
來
ま
す
。
或
ひ
は
な
い
や
う
に
見
え

る
の
は
、
思
は
ざ
る
の
故
で
あ
り
ま
す
。
憤
を
発
し
て
食
を
忘
れ
、
食
う
て
味
を
知
ら
ず
、
寢
ね
て
眠
ら

ず
、
之
を
恩
ひ
之
を
思
へ
ば
、
必
ず
何
か
思
ひ
当
り
ま
す
。（
洛
中
書
問
、
五
九―

六
〇
頁
） 

 

別
の
書
簡
の
中
で
、
吉
川
氏
は
、 

  

ま
た
尊
文
の
な
か
に
は
、
『
嚴
密
な
逐
語
訳
と
い
ふ
の
は
、
か
さ
か
さ
に
乾
か
ら
び
て
し
ま
つ
て
』

云
々
と
い
ふ
論
旨
が
見
え
ま
す
が
、
か
り
に
こ
の
詩
を 

 
 

な
べ
て
の
山
々
に 

 
 

あ
る
は
憩
ひ 

 
 

な
べ
て
の
梢
に 

 
 

ま
さ
ぐ
る
や
君 

 
 

一
つ
の
い
ぶ
き
だ
に
も 

 
 

鳥
た
ち
は
林
に
も
だ
し
ぬ 

 
 

ま
ち
ね
か
し 

し
ば
し 

 
 

憩
は
な
む
な
れ
も
ま
た 

 

位
の
訳
に
止
め
て
は
、
な
ぜ
い
け
な
い
の
で
せ
う
か
。
飜
訳
と
い
ふ
も
の
は
、
要
す
る
に
方
便
で
あ
り
、

童
蒙
に
示
す
爲
の
も
の
で
あ
る
と
、
小
生
は
考
ヘ
ま
す
。
外
國
文
学
硏
究
の
正
道
は
、
あ
く
ま
で
も
原
語

に
つ
い
て
な
さ
れ
る
も
の
で
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。 

 

と
述
べ
て
居
ら
れ
る
。 

 

外
國
語
で
書
か
れ
た
文
章
を
自
國
語
に
訳
す
る
こ
と
、
こ
と
に
西
洋
の
國
語
で
書
か
れ
た
文
章
を
日
本

語
に
訳
す
る
こ
と
が
、
い
か
に
困
難
な
仕
事
で
あ
る
か
と
い
ふ
こ
と
を
、
私
自
身
も
た
び
た
び
の
経
驗
に

よ
つ
て
痛
感
し
て
ゐ
る
、
も
ち
ろ
ん
、
文
学
的
作
品
の
場
合
と
學
問
的
作
品
の
場
合
と
で
は
、
飜
訳
の
む

つ
か
し
さ
の
程
度
に
著
し
い
相
違
が
あ
り
、
ま
た
文
学
的
作
品
の
中
で
も
詩
の
飜
訳
は
と
り
わ
け
至
難
の

業
だ
と
い
ふ
べ
き
で
あ
ら
う
。 

 

と
こ
ろ
で
、
飜
訳
の
目
的
に
つ
い
て
は
、
多
く
の
場
合
に
お
い
て
当
人
以
外
の
他
人
、
こ
と
に
一
般
の

人
々
に
讀
ん
で
も
ら
ふ
た
め
に
爲
さ
れ
る
で
あ
ら
う
け
れ
ど
、
必
ず
し
も
い
つ
も
さ
う
だ
と
は
限
ら
な
い

で
あ
ら
う
。
言
ひ
か
へ
る
と
、
当
人
が
自
分
自
身
の
單
な
る
興
味
の
た
め
に
、
又
は
原
文
を
よ
り
充
分
に

理
解
す
る
た
め
に
、
又
は
語
学
的
硏
究
に
役
立
て
る
た
め
に
、
又
は
單
に
自
己
の
外
國
語
理
解
力
の
增
進

の
た
め
に
、
飜
訳
を
こ
こ
ろ
み
る
こ
と
も
あ
り
得
る
わ
け
で
あ
る
。
そ
し
て
、
他
人
に
示
す
た
め
に
外
國

文
学
の
飜
訳
が
な
さ
れ
る
場
合
に
つ
い
て
考
へ
る
と
、
飜
訳
を
通
じ
て
外
國
文
学
に
接
触
し
よ
う
と
す
る

人
々
の
大
部
分
は
、
外
國
文
学
硏
究
の
た
め
に
で
は
な
く
、
外
國
の
文
学
的
作
品
を
よ
ん
で
樂
し
む
こ
と

を
目
的
と
す
る
も
の
だ
と
言
ふ
こ
と
が
で
き
る
で
あ
ら
う
。
吉
川
氏
は
、
「
外
國
文
学
硏
究
の
正
道
は
、

あ
く
ま
で
も
原
語
に
つ
い
て
な
さ
れ
る
も
の
で
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
」
と
言
つ
て
居
ら
れ
る
が
、
こ



れ
は
あ
ま
り
に
も
当
然
な
こ
と
が
ら
で
あ
る
。
い
や
し
く
も
外
國
文
学
を
志
す
人
は
、
た
だ
飜
訳
を
媒
介

と
し
て
研
究
し
よ
う
と
い
ふ
や
う
な
不
心
得
な
態
度
を
と
つ
て
は
な
ら
ぬ
は
ず
で
あ
る
が
、
し
か
し
す
ぐ

れ
た
る
飜
訳
が
、
外
國
文
学
硏
究
者
の
た
め
に
役
立
つ
と
こ
ろ
も
相
当
に
大
き
い
で
あ
ら
う
。
た
だ
し
外

國
文
学
研
究
は
必
ず
原
語
に
つ
い
て
な
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
と
い
ふ
の
は
、
専
門
的
立
場
か
ら
外
國
文

学
を
硏
究
す
る
人
々
に
対
し
て
課
せ
ら
れ
る
要
請
で
あ
つ
て
、
他
の
立
場
か
ら
外
國
文
学
を
硏
究
し
よ
う

ち
す
る
人
々
の
場
合
に
は
、
必
ず
し
も
原
語
に
依
る
こ
と
を
要
せ
ず
、
飜
訳
で
も
間
に
合
ふ
場
合
が
多
い

で
あ
ら
う
。
た
と
へ
ば
、
自
分
の
文
学
的
創
作
の
う
へ
に
資
す
る
た
め
に
、
外
國
文
学
の
作
品
に
接
触
し

た
い
と
思
ふ
人
々
は
、
飜
訳
で
た
く
さ
ん
だ
と
い
ふ
で
あ
ら
う
し
、
そ
の
言
ひ
分
が
妥
当
で
な
い
と
は
言

へ
ぬ
で
あ
ら
う
。
た
と
へ
ば
、
鷗
外
や
二
葉
亭
の
飜
訳
し
た
外
國
文
学
の
作
品
か
ら
し
て
、
ど
れ
だ
け
多

く
の
日
本
の
作
家
た
ち
が
彼
ら
の
創
作
の
う
へ
に
（
槪
し
て
有
益
な
）
影
響
を
う
け
た
か
、
ほ
と
ん
ど
測

り
難
い
と
思
ふ
。
（
尤
も
鷗
外
な
り
二
葉
亭
な
り
の
訳
文
そ
の
も
の
か
ら
の
影
響
と
併
せ
て
、
二
重
の
影

響
を
う
け
た
に
違
ひ
な
い
が
。） 

 

さ
て
、
私
は
両
学
人
の
熱
意
の
こ
も
つ
た
意
見
の
交
換
に
［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
マ
マ
。
「
を
」
の
誤
記
か
誤
植

か
。
］
聽
く
こ
と
に
よ
つ
て
多
く
の
啓
発
を
被
つ
た
こ
と
を
感
謝
す
る
も
の
で
あ
つ
て
橫
合
ひ
か
ら
両
学
人

の
論
議
に
喙
を
さ
し
は
さ
む
心
算
で
は
な
い
。
ゲ
ー
テ
の
旅
び
と
の
夜
の
歌
は
靑
年
の
こ
ろ
か
ら
愛
誦
し

て
ゐ
た
詩
で
あ
る
だ
け
に
、
大
山
氏
に
よ
る
此
の
詩
の
飜
訳
を
め
ぐ
つ
て
行
は
れ
た
両
氏
の
書
問
の
や
り

取
り
に
こ
と
さ
ら
興
味
を
感
じ
た
も
の
で
あ
つ
た
。
そ
れ
で
た
し
か
今
年
の
初
夏
の
こ
ろ
で
あ
つ
た
か
と

思
ふ
が
、
洛
中
書
問
を
は
じ
め
て
讀
ん
だ
と
き
に
、
自
分
な
り
に
ゲ
ー
テ
の
詩
を
訳
し
て
見
た
の
で
、
甚

だ
を
こ
が
ま
し
い
け
れ
ど
、
次
に
そ
れ
を
か
き
う
つ
す
。 

  
 

山
々
の
う
へ
に 

 
 

憩
ひ
あ
り 

 
 

木
々
の
梢
に 

 
 

そ
よ
ぐ
か
ぜ
の 

 
 

け
は
ひ
も
な
く 

 
 

森
の
茂
み
に
小
鳥
は
も
だ
し
つ 

 
 

待
て
し
ば
し
今
は
わ
れ
も 

 
 

憇
は
む
も
の
を 

  

つ
い
で
に
言
ひ
添
へ
て
置
き
た
い
。
原
詩
の
第
一
行
か
ら
第
二
行
の   

〝 Ü
b
er allen

 G
ip

feln
 Ist 

R
u
h
, 

〟 

と
、
第
七
行
か
ら
第
八
行
の 

〝 W
arte n

u
r, b

ald
e R

u
h
est d

u
 au

ch
. 

〟 

と
は
、
前
後
た
が

ひ
に
対
照
的
地
位
に
立
ち
、
且
つ
た
が
ひ
に
連
関
す
る
も
の
で
あ
り
、
は
じ
め
の
〝 R

u
h

 

〟
か
ら
終
り
の

〝R
u
h
est 

〟 

へ
つ
な
が
つ
て
ゐ
る
一
と
筋
の
銀
線
の
や
う
な
も
の
が
、
此
の
詩
の
主
軸
を
か
た
ち
づ
く

つ
て
ゐ
る
と
思
ふ
。
だ
か
ら
、
飜
訳
に
お
い
て
も
、
そ
の
点
が
言
ひ
あ
ら
は
さ
れ
て
ゐ
る
こ
と
が
必
要
で

は
な
か
ら
う
か
。
そ
れ
で
、
『
山
々
は
は
る
か
に
暮
れ
て
』
と
い
ふ
大
山
氏
の
飜
訳
は
、
そ
れ
だ
け
に
即

い
て
［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
「
つ
い
て
」
。
］
見
る
と
、
原
詩
の
言
ひ
あ
ら
は
さ
う
と
し
て
ゐ
る
情
景
を
巧
み



に
と
ら
へ
た
好
い
飜
訳
で
あ
る
と
思
ふ
け
れ
ど
、
原
詩
の
眼
目
と
し
て
ゐ
る
と
こ
ろ
を
逸
し
て
ゐ
る
憾
み

が
あ
る
と
思
ふ
。
し
か
の
み
な
ら
ず
、
私
自
身
の
氣
も
ち
か
ら
云
ふ
と
、
〝Ü

b
er allen

 G
ip

feln
 Ist 

R
u
h

〟
と
い
ふ
最
初
の
二
行
が
、
私
自
身
の
最
も
好
き
な
文
句
で
あ
り
、
そ
し
て
此
の
二
行
の
も
つ
深
い

意
味
内
容
は
、『
山
々
の
う
へ
に
お
し
な
べ
て
憩
ひ
が
あ
る
。』
と
こ
ろ
に
あ
る
の
だ
と
信
ず
る
。
そ
れ
か

ら
、
こ
れ
は
大
し
て
意
味
の
あ
る
こ
と
で
は
な
い
か
も
知
れ
ぬ
け
れ
ど
、
拙
訳
に
お
い
て
は
脚
韻
を
と
と

の
へ
る
こ
と
を
こ
こ
ろ
み
た
。 

 

な
お
、
八
束
淸
氏
か
ら
、
「
学
藝
」
の
昭
和
十
九
年
二
月
号
に
外
山
完
二
氏
の
飜
訳
が
掲
載
し
て
あ
る

こ
と
を
敎
へ
ら
れ
、
そ
れ
を
う
つ
し
取
つ
た
の
で
、
継
ぎ
に
そ
れ
を
も
か
か
げ
る
こ
と
と
す
る
。［
や
ぶ
ち

ゃ
ん
注
：
雑
誌
『
學
藝
』
の
号
数
は
「
一
一
」
の
印
刷
で
十
一
月
号
の
こ
と
か
も
知
れ
な
い
。
し
か
し
直
下
の
外
村
完
二

（
と
の
む
ら
か
ん
じ 

明
治
三
一
（
一
八
九
八
）
年
～
昭
和
五
一
（
一
九
七
六
）
年
：
ド
イ
ツ
文
学
を
中
心
と
し
た
翻
訳
や

著
書
が
あ
る
）
氏
の
名
の
「
二
」
が
「
一
一
」
と
組
ま
れ
て
あ
る
の
で
、「
二
」
で
と
っ
た
。］ 

  
 

す
べ
て
の
峯
の
う
へ
の 

 
 

靜
け
さ 

 
 

樹
々
の
相
に
は 

 
 

そ
よ
と
の 

 
 

木
づ
れ
も
な
く 

 
 

森
の
鳥
も
聲
を
ひ
そ
め
た
り 

 
 

ま
て
し
ば
し 

 
 

な
れ
も
ま
た
休
ま
ん 

  
 

 
 

 
 

 

追 
 

 

記 

  

二
十
日
ば
か
り
前
に
、
以
上
の
部
分
の
原
稿
を
書
い
て
秋
田
屋
に
屆
け
た
の
で
あ
る
が
、
大
山
定
一
氏

の
新
著
「
文
学
ノ
ー
ト
」
を
昨
日
よ
ん
で
、
そ
の
中
の
「
ゲ
ー
テ
の
自
然
感
情
に
つ
い
て
」
と
題
す
る
篇

の
中
に
、
「
旅
び
と
の
夜
の
歌
」
を
阿
部
次
郞
氏
が
飜
訳
さ
れ
た
も
の
が
收
載
さ
れ
て
あ
る
こ
と
を
知
つ

た
。
そ
れ
で
、
つ
い
で
に
其
れ
を
次
に
か
か
げ
る
。 

  
 

山
な
み
の
空 

 
 

し
づ
も
り
ぬ 

 
 

樹
々
の
う
れ 

 
 

そ
よ
風
の 

 
 

呼
吸

い

き

も
な
し 

 
 

小
鳥
み
な
森
に
默も

だ

し
つ 

 
 

待
ち
ね
た
だ―

―

今
ぞ 

 
 

し
づ
も
ら
む
汝な

も 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
―
―

一
九
四
七
・
一
二
・
三
〇―

―
 



 

［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
本
篇
で
は
芥
川
龍
之
介
に
つ
い
て
言
及
は
な
い
。
し
か
し
、
恒
藤
恭
は
一
高
時
代
か
ら

外
国
文
学
に
強
い
興
味
を
持
ち
、
京
都
帝
大
在
学
中
に
芥
川
の
勧
め
を
受
け
て
第
三
次
『
新
思
潮
』
第
一
巻

第
五
号
（
大
正
三
（
一
九
一
四
）
年
六
月
一
日
発
行
）
に
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
の
劇
作
家
に
し
て
詩
人
で
あ
っ
た

ジ
ョ
ン
・
ミ
リ
ン
ト
ン
・
シ
ン
グ 

（J
o
h

n
 M

illin
g
to

n
 S

y
n

g
e 

一
八
七
一
年
～
一
九
〇
九
年
：
私
は
サ
イ

ト
の
こ
ち
ら
で
姉
崎
正
見
訳
「
ア
ラ
ン
島
」
や
、
芥
川
龍
之
介
が
最
後
に
愛
し
た
松
村
み
ね
子
（
片
山
廣
子
）

訳
に
な
る
戯
曲
「
聖
者
の
泉
（
三
幕
）
」
の
全
電
子
化
（
前
者
は
オ
リ
ジ
ナ
ル
注
附
き
）
を
終
え
て
い
る
）

の
「
海
へ
の
騎
者
」（R

id
ers to

 th
e S

ea 

一
九
〇
四
年
作
）
を
翻
訳
寄
稿
し
た
り
し
て
い
る
の
で
、
こ
の

文
章
に
芥
川
龍
之
介
の
名
は
出
ず
と
も
、
そ
の
頃
の
強
い
文
学
志
向
が
自
ず
と
心
に
浮
ん
で
、
亡
き
芥
川
龍

之
介
も
、
こ
の
こ
だ
わ
り
の
一
篇
を
高
く
評
価
す
る
に
相
違
な
い
と
思
わ
れ
、
そ
う
い
う
意
味
で
、
本
篇
が

本
書
「
旧
友
芥
川
龍
之
介
」
の
中
に
あ
っ
て
も
、
こ
れ
、
何
ら
の
違
和
感
を
感
じ
な
い
の
で
あ
る
。 

「
洛
中
書
問
」
こ
の
往
復
書
簡
体
の
そ
れ
は
、q

fw
fq

氏
の
ブ
ロ
グ
「q

fw
fq

の
水
に
流
し
て 

U
n
a p

ietra 

so
p
ra

」
の
「
『
洛
中
書
問
』―

―

翻
訳
詩
の
問
題
（
２
）」
に
詳
し
い
の
で
参
照
さ
れ
た
い
。
そ
ち
ら
に
よ

れ
ば
、
『
「
書
問
」
と
は
吉
川
に
よ
れ
ば
「
何
く
れ
と
な
い
手
紙
を
意
味
す
る
と
こ
ろ
の
、
や
や
気
ど
っ
た

漢
語
」
で
あ
る
』
と
あ
っ
た
。
書
簡
の
誤
り
で
は
な
い
の
で
注
意
さ
れ
た
い
。
初
版
は
本
書
と
同
じ
秋
田

屋
で
昭
二
一
（
一
九
四
六
）
年
刊
で
あ
る
。 

「
吉
川
幸
次
郞
」
（
明
治
三
七
（
一
九
〇
四
）
年
～
昭
和
五
五
（
一
九
八
〇
）
年
）
は
知
ら
れ
た
中
国
文

学
者
。
兵
庫
県
神
戸
市
生
ま
れ
。
本
篇
初
出
の
年
に
「
東
方
文
化
学
院
京
都
研
究
所
」
（
後
の
「
東
方
文

化
研
究
所
」
、
現
在
の
「
京
都
大
学
人
文
科
学
研
究
所
」
）
所
員
か
ら
京
都
大
学
教
授
と
な
っ
た
。
私
は
漢

文
学
で
大
学
以
来
、
多
く
の
著
作
の
御
世
話
に
な
っ
て
い
る
。 

「
大
山
定
一
」
（
て
い
い
ち 

明
治
三
十
七
年
～
昭
和
四
九
（
一
九
七
四
）
年
）
は
ド
イ
ツ
文
学
者
。
京

都
大
学
名
誉
教
授
。
香
川
県
出
身
。
当
時
は
京
都
大
学
文
学
部
助
教
授
。 

「W
an

d
ers N

ach
tilied

」
は
当
該
ウ
ィ
キ
に
よ
れ
ば
、
ド
イ
ツ
の
文
豪
ヨ
ハ
ン
・
ヴ
ォ
ル
フ
ガ
ン
グ
・
フ

ォ
ン
・
ゲ
ー
テ
（Jo

h
an

n
 W

o
lfg

an
g
 v

o
n
 G

o
eth

e 

一
七
四
九
年
～
一
八
三
二
年
）
は
、
ド
イ
ツ
の
詩
人

の
『
数
あ
る
詩
の
中
で
も
最
も
有
名
な
も
の
で
、
世
界
中
の
ゲ
ー
テ
愛
好
家
、
ド
イ
ツ
語
話
者
、
ド
イ
ツ

語
学
習
者
に
愛
唱
さ
れ
て
い
る
』
と
あ
り
、
そ
こ
で
は
、
「
さ
す
ら
い
人
の
夜
の
歌
」
と
訳
さ
れ
て
あ
る
。

『
「
さ
す
ら
い
人
の
夜
の
歌
」
に
は
』
二
『
首
あ
り
、
ひ
と
つ
目
は
恋
人
へ
の
熱
情
を
直
接
歌
い
、
二
つ

目
は
自
然
を
歌
い
つ
つ
も
最
後
に
恋
人
へ
の
思
い
の
中
で
憩
う
詩
で
あ
る
』
と
あ
り
、
こ
こ
で
挙
げ
ら
れ

て
あ
る
の
は
、
二
つ
目
の
も
の
で
、
『
こ
の
詩
は
ド
イ
ツ
語
の
詩
の
中
で
も
完
璧
な
詩
で
あ
る
と
さ
れ
て

い
る
』
。
一
七
八
〇
年
九
月
六
日
の
『
夕
方
に
、
イ
ル
メ
ナ
ウ
に
あ
る
狩
猟
小
屋
で
書
い
た
も
の
、
と
』、

ゲ
ー
テ
と
親
し
か
っ
た
ド
イ
ツ
・
ヴ
ァ
イ
マ
ー
ル
公
国
の
フ
ォ
ン
・
シ
ュ
タ
イ
ン
男
爵
の
妻
『
シ
ャ
ル
ロ

ッ
テ
・
フ
ォ
ン
・
シ
ュ
タ
イ
ン
』
（
シ
ャ
ル
ロ
ッ
テ
・
ア
ル
ベ
ル
テ
ィ
ー
ネ
・
エ
ル
ネ
ス
テ
ィ
ー
ネ
・
フ

ォ
ン
・
シ
ュ
タ
イ
ン
（
シ
ャ
ル
ト
）（C

h
arlo

tte A
lb

ertin
e E

rn
estin

e v
o
n
 S

tein

（S
ch

ard
t

） 

一
七
四
二

年
～
一
八
二
七
年
）
『
へ
の
手
紙
で
書
い
て
い
て
、
彼
は
そ
こ
で
一
夜
を
過
ご
し
た
と
い
う
』
と
あ
り
、

原
詩
と
訳
文
が
載
る
。
私
は
ド
イ
ツ
語
は
判
ら
な
い
の
で
、
特
に
言
い
添
え
る
こ
と
は
出
来
な
い
。 

「
八
束
淸
」
不
詳
。 

http://yab.o.oo7.jp/sinkyuka.html
http://yab.o.oo7.jp/sinkyuka.html
http://yab.o.oo7.jp/The%20well%20of%20the%20Saints.html
http://yab.o.oo7.jp/The%20well%20of%20the%20Saints.html
https://qfwfq.hatenablog.com/entry/20060402/p1
https://qfwfq.hatenablog.com/entry/20060402/p1
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E3%81%95%E3%81%99%E3%82%89%E3%81%84%E4%BA%BA%E3%81%AE%E5%A4%9C%E3%81%AE%E6%AD%8C


「
阿
部
次
郞
」
（
明
治
一
六
（
一
八
八
三
）
年
～
昭
和
三
四
（
一
九
五
九
）
年
）
は
哲
学
者
・
美
学
者
で

作
家
。
山
形
県
飽
海

あ

く

み

郡
上
郷
村
（
後
の
松
山
町
で
現
在
の
酒
田
市
）
生
ま
れ
。
当
時
は
東
北
大
学
法
文
学

部
長
を
敗
戦
の
年
に
定
年
退
官
し
て
い
る
。］ 

  
 

 
 

 
 

 
 

二
十
七 

台 

湾 

航 

路
が 

 

［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
本
篇
の
方
の
末
尾
に
は
例
の
特
異
点
の
執
筆
ク
レ
ジ
ッ
ト
「
一
九
四
八
・
二
・
七
」
と

あ
り
、
こ
の
日
付
挿
入
を
考
え
る
と
、
こ
の
日
付
で
は
、「
二
十
七 

台
湾
航
路
」
は
『
智
慧
』
の
昭
和
二

三
（
一
九
四
八
）
年
六
月
二
十
五
日
発
行
の
八
回
目
（
全
九
回
な
の
で
、
ま
だ
、
十
三
章
も
あ
る
こ
と
か
ら
、

か
な
り
不
審
な
気
も
す
る
の
だ
が
）
の
初
出
と
い
う
こ
と
に
な
り
、
続
く
「
二
十
八 

ゼ
ー
ラ
ン
ヂ
ヤ
の
丘
」

は
最
終
回
七
月
二
十
五
日
発
行
の
そ
れ
に
、
分
割
し
て
載
せ
ら
れ
た
も
の
か
と
も
思
わ
れ
る
。］ 

  

昭
和
十
一
年
の
こ
と
で
あ
る
。
台
北
帝
國
大
学
の
文
政
学
部
か
ら
法
理
学
の
講
義
を
し
て
吳
れ
る
や
う

に
と
い
ふ
依
賴
を
受
け
た
の
で
、
十
二
月
二
日
に
神
戶
か
ら
乘
船
し
、
五
日
に
台
北
に
到
着
、
二
十
五
日

ま
で
滞
在
し
た
後
、
そ
の
日
の
夕
か
た
キ
ー
ル
ン
か
ら
帰
航
の
途
に
就
い
て
、
二
十
九
日
に
京
都
に
か
ヘ

つ
て
來
た
。 

 

当
時
私
は
大
阪
商
科
大
学
の
専
任
講
師
だ
つ
た
の
で
、
台
北
大
学
へ
承
諾
の
返
事
を
す
る
前
に
学
長
の

河
田
さ
ん
の
了
解
を
得
て
置
く
た
め
に
学
長
室
を
お
と
づ
れ
た
。
丁
度
、
何
か
用
談
の
た
め
に
本
庄
栄
治

郞
氏
が
來
て
居
ら
れ
た
が
、
河
田
さ
ん
と
本
庄
さ
ん
と
が
差
し
向
ひ
で
話
し
て
居
ら
れ
る
テ
ー
ブ
ル
の
一

角
に
置
か
れ
た
椅
子
に
こ
し
か
け
て
、
二
人
の
会
話
が
一
段
落
つ
く
の
を
待
つ
た
う
へ
、
私
は
河
田
さ
ん

に
要
件
に
つ
い
て
話
し
た
。
す
る
と
、
河
田
さ
ん
は
自
分
も
二
回
台
湾
に
行
つ
た
こ
と
が
あ
る
と
い
ふ
こ

と
を
前
置
き
に
し
て
、
い
ろ
い
ろ
そ
の
時
の
経
驗
を
話
さ
れ
た
が
、
二
度
な
が
ら
其
の
旅
行
は
先
生
に
と

つ
て
あ
ま
り
愉
快
な
も
の
で
は
な
か
つ
た
ら
し
く
、
記
憶
に
残
つ
て
ゐ
る
不
愉
快
な
印
象
ば
か
り
を
話
さ

れ
た
。
ま
へ
の
時
も
後
の
時
も
海
上
の
風
波
が
荒
か
つ
た
こ
と
や
、
季
節
が
酷
熱
の
甚
し
い
折
り
か
ら
で

あ
つ
た
こ
と
な
ど
が
、
そ
の
や
う
な
先
生
の
台
湾
旅
行
に
つ
い
て
の
感
じ
を
か
な
り
力
强
く
制
約
し
た
の

で
あ
つ
た
ら
し
い
こ
と
が
察
せ
ら
れ
た
。 

［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
昭
和
一
一
（
一
九
三
六
）
年
当
時
の
恒
藤
恭
は
、
既
に
注
し
た
昭
和
八
年
に
発
生
し
た
「
滝
川
事
件
」

に
お
い
て
、
京
都
帝
大
法
学
部
教
授
を
辞
任
、
直
後
に
は
菊
池
寛
か
ら
文
藝
春
秋
社
に
誘
わ
れ
た
が
、
大
阪
商
科
大
学
（
後

の
大
阪
市
立
大
学
）
学
長
河
田
嗣
郎

か
わ
た
し
ろ
う

の
招
聘
に
応
じ
、
同
年
九
月
に
大
阪
商
大
専
任
講
師
と
な
っ
て
い
た
。
な
お
、
立
命
館

大
学
非
常
勤
講
師
も
兼
任
し
、
当
時
、
立
命
館
大
学
学
長
（
事
務
取
扱
）
だ
っ
た
織
田

お

だ

萬
よ
ろ
ず

の
後
任
学
長
候
補
と
し
て
新
聞

に
取
り
沙
汰
さ
れ
た
こ
と
も
あ
っ
た
（
当
該
ウ
ィ
キ
に
拠
る
）。 

「
台
北
帝
國
大
学
」
臺
北
帝
國
大
學
は
日
本
統
治
時
代
（「
日
清
戦
争
」
の
結
果
、
「
下
関
条
約
」
に
よ
っ
て
台
湾
が
清
か
ら

日
本
に
割
譲
さ
れ
た
明
治
二
八
（
一
八
九
五
）
年
か
ら
、
「
第
二
次
世
界
大
戦
」
が
終
結
し
て
日
本
の
降
伏
後
、
中
華
民
国

政
府
の
出
先
機
関
台
湾
省
行
政
長
官
公
署
に
よ
っ
て
台
湾
の
管
轄
権
行
使
が
開
始
さ
れ
た
昭
和
二
〇
（
一
九
四
五
）
年
十
月

二
十
五
日
ま
で
）
の
昭
和
三
（
一
九
二
八
）
年
三
月
に
七
校
目
の
帝
国
大
学
と
し
て
設
立
さ
れ
た
。
内
地
の
帝
国
大
学
が
文

部
省
の
管
轄
で
あ
っ
た
の
に
対
し
、
台
北
帝
国
大
学
は
台
湾
総
督
府
の
管
轄
で
あ
っ
た
。
当
初
は
文
政
学
部
と
理
農
学
部
の

https://ja.wikipedia.org/wiki/%E6%81%92%E8%97%A4%E6%81%AD


二
学
部
が
設
置
さ
れ
、
昭
和
三
年
四
月
に
開
講
し
て
い
た
。
文
政
学
部
は
哲
学
科
・
史
学
科
・
文
学
科
・
政
学
科
の
四
学
科

で
、
国
語
学
と
国
文
学
・
東
洋
史
学
・
哲
学
と
哲
学
史
・
心
理
学
・
土
俗
学
と
人
種
学
・
憲
法
・
行
政
法
の
各
講
座
で
構
成

さ
れ
て
い
た
（
当
該
ウ
ィ
キ
に
拠
る
）。 

「
河
田
さ
ん
」
河
田
嗣
郎
（
明
治
一
六
（
一
八
八
三
）
年
～
昭
和
一
七
（
一
九
四
二
）
年
）
は
経
済
学
者
。
京
都
帝
国
大
学

経
済
学
部
教
授
を
経
て
、
大
阪
商
科
大
学
初
代
学
長
。
と
な
っ
た
山
口
県
玖
珂

く

が

郡
の
生
ま
れ
。 

「
本
庄
栄
治
郞
」
（
明
治
二
一
（
一
八
八
八
）
年
～
昭
和
四
八
（
一
九
七
三
）
年
）
は
経
済
学
者
。
後
に
大
阪
商
科
大
学
第

二
代
学
長
と
な
っ
た
。
京
の
西
陣
生
ま
れ
。］ 

 

い
さ
さ
か
出
鼻
を
く
じ
か
れ
た
氣
味
で
は
あ
つ
た
け
れ
ど
、
私
は
未
知
の
台
湾
に
対
し
て
相
当
に
强
い

好
奇
心
と
深
い
興
味
を
も
つ
て
ゐ
た
の
で
、
い
づ
れ
か
と
云
へ
ば
思
ひ
と
ど
ま
つ
た
方
が
よ
か
ら
う
と
い

ふ
意
味
の
河
田
さ
ん
の
言
葉
に
よ
つ
て
心
を
動
か
さ
れ
る
こ
と
な
く
、
持
ち
出
し
た
用
件
に
つ
い
て
の
了

解
を
得
た
。 

 

私
は
あ
ま
り
船
に
强
い
方
で
は
な
い
の
で
、
何
よ
り
も
往
復
の
海
上
の
模
樣
が
氣
が
か
り
で
あ
つ
た
が
、 

幸
ひ
に
、
往
き
も
帰
り
も
、
海
上
平
穩
と
い
ふ
ほ
ど
で
は
な
か
つ
た
も
の
の
、
さ
ま
で
荒
天
と
い
ふ
の
で 

も
な
か
つ
た
。
そ
し
て
、
十
二
月
の
台
湾
は
一
年
を
通
じ
て
最
も
快
適
な
季
節
ら
し
く
、
台
北
に
着
い
て

か
ら
、
「
門
司
で
上
陸
し
て
、
雪
交
り
の
寒
風
に
吹
か
れ
な
が
ら
町
の
中
を
散
步
し
た
と
き
の
こ
と
を
思

ふ
と
、
う
そ
の
や
う
な
氣
が
し
ま
す
よ
。
こ
ち
ら
は
実
に
好
い
氣
候
で
す
ね
」
と
讃
嘆
し
た
と
こ
ろ
、
当

時
台
北
大
学
敎
授
で
あ
り
、
痒
い
と
こ
ろ
に
手
の
と
ど
く
や
う
に
世
話
を
し
て
吳
れ
た
堀
豊
彦
氏
が
、

「
い
や
あ
、
台
湾
は
い
つ
も
こ
ん
な
だ
と
思
は
れ
て
は
困
り
ま
す
よ
」
と
笑
つ
て
、
事
こ
ま
か
に
台
湾
の

四
季
の
氣
候
、
こ
と
に
恐
ろ
し
く
永
い
あ
ひ
だ
続
く
暑
熱
に
つ
い
て
說
明
し
て
く
れ
た
も
の
で
あ
つ
た
。 

［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
「
堀
豊
彦
」
（
明
治
三
二
（
一
八
九
九
）
年
～
昭
和
六
一
（
一
九
八
六
）
年
）
は
政
治
学
者
。
後
に
東
京

大
学
名
誉
教
授
。
山
口
県
赤
間
生
ま
れ
。］ 

 

と
に
か
く
一
ば
ん
快
適
の
季
節
に
滯
在
し
た
こ
と
が
主
因
を
成
し
た
こ
と
と
思
ふ
が
、
台
湾
で
過
ご
し 

た
三
週
間
は
ほ
ん
た
う
に
愉
し
い
三
週
間
で
あ
つ
た
。
そ
し
て
、
今
か
ら
回
顧
す
る
と
、
ま
る
で
二
ケ
月 

か
、
三
ケ
月
く
ら
い
も
滯
在
し
た
の
で
あ
つ
た
か
の
や
う
に
、
台
湾
の
人
事
風
光
に
親
し
ん
だ
そ
の
滯
在

の
あ
ひ
だ
の
こ
と
が
思
ひ
出
さ
れ
る
の
で
あ
る
。 

 

そ
の
こ
ろ
、
私
の
義
妹
の
一
家
が
台
北
に
住
ん
で
ゐ
て
、
キ
ー
ル
ン
に
船
が
着
い
た
と
き
に
は
、
そ
の

夫
婦
が
台
北
大
学
の
三
、
四
人
の
敎
授
諸
氏
と
共
に
埠
頭
ま
で
出
迎
へ
に
來
て
く
れ
て
ゐ
た
。
義
妹
に
は

二
人
の
男
の
兒
が
あ
り
、
長
男
の
純
隆
と
い
ふ
の
は
当
時
中
学
校
の
三
年
生
か
四
年
生
か
で
あ
つ
た
と
思

ふ
が
、
台
北
に
滯
在
し
て
ゐ
た
あ
ひ
だ
私
の
泊
つ
て
ゐ
た
敎
育
会
館
の
宿
舍
に
ち
よ
い
ち
よ
い
用
事
で
た

づ
ね
て
吳
れ
た
。
そ
れ
か
ら
二
、
三
年
の
後
に
、
こ
の
甥
は
京
都
に
來
て
同
志
社
大
学
の
豫
科
に
入
学
し
、

さ
ら
に
法
学
部
に
進
ん
で
、
昭
和
十
八
年
九
月
に
卒
業
し
た
後
、
十
一
月
一
日
に
は
千
葉
縣
佐
倉
の
近
衞

步
兵
隊
に
入
隊
し
た
。 

 

た
だ
し
卒
業
後
、
甥
は
台
北
の
両
親
の
家
に
帰
り
、
そ
の
土
地
の
航
空
関
係
の
製
造
業
の
会
社
に
就
職

し
た
の
だ
が
、
間
も
な
く
入
隊
の
命
令
を
う
け
た
の
で
台
北
を
出
発
し
た
。
と
こ
ろ
が
、
か
な
り
九
州
に

近
づ
い
た
と
こ
ろ
で
乘
船
富
士
丸
は
米
艦
に
よ
つ
て
擊
沈
さ
れ
、
彼
は
他
の
数
人
の
乘
客
と
共
に
板
ぎ
れ

に
つ
か
ま
り
な
が
ら
六
時
間
ば
か
り
海
上
に
漂
流
し
て
ゐ
た
。
そ
の
あ
ひ
だ
に
籠
の
や
う
な
か
た
ち
を
し

https://ja.wikipedia.org/wiki/%E5%8F%B0%E5%8C%97%E5%B8%9D%E5%9B%BD%E5%A4%A7%E5%AD%A6


た
も
の
が
浪
間
に
浮
い
て
ゐ
る
の
に
氣
が
つ
い
た
の
で
、
そ
れ
に
泳
ぎ
つ
い
て
見
る
と
、
そ
れ
は
バ
ナ
ナ

を
入
れ
た
籠
で
あ
つ
た
。
富
士
丸
の
甲
板
に
積
み
込
ん
で
あ
つ
た
の
が
、
船
体
が
沈
沒
し
た
爲
漂
流
し
は

じ
め
た
も
の
ら
し
い
。
た
が
ひ
に
励
ま
し
合
ひ
な
が
ら
水
面
に
浮
ん
で
ゐ
た
其
の
人
た
ち
は
、
丁
度
空
腹

の
時
で
は
あ
つ
た
し
、
籠
の
中
か
ら
バ
ナ
ナ
を
つ
か
み
出
し
、
水
に
つ
か
つ
た
ま
ま
で
そ
れ
を
た
べ
た
。

そ
の
お
か
げ
で
長
時
間
辛
抱
し
て
海
上
に
浮
か
ん
で
ゐ
る
う
ち
に
、
救
援
に
赴
い
た
日
本
の
駆
逐
艦
の
ボ

ー
ト
に
よ
つ
て
救
ひ
上
げ
ら
れ
て
、
門
司
ま
で
運
ば
れ
、
そ
こ
か
ら
汽
車
に
乘
つ
て
東
上
す
る
み
ち
す
が

ら
、
京
都
で
下
車
し
て
私
の
宅
に
立
ち
寄
つ
た
。
船
が
沈
沒
し
た
と
き
に
、
帽
子
や
眼
鏡
や
靴
な
ど
を
う

し
な
つ
た
の
で
、
帽
子
も
か
ぶ
ら
ず
、
ス
リ
ッ
パ
を
は
い
た
ま
ま
の
姿
で
あ
つ
た
。
そ
し
て
慌
し
く
そ
の

日
の
夕
方
の
汽
車
で
東
上
し
た
。 

 

身
の
た
け
は
低
い
が
、
ず
ん
ぐ
り
と
肥
え
て
ゐ
て
、
色
白
の
ま
る
顏
に
め
が
ね
を
か
け
、
ま
る
で
少
女

に
対
す
る
や
う
な
感
じ
の
す
る
甥
で
あ
つ
た
が
、
そ
の
時
も
靜
か
な
、
や
さ
し
い
口
凋
で
、
ぽ
つ
り
ぽ
つ

り
と
言
葉
少
な
に
、
海
上
で
遭
遇
し
た
其
の
や
う
な
危
難
の
経
驗
に
つ
い
て
話
す
の
で
あ
つ
た
。 

 

私
た
ち
夫
婦
は
京
都
訳
の
プ
ラ
ッ
ト
ホ
ー
ム
で
、
列
軍
の
昇
降
台
に
立
つ
て
ゐ
る
彼
の
す
が
た
を
見
送

つ
た
の
で
あ
る
が
、
そ
れ
が
溫
順
な
彼
の
す
が
た
の
見
納
め
で
あ
つ
た
。
と
い
ふ
の
は
、
十
一
月
の
末
に

彼
は
華
北
派
遣
軍
所
属
と
し
て
出
征
し
、
石
門
に
あ
つ
た
豫
備
士
官
学
校
を
卒
業
し
た
後
、
陸
軍
少
尉
と

な
り
、
河
北
省
方
面
に
お
け
る
部
隊
に
属
し
て
ゐ
た
ら
し
い
が
、
終
戰
後
は
シ
ベ
リ
ア
に
送
ら
れ
、
チ
ェ

レ
モ
ホ
ー
ボ
と
い
ふ
と
こ
ろ
に
あ
る
收
容
所
で
生
活
し
て
ゐ
る
う
ち
に
発
疹
チ
フ
ス
に
罷
り
、
昭
和
二
十

一
年
二
月
七
日
に
永
眠
し
た
か
ら
で
あ
る
。 

［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：「
チ
ェ
レ
モ
ホ
ー
ボ
」
不
詳
。］ 

 

一
昨
年
の
春
、
義
妹
夫
婦
は
台
北
を
引
揚
げ
て
京
都
に
た
ど
り
つ
き
、
法
然
院
の
近
く
に
住
む
こ
と
と

な
つ
た
。
永
い
あ
ひ
だ
彼
ら
の
長
男
の
生
死
は
不
明
で
あ
つ
た
が
、
昨
年
の
夏
の
終
り
ご
ろ
、
嘗
て
の
戰

友
の
一
人
が
東
京
に
帰
還
し
、
そ
の
人
に
よ
つ
て
悲
し
い
知
ら
せ
が
つ
た
へ
ら
れ
た
。
そ
し
て
今
年
一
月

末
に
遺
骨
が
両
親
の
寓
居
に
到
着
し
た
。 

 

シ
ベ
リ
ア
で
病
死
し
て
か
ら
丁
度
二
ケ
年
を
経
過
し
た
昨
二
月
七
日
を
期
し
て
、
両
親
の
寓
居
で
簡
素

な
告
別
式
が
い
と
な
ま
れ
た
。
さ
ま
ざ
ま
の
供
物
の
か
ざ
ら
れ
た
祭
壇
の
中
央
に
、
季
節
の
花
に
か
こ
ま

れ
な
が
ら
立
つ
て
ゐ
る
額
の
中
か
ら
引
き
伸
し
の
寫
眞
の
顏
が
じ
つ
と
此
方
を
見
つ
め
て
ゐ
る
や
う
に
思

は
れ
た
。
戰
鬪
帽
を
か
ぶ
り
、
軍
服
の
双
肩
か
ら
十
文
字
に
革
紐
を
か
け
て
ゐ
る
姿
は
、
さ
す
が
に
年
少

の
士
官
ら
し
い
感
じ
が
し
た
が
、
よ
く
見
る
と
、
め
が
ね
を
通
し
て
こ
ち
ら
を
見
て
ゐ
る
の
は
、
や
は
り

持
ち
前
の
柔
和
な
ま
な
ざ
し
を
し
て
ゐ
る
二
つ
の
瞳
で
あ
つ
た
。 

 
 

 
 
―
―

九
四
八
・
二
・
七―

―
 

  
 

 
 

 
 

 
 

二
十
八 

ゼ
ー
ラ
ン
ヂ
ヤ
の
丘 

  

台
北
に
到
着
し
た
翌
日
か
翌
々
日
か
に
放
送
局
か
ら
台
湾
の
印
象
に
つ
い
て
放
送
し
て
吳
れ
な
い
か
と

い
ふ
交
渉
が
あ
つ
た
け
れ
ど
、
そ
の
氣
に
な
れ
な
い
か
ら
と
こ
と
わ
つ
た
。
丁
度
、
そ
の
年
の
夏
の
は
じ

め
頃
だ
つ
た
か
と
思
ふ
が
、
大
阪
放
送
局
の
Ｔ
氏
が
京
都
の
宅
に
来
訪
さ
れ
た
。
そ
の
用
向
き
は
、
Ｂ
Ｋ

［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
「N

H
K

大
阪
放
送
局
」
の
コ
ー
ル
・
サ
イ
ン
「JO

B
K

」
の
略
号
。
］
で
聽
取
者
か
ら
希
望
番
組
を



募
集
し
た
結
果
、
「
舊
友
を
憶
ふ
」
と
い
ふ
題
目
で
、
芥
川
龍
之
介
に
つ
い
て
放
送
し
て
吳
れ
る
や
う
に

と
い
ふ
の
で
あ
つ
た
。
そ
れ
ま
で
私
は
一
度
も
放
送
を
し
た
こ
と
が
な
か
つ
た
し
、
現
在
と
は
違
つ
て
ラ

ヂ
オ
に
対
し
て
あ
ま
り
興
味
を
も
つ
て
ゐ
な
か
つ
た
。
こ
と
に
、
芥
川
の
こ
と
な
ど
に
つ
い
て
対
世
問
的

に
話
し
を
す
る
と
い
ふ
や
う
な
こ
と
に
は
全
く
氣
が
進
ま
な
か
つ
た
の
で
、
Ｔ
氏
に
は
甚
だ
氣
の
毒
で
あ

つ
た
け
れ
ど
、
辞
を
厚
く
し
て
こ
と
わ
つ
た
の
で
あ
つ
た
。 

 

と
こ
ろ
で
、
台
北
に
つ
い
て
か
ら
十
日
ば
か
り
経
過
し
た
こ
ろ
、
台
北
大
学
文
学
会
の
神
田
さ
ん
か
ら
、

そ
の
会
の
集
ま
り
で
芥
川
龍
之
介
に
つ
い
て
話
し
て
吳
れ
な
い
か
と
い
ふ
依
賴
を
う
け
た
。
「
こ
れ
と
云

つ
て
皆
さ
ん
に
聞
い
て
頂
け
る
や
う
な
話
が
出
來
さ
う
に
も
あ
り
ま
せ
ん
」
と
堅
く
辞
退
し
た
け
れ
ど
、

懇
請
を
こ
と
わ
り
切
れ
な
く
て
、
つ
ひ
に
引
き
受
け
た
。
約
束
の
日
に
台
北
ホ
テ
ル
に
行
く
と
、
二
階
の

廣
々
と
し
た
サ
ロ
ン
の
一
隅
に
、
大
き
い
長
方
形
の
テ
ー
ブ
ル
を
か
こ
ん
で
十
四
、
五
人
の
会
員
が
集
ま

つ
て
ゐ
た
。
一
時
間
近
く
取
り
止
め
も
な
い
こ
と
を
話
し
た
か
と
思
ふ
が
、
そ
の
あ
と
で
会
員
諸
氏
の
質

問
に
こ
た
へ
た
。 

［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
「
台
北
大
学
文
学
会
の
神
田
さ
ん
」
恐
ら
く
は
東
洋
学
者
・
書
誌
学
者
の
神
田
喜
一
郎
（
明
治
三
〇

（
一
八
九
七
）
年
～
昭
和
五
九
（
一
九
八
四
）
年
）
で
あ
ろ
う
。
当
該
ウ
ィ
キ
に
よ
れ
ば
、
京
都
市
上
京
区
生
ま
れ
で
、
大

正
一
〇
（
一
九
二
一
）
年
三
月
に
京
都
帝
国
大
学
文
学
部
史
学
科
支
那
史
学
専
攻
を
卒
業
、
大
谷
大
学
教
授
・
宮
内
省
図
書

寮
（
圖
書
）
嘱
託
を
経
て
、
昭
和
四
（
一
九
二
九
）
年
に
台
北
帝
国
大
学
助
教
授
と
な
っ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。］ 

 

台
湾
ま
で
來
て
、
其
の
や
う
な
会
合
の
席
上
で
、
芥
川
の
こ
と
に
つ
い
て
話
し
を
す
る
な
ど
と
い
ふ
こ

と
は
思
ひ
も
よ
ら
な
い
こ
と
で
あ
つ
た
。
そ
れ
か
ら
四
、
五
日
の
後
、
台
北
大
学
の
文
政
学
部
の
助
手
山

下
氏
と
飛
行
機
に
乘
つ
て
台
湾
の
南
端
に
あ
る
高
雄
ま
で
行
き
、
そ
の
あ
た
り
の
見
物
を
す
ま
せ
て
、
汽

車
で
台
南
に
着
い
た
。
一
旦
旅
舘
で
休
息
し
て
か
ら
、
よ
る
散
步
に
出
る
と
、
本
島
人
の
若
い
男
女
が
白

地
の
ゆ
か
た
姿
で
町
中
を
あ
る
い
で
ゐ
る
の
が
眼
に
つ
い
た
。
あ
く
る
日
、
パ
ス
に
乘
つ
て
安
平
に
到
着
、

昔
時
の
オ
ラ
ン
ダ
人
の
居
城
ゼ
ー
ラ
ン
ヂ
ヤ
を
見
物
し
た
。 

 

う
す
雲
の
空
に
ひ
ろ
が
つ
て
ゐ
る
蒸
し
暑
い
日
和
で
あ
つ
た
が
、
も
の
寂
び
た
ゼ
ー
ラ
ン
ヂ
ヤ
の
城
内

に
は
私
た
ち
二
人
の
外
に
は
人
影
も
無
か
つ
た
。
幅
の
ひ
ろ
い
階
段
風
に
造
ら
れ
た
、
ゆ
つ
た
り
し
た
道

を
登
り
な
が
ら
、
私
は
ふ
と
新
宿
の
家
の
二
階
で
、
芥
川
か
ら
、
か
れ
の
少
年
の
こ
ろ
に
國
姓
爺
合
戰
の

芝
居
を
見
た
時
の
感
想
を
き
い
た
折
り
の
こ
と
を
思
ひ
出
し
た
。
だ
が
、
あ
の
芝
居
の
朱
色
、
碧
色
け
ん

ら
ん
た
る
舞
台
の
あ
で
や
か
さ
と
は
全
く
ち
が
つ
て
、
眼
の
前
に
ひ
ろ
が
つ
て
ゐ
る
の
は
、
古
び
た
オ
ラ

ン
ダ
の
風
景
画
を
連
想
さ
せ
る
や
う
な
、
南
國
の
樹
木
の
鈍
い
綠
り
い
ろ
を
と
こ
ろ
ど
こ
ろ
に
交
ヘ
た
、

灰
色
が
か
つ
た
ゼ
ー
ラ
ン
ヂ
ヤ
の
小
丘
の
た
た
ず
ま
ひ
で
あ
つ
た
。 

 

［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
「
安
平
」「
昔
時
の
オ
ラ
ン
ダ
人
の
居
城
ゼ
ー
ラ
ン
ヂ
ヤ
」
私
の
「
女
誡
扇
綺
譚 

佐

藤
春
夫 

始
動 

／ 

一 

赤
嵌
城
（
シ
ヤ
カ
ム
シ
ヤ
）
址
」
の
注
を
参
照
さ
れ
た
い
。 

「
國
姓
爺
合
戰
」
（
こ
く
せ
ん
や
か
つ
せ
ん
）「
の
芝
居
」
は
近
松
門
左
衛
門
作
の
人
形
浄
瑠
璃
（
私
の
好

き
な
文
楽
作
品
）
。
後
に
歌
舞
伎
化
さ
れ
た
。
全
五
段
。
正
徳
五
（
一
七
一
五
）
年
に
大
坂
の
竹
本
座
で

初
演
さ
れ
た
。
芥
川
龍
之
介
が
見
た
の
は
歌
舞
伎
の
方
で
あ
る
。］ 

 

https://ja.wikipedia.org/wiki/%E7%A5%9E%E7%94%B0%E5%96%9C%E4%B8%80%E9%83%8E
https://onibi.cocolog-nifty.com/alain_leroy_/2017/10/post-08c0.html
https://onibi.cocolog-nifty.com/alain_leroy_/2017/10/post-08c0.html


  
 

 
 

 
 

 
 

二
十
九 

芥
川
の
社
会
思
想 

  

大
正
七
年
の
春
の
こ
と
で
あ
つ
た
か
と
思
ふ
が
、
芥
川
が
入
洛
し
て
、
し
ば
ら
く
祇
園
の
下
河
原
の
あ

た
り
の
宿
屋
に
滯
在
し
て
ゐ
た
こ
と
が
あ
つ
た
。
ほ
ど
好
く
樹
木
の
茂
つ
た
閑
靜
な
庭
に
面
し
た
四
疊
半

く
ら
ゐ
の
部
屋
で
食
事
を
共
に
し
た
こ
と
な
ど
を
記
憶
し
て
ゐ
る
。 

 

そ
の
折
り
「
社
会
思
惣
に
つ
い
て
知
り
た
い
か
ら
、
手
ご
ろ
の
書
物
を
貸
し
て
欲
し
い
」
と
い
ふ
芥
川

の
依
賴
に
應
じ
て
、
幾
册
か
持
参
し
た
。
彼
は
か
な
り
熱
心
に
そ
れ
を
読
ん
だ
ら
し
い
。
ど
の
本
と
ど
の

本
と
を
貸
し
た
か
、
は
つ
き
り
と
お
ぼ
え
て
ゐ
な
い
け
れ
ど
。
有
名
な
エ
ル
ツ
バ
ッ
ハ
の
著
書
〝D

er 

A
n
arch

ism
u
s, 1

9
0
0

〟
の
英
訳
本
が
そ
の
一
つ
で
あ
つ
た
こ
と
だ
け
は
記
憶
し
て
ゐ
る
。「
こ
の
本
は
な
か

な
か
便
利
な
本
だ
け
れ
ど
、
大
分

ted
io

u
s

だ
ね
」
と
芥
川
が
云
つ
た
こ
と
を
お
ぼ
え
て
ゐ
る
か
ら
だ
。
当

時
は
前
の
世
界
大
戰
の
影
響
を
う
け
て
、
わ
が
國
の
言
論
界
や
思
想
界
に
さ
ま
ざ
ま
の
社
会
思
想
が
澎
湃 

と
み
な
ぎ
り
は
じ
め
た
頃
で
あ
つ
た
の
で
、
芥
川
も
そ
れ
に
興
味
を
い
だ
き
、
一
と
通
り
組
織
立
つ
た
知

識
を
そ
れ
に
つ
い
て
持
ち
た
い
と
考
へ
た
も
の
ら
し
か
つ
た
。
い
ろ
い
ろ
と
彼
か
ら
質
問
を
持
ち
出
さ
れ

た
も
の
で
あ
つ
た
が
、
当
時
私
自
身
も
そ
の
方
面
の
硏
究
を
は
じ
め
て
間
も
無
い
こ
と
で
あ
つ
た
の
で
、

そ
れ
に
應
答
す
る
の
に
は
骨
が
折
れ
た
も
の
の
、
と
に
か
く
熱
心
に
論
じ
合
つ
た
こ
と
を
記
憶
し
て
ゐ
る
。

「
芥
川
龍
之
介
全
集
」
第
六
卷
の
見
返
し
に
は
、
芥
川
ゑ
が
く
と
こ
ろ
の
薄
墨
い
ろ
の
蜻
蛉
二
つ
が
茶
色

の
地
の
う
へ
に
飛
ん
で
ゐ
る
が
、
そ
の
次
に 

  
 

 
 

 

あ
て
か
い
な
、
あ
て
宇
治
の
う
ま
れ
ど
す
。 

 
 

 

茶
畑
に
入
日
し
づ
も
る
在
所
か
な 

 
 

 
 

 

恒
藤
恭
と
エ
ン
ゲ
ル
ス
の
話
を
す
る
。 

 
 

 
 

 

僕
曰
、
エ
ン
ゲ
ル
ス
は
金
が
あ
つ
た
の
だ
ろ
。 

 
 

 
 

 

恭
曰
、
西
洋
人
は
中
々
蕨
ば
か
り
は
食
は
ん
さ
。 

 
 

 
 

 

僕
曰
、
僕
も
蕨
ば
か
り
食
ふ
の
は
御
免
だ
。
即
戯
れ
に 

 
 

 

山
住
み
の
蕨
も
食
は
ぬ
春
日
か
な 

  

と
い
ふ
や
う
な
文
句
が
刷
り
出
し
て
あ
る
。
こ
れ
は
其
の
時
の
こ
と
で
あ
つ
た
か
、
も
つ
と
後
年
の
こ

と
で
あ
つ
た
か
、
記
憶
に
残
つ
て
ゐ
な
い
。 

 

［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
「
大
正
七
」
（
一
九
一
八
）
「
年
の
春
」「
こ
れ
は
其
の
時
の
こ
と
で
あ
つ
た
か
、
も
つ

と
後
年
の
こ
と
で
あ
つ
た
か
、
記
憶
に
残
つ
て
ゐ
な
い
」
こ
れ
は
恒
藤
恭
の
誤
認
で
は
な
か
ろ
う
か
。
こ

の
年
は
二
月
二
日
に
文
と
結
婚
し
て
お
り
、
十
三
日
に
は
大
阪
毎
日
新
聞
社
社
友
の
件
が
決
ま
り
、
月
末
に

は
名
作
「
地
獄
變
」
を
起
筆
、
三
月
に
は
鎌
倉
大
町
辻
の
旧
小
山
別
邸
内
（
グ
ー
グ
ル
・
マ
ッ
プ
・
デ
ー
タ
）

に
転
居
し
て
お
り
、
海
軍
機
関
学
校
の
仕
事
も
重
な
っ
て
お
り
、
凡
そ
京
都
で
ゆ
っ
く
り
滞
在
と
い
う
の
は

無
理
が
あ
る
。
こ
れ
は
「
春
」
と
い
う
に
は
や
や
後
に
な
る
が
、
翌
大
正
八
年
五
月
の
長
崎
行
の
帰
り
の
こ



と
で
は
あ
る
ま
い
か
？ 

宮
坂
年
譜
に
五
月
十
五
日
と
十
六
日
に
京
都
滞
在
（
祇
園
で
遊
ん
で
い
る
か
ら
、

前
の
句
の
前
書
と
の
親
和
性
も
あ
る
）
の
記
録
が
あ
る
。 

「
エ
ル
ツ
バ
ッ
ハ
の
著
書 

〝D
er A

n
arch

ism
u
s, 1

9
0
0

〟
」
ド
イ
ツ
の
弁
護
士
で
ユ
ダ
ヤ
系
ド
イ
ツ
人
の

法
学
教
授
に
し
て
、
ボ
ル
シ
ェ
ビ
ズ
ム
の
支
持
者
で
あ
っ
た
ル
ド
ル
フ
・
ミ
ュ
ラ
ー
・
エ
ル
ツ
バ
ッ
ハ

（P
au

l E
ltzb

ach
er 

一
八
六
八
年
～
一
九
二
八
年
）
の
著
に
な
る
一
九
〇
〇
年
刊
の
「
ア
ナ
キ
ズ
ム
」。 

「
芥
川
ゑ
が
く
と
こ
ろ
の
薄
墨
い
ろ
の
蜻
蛉
二
つ
が
茶
色
の
地
の
う
へ
に
飛
ん
で
ゐ
る
」
こ
の
恒
藤
の
解

説
通
り
の
絵
は
所
持
す
る
複
数
の
芥
川
龍
之
介
の
画
集
や
図
集
を
見
た
が
、
見
当
た
ら
な
い
。
知
ら
れ
た

蜻
蛉
の
絵
は
あ
る
が
、
二
匹
で
は
な
く
、
一
匹
で
、
地
面
も
描
か
れ
て
い
な
い
。
国
立
国
会
図
書
館
デ
ジ

タ
ル
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
の
昭
和
一
〇
（
一
九
三
五
）
年
刊
の
普
及
版
第
六
巻
の
画
像
を
視
認
し
た
が
、
そ
こ

に
は
な
い
。 

「
茶
畑
に
入
日
し
づ
も
る
在
所
か
な
」
こ
の
句
は
前
書
と
も
に
芥
川
龍
之
介
が
精
選
し
た
「
澄
江
堂
句
集
」

に
含
ま
れ
る
。
私
の
「
や
ぶ
ち
ゃ
ん
版
芥
川
龍
之
介
句
集 

一 

発
句
」
を
参
照
さ
れ
た
い
。
こ
の
二
句

と
前
書
全
部
を
含
む
の
は
、
芥
川
龍
之
介
の
未
発
表
の
「
蕩
々
帖
」
（
同
名
の
二
冊
目
）
に
出
る
。
私
の

「
や
ぶ
ち
ゃ
ん
版
芥
川
龍
之
介
句
集 

二 

発
句
拾
遺
」
を
参
照
さ
れ
た
い
が
、
そ
ち
ら
で
は
、
古
い
電

子
化
注
で
あ
る
た
め
、
漢
字
の
正
字
化
が
一
部
不
全
で
、
前
書
に
も
手
を
入
れ
て
恒
藤
の
示
す
よ
う
に
改

行
し
て
し
ま
っ
て
い
る
か
ら
、
こ
こ
で
、
改
め
て
正
確
な
表
記
の
そ
れ
を
示
す
。 

 
 

 

＊ 

  
 

あ
て
か
い
な 

あ
て
宇
治
の
う
ま
れ
ど
す 

茶
畑
に
入
日
し
づ
も
る
在
所
か
な 

  
 

恒
藤
恭
と
エ
ン
ゲ
ル
ス
の
話
を
す
る 

僕
曰
エ
ン 

 
 

ゲ
ル
ス
は
金
が
あ
つ
た
の
だ
ろ 

恭
曰
西
洋
人
は 

 
 

中
々
蕨
ば
か
り
は
食
は
ん
さ 

僕
曰
僕
も
蕨
ば
か 

 
 

り
食
ふ
の
は
御
免
だ 

卽
戲
れ
に 

山
住
み
の
蕨
も
食
は
ぬ
春
日
か
な 

  
 

 

＊ 

二
句
目
の
前
書
と
句
は
、
言
う
ま
で
も
な
く
、
「
史
記
」
の
「
伯
夷
叔
齊
」
の
パ
ロ
デ
ィ
で
あ
る
。
こ
の

前
の
句
に
つ
い
て
は
、
『
ホ
ト
ト
ギ
ス
』
大
正
一
二
（
一
九
二
三
）
年
六
月
発
行
の
そ
れ
に
「
そ
の
後
製

造
し
た
句
」
と
し
て
公
開
し
て
い
る
。］ 

     

https://dl.ndl.go.jp/pid/1223281/1/3
https://dl.ndl.go.jp/pid/1223281/1/3
http://yab.o.oo7.jp/gakikusyuu0.html
http://yab.o.oo7.jp/gakikusyuu.html


  
 

 
 

 
 

 
 

 
 

三
十 

京 

都 

の 

竹 

 

［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
本
篇
は
特
異
的
に
文
末
に
「―

―

九
四
八
・
二
・
九―

―

」
の
ク
レ
ジ
ッ
ト
が
あ
る
が
、
こ
れ
は
本
篇

（
或
い
は
そ
れ
よ
り
前
の
幾
つ
か
を
含
め
て
）
の
記
事
を
書
い
た
日
の
そ
れ
と
推
定
さ
れ
る
。
現
雑
誌
は
確
認
出
来
な
い
が
、

信
頼
出
来
る
恒
藤
恭
の
著
作
目
録
を
見
る
と
、
初
出
誌
『
智
慧
』
で
の
分
割
発
表
か
ら
見
て
、
昭
和
二
三
（
一
九
四
八
）
の

六
月
二
十
五
日
発
行
分
が
前
の
「
二
十
八 

ゼ
ー
ラ
ン
ヂ
ヤ
の
丘
」
か
ら
こ
こ
ま
で
が
掲
載
相
当
で
あ
ろ
う
と
推
定
さ
れ
る
。 

 

な
お
、
本
篇
で
一
部
取
り
上
げ
て
引
用
し
て
い
る
「
京
都
日
記
」
は
本
電
子
化
に
先
立
て
て
、
ブ
ロ
グ
で
正
規
表
現
オ
リ
ジ

ナ
ル
注
釈
版
を
作
成
し
て
お
い
た
の
で
、
ま
ず
、
そ
ち
ら
を
全
文
通
読
さ
れ
た
い
。
そ
ち
ら
で
注
し
た
も
の
は
、
こ
こ
で
は
繰

り
返
さ
な
い
。
言
っ
て
お
く
と
、
恒
藤
恭
は
少
し
表
記
を
い
じ
っ
て
い
る
。］ 

  

や
は
り
全
集
第
六
巻
に
收
め
ら
れ
て
ゐ
る
「
京
都
日
記
」
の
中
に
、 

『
雨
あ
が
り
の
晚
に
車
に
乘
つ
て
、
京
都
の
町
を
通
つ
た
ら
、
暫
く
し
て
車
夫
が
、
ど
こ
へ
つ
け
ま
す
と

か
、
ど
こ
へ
つ
け
や
は
り
ま
す
と
か
、
何
と
か
云
つ
た
。
ど
こ
へ
つ
け
る
つ
て
、
宿
へ
つ
け
る
の
に
き
ま

つ
て
ゐ
る
か
ら
、
宿
だ
よ
、
宿
だ
よ
と
桐
油
の
後
［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
「
と
う
ゆ
の
う
し
ろ
」
。
］
か
ら
二
度
ば
か

り
声
を
か
け
た
。
車
夫
は
そ
の
御
宿
が
わ
か
り
ま
せ
ん
と
云
つ
て
往
來
の
ま
ん
中
に
立
ち
止
つ
た
儘
、
動

か
な
い
。
さ
う
云
は
れ
て
見
る
と
、
自
分
も
急
に
当
惑
し
た
。
宿
の
名
前
は
知
つ
て
ゐ
る
が
、
宿
の
町
名

は
覚
え
て
ゐ
な
い
。
し
か
も
そ
の
名
前
な
る
も
の
が
、
甚
平
凡
を
極
め
て
ゐ
る
の
だ
か
ら
、
そ
れ
だ
け
で

は
、
い
く
ら
賢
明
な
車
夫
に
し
て
も
到
底
満
足
に
帰
ら
れ
な
か
ら
う
。
困
つ
た
な
あ
と
思
つ
て
ゐ
る
と
、

車
夫
が
桐
油
を
外
し
て
、
こ
の
辺
ぢ
や
お
へ
ん
か
と
云
ふ
。
提
灯
の
明
り
で
見
る
と
、
車
の
前
に
は
竹
藪

が
あ
つ
た
。
そ
れ
が
暗
の
中
に
万
竿
の
靑
を
つ
ら
ね
て
重
な
り
合
つ
た
葉
が
寒
さ
う
に
濡
れ
て
光
つ
て
ゐ

る
。
自
分
は
大
へ
ん
な
所
へ
來
た
と
思
つ
た
か
ら
、
こ
ん
な
田
舍
ぢ
や
な
い
よ
、
橫
町
を
二
つ
ば
か
り
曲

る
と
、
四
條
の
大
橋
へ
出
る
所
な
ん
だ
と
說
明
し
た
。
す
る
と
車
夫
が
呆
れ
た
顏
を
し
て
、
こ
こ
も
四
條

の
近
所
ど
す
が
な
と
云
つ
た
。
そ
こ
で
へ
え
え
、
さ
う
か
ね
、
ぢ
や
も
う
少
し
賑
か
な
方
へ
行
つ
て
見
て

く
れ
、
さ
う
し
た
ら
分
る
だ
ら
う
と
、
ま
あ
一
時
を
糊
塗
し
て
置
い
た
。
所
が
そ
の
儘
、
車
が
動
き
出
し

て
、
と
つ
つ
き
の
橫
丁
を
左
へ
曲
つ
た
と
思
ふ
と
、
突
然
歌
舞
練
場
の
前
へ
出
て
し
ま
っ
た
か
ら
奇
体
で

あ
る
。
そ
れ
も
丁
度
都
踊
り
の
時
分
だ
つ
た
か
ら
、
両
側
に
は
祇
園
團
子
の
赤
い
提
灯
が
、
行
儀
よ
く
火

を
入
れ
て
並
ん
で
ゐ
る
。
自
分
は
始
め
て
、
さ
つ
き
の
竹
藪
が
、
建
仁
寺
だ
つ
た
の
に
氣
が
つ
い
た
。
』 

 

と
書
い
て
あ
る
。 

 

確
か
な
こ
と
は
分
ら
な
い
け
れ
ど
、
こ
れ
も
お
そ
ら
く
同
じ
入
洛
の
折
り
の
こ
と
だ
ら
う
と
思
ふ
。
右

に
書
き
う
つ
し
た
文
章
の
末
尾
は
、
『
裸
根
の
春
雨
竹
の
靑
さ
か
な
。―

―

大
阪
へ
行
つ
て
、
龍
村
さ
ん

に
何
か
書
け
と
云
は
れ
た
時
、
自
分
は
京
都
の
竹
を
思
ひ
出
し
て
、
こ
ん
な
句
を
書
い
た
。
そ
れ
程
竹
の

多
い
京
都
は
京
都
ら
し
く
出
來
上
つ
て
ゐ
る
の
で
あ
る
。
』
と
い
ふ
文
句
で
結
ん
で
あ
る
。
当
時
芥
川
は

最
大
級
の
賞
讃
の
こ
と
ば
を
も
つ
て
龍
村
さ
ん
の
す
ぐ
れ
た
作
品
に
つ
い
て
語
り
「
君
は
京
都
に
ゐ
る
ん

だ
か
ら
、
い
つ
か
是
非
龍
村
さ
ん
を
訪
ね
て
見
た
ま
へ
」
と
す
す
め
て
く
れ
た
も
の
で
あ
る
。
爾
來
約
三 

十
年
を
経
た
が
、
現
代
染
織
界
の
最
高
の
権
威
者
龍
村
平
藏
氏
の
こ
と
に
つ
い
て
幾
た
び
か
噂
を
き
い
た

https://onibi.cocolog-nifty.com/alain_leroy_/2023/01/post-8156b9.html
https://onibi.cocolog-nifty.com/alain_leroy_/2023/01/post-8156b9.html


こ
と
は
あ
る
し
、
う
つ
く
し
い
作
品
に
接
す
る
機
会
も
あ
つ
た
け
れ
ど
、
誰
か
に
紹
介
し
て
も
ら
つ
て
お

訪
ね
し
た
い
と
時
折
り
思
つ
た
こ
と
が
あ
る
だ
け
で
、
今
日
に
い
た
る
ま
で
未
だ
そ
の
意
を
得
な
い
で
ゐ

る
。
雜
誌
「
婦
人
の
友
」
の
記
者
が
宝
塚
に
龍
村
翁
を
訪
問
し
、
同
翁
の
苦
心
談
を
つ
ま
び
ら
か
に
聽
取

し
た
記
事
が
載
せ
て
あ
る
の
を
、
昨
年
の
秋
の
こ
ろ
か
に
よ
ん
で
、
ひ
そ
か
に
同
翁
の
健
在
を
よ
ろ
こ
ん

だ
も
の
で
あ
つ
た
。 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
―
―

一
九
四
八
・
二
・
九―

―
 

 

［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
因
み
に
、
染
織
研
究
家
の
初
代
龍
村
平
蔵
氏
は
昭
和
三
七
（
一
九
六
二
）
年
四
月
十

一
日
に
亡
く
な
っ
て
い
る
。
恒
藤
恭
は
龍
村
氏
と
面
会
す
る
機
会
を
持
つ
こ
と
は
出
来
た
の
で
あ
ろ
う

か
。］ 

  
 

 
 

 
 

 
 

三
十
一 

室
賀
老
人
の
こ
と 

  

去
る
二
月
の
な
か
ば
過
ぎ
の
或
日
の
こ
と
、
到
來
の
郵
便
物
が
い
く
つ
か
机
上
に
置
か
れ
て
あ
る
中
に

「
室
賀
文
武
」
と
い
ふ
人
か
ら
の
手
紙
が
は
さ
ま
つ
て
ゐ
た
。
ア
ド
レ
ス
は
「
Ｉ
市
門
前
養
育
院
内
」
と

書
い
て
あ
つ
た
。
ど
う
も
心
覚
え
の
無
い
名
前
だ
な
と
思
ひ
な
が
ら
封
を
切
る
と
、
古
い
大
型
の
当
用
日

記
の
一
ペ
ー
ジ
を
引
き
ち
ぎ
つ
た
の
と
、
何
か
の
ノ
ー
ト
の
一
ペ
ー
ジ
を
引
き
ち
ぎ
つ
た
の
と
、
幅
二
寸
、

長
さ
六
寸
ば
か
り
の
茶
色
の
洋
紙
が
二
枚
と
、
大
小
不
そ
ろ
ひ
の
四
枚
の
用
紙
に
ペ
ン
で
細
字
を
ぎ
つ
し

り
書
き
み
た
し
た
、
風
変
り
の
手
紙
が
出
て
來
た
。
日
記
帳
か
ら
引
き
ち
ぎ
つ
た
ペ
ー
ジ
の
表
は
五
月
二

十
三
日
、
裏
は
五
月
二
十
四
日
と
な
つ
て
ゐ
る
が
、
丁
卯
旧
四
月
と
い
ふ
字
が
印
刷
し
て
あ
る
か
ら
昭
和

二
年
の
も
の
ら
し
い
。 

 

何
か
の
ノ
ー
ト
か
ら
引
き
ち
ぎ
つ
た
小
形
の
罫
洋
紙
に
赤
色
の
橫
線
が
引
い
て
あ
る
分
か
ら
書
き
出
し

て
あ
つ
た
。
冒
頭
に
は
「
謹
啓
、
私
は
芥
川
君
と
親
し
い
老
友
で
あ
り
ま
し
て
、
先
生
と
は
数
回
芥
川
君

を
訪
問
の
際
二
、
三
回
お
目
に
か
か
り
ま
し
た
事
が
あ
り
ま
す
。
当
年
八
十
個
の
橙
の
数
を
重
ね
ま
し
た

老
耄
の
室
賀
文
武
と
申
し
ま
す
。
俳
句
や
短
歌
の
嗜
み
あ
る
世
の
廃
残
物
で
あ
り
ま
す
。
多
分
先
生
も
御

存
じ
か
と
も
存
じ
ら
れ
ま
す
。
そ
し
て
第
一
の
句
集
は
芥
川
君
の
序
文
を
乞
う
て
上
梓
し
、
第
二
句
集
は

其
後
十
年
後
に
世
に
公
に
し
ま
し
た
。
何
れ
も
碌
な
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
事
は
今
更
申
す
ま
で
も
あ
り

ま
せ
ん
。
そ
し
て
爾
來
十
数
年
を
経
ま
し
て
、
第
三
句
集
、
第
四
句
集
を
あ
つ
め
て
居
り
ま
す
。
又
短
歌

三
編
の
稿
が
成
つ
て
居
り
ま
す
け
れ
ど
も
、
そ
し
て
何
れ
も
上
梓
の
つ
も
り
で
あ
り
ま
す
け
れ
ど
も
、
紙

不
足
の
今
日
、
と
て
も
死
後
で
な
く
て
は
誰
一
人
相
手
に
し
て
吳
れ
さ
う
な
も
の
は
あ
り
ま
せ
ん
。
」
と

し
た
た
め
て
あ
る
。
そ
れ
に
続
い
て
短
歌
や
俳
句
に
つ
い
て
の
自
家
の
見
解
を
述
べ
、
別
紙
に
書
い
た
短

歌
や
俳
句
に
ぜ
ひ
眼
を
通
し
て
吳
れ
る
や
う
に
と
の
丁
寧
な
依
賴
の
文
句
を
し
た
た
め
た
上
、
終
り
に
、

「
私
は
在
都
五
十
三
年
の
都
会
生
活
を
病
氣
と
疎
開
と
の
爲
め
十
九
年
末
に
一
旦
生
家
に
引
揚
げ
、
甥
に

か
か
つ
て
居
り
ま
し
た
が
、
其
女
房
の
ヒ
ス
テ
リ
ー
に
苦
し
め
ら
れ
、
二
十
年
の
春
第
二
の
甥
の
家
に
移

り
、
甥
の
戰
死
の
広
報
に
接
し
、
其
女
房
の
ヒ
ス
テ
リ
ー
に
又
々
苦
し
め
ら
れ
、
再
び
鄕
里
に
帰
り
ま
す

と
、
予
想
の
如
く
女
房
の
大
ヒ
ス
に
殺
さ
れ
か
か
り
ま
し
た
所―

―

（
鄕
里
Ｉ
市
居
住
の
「
第
一
の
甥
」
の
細

君
の
こ
と
だ
ら
う
と
思
ふ
。
恒
藤
）―

―

漸
く
官
給
の
当
所
に
虎
口
を
免
か
れ
得
た
次
第
で
あ
り
ま
す
。
大
牟



田
で
は
生
命
を
賭
し
て
燒
夷
彈
の
消
防
火
に
つ
と
め
、
十
万
円
位
の
家
屋
家
財
を
全
う
し
た
の
も
顧
み
ら

れ
ず
、
ひ
ど
い
め
に
あ
ひ
ま
し
た
。
御
き
げ
ん
よ
う 

敬
具
」
と
結
ん
で
あ
る
。 

 

あ
と
の
三
枚
に
は
短
歌
や
俳
句
が
書
い
て
あ
り
、
所
々
に
說
明
の
文
句
が
は
さ
ん
で
あ
つ
た
が
、
そ
の

中
に
『
私
は
辛
う
じ
て
活
き
て
居
ま
す
。
読
返
す
元
氣
も
あ
り
ま
せ
ん
。
御
推
読
を
願
ひ
ま
す
。
』
と
も

書
い
て
あ
つ
た
。 

 

私
は
そ
の
四
枚
の
紙
片
に
書
か
れ
た
手
紙
の
文
句
や
短
歌
や
俳
句
を
一
應
よ
ん
だ
後
、
新
宿
の
、
そ
し

て
田
端
の
芥
川
家
で
会
つ
た
こ
と
の
あ
る
人
々
の
こ
と
を
、
誰
れ
彼
れ
と
か
す
か
な
記
憶
の
中
か
ら
思
ひ

浮
か
べ
て
見
た
が
、
朧
ろ
げ
に
其
の
人
ら
し
い
と
思
は
れ
る
人
の
す
が
た
が
浮
か
ん
で
來
る
だ
け
で
、
ど

う
も
、
し
か
と
思
ひ
出
せ
な
か
つ
た
。
し
か
し
、
手
紙
の
文
句
か
ら
、
養
老
院
の
中
の
一
室
に
孤
独
の
病

軀
を
橫
た
へ
な
が
ら
、
あ
り
合
は
せ
の
四
枚
の
紙
片
の
う
へ
に
ペ
ン
字
を
書
き
綴
つ
た
八
十
歲
の
老
人
の

す
が
た
を
遙
か
に
思
ひ
う
か
べ
た
。
家
内
に
言
ひ
つ
け
て
、
数
日
後
、
い
さ
さ
か
の
慰
問
の
食
品
の
る
ゐ

を
小
包
で
山
陽
道
西
部
の
Ｉ
市
の
養
育
院
に
宛
て
て
送
り
出
さ
せ
た
。
そ
れ
か
ら
、
ほ
か
の
用
事
で
鵠
沼

の
芥
川
夫
人
に
手
紙
を
出
し
た
つ
い
で
に
、
室
賀
老
人
の
こ
と
に
つ
い
て
問
ひ
合
は
せ
た
。 

 

丁
度
芥
川
夫
人
は
風
邪
の
た
め
に
病
臥
中
で
あ
つ
た
と
の
こ
と
で
、
三
月
に
な
つ
て
か
ら
返
事
の
手
紙

を
よ
こ
さ
れ
た
。
問
ひ
合
は
せ
た
室
賀
氏
の
こ
と
に
つ
い
て
は
「
尙
、
室
賀
さ
ん
の
事
お
問
合
せ
に
私
共

も
一
寸
意
外
の
感
が
致
し
ま
し
た
。
『
文
さ
ん
』
と
年
寄
り
初
め
皆
呼
ん
で
居
り
ま
し
た
。
昔
は
耕
牧
舍

（
新
原
）
の
牛
乳
配
達
を
し
て
居
た
由
、
其
後
雜
貨
の
行
商
を
し
て
居
た
さ
う
で
ご
ざ
い
ま
す
。
ク
リ
ス

チ
ャ
ン
に
て
、
銀
座
の
聖
書
会
社
に
つ
と
め
、（
留
守
居
の
や
う
な
も
の
）
、
震
災
に
て
自
分
の
も
の
は
承
知

の
上
で
何
一
つ
持
ち
出
さ
な
か
つ
た
由
。
句
も
沢
山
作
り
、
自
費
出
版
を
し
ま
し
た
。
一
生
独
身
に
て
、

其
後
も
し
ば
ら
く
田
園
調
布
に
小
さ
な
家
を
建
て
て
、
の
ん
き
な
生
活
を
し
て
居
た
や
う
で
ご
ざ
い
ま
す
。

田
端
の
家
に
は
い
つ
も
い
つ
も
沢
山
の
句
を
作
つ
て
参
り
、
主
人
と
長
時
間
話
を
致
し
、
ま
た
そ
れ
が
何

よ
り
の
樂
し
み
だ
と
申
し
て
は
、
ち
よ
い
ち
よ
い
参
り
、
亡
く
な
り
ま
し
て
も
ち
よ
い
ち
よ
い
相
変
ら
ず

た
く
さ
ん
の
句
を
作
つ
て
参
り
、
年
寄
り
や
其
他
の
人
達
に
見
せ
、
よ
く
近
く
の
下
島
先
生
（
お
医
者
樣
）

の
と
こ
ろ
に
伺
ふ
の
を
樂
し
み
に
致
し
て
居
り
ま
し
た
。
主
人
も
変
り
者
の
宝
賀
さ
ん
を
『
文
さ
ん
、
文

さ
ん
』
と
家
に
来
る
方
々
の
う
ち
で
も
最
も
善
良
な
人
だ
と
申
し
て
は
、
時
の
過
ぎ
る
の
も
忘
れ
て
お
話

を
致
し
て
居
り
ま
し
た
。
私
が
芥
川
に
参
り
ま
す
ず
つ
と
昔
よ
り
の
事
で
ご
ざ
い
ま
す
か
ら
、
お
会
ひ
に

な
り
ま
し
た
事
も
ご
ざ
い
ま
せ
う
と
想
像
致
さ
れ
ま
す
。
当
方
は
疎
開
致
し
ま
す
ま
で
は
文
通
致
し
て
居

り
ま
し
た
が
、
其
後
如
何
な
す
つ
た
か
と
家
内
に
て
お
噂
さ
致
し
た
時
も
ご
ざ
い
ま
し
た
の
に
、
御
手
紙

に
て
『
文
さ
ん
』
も
お
丈
夫
の
事
を
承
知
致
し
、
ま
あ
ま
あ
と
思
ひ
ま
し
た
。
云
々
」
と
し
た
た
め
て
あ

つ
た
。 

「
御
手
紙
に
て
『
文
さ
ん
』
も
お
丈
夫
の
事
と
承
知
致
し
」
と
書
い
て
あ
る
の
は
、
私
が
芥
川
夫
人
に
出

し
た
手
紙
に
は
、
た
だ
室
賀
氏
の
こ
と
に
つ
い
て
問
ひ
合
せ
の
文
句
を
書
い
た
だ
け
で
、
同
氏
の
近
狀
に

つ
い
て
は
何
も
書
か
な
か
つ
た
爲
で
あ
る
。
そ
れ
は
と
も
あ
れ
、
夫
人
か
ら
の
返
簡
の
中
に
「
主
人
も
変

り
者
の
室
賀
さ
ん
を…

…

家
に
來
る
方
々
の
う
ち
で
最
も
善
良
の
人
だ
と
申
し
て
は
、
云
々
」
と
あ
る
の

を
よ
ん
で
、
私
は
「
な
る
ほ
ど
、
さ
う
だ
つ
た
。
」
と
思
ひ
出
し
た
。
芥
川
か
ら
室
賀
氏
に
つ
い
て
そ
れ

と
同
じ
批
評
の
言
葉
を
聽
か
さ
れ
た
こ
と
を
は
つ
き
り
と
思
ひ
出
し
た
か
ら
で
あ
る
。 



 

［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
本
書
の
「
芥
川
龍
之
介
の
こ
と
な
ど
」
は
今
回
の
電
子
化
注
で
初
め
て
読
ん
だ
も
の
だ

が
、
そ
の
中
で
も
、
こ
の
一
篇
は
最
も
私
を
驚
愕
さ
せ
た
一
篇
で
あ
る
。
ま
さ
か
、
あ
の
室
賀
文
武
の
晩
年

の
見
た
目
は
無
惨
と
も
言
え
る
現
実
的
な
手
紙
が
、
こ
こ
に
、
こ
の
よ
う
な
形
で
公
開
さ
れ
、
そ
こ
に
芥
川

龍
之
介
に
つ
い
て
の
秘
話
の
一
つ
も
含
ま
れ
て
い
な
い
と
い
う
厳
し
い
リ
ア
リ
ズ
ム
が
、
激
し
く
胸
を
打
っ

た
か
ら
で
あ
る
。 

「
室
賀
文
武
」
（
む
ろ
が
ふ
み
た
け 

明
治
元
或
い
は
二
（
一
八
六
九
）
年
～
昭
和
二
四
（
一
九
四
九
）

年
二
月
十
三
日
：
老
衰
で
逝
去
）
は
、
芥
川
龍
之
介
の
幼
少
期
か
ら
の
年
上
（
二
十
三
歳
以
上
）
の
知
人
。

後
に
俳
人
と
し
て
号
を
春
城
と
称
し
た
。
山
口
県
玖
珂
郡
室
木
村
（
現
在
の
山
口
県
岩
国
市
室
の
木
町

（
グ
ー
グ
ル
・
マ
ッ
プ
・
デ
ー
タ
。
以
下
同
じ
）
。
恒
藤
が
伏
字
に
し
て
あ
る
「
Ｉ
市
」
は
岩
国
市
の
こ

と
で
あ
る
）
の
農
家
に
生
ま
れ
た
。
同
郷
で
あ
っ
た
芥
川
の
実
父
敏
三
（
彼
は
周
防
国
玖
珂
郡
生
見
村
湯

屋
、
現
在
の
山
口
県
岩
国
市
美
和
町
生
見
の
生
ま
れ
で
あ
っ
た
）
を
頼
っ
て
政
治
家
に
な
る
こ
と
を
夢
見

て
上
京
、
彼
の
牧
場
耕
牧
舎
で
搾
乳
や
配
達
を
し
て
働
き
、
芥
川
龍
之
介
が
三
歳
に
な
る
頃
ま
で
子
守
り

な
ど
を
し
て
親
し
ん
だ
。
し
か
し
、
明
治
二
八
（
一
八
九
五
）
年
頃
に
は
現
実
の
政
界
の
腐
敗
に
失
望
、

耕
牧
舎
を
辞
去
し
て
行
商
の
生
活
な
ど
を
し
つ
つ
、
世
俗
へ
の
夢
を
捨
て
去
り
、
内
村
鑑
三
に
出
逢
っ
て

師
事
し
、
無
教
会
系
の
キ
リ
ス
ト
教
に
入
信
し
た
。
生
涯
独
身
で
、
信
仰
生
活
を
続
け
た
。
一
高
時
代
の

芥
川
と
再
会
し
て
後
、
俳
句
や
キ
リ
ス
ト
教
の
よ
き
話
し
相
手
と
な
っ
た
。
芥
川
龍
之
介
は
自
死
の
直
前

に
も
彼
と
頻
繁
に
逢
っ
て
い
る
。
こ
れ
は
「
西
方
の
人
」
執
筆
の
た
め
の
参
考
に
す
る
目
的
が
主
で
あ
っ

た
も
の
で
あ
ろ
う
と
は
思
う
が
、
私
は
そ
の
心
の
底
に
は
、
自
死
回
避
の
僅
か
な
可
能
性
を
キ
リ
ス
ト
者
で

あ
っ
た
彼
に
無
意
識
に
求
め
た
も
の
と
考
え
て
い
る
。
俳
句
は
三
十
代
か
ら
始
め
た
も
の
で
、
彼
の
句
集

「
春
城
句
集
」
（
大
正
一
〇
（
一
九
二
一
）
年
十
一
月
十
三
日
警
醒
社
書
店
刊
。
国
立
国
会
図
書
館
デ
ジ

タ
ル
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
の
こ
ち
ら
で
全
篇
が
読
め
る
。
リ
ン
ク
先
は
芥
川
龍
之
介
の
書
い
た
「
序
」
の
頭
）

に
芥
川
龍
之
介
は
序
（
ク
レ
ジ
ッ
ト
は
先
立
つ
四
年
も
前
の
大
正
六
年
十
月
二
十
一
日
で
あ
る
が
、
こ
れ

は
室
賀
が
出
版
社
と
揉
め
た
た
め
で
あ
る
。
な
お
、
そ
の
「
序
」
で
も
芥
川
龍
之
介
は
彼
の
職
業
を
『
行

商
』
と
記
し
て
い
る
）
も
書
い
て
い
る
。
晩
年
の
鬼
気
迫
る
「
歯
車
」
の
（
リ
ン
ク
先
は
私
の
古
い
電
子

テ
ク
ス
ト
注
）
「
五 

赤
光
」
に
出
る
「
或
老
人
」
は
彼
が
モ
デ
ル
で
あ
り
、
晩
年
の
芥
川
に
は
キ
リ
ス
ト

教
へ
の
入
信
を
強
く
勧
め
て
い
た
。
新
全
集
の
宮
坂
覺
氏
の
年
譜
に
よ
れ
ば
、
翌
年
の
自
死
の
年
の
一
月
に

は
、
芥
川
龍
之
介
は
執
筆
用
に
帝
国
ホ
テ
ル
に
部
屋
を
借
り
て
そ
ち
ら
に
泊
ま
る
こ
と
が
あ
っ
た
が
、
そ
の

折
り
に
は
、『
し
ば
し
ば
歩
い
て
銀
座
の
米
国
聖
書
協
会
に
住
み
込
ん
で
い
た
室
賀
文
武
を
訪
ね
、
キ
リ
ス

ト
教
や
俳
句
な
ど
に
つ
い
て
、
長
時
間
熱
心
に
議
論
し
た
』
と
あ
る
。
私
は
不
思
議
な
こ
と
に
、
こ
の
時
、

室
賀
を
訪
ね
た
龍
之
介
の
シ
ー
ク
エ
ン
ス
を
、
実
際
に
見
た
こ
と
が
あ
る
錯
覚
を
持
っ
て
い
る
。
恐
ら
く
、

若
き
日
の
冬
の
一
夜
、
こ
の
龍
之
介
の
室
賀
へ
の
訪
問
を
帝
国
ホ
テ
ル
か
ら
銀
座
ま
で
歩
い
て
踏
査
し
た
経

験
が
あ
る
か
ら
で
あ
ろ
う
。
私
の
「
芥
川
龍
之
介
書
簡
抄
１
３
１ 

／ 

大
正
一
五
・
昭
和
元
（
一
九
二

六
）
年
三
月
（
全
） 

二
通
」
で
「
大
正
一
五
（
一
九
二
六
）
年
三
月
五
日
・
田
端
発
信
・
室
賀
文
武
宛
」

を
電
子
化
し
て
あ
る
。
な
お
、
彼
の
「
春
城
句
集
」
の
芥
川
龍
之
介
の
序
文
は
未
電
子
化
の
よ
う
な
の
で
、

こ
の
際
、
こ
こ
で
電
子
化
し
て
お
く
。
底
本
は
以
上
に
示
し
た
同
句
集
初
版
の
画
像
に
拠
っ
た
。
な
お
、
こ

https://www.google.com/maps/place/%E3%80%92740-0021+%E5%B1%B1%E5%8F%A3%E7%9C%8C%E5%B2%A9%E5%9B%BD%E5%B8%82%E5%AE%A4%E3%81%AE%E6%9C%A8%E7%94%BA/@34.2050919,132.0620396,11.75z/data=!4m5!3m4!1s0x354535aede5d615d:0x4fd6ab441b542a06!8m2!3d34.171849!4d132.2041748
https://www.google.com/maps/place/%E3%80%92740-0021+%E5%B1%B1%E5%8F%A3%E7%9C%8C%E5%B2%A9%E5%9B%BD%E5%B8%82%E5%AE%A4%E3%81%AE%E6%9C%A8%E7%94%BA/@34.2050919,132.0620396,11.75z/data=!4m5!3m4!1s0x354535aede5d615d:0x4fd6ab441b542a06!8m2!3d34.171849!4d132.2041748
https://www.google.com/maps/place/%E3%80%92740-1231+%E5%B1%B1%E5%8F%A3%E7%9C%8C%E5%B2%A9%E5%9B%BD%E5%B8%82%E7%BE%8E%E5%92%8C%E7%94%BA%E7%94%9F%E8%A6%8B/@34.2213342,132.1048702,12.75z/data=!4m5!3m4!1s0x354532a274662f25:0x7e610ed3687c80c4!8m2!3d34.2525475!4d132.0831272
https://dl.ndl.go.jp/pid/915936/1/5
https://dl.ndl.go.jp/pid/915936/1/5
http://yab.o.oo7.jp/haguruma.html
https://onibi.cocolog-nifty.com/alain_leroy_/2021/08/post-62266d.html
https://onibi.cocolog-nifty.com/alain_leroy_/2021/08/post-62266d.html


の
執
筆
さ
れ
た
年
は
、
五
月
二
十
三
日
に
芥
川
龍
之
介
の
処
女
作
品
集
「
羅
生
門
」
が
刊
行
さ
れ
た
年
で

あ
っ
た
。
龍
之
介
満
二
十
五
歳
。 

 
 

 

＊ 

 

序 
  

予
は
俳
句
に
關
し
て
は
、
全
く
門
外
漢
で
あ
る
。
從
つ
て
、
予
が
室
賀
君
の
こ
の
句
集
に
序
を
書
く
と

云
ふ
事
は
、
自
ら
揣
ら
ざ
る
も
の
だ
と
云
は
れ
て
も
仕
方
が
な
い
。［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
「
揣
ら
ざ
る
も
の
」
「
は
か
ら

ざ
る
も
の
」。
「
僭
越
」
の
意
。］ 

 

し
か
し
、
予
は
室
賀
君
の
生
活
に
關
し
て
な
ら
、
幾
分
の
知
識
を
持
つ
て
ゐ
る
。
そ
の
知
識
は
、
室
賀

君
の
藝
術
に
親
ま
う
と
す
る
人
に
と
つ
て
、
或
は
多
少
の
興
味
が
あ
る
か
も
知
れ
な
い
。
も
し
そ
れ
が
興

味
に
止
ら
ず
、
多
少
の
利
益
が
あ
る
と
す
れ
ば
、
予
が
そ
の
知
識
に
よ
つ
て
、
こ
の
序
を
書
く
と
云
ふ
事

は
、
幾
分
で
も
自
ら
揣
ら
な
い
と
云
ふ
非
難
を
免
れ
る
事
が
出
來
よ
う
か
と
思
ふ
。 

 

室
賀
君
の
職
業
は
行
商
で
あ
る
。
だ
か
ら
晝
は
車
を
ひ
い
て
、
雜
貨
類
を
商
つ
て
步
く
。
そ
の
時
の
君

を
見
た
も
の
に
は
、
こ
の
血
色
の
好
い
、
軀
幹
の
長
大
な
行
商
人
が
、
春
城
句
集
の
作
者
で
あ
る
事
は
、

確
か
に
意
外
な
發
見
で
あ
ら
う
。
ま
し
て
、
大
き
な
麥
藁
帽
子
の
下
に
あ
る
銳
い
眼
が
、
ト
ル
ス
ト
イ
を

讀
み
、
ド
ス
ト
イ
エ
フ
ス
キ
ー
を
讀
む
眼
だ
と
云
ふ
事
に
、
氣
の
つ
く
も
の
は
一
人
も
あ
る
ま
い
。
君
は

そ
の
職
業
に
よ
つ
て
、
月
々
の
衣
食
に
資
す
る
だ
け
の
金
を
得
れ
ば
、
そ
の
月
の
行
商
は
そ
れ
で
休
ん
で

し
ま
ふ
。
さ
う
し
て
そ
の
時
間
を
擧
げ
て
、
書
を
讀
む
の
と
、
句
を
作
る
と
に
費
し
て
し
ま
ふ
。
「
ア
ン

ナ
・
カ
レ
ニ
ナ
」
や
「
罪
と
罰
」
は
、
か
く
し
て
君
の
讀
破
す
る
所
と
な
つ
た
。
室
賀
君
に
と
つ
て
、
心

の
饑
は
、
肉
の
饑
と
ひ
と
し
く
、
苦
し
い
の
に
相
違
な
い
。 

 

室
賀
君
は
こ
の
心
の
饑
に
迫
ら
れ
て
、
久
し
い
以
前
に
基
督
敎
の
信
仰
を
求
め
た
。
さ
う
し
て
今
は
、

内
村
鑑
三
氏
の
門
下
に
あ
る
信
徒
の
一
人
と
な
つ
て
ゐ
る
。
君
が
行
商
を
以
て
職
業
と
す
る
の
も
、
單
に

肉
の
饑
を
み
た
す
爲
ば
か
り
で
な
い
と
云
ふ
事
は
、
こ
の
間
の
消
息
に
徵
し
て
も
知
れ
る
事
で
あ
ら
う
。 

 

予
は
ジ
ア
ン
・
ク
リ
ス
ト
フ
を
讀
ん
だ
時
、
ク
リ
ス
ト
フ
の
伯
父
に
當
る
、
ゴ
ツ
ト
フ
リ
イ
ド
と
云
ふ

行
商
人
が
出
て
來
る
度
に
、
屢
々
室
賀
君
の
事
を
思
ひ
出
し
た
。
素
朴
な
、
力
强
い
信
仰
に
於
て
も
、
君

は
正
に
ゴ
ツ
ト
フ
リ
イ
ド
の
亞
流

あ

り

う

で
あ
る
。
少
年
の
ク
リ
ス
ト
フ
は
、
こ
の
敬
虔
な
行
商
人
に
よ
つ
て
、

「
銀
色
の
霧
が
地
と
き
ら
め
く
水
と
の
上
に
漂
つ
て
ゐ
る
」
中
に
、
蛙
の
聲
と
蟋
蟀
の
聲
と
鶯
の
聲
と
が

つ
く
り
出
す
、
「
自
然
」
の
微
妙
な
曲
節
に
耳
を
開
い
て
貰
ふ
事
が
出
來
た
。
こ
の
句
集
の
著
者
と
讀
者

の
間
に
も
、
か
う
云
ふ
關
係
が
起
り
得
る
か
ど
う
か―

―

そ
れ
は
門
外
漢
な
る
予
の
知
る
所
で
は
な
い
。

が
、
も
し
起
り
得
る
と
す
れ
ば
、
さ
う
し
て
そ
れ
が
君
の
生
活
の
直
下

ぢ

き

げ

な
る
表
現
の
結
果
で
あ
る
と
す
れ

ば
、
そ
の
生
活
の
一
班
を
傳
へ
た
予
は
、
こ
の
上
も
な
く
滿
足
で
あ
る
。 

  
 

大
正
六
年
十
月
廿
一
日 
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龍 
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＊ 

岩
波
旧
全
集
で
は
、
最
終
段
落
の
末
文
中
の
「
一
班
」
が
『
一
斑
』
と
な
っ
て
い
る
。］ 

   
 

 
 

 
 

 
 

三
十
二 

俳
句
が
第
一
藝
術
で
あ
る
場
合 

  

『
俳
句
は
第
二
藝
術
で
あ
る
』
と
い
ふ
桑
原
武
夫
氏
の
議
論
は
昨
年
そ
れ
が
雜
誌
に
発
表
さ
れ
た
の
を

よ
ん
で
、
大
層
興
味
ふ
か
く
思
つ
た
も
の
で
あ
つ
た
。 

 

そ
の
後
、
桑
原
氏
の
意
見
に
共
鳴
す
る
人
々
や
、
そ
れ
に
賛
成
し
な
い
人
々
や
が
、
新
聞
や
雜
誌
に
い

ろ
い
ろ
議
論
し
て
ゐ
る
の
■
か
な
り
数
多
く
読
ん
だ
や
う
に
思
ふ
。
や
か
ま
し
く
論
ぜ
ら
れ
た
此
の
問
題

に
つ
い
て
茲
で
と
や
か
く
論
ず
る
つ
も
り
で
は
な
い
が
、
室
賀
老
人
か
ら
も
ら
つ
た
手
紙
を
よ
み
、
書
い

て
よ
こ
さ
れ
た
俳
句
と
短
歌
を
よ
ん
で
、
室
賀
老
人
に
と
つ
て
は
、
俳
句
は
確
実
に
第
一
藝
術
で
あ
る
と

云
ふ
こ
と
が
出
來
る
と
思
つ
た
。［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
「
■
」
は
底
本
画
像
で
は
欠
け
て
お
り
、
如
何
に
画
像
調
整
し
て
み
て
も
、

字
を
特
定
出
来
な
か
っ
た
。
文
脈
か
ら
は
「
を
」
ら
し
く
思
わ
れ
る
が
、
「
は
」
の
可
能
も
否
定
出
来
な
い
。］ 

 

も
ち
ろ
ん
、
斯
く
言
ふ
場
合
に
は
、
桑
原
氏
や
同
氏
の
意
見
に
く
み
す
る
人
た
ち
が
、
『
俳
句
は
第
一

藝
術
で
は
な
く
て
、
第
二
藝
術
で
あ
る
。
』
と
主
張
し
、
反
対
の
側
の
人
た
ち
が
『
俳
句
は
第
一
藝
術
た

る
こ
と
を
失
は
な
い
。
』
と
主
張
す
る
場
合
に
、
双
方
の
側
に
お
い
て
共
通
に
前
提
さ
れ
て
ゐ
る
ら
し
く

思
は
れ
る
と
こ
ろ
の
「
第
一
藝
術
」
の
槪
念
と
は
違
つ
た
し
か
た
で
「
第
一
藝
術
」
を
槪
念
し
て
ゐ
る
次

第
で
あ
る
。 

 

だ
が
、
ひ
る
が
へ
つ
て
考
へ
る
と
、
飽
く
ま
で
も
『
俳
句
は
第
一
藝
術
で
あ
る
。
』
と
主
張
す
る
人
々

の
大
部
分
は
、
こ
こ
で
『
室
賀
老
人
に
と
つ
て
は
俳
句
は
た
し
か
に
第
一
藝
術
で
あ
る
』
と
言
ふ
場
合
に
、

私
が
考
へ
て
ゐ
る
の
と
同
じ
や
う
な
「
第
一
藝
術
」
の
槪
念
と
桑
原
氏
な
ど
に
お
け
る
「
第
一
藝
術
」
の

槪
念
と
を
漠
然
と
混
同
し
て
ゐ
る
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。 

 

と
こ
ろ
で
、
桑
原
氏
の
い
は
ゆ
る
第
一
藝
術
の
槪
念
を
、
仮
り
に
第
一
藝
術
の
客
観
的
槪
念
と
よ
び
、

こ
こ
で
私
の
い
は
ゆ
る
第
一
藝
術
の
槪
念
を
、
第
一
藝
術
の
主
観
的
槪
念
と
呼
ぶ
こ
と
と
し
て
、―

―

一 

般
に
俳
句
は
客
観
的
意
義
に
お
け
る
第
一
藝
術
た
り
得
な
い
か
、
例
へ
ば
、
芭
蕉
の
俳
句
の
ご
と
き
も
の

の
中
に
も
客
観
的
意
義
に
お
け
る
第
一
藝
術
の
名
に
値
ひ
す
る
も
の
が
見
出
さ
れ
得
な
い
か
、
と
云
ふ
や

う
な
と
こ
ろ
か
ら
、
『
俳
句
は
第
二
藝
術
か
否
か
』
の
問
題
に
つ
い
て
考
察
す
べ
き
で
は
な
か
ら
う
か
、

と
い
ふ
氣
が
す
る
。 

 

そ
れ
か
ら
、
第
一
藝
術
の
主
観
的
槪
念
を
念
頭
に
置
い
て
考
へ
る
と
、
芭
蕉
は
俳
句
を
第
一
藝
術
と
し

て
後
半
生
を
送
つ
た
人
に
相
違
な
い
し
、
富
士
山
の
こ
と
に
つ
い
て
語
つ
た
直
後
に
名
も
無
い
小
丘
の
こ

と
に
つ
い
て
語
る
嫌
ひ
が
あ
る
か
も
知
れ
な
い
け
れ
ど
、
室
賀
老
人
も
ま
た
俳
句
を
第
一
藝
術
と
し
て
生

き
た
人
で
あ
る
ら
し
い
。 

 

［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
「
『
俳
句
は
第
二
藝
術
で
あ
る
』
と
い
ふ
桑
原
武
夫
氏
の
議
論
」
「
第
二
芸
術
論
」
は

敗
戦
直
後
に
フ
ラ
ン
ス
文
学
者
桑
原
武
夫
が
提
起
し
た
現
代
俳
句
否
定
論
。
昭
和
二
一
（
一
九
四
六
）
年



の
岩
波
書
店
の
『
世
界
』
十
一
月
号
に
「
第
二
芸
術―

―

現
代
俳
句
に
つ
い
て
」
の
題
で
発
表
さ
れ
た
も

の
で
あ
る
。
小
学
館
「
日
本
大
百
科
全
書
」
か
ら
引
く
と
、
『
桑
原
は
、
現
代
の
名
家
と
思
わ
れ
る
』
十

『
人
の
俳
人
の
作
品
を
一
句
ず
つ
と
、
そ
れ
に
無
名
ま
た
は
半
無
名
の
句
を
五
つ
混
ぜ
合
わ
せ
、
イ
ギ
リ

ス
の
批
評
家
リ
チ
ャ
ー
ズ
の
行
っ
た
よ
う
な
実
験
を
試
み
、
現
代
俳
句
は
、
作
者
の
名
前
を
消
し
て
し
ま

え
ば
優
劣
の
判
断
が
つ
き
が
た
い
と
い
う
こ
と
で
、
現
代
俳
句
の
芸
術
品
と
し
て
の
未
完
結
性
す
な
わ
ち

脆
弱
性
を
み
た
。
彼
に
よ
る
と
、
現
代
俳
句
は
、
他
に
職
業
を
有
す
る
老
人
や
病
人
が
余
技
と
し
、
消
閑

の
具
と
す
る
に
ふ
さ
わ
し
い
も
の
で
、
「
芸
術
」
と
い
う
よ
り
「
芸
」
で
あ
り
、
し
い
て
芸
術
の
名
を
要

求
す
る
な
ら
「
第
二
芸
術
」
と
よ
ぶ
べ
き
だ
と
い
う
。
桑
原
は
こ
の
第
二
芸
術
論
を
短
歌
や
私
小
説
に
ま

で
適
用
さ
せ
、
日
本
の
近
代
文
化
に
な
お
残
る
封
建
的
残
滓
を
手
厳
し
く
批
判
し
た
』
と
あ
る
。
「
ブ
リ

タ
ニ
カ
国
際
大
百
科
事
典
」
に
は
、
『
短
歌
に
対
し
て
は
小
田
切
秀
雄
』
や
『
臼
井
吉
見
ら
の
否
定
論
が

出
現
し
た
。
西
欧
市
民
文
学
を
理
念
と
す
る
性
急
な
伝
統
批
判
と
い
う
性
格
が
強
く
』
、『
時
代
思
想
の
流

行
性
を
印
象
づ
け
た
だ
け
で
』、
『
短
歌
や
俳
句
の
本
質
を
ゆ
る
が
す
に
は
い
た
ら
な
か
っ
た
』
と
す
る
。

私
は
中
学
二
年
の
時
、
国
語
教
師
の
小
島
心
水
先
生
か
ら
尾
崎
放
哉
の
句
集
を
借
り
て
以
来
、
没
頭
し
、

二
十
代
ま
で
『
層
雲
』
の
誌
友
と
な
り
、
卒
業
論
文
も
「
尾
崎
放
哉
論
」
で
あ
っ
た
程
度
に
は
俳
句
を
嗜

む
。
桑
原
の
「
第
二
芸
術
論
」
も
何
度
も
読
み
、
大
学
時
代
の
同
人
誌
で
、
そ
の
批
判
も
や
ら
か
し
た
こ

と
が
あ
る
。
桑
原
は
思
い
つ
き
の
言
い
っ
ぱ
な
し
で
、
肯
定
論
へ
の
再
反
論
な
ど
も
一
切
し
て
お
ら
ず
、

フ
ラ
ン
ス
語
公
用
論
な
ど
を
軽
率
に
主
張
し
た
り
し
た
辺
り
、
全
く
評
価
し
て
い
な
い
。
た
だ
、
俳
壇
か

ら
、
そ
れ
に
論
理
的
に
反
証
す
る
有
力
な
主
張
が
示
さ
れ
な
か
っ
た
点
で
、
既
存
の
俳
句
界
、
特
に
高
浜

虚
子
（
私
は
彼
の
句
を
殆
ん
ど
凡
庸
と
し
て
評
価
し
て
い
な
い
し
、
杉
田
久
女
を
抹
殺
し
た
彼
を
絶
対
に

許
さ
な
い
）
を
親
玉
と
す
る
守
旧
派
の
無
力
さ
が
露
呈
し
、
馬
鹿
に
は
出
来
な
い
も
の
と
は
言
え
る
。
少

な
く
と
も
定
型
俳
句
は
、
発
句
の
発
生
以
来
、
長
い
年
月
を
経
て
し
ま
っ
て
、
組
み
合
わ
せ
が
概
ね
出
き

切
っ
て
し
ま
っ
て
い
る
こ
と
は
、
物
理
的
論
理
的
に
も
確
か
で
あ
る
。
確
か
な
自
身
の
オ
リ
ジ
ナ
ル
な
五

七
五
で
あ
っ
て
も
、
過
去
を
遡
れ
ば
、
知
ら
れ
て
い
な
い
誰
彼
が
既
に
詠
ん
で
い
る
も
の
を
見
出
す
こ
と

は
、
極
め
て
容
易
な
失
望
の
極
致
た
る
事
実
な
の
で
あ
る
。 

「
室
賀
老
人
」
前
章
参
照
。］ 

  
 

 
 

 
 

 

三
十
三 

室
賀
老
人
の
俳
句
と
短
歌 

  

室
賀
老
人
が
手
紙
に
添
へ
て
私
に
示
さ
れ
た
俳
句
の
一
部
分
を
次
に
書
い
て
み
る
。
そ
れ
の
俳
句
と
し

て
の
價
値
に
つ
い
て
私
は
か
れ
こ
れ
と
述
べ
よ
う
と
は
思
は
な
い
。 

  
 

 

渾
沌
に
の
つ
と
出
で
た
つ
初
日
か
な 

  
 

 

こ
の
老
爺
何
か
は
す
る
ぞ
國
の
春 

  
 

 

小
幟
に
お
猿
く
く
ら
ん
春
の
風 



  
 

 
靄
靑
く
暮
れ
な
ん
と
し
て
野
路
の
梅 

  
 

 

花
に
來
て
の
ぞ
け
ば
閻
魔
睨
み
給
ふ 

  
 

 

薔
薇
紛
々
と
し
て
モ
デ
ル
台
に
上
る 

  
 

 

お
く
り
出
し
て
う
つ
ろ
に
居
れ
ば
草
ひ
ば
り 

  
 

 

石
膏
の
君
が
眠
り
よ
百
合
の
花 

  
 

 

燈
下
親
し
十
年
の
友
と
栗
を
む
く 

   
 

 

羽
子
を
つ
く
上
目
の
好
さ
よ
初
島
田 

  
 

 

（
老
い
て
老
を
知
ら
ず
、
十
八
の
女
房
が
ほ
し
い
位
で
す
） 

 
 

 

利
休
忌
に
つ
る
り
と
あ
た
ま
撫
で
に
け
り 

  
 

 

我
鬼
に
毛
が
ち
よ
つ
ぴ
り
生
え
た
三
四
郞 

  
 

 

ば
つ
さ
り
と
お
岩
が
や
ら
れ
た
樣
な
蚊
帳 

  
 

 

栗
め
し
の
出
來
の
早
さ
を
ほ
い
な
が
ら 

  
 

 

砂
の
上
に
小
屋
掛
け
の
氣
で
新
世
帶 

   
 

 

昇
る
初
日
は
御
國
の
み
み
は
た
み
く
に
よ
い
國
よ
い
御
旗 

  
 

 

雪
の
達
磨
も
尻
か
ら
と
け
る
余
り
長
居
は
せ
ぬ
が
よ
い 

  

室
賀
老
人
は
手
紙
の
中
に
「
し
か
し
其
れ
に
し
ま
し
て
も
学
問
の
無
い
、
而
も
小
学
校
す
ら
卒
業
し
て

居
り
ま
せ
ぬ
私
、
句
も
歌
も
間
違
だ
ら
け
の
事
を
も
の
し
て
居
る
か
も
知
れ
ま
せ
ん―

―

居
る
で
せ
う
」

と
書
い
て
ゐ
る
。
次
に
、
老
人
の
短
歌
を
か
か
げ
る
。 

 



 
 

 
或
る
も
の
の
胸
に
宿
り
し
其
日
よ
り
か
が
や
き
渡
る
天
地
の
色 

  
 

 

箱
車
ひ
き
て
か
へ
り
て
灯
と
も
し
て
物
を
し
煮
つ
つ
感
謝
す
わ
れ
は 

（
シ
ヤ
ボ
ン
う
り
） 

  
 

 
 

 
 

内
村
鑑
三
先
生 

 
 

 

雲
に
聳
ゆ
る
富
士
は
野
阜
と
な
る
日
ま
で
我
等
が
先
生
は
活
く
べ
く
あ
り
け
り 

  
 

 

穴
を
掘
る
む
ぐ
ら
眞
似
を
我
は
せ
じ
爆
彈
投
下
に
微
塵
と
な
ら
む 

  
 

 

高
射
砲
と
ど
ろ
き
渡
る
台
の
下
に
ひ
と
り
家
守
り
ぬ
眞
暗
き
ま
夜
を 

  
 

 

東
海
道
富
士
に
雲
な
き
日
を
ぞ
ゆ
く
車
窓
に
吹
入
る
靑
麦
の
風 

   
 

 
 

 
 

三
十
余
年
ぶ
り
の
展
墓 

 
 

 

申
わ
け
な
し
と
寒
け
く
う
な
だ
る
る
石
に
な
り
た
る
我
が
父
わ
が
母 

  
 

 
 

 
 

岩
國
川
十
里
の
上
流
。
川
沿
の
家 

 
 

 

爺
婆
と
柱
の
ご
と
き
大
木
を
ゐ
ろ
り
に
く
べ
て
宵
よ
ひ
語
る
も 

  
 

 
 

 
 

大 
 

牟 
 

田 

 
 

 

蒼
き
茶
色
の
け
ぶ
り
吐
き
つ
つ
並
立
て
る
大
煙
突
は
空
を
濁
ら
す 

  
 

 

九
州
を
め
ぐ
り
め
ぐ
り
て
帰
る
さ
に
見
れ
ば
菜
の
花
は
莢
に
な
り
つ
つ 

 

［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
室
賀
春
城
に
敬
意
を
表
し
て
、
こ
こ
で
は
特
異
的
に
俳
句
・
度
々
逸
・
短
歌
は
前
後
を

一
行
空
け
た
。 

「
渾
沌
」「
渾
沌
」
に
同
じ
。 

「
利
休
忌
」
茶
人
千
利
休
は
天
正
十
九
年
二
月
二
十
八
日
（
一
五
九
一
年
四
月
二
十
一
日
）
に
秀
吉
の
逆

鱗
に
触
れ
て
切
腹
し
た
（
一
条
戻
橋
に
て
梟
首
さ
れ
た
）。
享
年
七
十
。
仲
春
の
季
語
。 

「
我
鬼
」
こ
れ
は
句
意
か
ら
見
て
、
芥
川
龍
之
介
の
こ
と
で
は
な
く
、
単
に
「
子
ど
も
」
の
意
の
「
餓
鬼

が

き

」

を
誤
記
し
た
に
過
ぎ
な
い
。 

「
ほ
い
な
が
ら
」「
祝ほ

ぐ
」
の
「
ほ
ぎ
」
の
「
ぎ
」
を
イ
音
便
化
し
た
も
の
。 

「
昇
る
初
日
は…

…

」「
雪
の
達
磨
も…

…

」
は
度
々
逸
。
こ
の
前
で
二
行
空
け
た
の
は
、
底
本
が
一
行
空

け
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。 

「
内
村
鑑
三
先
生
」
室
賀
文
武
は
「
三
十
一 

室
賀
老
人
の
こ
と
」
で
私
が
注
し
た
通
り
、
キ
リ
ス
ト
者



と
し
て
内
村
鑑
三
に
師
事
し
た
。 

「
野
阜
」
本
来
は
「
の
づ
か
さ
」
と
読
み
、
「
野
司
」
と
も
書
く
、
「
野
原
の
中
で
小
高
く
な
っ
て
い
る

所
・
野
に
あ
る
丘
」
の
意
で
あ
る
が
、
音
数
律
か
ら
み
て
、「
の
づ
か
」
（
野
塚
）
と
読
ん
で
い
る
も
の
と

思
わ
れ
る
。 

「
む
ぐ
ら
」「
も
ぐ
ら
」（
土
竜
・
モ
グ
ラ
）
に
同
じ
。 

「
展
墓
」
墓
参
り
。 

「
岩
國
川
」
山
口
県
東
部
を
流
れ
る
錦
川
の
別
名
（
グ
ー
グ
ル
・
マ
ッ
プ
・
デ
ー
タ
。
以
下
同
じ
）
。
周

防
山
地
の
莇
（
あ
ざ
み
）
ヶ
岳
（
ピ
ー
ク
の
行
政
地
区
は
山
口
県
周
南
市
大
潮

お
お
し
お

）
に
発
し
、
岩
国
市
で
広

島
湾
に
注
ぐ
。
下
流
に
知
ら
れ
た
錦
帯
橋
が
あ
る
。
既
に
述
べ
た
通
り
、
室
賀
は
山
口
県
玖
珂
郡
室
木
村

（
現
在
の
岩
国
市
室
の
木
町
）
出
身
で
あ
る
。
因
み
に
、
室
賀
は
、
実
は
、
芥
川
龍
之
介
の
実
父
新
原
敏

三
と
同
郷
で
あ
っ
た
。
そ
れ
が
、
上
京
し
て
」
彼
の
下
で
働
く
契
機
と
な
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。
先
般
、

電
子
化
し
た
『
室
賀
文
武 

「
そ
れ
か
ら
そ
れ
」
（
芥
川
龍
之
介
知
人
の
回
想
録
・
オ
リ
ジ
ナ
ル
注
附
き
）
』

を
読
ま
れ
た
い
。 

「
上
流
」「
十
里
」
「
川
沿
の
家
」
旧
室
木
村
は
錦
帯
橋
の
東
方
の
近
く
、
広
島
湾
に
近
い
か
ら
、
こ
こ
か

ら
十
里
上
流
の
錦
川
沿
い
と
な
る
と
、
山
口
県
岩
国
市
錦
町
広
瀬
（
に
し
き
ま
ち
ひ
ろ
せ
）
が
相
当
す
る
。 

「
大
牟
田
」
福
岡
県
大
牟
田
市
。
旧
三
池
炭
鉱
で
知
ら
れ
る
有
明
海
東
岸
。］ 

  
 

 
 

 
 

 

三
十
四
「
戲
作
三
昧
」
に
お
け
る
馬
琴
の
俳
句
観 

 

芥
川
龍
之
介
が
大
正
六
年
に
執
筆
し
た
小
說
、「
戲
作
三
昧
」
の
中
に
次
の
や
う
な
個
所
が
あ
る
。 

 

「
貴
公
は
相
不
変
発
句
に
お
凝
り
か
ね
。」 

 

馬
琴
は
巧
に
話
題
を
轉
じ
た
。
が
こ
れ
は
何
も
眇

す
が
め

の
表
情
を
氣
に
し
た
訳
で
は
な
い
。
彼
の
視
力
は
幸

福
な
事
に
（
？
）
も
う
そ
れ
が
は
つ
き
り
と
は
見
え
な
い
程
、
衰
弱
し
て
ゐ
た
の
で
あ
る
。 

 

「
こ
れ
は
お
尋
ね
に
預
つ
て
恐
縮
至
極
で
ご
ざ
い
ま
す
な
。
手
前
の
は
ほ
ん
の
下
手
の
橫
好
き
で
今
日

も
運
座
、
明
日
も
運
座
、
と
、
所
々
方
々
へ
臆
面
も
な
く
し
や
し
や
り
出
ま
す
が
、
ど
う
云
ふ
も
の
か
、

句
の
方
は
一
向
頭
を
出
し
て
く
れ
ま
せ
ん
。
時
に
先
生
は
、
如
何
で
ご
ざ
い
ま
す
な
、
歌
と
か
発
句
と
か

申
す
も
の
は
、
格
別
お
好
み
に
な
り
ま
せ
ん
か
。」 

 

「
い
や
私
は
、
ど
う
も
あ
あ
云
ふ
も
の
に
か
け
る
と
、
と
ん
と
無
器
用
で
ね
。
尤
も
一
時
は
や
つ
た
事

も
あ
る
が
。」 

 

「
そ
り
や
御
冗
談
で
。」 

 

「
い
や
、
完
く
性
に
合
は
な
い
と
み
え
て
、
未
だ
に
と
ん
と
眼
く
ら
の
垣
覗
き
さ
。」 

 

馬
琴
は
、
「
性
に
合
は
な
い
」
と
云
ふ
語
に
、
殊
に
力
を
入
れ
て
か
う
云
つ
た
。
彼
は
歌
や
発
句
が
作

れ
な
い
と
は
思
つ
て
ゐ
な
い
。
だ
か
ら
勿
論
そ
の
方
面
の
理
解
に
も
、
乏
し
く
な
い
と
云
ふ
自
信
が
あ
る
。

が
、
彼
は
さ
う
云
ふ
種
類
の
藝
術
に
は
、
昔
か
ら
一
種
の
輕
蔑
を
持
つ
て
ゐ
た
。
何
故
か
と
云
ふ
と
、
歌

に
し
て
も
、
発
句
に
し
て
も
、
彼
の
全
部
を
そ
の
中
に
注
ぎ
こ
む
爲
に
は
、
余
り
に
形
式
が
小
さ
す
ぎ
る
。

だ
か
ら
如
何
に
巧
に
詠
み
こ
な
し
て
あ
つ
て
も
、
一
句
一
首
の
中
に
表
現
さ
れ
た
も
の
は
、
抒
情
な
り
叙

https://www.google.com/maps/place/%E9%8C%A6%E5%B7%9D/@34.1830541,132.1034724,11z/data=!4m5!3m4!1s0x3544d7df335bd725:0x99149eea6ad7b17c!8m2!3d34.2255811!4d131.9826731
https://www.google.com/maps/place/%E8%8E%87%E3%83%B6%E5%B2%B3/@34.349305,131.6599106,10.5z/data=!4m5!3m4!1s0x3544d216fbd00a33:0xe1a20b8e31dd97bd!8m2!3d34.3324906!4d131.7777146
https://www.google.com/maps/place/%E3%80%92740-0021+%E5%B1%B1%E5%8F%A3%E7%9C%8C%E5%B2%A9%E5%9B%BD%E5%B8%82%E5%AE%A4%E3%81%AE%E6%9C%A8%E7%94%BA/@34.1681365,132.1727679,13.25z/data=!4m5!3m4!1s0x354535aede5d615d:0x4fd6ab441b542a06!8m2!3d34.171849!4d132.2041748
https://onibi.cocolog-nifty.com/alain_leroy_/2023/01/post-133dca.html
https://onibi.cocolog-nifty.com/alain_leroy_/2023/01/post-133dca.html
https://www.google.com/maps/place/%E3%80%92740-0724+%E5%B1%B1%E5%8F%A3%E7%9C%8C%E5%B2%A9%E5%9B%BD%E5%B8%82%E9%8C%A6%E7%94%BA%E5%BA%83%E7%80%AC/@34.2667857,131.9334297,11.75z/data=!4m5!3m4!1s0x35452a0d6f446945:0x18529abd03d1861b!8m2!3d34.2664759!4d131.9295681
https://www.google.com/maps/place/%E7%A6%8F%E5%B2%A1%E7%9C%8C%E5%A4%A7%E7%89%9F%E7%94%B0%E5%B8%82/@33.0396257,130.2351957,9.25z/data=!4m5!3m4!1s0x35404e41137bf06d:0x62fcc25e6614e60d!8m2!3d33.0301948!4d130.4461388


景
な
り
、
僅
に
彼
の
作
品
の
何
行
か
を
充
す
丈
の
資
格
し
か
な
い
。
さ
う
云
ふ
藝
術
は

﹅

﹅

﹅

﹅

﹅

﹅

﹅

、
彼
に
と
つ
て

﹅

﹅

﹅

﹅

﹅

、

第
二
流
の
藝
術
で
あ
る

﹅

﹅

﹅

﹅

﹅

﹅

﹅

﹅

﹅

。―
―

（
原
文
に
は
傍
点
な
し
） 

  

「
戲
作
三
昧
」
は
芥
川
の
執
筆
し
た
数
多
く
の
小
說
の
中
で
私
の
好
き
な
も
の
の
一
つ
で
あ
る
が
、
右

に
引
用
し
た
「
戲
作
三
昧
」
の
中
の
一
と
く
だ
り
に
お
い
て
、
芥
川
が
馬
琴
の
藝
術
観
と
し
て
書
い
て
ゐ

る
所
に
該
当
す
る
や
う
な
見
解
が
、
実
際
に
馬
琴
の
書
い
た
も
の
の
中
に
見
出
さ
れ
る
か
否
か
を
、
私
は

知
ら
な
い
。
お
そ
ら
く
見
出
さ
れ
な
い
だ
ら
う
と
思
ふ
が
、
い
づ
れ
に
し
て
も
大
し
た
問
題
で
は
な
か
ら

う
。 

 

さ
て
「
戲
作
三
昧
」
の
中
に
馬
琴
の
藝
術
観
と
し
て
述
べ
ら
れ
て
ゐ
る
所
か
ら
す
れ
ば
、
俳
句
は
一
般

に
到
底
「
第
一
流
の
藝
術
」
で
は
あ
り
得
な
い
と
云
ふ
こ
と
に
な
り
さ
う
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
よ
し
芭
蕉

の
ご
と
き
天
才
を
以
て
し
て
も
、
第
一
流
の
藝
術
家
で
は
あ
り
得
な
い
と
云
ふ
こ
と
に
な
る
わ
け
で
あ
る
。 

 

芥
川
の
い
は
ゆ
る
「
第
一
流
の
藝
術
」
は
結
局
の
と
こ
ろ
桑
原
氏
の
い
は
ゆ
る
「
第
一
藝
術
」
と
同
意

義
で
あ
る
よ
う
に
思
は
れ
る
の
で
あ
る
が
「
戲
作
三
昧
」
の
中
の
馬
琴
の
考
へ
か
た
か
ら
し
て
、
俳
句
は

第
一
藝
術
た
る
資
格
が
無
い
と
さ
れ
る
理
由
と
、
桑
原
氏
が
同
一
の
こ
と
が
ら
を
主
張
さ
れ
る
に
つ
い
て

持
ち
出
さ
れ
た
根
拠
と
の
間
に
は
、
い
く
ら
か
相
違
が
あ
る
や
う
に
思
ふ
。 

 

と
こ
ろ
で
、
芥
川
自
身
は
こ
の
問
題
に
つ
い
て
ど
の
や
う
に
考
へ
て
ゐ
た
で
あ
ら
う
か
。
「
戲
作
三
昧
」

に
お
け
る
馬
琴
の
俳
句
観
に
同
感
で
あ
つ
た
ら
う
か
。
お
そ
ら
く
さ
う
で
は
な
か
つ
た
や
う
に
思
は
れ
る
。 

 

 

な
ほ
、「
第
一
藝
術
」
と
か
、
「
第
二
藝
術
」
と
か
云
ふ
言
葉
は
、
あ
ま
り
わ
か
り
好
い
言
葉
で
は
な
い

や
う
に
思
ふ
。
桑
原
氏
の
意
味
に
お
け
る
「
第
一
藝
術
」
は
、
芥
川
の
場
合
と
同
様
に
「
第
一
流
の
藝
術
」

と
謂
つ
た
方
が
わ
か
り
好
い
だ
ら
う
し
、
私
が
前
に
「
第
一
藝
術
の
主
観
的
槪
念
」
と
よ
ん
だ
も
の
を
指

し
示
す
た
め
に
は
「
第
一
義
の
藝
術
」
と
謂
つ
た
ら
可
か
ら
う
か
と
思
ふ
。 

 

［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
恒
藤
恭
の
見
解
に
私
は
諸
手
を
挙
げ
て
賛
同
す
る
も
の
で
あ
る
。 

「
戲
作
三
昧
」
は
『
大
阪
毎
日
新
聞
』
夕
刊
に
大
正
六
（
一
九
一
七
）
年
十
月
二
十
日
か
ら
十
一
月
四
日

ま
で
、
十
月
二
十
二
日
の
休
載
を
除
い
た
計
十
五
回
で
連
載
さ
れ
た
。
作
品
集
「
羅
生
門
」
刊
行
（
五
月

二
十
三
日
）
直
後
で
は
、
最
も
力
の
入
っ
た
名
作
で
あ
る
。
私
は
サ
イ
ト
版
で
「
大
正
八
（
一
九
一
八
）

年
一
月
に
新
潮
社
よ
り
刊
行
し
た
第
三
番
目
の
作
品
集
「
傀
儡
師
」（
く
わ
い
ら
い
し
（
か
い
ら
い
し
））

を
底
本
に
し
た
電
子
化
を
古
く
に
公
開
し
て
お
り
、
別
ペ
ー
ジ
で
オ
リ
ジ
ナ
ル
詳
細
注
も
し
て
あ
る
の
で
、

そ
ち
ら
を
見
ら
れ
た
い
が
、
以
上
の
引
用
は
同
作
の
「
二
」
の
中
間
部
か
ら
最
後
ま
で
で
あ
る
。
但
し
、

頭
の
部
分
は
「
馬
琴
は
巧
に
話
頭
を
轉
換
し
た
。
」
で
あ
る
の
を
、
恒
藤
は
い
じ
っ
て
し
ま
っ
て
い
る
。

な
お
、
作
中
の
主
人
公
馬
琴
の
作
品
に
対
す
る
悪
意
を
持
っ
た
批
評
な
ど
の
シ
ー
ク
エ
ン
ス
は
、
ま
さ
に
馬

琴
を
借
り
て
、
芥
川
龍
之
介
自
身
が
現
に
受
け
て
い
る
、
或
い
は
、
こ
れ
か
ら
受
け
る
こ
と
に
な
る
で
あ
ろ

う
作
品
へ
の
種
々
の
批
評
を
カ
リ
カ
チ
ャ
ア
し
て
い
る
感
が
非
常
に
強
く
感
じ
ら
れ
る
が
、
恒
藤
が
否
定
す

る
通
り
で
、
馬
琴
の
俳
句
観
は
、
イ
コ
ー
ル
芥
川
龍
之
介
の
俳
句
観
「
で
は
な
い
」。
芥
川
龍
之
介
は
終
生
、

俳
句
は
小
説
の
余
技
に
過
ぎ
な
い
な
ど
と
謙
遜
し
て
お
き
な
が
ら
、
明
か
に
非
常
に
拘
っ
た
俳
句
へ
の
嗜
好

を
持
ち
続
け
て
い
た
し
、
か
な
り
強
い
自
信
も
持
っ
て
い
た
。
な
お
、
私
は
サ
イ
ト
内
の
発
句
・
俳
句
の
ペ

http://yab.o.oo7.jp/gesaku.html
http://yab.o.oo7.jp/gesaku.html
http://yab.o.oo7.jp/gesaku.html
http://yab.o.oo7.jp/gesakutyu.html
http://yab.o.oo7.jp/texthaiku.htm


ー
ジ
で
、
現
在
ま
で
出
版
さ
れ
た
い
か
な
る
も
の
よ
り
も
多
く
採
録
し
た
「
芥
川
龍
之
介
俳
句
全
集
」
を
古

く
に
全
五
巻
で
完
成
し
て
い
る
の
で
、
そ
ち
ら
も
見
ら
れ
た
い
。
そ
の
程
度
に
は
私
の
芥
川
龍
之
介
の
俳
句

に
対
し
て
は
「
我
鬼
」
で
あ
る
と
言
っ
て
よ
い
の
で
あ
る
。
ど
っ
か
の
誰
か
が
編
集
者
に
お
任
せ
で
渉
猟
し

た
知
ら
れ
た
最
新
の
芥
川
龍
之
介
の
句
集
な
ど
、
俳
句
で
な
い
も
の
ま
で
拾
っ
て
い
る
、
激
し
い
噴
飯
物
で

あ
っ
た
。］ 

  
 

 
 

 
 

 
 

 

三
十
五 
俳
人
と
し
て
の
芥
川
龍
之
介 

  

中
村
草
田
男
氏
は
「
俳
人
と
し
て
の
芥
川
龍
之
介
」
と
題
す
る
一
篇
の
は
じ
め
に
次
の
如
く
書
い
て
ゐ

る
。
「
我
鬼―

俳
人
芥
川
龍
之
介―

は
、
当
然
の
こ
と
で
あ
る
が
、
小
說
家
芥
川
龍
之
介
と
全
然
別
個
の

存
在
で
は
な
い
。
た
だ
文
藝
の
異
な
れ
る
分
野
、
側
面
に
あ
ら
は
れ
た
藝
術
家
龍
之
介
の
共
通
の
姿
が
、

そ
こ
に
認
め
ら
れ
る
に
過
ぎ
な
い
。」 

 

草
田
男
氏
は
、
少
し
先
き
の
と
こ
ろ
で
次
の
や
う
に
述
べ
て
ゐ
る
。 

  

芥
川
は
俳
句
を
眞
に
愛
し
て
ゐ
た
。
或
る
雜
誌
か
ら
需
め
ら
れ
た
略
歷
風
の
文
章
の
中
に
は
「
余
技
は

発
句
の
外
に
は
何
も
な
い
。
」
と
答
へ
て
ゐ
る
。
唯
一
の
余
技
は
、
余
技
以
上
の
意
味
を
持
つ
て
ゐ
た
で

あ
ら
う
。
「
軽
井
沢
日
記
」
と
い
ふ
随
筆
の
中
に
は
、
こ
ん
な
一
節
が
あ
る
。
「
そ
の
晩
Ｒ
氏
が
自
分
の
俳

句
の
惡
口
を
言
つ
た
の
で
、
自
分
は
怒
つ
て
、
Ｒ
氏
の
頰
を
ぴ
し
や
ぴ
し
や
打
つ
た
。（
中
略
）
そ
ん
な
夢

を
見
た
。
さ
め
た
あ
と
も
変
な
気
が
し
て
不
快
だ
つ
た
。
」
余
技
と
銘
う
つ
て
ゐ
る
も
の
の
、
そ
れ
に
第

一
義
的
價
値
を
置
い
て
居
た
れ
ば
こ
そ
、
た
と
ひ
夢
中
の
世
界
に
於
て
で
も
。
他
人
の
非
難
の
言
辞
は
か

く
ま
で
聞
き
捨
て
難
か
つ
た
の
で
あ
ら
う
。
そ
れ
だ
け
に
。
数
少
い
彼
の
俳
句
作
品
中
、
彼
の
好
み
に
か

な
つ
た
も
の
に
は
長
い
年
月
に
亙
つ
て
絕
え
ず
彫
琢
が
施
さ
れ
て
居
た
や
う
で
あ
る
。
一
例
を
挙
け
れ
ば

こ
ん
な
記
事
が
あ
る
。
「
僕
、
曩
日
久
保
田
君
（
註
・
万
大
郎
）
に
『
う
す
う
す
と
雲
り
そ
め
け
り
星
月
夜
』

の
句
を
示
す
。
傘
雨
宗
匠
善
し
と
称
す
。
数
日
の
後
、
僕
前
句
を
改
め
て
『
冷
え
び
え
と
曇
り
立
ち
け
り

星
月
夜
』
と
爲
す
。
傘
雨
宗
匠
頭
を
振
つ
て
曰
、
『
い
け
ま
せ
ん
。
』
然
れ
ど
も
僕
畢
に
後
句
を
捨
て
ず
。
」

し
か
も
数
年
の
後
に
、
此
句
は
更
に
推
敲
さ
れ
て
「
風
落
ち
て
曇
り
立
ち
け
り
星
月
夜
」
と
訂
正
さ
れ
て

残
さ
れ
て
居
る
。…

…

念
の
た
め
、
先
、
彼
の
俳
歷
を
う
か
が
つ
て
み
よ
う
。
ち
や
う
ど
、
彼
自
身
の
一

文
「
わ
が
俳
諧
修
業
」
が
あ
る
。
こ
れ
に
よ
る
と―

―

小
学
校
時
代
、
四
年
生
の
時
に
始
め
て
十
七
字
を

並
べ
て
み
た
と
い
ふ
「
落
葉
焚
い
て
葉
守
り
の
神
を
見
し
夜
か
な
」
の
一
作
が
あ
る
。
自
ら
「
鏡
花
の
小

說
な
ど
読
み
て
ゐ
た
れ
ば
、
そ
の
羅
曼
主
義
を
学
び
た
る
な
る
べ
し
」
と
註
し
て
ゐ
る
が
、
只
管
驚
歎
に

値
す
る
早
熟
ぶ
り
で
あ
り
、
確
か
に
偏
つ
た
好
み
の
作
り
も
の
で
あ
る
と
は
い
へ
、
一
面
に
は
後
年
の
彼

の
藝
境
を
既
に
立
派
に
規
定
暗
示
し
て
ゐ
る
。 

  

俳
人
し
て
の
芥
川
龍
之
介
に
つ
い
て
草
田
男
氏
の
詳
細
な
諭
評
は
よ
く
肯
綮
に
中
つ
て
ゐ
る
と
思
ふ
け

れ
ど
、
こ
れ
以
上
こ
こ
に
紹
介
す
る
こ
と
は
差
控
へ
る
。 

 

無
名
の
俳
人
室
賀
文
武
氏
が
芥
川
家
を
訪
問
し
、
芥
川
夫
人
の
手
紙
の
中
に
か
い
て
あ
る
や
う
に
、
し

http://yab.o.oo7.jp/texthaiku.htm


ば
し
ば
長
時
間
芥
川
龍
之
介
と
対
談
し
た
折
り
に
、
訪
客
の
中
で
最
も
善
良
の
人
と
彼
が
評
し
て
ゐ
た
室

賀
氏
に
芥
川
は
俳
人
芥
川
龍
之
介
と
し
て
対
座
し
た
の
で
あ
つ
た
ら
う
か
。
小
說
家
芥
川
龍
之
介
と
し
て

対
座
し
た
の
で
あ
つ
た
ら
う
か
。
そ
れ
と
も
、
單
に
平
和
な
家
庭
の
人
芥
川
龍
之
介
と
し
て
対
座
し
た
の

で
あ
つ
た
ら
う
か
。
そ
の
い
づ
れ
と
も
私
に
は
見
当
が
つ
か
な
い
け
れ
ど
、
と
に
か
く
「
戲
作
三
昧
」
の

中
の
馬
琴
が
、
神
田
同
朋
町
の
銭
湯
松
の
湯
で
、
彼
の
著
作
の
愛
読
者
の
一
人
で
あ
る
近
江
屋
平
吉
に
向

つ
て
話
し
た
や
う
な
、
皮
肉
な
こ
と
ば
つ
き
を
弄
し
な
か
つ
た
こ
と
は
確
か
で
あ
ら
う
。 

  
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
―
―

一
九
四
八
・
四
・
一
四―

―
 

 

［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
本
篇
に
出
る
中
村
草
田
男
の
「
俳
人
と
し
て
の
芥
川
龍
之
介
」
は
手
軽
に
は
筑
摩
書
房

全
集
類
聚
「
芥
川
龍
之
介
全
集
」
別
巻
（
昭
和
四
六
（
一
九
七
一
）
年
刊
）
で
、
新
字
旧
仮
名
で
あ
る
が
、

読
む
こ
と
が
出
来
る
（
一
九
八
～
二
一
〇
ペ
ー
ジ
）。
ま
た
、
底
本
と
同
じ
く
「
国
立
国
会
図
書
館
デ
ジ
タ

ル
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
」
の
「
国
立
国
会
図
書
館
内/

図
書
館
・
個
人
送
信
限
定
」
の
こ
ち
ら
で
、
そ
の
初
出
で
あ

る
「
芥
川
龍
之
介
硏
究
」
（
大
正
文
學
研
究
會
編
・
昭
和
一
七
（
一
九
四
二
）
年
刊
）
を
視
認
出
来
る
（
か

な
り
地
が
焼
け
て
は
い
る
）。
こ
の
中
村
氏
の
論
考
は
芥
川
龍
之
介
の
俳
句
に
関
す
る
論
考
の
中
で
も
傑
出

し
た
も
の
で
、
未
読
の
方
は
是
非
読
ま
れ
た
い
。
残
念
な
が
ら
、
中
村
氏
に
著
作
権
は
存
続
し
て
お
り
、

私
の
生
き
て
い
る
内
に
は
電
子
化
出
来
な
い
。 

 

本
篇
を
以
っ
て
、
「
三
十
一 

室
賀
老
人
の
こ
と
」
に
始
ま
っ
た
綾
な
す
龍
之
介
絡
み
の
恒
藤
恭
の
俳

句
に
纏
わ
る
エ
ッ
セ
イ
は
終
わ
っ
て
い
る
。
］ 

『
或
る
雜
誌
か
ら
需
め
ら
れ
た
略
歷
風
の
文
章
の
中
に
は
「
余
技
は
発
句
の
外
に
は
何
も
な
い
。
」
と
答

へ
て
ゐ
る
』
こ
れ
は
大
正
一
四
（
一
九
二
五
）
年
一
月
発
行
の
雑
誌
『
文
藝
倶
楽
部
』
に
、
武
者
小
路
実

篤
・
徳
田
秋
声
等
九
人
の
作
家
の
回
答
と
一
緒
に
掲
載
さ
れ
た
「
現
代
十
作
家
の
生
活
振
り
」
の
中
の
芥

川
龍
之
介
の
そ
れ
で
あ
る
。
古
く
に
サ
イ
ト
で
電
子
化
し
て
あ
る
の
で
見
ら
れ
た
い
。
芥
川
龍
之
介
の

〈
俳
句
余
技
伝
説
〉
の
濫
觴
で
あ
る
。
そ
こ
だ
け
引
い
て
お
く
。 

 
 

 

＊ 

  
 

 
 

 
 

 

餘 
 

技 

  

餘
技
は
發
句
の
外
に
は
何
に
も
な
い
。
勝
負
事
は
ど
う
も
や
る
氣
が
起
ら
な
い
。
人
は
、
負
け
る
の
が

厭
だ
か
ら
な
の
だ
ら
う
と
云
ふ
が
、
自
分
は
、
必
ず
し
も
さ
う
と
は
思
つ
て
ゐ
な
い
。 

  
 

 

＊ 

こ
の
謂
い
は
、
虚
心
に
読
め
ば
、
寧
ろ
、「
余
技
」
を
謙
辞
と
し
て
読
む
べ
き
は
当
然
で
あ
っ
て
、
か
の
ス

ト
リ
ー
・
テ
ラ
ー
の
達
人
芥
川
龍
之
介
に
し
て
、
「
売
文
以
外
に
芸
術
と
し
て
の
創
造
物
と
し
て
自
信
が
あ

る
の
は
発
句
だ
け
で
あ
る
。」
と
闡
明
し
て
い
る
と
読
む
以
外
の
余
地
は
な
い
も
の
で
あ
る
。 

「
軽
井
沢
日
記
」
私
の
サ
イ
ト
版
「
芥
川
龍
之
介
輕
井
澤
日
録
二
種
」
の
二
種
目
の
「
大
正
１
４
（
１
９
２

https://dl.ndl.go.jp/pid/1885977/1/92
https://dl.ndl.go.jp/pid/1885977/1/92
https://dl.ndl.go.jp/pid/1885977/1/92
http://yab.o.oo7.jp/genndai10.html
http://yab.o.oo7.jp/genndai10.html
http://yab.o.oo7.jp/karuizawa2.html


５
）
年
８
月
２
４
日
（
月
）
芥
川
龍
之
介
輕
井
澤
日
錄
」
と
仮
題
し
た
も
の
が
、
そ
れ
で
あ
る
。
私
は
そ
こ

の
注
で
「
Ｒ
氏
」
（
こ
の
イ
ニ
シ
ャ
ル
の
人
物
の
み
が
不
明
）
に
つ
い
て
、
芥
川
龍
之
介
の
最
年
長
（
十

一
年
上
）
の
友
人
で
彼
が
「
入
谷
の
兄
貴
」
と
呼
ん
で
い
た
俳
人
小
澤
碧
童
を
候
補
と
し
て
い
た
。
河
東

碧
梧
桐
門
下
の
新
傾
向
俳
人
で
『
海
紅
』
同
人
で
あ
っ
た
。
何
よ
り
、
彼
は
「
露ろ

柴さ
い

」
と
い
う
俳
号
を
持

っ
て
い
た
か
ら
で
あ
る
。 

「
僕
、
曩
日
」（
な
う
じ
つ
（
の
う
じ
つ
）
：
先
の
日
。
）
「
久
保
田
君
（
註
・
万
大
郎
）
に
『
う
す
う
す
と

雲
り
そ
め
け
り
星
月
夜
』
の
句
を
示
す
。…

…

」
こ
れ
は
「
久
保
田
万
太
郎
氏
」
（
『
新
潮
』
大
正
一
三

（
一
九
二
四
）
年
六
月
）
の
末
尾
の
一
段
。
全
体
は
「
青
空
文
庫
」
の
こ
こ
で
読
め
る
が
、
新
字
新
仮
名

で
致
命
的
な
の
で
、
岩
波
旧
全
集
で
最
終
段
落
の
み
を
示
す
。 

 
 

 

＊ 

 

因
に
云
ふ
。
小
說
家
久
保
田
万
太
郞
君
の
俳
人
傘
雨
宗
匠
た
る
は
天
下
の
周
知
す
る
所
な
り
。
僕
、
曩

日
久
保
田
君
に
「
う
す
う
す
と
曇
り
そ
め
け
り
星
月
夜
」
の
句
を
示
す
。
傘
雨
宗
匠
善
と
稱
す
。
數
日
の

後
、
僕
前
句
を
改
め
て
「
冷
え
び
え
と
曇
り
立
ち
け
り
星
月
夜
」
と
爲
す
。
傘
雨
宗
匠
頭
を
振
つ
て
曰
、

「
い
け
ま
せ
ん
。
」
然
れ
ど
も
僕
畢
に
後
句
を
捨
て
ず
。
久
保
田
君
亦
畢
に
後
句
を
取
ら
ず
。
僕
等
の
差

を
見
る
に
近
か
ら
ん
乎
。 

 
 

 

＊ 

な
お
、
こ
れ
は
「
や
ぶ
ち
ゃ
ん
版
芥
川
龍
之
介
句
集 

一 

発
句
」
及
び
「
や
ぶ
ち
ゃ
ん
版
芥
川
龍
之
介

句
集
三 

書
簡
俳
句
（
明
治
四
十
三
年
～
大
正
十
一
年
迄
）
」
に
も
収
録
し
て
あ
る
の
で
参
照
さ
れ
た
い
。

ま
た
、
最
終
決
定
稿
を
支
持
す
る
（
私
も
同
感
）
私
の
「
其
の
後
の
虛
子
、
龍
之
介
、
二
氏
の
俳
句 

 
 

飯
田
蛇
笏
」
も
読
ま
れ
た
い
。
そ
も
そ
も
が
万
太
郎
の
句
を
私
は
全
く
認
め
な
い
男
で
あ
る
。 

「
わ
が
俳
諧
修
業
」
私
の
サ
イ
ト
版
の
こ
ち
ら
で
電
子
化
し
て
あ
る
。 

「
羅
曼
主
義
」「
浪
漫
主
義
」
に
同
じ
。 

「
肯
綮
に
中
つ
て
ゐ
る
」
「
こ
う
け
い
に
あ
た
つ
て
ゐ
る
」
。
「
荘
子
」
の
「
養
生
主
篇
」
の
一
節
が
原
拠
。

戦
国
時
代
の
魏
の
文
恵
王
に
仕
え
た
料
理
の
名
人
庖
丁

ぼ
う
ち
ょ
う

が
「
文
惠
君
の
た
め
に
牛
を
解
く
、
技
は
肯
綮
を

經ふ

る
こ
と
未
だ
か
つ
て
せ
ず
」
と
あ
る
の
に
基
づ
く
。
「
肯
」
は
「
骨
に
纏
わ
り
つ
い
た
厄
介
な
肉
」
、

「
綮
」
は
「
筋
と
肉
の
繋
が
る
複
雑
な
部
分
」
を
指
し
、
牛
を
解
体
す
る
際
に
重
要
な
問
題
の
あ
る
箇
所

で
あ
る
こ
と
か
ら
、
「
急
所
・
物
事
の
要
（
か
な
）
め
を
的
確
に
押
さ
え
捉
え
て
い
る
」
こ
と
を
意
味
す

る
。 

『
「
戲
作
三
昧
」
の
中
の
馬
琴
が
、
神
田
同
朋
町
の
銭
湯
松
の
湯
で
、
彼
の
著
作
の
愛
読
者
の
一
人
で
あ

る
近
江
屋
平
吉
に
向
つ
て
話
し
た
や
う
な
、
皮
肉
な
こ
と
ば
つ
き
を
弄
し
た
か
つ
た
こ
と
は
確
か
で
あ
ら

う
』
『
三
十
四
「
戲
作
三
昧
」
に
お
け
る
馬
琴
の
俳
句
観
』
（
ブ
ロ
グ
版
）
及
び
私
の
サ
イ
ト
版
「
戯
作
三

昧
」
を
参
照
さ
れ
た
い
。
］ 

  
 

 
 

 
 

 
 

 

三
十
六 

私
た
ち
の
ク
ラ
ス 

  

「
同
級
生
」
と
い
ふ
も
の
に
何
か
し
ら
特
殊
の
親
し
み
を
感
ず
る
と
云
ふ
の
は
、
お
そ
ら
く
大
て
い
の 
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人
々
に
共
通
な
心
理
だ
ら
う
と
思
う
。
曾
て
の
同
級
生
で
あ
つ
た
人
に
出
会
ふ
と
、
そ
の
人
を
は
じ
め
そ

の
他
の
者
た
ち
と
共
に
幾
ば
く
か
の
年
月
の
あ
ひ
だ
を
過
ご
し
た
学
校
時
代
の
こ
と
が
漠
然
と
意
識
の
底

か
ら
浮
き
上
り
さ
う
な
け
は
ひ
が
感
せ
ら
れ
、
過
去
に
お
け
る
自
分
み
づ
か
ら
の
生
涯
の
一
と
区
切
り
と

つ
な
が
り
を
持
つ
て
現
れ
た
相
手
の
人
の
上
に
、
自
分
み
づ
か
ら
の
過
去
を
な
つ
か
し
む
感
情
を
投
射
し

よ
う
と
す
る
か
ら
で
は
な
か
ら
う
か
。 

 

私
自
身
の
場
合
に
つ
い
て
云
へ
ば
、
小
学
校
時
代
の
同
級
生
で
あ
つ
た
少
年
少
女
た
ち
の
中
の
幾
人
か

に
つ
い
て
は
、
今
で
も
か
な
り
は
つ
き
り
し
た
記
憶
を
も
つ
て
ゐ
る
け
れ
ど
、
彼
ら
が
現
在
で
も
な
ほ
生

存
し
て
ゐ
る
か
ど
う
か
も
分
ら
な
い
。
中
学
校
時
代
の
ク
ラ
ス
メ
ー
ト
の
中
で
比
較
的
親
し
か
つ
た
者
た

ち
は
、
お
ほ
む
ね
死
ん
で
し
ま
つ
た
や
う
で
あ
る
し
、
そ
の
他
の
者
た
ち
の
消
息
も
わ
か
ら
な
く
な
つ
た
。

さ
す
が
に
大
学
生
時
代
の
同
級
生
に
つ
い
て
は
比
較
的
に
よ
く
消
息
の
わ
か
つ
て
ゐ
る
人
々
が
多
い
け
れ

ど
、
な
に
し
ろ
私
の
属
し
て
ゐ
た
法
科
は
学
生
の
数
が
多
か
つ
た
の
で
、
同
級
生
の
全
体
が
一
つ
の
ま
と

ま
つ
た
ク
ラ
ス
メ
ー
ト
の
集
團
を
か
た
ち
づ
く
つ
て
ゐ
た
と
い
ふ
感
じ
が
稀
薄
で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
、
高

等
学
校
時
代
に
あ
つ
て
は
、
四
十
人
足
ら
ず
の
数
の
靑
年
た
ち
が
同
一
の
ク
ラ
ス
を
か
た
ち
づ
く
り
な
が

ら
三
年
間
を
過
ご
し
た
も
の
で
あ
る
し
、
卒
業
後
に
お
け
る
そ
の
人
々
の
消
息
も
槪
し
て
割
合
に
よ
く
わ

か
つ
て
ゐ
る
の
で
、
そ
の
時
代
の
ク
ラ
ス
メ
ー
ト
は
、
私
に
と
つ
て
は
如
何
に
も
ク
ラ
ス
メ
ー
ト
ら
し
く

感
ぜ
ら
れ
る
の
で
あ
る
。 

 

私
は
明
治
四
十
三
年
の
九
月
に
一
高
の
英
文
科
に
入
学
し
た
が
、
そ
れ
は
第
一
部
乙
類
と
よ
ば
れ
て
ゐ 

た
。
そ
の
ク
ラ
ス
に
は
た
し
か
三
十
六
、
七
人
の
生
徒
が
ゐ
た
と
記
憶
し
て
ゐ
る
が
、
そ
の
中
の
十
人
ば

か
り
は
、
有
名
な
ド
イ
ツ
語
の
敎
授
岩
元
先
生
の
き
び
し
い
採
点
の
た
め
に
落
第
し
た
人
た
ち
で
、
山
本

有
三
、
土
屋
文
明
の
両
君
な
ど
も
こ
の
ダ
ル
ー
プ
に
属
し
て
ぬ
た
。
残
り
の
新
入
生
の
中
で
八
人
は
無
試

驗
で
入
学
し
た
人
た
ち
で
あ
つ
た
。
（
当
時
は
各
地
の
中
学
校
か
ら
推
薦
さ
れ
た
成
績
優
秀
の
者
に
つ
き
、

高
等
学
校
で
銓
衡
を
行
ひ
、
無
試
驗
で
入
学
を
許
可
す
る
制
度
が
行
は
れ
て
ゐ
た
。
）
旱
く
亡
く
な
つ
た

佐
野
文
夫
は
そ
の
一
人
で
あ
つ
た
し
、
芥
川
龍
之
介
及
び
現
在
の
人
と
し
て
は
久
米
正
雄
、
長
崎
太
郞
の

両
君
な
ど
も
こ
の
グ
ル
ー
プ
に
属
し
て
ゐ
た
。
第
三
の
グ
ル
ー
プ
、
つ
ま
り
試
驗
を
受
け
て
新
し
く
入
学

し
た
者
た
ち
の
中
に
は
、
菊
池
寛
、
成
瀨
正
一
、
石
田
幹
之
助
な
ど
の
人
々
が
ゐ
た
。
私
自
身
も
そ
の
一

人
で
あ
つ
た
，
松
岡
讓
君
も
無
試
驗
入
学
者
の
一
人
で
あ
つ
た
か
と
思
ふ
が
、
い
く
ら
か
記
憶
が
あ
い
ま

い
で
あ
る
。 

 

い
ろ
い
ろ
と
特
色
の
あ
る
ク
ラ
ス
だ
つ
た
が
、
な
か
ん
づ
く
山
本
有
三
、
土
屋
文
明
、
芥
川
龍
之
介
、 

久
米
正
雄
、
菊
池
寬
、
松
岡
讓
と
云
つ
た
や
う
に
、
後
年
作
家
と
し
て
重
き
を
成
す
に
至
つ
た
人
々
、
ま

た
成
瀨
正
一
、
佐
野
文
夫
の
ご
と
く
其
れ
に
準
ず
る
人
々
を
包
容
し
て
ゐ
た
点
に
お
い
て
、
著
し
い
特
色

の
あ
る
ク
ラ
ス
だ
つ
た
。 

 

だ
が
、
曾
て
の
ク
ラ
ス
メ
ー
ト
の
中
で
、
私
が
確
実
に
知
つ
て
ゐ
る
だ
け
で
も
、
四
分
の
一
ば
か
り
は

す
で
に
此
の
世
の
人
で
は
な
い
が
、
こ
の
春
の
は
じ
め
に
菊
池
寬
が
そ
の
一
人
に
加
は
つ
た
。 

 

［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
文
中
の
人
名
注
は
、
比
較
的
知
ら
れ
て
い
な
い
か
と
も
思
わ
れ
る
人
物
の
み
に
限
っ

た
。 



「
明
治
四
十
三
年
」
一
九
一
〇
年
。 

「
岩
元
先
生
」
岩
元
禎て

い

（
明
治
二
（
一
八
六
九
）
年
～
昭
和
一
六
（
一
九
四
一
）
年
）
。
一
高
の
ド
イ
ツ

語
及
び
哲
学
担
当
の
教
授
。
士
族
の
長
男
と
し
て
鹿
児
島
県
に
生
ま
れ
、
明
治
二
二
（
一
八
八
九
）
年
に

鹿
児
島
高
等
中
学
造
士
館
を
卒
業
後
、
明
治
二
十
四
年
に
第
一
高
等
中
学
校
（
第
一
高
等
学
校
の
前
身
）

本
科
を
卒
業
し
、
明
治
二
十
七
年
の
東
京
帝
国
大
学
文
科
大
学
哲
学
科
（
ラ
フ
ァ
エ
ル
・
フ
ォ
ン
・
ケ
ー

ベ
ル
に
師
事
）
卒
業
後
は
、
大
学
院
に
在
籍
し
つ
つ
、
浄
土
宗
高
等
学
院
（
現
在
の
大
正
大
学
）
で
ド
イ

ツ
語
と
哲
学
を
、
高
等
師
範
学
校
で
哲
学
を
教
え
た
。
明
治
三
二
（
一
八
九
九
）
年
か
ら
第
一
高
等
学
校

で
ド
イ
ツ
語
を
教
え
た
が
、
極
め
て
採
点
が
厳
し
い
名
物
教
授
と
し
て
知
ら
れ
、
安
倍
能
成
や
山
本
有
三

ら
は
、
岩
元
の
採
点
に
よ
っ
て
落
第
の
憂
き
目
を
見
た
学
生
で
あ
っ
た
。
学
習
院
高
等
科
時
代
の
志
賀
直

哉
に
家
庭
教
師
と
し
て
ド
イ
ツ
語
を
教
え
て
い
た
こ
と
も
あ
っ
た
と
い
う
。
一
高
で
は
、
哲
学
の
授
業
も

担
当
し
、
授
業
の
冒
頭
で
述
べ
、
且
つ
、
教
科
書
の
表
紙
に
書
か
れ
て
い
た
自
身
の
言
葉
に
「
哲
學
は
吾

人
の
有
限
を
以
て
宇
宙
を
包
括
せ
ん
と
す
る
企
圖
な
り
」
が
あ
る
。
著
書
に
「
哲
学
概
論
」
（
没
後
の
編
）

が
あ
る
。
以
上
は
彼
の
ウ
ィ
キ
に
拠
っ
た
。
そ
こ
で
も
一
説
と
し
て
あ
る
が
、
岩
波
新
全
集
の
関
口
氏
の

「
人
名
解
説
索
引
」
に
も
、
か
の
夏
目
『
漱
石
の
「
三
四
郎
」
の
広
田
先
生
の
モ
デ
ル
と
さ
れ
る
』
と
あ

る
。 

「
銓
衡
」「
選
考
」
に
同
じ
。 

「
佐
野
文
夫
」
後
の
戦
前
の
日
本
共
産
党
（
第
二
次
共
産
党
）
幹
部
佐
野
文
夫
（
明
治
（
二
五
（
一
八
九

二
）
年
～
昭
和
六
（
一
九
三
一
）
年
）。
「
芥
川
龍
之
介
書
簡
抄
１
９ 

／ 

大
正
二
（
一
九
一
三
）
年
書

簡
よ
り
（
６
） 

十
一
月
十
九
日
附
井
川
恭
宛
書
簡
」
の
私
の
注
「
佐
野
」
を
参
照
さ
れ
た
い
。 

「
長
崎
太
郞
」（
明
治
二
五
（
一
八
九
二
）
年
～
昭
和
四
四
（
一
九
六
九
）
年
）
。
高
知
県
安
芸
郡
安
芸
町

（
現
在
の
安
芸
市
）
出
身
。
京
都
帝
国
大
学
法
科
大
学
を
卒
業
後
、
日
本
郵
船
株
式
会
社
に
入
社
し
、
米

国
に
駐
在
し
、
趣
味
と
し
て
古
書
や
版
画
を
収
集
、
特
に
芥
川
龍
之
介
も
好
き
だ
っ
た
ブ
レ
イ
ク
の
関
連

書
の
収
集
に
力
を
入
れ
た
。
帰
国
後
に
武
蔵
高
等
学
校
教
員
と
な
っ
た
。
昭
和
四
（
一
九
二
九
）
年
、
京

都
帝
国
大
学
学
生
主
事
に
就
任
、
昭
和
二
〇
（
一
九
四
五
）
年
、
山
口
高
等
学
校
の
校
長
と
な
っ
て
山
口

大
学
へ
の
昇
格
に
当
っ
た
。
昭
和
二
十
四
年
に
は
京
都
市
立
美
術
専
門
学
校
校
長
と
な
り
、
新
制
大
学
へ

の
昇
格
に
当
り
、
翌
年
、
京
都
市
立
美
術
大
学
の
学
長
に
就
任
し
て
い
る
。 

「
こ
の
春
の
は
じ
め
に
菊
池
寬
が
そ
の
一
人
に
加
は
つ
た
」
芥
川
龍
之
介
の
盟
友
に
し
て
文
藝
春
秋
社
を

興
し
、
芥
川
賞
・
直
木
賞
・
菊
池
寛
賞
の
創
設
に
携
わ
っ
た
、
男
気
の
あ
る
作
家
菊
池
寛
は
、
本
編
の
初

出
の
昭
和
二
三
（
一
九
四
八
）
年
の
春
三
月
六
日
に
狭
心
症
の
発
作
を
起
こ
し
、
白
玉
楼
中
の
人
と
な
っ

て
い
た
。
満
五
十
九
で
あ
っ
た
。
］ 

  
 

 
 

 
 

 
 

三
十
七 

入
学
当
初
の
こ
ろ
の
菊
池
寬
の
こ
と 

  

一
高
時
代
の
ク
ラ
ス
メ
ー
ト
の
中
で
私
が
一
ば
ん
初
め
に
知
り
合
ひ
に
な
つ
た
の
は
、
菊
池
寬
で
あ
つ

た
。 

 

と
云
ふ
わ
け
は
、
入
学
試
驗
の
際
に
、
た
し
か
学
課
試
驗
が
終
つ
た
後
に
身
体
檢
査
が
あ
つ
た
と
き
に
、 

https://ja.wikipedia.org/wiki/%E5%B2%A9%E5%85%83%E7%A6%8E
https://onibi.cocolog-nifty.com/alain_leroy_/2021/03/post-622dc8.html
https://onibi.cocolog-nifty.com/alain_leroy_/2021/03/post-622dc8.html


私
は
丁
度
菊
池
寬
の
次
の
順
番
に
当
つ
た
の
で
、
そ
の
時
に
お
互
ひ
に
言
葉
を
交
へ
た
か
ら
で
あ
る
。
彼

は
そ
の
こ
ろ
か
ら
既
に
後
年
に
お
け
る
風
貌
と
あ
ま
り
変
り
の
な
い
顏
つ
き
、
か
ら
だ
つ
き
を
し
て
ゐ
た
。

一
見
し
た
と
こ
ろ
、
口
の
周
圍
か
ら
顎
に
か
け
て
髭
が
生
え
て
居
り
、
眼
鏡
の
奥
か
ら
シ
ョ
ボ
シ
ョ
ボ
し

た
眼
つ
き
で
ま
と
も
に
人
を
見
る
顏
つ
き
が
、
怕
し
い
［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
「
お
そ
ろ
し
い
」
。
］
や
う
な
、

そ
れ
で
ゐ
て
妙
に
ク
シ
ャ
ク
シ
ャ
と
し
て
ゐ
る
や
う
な
感
じ
が
し
て
、
ほ
か
の
受
驗
生
た
ち
よ
り
も
ず
つ

と
老
成
し
た
人
ら
し
く
見
え
た
。
し
か
も
、
顏
面
と
は
反
対
に
、
胴
や
手
足
は
女
性
的
な
ま
る
み
を
帶
び

た
か
ら
だ
つ
き
を
し
て
ゐ
る
の
が
印
象
的
で
あ
つ
た
。 

 

三
帖
と
ぢ
の
ノ
ー
ト
に
し
た
た
め
た
当
時
の
日
記
を
探
し
出
し
て
見
た
ら
、―

―

九
月
十
一
日
に
牛
込

区
内
左
内
坂
の
下
宿
先
を
引
拂
つ
て
、
向
が
岡
の
寄
宿
寮
に
移
つ
た
の
だ
が
、
九
月
十
五
日
（
第
五
日
）

の
と
こ
ろ
に
は
次
の
や
う
な
こ
と
を
書
い
て
ゐ
る
。 

  

朝
は
数
学
だ
。
哲
学
科
の
者
だ
け
き
く
の
だ
さ
う
だ
け
れ
ど
、
傍
聽
し
て
も
差
支
へ
な
か
ら
う
と
思
つ

て
ゆ
く
。（
註
・
そ
の
こ
ろ
英
文
科
の
中
で
も
將
來
大
学
で
哲
学
を
や
り
た
い
志
望
の
者
は
幾
分
ち
が
つ
た
取
り
あ
つ
か
ひ

を
受
け
て
ゐ
た
。）
例
の
髭
先
生
（
菊
池
君
）
が
き
て
ゐ
る
。 

 

「
や
あ
、
君
は
哲
学
科
で
す
か
」
と
問
ふ
と
、「
い
い
え
」
と
わ
ら
ふ
。 

 

「
傍
聽
し
て
も
差
支
へ
な
い
で
せ
う
ね
。」 

 

「
は
は
は
、
君
は
ど
の
寮
で
す
か
。」 

 

「
僕
で
す
か
。
南
寮
の
十
番
で
す
。
つ
い
こ
の
向
う
で
す
。」 

 

「
あ
、
さ
う
で
す
か
。
」 

 

「
君
は
ど
こ
で
す
。」 

 

「
東
寮
の
八
番
で
す
。」 

 

「
君
は
中
学
は
ど
こ
で
す
か
。」 

 

「
高
松
で
す
。」 

 

「
さ
う
で
す
か
。
高
松
は
あ
つ
た
か
い
で
せ
う
ね
。」 

 

「
君
は
ど
ち
ら
で
す
。」 

 

「
島
根
縣
松
江
の
中
学
で
す
よ
。」 

 

「
さ
う
で
す
か
。
で
も
、
ち
つ
と
も
発
音
が
わ
か
ら
な
い
事
は
あ
り
ま
せ
ん
ね
。」 

 

「
え
、
僕
は
島
根
縣
で
も
石
見
で
す
か
ら
ね
。」 

 

「
あ
、
さ
う
で
す
か
。
僕
た
ち
の
所
へ
松
江
か
ら
來
て
居
た
人
が
あ
つ
た
が
、
ち
よ
つ
と
も
語
が
わ
か

ら
な
い
ん
で
す
ね
。」 

 

「
君
は
い
つ
か
ら
東
京
に
居
る
ん
で
す
。」 

 

「
え
、
僕
あ
二
、
三
年
ま
へ
か
ら
居
る
ん
で
す
よ
。」 

 

や
が
て
先
生
が
來
ら
れ
る
。（
註
・
数
藤
敎
授
）
氣
に
な
る
ほ
ど
眼
を
ぱ
し
ぱ
し
さ
せ
て
、
「
ど
う
も
大
変

た
く
さ
ん
居
ら
れ
る
や
う
で
す
が
、
数
学
は
哲
学
の
方
ば
か
り
な
の
で
す
が
」
と
見
ま
は
さ
れ
る
。
コ
ソ

コ
ソ
五
、
六
人
出
て
ゆ
く
。
そ
こ
で
出
欠
を
つ
け
ら
れ
る
。
哲
学
科
の
も
の
だ
け
だ
。 

 

つ
け
終
つ
て
、 



 
「
ま
だ
ど
う
も
多
い
や
う
で
す
ね
。
傍
聽
も
い
い
で
す
け
れ
ど
、
し
ま
ひ
迄
き
い
て
貰
は
な
く
て
は
い

か
な
い
で
す
。
そ
れ
か
ら
傍
聽
す
る
人
は
さ
う
い
つ
て
出
て
も
ら
ひ
た
い
の
で
す
。」 

 
 

誰
だ
か
立
つ
て
、 

 

「
試
驗
さ
れ
る
の
で
す
か
。」 

 

と
問
ふ
。 

 

「
さ
う
で
す
。」 

 

こ
の
答
へ
に
ま
た
四
、
五
人
退
却
す
る
。
三
、
四
人
傍
聴
希
望
の
む
ね
を
つ
げ
る
。 

 

「
今
お
き
め
に
な
ら
ん
で
も
い
い
の
で
す
。
け
ふ
一
時
間
き
い
て
、
そ
の
あ
と
で
考
へ
た
の
ち
お
き
め

に
な
つ
て
頂
き
ま
す
。」 

 

「
え
え
、
こ
こ
で
は
そ
の
大
学
に
お
い
で
に
あ
つ
て
か
ら
哲
学
で
は
微
積
分
が
い
る
さ
う
で
す
か
ら
、

そ
の
初
步
を
や
る
の
で
す
。
そ
れ
に
は
代
数
や
三
角
の
さ
ら
へ
も
や
ら
ね
ば
な
ら
ぬ
し
、
解
析
幾
何
の
一

部
も
や
る
事
に
な
る
の
で
す
が
、
一
年
の
間
に
一
週
二
時
間
づ
つ
や
る
の
だ
か
ら
中
々
重
荷
で
す
。
ま
づ

微
積
分
の
ほ
ん
の
口
の
所
ま
で
や
る
つ
も
り
で
す
。」 

 

［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
文
中
の
人
名
注
は
、
比
較
的
知
ら
れ
て
い
な
い
か
と
も
思
わ
れ
る
人
物
の
み
に
限
っ

た
。
さ
て
。
恒
藤
恭
と
菊
池
寛
は
果
し
て
「
し
ま
ひ
迄
」
「
傍
聽
」
し
た
の
だ
ろ
う
か
？ 

恒
藤
は
後
に

法
哲
学
を
修
め
た
か
ら
、
終
え
た
感
じ
は
す
る
が
。 

「
牛
込
区
内
左
内
坂
」
（
さ
な
い
ざ
か
）
は
現
在
の
新
宿
区
市
谷
左
内
町
（
い
ち
が
や
さ
な
い
ざ
か
ち
ょ

う
：
グ
ー
グ
ル
・
マ
ッ
プ
・
デ
ー
タ
）。 

「
数
藤
敎
授
」
一
高
の
数
学
教
授
で
俳
人
・
歌
人
で
も
あ
っ
た
数
藤

す

ど

う

五
城

ご
じ
ょ
う

（
明
治
四
（
一
八
七
二
）
年
～

大
正
四
（
一
九
一
五
）
年
）
。
島
根
県
松
江
市
生
ま
れ
。
本
名
は
数
藤
斧
三
郎
、
別
名
を
小
野
三
郎
（
晩

年
の
歌
号
）
。
理
科
大
学
数
学
科
卒
。
一
高
数
学
教
授
と
し
て
、
晩
年
ま
で
務
め
た
。
早
く
か
ら
正
岡
子

規
に
俳
句
を
学
ん
だ
。
「
五
城
句
集
」
が
あ
る
（
日
外
ア
ソ
シ
エ
ー
ツ
「2

0

世
紀
日
本
人
名
事
典
」
に
拠

っ
た
）。］ 

  
 

 
 

 
 

 
 

三
十
八 

行
軍
の
と
き
の
菊
池
寬
の
こ
と 

  

入
学
し
て
か
ら
丁
度
一
ケ
月
目
の
十
月
十
一
日
か
ら
十
三
日
に
か
け
て
学
校
の
生
徒
の
行
軍
が
あ
つ
た
。

目
的
地
は
甲
府
で
、
出
発
の
日
か
ら
帰
校
の
日
ま
で
秋
雨
が
降
り
続
け
た
。 

 

第
一
日
は
甲
府
の
手
前
の
石
和
駅
で
下
車
し
、
雨
の
降
り
し
き
る
笛
吹
川
の
沿
岸
で
演
習
を
や
つ
た
後
、

夕
ぐ
れ
に
な
つ
て
甲
府
に
た
ど
り
つ
き
、
方
々
の
旅
館
に
分
宿
し
た
。
よ
る
私
た
ち
の
泊
つ
た
宿
屋
の
二

階
で
英
文
科
の
者
た
ち
の
コ
ン
パ
を
や
つ
た
。
日
記
の
中
に
は
、
「
菊
池
君
の
奇
声
で
う
た
ふ
デ
カ
ン
シ

ョ
が
最
も
喝
釆
を
博
し
た
。」
と
か
い
て
あ
る
。 

 

第
二
日
は
甲
府
滯
在
で
各
自
の
自
由
行
動
が
ゆ
る
さ
れ
た
が
、
日
記
を
見
る
と
、
次
の
や
う
な
こ
と
を

し
た
た
め
て
ゐ
る
。 

 

https://www.google.com/maps/place/%E3%80%92162-0846+%E6%9D%B1%E4%BA%AC%E9%83%BD%E6%96%B0%E5%AE%BF%E5%8C%BA%E5%B8%82%E8%B0%B7%E5%B7%A6%E5%86%85%E7%94%BA/@35.7053136,139.740389,15z/data=!4m5!3m4!1s0x60188c5f0514f21d:0xc35f15795cdf88c1!8m2!3d35.6944661!4d139.733589


 
 

菊
池
君
と
五
目
な
ら
べ
を
や
る
。
八
木
君
と
も
や
る
。
三
人
ぬ
き
を
や
る
。
頭
が
わ
る
い
な
を
連
発 

す
る
。
十
時
ご
ろ
か
ら
菊
池
、
根
本
と
雨
の
中
を
散
步
に
出
た
。
宿
屋
の
辺
は
柳
町
と
か
で
、
少
し
ゆ 

く
と
縣
廰
が
あ
り
、
中
学
校
は
石
垣
の
中
に
あ
る
。
山
田
君
（
註
・
松
江
中
学
の
先
輩
で
当
時
は
甲
府
中
学
敎 

諭
）
を
た
づ
ね
た
ら
、
授
業
中
と
の
こ
と
に
、
か
き
つ
け
を
お
い
て
出
る
。
菊
池
君
が
奇
声
を
発
し
て 

寮
歌
を
歌
た
ふ
。
舞
鶴
城
に
の
ぼ
る
。
よ
く
手
入
が
と
ど
い
て
ゐ
る
。
天
守
台
に
は
信
号
竿
が
立
つ
て 

ゐ
る
。
四
方
み
な
山
、
白
雲
漠
々
。
甲
府
の
形
勢
を
観
察
し
た
の
ち
下
り
て
帰
る
。
晝
め
し
は
キ
ザ
ミ 

ス
ル
メ
に
な
ら
づ
け
の
べ
ん
た
う
。
に
ぎ
り
め
し
が
二
つ
は
い
つ
て
ゐ
た
。
八
木
君
と
碁
を
う
つ
。
菊 

池
、
久
米
君
た
ち
は
牛
屋
へ
の
み
に
ゆ
く
。
小
栗
栖
君
が
水
晶
の
印
材
を
二
十
五
銭
で
か
つ
て
く
る
。 

十
五
銭
づ
つ
で
一
字
ほ
つ
て
く
れ
る
さ
う
だ
。
皆
火
で
ぬ
れ
も
の
を
あ
ぶ
る
。…

…
…

夜
、
山
田
君
が 

た
づ
ね
て
こ
ら
れ
、
一
緖
に
出
て
、
洋
食
店
へ
い
つ
て
ビ
ー
ル
を
の
み
、
洋
食
を
た
べ
て
話
し
た
。 

 
 

山
田
君
の
談
片
。
甲
府
の
気
候
は
大
陸
的
で
、
夏
は
非
常
に
あ
つ
く
、
夏
は
非
常
に
あ
つ
く
、
冬
は 

乾
つ
風
が
ふ
く
と
の
こ
と
。
甲
府
は
他
の
大
都
会
の
や
う
に
思
ひ
切
つ
て
ハ
イ
カ
ラ
文
明
に
も
な
り
得 

ず
、
又
地
方
の
質
朴
な
と
こ
ろ
も
無
く
、
中
ぶ
ら
り
ん
だ
と
の
こ
と
。
中
学
は
七
百
人
居
て
、
中
々
乱 

暴
で
あ
る
。
校
長
は
新
渡
戶
博
士
の
友
人
だ
と
の
こ
と
。
英
語
は
井
上
の
リ
ー
ダ
ー
を
使
つ
て
ゐ
る
。 

 

帰
つ
て
來
る
と
、
コ
ン
パ
の
お
し
ま
ひ
ぎ
は
だ
。 

あ
す
の
朝
は
一
時
に
出
発
だ
と
い
ふ
。
や
れ
や
れ 

と
全
く
悲
觀
す
る
。
菊
池
君
と
隣
り
合
せ
に
ね
て
話
す
。 

 
 

「
僕
は
な
ん
だ
ね
、
宗
敎
も
法
律
も
絕
対
に
そ
の
権
利
を
み
と
め
な
い
。
僕
は
政
治
家
も
大
臣
も
博 

士
も
偉
人
も
何
等
の
権
威
を
み
と
め
な
い
な
。」 

 
 

と
菊
池
君
が
言
ふ
。 

 
 

「
さ
う
だ
。
自
己
の
み
絕
対
だ
。
自
己
が
一
た
び
瞑
目
す
れ
ば
万
象
滅
す
だ
か
ら
ね
。」 

 
 

と
言
ふ
と
、 

 
 

「
い
や
、
僕
は
そ
の
自
己
を
も
疑
ふ
ん
だ
。」 

 
 

と
オ
ス
カ
ア
・
ワ
イ
ル
ド
を
か
つ
ぎ
出
し
た
。 

 

［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
文
中
の
人
名
注
は
、
比
較
的
知
ら
れ
て
い
な
い
か
と
も
思
わ
れ
る
人
物
の
み
に
限
っ

た
。 

「
入
学
し
て
か
ら
丁
度
一
ケ
月
目
の
十
月
十
一
日
か
ら
十
三
日
に
か
け
て
学
校
の
生
徒
の
行
軍
が
あ
つ
た
」

明
治
四
四
（
一
九
一
一
）
年
十
月
十
一
日
か
ら
十
三
日
で
あ
る
。
芥
川
龍
之
介
が
出
て
こ
な
い
は
、
気
管
支

カ
タ
ル
で
行
軍
を
欠
席
し
て
い
た
こ
と
に
よ
る
。
新
全
集
の
宮
坂
覺
氏
の
年
譜
で
は
、
十
月
『
西
川
栄
次
郎
』

（
東
京
帝
国
大
農
学
部
卒
で
、
同
大
助
手
と
な
り
、
研
究
員
と
し
て
英
国
へ
留
学
、
後
に
鳥
取
高
等
農
林
学

校
教
授
と
な
っ
た
）
『
と
と
も
に
塩
原
温
泉
に
出
か
け
る
。
気
管
支
カ
タ
ル
で
行
事
を
欠
席
中
だ
っ
た
が
、

病
気
が
好
転
し
た
た
め
』
と
好
意
的
に
書
い
て
あ
る
の
だ
が
、
行
軍
出
立
の
前
日
の
十
月
十
日
附
山
本
喜
誉

司
宛
書
簡
に
は
、『
尤
も
欠
席
屆
を
出
す
と
殆
ど
同
時
に
病
氣
も
な
ほ
つ
て
し
ま
ひ
ま
し
た
』『
こ
れ
か
ら
盬

原
へ
ま
ゐ
り
ま
す
』
と
あ
り
、
十
四
日
に
は
同
じ
く
山
本
宛
で
、
塩
原
発
信
と
思
わ
れ
る
塩
原
の
絵
葉
書
を

送
っ
て
い
る
。
し
か
も
、
こ
の
旅
行
の
同
行
者
西
川
栄
次
郎
も
一
高
の
同
期
生
で
あ
る
。
お
か
し
い
。
一
九

九
二
年
河
出
書
房
新
社
刊
の
鷺
只
雄
氏
の
編
著
に
な
る
「
年
表
作
家
読
本 

芥
川
龍
之
介
」
の
同
年
十
月
十



日
か
ら
十
五
日
の
条
に
、
は
っ
き
り
と
『
こ
の
時
、
学
校
で
は
』『
行
軍
演
習
中
で
あ
っ
た
が
、
二
人
と
も
』

（☜
☞

）『
病
気
と
称
し
て
巧
み
に
サ
ボ
ッ
た
も
の
。（
森
慶
祐
「
芥
川
龍
之
介
の
父
」）』
と
は
っ
き
り
晒
さ

れ
て
あ
る
の
で
あ
る
。
或
い
は
、
こ
の
仮
病
欠
席
を
、
恒
藤
恭
は
後
に
親
密
に
な
っ
て
か
ら
、
打
ち
明
け
話

と
し
て
知
っ
て
い
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
？ 

敢
え
て
そ
れ
を
晒
さ
ず
に
本
篇
を
書
い
た
恒
藤
の
方
が
、
遙

か
に
人
間
と
し
て
上
で
あ
る
と
言
え
る
と
、
芥
川
龍
之
介
の
霊
に
投
げ
か
け
て
お
く
こ
と
と
す
る
。 

「
八
木
君
」
八
木
実
道
（
理
三
）
。
恒
藤
・
芥
川
の
一
高
時
代
の
同
級
生
。
愛
知
県
生
ま
れ
。
東
京
帝
大

哲
学
科
卒
。
宇
都
宮
高
等
農
林
学
校
教
授
を
経
て
、
第
三
高
等
学
校
（
京
大
及
び
岡
山
大
の
前
身
）
生
徒

主
事
兼
教
授
と
な
っ
た
（
新
全
集
の
「
人
名
解
説
索
引
」
に
拠
っ
た
）。 

「
三
人
ぬ
き
を
や
る
。
頭
が
わ
る
い
な
を
連
発
す
る
」
五
目
並
べ
で
連
続
三
人
勝
ち
の
ル
ー
ル
で
、
な
か

な
か
そ
れ
が
出
な
か
っ
た
の
で
、
皆
、
か
く
言
っ
た
と
い
う
こ
と
か
。 

「
根
本
」
根
本
剛
（
明
治
二
五
（
一
八
九
二
）
年
～
昭
和
六
二
（
一
九
八
七
）
年
）
。
茨
城
県
生
ま
れ
。

旧
制
新
潟
中
学
校
教
諭
を
経
て
、
中
央
大
学
教
授
。
ホ
ー
ソ
ン
の
「
ワ
ン
ダ
ー
ブ
ッ
ク
」
の
翻
訳
が
あ
る

（
新
全
集
の
「
人
名
解
説
索
引
」
に
拠
っ
た
）。 

「
柳
町
」
甲
府
市
の
旧
町
名
。
こ
こ
の
附
近
（
グ
ー
グ
ル
・
マ
ッ
プ
・
デ
ー
タ
）
。
県
庁
と
舞
鶴
城
（
＝

甲
府
城
）
を
範
囲
に
含
め
た
。 

「
中
学
校
は
石
垣
の
中
に
あ
る
」
甲
府
城
の
南
に
あ
っ
た
府
第
一
高
等
学
校
に
併
設
さ
れ
て
い
た
甲
府
中

学
で
あ
ろ
う
。 

「
天
守
台
」
こ
こ
。
実
際
に
天
守
が
あ
っ
た
ど
う
か
は
不
明
。 

「
信
号
竿
」
飾
り
代
わ
り
の
旗
指
物
か
。 

「
牛
屋
」
不
詳
。
牛
肉
を
出
す
居
酒
屋
か
。
甲
州
牛
は
明
治
時
代
に
早
く
も
肉
質
の
高
さ
が
認
め
ら
れ
て

い
た
ブ
ラ
ン
ド
牛
の
走
り
で
あ
る
ら
し
い
。 

「
小
栗
栖
君
」
小
栗
栖
国
道
（
？
～
昭
和
二
（
一
九
二
七
）
年
）
は
大
分
県
生
ま
れ
。
一
高
で
は
恒
藤
恭

（
当
時
は
井
川
姓
）
・
芥
川
龍
之
介
に
次
い
だ
成
績
で
卒
業
し
、
恒
藤
と
同
じ
京
都
帝
大
法
科
へ
進
ん
だ
。

後
、
京
都
帝
大
教
授
と
な
っ
て
い
る
（
新
全
集
の
「
人
名
解
説
索
引
」
に
拠
っ
た
）。 

「
山
田
君
」
不
詳
。 

「
新
渡
戶
博
士
」
新
渡
戸
稲
造
。
明
治
三
九
（
一
九
〇
六
）
年
に
第
一
高
等
学
校
長
に
就
任
し
て
い
た

（
東
京
帝
国
大
学
農
科
大
学
教
授
兼
任
で
大
正
二
（
一
九
一
三
）
年
ま
で
）。 

「
井
上
の
リ
ー
ダ
ー
」
英
語
学
者
・
和
英
辞
典
編
纂
者
で
官
吏
で
も
あ
っ
た
井
上
十
吉
（
文
久
二
（
一
八

六
二
）
年
～
昭
和
四
（
一
九
二
九
）
年
）
の
監
修
に
な
る
英
語
の
リ
ー
ダ
ー
教
本
で
あ
ろ
う
か
。］ 

  
 

 
 

 
 

 
 

 

三
十
九 

一
高
生
活
の
終
り
の
こ
ろ 

  

ク
ラ
ス
メ
ー
ト
の
中
で
最
初
に
知
り
合
ひ
に
な
つ
た
の
は
菊
池
寬
だ
つ
た
け
れ
ど
、
そ
の
後
さ
ま
で
親

し
く
な
つ
た
わ
け
で
も
な
か
つ
た
。
一
年
生
の
あ
ひ
だ
居
た
南
寮
十
番
に
は
、
法
科
、
文
科
、
理
科
、
工

科
、
医
科
の
学
生
が
十
二
人
ば
か
り
ゐ
て
、
は
じ
め
の
一
年
間
は
む
し
ろ
そ
れ
ら
の
人
々
と
親
し
く
交
は

つ
た
。
第
一
学
期
の
あ
ひ
だ
は
あ
ま
り
芥
川
と
接
触
し
な
か
つ
た
が
、
第
二
学
期
に
な
つ
て
か
ら
次
第
に

https://www.google.com/maps/place/%E7%94%B2%E5%B7%9E%E8%A1%97%E9%81%93+%E7%94%B2%E5%BA%9C%E6%9F%B3%E7%94%BA%E5%AE%BF/@35.6622703,138.5708392,16.5z/data=!4m5!3m4!1s0x601bf9873b58a1c3:0xcb4569fcb4c5e73!8m2!3d35.6605339!4d138.5723842
https://www.google.com/maps/place/%E7%94%B2%E5%BA%9C%E5%9F%8E+%E5%A4%A9%E5%AE%88%E6%9B%B2%E8%BC%AA/@35.6650711,138.5709586,18z/data=!4m5!3m4!1s0x601bf95607348675:0x7a22d34f642aa131!8m2!3d35.6648232!4d138.5708096


お
互
ひ
に
親
し
み
を
も
つ
や
う
に
な
つ
た
。 

 

二
年
生
に
な
る
と
、
英
文
科
一
年
生
だ
け
が
南
寮
四
番
に
起
臥
す
る
こ
と
と
な
つ
た
。
こ
れ
は
自
治
寮

の
一
般
的
し
き
た
り
に
從
つ
た
も
の
で
あ
つ
た
。
芥
川
は―

―

ど
う
い
ふ
理
由
で
ゆ
る
さ
れ
た
の
か
知
ら

ら
な
い
け
れ
ど―

―
一
年
の
あ
ひ
だ
は
新
宿
の
自
宅
か
ら
通
学
す
る
こ
と
を
ゆ
る
さ
れ
て
ゐ
た
が
、
二
年

生
に
な
つ
て
か
ら
は
入
寮
し
て
、
南
寮
四
番
の
連
中
に
加
は
つ
た
。
（
菊
池
、
久
米
な
ど
と
い
ふ
人
々
は

別
の
室
だ
つ
た
）
そ
ん
な
や
う
な
わ
け
で
同
じ
室
に
起
臥
す
る
や
う
に
な
つ
て
か
ら
芥
川
と
の
交
は
り
は

ほ
ん
た
う
に
親
密
な
も
の
と
な
つ
て
行
つ
た
。 

 

自
治
寮
の
慣
例
で
三
年
生
に
対
し
て
は
全
寮
主
義
を
あ
ま
り
励
行
し
な
か
つ
た
の
で
、
三
年
生
に
な
る

と
芥
川
は
再
び
自
宅
か
ら
通
学
す
る
こ
と
と
な
り
、
私
も
退
寮
し
て
、
彌
生
町
の
下
宿
か
ら
通
学
す
る
こ

と
と
し
た
。
翌
年
の
四
月
に
は
、
ド
イ
ツ
大
使
館
づ
き
牧
師
エ
ミ
ー
ル
・
シ
ュ
レ
ー
ダ
ー
氏
が
小
石
川
区

上
富
坂
に
新
し
く
設
立
し
た
日
独
学
館
に
居
を
う
つ
し
、
第
三
学
期―

―

高
等
学
校
時
代
の
最
後
の
学
期

は
そ
こ
か
ら
通
学
し
た
。 

 

卒
業
試
驗
は
六
月
十
二
日
か
ら
始
ま
り
、
十
日
ば
か
り
続
い
た
。
そ
れ
に
先
立
つ
て
六
月
二
日
の
夕
か

た
、
上
野
の
精
養
軒
で
、
新
渡
戶
校
長
を
は
じ
め
、
英
語
の
村
田
、
石
川
、
畔
柳
の
三
敎
授
、
シ
ー
モ
ー

ア
、
ク
レ
メ
ン
ト
の
二
講
師
、
ド
イ
ツ
語
の
速
水
、
丸
山
の
二
敎
授
、
ユ
ン
ケ
ル
講
師
、
西
洋
史
の
斎
藤

敎
授
、
東
洋
史
の
箭
内
敎
授
、
漢
文
の
塩
谷
、
島
田
両
敎
授
、
國
文
の
今
井
敎
授
、
法
学
通
論
の
棚
橋
講

師
、
休
操
の
米
田
講
師
と
合
せ
て
千
六
人
の
先
生
を
招
侍
し
て
、
謝
恩
会
を
ひ
ら
い
た
。 

 

在
学
三
ケ
年
の
あ
ひ
だ
始
終
日
記
を
書
き
つ
づ
け
て
ゐ
た
わ
け
で
は
な
い
け
れ
ど
、
た
ま
た
ま
最
後
の

学
期
は
別
の
ノ
ー
ト
ブ
ッ
ク
に
日
記
を
か
い
て
ゐ
る
。
六
月
二
日
の
は
じ
め
の
部
分
に
は
次
の
や
う
な
こ

と
を
か
い
て
ゐ
る
。 

  
 

午
後
の
漢
文
が
す
ん
で
か
ら
芥
川
君
と
寮
の
二
階
に
い
つ
て
ね
こ
ろ
ん
だ
。
け
ふ
の
先
生
と
生
徒
と 

の
席
の
配
り
方
な
ど
を
相
談
す
る
。
三
時
半
ご
ろ
出
か
け
て
ゆ
く
。
不
忍
池
の
ほ
と
り
に
出
る
。
カ
ラ 

タ
チ
の
垣
が
の
ぞ
か
れ
た
。
上
を
ロ
ー
ル
に
し
た
ら
い
い
と
芥
川
君
が
前
々
か
ら
の
腹
案
を
く
り
返
す
。 

 
 

精
養
軒
に
く
る
と
、
店
の
人
が
二
階
の
ス
ピ
ー
キ
ン
グ
ル
ー
ム
や
食
堂
を
み
せ
て
く
れ
る
。
先
生
と 

 

生
徒
と
の
配
列
法
が
中
々
そ
の
人
の
あ
た
ま
に
は
い
り
か
ね
た
。
一
番
か
ら
四
十
七
番
ま
で
こ
さ
ヘ
て
、 

二
十
四
番
を
の
ぞ
く
外
は
偶
数
は
先
生
の
席
に
す
る
こ
と
に
き
め
た
。
番
号
を
芥
川
君
が
か
き
は
じ
め 

て
ゐ
る
と
、
中
島
、
加
藤
、
北
條
、
つ
い
で
谷
森
、
石
田
の
諸
君
が
き
た
の
で
、
あ
と
の
二
人
に
接
侍 

係
を
や
つ
て
も
ら
ふ
。
出
來
た
札
を
二
つ
の
盆
に
わ
け
て
の
せ
、
玄
関
で
先
生
に
も
生
徒
に
も
と
ら
せ 

る
。
先
生
で
は
村
田
さ
ん
が
眞
先
に
き
て
、
シ
ョ
ウ
の
「
ウ
ォ
レ
ン
夫
人
の
職
業
」
の
批
評
を
は
じ
め 

ら
れ
た…

…
…

。 

 

［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
「
彌
生
町
」
東
京
都
板
橋
区
弥
生
町
（
グ
ー
グ
ル
・
マ
ッ
プ
・
デ
ー
タ
。
以
下
、
無

指
示
は
同
じ
）
か
？ 

「
牧
師
エ
ミ
ー
ル
・
シ
ュ
レ
ー
ダ
ー
氏
」
ド
イ
ツ
人
牧
師
エ
ミ
ー
ル
・
シ
ュ
レ
ー
デ
ル
（E

m
il 

S
ch

ro
ed

er

）。
新
全
集
の
「
人
名
解
説
索
引
」
に
よ
れ
ば
、『
普
及
福
音
新
教
伝
道
会
教
師
』
で
、
明
治
四

https://www.google.com/maps/place/%E3%80%92173-0021+%E6%9D%B1%E4%BA%AC%E9%83%BD%E6%9D%BF%E6%A9%8B%E5%8C%BA%E5%BC%A5%E7%94%9F%E7%94%BA/@35.7410746,139.7214718,14z/data=!4m5!3m4!1s0x601892cc9aae4733:0xe6809b7065bc6d3d!8m2!3d35.7535746!4d139.6930519


一
（
一
九
〇
八
）
年
に
『
来
日
』
し
、『
小
石
川
上
富
坂
町
』
（
こ
こ
）
に
、
三
田
の
統
一
教
会
牧
師
で
一

高
の
ド
イ
ツ
語
教
師
で
も
あ
っ
た
『
三
並
良
』
（
み
な
み
は
じ
め
）
『
の
協
力
を
得
て
』
、『
日
独
学
館
寄
宿

舎
を
開
設
し
た
』
人
物
で
、
『
井
川
恭
』
・
『
長
崎
太
郎
』
・
『
藤
岡
蔵
六
ら
が
寄
宿
し
て
お
り
』
、
『
芥
川
も

た
ず
ね
た
こ
と
が
あ
る
』
と
あ
る
。 

「
日
独
学
館
」
正
式
な
同
学
館
の
学
生
寮
は
大
正
二
（
一
九
一
三
）
年
に
建
て
ら
れ
た
。 

「
卒
業
試
驗
は
六
月
十
二
日
か
ら
始
ま
り
、
十
日
ば
か
り
続
い
た
」
新
全
集
の
宮
坂
年
譜
に
よ
れ
ば
、
卒

業
試
験
は
大
正
二
（
一
九
一
三
）
年
六
月
十
二
日
か
ら
二
十
日
ま
で
。 

「
村
田
」
村
田
祐
治
（
元
治
元
（
一
八
六
四
）
年
～
昭
和
一
九
（
一
九
四
四
）
年
）
。
一
高
の
英
語
教
授
。

千
葉
県
生
ま
れ
。
東
大
英
文
科
卒
。 

「
石
川
」
不
詳
。 

「
畔
柳
」
畔
柳
都
太
郎
（
く
ろ
や
な
ぎ
く
に
た
ろ
う 

明
治
四
（
一
八
七
一
）
年
～
大
正
一
二
（
一
九
二

三
）
年
）
。
山
形
生
ま
れ
。
東
大
英
文
科
卒
。
在
学
中
か
ら
積
極
的
に
雑
誌
『
帝
国
文
学
』
に
論
文
を
発

表
し
、
文
芸
批
評
家
と
し
て
注
目
さ
れ
た
。
後
に
「
大
英
和
辞
典
」
な
ど
の
編
纂
し
た
。
既
に
述
べ
た
が
、

芥
川
龍
之
介
が
横
須
賀
機
関
学
校
に
就
職
出
来
た
の
も
、
彼
の
口
利
き
の
お
蔭
で
あ
っ
た
。 

「
シ
ー
モ
ー
ア
」
ジ
ョ
ン
・
ニ
コ
ル
ソ
ン
・
セ
イ
モ
ア
（Jo

h
n
 N

ich
o
lso

n
 S

ey
m

o
u
r

）。
イ
ギ
リ
ス
人
の
お

雇
い
英
語
講
師
。「
国
立
公
文
書
館D

IG
IT

A
L

ア
ー
カ
イ
ブ
」
の
こ
ち
ら
の
文
書
画
像
で
、「
第
一
髙
等
學

校
教
師
」
と
し
て
、
明
治
四
〇
（
一
九
〇
七
）
年
九
月
十
一
日
か
ら
明
治
四
十
二
年
七
月
十
日
ま
で
の
分

の
「
雇
入
」
簿
冊
が
確
認
出
来
る
。 

「
ク
レ
メ
ン
ト
」
こ
れ
は
前
注
の
同
じ
簿
冊
に
あ
る
ド
イ
ツ
人
お
雇
い
ド
イ
ツ
語
講
師
の
ウ
ィ
ル
ヘ
ル

ム
・
グ
ン
デ
ル
ト
（W

ilh
elm

 G
u
n
d
ert

）
の
こ
と
で
は
あ
る
ま
い
か
？ 

「
速
水
」
速
水
滉
（
明
治
二
五
（
一
八
九
二
）
年
～
昭
和
一
八
（
一
九
四
三
）
年
）
。
新
全
集
の
「
人
名

解
説
索
引
」
で
は
、
岡
山
生
ま
れ
の
一
高
教
授
と
し
、
心
理
学
者
と
あ
る
。
こ
の
当
時
の
一
高
で
は
ド
イ

ツ
語
教
授
を
や
っ
て
い
た
ら
し
い
。
後
に
京
城
帝
大
教
授
と
も
あ
っ
た
。 

「
丸
山
」
不
詳
。 

「
ユ
ン
ケ
ル
」
エ
ル
ン
ス
ト
・
エ
ミ
ー
ル
・
ユ
ン
ケ
ル
（E

rn
st E

m
il Ju

n
k
er 

一
八
六
四
年
～
一
九
二
七

年
）。
同
じ
く
「
国
立
公
文
書
館D

IG
IT

A
L

ア
ー
カ
イ
ブ
」
の
文
書
画
像
で
確
認
出
来
る
。「
芥
川
龍
之
介

書
簡
抄
１
１ 

／ 

明
治
四
五
・
大
正
元
（
一
九
一
二
）
年
書
簡
よ
り
（
４
） 

四
通
」
の
四
通
目
の

『
大
正
元
（
一
九
一
二
）
年
八
月
三
十
日
・「
卅
日
夕 

芥
川
龍
之
介
」
・
出
雲
國
松
江
市
田
中
原
町 

井

川
恭
樣
・「
親
披
」』
の
私
の
「
ゆ
ん
け
る
」
の
注
を
参
照
さ
れ
た
い
。 

「
斎
藤
」
斎
藤
阿
具
（
あ
ぐ 

慶
応
四
（
一
八
六
八
）
年
～
昭
和
一
七
（
一
九
四
二
）
年
）
は
歴
史
学
者

で
夏
目
漱
石
の
友
人
と
し
て
知
ら
れ
る
。
当
該
ウ
ィ
キ
に
よ
れ
ば
、
『
武
蔵
国
足
立
郡
尾
間
木
村
（
現
・

埼
玉
県
さ
い
た
ま
市
）
出
身
』
。
明
治
二
五
（
一
八
九
三
）
年
、
『
東
京
帝
国
大
学
史
学
科
卒
業
』
後
、

『
大
学
院
に
進
み
』
、
明
治
三
十
年
に
『
第
二
高
等
学
校
教
授
』
と
な
り
、
明
治
三
十
三
年
か
ら
三
『
年

間
ド
イ
ツ
、
オ
ラ
ン
ダ
に
留
学
』
し
た
。
そ
の
『
留
学
中
に
本
郷
区
駒
込
千
駄
木
町
の
家
を
漱
石
に
貸
し
』

て
い
る
。
『
漱
石
は
こ
こ
で
』
「
吾
輩
は
猫
で
あ
る
」
を
執
筆
し
た
『
た
め
、
「
夏
目
漱
石
旧
宅
跡
」
と
し

て
区
指
定
史
跡
と
さ
れ
』
、
『
旧
居
記
念
碑
が
建
っ
て
お
り
、
旧
居
は
明
治
村
に
移
築
さ
れ
た
』
と
あ
る
。

https://www.google.com/maps/place/%E6%9D%B1%E4%BA%AC%E9%83%BD%E6%96%87%E4%BA%AC%E5%8C%BA%E5%B0%8F%E7%9F%B3%E5%B7%9D+%E5%AF%8C%E5%9D%82/@35.7093633,139.7505434,15.5z/data=!4m5!3m4!1s0x60188c48e2eaf9ed:0xce86b77ff981030a!8m2!3d35.7085748!4d139.7502884
https://www.digital.archives.go.jp/DAS/meta/listPhoto?LANG=default&BID=F0000000000000009781&ID=M0000000000000246836&TYPE=
https://www.digital.archives.go.jp/DAS/meta/listPhoto?LANG=default&BID=F0000000000000009781&ID=M0000000000000246836&TYPE=
https://onibi.cocolog-nifty.com/alain_leroy_/2021/02/post-cf514a.html
https://onibi.cocolog-nifty.com/alain_leroy_/2021/02/post-cf514a.html
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E6%96%8E%E8%97%A4%E9%98%BF%E5%85%B7


『
帰
国
後
』
、
『
第
一
高
等
学
校
教
授
と
な
り
、
芥
川
龍
之
介
、
久
米
正
雄
、
山
本
有
三
ら
を
教
え
た
』
。

昭
和
八
（
一
九
三
三
）
年
に
『
定
年
退
官
』
し
、
『
名
誉
教
授
』
と
な
っ
て
い
る
。『
日
本
と
オ
ラ
ン
ダ
の

交
渉
を
研
究
し
、
ヘ
ン
ド
リ
ッ
ク
・
ド
ゥ
ー
フ
（
ヅ
ー
フ
）
、
フ
ィ
ッ
セ
ル
の
日
本
見
聞
記
を
訳
し
た
』

と
も
あ
る
。 

「
箭
内
」
箭
内
亘
（
や
な
い
わ
た
り 

明
治
八
（
一
八
七
五
）
年
～
大
正
一
五
（
一
九
二
六
）
年
）
は
福

島
県
生
ま
れ
で
東
京
帝
大
卒
の
東
洋
史
学
者
。
明
治
四
一
（
一
九
〇
八
）
年
、
に
満
鉄
歴
史
地
理
調
査
部

員
と
な
り
、
白
鳥
庫
吉
の
指
導
で
調
査
に
当
っ
た
。
帰
国
後
、
一
高
教
授
・
東
京
帝
大
講
師
と
な
り
、
大

正
十
四
年
に
は
教
授
と
な
っ
た
。
著
作
に
「
東
洋
読
史
地
図
」
「
蒙
古
史
研
究
」
が
あ
る
（
講
談
社
「
デ

ジ
タ
ル
版
日
本
人
名
大
辞
典+

P
lu

s

」
に
拠
っ
た
）。 

「
塩
谷
」
塩
谷
時
敏
（
し
お
や
と
き
と
し 
安
政
二
（
一
八
五
五
）
年
～
大
正
一
四
（
一
九
二
五
）
年
）

は
江
戸
青
山
の
生
ま
れ
の
漢
学
者
。
塩
谷
宕
陰

と
う
い
ん

の
嗣
子
と
な
っ
て
後
を
承
け
た
簣
山

き

ざ

ん

（
宕
陰
の
弟
）
の
子

と
し
て
生
ま
れ
、
家
学
を
継
い
だ
。
昌
平
黌
に
学
び
、
維
新
後
、
芳
野
金
陵
・
島
田
篁
村
・
中
村
敬
宇
ら

に
学
ん
だ
。
明
治
八
（
一
八
七
五
）
年
、
内
閣
修
史
局
に
出
仕
し
た
が
、
翌
年
、
辞
し
、
明
治
十
七
年
に

再
び
、
修
史
局
に
戻
っ
て
い
る
。
明
治
二
二
（
一
八
八
九
）
年
よ
り
、
第
一
高
等
中
学
校
教
授
と
な
り
、

大
正
九
（
一
九
二
〇
）
年
ま
で
勤
め
た
（
日
外
ア
ソ
シ
エ
ー
ツ
「2

0
世
紀
日
本
人
名
事
典
」
に
拠
っ
た
）
。 

「
島
田
」
島
田
均
一
な
る
人
物
で
あ
る
。 

「
今
井
」「
棚
橋
」「
米
田
」
不
詳
。 

「
上
を
ロ
ー
ル
に
し
た
ら
い
い
」
宴
会
場
の
席
を
教
員
と
生
徒
が
交
わ
る
よ
う
に
ロ
ー
ル
状
に
配
す
る
と

い
う
案
か
。 

「
中
島
」「
加
藤
」「
北
條
」
不
詳
。 

「
谷
森
」
谷
森
饒
男

に

ぎ

お

（
明
治
（
一
八
九
一
）
年
～
大
正
九
（
一
九
二
〇
）
年
）
は
一
高
時
代
の
同
級
生
。

一
高
へ
の
入
学
は
芥
川
龍
之
介
の
入
学
の
前
年
で
あ
る
が
、
同
期
と
な
っ
た
。
非
常
な
勉
強
家
で
卒
業
時

の
成
績
は
官
報
に
よ
れ
ば
、
井
川
・
芥
川
に
次
い
で
三
番
で
、
東
京
帝
大
入
学
後
は
国
史
学
を
専
攻
し
、

大
正
五
年
七
月
に
論
文
「
検
非
違
使
を
中
心
と
し
た
る
平
安
時
代
の
警
察
状
態
」
を
提
出
し
て
東
京
帝
国

大
学
文
科
大
学
史
学
科
を
卒
業
、
そ
の
後
、
東
大
史
学
会
委
員
と
し
て
編
纂
の
任
に
当
た
り
、
優
れ
た
平

安
時
代
研
究
を
も
も
の
し
た
が
、
惜
し
く
も
、
結
核
の
た
め
に
満
二
十
八
で
夭
折
し
た
。
芥
川
龍
之
介
と

の
交
流
を
考
証
し
た
も
の
は
、
高
重
久
美
（
く
み
）
氏
の
論
文
「
歴
史
学
者
谷
森
饒
男
と
芥
川
龍
之
介 

―

第
一
高
等
学
校
時
代
の
交
友
と
文
学―

」
（
大
阪
市
立
大
学
国
語
国
文
学
研
究
室
文
学
史
研
究
会
『
文

学
史
研
究
』
二
〇
一
七
年
三
月
発
行
。
リ
ン
ク
先
で
視
認
・
印
刷
が
可
能
）
が
恐
ら
く
唯
一
で
あ
る
。 

「
石
田
」
ま
ず
、
後
の
歴
史
学
者
で
芥
川
龍
之
介
と
も
親
し
か
っ
た
石
田
幹
之
助
で
あ
ろ
う
。 

『
シ
ョ
ウ
の
「
ウ
ォ
レ
ン
夫
人
の
職
業
」
』
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
出
身
の
文
学
者
ジ
ョ
ー
ジ
・
バ
ー
ナ
ー
ド
・

シ
ョ
ー
（G

eo
rg

e B
ern

ard
 S

h
aw

 

一
八
五
六
年
～
一
九
五
〇
年
）
が
一
八
九
三
年
に
書
い
た
戯
曲
‘M

rs 

W
a
rren

's P
ro

fessio
n

’
（
一
九
〇
二
年
ロ
ン
ド
ン
初
演
）。
売
春
と
結
婚
制
度
を
テ
ー
マ
と
し
た
問
題
作
で
、

検
閲
に
よ
っ
て
上
演
禁
止
と
な
っ
た
。］ 
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四
十 

卒
業
直
後
の
芥
川
の
書
簡 

  

六
月
二
十
日
に
卒
業
試
驗
は
終
つ
た
。
そ
の
翌
日
の
午
前
、
新
宿
に
芥
川
を
お
と
づ
れ
、
赤
城
行
き
の

打
ち
合
せ
を
し
た
。
二
十
二
日
あ
さ
芥
川
龍
之
介
、
長
崎
太
郞
、
藤
岡
蔵
六
と
私
と
の
四
人
が
上
野
駅
か

ら
出
発
し
た
。
三
年
間
一
緖
に
す
ご
し
た
高
等
学
校
生
活
の
名
残
り
を
惜
し
む
た
め
の
旅
行
で
あ
つ
た
。 

 

先
づ
赤
城
山
の
中
腹
に
た
ど
り
つ
き
、
湖
畔
の
宿
に
一
泊
し
た
。
あ
く
る
日
の
あ
さ
絕
頂
を
窮
め
た
後
、

下
山
し
て
、
前
橋
を
經
由
、
伊
香
保
の
溫
泉
で
一
泊
、
二
十
四
日
は
榛
名
山
に
登
つ
た
。
そ
の
翌
日
、
芥

川
と
藤
岡
と
は
帰
京
し
、
長
崎
と
私
と
の
二
人
は
妙
義
山
か
ら
軽
井
沢
に
ま
は
つ
た
上
帰
京
し
た
。 

 

月
末
に
は
私
は
そ
の
こ
ろ
松
江
に
住
ん
で
ゐ
た
母
の
許
に
帰
省
し
た
の
で
、
卒
業
式
に
は
参
列
し
な
か

つ
た
。
次
に
か
か
げ
る
の
は
、
松
江
に
か
へ
つ
た
私
に
吳
れ
た
芥
川
の
手
紙
の
文
句
で
あ
る
。
封
筒
の
消

印
は
、
内
藤
新
宿
、
大
正
二
年
七
月
十
八
日―

―

松
江
、
七
月
十
九
日
と
な
つ
て
ゐ
る
。
深
い
感
激
の
こ

こ
ろ
を
以
て
そ
れ
を
読
ん
だ
こ
と
が
思
ひ
出
さ
れ
る
。 

 

私
な
ど
の
到
底
及
び
難
い
、
す
ぐ
れ
た
天
才
的
な
能
力
を
も
つ
て
ゐ
る
友
人
と
し
て
、
私
は
芥
川
に
深

く
敬
服
し
て
ゐ
た
も
の
で
あ
つ
た
。
そ
れ
だ
の
に
、
あ
べ
こ
べ
に
芥
川
か
ら
、
彼
自
身
を
過
度
に
卑
下
し

た
文
句
を
つ
ら
ね
た
手
紙
を
も
ら
つ
て
、
甚
だ
忸
怩
た
る
も
の
が
あ
つ
た
。
私
が
書
か
れ
る
に
全
く
値
ひ

し
な
い
や
う
な
過
褒
の
こ
と
ば
が
、
そ
の
中
に
は
く
り
返
し
書
か
れ
て
あ
つ
た
か
ら
で
あ
る
。
そ
の
や
う

な
事
情
か
ら
、
芥
川
龍
之
介
全
集
編
集
部
に
宛
て
て
、
故
人
の
書
簡
の
う
つ
し
を
送
つ
た
際
に
は
、
こ
の

手
紙
の
う
つ
し
を
送
る
こ
と
は
し
な
か
つ
た
。
昭
和
二
年
七
月
二
十
四
日
に
芥
川
が
自
殺
し
て
か
ら
満
二

十
一
年
の
歲
月
が
経
過
し
た
が
、
生
き
延
び
た
私
は
こ
の
歲
月
の
あ
ひ
だ
を
碌
々
と
し
て
爲
す
こ
と
も
無

く
過
ご
し
て
來
た
も
の
で
あ
る
。
全
集
第
七
巻
「
書
簡
集
」
が
出
版
さ
れ
た
の
は
昭
和
四
年
で
あ
る
が
、

そ
の
こ
ろ
読
み
返
し
て
、
箱
の
中
に
納
め
て
置
い
た
の
を
、
久
し
ぶ
り
に
ま
た
読
み
返
し
て
、
故
人
に
対

し
て
今
さ
ら
に
心
恥
か
し
い
思
ひ
を
新
た
に
せ
ず
に
は
居
れ
な
い
。 

  
 

卒
業
式
を
す
ま
せ
て
か
ら
何
と
云
ふ
事
も
な
く
く
ら
し
て
し
ま
つ
た
。
人
が
來
た
り
、
人
を
訪
ね
た 

り
す
る
。
ほ
か
の
人
に
遇
は
な
い
日
は
一
日
も
な
い
。
休
み
に
な
つ
た
割
合
に
忙
し
い
の
で
こ
ま
る
。 

本
も
二
、
三
册
よ
ん
だ
。 

 
 

こ
の
休
暇
に
か
ぎ
つ
て
、
今
か
ら
休
み
の
日
數
が
非
常
に
少
い
や
う
な
氣
が
し
て
ゐ
る
。
も
う
す
ぐ 

に
新
学
期
に
は
い
る
。
学
校
が
は
じ
ま
る
。
そ
れ
が
い
や
で
仕
方
が
な
い
。
い
や
だ
と
云
ふ
中
に
は
、 

大
分
新
し
い
大
学
の
生
活
と
云
ふ
不
氣
味
な
感
じ
が
含
ま
れ
て
ゐ
る
の
は
云
ふ
ま
で
も
な
い
が
、
同
時 

に
ま
た
君
が
ゐ
な
く
な
つ
た
あ
と
の
三
年
の
さ
び
し
さ
を
予
感
す
る
の
も
、
い
や
な
感
じ
を
起
さ
せ
る 

大
き
な  F

acto
r  

に
な
つ
て
ゐ
る
。
顧
る
と
自
分
の
生
活
は
何
時
で
も
影
の
う
す
い
生
活
の
や
う
な
氣 

が
す
る
。
自
已
の
烙
印
を
刻
す
る
も
の
が
何
も
な
い
や
う
な
氣
が
す
る
。
自
分
の
オ
リ
ギ
ナ
リ
テ
ー
ト 

の
弱
い
、
始
終
他
人
の
思
想
と
感
情
と
か
ら
つ
く
ら
れ
た
生
活
の
や
う
な
氣
が
す
る
。
「
や
う
な
氣
が 

す
る
」
に
止
め
て
お
い
て
く
れ
る
の
は
、
自
分
の 

V
A

N
IT

Y
 

で
あ
ら
う
。
実
際
か
う
し
た
み
す
ぼ

ら
し
い
生
活
だ
と
し
か
考
へ
ら
れ
な
い
。 



 
 

た
と
へ
ば
、
自
分
が
何
か
し
や
べ
つ
て
ゐ
る
。
し
や
べ
つ
て
ゐ
る
の
は
自
分
の
舌
だ
が
、
舌
を
う
ご 

か
し
て
ゐ
る
の
は
自
分
で
は
な
い
。
無
意
識
に
之
を
や
つ
て
ゐ
る
人
は
幸
福
だ
ら
う
が
、
意
識
し
た
以 

上
こ
ん
な
不
快
な
自
己
屈
辱
を
感
ず
る
事
は
外
に
は
な
い
。
此
い
や
さ
が
高
じ
る
と
、
随
分
思
ひ
切
つ 

た
事
ま
で
し
て
自
已
を
主
張
し
て
み
た
く
な
る
。
自
分
は
こ
こ
で
三
年
間
の
自
分
の
我
儘
に
對
す
る
君 

の
寬
大
な
態
度
を
感
謝
す
る
の
を
最
適
当
だ
と
信
ず
る
。
自
分
は
一
高
生
活
の
記
憶
は
す
べ
て
消
滅
し 

て
も
、
君
と
一
緖
に
ゐ
た
事
を
忘
却
す
る
こ
と
は
決
し
て
な
い
だ
ら
う
と
思
ふ
。
こ
ん
な
事
を
云
ふ
と
、 

安
つ
ぽ
い
感
情
の
エ
キ
ザ
ジ
ェ
レ
ー
シ
ョ
ン
の
や
う
に
聞
え
る
か
ら
し
れ
な
い
が
、
自
分
が
感
情
を
誇 

張
す
る
の
を
輕
蔑
し
て
ゐ
る
事
は
君
も
つ
て
ゐ
る
だ
ら
う
。
兎
に
角
自
分
は
始
終
君
の
才
能
の
波
動
を 

自
分
の
心
の
上
に
感
じ
て
ゐ
た
。
此
事
は
君
が
京
都
の
大
学
へ
ゆ
く
事
に
な
り
、
自
分
が
独
り
東
京
に 

の
こ
る
事
に
な
つ
た
今
日
、
殊
に
痛
切
に
思
返
へ
さ
れ
る
。
遠
慮
な
く
云
は
せ
て
く
れ
給
へ
。
自
分
と 

君
と
の
間
に
は
感
情
の
相
違
が
あ
る
。
感
覚
の
相
違
が
あ
る
。
君
は
君
の
感
情
な
り
感
覚
な
り
を  

ju
stify

 

す
る
爲
に
よ
く
說
明
を
す
る
（
自
分
は
之
を
好
か
な
い
）。
僕
も
同
樣
に
說
明
す
る
事
が
出
來
る 

（
こ
の
相
違
か
ら
君
と
僕
の
間
の
趣
味
の
相
違
は
起
る
の
だ
が
）。
か
う
し
た
相
違
は
橫
の
相
違
で
、 

竪
の
相
違
で
は
な
い
か
ら
で
あ
る
。
対
等
に
権
利
の
あ
る
相
違
で
、
高
低
の
批
判
を
下
す
可
ら
ざ
る
相 

違
だ
か
ら
で
あ
る
。
し
か
し
理
智
の
相
違
は
さ
う
は
ゆ
か
な
い
。
自
分
が
君
の
透
徹
し
た
理
智
の
前
に 

立
つ
た
時
に
、
自
己
の
姿
は
如
何
に
曖
昧
に
、
如
何
に
貪
弱
に
見
え
た
ら
う
。
君
の
論
理
の
地
盤
は
如 

何
に
堅
固
に
、
如
何
に
緻
密
に
見
え
た
ら
う
。
之
は
思
想
上
の
問
題
に
つ
い
て
ば
か
り
で
は
な
い
。
実 

行
上
の
君
の ab

ility
 

の
前
に
自
分
は
如
何
に
自
分
の
弱
小
を
感
じ
た
ら
う
。
こ
ん
な
事
が
あ
る
。
二
年 

の
時
、
僕
が
寮
へ
は
い
つ
て
間
も
な
く
で
あ
つ
た
。
散
步
を
し
て
か
へ
つ
て
見
る
と
誰
も
ゐ
な
い
。
一 

寸
本
を
よ
む
氣
に
な
ら
な
か
つ
た
の
で
、
口
笛
を
ふ
き
な
が
ら
室
の
中
を
あ
る
い
て
ゐ
る
と
、
君
の
机 

の
上
に
あ
る
白
い
本
が
見
え
た
。
何
氣
な
く
あ
け
て
見
る
と
、
フ
ラ
ン
ス
語
の
マ
ー
テ
ル
リ
ン
ク
で
あ 

つ
た
。（
其
時
ま
で
僕
は
君
が
ふ
ら
ん
す
語
が
出
來
る
事
を
し
ら
な
か
つ
た
）。
自
分
は
そ
の
本
の
表
紙 

を
と
ぢ
る
時
に
、
讃
嘆
と
云
ふ
よ
り
寧
ろ
不
快
な
氣
が
し
た
。
そ
の
時
に
感
じ
た
不
快
な
氣
は
そ
の
後 

數
月
に
亘
つ
て
僕
を
剌
戟
し
て
、
何
册
か
の
本
を
よ
ま
せ
た
の
で
あ
つ
た
。 

 
 

（
こ
の
間
二
十
四
行
ば
か
り
省
略
） 

 
 

か
う
し
て
尊
敬
と
可
及
的
君
の
言
動
と
逆
に
出
よ
う
と
す
る
謀
叛
心
と
が
吸
心
力
［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
： 

マ
マ
。
後
も
同
じ
。］
と
遠
心
力
の
や
う
に
自
分
の
心
の
中
に
共
在
し
て
ゐ
た
。 

 
 

（
こ
の
間
十
行
ば
か
り
省
略
） 

 
 

自
分
は
こ
の
遠
心
力
も
全
く
無
益
だ
っ
た
と
は
思
は
な
い
。
前
に
も
云
つ
た
や
う
に
、
こ
れ
が
あ
つ 

た
爲
に
君
と
自
分
と
は
主
と
隷
と
に
な
ら
ず
に
す
ん
だ
。
け
れ
ど
も
又
之
が
あ
る
爲
に
自
分
は
如
何
に 

も
頑
迷
に
、
如
何
に
も
幼
稚
に
、
君
に
對
し
て
内
の E

G
O

 

を
主
張
し
た
事
が
度
々
あ
る
。
今
か
ら
考
へ 

る
と
冷
汗
の
出
る
や
う
な
事
が
な
い
で
も
な
い
。
よ
く
喧
嘩
を
せ
ず
に
す
ん
だ
と
思
ふ
。
し
か
も
喧
嘩 

を
せ
ず
に
す
ん
だ
の
は
全
く
自
分
の
力
で
は
な
い
。
終
始
君
の
寬
大
な
爲
で
あ
つ
た
。
自
分
が
没
論
理 

に
感
情
上
か
ら
卑
し
い
己
を
立
て
通
し
た
時
に
、
自
分
の
醜
い
姿
が
如
何
に
明
に
君
の
眼
に
映
じ
た
か 

は
、
自
分
で
も
知
つ
て
ゐ
る
。
地
を
換
へ
た
な
ら
、
自
分
は
必
ず
か
う
し
た
態
度
に
出
る
男
を
指
彈
し 

た
に
相
違
な
い
。
い
く
ら
寬
大
で
も
、
嘲
侮
は
し
た
に
相
違
な
い
。
此
点
で
自
分
は
君
が
よ
く
自
分
の 



我
儘
を
ゆ
る
し
て
く
れ
た
と
思
ふ
。
さ
う
し
て
さ
う
思
つ
た
と
き
に
、
今
ま
で
感
じ
な
か
つ
た
な
つ
か 

し
さ
が
新
し
く
自
分
の
心
に
あ
ふ
れ
て
く
る
。 

 
 

君
は
自
分
が
君
を
尊
敬
し
て
い
る
こ
と
は
し
つ
て
ゐ
る
だ
ら
う
と
思
ふ
。
け
れ
ど
も
自
分
が
如
何
に 

君
を
愛
し
て
ゐ
る
か
は
知
ら
な
い
か
も
し
れ
な
い
と
思
ふ
。
我
々
の
思
想
は
隅
の
隅
迄
同
じ
呼
吸
を
し 

て
ゐ
な
い
か
も
し
れ
な
い
。
我
々
の
神
経
は
端
の
端
ま
で
も
つ
れ
あ
つ
て
は
ゐ
な
い
か
も
し
れ
な
い
。 

し
か
し
自
分
は
君
を
理
解
し
得
た
に
近
い
と
信
じ
て
ゐ
る
し
、
君
も
又
こ
れ
を
信
じ
て
欲
し
い
と
思
つ 

て
ゐ
る
。 

 
 

一
諸
に
ゐ
て
一
緖
に
話
し
て
ゐ
る
間
は
感
じ
な
か
つ
た
が
、
愈
々
君
が
京
都
へ
ゆ
く
と
な
つ
て
見
る 

と
、
自
分
は
大
へ
ん
さ
び
し
く
思
ふ
。
時
と
し
て
は
惡
み
、
時
と
し
て
は
爭
つ
た
が
、
矢
張
三
年
間
一 

高
に
ゐ
た
間
に
一
番
愛
し
て
ゐ
た
の
は
君
だ
つ
た
と
思
ふ
。 

 
 

セ
ン
チ
メ
ン
タ
ル
な
事
を
か
い
た
が
、
笑
つ
て
は
い
け
な
い
。
こ
ん
な
事
を
考
へ
る
や
う
で
は
少
し 

神
經
衰
弱
に
か
か
つ
た
の
か
も
し
れ
な
い
と
思
ふ
。
し
か
し
今
は
眞
面
目
で
之
を
か
い
て
ゐ
る
。
か
き 

つ
つ
あ
る
間
は
少
く
と
も
僞
を
交
へ
ず
に
か
い
て
ゐ
る
と
思
つ
て
ゐ
る
。
自
分
は
月
並
な
友
情
を
感
激 

に
み
ち
た
文
句
で
表
白
す
る
程
閑
人
で
は
な
い
。
三
年
の
生
活
を
ふ
り
か
へ
つ
て
、
し
み
じ
み
と
之
を 

感
ず
る
か
ら
書
い
て
ゐ
る
の
で
あ
る
。 

 
 

君
の
ゐ
な
く
な
つ
た
あ
と
で
、
自
分
の
生
活
は
ど
う
変
る
か
。
遠
心
力
と
吸
心
力
と
は
中
心
を
失
つ 

た
後
に
ど
う
働
く
事
が
出
來
る
か
。
そ
れ
は
自
分
に
も
わ
か
ら
な
い
。
君
に
よ
つ
て
初
め
て
拍
た
れ
た 

鍵
盤
は
、
う
つ
手
が
な
く
な
つ
た
後
も
猶
ひ
び
く
事
が
出
來
る
か
。
出
來
る
と
し
て
も
、
始
と
同
じ
音 

色
で
ひ
び
く
だ
ら
う
か
。
そ
れ
も
自
分
に
は
わ
か
ら
な
い
。 

 
 

今
時
計
が
十
二
時
を
う
つ
た
。
も
う
ペ
ン
を
擱
か
な
く
て
は
な
ら
な
い
。
長
々
と
く
だ
ら
な
い
事
を 

か
い
た
が
、
ま
だ
書
き
た
い
事
は
沢
山
あ
る
や
う
な
氣
が
す
る
。
寢
て
も
、
こ
ん
な
調
子
で
は
寢
つ
か 

れ
さ
う
も
な
い
。 

 
 

（
こ
の
間
十
二
行
省
略
） 

 
 

村
田
さ
ん
の
と
こ
ろ
へ
は
行
つ
た
。
君
が
藪
の
あ
る
所
を
曲
る
と
云
つ
た
か
ら
、
山
伏
町
で
下
り
て
、 

二
番
目
の
橫
町
を
は
い
つ
て
か
ら
藪
ば
か
り
さ
が
し
た
が
、
藪
が
出
な
い
う
ち
に
先
生
の
門
の
前
へ
來 

て
し
ま
つ
た
。
村
田
さ
ん
の
う
ち
は
村
田
さ
ん
の
あ
た
ま
の
や
う
な
家
ぢ
や
あ
な
い
か
。
紅
茶
を
御
馳 

走
に
な
つ
た
。
女
中
が
小
さ
い
く
せ
に
大
へ
ん
丁
寧
な
の
で
感
心
し
た
。 

 
 

よ
み
に
く
い
だ
ら
う
が
我
慢
し
て
よ
ん
で
く
れ
給
へ
。
遅
く
な
つ
た
か
ら
も
う
寢
る
事
に
す
る
。 

 
 

蚊
が
く
ふ
。
蒸
暑
い
。 

 
 

御
寺
へ
は
八
月
の
二
、
三
日
頃
ゆ
く
事
に
し
た
。
さ
よ
う
な
ら
。 

 
 

 
 

 

十 

七 

日 

夜 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

龍 

 
 

 

恭 
 

君 

  

追
伸 

ま
た
田
中
原
だ
か
内
中
原
だ
か
わ
す
れ
た
か
ら
曖
昧
に
上
が
き
を
か
く
。
今
度
手
紙
を
く
れ
る

時
か
い
て
く
れ
給
へ
。 

 



［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
： 

本
篇
を
以
っ
て
「
芥
川
龍
之
介
の
こ
と
な
ど
」
は
終
わ
っ
て
い
る
。 

 

さ
て
、
以
上
の
芥
川
龍
之
介
の
書
簡
は
、
原
表
記
（
改
行
を
含
む
）
と
多
少
の
違
い
が
あ
る
箇
所
も
あ
る

が
、
概
ね
岩
波
旧
全
集
に
等
し
い
。
し
か
し
、
省
略
部
（
岩
波
版
と
同
じ
）
が
あ
り
、
恐
ら
く
初
め
て
こ
の

書
簡
を
、
こ
こ
で
読
ま
れ
た
読
者
は
、
内
心
、
消
化
不
良
の
不
満
を
持
た
れ
る
で
あ
ろ
う
。 

 

し
か
し
、
ご
安
心
あ
れ
！ 

私
は
既
に
、 

「
芥
川
龍
之
介
書
簡
抄
１
４ 
／ 

大
正
二
（
一
九
一
三
）
年
書
簡
よ
り
（
２
） 

三
通
」
の
三
通
目 

で
、
岩
波
文
庫
の
石
割
透
編
「
芥
川
龍
之
介
書
簡
集
」
（
二
〇
〇
九
年
）
で
復
元
さ
れ
て
あ
る
も
の
を
参
考

に
（
岩
波
の
新
全
集
原
拠
）
、
漢
字
を
概
ね
正
字
化
し
（
そ
の
際
は
岩
波
旧
全
集
の
こ
こ
ま
で
の
表
記
に
従

っ
た
）、
芥
川
龍
之
介
の
癖
を
参
考
に
現
代
仮
名
遣
を
歴
史
的
仮
名
遣
に
し
た
推
定
原
書
簡
復
元
版
を
作
成

し
て
お
り
、
オ
リ
ジ
ナ
ル
注
も
附
し
て
あ
る
か
ら
で
あ
る
。
ど
う
ぞ
！ 

そ
ち
ら
を
改
め
て
読
ま
れ
た
い
。］ 

                          

https://onibi.cocolog-nifty.com/alain_leroy_/2021/02/post-71528f.html


  
 

 
 

 
 

赤
城
の
山
つ
つ
じ 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
―
―

大
正
二
年
六
月―

―
 

 

［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
以
下
の
恒
藤
恭
「
旧
友
芥
川
龍
之
介
」
の
「
赤
城
の
山
つ
つ
じ
」
は
全
五
章
か
ら
成
る
が
、
松
田
義
男

氏
の
編
に
な
る
「
恒
藤
恭
著
作
目
録
」（
同
氏
の

H
P

の
こ
ち
ら
で

P
D

F

で
入
手
出
来
る
）
に
よ
れ
ば
、
初
出
は
若
き
日
の

山
陰
文
壇
の
常
連
で
あ
つ
た
恒
藤
恭
が
（
現
在
の
確
認
可
能
な
最
も
早
い
も
の
は
明
治
三
八
（
一
九
〇
五
）
年
一
月
一
日
に

『
銀
鈴
』
第
三
号
に
載
っ
た
長
詩
「
年
の
訪
れ
」
）
、
そ
の
投
稿
の
常
連
で
あ
っ
た
『
松
陽
新
報
』
に
大
正
二
（
一
九
一
三
） 

年
七
月
十
六
日
・
十
七
日
・
十
九
日
・
二
十
二
日
・
二
十
三
日
の
五
回
連
載
で
書
い
た
も
の
で
あ
る
。
恒
藤
恭
満
二
十
四
歳

の
時
の
も
の
。
こ
の
『
松
江
新
報
』
に
は
、
二
年
後
の
大
正
四
年
、
芥
川
龍
之
介
の
失
恋
の
傷
手
を
癒
す
た
め
に
龍
之
介
を

招
い
た
際
の
随
筆
「
翡
翠
記
」
も
連
載
し
て
い
る
（
私
の
ブ
ロ
グ
・
カ
テ
ゴ
リ
「
芥
川
龍
之
介
」
で
全
二
十
六
回
分
割
で
電

子
化
注
し
て
あ
る
）。 

 

本
篇
は
第
一
高
等
学
校
卒
業
記
念
と
し
て
卒
業
試
験
が
終
わ
っ
た
二
日
後
の
、
こ
の
大
正
二
年
六
月
二
十
二
日
に
、
芥
川

龍
之
介
・
恒
藤
恭
（
当
時
は
井
川
姓
）
・
長
崎
太
郎
・
藤
岡
蔵
六
の
四
人
で
赤
城
山
方
面
に
旅
し
た
際
の
恒
藤
恭
の
紀
行
文

で
あ
る
。
同
行
者
に
つ
い
て
は
「
友
人
芥
川
の
追
憶
」
の
「
十
四
」
で
注
を
附
し
て
あ
る
の
で
、
そ
ち
ら
の
私
の
注
を
見
ら

れ
た
い
が
（
そ
ち
ら
で
注
し
た
も
の
は
、
原
則
、
再
掲
し
な
い
）
、
旅
程
の
み
を
概
ね
再
掲
す
る
と
、
二
十
二
日
は
大
沼

（
お
の
：
恒
藤
の
「
お
ほ
ぬ
」
の
読
み
は
誤
り
）
湖
畔
に
泊
り
、
二
十
三
日
に
は
午
前
四
時
に
起
床
、
赤
城
山
に
登
頂
、
下

山
し
て
伊
香
保
に
宿
泊
、
翌
二
十
四
日
に
は
榛
名
山
に
登
頂
、
二
十
五
日
に
伊
香
保
に
滞
在
、
二
十
六
日
に
藤
岡
と
と
も
に

帰
京
し
て
い
る
（
井
川
と
長
崎
は
、
二
人
と
別
れ
、
妙
義
山
か
ら
軽
井
沢
に
向
か
っ
て
い
る
）
。
こ
の
登
山
の
途
中
、
「
赤
城

に
て
」
と
す
る
少
年
期
よ
り
の
親
友
山
本
喜
譽
司
に
宛
て
た
絵
葉
書
が
あ
る
（
大
正
二
（
一
九
一
三
）
年
六
月
二
十
三
日
・

消
印
二
十
四
日
）
。
私
の
「
芥
川
龍
之
介
書
簡
抄
１
４ 

／ 

大
正
二
（
一
九
一
三
）
年
書
簡
よ
り
（
２
） 
三
通
」
の
二

通
目
を
参
照
さ
れ
た
い
。］ 

  
 

 
 

 
 

 
 

一 

 

五
里
の
山
路
は
ほ
ん
た
う
に
長
か
つ
た
。 

 

足
尾
鉄
道
の
一
小
駅
上
神
梅

か
み
か
ん
ば
い

で
汽
車
を
下
り
て
か
ら
と
云
ふ
も
の
、
渡
良
瀨
川
の
溪
谷
を
後
に
し
て
赤

城
の
山
の
や
ま
裾
に
分
け
入
り
、
た
だ
最
早
奥
へ
輿
へ
と
漸
次
に
嶮
し
く
な
る
坂
道
を
谷
川
の
水
の
冷
め

た
さ
と
舌
に
溶
け
る
山
苺
の
甘
さ
と
に
慰
め
ら
れ
な
が
ら
登
つ
て
行
つ
た
。
晝
な
が
ら
梟
が
と
ぼ
け
た
声

で
鳴
き
、
又
し
て
も
黑
い
蛇
が
路
に
う
ね
り
出
る
。
六
月
の
山
の
華
か
な
寂
し
さ
を
一
茎
の
は
し
に
集
め

た
や
う
に
咲
く
む
ら
さ
き
の
菖
蒲
の
花
が
ま
つ
た
く
し
を
ら
し
い
。 

 

登
る
に
從
つ
て
頭
上
を
蔽
ふ
森
林
は
茂
み
を
增
し
て
な
つ
か
し
い
白
樺
の
木
が
ぼ
つ
ぼ
つ
眼
に
入
つ
て

來
る
。
四
人
づ
れ
の
中
の
二
人
の
友
は
行
き
悩
ん
だ
。
こ
の
春
胃
拡
張
を
病
ん
で
、
不
換
金
正
氣
散
と
云

ふ
漢
方
藥
の
二
合
分
を
一
合
に
煎
じ
詰
め
た
や
つ
を
根
氣
好
く
吞
ん
で
癒
つ
た
芥
川
は
「
こ
ん
な
に
心
臟

の
皷
動
が
急
だ
」
と
云
ふ
か
ら
そ
の
胸
に
手
を
当
て
て
見
る
と
、
成
る
程
、
無
暗
と
心
臟
が
跳
つ
て
居
た
。

「
こ
れ
で
も
つ
て
好
く
登
れ
る
ね
」
と
僕
は
感
心
し
た
。 

 

持
つ
て
來
た
く
だ
も
の
な
ん
か
は
疾
く
に
麓
の
辺
で
た
べ
て
し
ま
つ
た
。
「
バ
ナ
ナ
を
持
つ
て
來
れ
ば

http://ymatsuda.kill.jp/
https://onibi.cocolog-nifty.com/alain_leroy_/cat5103740/index.html
https://onibi.cocolog-nifty.com/alain_leroy_/2021/02/post-71528f.html


宜
か
つ
た
」
と
か
、
「
帰
つ
た
ら
上
野
の
停
車
場
を
出
て
山
下
の
汁
粉
を
た
べ
て
行
く
ん
だ
な
」
な
ど
と
、

各
自
が
勝
手
に
う
ま
い
も
の
の
話
を
持
ち
出
し
た
が
、
結
局
の
と
こ
ろ
少
し
も
空
き
腹
の
足
し
に
は
成
ら

な
い
。
水
は
掬
う
て
ふ
く
む
と
齒
の
根
に
透
る
や
う
な
冷
た
い
の
が
岩
を
劈
い
て
［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：

「
つ
ん
ざ
い
て
」
。
］
流
れ
て
ゐ
る
の
で
、
喉
の
渇
き
は
覚
え
な
い
が
、
お
腹
は
す
つ
か
り
空
ら
に
な
つ
て
、

步
い
て
行
く
と
身
体
の
中
心
が
取
れ
な
い
で
、
と
も
す
れ
ば
ふ
ら
ふ
ら
と
岩
角
に
躓
き
さ
う
で
あ
つ
た
。 

 

で
も
最
早
頂
き
は
と
ほ
く
あ
る
ま
い
と
思
ふ
と
登
つ
て
行
く
勇
氣
は
湧
い
て
來
た
。
白
樺
の
林
と
つ
つ

じ
咲
く
牧
場
と
に
囲
ま
れ
て
ゐ
る
と
云
ふ
山
上
の
湖
水
を
思
ふ
と…

…

た
と
へ
ば
相
知
ら
ぬ
い
ひ
な
づ
け

の
処
女
を
遠
い
國
か
ら
訪
ね
て
來
た
男
の
心
の
や
う
に
、
未
だ
見
ぬ
赤
城
の
大
沼

お

ほ

ぬ

［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
マ
マ
。
］
）

を
し
た
ふ
あ
こ
が
れ
の
情
が
疲
れ
た
身
体
の
重
く
鈍
つ
た
血
潮
を
あ
た
ら
し
く
澄
み
湧
き
立
た
せ
た
。 

 

最
後
に
休
ん
だ
場
所
の
水
は
殊
に
冷
め
た
か
つ
た
。
疲
れ
切
つ
た
長
崎
が
急
ぐ
や
う
に
し
て
抄す

く

つ
て
吞

ん
だ
あ
と
で
に
つ
こ
り

﹅

﹅

﹅

﹅

笑
つ
た
笑
顏
を
見
て
ゐ
た
芥
川
が
、
「
も
う
一
度
わ
ら
つ
て
御
覽
。
ほ
ん
た
う
に

今
は
無
邪
気
な
顏
を
し
て
う
れ
し
さ
う
に
笑
つ
た
ね
。
か
は
い
ら
し
い
顏
を
し
た
よ
。
ま
だ
あ
ん
な
無
邪

氣
な
笑
ひ
が
ほ
が
出
來
る
ん
だ
か
ら
賴
も
し
い
や
。
は
は
は
」
と
わ
ら
ふ
と
、
「
で
も
ほ
ん
た
う
に
嬉
し

か
つ
た
ん
だ
か
ら
」
と
長
崎
は
ほ
ほ
ゑ
ん
だ
。 

 

林
の
間
が
疎
ら
に
成
つ
た
。
た
う
と
う
登
り
盡
し
た
の
だ
、
草
原
を
一
と
息
に
の
ぼ
り
切
る
と
僕
た
ち

は
、
む
か
し
の
噴
火
口
を
囲
む
外
輪
山
の
一
角
の
上
に
立
つ
て
居
た
。
そ
し
て
そ
の
一
角
か
ら
は
じ
め
て

行
く
手
の
牧
原
の
は
て
に
澄
み
湛
へ
る
み
づ
う
み
の
白
い
面
を
眸
に
入
れ
た
そ
の
瞬
間…
…

そ
の
た
ふ
と

い
、
う
れ
し
い
愉
快
な
瞬
間
に
、
僕
た
ち
は
ひ
と
し
く
「
報
い
ら
れ
た
！
」
と
い
ふ
感
じ
を
抱
い
た
。
そ

の
次
に
は
も
う
飾
り
氣
の
無
い
感
情
の
流
れ
出
る
ま
ま
に
讃
嘆
の
こ
と
ば
を
四
人
が
口
々
に
叫
ん
だ
。 

 

見
よ
！ 

山
は
霊
な
る
も
の
の
抱
く
限
り
無
い
愛
執
の
こ
こ
ろ
を
深
く
包
ん
で
。
黃
昏
れ
る
藍
の
い
ろ

の
濃
い
衣
を
ひ
き
し
め
な
が
ら
、
醇
の
醇
な
る
光
を
放
つ
晶
の
み
づ
う
み
を
胸
に
か
い
抱
く
。
ゆ
ふ
べ
は

今
首

か
う
べ

を
う
な
だ
れ
て
靜
か
に
山
上
の
天
を
す
べ
り
足
し
て
行
く
の
で
あ
る
。 

 

［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
「
晶
」
マ
マ
。
「
液
晶
」
「
水
晶
」
の
脱
字
か
と
も
思
っ
た
が
、
或
い
は
確
信
犯
か
も

知
れ
な
い
。］ 

  
 

 
 

 
 

 
 

二 

  

赤
城
山
と
云
ふ
の
は
上
州
の
北
に
座
を
構
へ
て
居
る
熄
火
山
で
、
山
の
高
さ
は
海
拔
六
千
三
百
尺
ば
か

り
、
頂
き
の
噴
火
口
の
跡
は
湖
水
を
湛
へ
て
大
沼

お

ほ

ぬ

と
呼
ば
れ
て
居
る
。
そ
れ
を
囲
む
外
輪
山
は
高
く
成
り

低
く
な
り
し
て
ゐ
て
、
高
く
な
つ
た
と
こ
ろ
の
峯
々
に
は
大
黑
檜
山
、
小
黑
檜
山
、
地
藏
が
嶽
、 

鈴
ケ
岳

と
そ
れ
ぞ
れ
名
が
つ
い
て
居
る
。
山
は
四
方
八
方
に
溪
谷
を
射
出
し
て
、
長
い
長
い
裾
野
を
曳
き
、
は
る

か
に
信
濃
の
浅
間
山
と
向
ひ
あ
つ
て
、
雄
大
な
山
の
姿
を
競
ひ
合
つ
て
居
る
。［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
「
海
拔
六
千

三
百
尺
ば
か
り
」
千
九
百
九
メ
ー
ト
ル
ほ
ど
と
あ
る
が
、
ち
ょ
っ
と
ド
ン
ブ
リ
。
最
高
峰
で
あ
る
黒
檜
山

く
ろ
び
さ
ん

は
千
八
百
二
十
八

メ
ー
ト
ル
で
あ
る
。
な
お
、
「
赤
城
山
」
と
い
う
呼
称
は
一
つ
の
大
き
な
カ
ル
デ
ラ
の
火
山
体
を
総
称
す
る
名
で
あ
り
、
「
赤

城
山
」
と
い
う
峰
は
存
在
し
な
い
。
］ 



 
僕
た
ち
の
登
り
着
い
た
の
は
大
黑
檜

お

ほ

く
ろ

ひ

［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
マ
マ
。
］
と
地
藏
が
嶽
と
の
閲
の
外
輪
山
の
凹
み

で
あ
つ
た
。
此
処
は
、
も
う
五
千
尺
ば
か
り
の
高
さ
で
風
は
つ
め
た
く
薄
い
洋
服
の
肌
に
と
ほ
つ
た
。［
や

ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
「
五
千
尺
」
千
五
百
十
五
メ
ー
ト
ル
。
彼
ら
が
辿
り
つ
た
の
は
大
沼

お

の

の
南
岸
の
大
洞
（
お
お
ぼ
ら
）
附
近
で

あ
ろ
う
。
と
す
れ
ば
、
こ
の
附
近
の
標
高
の
ピ
ー
ク
は
千
三
百
六
十
メ
ー
ト
ル
で
あ
る
（
国
土
地
理
院
図
）。］ 

 

黃
ば
な
の
う
め
鉢
草
や
ゆ
き
わ
り
草
の
花
の
う
へ
に
座
し
て
暫
ら
く
憩
う
た
。
う
し
ろ
を
振
り
向
く
と

今
ま
で
登
つ
て
來
た
方
の
上
州
の
平
野
の
眺
め
が
は
る
け
き
思
ひ
を
誘
ひ
、
ゆ
く
て
の
谷
を
見
下
す
と
、

み
ど
り
の
牧
場
に
数
知
れ
ぬ
牛
や
馬
が
あ
そ
ん
で
居
り
、
牧
場
の
盡
き
る
と
こ
ろ
に
は
み
づ
う
み
の
水
が

白
う
光
つ
て
山
の
ふ
と
こ
ろ
に
柔
か
に
抱
か
れ
て
ゐ
る
。
岸
の
林
の
間
か
ら
夕
炊

ゆ

ふ

げ

た
く
宿
の
け
む
り
が
ほ

の
靑
く
立
ち
昇
つ
て
、
何
と
も
云
へ
な
い
な
つ
か
し
い
風
情
に
な
び
く
。 

 

疲
れ
も
忘
れ
た
。
飢
ゑ
も
わ
す
れ
た
。 

 

求
め
る
も
の
の
ち
と
つ
も
無
い
心
の
安
ら
か
さ
、
た
の
し
さ
を
胸
に
一
杯
み
な
ぎ
ら
せ
な
が
ら
、
山
芝

を
踏
む
わ
ら
じ
の
の
足
か
ろ
く
四
人
は
煙
り
の
一
と
す
ぢ
の
立
つ
方
へ
と
降
つ
て
行
つ
た
。 

 

夕
日
の
光
り
は
笑
み
こ
ぼ
れ
て
湖
畔
の
牧
場
に
そ
そ
ぎ
落
ち
た
。
い
ま
山
の
上
は
春
の
な
か
ば
で
、
若

草
が
敷
く
綠
の
氈
は
香
り
あ
た
ら
し
く
、
黃
の
勝
つ
た
茜
色
の
燃
え
る
や
う
な
赤
城
つ
つ
じ
は
今
を
盛
り

と
牧
原
を
蔽
う
て
咲
き
匂
ひ
、
幹
は
眞
白
く
、
梢
は
ほ
の
赤
み
、
枝
は
な
よ
や
か
に
撓し

な

へ
て
、
な
つ
か
し

い
藍
綠
色
の
葉
か
げ
を
つ
く
る
白
樺
が
あ
そ
こ
に
も
此
処
に
も
立
つ
て
居
る
。 

 

幸
ひ
な
る
も
の
よ
！ 

そ
の
間
を
牛
は
黑
や
赤
や
白
や
斑
や
の
う
つ
く
し
い
大
き
い
体
軀
を
小
い
［
や

ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
マ
マ
。
］
足
に
載
せ
て
、
あ
る
も
の
は
靜
か
に
步
み
、
あ
る
も
の
は
安
ら
か
に
憩
ふ
。
僕
た
ち

が
步
ん
で
行
く
と
、
み
ん
な
人
な
つ
か
し
さ
う
な
眸
を
み
は
つ
て
凝じ

つ

と
此
方
を
向
く
。
今
ま
で
母
牛
の
脇

に
ひ
し

﹅

﹅

と
寄
り
添
う
て
う
つ
つ
な
く
乳
を
吸
つ
ゐ
た
仔
牛
が
心
を
驚
か
し
た
の
か
俄
に
乳
を
は
な
れ
て
駈

出
す
と
、『
逃
げ
な
く
て
も
好
い
、
に
げ
な
く
と
も
』
と
友
の
一
人
は
思
は
ず
叫
ん
だ
。『
こ
ん
な
処
の
牛

飼
な
ら
一
生
成
つ
て
ゐ
て
も
好
い
な
』
と
ほ
か
の
一
人
が
激
し
た
声
で
言
ふ
。 

 

［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
「
黃
ば
な
の
う
め
鉢
草
」
ニ
シ
キ
ギ
目
ニ
シ
キ
ギ
科
ウ
メ
バ
チ
ソ
ウ
属
ウ
メ
バ
チ
ソ

ウ P
a
rn

a
ssia

 p
a
lu

stris 

。
花
は
脈
を
持
っ
た
白
い
花
で
あ
る
が
、
花
弁
の
底
が
仄
か
に
黄
緑
色
を
帯
び
る
。

グ
ー
グ
ル
画
像
検
索
「
ウ
メ
バ
チ
ソ
ウ
」
を
リ
ン
ク
さ
せ
て
お
く
。 

「
ゆ
き
わ
り
草
」
ツ
ツ
ジ
目
サ
ク
ラ
ソ
ウ
科
サ
ク
ラ
ソ
ウ
属
セ
イ
ヨ
ウ
ユ
キ
ワ
リ
ソ
ウ
亜
種
ユ
キ
ワ
リ
ソ

ウP
rim

u
la

 fa
rin

o
sa

 su
b
sp

. m
o
d
esta

 

。
学
名
の
画
像
検
索
を
リ
ン
ク
さ
せ
て
お
く
。］ 

  
 

 
 

 
 

 
 

三 

  

枝
振
り
や
さ
し
い
山
梨
の
木
が
一
杯
に
梢
を
張
つ
て
純
白
な
花
を
こ
ぼ
れ
る
や
う
に
咲
か
し
て
ゐ
る
。 

僕
は
そ
の
枝
を
撓
め
て
花
の
香
う
り
を
か
ぎ
な
が
ら
、「
ダ
ン
ヌ
ン
チ
オ
の T

h
e V

irg
in

s o
f th

e R
o
ck

s 

の

主
人
公
が
公
城
の
姬
さ
ま
た
ち
を
訪
れ
る
と
き
、
み
ち
ば
た
の
り
ん
ご
の
白
い
花
を
折
つ
て
馬
車
一
杯
に

積
ん
で
ゆ
く
と
こ
ろ
が
あ
る
ね
、
恰
度
［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：「
ち
や
う
ど
」
。
］
あ
ん
な
氣
が
し
は
し
な
い
か
」
と

芥
川
を
か
へ
り
み
る
と
、「
さ
う
、
さ
う
」
と
う
な
づ
い
た
。 

https://maps.gsi.go.jp/#15/36.546587/139.186864/&base=std&ls=std&disp=1&vs=c1g1j0h0k0l0u0t0z0r0s0m0f1
https://www.google.com/search?q=%E3%82%A6%E3%83%A1%E3%83%90%E3%83%81%E3%82%BD%E3%82%A6&rlz=1C1TKQJ_jaJP1034JP1034&sxsrf=AJOqlzUywufAf1zns-AklmO_1fg8ehhHrw:1673490990805&source=lnms&tbm=isch&sa=X&ved=2ahUKEwidr6rg_8D8AhUFat4KHcGXBqMQ_AUoAXoECAEQAw&biw=1920&bih=937&dpr=1
https://www.google.com/search?q=Primula+farinosa+subsp.+modesta&rlz=1C1TKQJ_jaJP1034JP1034&sxsrf=AJOqlzXfwTHStXJJMpHxInPqZc464NbMEw:1673495958240&source=lnms&tbm=isch&sa=X&ved=2ahUKEwiHxv6gksH8AhUlglYBHb7rBIEQ_AUoAXoECAEQAw&biw=1920&bih=937&dpr=1


 
あ
る
い
て
ゆ
く
う
ち
に
も
、
「
ほ
ん
た
う
に
佳
い
だ
ら
う
！ 

美
し
い
だ
ら
う
！ 

だ
か
ら
僕
は
赤
城

が
一
等
好
き
だ
つ
て
言
ふ
ん
だ
。
ね
え
、
何
処
よ
り
も
佳
い
だ
ら
う
」
と
去
年
の
春
休
み
の
頃
ま
だ
湖
畔

は
雪
に
埋
も
れ
て
居
る
折
り
に
來
た
こ
と
の
あ
る
芥
川
は
言
ひ
つ
づ
け
た
。 

 

あ
の
外
輪
山
の
一
角
か
ら
湖
畔
の
宿
ま
で
七
、
八
丁
ば
か
り
の
路
程
は
、
僕
た
ち
に
と
つ
て
は
天
上
の

愉
樂
の
園
に
も
ま
し
て
樂
し
い
逍
遙
で
あ
つ
た
。［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
「
七
、
八
丁
」
約
七
百
六
十
三
～
八
百
七
十
三

メ
ー
ト
ル
。］ 

 

牛
は
草
を
食
み
飽
き
て
穩
か
な
眠
り
を
思
ひ
、
鳥
は
林
の
中
か
ら
夕
べ
の
靜
け
さ
を
う
た
ふ
。
白
樺
の

す
べ
や
か
な
幹
を
な
で
、
山
躑
躅
の
み
だ
れ
咲
く
花
を
つ
み
、
柔
か
く
踵
に
な
づ
む
芝
草
の
上
を
あ
ゆ
ん

で
行
く
と
き
に
は
、
斯
う
し
た
高
い
山
の
奥
深
く
、
聖
く
う
る
は
し
い
霊
境
を
秘
め
て
つ
く
つ
た
至
尊

い
と
た
ふ
と

き

も
の
の
心
を
慕
ひ
な
つ
か
し
む
の
念
の
外
は
無
か
つ
た
。 

 

み
づ
う
み
に
沿
う
た
唐
松
の
林
の
中
に
山
家
造
り
の
宿
屋
が
あ
る
。
折
り
柄
客
は
一
人
も
無
い
と
い
つ

て
、
人
な
つ
か
し
さ
う
に
愛
想
よ
く
僕
た
ち
を
迎
へ
た
。
鞄
や
傘
を
そ
こ
へ
投
げ
だ
し
て
置
い
て
、
直
ぐ

と
地
つ
づ
き
の
赤
城
神
社
に
詣
で
た
。
古
へ
は
武
術
に
達
し
た
武
人
ど
も
が
信
仰
を
厚
う
し
た
と
い
ふ
が
、

古
寂
び
に
さ
び
た
社
で
あ
る
。［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：「
赤
城
神
社
」
大
洞
赤
城
神
社
と
も
呼
ぶ
。
こ
こ
。
］ 

 

社
の
す
ぐ
後
ろ
は
大
沼
の
水
が
ひ
た
ひ
た
に
湛
へ
て
居
る
。
そ
こ
に
は
幅
せ
ま
い
砂
浜
が
み
づ
う
み
の

ふ
ち
を
取
つ
て
、
山
梨
の
花
が
雪
を
粒
に
咲
い
た
や
う
に
白
く
匂
う
て
ゐ
る
。
け
ふ
の
や
う
に
靜
か
な
夕

べ
は
少
な
い
と
言
つ
て
神
官
め
い
た
白
髮
の
老
人
と
宮
守
り
の
男
と
が
、
一
人
は
立
ち
ひ
と
り
は
蹲
ま
つ

て
眺
め
て
ゐ
た
。 

 

見
る
と
ま
た
あ
な
た
の
山
梨
の
は
な
の
蔭
に
も
一
人
立
つ
て
居
る
。
宿
屋
の
老
主
人
だ
と
の
こ
と
で
あ

つ
た
が
、
ア
イ
ヌ
の
着
る
や
う
な
継
ぎ
合
せ
の
筒
袖
の
衣
を
着
て
石
像
の
や
う
に
汀
の
草
の
中
に
突
立
つ

て
居
る
。 

 

山
の
人
ど
も
は
何
を
思
ひ
な
が
ら
ど
ん
な
心
持
ち
を
し
て
湖
水
の
面
を
眺
め
て
居
る
の
だ
ら
う
か
？ 

ま
る
つ
き
り
違
つ
た
異
人
種
の
人
々
が
ま
る
で
僕
た
ち
に
は
想
像
の
つ
か
な
い
や
う
な
不
思
議
な
世
界
を

見
つ
め
て
ゐ
る
ん
ぢ
や
あ
る
ま
い
か
、
と
突
差
の
間
に
ふ
し
ぎ
な
氣
分
を
い
だ
き
な
が
ら
、
そ
こ
に
一
と

株
立
つ
若
木
の
白
樺
の
根
が
た
に
踞
か
け
た
［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：「
こ
し
か
け
た
」
。］
。 

 

な
ん
と
い
ふ
靜
け
さ
だ
ら
う
！ 

夕
映
え
は
ほ
の
か
に
空
に
明
り
、
山
は
隆
い
額
に
深
い
默
想
を
凝
ら

し
て
、
湖
の
面
に
う
つ
る
自
ら
の
姿
を
伏
し
眼
に
覗
い
て
居
る
。
水
は
一
枚
の
淨
玻
璃
を
張
り
つ
め
た
や

う
に
澄
み
切
つ
て
、
空
の
黃
卵
色
と
山
の
淡
藍
色
と
を
や
は
ら
げ
ぼ
か
し
て
映
し
て
居
る
。 

 

お
よ
そ
靜
け
さ
に
も
さ
ま
ざ
ま
あ
ら
う
。
恐
怖
の
瞬
間
を
予
想
し
て
ゐ
る
息
も
つ
け
な
い
や
う
な
苦
し

い
靜
け
さ
や
、
崇
高
を
絕
し
て
人
の
胸
を
つ
め
た
く
す
る
や
う
な
嚴
肅
な
沈
默
や
、
あ
ら
ゆ
る
感
情
の
外

に
逸
れ
て
恬
淡
の
悟
得
に
み
ち
び
く
寂
し
い
靜
け
さ
も
あ
ら
う
。 

 

そ
れ
ら
の
靜
け
さ
が
呼
び
起
す
氣
分
は
何
故
か
わ
れ
わ
れ
の
心
に
は
し
つ
く
り
と
当
て
は
ま
ら
な
い
。

今
の
感
じ
は
そ
れ
ら
と
は
違
ふ
。
傷
い
た
理
知
の
な
や
み
や
虐
げ
ら
れ
た
情
意
の
わ
づ
ら
ひ
に
萎
え
［
や

ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
「
な
え
」
。
］
い
ぢ
け
た
心
も
。
わ
れ
と
わ
れ
か
ら
暢の

び

や
か
に
ふ
く
ら
み
、
外
の
世
界
か
ら
傳
つ

て
來
る
韻
律
の
い
さ
さ
か
な
誘
ひ
に
も
微
妙
に
ふ
る
へ
よ
う
と
待
ち
構
へ
て
居
る
。 

 

皮
肉
な
我
、
冷
酷
な
我
、
移
り
氣
な
我
、
軽
薄
な
我…

…

い
ろ
い
ろ
の
我
が
面
目
無
さ
さ
う
に
首
を
垂

https://www.google.com/maps/place/%E8%B5%A4%E5%9F%8E%E7%A5%9E%E7%A4%BE/@36.5514083,139.179351,15.25z/data=!4m13!1m7!3m6!1s0x601e580d37ce83d5:0xf2d8580aaadac627!2z6LWk5Z-O5bGx!3b1!8m2!3d36.5389572!4d139.1664295!3m4!1s0x601e5812c57d8d07:0x5595f7b3171f7d66!8m2!3d36.5526!4d139.1835386


れ
て
す
す
り
泣
い
て
ゐ
る
な
か
に
、
輝
か
し
い
顏
を
し
た
、
ま
こ
と
の
我
が
素
朴
な
眸
に
あ
つ
い
淚
を
た

た
へ
な
が
ら
い
ろ
い
ろ
の
我
を
慰
め
つ
つ
、
自
ら
も
ま
た
う
つ
く
し
く
泣
き
暮
れ
て
居
る
。
靜
か
な
み
づ

う
み
の
中
か
ら
目
に
見
え
ぬ
も
の
が
涌
き
あ
が
つ
て
、
何
か
し
ら
耳
に
さ
さ
や
く
と
、
眞
の
我
は
急
に
晴

れ
や
か
な
笑
ひ
を
し
て
、
み
づ
う
み
の
か
な
た
を
な
が
め
た
。 

 

あ
れ
！ 

見
る
間
に
湖
心
か
ら
あ
る
か
無
き
か
に
夕
霧
が
涌
き
は
じ
め
て
、
つ
め
た
い
山
の
氣
に
搖
ら

れ
ゆ
ら
れ
、
東
に
な
び
き
西
に
く
づ
れ
、
向
ひ
の
岸
の
峰
々
の
お
も
に
白
い
紗
を
か
け
よ
う
と
す
る
。 

 

磯
の
近
く
で
飛
ん
だ
魚
が
描
い
た
水
の
環
が
ゆ
る
や
か
に
廣
が
つ
て
行
く
。
高
山
の
夕
べ
の
寒
さ
が
し

し
み
じ
み
と
肌
に
と
ほ
る
と
、
飢
ゑ
と
疲
れ
と
は
こ
こ
ろ
よ
く
知
覚
を
し
び
ら
せ
は
じ
め
た
。 

 

［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：「
ダ
ン
ヌ
ン
チ
オ
の T

h
e V

irg
in

s o
f th

e R
o
ck

s

」
イ
タ
リ
ア
の
詩
人
・
作
家
で
フ
ァ

シ
ス
ト
運
動
の
先
駆
と
さ
れ
る
政
治
的
活
動
を
行
っ
た
こ
と
で
知
ら
れ
る
ガ
ブ
リ
エ
ー
レ
・
ダ
ン
ヌ
ン
ツ

ィ
オ
（G

ab
riele d

'A
n
n
u
n
zio

 

一
八
六
三
年
～
一
九
三
八
年
）
が
一
八
九
五
年
に
刊
行
し
た
小
説
（L

e 

verg
in

i d
elle ro

cce

：「
巌

い
わ
お

の
処
女
」）
の
英
訳
版
。
私
は
読
ん
だ
こ
と
が
な
い
。］ 

  
 

 
 

 
 

 
 

四 

  

あ
く
る
朝
四
時
ま
へ
に
目
を
醒
ま
す
と
最
早
山
で
は
鳥
が
啼
い
て
ゐ
る
。
三
人
を
起
し
て
直
ぐ
と
登
山

の
準
備
を
す
る
。
梅
干
を
紫
蘇
の
葉
で
卷
い
て
砂
糖
を
掛
け
た
の
を
た
べ
、
熱
い
茶
を
吞
ん
で
出
掛
け
る
。

宿
の
婆
さ
ん
は
峯
の
見
え
る
と
こ
ろ
迄
僕
た
ち
を
引
張
つ
て
行
つ
て
丁
寧
に
道
を
敎
ヘ
て
吳
れ
た
。 

 

寒
い
け
れ
ど
我
慢
し
て
み
づ
う
み
の
岸
づ
た
ひ
に
步
い
て
行
く
。 

 

朝
霧
の
か
か
つ
た
ま
ま
に
躑
躅
の
花
は
あ
ざ
や
か
に
濡
れ
匂
う
て
居
る
。
あ
か
つ
き
早
い
の
で
牛
の
姿

は
見
え
ず
、
白
樺
の
木
立
が
さ
び
し
く
並
ぶ
。
み
づ
う
み
の
半
ば
あ
た
り
岸
に
近
く
小
烏
が
島
と
い
ふ
の

が
浮
ん
で
ゐ
る
が
、
島
に
は
足
を
踏
み
入
れ
る
𨻶
も
無
い
ほ
ど
樹
木
が
茂
り
暗
ん
で
居
る
。 

 

そ
の
島
の
ほ
と
り
に
は
か
は
い
ら
し
い
小
島
に
つ
つ
じ
の
花
の
咲
い
た
の
が
あ
つ
た
り
、
対
ひ
合
つ
た

岸
に
は
水
楢
や
唐
松
の
老
木
が
水
の
上
に
枝
を
さ
し
伸
べ
、
暗
い
杜
蔭
か
ら
な
よ
や
か
な
白
樺
の
水
が
悄

ら
し
く
［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
「
し
ほ
ら
し
く
」
。
］
髪
を
振
り
乱
し
た
狂
女
の
や
う
に
立
つ
て
ゐ
る
の
が
、
此
の
み

づ
う
み
に
古
く
か
ら
傳
は
る
や
さ
し
い
ロ
マ
ン
ス
で
も
物
語
る
や
う
に
思
は
れ
る
。 

 

そ
の
あ
た
り
か
ら
右
に
折
れ
て
林
に
分
け
入
る
の
が
大
黑
檜
山
へ
の
登
り
路
で
、
し
ば
ら
く
登
つ
て
見

下
ろ
す
と
、
あ
し
た
の
霧
は
み
づ
う
み
の
向
う
に
そ
ば
だ
つ
峰
々
を
か
く
し
て
、
水
と
も
霧
と
も
分
ら
な

い
空
間
に
小
鳥
が
島
が
浮
び
漂
う
て
ゐ
る
。
登
り
三
十
丁
と
か
聞
い
た
。
傾
斜
は
か
な
り
急
で
あ
る
。［
や

ぶ
ち
ゃ
ん
注
：「
三
十
丁
」
約
三
・
二
七
三
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
。］ 

 

林
の
中
に
は
白
樺
の
古
木
の
見
事
に
枝
を
張
つ
た
の
が
多
い
。
年
長
け
る
と
幹
は
灰
白
色
に
蝕く

さ

れ
つ
く

し
て
、
う
す
桃
色
の
こ
ま
か
い
斑
が
浮
き
あ
が
る
。
林
の
あ
ひ
だ
の
け
は
し
く
せ
ば
ま
つ
た
谷
あ
ひ
の
草

原
に
思
ひ
が
け
な
く
巨
き
い
角
を
振
り
立
て
た
牛
が
じ
つ
と
立
つ
て
ゐ
た
り
す
る
。 

 

林
を
は
な
れ
て
草
低
い
山
の
背
に
か
か
る
と
、
外
輪
山
の
外
側
の
溪
谷
が
崩
れ
た
だ
よ
ふ
雲
霧
の
間
か

ら
透
し
て
見
え
る
。
風
は
さ
か
さ
ま
に
下
か
ら
吹
き
あ
げ
て
、
雲
の
か
た
ま
り
が
去
る
わ
、
去
る
わ
、
草



す
べ
や
か
な
峰
の
背
に
沿
う
て
ま
つ
し
ぐ
ら
に
這
ひ
の
ぼ
り
、
見
る
見
る
谷
間
を
鎖
し
、
林
を
包
み
、
行

く
方
の
山
も
か
く
し
て
し
ま
つ
た
。 

 

［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
「
小
烏
が
島
」
現
在
は
整
備
さ
れ
埋
め
立
て
ら
れ
て
赤
城
神
社
の
あ
る
部
分
は
全
体

に
岬
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
が
（
グ
ー
グ
ル
・
マ
ッ
プ
・
デ
ー
タ
航
空
写
真
）
、
「
今
昔
マ
ッ
プ
」
で
戦
前

の
地
図
を
見
る
と
、
明
か
に
島
で
あ
っ
て
、
確
か
に
『
小
鳥
ケ

島
』
と
記
さ
れ
て
あ
っ
た
。 

「
水
楢
」
ブ
ナ
目
ブ
ナ
科
コ
ナ
ラ
属
ミ
ズ
ナ
ラ Q

u
ercu

s crisp
u
la

 v
ar. crisp

u
la

 

。
グ
ー
グ
ル
画
像
検
索

「
ミ
ズ
ナ
ラ
」
を
リ
ン
ク
さ
せ
て
お
く
。 

「
唐
松
」
裸
子
植
物
門
マ
ツ
綱
マ
ツ
目
マ
ツ
科
カ
ラ
マ
ツ
属
カ
ラ
マ
ツ L

a
rix ka

em
p
feri 

。
私
は
「
落
葉

松
」
の
方
が
し
っ
く
り
く
る
。 

「
暗
い
杜
蔭
か
ら
な
よ
や
か
な
白
樺
の
水
が
悄
ら
し
く
髪
を
振
み
乱
し
た
狂
女
の
や
う
に
立
つ
て
ゐ
る
の

が
、
此
の
み
づ
う
み
に
古
く
か
ら
傳
は
る
や
さ
し
い
ロ
マ
ン
ス
で
も
物
語
る
や
う
に
思
は
れ
る
」
「
や
さ

し
い
ロ
マ
ン
ス
」
で
は
な
い
悲
惨
な
「
赤
城
山
三
姫
物
語
」
が
あ
る
よ
う
で
あ
る
。
サ
イ
ト
「
前
橋
ま
る

ご
と
ガ
イ
ド
」
の
こ
ち
ら
を
読
ま
れ
た
い
。］ 

  
 

 
 

 
 

 
 

五 

  

う
す
い
服
の
地
は
霧
に
濡
れ
そ
ぼ
つ
た
。
骨
に
と
ほ
る
寒
さ
に
慄
へ
な
が
ら
登
つ
て
行
く
と
「
お
や
櫻

草
が
！
」
と
誰
か
が
叫
ん
だ
。
天
風
蓬
々
、
岩
角
稜
々
、
草
は
山
の
肌
に
し
が
み
つ
い
て
生
え
て
居
る
。

こ
の
高
い
山
の
う
へ
に
楚
々
と
し
て
淡
紅
色
の
可
憐
の
花
の
む
ら
が
り
咲
く
の
を
見
て
は
誰
か
心
を
動
か

さ
ぬ
者
が
あ
ら
う
。
そ
れ
も
登
る
に
從
つ
て
山
一
杯
を
か
ざ
つ
て
咲
き
こ
ぼ
れ
て
居
り
、
走
せ
［
や
ぶ
ち
ゃ

ん
注
：「
は
せ
」
。
］
過
ぎ
る
雲
の
中
に
包
ま
れ
て
前
を
行
く
友
の
姿
も
定
か
に
は
見
え
な
い
。
も
の
淋
し
い
山

の
上
の
肌
を
剌
す
寒
さ
を
わ
び
る
身
に
は
ど
ん
な
に
心
の
慰
め
に
な
つ
た
か
知
れ
な
い
。 

 

そ
の
ほ
か
に
も
白
・
黃
・
う
す
む
ら
さ
き
と
さ
ま
ざ
ま
の
名
を
知
ら
ぬ
花
の
咲
く
中
に
、
生
々
し
い
黃

綠
色
の
円
い
葉
を
展
げ
て
蟻
な
ど
の
小
虫
を
捕
へ
て
喰
つ
て
ゐ
る
虫
取
す
み
れ
が
殊
に
珍
ら
し
く
思
は
れ

た
。 

 

花
に
な
ぐ
さ
め
ら
れ
て
雲
の
中
を
登
り
に
の
ぼ
る
と
や
が
て
絕
頂
に
の
ぼ
り
つ
い
た
。
頂
き
は
三
つ
に

分
れ
、
そ
の
二
つ
に
は
木
の
宮
と
石
の
宮
と
さ
さ
や
か
な
祠
が
岩
の
間
に
立
つ
て
居
た
。
風
が
雲
を
吹
き

は
ら
ひ
、
吹
き
寄
せ
て
、
止
む
こ
と
も
な
く
、
十
三
州
を
見
は
る
か
す
と
云
ふ
大
観
を
ま
ち
う
け
た
の
も

あ
だ
に
成
つ
た
。 

 

や
た
ら
に
寒
い
の
で
久
し
く
留
ま
る
こ
と
も
出
來
ず
、
山
の
花
を
つ
み
つ
み
雲
を
な
び
け
て
降
つ
て
行

つ
た
。 

 

ま
た
た
く
間
に
降
り
つ
く
し
て
宿
に
か
へ
り
、
朝
飯
を
し
た
た
め
た
の
ち
、
今
一
日
と
ど
ま
つ
て
湖
畔

を
逍
遙
し
、
思
ひ
限
り
玲
瓏
の
水
の
心
に
ひ
た
り
度
い
と
は
切
に
思
つ
た
も
の
の
、
梅
雨
時
の
空
合
を
恐

れ
断
然
下
山
の
途
に
つ
い
た
。 

 

宿
の
若
者
の
剪
つ
て
吳
れ
た
白
樺
の
杖
を
つ
き
つ
つ
、
四
人
は
高
ら
か
に
歌
う
て
湖
水
の
岸
づ
た
ひ
に

https://ktgis.net/kjmapw/kjmapw.html?lat=36.550035&lng=139.178873&zoom=15&dataset=kanto&age=0&screen=2&scr1tile=k_cj4&scr2tile=k_cj4&scr3tile=k_cj4&scr4tile=k_cj4&mapOpacity=10&overGSItile=no&altitudeOpacity=2
https://ktgis.net/kjmapw/kjmapw.html?lat=36.550035&lng=139.178873&zoom=15&dataset=kanto&age=0&screen=2&scr1tile=k_cj4&scr2tile=k_cj4&scr3tile=k_cj4&scr4tile=k_cj4&mapOpacity=10&overGSItile=no&altitudeOpacity=2
https://www.google.com/search?q=%E3%83%9F%E3%82%BA%E3%83%8A%E3%83%A9&rlz=1C1TKQJ_jaJP1034JP1034&sxsrf=AJOqlzWbh8k33rllxyuYN7C9h8PMREB6UA:1673501780859&source=lnms&tbm=isch&sa=X&ved=2ahUKEwiFiLf5p8H8AhXDHIgKHSAHCvMQ_AUoAXoECAEQAw&biw=1920&bih=937&dpr=1
https://www.google.com/search?q=%E3%83%9F%E3%82%BA%E3%83%8A%E3%83%A9&rlz=1C1TKQJ_jaJP1034JP1034&sxsrf=AJOqlzWbh8k33rllxyuYN7C9h8PMREB6UA:1673501780859&source=lnms&tbm=isch&sa=X&ved=2ahUKEwiFiLf5p8H8AhXDHIgKHSAHCvMQ_AUoAXoECAEQAw&biw=1920&bih=937&dpr=1
https://www.maebashi-cvb.com/spot/8674
https://www.maebashi-cvb.com/spot/8674


あ
ゆ
ん
で
行
つ
た
が
、
心
は
あ
と
に
あ
と
に
引
か
さ
れ
た
。 

 

其
日
七
里
の
み
ち
を
前
橋
へ
降
り
、
電
車
で
伊
香
保
の
溫
泉
へ
行
つ
て
泊
り
、
あ
く
る
日
は
榛
名
の
山

に
の
ぼ
つ
た
。
そ
の
又
あ
く
る
日
は
二
組
に
わ
か
れ
、
僕
は
長
崎
と
妙
義
山
の
方
へ
ま
は
つ
て
上
毛
の
三

山
を
経
め
ぐ
つ
た
が
、
赤
城
の
い
た
だ
き
の
湖
の
靜
け
さ
こ
そ
は
ま
た
な
く
慕
は
し
い
も
の
で
あ
つ
た
。 

 

［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：「
櫻
草
」
ツ
ツ
ジ
目
サ
ク
ラ
ソ
ウ
科
サ
ク
ラ
ソ
ウ
属
サ
ク
ラ
ソ
ウ P

rim
u
la

 sieb
o
ld

ii 

。

学
名
の
グ
ー
グ
ル
画
像
検
索
を
リ
ン
ク
さ
せ
て
お
く
。 

「
虫
取
す
み
れ
」
キ
ク
亜
綱
ゴ
マ
ノ
ハ
グ
サ
目
タ
ヌ
キ
モ
科
ム
シ
ト
リ
ス
ミ
レ
属
ム
シ
ト
リ
ス
ミ
レ 

P
in

g
u
icu

la
 vu

lg
a
ris v

ar. m
a
cro

cera
s 

。
言
わ
ず
も
が
な
で
あ
る
が
、
キ
ン
ト
ラ
ノ
オ
目
ス
ミ
レ
科
ス
ミ

レ
属 V

io
la

 

と
は
縁
も
ゆ
か
り
も
な
い
。
学
名
の
グ
ー
グ
ル
画
像
検
索
を
リ
ン
ク
さ
せ
て
お
く
。］ 

                          

https://www.google.com/search?q=Primula+sieboldii&rlz=1C1TKQJ_jaJP1034JP1034&sxsrf=AJOqlzV2t2iqFrjUu_rf_gGZCsKjZ65W6A:1673504592865&source=lnms&tbm=isch&sa=X&ved=2ahUKEwi3oaa2ssH8AhX-klYBHdRlDWsQ_AUoAXoECAEQAw&biw=1920&bih=937&dpr=1
https://www.google.com/search?q=Pinguicula+vulgaris+var.+macroceras+&tbm=isch&ved=2ahUKEwjShbzOscH8AhW80IsBHT5-CmwQ2-cCegQIABAA&oq=Pinguicula+vulgaris+var.+macroceras+&gs_lcp=CgNpbWcQDDoECCMQJzoFCAAQgAQ6BwgAEAQQgARQyhBYyhBgghpoAHAAeACAAVKIAaEBkgEBMpgBAKABAaoBC2d3cy13aXotaW1nwAEB&sclient=img&ei=d6a_Y5LuBryhr7wPvvyp4AY&bih=937&biw=1920&rlz=1C1TKQJ_jaJP1034JP1034


 

［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
以
下
、
「
芥
川
龍
之
介
遺
墨
」
の
画
像
を
挟
ん
で
、
最
終
パ
ー
ト
「
芥
川
龍
之
介
書

簡
集
」
に
入
い
る
。
本
篇
は
松
田
義
男
氏
の
編
に
な
る
「
恒
藤
恭
著
作
目
録
」（
同
氏
の

H
P

の
こ
ち
ら
で

P
D

F

で
入
手
出
来
る
）
に
は
初
出
記
載
が
な
い
の
で
、
底
本
原
本
で
独
立
し
た
パ
ー
ト
と
し
て
作
ら
れ
た

こ
と
が
判
る
。
書
簡
の
一
部
に
は
恒
藤
恭
の
註
が
あ
る
。
書
簡
数
は
全
部
で
三
十
通
で
あ
る
。
た
だ
、
章

番
号
に
は
以
下
の
よ
う
な
問
題
が
あ
る
。
実
は
「
六
」
の
後
が
「
八
」
と
な
っ
て
し
ま
っ
て
、
そ
の
次
が

「
七
」、
そ
の
後
が
再
び
「
八
」
と
な
っ
て
、
以
下
が
「
二
十
九
」
ま
で
続
く
と
い
う
誤
り
が
あ
る
。
私
の

こ
れ
は
、
あ
く
ま
で
本
書
全
体
の
文
字
部
分
の
忠
実
な
電
子
化
再
現
で
あ
る
か
ら
、
そ
れ
も
再
現
す
る
。 

 

ま
た
、
私
は
一
昨
年
の
二
〇
二
一
年
一
月
か
ら
九
月
に
か
け
て
ブ
ロ
グ
・
カ
テ
ゴ
リ
「
芥
川
龍
之
介
書
簡

抄
」
百
四
十
八
回
ほ
ど
の
分
割
で
芥
川
龍
之
介
の
書
簡
の
正
規
表
現
の
電
子
化
注
を
終
え
て
い
る
（
本
書
の

た
め
に
追
加
し
た
も
の
が
あ
る
た
め
、
現
在
は
百
五
十
八
回
ほ
ど
あ
る
）
。
そ
ち
ら
に
あ
る
も
の
に
つ
い
て

は
、
注
で
リ
ン
ク
を
示
し
、
注
も
そ
ち
ら
の
私
に
譲
る
。
但
し
、
恒
藤
恭
の
読
者
向
け
の
読
み
易
さ
か
ら
の

改
変
、
或
い
は
、
確
信
犯
的
変
更
、
又
は
、
単
な
る
誤
判
読
誤
写
に
よ
っ
て
、
表
記
に
か
な
り
有
意
な
違
い

が
あ
る
の
で
、
ま
ず
、
本
文
書
簡
を
読
ま
れ
た
後
で
、
私
の
正
規
表
現
版
と
必
ず
比
較
さ
れ
た
い
。 

 

ま
た
、
本
パ
ー
ト
の
冒
頭
の
こ
こ
（
左
ペ
ー
ジ
）
に
は
、
恒
藤
宛
書
簡
に
墨
書
さ
れ
た
芥
川
龍
之
介
自
作

の
漢
詩
が
載
る
。
こ
れ
だ
け
は
国
立
国
会
図
書
館
に
申
請
し
て
掲
載
許
可
を
得
て
掲
げ
る
つ
も
り
で
あ
っ
た

が
、
画
像
調
整
に
好
み
が
あ
ろ
う
と
判
断
さ
れ
る
の
で
、
リ
ン
ク
に
留
め
る
。
以
下
の
通
り
、
電
子
化
注
は

行
っ
た
。］ 

    
 

乞
玉
斧 

 
 

 

茅
簷
帶
雨
燕
泥
新 

 
 

 

苔
砌
無
人
花
落
頻 

 
 

 

遙
憶
輕
寒
鳧
水
上 

 
 

 

長
隄
楊
柳
幾
條
春 

  
 

 
 

 
 

 
 

 
 

我
鬼 

 
 

 

恒 

藤 

恭 

樣 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

侍
史 

芥
川
龍
之
介
遺
墨 

 

［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
最
後
の
「
芥
川
龍
之
介
遺
墨
」
（
右
手
下
方
画
像
外
の
印
刷
さ
れ
た
キ
ャ
プ
シ
ョ
ン
）

以
外
は
自
筆
の
墨
書
風
の
自
作
漢
詩
。
こ
れ
は
本
パ
ー
ト
本
文
に
は
採
用
さ
れ
て
い
な
い
書
簡
の
一
部
で

あ
る
。
私
自
身
、
前
掲
の
「
芥
川
龍
之
介
書
簡
抄
」
で
は
取
り
上
げ
て
い
な
い
。
そ
れ
は
後
に
示
す
私
の

「
芥
川
龍
之
介
漢
詩
全
集
」
の
一
つ
と
し
て
、
事
実
上
の
紹
介
を
し
て
い
た
か
ら
で
あ
る
。
し
か
し
、
こ

http://ymatsuda.kill.jp/
https://onibi.cocolog-nifty.com/alain_leroy_/cat24308480/index.html
https://onibi.cocolog-nifty.com/alain_leroy_/cat24308480/index.html
https://dl.ndl.go.jp/pid/1705439/1/124


の
際
で
あ
る
か
ら
、
以
下
に
電
子
化
す
る
。
岩
波
旧
全
集
を
用
い
た
が
、
以
上
の
画
像
を
も
と
に
、
「
我
鬼
」

「
侍
史
」
の
位
置
を
変
え
た
。
最
初
の
タ
イ
ト
ル
は
私
の
「
芥
川
龍
之
介
書
簡
抄
」
に
合
わ
せ
た
。 

 
 

 

＊ 

 

大
正
九
（
一
九
二
〇
）
年
三
月
三
十
一
日
・
消
印
四
月
一
日 

京
都
市
下
加
茂
町
松
原
中
の
町 

恒
藤
恭
樣 

三
月
卅
一
日 

田
端
よ
り 

  
 

乞
玉
斧 

 
 

 

茅
簷
帶
雨
燕
泥
新 

 
 

 

苔
砌
無
人
花
落
頻 

 
 

 

遙
憶
輕
寒
鳧
水
上 

 
 

 

長
隄
楊
柳
幾
條
春 

  
 

 
 

 
 

 
 

 
 

我
鬼 

 
 

 

恒 

藤 

恭 

樣 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

侍
史 

二
伸 

そ
の
後
御
無
沙
汰
し
た 

僕
病
氣
が
ち
で
困
る 

風
な
ど
も
去
秋
か
ら
殆
ど
引
き
續
け
だ 

松
岡

は
魚
眼
眞
珠
株
式
會
社
社
長
に
な
つ
た 

成
瀨
は
支
那
へ
遊
び
に
行
つ
た 

菊
池
は
胃
病
で
困
つ
て
ゐ
る 

久
米
は
よ
く
働
き
遊
ん
で
ゐ
る 

皆
さ
ん
御
變
り
な
い
だ
ら
う
ね 

僕
も
近
々
父
に
な
る 

何
だ
か
束
縛

さ
れ
る
や
う
な
氣
が
し
て
心
細
い 

拙
著
一
册
送
る 

始
の
方
を
少
し
よ
ん
で
く
れ
給
へ 
頓
首 

  
 

 

＊ 

こ
の
漢
詩
に
つ
い
て
は
、
既
に
訓
読
・
注
釈
を
行
っ
て
お
り
、
ブ
ロ
グ
で
は
「
芥
川
龍
之
介
漢
詩
全
集 
二

十
三
」
が
そ
れ
で
あ
る
が
、
出
来
れ
ば
、
サ
イ
ト
版
の
ブ
ラ
ッ
シ
ュ
・
ア
ッ
プ
し
た
「
芥
川
龍
之
介
漢
詩
全

集 

附
や
ぶ
ち
ゃ
ん
訓
読
注
＋
附
や
ぶ
ち
ゃ
ん
の
教
え
子
Ｔ
・
Ｓ
・
君
に
よ
る
評
釈
」
一
括
横
書
版
を
お
勧

め
目
す
る
。
こ
こ
で
は
、
特
異
的
に
そ
れ
ら
の
解
説
部
を
転
載
（
一
部
に
追
記
を
施
し
、
不
要
と
判
断
さ
れ

る
一
部
を
省
略
し
た
）
し
て
、
本
書
簡
を
完
全
電
子
化
注
釈
と
し
て
完
成
す
る
こ
と
に
す
る
。 

 
 

 

＊ 

〇
や
ぶ
ち
ゃ
ん
訓
読 

 

茅
簷

ば
う
せ
ん 

雨
を
帶
び
て 

燕
泥
新
た
な
り 

苔
砌

た
い
せ
い 

人
無
く 

花
落
つ
る
こ
と
頻
り 

遙
か
に
憶
ふ 

寒
鳧

か
ん
す
ゐ 

水
上

す
い
し
や
う

に
輕
き
を 

長
隄

ち
や
う
て
い 

楊
柳 

幾
條

い
く
で
う

の
春 

 

［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
龍
之
介
満
二
十
七
歳
。
大
正
九
（
一
九
二
〇
）
年
三
月
三
十
一
日
附
恒
藤
恭
宛
（
岩

https://onibi.cocolog-nifty.com/alain_leroy_/2012/12/post-6559.html
https://onibi.cocolog-nifty.com/alain_leroy_/2012/12/post-6559.html
http://yab.o.oo7.jp/akukanze.html
http://yab.o.oo7.jp/akukanze.html


波
版
旧
全
集
書
簡
番
号
六
八
六
）
に
所
載
す
る
。 

 

詩
と
は
直
接
拘
わ
ら
な
い
が
、
邱
氏
（
私
が
「
芥
川
龍
之
介
漢
詩
全
集
」
の
電
子
化
で
お
世
話
に
な
っ

た
邱
雅
芬
氏
の
「
芥
川
龍
之
介
の
中
国
」
（
二
〇
一
〇
年
花
書
院
刊
）
を
指
す
）
の
解
説
に
は
、
こ
の

「
松
岡
は
魚
眼
眞
珠
株
式
會
社
社
長
に
な
つ
た
」
に
つ
い
て
、
非
常
に
興
味
深
い
事
実
が
記
さ
れ
て
い
る

の
で
引
用
す
る
。
『
「
松
岡
」
と
は
友
人
の
松
岡
譲
を
指
す
が
、
「
魚
眼
真
珠
株
式
会
社
」
に
つ
い
て
、
新

全
集
の
「
注
釈
」
は
「
未
詳
」
と
し
て
い
る
。
実
は
「
魚
眼
真
珠
」
も
中
国
古
来
の
熟
語
「
魚
目
混
珠
」

に
由
来
す
る
も
の
で
、
「
に
せ
も
の
」
と
い
う
意
味
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
こ
れ
が
戯
れ
言
で
あ
り
、

芥
川
流
の
ユ
ー
モ
ア
な
の
で
あ
る
。
』
あ
る
の
で
あ
る
。
「
魚
目
混
珠

ぎ
ょ
も
く
こ
ん
し
ゅ

」
と
は
、
魚
の
目
玉
と
珠
玉
が
よ
く

似
て
い
る
こ
と
か
ら
、
本
物
と
偽
物
が
入
り
交
じ
っ
て
い
て
紛
ら
わ
し
い
喩
え
で
あ
る
。
勿
論
、
私
も
こ

の
邱
氏
の
解
明
に
は
驚
い
た
（
た
だ
、
龍
之
介
の
こ
う
し
た
悪
戯
好
き
は
よ
く
分
か
っ
て
い
る
の
で
、
直

ぐ
に
腑
に
は
落
ち
た
）
が
、
ア
カ
デ
ミ
ッ
ク
な
国
文
学
者
と
し
て
真
面
目
に
調
べ
た
新
全
集
の
注
釈
者
を

さ
え
も
困
ら
せ
て―

―

龍
之
介
は
今
も
悪
戯
っ
ぽ
い
目
で
、
僕
ら
を
騙
し
続
け
て
い
る
の
で
あ
る…

…
 

「
茅
簷
」
茅
葺
き
の
屋
根
。 

「
燕
泥
」
詩
語
で
燕
の
巣
の
こ
と
。 

「
苔
砌
」「
砌
」
は

階
き
ざ
は
し

下
の
石
畳
で
あ
る
か
ら
、
こ
れ
は
、
び
っ
し
り
と
苔
生
し
て
い
る
そ
れ
を
描
写
し
、

人
の
訪
れ
の
絶
え
て
い
る
こ
と
を
い
う
。 

「
寒
鳧
」
「
鳧
」
は
野
鴨
。
川
に
浮
ん
だ
寒
そ
う
に
し
て
い
る
羽
毛
の
ほ
こ
ほ
こ
と
し
た
カ
モ
や
水
鳥
の

類
い
を
イ
メ
ー
ジ
し
て
よ
い
が
、
こ
れ
は
同
時
に
固
有
名
詞
と
し
て
の
京
の
賀
茂
川
の
こ
と
を
指
す
（
日

本
漢
詩
で
は
「
賀
茂
川
」
を
「
鴨
水
」
と
し
た
り
す
る
）
。
こ
こ
は
従
っ
て
、
新
春
の
未
だ
寒
々
と
し
た

賀
茂
川
の
水
の
流
れ
を
同
時
に
映
像
化
す
る
必
要
が
あ
る
（
但
し
、
そ
の
ス
ケ
ー
ル
は
実
は
、
架
空
の
大

陸
の
「
鳧
水
」
と
い
う
河
に
も
変
換
さ
れ
、
あ
た
か
も
隠
者
の
棲
家
と
す
る
不
思
議
な
山
水
が
、
そ
こ
に

現
前
す
る
よ
う
に
龍
之
介
は
創
っ
て
い
る
に
違
い
な
い
）
。…
…

私
な
ど
は
、
つ
い
、
こ
こ
か
ら
東
へ
と

目
が
移
っ
て
、
鴨
東

こ
う
と
う―

―

祇
園
の
花
街
が
視
界
の
隅
の
方
に
見
え
て
し
ま
う
の
で
あ
る
が
。…

…
 

「
長
隄
」
賀
茂
川
の
長
堤
。
今
の
賀
茂
川
堤
や
高
野
川
堤
は
、
合
わ
せ
て
七
百
本
を
越
え
る
桜
並
木
の
名

所
と
な
っ
て
い
る
。
但
し
、
こ
れ
も
西
湖
の
知
ら
れ
た
白
堤

は
く
て
い

等
が
、
自
動
的
に
オ
ー
バ
ー
・
ラ
ッ
プ
さ
れ

て
、
非
日
本
的
（
だ
か
ら
こ
こ
は
「
楊
柳
」
で
な
く
て
は
な
ら
な
い
）
な
広
角
の
ラ
ン
ド
ス
ケ
ー
プ
が
浮

か
び
上
が
っ
て
く
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。
起
承
句
の
隠
者
の
庵
の
描
写―

―

そ
れ
は
京
の
山
間
の
隠
れ

寺
の
よ
う
で
も
あ
る―

―

か
ら
、
転
結
句
で
は
、
京
で
読
む
恒
藤
の
意
識
に
一
度
、
フ
ォ
ー
カ
ス
を
合
わ

せ
た
も
の
が
、
そ
こ
か
ら
再
び
ぼ
や
け
た
か
と
思
う
と―

―

広
大
無
辺
の
静
謐
な
る
大
陸
的
景
観
へ
と
変

容
（
メ
タ
モ
ル
フ
ォ
ー
ゼ
）
す
る―

―

か
く
繫
げ
て
ゆ
く
龍
之
介
の
手
腕
は
、
や
は
り
只
者
で
は
な
い
と

い
う
気
が
す
る
。］ 

［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
の
教
え
子
Ｔ
・
Ｓ
・
君
の
評
釈
：「
砌

q
i4

」
は
建
築
用
の
煉
瓦
、
ま
た
は
ス
テ
ッ
プ
に
な

っ
て
い
る
と
こ
ろ
。
こ
こ
は
ス
テ
ッ
プ
か
。「
鳧

fu
2

」
は
水
鳥
の
一
種
。
辞
書
に
は
マ
ガ
モ
と
あ
る
。
他

に
特
に
難
し
い
語
は
な
い
だ
ろ
う
。
屈
折
し
た
表
現
も
な
い
。
結
構
自
体
に
も
、
特
段
指
摘
し
た
い
新
機

軸
は
な
い
。
と
て
も
素
直
な
詩
だ
。
ブ
ツ
ブ
ツ
と
ひ
と
り
口
の
中
で
朗
誦
、
反
芻
す
る
こ
と
数
十
回
、
イ

メ
ー
ジ
が
少
し
ず
つ
膨
ら
ん
で
く
る
。
こ
の
懐
か
し
さ
の
原
因
は
何
だ
ろ
う
。
ひ
と
つ
は
湿
り
気
だ
。
起



句
の
「
雨

y
u
3

」
と
「
泥

n
i2

」、
承
句
の
「
苔

tai2

」、
転
句
の
「
鳧
」
と
「
水

sh
u
i3

」。
水
気
の
あ
る
概

念
が
三
句
に
散
り
ば
め
ら
れ
て
い
る
。
し
か
も
全
て
春
の
陽
光
を
宿
し
た
柔
ら
か
い
水
。
人
は
、
ど
う
し

て
も
水
気
の
あ
る
も
の
に
、
生
き
物
と
し
て
の
郷
愁
を
感
じ
る
よ
う
に
で
き
て
い
る
ら
し
い
。
も
う
ひ
と

つ
は
、
柳
の
緑
が
眩
し
い
春
の
堤
。
こ
の
詩
の
終
着
点
の
景
色
。
私
が
連
想
し
た
の
は
中
国
の
詩
人
で
は

な
か
っ
た…

…

。
そ
う
、
蕪
村
だ
。
「
春
風
馬
堤
曲
」
。
淀
川
水
系
の
堤
で
、
帰
省
途
上
の
美
し
い
娘
と
邂

逅
し
、
こ
れ
に
触
発
さ
れ
て
詠
っ
た
春
の
歌
。
生
命
の
躍
動
と
郷
愁
と
一
抹
の
物
寂
し
さ
が
交
じ
り
合
っ

た
不
思
議
な
吟
行
。
そ
う
し
て
蕪
村
と
い
え
ば
忘
れ
ら
れ
な
い
の
が
、
「
北
寿
老
仙
を
悼
む
」
。
親
し
く
し

て
く
れ
た
老
人
の
死
を
悼
む
詠
嘆
の
う
た
。
江
戸
時
代
の
詩
だ
と
は
、
俄
か
に
は
信
じ
ら
れ
な
い
ロ
マ
ン

テ
ィ
ッ
ク
な
調
べ
。
こ
の
詩
を
読
む
私
の
胸
に
は
、
濃
厚
に
「
春
風
馬
堤
曲
」
が
、
そ
し
て
ど
こ
か
で
か

す
か
に
「
北
寿
老
仙
を
悼
む
」
が
流
れ
る
。 

 ―
―

春
雨
に
洗
わ
れ
た
茅
屋
の
軒
下
に
も
、
い
よ
い
よ
燕
の
夫
婦
が
帰
っ
て
き
た
ね
。
誰
も
見
て
い
な
く

た
っ
て
、
ほ
ら
、
苔
の
緑
も
、
盛
ん
に
散
っ
て
い
く
花
も
、
生
命
を
ち
ゃ
ん
と
祝
福
し
て
く
れ
て
い
る
ん

だ
よ
。
鴨
が
水
の
上
で
余
寒
に
耐
え
る
よ
う
に
し
て
い
た
の
が
、
も
う
か
な
り
昔
に
思
わ
れ
る
。
手
前
か

ら
ず
う
っ
と
彼
方
へ
、
春
霞
の
中
に
消
え
て
い
く
堤
の
柳
の
並
木
。
時
折
そ
よ
風
に
揺
れ
る
無
数
の
葉
の

ひ
と
筋
毎
に
春
が
宿
っ
て
い
る
の
が
見
え
る
だ
ろ
う
。
い
つ
か
は
失
わ
れ
る
生
命
。
い
や
、
し
か
し
そ
ん

な
定
め
な
ど
、
今
は
忘
れ
て
し
ま
お
う
。
さ
あ
、
あ
ら
ゆ
る
生
命
よ
。
春
が
来
た
の
だ
よ
。
今
こ
の
と
き

を
精
一
杯
、
そ
し
て
思
い
切
り
味
わ
お
う
で
は
な
い
か―

―
 

 

《
以
下
、
や
ぶ
ち
ゃ
ん
補
記
》
蕪
村
の
「
北
寿
老
仙
を
悼
む
」
は
私
の
大
好
き
な
俳
体
詩
で
あ
る
。
ど
う

し
て
も
以
下
に
示
し
お
き
た
い
。 

  

北
壽
老
仙
を
い
た
む 

君
あ
し
た
に
去い

ぬ
ゆ
ふ
べ
の
こ
ゝ
ろ
千
々

ち

ぢ

に 

何
ぞ
は
る
か
な
る 

君
を
お
も
ふ
て
岡
の
べ
に
行
つ
遊
ぶ 

を
か
の
べ
何
ぞ
か
な
し
き 

蒲
公

た
ん
ぽ
ぽ

の
黃
に
薺

な
づ
な

の
し
ろ
う
咲
き
た
る 

見
る
人
ぞ
な
き 

雉
子

き

ぎ

す

の
あ
る
か
ひ
た
な
き
に
鳴な

く
を
聞き

け

ば 

友
あ
り
き
河
を
へ
だ
て
ゝ
住
み
に
き 

へ
げ
の
け
ぶ
り
の
は
と
打う

ち

ち
れ
ば
西
吹
に
し
ふ
く
風
の 

は
げ
し
く
て
子
笹
原

を

ざ

さ
は

ら

眞ま

す
げ
は
ら 

の
が
る
べ
き
か
た
ぞ
な
き 

友
あ
り
き
河
を
へ
だ
て
ゝ
住
に
き
け
ふ
は 

ほ
ろ
ゝ
と
も
な
か
ぬ 



君
あ
し
た
に
去
ぬ
ゆ
ふ
べ
の
こ
ゝ
ろ
千
々
に 

何
ぞ
は
る
か
な
る 

我わ
が

庵い
ほ

の
あ
み
だ
佛
と
も
し
火
も
も
の
せ
ず 

花
も
ま
い
ら
せ
ず
す
ご
す
ご
と
彳

た
た
ず

め
る
今
宵
は 

こ
と
に
た
う
と
き 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

釋
蕪
村
百
拜
書 

 

「
北
壽
老
仙
」
俳
人
早
見
晋
我

は

や

み

し

ん

が

（
寛
文
一
一
（
一
六
七
一
）
年
～
延
享
二
（
一
七
四
五
）
年
）
。
通
称
は

次
良
左
衛
門
、
名
は
義
久
、
北
壽
は
号
。
下
総
結
城
の
結
城
十
人
衆
と
称
さ
れ
た
代
々
名
主
を
勤
め
た
素

封
家
で
、
酒
造
業
を
営
む
か
た
わ
ら
、
榎
本
其
角
や
佐
保
介
我
の
門
下
と
し
て
結
城
俳
壇
の
中
心
人
物
と

し
て
活
躍
、
自
宅
に
私
塾
を
開
い
た
り
も
し
た
。
与
謝
蕪
村
と
も
親
交
を
む
す
び
、
七
十
五
歳
で
亡
く
な

っ
た
晋
我
の
追
善
集
「
い
そ
の
は
な
」
に
蕪
村
（
彼
は
享
保
元
（
一
七
一
六
）
年
生
で
あ
る
か
ら
、
当
時

は
未
だ
二
十
九
歳
で
あ
っ
た
）
は
こ
の
俳
体
詩
を
献
じ
、
師
と
も
仰
ぎ
、
兄
と
も
慕
っ
た
晋
我
へ
の
、
そ

の
万
感
の
思
い
を
表
現
し
た
の
で
あ
っ
た
。］ 

 
 

 

＊ 

 

な
お
、
以
下
、
底
本
本
文
の
書
簡
に
入
る
が
、
恒
藤
は
全
体
が
自
身
の
文
章
で
な
い
書
簡
引
用
で
あ
る

こ
と
を
考
慮
し
て
、
こ
の
パ
ー
ト
全
体
を
五
字
下
げ
に
し
て
い
る
。
こ
れ
は
再
現
す
る
こ
と
に
意
味
が
な
い

の
で
、
無
視
し
た
。
恒
藤
恭
は
読
み
易
く
す
る
た
め
に
、
一
部
の
表
記
等
に
手
を
加
え
て
い
る
。
上
付
き

ア
ラ
ビ
ア
数
字
は
恒
藤
が
附
し
た
注
記
番
号
で
あ
る
。
底
本
で
は
そ
の
番
号
が
孰
れ
も
中
途
半
端
な
箇
所

に
打
た
れ
て
い
て
気
持
ち
が
悪
い
。
本
電
子
化
で
は
、
特
異
的
に
註
当
該
部
相
当
の
頭
の
部
分
で
統
一
し
た
。

ま
た
、
各
章
の
間
は
一
行
空
け
で
あ
る
が
、
ち
ょ
っ
と
見
た
目
が
ご
ち
ゃ
つ
く
の
で
、
二
行
空
け
と
し

た
。］ 

   
 

 
 

一
（
大
正
元
年
八
月
三
十
日 

新
宿
か
ら
松
江
へ
） 

  

も
う
二
週
間
で
学
校
が
は
じ
ま
る
と
思
ふ
と
う
ん
ざ
り
す
る
。
ほ
ん
と
う
に
う
ん
ざ
り
す
る
。
埃
で
白

く
な
つ
た
敎
室
の
机
さ
。
落
書
き
だ
ら
け
の
寮
の
硝
子
窓
さ
。
一
つ
だ
つ
て
い
い
心
も
ち
を
起
さ
せ
る
も

の
は
あ
り
は
し
な
い
。V

U
L

G
A

R
 

な S
L

A
N

G
 

や V
U

L
G

A
R

 

な S
C

A
N

D
A

L
 

だ
け
で
も
ぞ
つ
と
す
る
の

に
、S

T
O

R
M

 

の
す
ぎ
た
後
に
は
い
つ
も
酒
の
に
ほ
ひ
が
す
る
ん
だ
ら
う
。
正
直
な
所
僕
は
も
う
二
週
間

と
思
つ
た
ら
、
１

八
木
君
の E

T
E

R
N

A
L

 

な
音
読
の
調
子
が
耳
に
う
か
ば
ず
に
は
ゐ
ら
れ
な
か
つ
た
。

E
T

E
R

N
A

L
 

と
云
ふ
の
は
全
く
善
意
で
、
音
調
［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
原
書
簡
は
「
音
讀
」
。
］
か
ら
他
に
及
ぼ
す
迷

惑
な
ぞ
は
毛
頭
考
へ
て
ゐ
な
い
。
唯
あ
の
調
子
は E

T
E

R
N

A
L

 

と
形
容
す
る
と
一
番
い
ゝ
や
う
な
氣
が
す

る
か
ら
つ
け
た
迄
だ
。E

T
E

R
N

A
L

 

だ
ら
う
。
さ
う
ぢ
や
あ
な
い
か
。 

 

更
に
正
直
な
所
こ
の
う
ん
ざ
り
し
た
心
も
ち
は
、
み
ん
な
に
逢
ふ
事
が
出
來
る
と
云
ふ
た
の
し
み
よ
り

も
遙
に
力
强
い
。
う
ん
ざ
り
せ
ず
に
す
む
の
な
ら
ば
、
皆
と
一
つ
処
に
集
ら
な
く
た
つ
て
い
ゝ
。
第
一
僕



は
君
と
寢
こ
ろ
ん
で
話
し
で
も
す
る
外
に
、
そ
ん
な
に
逢
ふ
の
を
樂
し
み
に
す
る
程
の
人
を
知
ら
な
い
。

（
尤
も
誰
で
も
さ
う
か
も
し
れ
な
い
け
れ
ど
）
。
だ
か
ら
何
も
二
ケ
月
間
の
洗
練
を
經
た
顏
を
合
せ
て
「
や
あ
」

と
か
何
と
か
云
ふ
必
要
は
な
い
ん
だ
。
逢
つ
て
見
た
く
な
れ
ば
訪
ね
て
ゆ
く
。
実
際
木
曾
へ
ゆ
く
前
に
君

の
國
へ
行
か
う
か
と
思
つ
て
ゐ
た
。
さ
う
し
て
「
こ
い
つ
は
少
し
汽
車
へ
の
り
す
ぎ
る
な
」
と
思
つ
て
煮

切
ら
な
い
で
ゐ
る
と
こ
ろ
へ K

A
N

IP
A

N
 

が
一
高
へ
は
い
つ
た
勢
で
木
曾
へ
ゆ
く P

L
A

N
 

を
立
て
た
の
で 

と
う
と
う
［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
原
書
簡
も
マ
マ
。
但
し
、
後
半
は
踊
り
字
「
〱
」
。
］
一
緖
に
蓙
［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
「
ご

ざ
」
。
］
を
き
て
金
剛
杖
を
つ
く
や
う
な
事
に
な
つ
て
し
ま
つ
た
。
未
に
出
雲
の
湖
と
出
雲
の
山
と
を
見
る

機
會
を
失
し
た
の
が
一
寸
殘
念
に
思
は
れ
る
。K

A
N

IP
A

N
 

で
思
ひ
出
し
た
が
、
僕
の
知
つ
て
る
も
の
が

う
ま
く
三
人
共 P

A
S

S
 

し
た
。
工
科
の
二
十
分
の
一
は
僕
の
友
だ
ち
な
ん
だ
か
ら
え
ら
い
。
三
人
と
も
は

い
つ
た
と
き
は
ほ
ん
と
に
う
れ
し
か
つ
た
。 

 
K

A
N

IP
A

N
 

は
今
ア
ー
、
ベ
ー
、
ツ
ェ
ー
を
敎
は
つ
て
る
さ
う
だ
。
ア
ー
、
ベ
ー
、
ツ
ェ
ー
と
云
ふ
と
、

２

ユ
ン
ケ
ル
の
細
い
褐
色
の
頭
の
毛
を
思
ひ
出
す
。
ユ
ン
ケ
ル
を
思
ひ
出
す
と
、
３

シ
イ
モ
ア
先
生
の
桃
色

の
禿
も
思
ひ
出
さ
れ
る
。
シ
イ
モ
ア
先
生
の
娘
は
死
ん
だ
か
し
ら
。 

 

木
曾
は
大
へ
ん
蚤
の
沢
山
ゐ
る
所
だ
つ
た
。
福
島
へ
泊
つ
た
晚
な
ん
ぞ
は
體
中
が
ま
つ
赤
に
ふ
く
れ
上

つ
て
、
ま
ん
じ
り
と
も
出
來
な
か
つ
た
。
こ
れ
か
ら
木
曾
へ
ゆ
く
旅
客
は
是
非
蚤
よ
け
を
持
つ
て
ゆ
く
必

要
が
あ
る
。
矢
張
福
島
で
橫
浜
商
業
の
生
徒
と
相
宿
に
な
つ
た
。
休
格
の
い
い
立
派
な
靑
年
だ
つ
た
が
、

驚
く
べ
く
寢
言
を
云
ふ
。
夜
中
に
い
き
な
り
「
冗
談
云
つ
て
ら
。
そ
ん
な
こ
と
が
あ
る
も
ん
か
」
と
か
何

と
か
云
は
れ
た
時
に
は
、
思
は
ず
ふ
き
出
し
ち
ま
つ
た
も
の
だ
。 

 

御
嶽
の
頂
上
の
小
屋
で
福
島
中
学
の
生
徒
二
人
と
一
緖
に
な
つ
た
。
二
人
と
も
寮
歌
を
よ
く
知
つ
て
ゐ

る
。
僕
な
ん
ぞ
よ
り
よ
く
知
つ
て
ゐ
た
か
も
し
れ
な
い
。
き
い
て
見
る
と
、
す
べ
て
の
寄
宿
舍
の
制
度
は

一
高
に
模
倣
し
て
や
つ
て
る
ん
だ
さ
う
だ
。「
鉄
拳
制
裁
も S

T
O

R
E

 

［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
マ
マ
。
「S

T
O

R
M

」

の
誤
植
で
あ
ろ
う
。
］
も
あ
り
ま
す
」
と
云
ふ
。
一
高
な
ん
て
え
ら
い
も
ん
だ
と
思
つ
た
。
そ
ん
な
に
影
響
の

範
囲
が
廣
い
だ
け
で
も
御
互
に
随
分
つ
つ
し
ま
な
く
ち
や
あ
な
ら
な
い
と
思
つ
た
。
尤
も
其
時
は
僕
は
決

し
て
つ
つ
し
ん
だ
方
ぢ
や
あ
な
か
つ
た
け
れ
ど
。
「
先
輩
に
は
今
ど
ん
な
人
が
ゐ
ま
す
」
つ
て
き
い
て
み

た
ら
、
隣
室
の
金
井
君
が
さ
う
だ
さ
う
だ
。
一
寸
奇
遇
の
や
う
な
氣
が
し
た
が
、
直
又
奇
遇
で
も
何
で
も

な
い
や
う
な
氣
が
し
た
。
二
人
と
も
氣
壓
の
少
い
の
で
半
熟
な
飯
を
何
杯
も
食
つ
た
。
一
杯
も
食
へ
な
い

で
、
持
つ
て
來
た S

A
L

T
. M

E
A

T
 

の
罐
詰
ば
か
り
つ
つ
つ
い
て
ゐ
た
僕
に
は
、
金
井
君
は
好
箇
の
後
輩
を

得
た
と
し
か
思
は
れ
な
か
つ
た
。 

 

か
け
は
し
だ
の
寢
覚
の
床
だ
の
に
低
徊
し
て
か
ら
や
つ
と
名
古
屋
へ
行
つ
た
。
僅
少
な
日
子
を
費
し
た

だ
け
だ
か
ら
、
精
細
な
事
は
わ
か
ら
な
い
が
、
何
し
ろ
名
古
屋
は
べ
ら
ぼ
う
な
町
の
や
う
だ
。
均
一
制
の

な
い
電
車
は
市
の
一
端
か
ら
他
端
迄
ゆ
く
の
に
六
十
枚
ば
か
り
の
切
符
を
買
ふ
事
を
要
求
す
る
。
そ
れ
も

一
枚
一
銭
の
切
符
な
ん
だ
か
ら
呆
れ
る
外
は
な
い
。
僕
た
ち
は
伊
東
屋
吳
服
店
の
木
賊
色
と
褪
紅
色
と 

N
U

A
N

C
E

 

を
持
つ
た
食
堂
で
、
け
ば
け
ば
し
い
な
り
を
し
た
女
ど
も
を
大
勢
見
た
。
偕
樂
亭
の
草
花
の
鉢

を
な
ら
べ
た V

E
R

A
N

D
A

H
 

で
あ
い
す
く
り
い
む
の
匙
を
と
り
な
が
ら
、
目
の
下
の
灯
の
海
を
あ
る
く
名

古
屋
人
を
大
勢
見
た
。
さ
う
し
て
そ
の
中
の
ど
い
つ
を
と
つ
て
み
て
も
、
皆
い
や
な
奴
で
あ
つ
た
。
僕
た

ち
は
眞
晝
間
に
汗
を
流
し
て
方
々
の
工
場
を
訪
問
し
た
。
埃
く
さ
い
應
接
室
で
黃
色
い
西
日
に
照
り
つ
け



ら
れ
な
が
ら
、
某
々
の
會
社
か
ら
の
紹
介
狀
や
名
刺
を
出
し
て
参
観
を
賴
ん
だ
。
帳
簿
や
書
類
の
間
か
ら

黃
疸
や
み
の
や
う
な
顏
を
出
す
書
記
や
給
仕
や
職
工
に
大
勢
遇
つ
た
。
さ
う
し
て
そ
の
ど
い
つ
を
と
つ
て

み
て
も
、
み
な
い
や
な
奴
ば
か
り
だ
つ
た
。 

 

至
る
と
こ
ろ
で
旅
烏
の
身
に
な
つ
た
不
快
な
印
象
を
負
つ
て
、
い
た
る
と
こ
ろ
の
工
場
で
参
観
を
拒
絕

さ
れ
て
、
僕
た
ち
は
三
日
目
に
と
う
と
う
［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
マ
マ
。
底
本
は
後
半
は
踊
り
字
「
〱
」
。］

中
京
と
誇
称
す
る
、
尊
敬
す
べ
き
名
古
屋
を
御
免
蒙
つ
た
。
僕
は
名
古
屋
と
甲
府
ほ
ど
嫌
な
都
会
を
見
た

事
が
な
い
。
尤
も
名
古
屋
も
蚤
の
ゐ
な
い
だ
け
は
木
曾
よ
り
難
有
つ
た
け
れ
ど
。 

 

秩
序
も
な
く
い
ろ
ん
な
事
を
書
い
た
。
も
う
ぢ
き
君
に
も
あ
へ
る
。
寮
に
又
半
年
を
く
ら
し
て
瘦
せ
る

べ
く
、
君
は
肥
つ
て
東
京
へ
來
る
こ
と
だ
ら
う
と
思
ふ
。 

 
 

 

匇
々 

 
 

 
 

三 

十 

日 

夕 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

新
宿
に
て 

 

芥 

川 

生 

 

註
１ 

一
高
時
代
の
ク
ラ
ス
メ
ー
ト
。
当
時
は
東
大
文
学
部
学
生
。 

 
 

２ 

ド
イ
ツ
人
、
一
高
の
ド
イ
ツ
語
講
師
。 

 
 

３ 

イ
ギ
リ
ス
人
、
一
高
の
英
語
講
師
。 

 

［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
「
芥
川
龍
之
介
書
簡
抄
１
１ 

／ 

明
治
四
五
・
大
正
元
（
一
九
一
二
）
年
書
簡
よ

り
（
４
） 

四
通
」
の
四
通
目
で
全
文
の
電
子
化
注
を
し
て
あ
る
の
で
、
そ
ち
ら
を
参
照
さ
れ
た
い
。
］ 

   
 

 
 

二
（
大
正
二
年
八
月
二
十
九
日 

新
宿
か
ら
松
江
へ
） 

  

廿
二
日
に
東
京
へ
か
へ
つ
て
來
た
。 

 

ど
こ
の
海
水
浴
場
で
も
八
月
の
廿
日
に
な
る
と
客
が
ぐ
つ
と
へ
る
。
江
尻
も
さ
う
だ
つ
た
。
そ
れ
か
ら

廿
日
、
海
水
浴
場
で
一
中
に
ゐ
る
知
り
人
に
あ
つ
た
。
其
人
が
明
日
か
へ
る
と
云
ふ
の
を
き
い
た
ら
羨
し

く
な
つ
た
。 

 

そ
れ
か
ら
丸
善
か
ら
本
が
來
た
し
ら
せ
が
う
ち
か
ら
あ
つ
た
。 

 

そ
ん
な
こ
ん
な
で
急
に
か
へ
る
氣
に
な
つ
た
。
東
京
へ
か
へ
つ
た
ら
大
へ
ん
う
れ
し
か
つ
た
。
露
の
多

い
夕
が
た
新
橋
の
停
車
場
を
出
て
大
な 
C

A
R

P
E

T
-T

R
A

N
K

 

を
さ
げ
た
ま
ゝ
電
燈
の
赤
み
が
か
つ
た

黃
色
い
灯
、
瓦
斯
の
白
け
た
黃
色
い
灯
が
錯
落
と
つ
ゞ
く
の
を
み
た
時
の
心
も
ち
は
未
に
わ
す
れ
ら
れ
な

い
。
矢
張
東
京
の
小
供
の
一
人
な
ん
だ
ら
う
。 

 

そ
れ
か
ら
今
日
迄
例
の
通
り
漫
然
と
く
ら
し
て
ゐ
る
。
本
も
少
し
よ
ん
だ
。
午
睡
は
大
分
し
た
。 

 

其
後
君
の
方
は
ど
う
き
ま
つ
た
か
ね
。
こ
つ
ち
で
は
君
が
ま
た
東
京
へ
く
る
と
云
ふ
事
が
大
分
評
判
ら

し
い
。
昨
日
１

谷
森
君
に
あ
つ
た
ら
、
さ
う
云
つ
て
た
。
へ
え
、
さ
う
か
ね
と
感
心
し
て
き
い
て
來
た
。

谷
森
君
の
話
し
で
は
、
も
う
來
る
と
き
ま
つ
た
樣
な
事
だ
つ
た
が
、
愈
々
さ
う
な
の
だ
ら
う
か
。 

 

こ
の
間
の
歌
は
面
白
か
つ
た
。
湖
の
歌
の
始
の
方
の
五
首
「D

IA
N

 

に
」［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
欧
文
は
明
ら

か
に
右
寄
り
に
あ
る
。
岩
波
旧
全
集
で
も
同
じ
。
］
の
六
つ
が
殊
に
よ
か
つ
た
。［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
原
書
簡
で
は
こ
こ

に
『
「
霧
靑
む
」
「
も
の
狂
」
は
少
し
明
星
す
ぎ
る 

』
と
あ
る
の
を
恒
藤
は
カ
ッ
ト
し
て
い
る
。
意
図
不
明
。
恒
藤
と
し
て

https://onibi.cocolog-nifty.com/alain_leroy_/2021/02/post-cf514a.html
https://onibi.cocolog-nifty.com/alain_leroy_/2021/02/post-cf514a.html


は
、
こ
の
批
評
に
不
満
が
あ
っ
た
も
の
か
と
も
思
わ
れ
る
。
］
あ
の
六
首
の
外
に
「
さ
り
と
て
は
」
「
國
引
き
に
」

「
追
分
の
」
「
と
ほ
じ
ろ
く
」
が
い
ゝ
。「
あ
き
ら
め
の
」
の
賛
成
だ
。
ど
つ
ち
に
し
て
も
、
九
月
の
初
旬

に
は
君
に
あ
へ
る
事
と
思
ふ
。 

  
 

 
 

 
 

追 
憶 

二 

章 

 
 

 
 

 
 

Ｉ 

外 

 
 

今
日
も
ま
た
黃
な
る
雲
ゆ
く
桐
の
木
の
葉
か
げ
に
ひ
と
り
も
の
を
思
へ
る 

  
 

車
前
草
の
う
す
紫
の
花
ふ
み
て
も
の
を
思
へ
ば
雲
の
影
ゆ
く 

  
 

小
使
部
屋
の
外
バ
ケ
ツ
の
中
に
植
ゑ
ら
れ
し
ダ
リ
ア
の
花
の
赤
き
が
悲
し 

  
 

 
 

 
 

Ⅱ 

内 

 
 

敎
科
書
の
か
げ
に
か
く
れ
て
歌
つ
く
る
こ
の
天
才
を
さ
は
な
と
が
め
そ 

  
 

禿
頭
の
ユ
ン
ケ
ル
こ
そ
は
お
か
し
け
れ
わ
が
歌
を
見
て W

A
S

? 
と
と
ひ
け
る 

  
 

首
ま
げ
て
も
の
云
ふ
時
は
シ
ー
モ
ア
も
あ
か
き
鸚
鵡
の
心
ち
こ
そ
す
れ 

  
 

 
 

 
 

 

秋 

  
 

埃
及
の
靑
き
陶
器
の
百
合
模
樣
秋
は
つ
め
た
く
ひ
か
り
そ
め
け
る 

  
 

秋
た
て
ば
ガ
ラ
ス
の
ひ
ゞ
の
ほ
の
靑
く
心
に
來
る
か
な
し
み
の
あ
り 

  
 

額
ぶ
ち
の
す
ゝ
び
し
金
を
そ
こ
と
な
く
ほ
の
靑
ま
せ
て
秋
は
來
に
け
り 

  
 

銀
座
通
馬
車
の
金
具
の
ひ
ゞ
き
よ
り
何
時
し
か
秋
は
た
ち
そ
め
に
け
む 

  
 

仲
助
の
撥
の
ひ
ゞ
き
に
蠟
燭
の
白
き
火
か
げ
に
秋
は
ひ
ろ
が
る 

  
 

秋
風
は
淸
國
名
產
甘
栗
と
か
き
た
る
紅
き
提
灯
に
ふ
く 

 
 

 

廿
九
日
朝 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

龍 

註
１ 

一
高
時
代
か
ら
の
ク
ラ
ス
メ
ー
ト
。
当
時
は
東
大
文
学
部
学
生
。 

 

［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
本
書
簡
は
「
芥
川
龍
之
介
書
簡
抄
１
６ 

／ 

大
正
二
（
一
九
一
三
）
年
書
簡
よ
り

https://onibi.cocolog-nifty.com/alain_leroy_/2021/02/post-be7b0c.html


（
３
） 

四
通
」
の
一
通
目
と
し
て
電
子
化
注
し
て
あ
る
の
で
参
照
さ
れ
た
い
。］ 

   
 

 
 

三
（
大
正
二
年
九
月
十
三
日 

新
宿
か
ら
京
都
へ
） 

   

敬 

啓 

 

君
の
所
か
ら
御
礼
狀
が
來
た
と
云
つ
て
母
が
持
つ
て
き
た
か
ら
、
あ
け
て
み
た
ら
、
京
都
大
学
へ
の
轉

学
願
と
其
理
由
書
が
は
い
つ
て
る
。
多
分
間
違
だ
ら
う
と
思
ふ
か
ら
早
速
送
る
。
い
く
ら
［
や
ぶ
ち
ゃ
ん

注
：
岩
波
旧
全
集
で
は
こ
こ
に
「
二
度
」
と
あ
る
の
を
恒
藤
は
カ
ッ
ト
し
て
い
る
。
］
轉
学
す
る
か
ら
と
云
つ
て
、
か

う
迄
あ
は
て
る
に
は
当
る
ま
い
。 

 

序
に
か
く
が
、
僕
の
お
や
ぢ
の
名
は
道
章
で
、
道
昭
ぢ
や
あ
な
い
。
道
昭
で
は
道
鏡
の
甥
の
や
う
な
氣

が
す
る
。 

 

十
五
日
か
ら
い
ろ
ん
な
講
義
が
始
ま
る
。
英
語
を
斎
藤
勇
さ
ん
に
敎
は
る
。
独
乙
は
大
津
さ
ん
。
一
体

に
あ
ん
ま
り
面
白
く
な
さ
さ
う
だ
。
大
学
生
に
お
ぢ
い
さ
ん
の
多
い
に
は
驚
く
。 

 

時
間
の
都
合
（
五
時
迄
一
週
中
三
日
心
理
槪
論
が
あ
る
）
で
曉
星
へ
も
外
語
へ
も
行
か
れ
な
い
。
フ
ラ
ン
ス

語
は
來
年
迄
延
期
し
や
う
か
と
も
思
つ
て
ゐ
る
。
今
日
八
木
君
や
藤
岡
君
に
あ
つ
た
。 

  
 

 

そ
こ
と
な
く 

さ
う
び
の
香
こ
そ
か
よ
ひ
く
れ 

  
 

 
 

 

う
ら
わ
か
き
日
の
も
の
の
か
な
し
み 

  
 

 
 

十 

三 

日 

夕 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

龍 

註
１ 

一
高
時
代
の
ク
ラ
ス
メ
ー
ト
。
当
時
は
東
大
文
学
部
学
生
。 

 

［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
注
記
番
号
が
本
文
中
に
挿
入
さ
れ
て
い
な
い
。
し
か
し
「
一
」
で
既
に
八
木
実
道
（
理

三
）
に
は
註
を
附
し
て
あ
る
の
で
、
こ
こ
は
「
藤
岡
君
」
藤
岡
蔵
六
へ
の
註
で
あ
る
。
因
み
に
、
八
木
も
藤

岡
も
当
時
は
東
京
帝
国
大
学
文
学
部
（
正
確
に
は
「
東
京
帝
國
大
學
文
科
大
學
」
）
哲
学
科
の
学
生
で
あ
る
。 

 

さ
て
、
本
書
簡
は
「
芥
川
龍
之
介
書
簡
抄
１
６ 

／ 

大
正
二
（
一
九
一
三
）
年
書
簡
よ
り
（
３
） 

四

通
」
の
三
通
目
で
電
子
化
注
し
て
あ
る
の
で
、
そ
ち
ら
を
参
照
さ
れ
た
い
が
、
こ
こ
で
「
二
度
」
を
恒
藤
が

カ
ッ
ト
し
た
理
由
を
考
え
て
み
る
。
実
は
、
岩
波
元
版
全
集
の
本
書
簡
で
は
「
二
度
」
は
入
っ
て
い
な
か
っ

た
よ
う
で
あ
る
。
そ
れ
は
、
筑
摩
書
房
の
元
版
を
親
本
と
し
つ
つ
、
新
規
に
増
補
し
て
作
ら
れ
た
全
集
類
聚

版
（
昭
和
二
四
（
一
九
四
九
）
年
刊
）
で
も
「
二
度
」
が
な
い
か
ら
で
あ
る
。
し
か
も
そ
こ
に
は
当
該
書
簡

は
『（
写
）』
と
な
っ
て
お
り
、
こ
れ
は
書
簡
自
体
か
ら
起
こ
し
た
の
で
は
な
く
、
何
か
か
ら
の
転
載
で
あ
る

こ
と
を
示
す
も
の
な
の
だ
が
、
そ
の
文
章
を
見
る
に
、
ば
っ
ち
り
句
読
点
が
打
た
れ
て
あ
っ
て
、
実
は
本
篇

と
全
く
同
じ
も
の
で
あ
っ
て
、
ま
さ
に
本
書
の
本
篇
か
ら
転
載
し
た
も
の
で
あ
る
こ
と
が
判
明
し
た
。
而
し

https://onibi.cocolog-nifty.com/alain_leroy_/2021/02/post-be7b0c.html
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て
考
え
て
見
る
に
、
恒
藤
は
狭
義
の
意
味
で
の
「
轉
學
」
な
ど
一
度
も
し
て
い
な
い
の
で
あ
る
。
芥
川
龍
之

介
の
謂
い
は
、
当
初
、
恒
藤
（
当
時
は
井
川
姓
）
が
東
京
帝
国
大
学
文
学
部
に
進
む
つ
も
り
で
あ
っ
た
も
の

が
、
芥
川
龍
之
介
の
才
能
に
遠
く
及
ば
な
い
こ
と
を
自
覚
し
て
、
文
科
を
改
め
て
法
科
に
進
学
を
変
え
、
し

か
も
、
東
京
帝
大
の
法
科
大
学
で
は
な
く
、
京
都
帝
国
大
学
法
科
大
学
政
治
学
科
へ
入
学
し
た
の
を
、
東
京

帝
大
文
科
か
ら
法
科
で
一
回
、
東
京
帝
大
か
ら
京
都
帝
大
で
二
回
と
し
て
、
自
己
の
中
で
進
学
進
路
の
変
更

し
た
こ
と
を
「
二
度
轉
學
」
と
言
っ
て
し
ま
っ
て
い
る
も
の
と
私
は
推
理
す
る
（
そ
こ
に
は
芥
川
龍
之
介
が

持
っ
た
、
彼
と
別
れ
別
れ
に
な
る
こ
と
へ
の
仄
か
な
私
怨
が
籠
っ
て
い
る
と
さ
え
思
う
の
で
あ
る
）
。
狭
義

の
「
轉
學
」
に
は
全
く
当
た
ら
な
い
こ
と
は
明
白
で
あ
る
か
ら
、
自
身
、
誤
読
さ
れ
る
と
困
る
と
考
え
て
、

龍
之
介
の
「
二
度
」
を
こ
こ
で
は
外
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
。］ 

   
 

 
 

四
（
大
正
二
年
十
月
十
七
日 

新
宿
か
ら
京
都
へ
） 

  

エ
レ
ク
ト
ラ
を
み
に
行
つ
た
。 

 

第
一
、
マ
ク
ペ
ス
の
舞
臺
稽
古
。
第
二
、
茶
を
つ
く
る
家
。
第
三
、
エ
レ
ク
ト
ラ
。
第
四
、
女
が
た
の

順
で 

第
一
は
モ
オ
リ
ス
・
ベ
ア
リ
ン
グ
の
飜
訳
、
第
二
は
松
居
松
葉
氏
の
新
作
、
第
四
は
鷗
外
先
生
の

喜
劇
だ
。 

 

「
マ
ク
ペ
ス
の
舞
臺
稽
古
」
を
序
幕
に
据
へ
た
の
は
甚
不
都
合
な
話
で
、
劇
場
内
の
氣
分
を
統
一
す
る

た
め
に
日
本
の
芝
居
で
は
お
目
見
え
の
だ
ん
ま
り
を
や
る
が
（
モ
ン
ナ
ヷ
ン
ナ
に
室
内
が
先
立
つ
た
の

も
）
、
マ
ク
ベ
ス
の
舞
臺
稽
古
は
此
点
か
ら
見
て
、
ど
う
し
て
も
故
意
に
看
客
の
氣
分
を
搔
乱
す
る
爲
に

選
ば
れ
た
も
の
と
し
か
思
ふ
こ
と
は
出
來
な
い
。
こ
の P

L
A

Y
 

は 
D

E
M

U
N

IT
IV

E
 D

R
A

M
A

S
 

（
い
つ

か
寮
へ
も
つ
て
行
つ
て
ゐ
た
事
が
あ
る
か
ら
君
は
み
た
ら
う
）
か
ら
と
つ
た
の
だ
が
、
あ
の
中
に
あ
る 

P
L

A
Y

 

中
で
こ
れ
が
一
番
騷
々
し
い
。
何
し
ろ
舞
台
稽
古
に
役
者
が
皆
我
儘
を
な
ら
べ
た
り
、
喧
嘩
を
し
た
り
、

沙
翁
が
怒
つ
た
り
、
大
夫
元
［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
「
た
い
ふ
も
と
」
。
現
代
仮
名
遣
で
「
た
ゆ
う
も
と
」
。
］
が
怒
鳴
つ

た
り
す
る
の
を
か
い
た
ん
だ
か
ら
、
こ
れ
以
上
に
騷
々
し
い
芝
居
が
あ
ま
り
あ
る
も
の
で
は
な
い
。
大
詰

に
で
も
、
は
ね
を
惜
む
心
を
ま
ぎ
ら
す
に
は
こ
ん
な
喜
劇
も
よ
い
か
も
し
れ
な
い
が
、
エ
レ
ク
ト
ラ
を
演

ず
る
に
さ
き
だ
つ
て
、
こ
ん
な
乱
雜
な
も
の
を
や
る
の
は
言
語
道
断
で
あ
る
。 

 

「
茶
を
つ
く
る
家
」
を
み
た
ら
猶
い
や
に
な
つ
た
。
舞
台
の
デ
ザ
イ
ン
は
中
々
う
ま
く
行
つ
て
ゐ
た
が
、

作
そ
の
も
の
は
完
く
駄
目
だ
。
第
一
こ
れ
で
み
る
と
松
居
さ
ん
の
頭
も
余
程
怪
し
い
も
の
ぢ
や
あ
な
い
か

と
思
ふ
。
筋
は
宇
治
の
春
日
井
と
云
ふ
茶
屋
が
零
落
し
て
、
と
う
と
う
［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
原
書
簡
も
マ
マ
。］

老
主
人
が
保
險
金
を
と
る
爲
に
自
分
で
放
火
を
す
る
迄
に
な
る
。
そ
こ
で
一
旦
東
京
の
新
橋
で
文
学
藝
者

と
云
は
れ
た
、
そ
の
家
の
娘
の
お
花
が
足
を
洗
つ
て
う
ち
へ
か
へ
つ
て
來
て
ゐ
た
が
、
ま
た
身
を
う
つ
て

二
千
円
の
金
を
こ
し
ら
へ
、
音
信
不
通
に
な
つ
て
ゐ
た
兄
か
ら
送
つ
て
く
れ
た
と
云
ふ
事
に
し
て
、
自
分

は
東
京
へ
か
へ
る
。
父
や
兄
は
娘
の
心
を
し
ら
ず
に
、
義
理
し
ら
ず
と
云
つ
て
お
花
を
罵
る
と
云
ふ
の
だ
。

第
一
ど
こ
に
我
々
の
す
ん
で
ゐ
る
時
代
が
見
え
る
の
だ
ら
う
。
保
險
金
を
と
ら
う
と
し
て
放
火
す
る
位
の

事
は
氣
の
き
い
た
活
動
寫
眞
に
で
も
仕
く
ま
れ
て
ゐ
る
。
且
家
運
の
微
祿
を
救
ふ
の
に
娘
が
身
を
う
る
と



云
ふ
の
は
、
壯
士
芝
居
所
か
、
古
く
は
お
軽
勘
平
の
昔
か
ら
あ
る
。
お
輕
が
文
学
藝
者
に
変
つ
た
か
ら
と

云
つ
て
、
そ
れ
が
何
で 

S
O

C
IA

L
 D

R
A

M
A

 

と
云
へ
よ
う
。
何
で
婦
人
問
題
に
解
決
を
與
へ
た
と
云
へ

や
う
。
作
者
は
解
決
を
與
へ
た
と
自
称
し
て
ゐ
る
の
だ
か
ら
お
ど
ろ
く
。 

 

さ
て
エ
レ
ク
ト
ラ
に
な
つ
た
。 

 

灰
色
の
石
の
壁
。
石
の
柱
。
赤
瓦
の
屋
根
。
同
じ
灰
色
の
石
の
井
戶
。
そ
の
傍
に
僅
な
一
叢
の
綠
。

S
C

E
N

E
 

は
大
へ
ん
よ
か
つ
た
。
水
甕
を
も
つ
た
女
が
四
、
五
人
出
て
來
て
水
を
く
む
の
か
ら
事
件
が
発
展

し
は
じ
め
る
。
始
め
は
退
屈
だ
つ
た
。
訳
文
が
恐
し
く
ぎ
ご
ち
な
い
の
で
あ
る
。
一
例
を
示
す
と
、 

 
 

 

お
ま
へ
は
ど
ん
な
に
あ
れ
が
わ
れ
わ
れ
を
見
て
ゐ
た
か
、
見
た
か
、
山
猫
の
や
う
に 

 
 

 

凄
か
つ
た
。
そ
し
て…

…
…

 

と
云
つ
た
や
う
な
調
子
で
あ
る
。
い
く
ら
ギ
リ
シ
ア
だ
つ
て
あ
ん
ま
り
ス
パ
ル
タ
ン
す
ぎ
る
。
ク
リ
テ
ム

ネ
ス
ト
ラ
が
出
て
話
す
と
き
も
、
そ
ん
な
に
面
白
く
な
か
つ
た
。
之
も
訳
文
が
祟
り
を
な
し
て
ゐ
る
の
で

あ
る
。
唯
ク
リ
テ
ム
ネ
ス
ト
ラ
は
緋
の
袍
に
宝
石
の
首
か
ざ
り
を
し
て
、
金
の
腕
環
を
二
つ
と
金
の
冠
と

を
か
が
や
か
せ
、 B

A
R

E
 A

R
M

S
 

に
長
い S

C
E

P
T

R
E

 

を
と
つ
た
姿
が
如
何
に
も
淫
婦
ら
し
か
つ
た
。
第

一
こ
の
役
者
は
顏
が
大
へ
ん
淫
蕩
ら
し
い
顏
に
出
來
上
つ
て
ゐ
る
の
だ
か
ら
、
八
割
方
得
で
あ
る
。
殘
念

な
事
に
、
声
は
驢
馬
に
似
て
ゐ
た
。 

 

オ
レ
ス
テ
ス
の
死
ん
だ
と
云
ふ
報
知
が
く
る
。
ク
リ
テ
ム
ネ
ス
ト
ラ
が
勝
誇
つ
て
手
に
セ
プ
タ
ア
を
あ

げ
な
が
ら
戶
の
中
に
走
り
入
る
。
か
は
い
い
ク
リ
ソ
テ
ミ
ス
が
エ
レ
ク
ト
ラ
に
、
オ
レ
ス
テ
ス
が
馬
か
ら

落
ち
て
死
ん
だ
と
つ
げ
る
。
エ
レ
ク
ト
ラ
が
独
り
に
な
つ
て
か
ら
、
右
の
手
を
あ
げ
て
「
あ
あ
と
う
と
う

［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
原
書
簡
も
マ
マ
。
］
ひ
と
り
に
な
つ
て
し
ま
つ
た
」
と
叫
ぶ
。
其
時
、
沈
痛
な
声
の
中
に
海

の
や
う
な
悲
哀
を
つ
た
へ
る
エ
レ
ク
ト
ラ
が
は
じ
め
て
生
き
た
。
河
合
で
な
い
エ
レ
ク
ト
ラ
が
自
分
た
ち

の
前
に
立
つ
て
ゐ
る
。
そ
の
上
に
幕
が
急
に
下
り
た
。 

 

前
よ
り
も
以
上
の
期
待
を
も
つ
て
二
幕
目
を
み
る
。
幕
が
あ
く
と
、
下
手
の
石
の
柱
に
紫
の
袍
を
き
た

若
い
オ
レ
ス
テ
ス
が
腕
ぐ
み
を
し
て
よ
り
か
か
り
な
が
ら
立
つ
て
ゐ
る
。
上
手
の
戶
口―

―

靑
銅
の
戶
を

と
ざ
し
た
戶
口
の
前
に
は
黑
い
や
ぶ
れ
た
衣
に
繩
の
帶
を
し
た
エ
レ
ク
ト
ラ
が
後
む
き
に
う
づ
く
ま
つ
て

ゐ
る
。
エ
ジ
ス
テ
ス
が
父
の
ア
ガ
メ
ン
ノ
ン
を
弑
し
た
斧
の
地
に
埋
ま
つ
て
ゐ
る
の
を
掘
つ
て
ゐ
る
の
で

あ
る
。
二
人
の
上
に
は
ほ
の
靑
い
月
の
光
が
さ
す
。
舞
臺
は
絵
の
樣
に
美
し
い
。 

 

オ
レ
ス
テ
ス
と
エ
レ
ク
ト
ラ
と
妹
弟
［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
マ
マ
。
原
書
簡
は
「
姊
弟
」
。
エ
レ
ク
ト
ラ
は
オ
レ
ス
テ

ス
の
姉
で
あ
る
。
誤
植
か
も
知
れ
な
い
。
］
の
名
の
り
を
す
る
。
オ
レ
ス
テ
ス
の
養
父
が
來
る
。
事
件
は
息
も
つ

け
な
い
緊
密
な P

L
O

T
 

に
從
つ
て
進
ん
で
ゆ
く
。
靜
な
部
屋
の
う
ち
か
ら
叫
声
を
起
る
［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：

原
書
簡
も
マ
マ
。
］
。
ク
リ
テ
ム
ネ
ス
ト
ラ
が
殺
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
エ
レ
ク
ト
ラ
は
「
オ
レ
ス
テ
ス
、
オ
レ

ス
テ
ス
、
う
て
、
う
て
」
と
叫
ぶ
か
と
思
ふ
と
地
に
匍
伏
し
て
獸
の
や
う
に
う
な
る
。 

 

エ
ジ
ス
テ
ス
が
來
る
。
エ
レ
ク
ト
ラ
に
欺
か
れ
て
部
屋
の
う
ち
へ
は
い
る
。
再
び
「
人
殺
し
、
人
殺
し
」

と
云
ふ
叫
声
が
起
る
。
窓
か
ら
刺
さ
れ
て
仆
れ
る
エ
ジ
ス
テ
ス
の
姿
が
見
え
る
。 

 

靜
な
舞
台
に
は
急
に
松
明
の
火
が
幾
十
と
な
く
は
せ
ち
が
ふ
。
劍
と
劍
と
相
う
つ
音
が
す
る
。
人
々
の

叫
び
罵
る
声
が
す
る
。
オ
レ
ス
テ
ス
の
敵
と
オ
レ
ス
テ
ス
の
味
方
と
爭
ふ
の
で
あ
る
。
其
叫
喚
の
中
に
エ

レ
ク
ト
ラ
は
又
獸
の
如
く
唸
つ
て
地
に
匍
伏
す
る
。
松
明
の
火
［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
原
書
簡
で
は
「
光
」
で
あ



る
。
］
は
多
き
を
加
へ
る
。
人
々
は
叫
び
な
が
ら
部
屋
の
う
ち
に
乱
れ
入
る
。
劍
の
音
、
怒
号
の
声
は
益
々

高
く
な
る
。
エ
レ
ク
ト
ラ
は
醉
つ
た
や
う
に
よ
ろ
め
き
な
が
ら
立
上
る
。
さ
う
し
て
手
を
あ
げ
て
、
足
を

あ
げ
て
、
ひ
た
狂
ひ
に
狂
ふ
の
で
あ
る
。 

 

遠
い
紀
元
前
か
ら
今
日
ま
で
幾
十
代
の
人
間
の
心
の
底
を
音
も
な
く
流
れ
る
大
潮
流
の
ひ
び
き
は
此
時

エ
レ
ク
ト
ラ
の
踊
る
手
足
の
運
動
に
形
を
か
へ
た
。
や
ぶ
れ
た
黑
衣
を
い
や
が
上
に
や
ぶ
れ
よ
と
靑
白
い

顏
も
火
の
や
う
に
熱
し
て
、
う
め
き
に
う
め
き
、
踊
り
に
踊
る
。
エ
レ
ク
ト
ラ
は
日
本
の
俳
優
が
扮
し
た

西
洋
の
男
女
の
中
で
其
最
も
生
動
し
た
も
の
の
一
つ
で
あ
つ
た
。
ク
リ
ソ
テ
ミ
ス
が
ひ
と
り
來
て
、
復
仇

の
始
末
を
つ
げ
る
。
エ
レ
ク
ト
ラ
は
耳
に
も
か
け
ず
踊
る
。
つ
か
れ
て
は
仆
れ
、
仆
れ
て
は
又
踊
る
。
ク

リ
ソ
テ
ミ
ス
は
な
く
な
く
靑
銅
の
扉
を
た
た
い
て
「
オ
レ
ス
テ
ス
、
オ
レ
ス
テ
ス
」
と
叫
ぶ
。
誰
も
答
へ

な
い
。
幕
は
こ
の
時
泣
き
く
づ
れ
る
ク
リ
ソ
テ
ミ
ス
と
狂
ひ
舞
ふ
エ
レ
ク
ト
ラ
と
の
上
に
下
り
る
。 

 

自
分
は
何
時
か
淚
を
な
が
し
て
ゐ
た
。 

 

「
女
が
た
」
は
地
方
興
行
へ
出
て
ゐ
る
俳
優
が
あ
る
溫
泉
宿
で
富
豪
に
部
屋
を
占
領
さ
れ
る
業
腹
さ
に
、

女
が
た
が
女
に
ば
け
て
、
そ
の
富
豪
の
好
色
な
の
に
つ
け
こ
ん
で
一
ぱ
い
く
は
せ
る
と
云
ふ
下
ら
な
い
も

の
で
あ
る
。
唯
出
る
人
間
が
皆
普
通
の
人
間
で
あ
る
。
一
人
も
馬
鹿
々
々
し
い
奴
は
ゐ
な
い
。
悉
く
我
々

と
同
じ
飯
を
く
つ
て
、
同
じ
空
氣
を
呼
吸
し
て
ゐ
る
人
間
で
あ
る
。
こ
こ
に
鷗
外
先
生
の
面
目
が
見
え
な

い
事
も
な
い
。 

 

兎
に
角
エ
レ
ク
ト
ラ
は
よ
か
つ
た
。
エ
レ
ク
ト
ラ
、
エ
レ
ク
ト
ラ
と
思
ひ
な
が
ら
其
晚
電
車
に
ゆ
ら
れ

て
新
宿
へ
か
へ
つ
た
。
今
で
も
時
々
エ
レ
ク
ト
ラ
の
踊
を
思
ひ
出
す
。 

  

芝
居
の
話
は
も
う
き
り
上
げ
る
事
に
す
る
。 

 

牛
込
の
家
は
あ
の
翌
日
外
か
ら
大
体
み
に
行
つ
た
［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
原
書
簡
も
「
体
」
は
マ
マ
。
移
転
し
よ

う
と
目
星
を
つ
け
た
家
を
「
外
」
則
（
そ
と
が
わ
）
「
か
ら
、
大
体

だ
い
た
い

、
見
に
行い

つ
た
」
。
後
の
同
書
簡
の
リ
ン
ク
の
私
の
注
を

参
照
さ
れ
た
い
。
］
。
場
所
は
非
常
に
い
ゝ
ん
だ
が
、
う
ち
が
古
い
の
と
、
あ
の
途
中
の
急
な
坂
と
で
、
お
や

ぢ
は
二
の
足
を
ふ
ん
だ
。
所
へ
大
塚
の
方
か
ら
地
所
と
う
ち
が
あ
る
の
を
し
ら
せ
て
く
れ
た
人
が
あ
る
。

そ
の
う
ち
の
方
は
去
年
建
て
た
と
云
ふ
新
し
い
の
で
、
恐
し
い
凝
り
方
を
し
た
普
請
（
天
井
な
ん
ぞ
は
神
代

杉
で
ね
）
な
ん
だ
が
、
狹
い
の
で
落
第
（
割
合
に
價
は
安
い
ん
だ
が
）
。
地
所
は
貸
地
だ
が
、
高
燥
な
の
と
、
靜

な
の
と
、
地
代
が
安
い
の
と
で
、
八
割
方
及
第
し
た
。
多
分
二
百
坪
ば
か
り
借
り
て
、
う
ち
を
建
て
る
事

に
な
る
だ
ら
う
と
思
ふ
。
大
塚
の
豊
島
岡
御
陵
墓
の
う
し
ろ
に
あ
た
る
所
で
狩
野
［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
マ
マ
。

原
書
簡
も
マ
マ
。
］
治
五
郞
の
塾
に
近
い
。
緩
慢
な
坂
が
一
つ
あ
る
だ
け
で
、
電
車
へ
五
町
［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：

五
百
四
十
五
メ
ー
ト
ル
強
。
］
と
云
ふ
の
が
と
し
よ
り
に
は
誘
惑
な
の
だ
ら
う
。
本
鄕
迄
電
車
で
二
十
分
だ
か

ら
、
そ
ん
な
に
便
利
も
惡
く
な
い
。 

  

学
校
は
不
相
変
つ
ま
ら
な
い
。 

 

シ
ン
ヂ
は
よ
み
完
つ
た
。D

E
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E
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R

R
O

W
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と
云
ふ
の
が
大
へ
ん
よ
か
つ
た
。
文
は
む
づ
か
し

い
。
関
係
代
名
詞
を
主
格
で
も
目
的
格
で
も
無
暗
に
ぬ
く
。
独
乙
語
流
に fro

m
 th

e h
o
u
se o

u
t 

と
や
る
。

大
分
面
倒
だ
。 



 
F

o
reru

n
n
er 

を
よ
み
だ
し
た
。
大
へ
ん
面
白
い
。
長
崎
君
が
本
を
も
つ
て
ゐ
た
と
思
ふ
。
あ
れ
で
よ
ん

で
み
た
ま
へ
。
割
合
に
や
さ
し
く
つ
て
い
ゝ
。 

  

大
学
の
橡
は
す
つ
か
り
落
葉
し
た
。
プ
ラ
ン
タ
ー
ン
も
黃
色
く
な
つ
た
。
朝
夕
は
手
足
の
さ
き
が
つ
め

た
い
。
夕
方
散
步
に
出
る
と
、
靄
の
下
り
た
明
地
に
草
の
枯
れ
て
ゆ
く
に
ほ
ひ
が
す
る
。 

 

文
展
が
あ
し
た
か
ら
始
ま
る
。 

 

每
日
同
じ
や
う
な
講
義
を
き
い
て
、
每
日
同
じ
や
う
な
生
活
を
し
て
ゆ
く
の
は
さ
び
し
い
。 

  
 

 

ゆ
ゑ
し
ら
ず
た
ゞ
に
か
な
し
く
ひ
と
り
小
笛
を 

 
 

 

か
は
た
れ
の
う
す
ら
あ
か
り
に
ほ
う
ぼ
う
と 

 
 

 

銀
の
小
笛
を 

 
 

 

し
み
じ
み
と
か
す
か
に
ふ
け
ば 

 
 

 

ほ
の
靑
き
は
た
お
り
虫
か 

 
 

 

し
く
し
く
と
す
ゝ
り
な
き
す
る
わ
が
心 

 
 

 

ゆ
え
し
ら
ず
た
ゞ
に
か
な
し
く 

 

［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
以
上
の
詩
篇
は
、
原
書
簡
と
は
表
記
方
法
が
異
な
る
の
で
必
ず
比
較
さ
れ
た
い
。
ま
た
、
「
す
ゝ
り
な
き
」

は
「
す
ゝ
な
き
」
で
あ
る
の
を
恒
藤
が
訂
し
た
も
の
で
あ
る
。］ 

  

京
都
も
秋
が
ふ
か
く
な
つ
た
ら
う
。
寄
宿
舍
の
画
は
が
き
に
う
つ
ゝ
て
ゐ
る
木
も
黃
葉
し
た
か
も
し
れ

な
い
。  

  
 

 

わ
れ
は
織
る 

 
 

 

鳶
色
の
絹 

 
 

 

う
す
れ
ゆ
く
ヴ
ィ
オ
ラ
の
ひ
ゞ
き 

 
 

 

う
す
黃
な
る O

ran
g
e 

［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
原
書
簡
で
は
以
上
に
「
模
樣…

…

」
が
続
い
て
い
る
。］ 

 
 

 

わ
れ
は
織
る 

わ
れ
は
織
る 

 
 

 

十
月
の
、
秋
の
、L

ied
er

［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
原
書
簡
で
は
最
後
に
ピ
リ
オ
ド
が
打
た
れ
て
あ
る
。］ 

  
 

 
 

 

十
月
幾
日
だ
か
わ
す
れ
た
。 

 
 

 
 

 

水
曜
日
な
の
は
た
し
か
だ
。 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

龍 

 

［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
本
書
簡
は
「
芥
川
龍
之
介
書
簡
抄
１
７ 

／ 

大
正
二
（
一
九
一
三
）
年
書
簡
よ
り

（
４
） 

十
月
十
七
日
附
井
川
恭
宛
書
簡
」
で
電
子
化
注
し
て
あ
る
の
で
参
照
さ
れ
た
い
。
］ 

 

https://onibi.cocolog-nifty.com/alain_leroy_/2021/02/post-800979.html
https://onibi.cocolog-nifty.com/alain_leroy_/2021/02/post-800979.html
https://onibi.cocolog-nifty.com/alain_leroy_/2021/02/post-800979.html


  
 

 
五
（
大
正
二
年
十
月 

帝
國
ホ
テ
ル
か
ら
京
都
へ
） 

 

［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
こ
の
標
題
の
ク
レ
ジ
ッ
ト
は
誤
り
で
、
現
行
で
は
（
旧
全
集
デ
ー
タ
）
十
一
月
十
九
日
発
信
と
な
っ
て
い

る
。
か
な
り
一
般
に
知
ら
れ
て
い
な
い
人
物
な
ど
も
登
場
す
る
の
で
、
時
に
私
の
「
芥
川
龍
之
介
書
簡
抄
１
９ 

／ 

大
正
二

（
一
九
一
三
）
年
書
簡
よ
り
（
６
） 

十
一
月
十
九
日
附
井
川
恭
宛
書
簡
」
の
原
文
と
私
の
注
を
参
照
さ
れ
た
い
。］ 

  

１

菅
さ
ん
の
家
へ
つ
い
た
の
は
午
後
五
時
頃
だ
つ
た
。 

 

鎌
倉
か
ら
江
の
島
へ
行
つ
て
、
江
の
島
か
ら
又
由
井
ケ
浜
ま
で
か
へ
つ
て
來
た
の
で
あ
る
。
先
生
の
家

は
電
車
（
鎌
倉
・
藤
沢
間
の
）
の
停
留
所
か
ら
一
町
ほ
ど
離
れ
て
ゐ
る
が
、
そ
れ
も
お
み
や
げ
に
江
の
島
か

ら
持
つ
て
來
た
栄
螺
を
代
る
代
る
さ
げ
て
あ
る
く
藤
岡
君
と
僕
と
に
は
可
成
長
い
路
の
や
う
に
思
は
れ
た
。 

 

鼠
が
か
つ
た
紺
に
ぬ
ら
れ
た
木
造
の
西
洋
建
の
窓
に
は
も
う
灯
が
あ
か
く
さ
し
て
ゐ
る
。
ご
め
ん
下
さ

い
と
云
ふ
と
、
勢
の
い
ゝ
足
お
と
が
し
て
、
重
い
硝
子
戶
が
あ
い
た
。
う
す
ぐ
ら
い
中
に
眼
の
凉
し
い
か

は
い
ゝ
男
の
子
の
顏
が
見
え
る
。
「
先
生
は
御
出
で
で
す
か
」
と
た
づ
ね
る
と
、「
は
い
」
と
会
釈
を
し
て
、

す
ぐ
ま
た
う
す
ぐ
ら
い
中
に
み
え
な
く
な
る
。 

 

靴
を
こ
と
こ
と
と
な
ら
し
な
が
ら
待
つ
て
ゐ
る
と
、
菅
さ
ん
の
顏
が
玄
關
か
ら
出
た
。
「
お
は
い
り
、

さ
あ
、
お
は
い
り
」 

 

案
内
さ
れ
た
の
は
二
階
の
先
生
の
書
斎
だ
つ
た
。
戶
口
に
は
斑
竹
へ
白
く
字
を
う
か
せ
た
聯
が
か
ゝ
つ

て
ゐ
る
。
は
い
る
と
、
四
方
の
壁
に
も
殆
𨻶
間
な
く
幅
が
か
け
て
あ
つ
た
。
悉
支
那
人
の
書
で
、
そ
れ
が

又
悉
何
と
考
へ
て
も
よ
め
さ
う
も
な
い
字
ば
か
り
で
あ
る
。
紫
檀
の
机
の
上
に
は
法
帖
と
藍
の
帙
に
は
い

つ
た
唐
本
と
が
う
づ
た
か
く
つ
ん
で
あ
る
。
隅
の
ち
が
ひ
棚
の
上
に
は
古
び
た
銅
の
置
物
と
古
め
か
し
い

陶
器
と
が
な
ら
ん
で
ゐ
る
。
す
べ
て
が
寂

じ
や
く

然
と
し
て
蒼
古
の
色
を
帶
び
て
ゐ
る
の
で
あ
る
。 

 

今
め
か
し
い
の
は
高
い
天
井
か
ら
下
つ
て
ゐ
る
電
燈
と
廣
い
緣
に
す
ゑ
た
籐
椅
子
ば
か
り
。
白
麻
の
緣

を
と
つ
た
疊
も
、
唐
木
の
机
も
、
机
の
周
囲
に
敷
い
た
白
い
毛
皮
も
、
靑
い
陶
器
の
火
入
れ
も
、
藍
の
つ

む
ぎ
の
綿
入
を
き
た
菅
さ
ん
も
、
何
と
な
く
漢
詩
め
い
た
氣
分
の
中
に
を
さ
ま
つ
て
見
え
る
。 

 

窓
に
は
帷
が
お
り
て
ゐ
た
が
、
晝
は
近
く
松
林
の
上
に
海
を
見
る
事
が
出
來
る
の
で
あ
ら
う
。
窓
の
わ

き
に
黑
い
蝕
ん
だ
板
が
た
て
か
け
て
ゐ
る
。
上
に
は
模
糊
と
し
て
文
字
の
や
う
な
も
の
が
蝸
牛
の
は
つ
た

跡
の
や
う
に
う
す
く
光
つ
て
ゐ
た
。
あ
れ
は
何
で
す
と
き
く
と
、
先
生
は
道
風
ぢ
や
と
答
へ
た
。
自
分
は

し
み
じ
み
先
生
が
あ
の
靑
磁
の
瓶
に
幽
菊
の
一
枝
を
さ
し
、
あ
の
古
銅
の
香
爐
に
一
炷
の
篆
煙
を
上
ら
せ

な
い
の
を
殘
念
に
思
つ
た
。
奧
さ
ん
の
な
く
な
ら
れ
た
あ
と
の
三
年
間
を
先
生
は
五
人
の
御
子
さ
ん
と
一

緖
に
二
人
の
下
女
を
使
つ
て
、
此
湘
南
の
田
園
居
に
悠
々
と
し
た
日
月
を
送
つ
て
ゐ
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

先
生
の
書
に
於
け
る
鑑
識
が
天
下
に
肩
随
す
る
も
の
の
な
い
事
は
前
か
ら
き
い
て
ゐ
た
。
し
か
し
書
を
作

る
上
か
ら
云
つ
て
も
先
生
の
造
詣
に
及
ぶ
も
の
が
何
人
ゐ
る
で
あ
ら
う
。
「
此
夏
休
み
に
は
日
に
一
万
字

づ
つ
書
か
う
と
し
た
が
、
ど
う
し
て
も
六
、
七
千
字
ど
ま
り
ぢ
や
つ
た
」
と
云
ふ
先
生
に
と
つ
て
、
独
乙

語
の
如
き
は
閑
余
の
末
枝
［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
原
書
簡
で
は
「
末
技
」
。
誤
植
か
も
知
れ
な
い
。
］
に
過
ぎ
な
い
の
で

あ
ら
う
。 

https://onibi.cocolog-nifty.com/alain_leroy_/2021/03/post-622dc8.html
https://onibi.cocolog-nifty.com/alain_leroy_/2021/03/post-622dc8.html


 
僕
［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
原
書
簡
は
「
自
分
」
。
］
た
ち
は
チ
ョ
コ
レ
ー
ト
を
す
ひ
な
が
ら
こ
ん
な
逸
話
を
き
い

た
。 

 

先
生
が
此
間
な
く
な
つ
た
梠
竹
［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
こ
れ
は
書
家
中
林
梧
竹

な
か
ば
や
し
ご
ち
く

の
芥
川
龍
之
介
の
誤
り
。
原
書
簡
の
私

の
注
を
参
照
さ
れ
た
い
。］
を
た
づ
ね
た
事
が
あ
る
。
三
、
四
度
留
守
と
称
し
て
断
ら
れ
た
あ
げ
く
に
や
つ
と

あ
へ
た
。
あ
ふ
と
、
七
十
余
歲
の
梠
竹
は
白
鬚
髯
［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
「
は
く
し
ゆ
ぜ
ん
」
と
読
ん
で
お
く
。
し
ら

ひ
げ
。］
を
撫
し
な
が
ら
「
お
前
さ
ん
は
何
用
あ
つ
て
來
た
の
ぢ
や
」
と
云
ふ
。 

 

「
書
法
に
つ
い
て
の
御
話
が
う
け
た
ま
は
り
た
く
て
ま
ゐ
り
ま
し
た
。」 

 

「
わ
し
は
書
法
な
ん
と
云
ふ
も
の
は
し
り
ま
せ
ん
て
。
さ
う
云
ふ
事
は
世
間
に
沢
山
話
す
人
が
ゐ
る
か

ら
、
そ
の
人
た
ち
に
き
ゝ
な
さ
い
。」 

 

「
そ
の
人
た
ち
の
話
が
き
ゝ
た
く
な
い
か
ら
、
あ
な
た
の
所
へ
あ
が
つ
た
ん
で
す
。」 

 

こ
の
會
話
は
先
生
の
語

コ
ト
バ

を
き
い
た
通
り
に
か
い
た
の
で
あ
る
。 

 

梠
竹
は
何
と
云
つ
て
も
書
法
は
し
ら
な
い
で
押
通
す
。
先
生
も
と
う
と
う
［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
マ
マ
。
］
我

を
折
つ
て
、
か
へ
つ
て
來
た
。
さ
う
す
る
と
、
一
日
［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
原
書
簡
は
「
一
月
」
。
誤
植
か
も
知
れ
な

い
。
］
あ
ま
り
の
う
ち
に
梠
竹
が
死
ん
だ
。
所
が
先
生
の
親
友
に
大
井
（
？
）
哲
太
郞
と
云
ふ
詩
人
が
ゐ
る
。

詩
の
外
に
書
も
よ
く
す
る
人
だ
さ
う
だ
が
、
梠
竹
と
師
弟
の
や
う
な
關
係
で
、［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
原
書
簡
に

は
こ
こ
に
「
其
上
」
と
あ
る
。
］
意
氣
相
投
ず
る
所
か
ら
死
ぬ
迄
親
し
く
交
つ
て
ゐ
た
の
で
、
先
生
が
そ
の
人

に
あ
つ
た
序
に
梠
竹
の
話
し
を
す
る
と
、
そ
の
人
が
云
ふ
に
は 

 

「
そ
り
や
あ
惜
し
い
事
を
し
た
。
あ
な
た
の
來
た
あ
と
で
、
梠
竹
が
わ
た
し
を
よ
ん
で
、
菅
と
云
ふ
男

が
こ
ん
な
事
を
云
つ
て
來
た
が
、
お
前
は
同
鄕
だ
し
、
ど
ん
な
男
か
知
つ
て
ゐ
る
だ
ら
う
と
云
ふ
か
ら
、

知
つ
て
る
所
ぢ
や
あ
な
い
。
支
那
に
三
年
も
行
つ
て
ゐ
た
。
こ
れ
こ
れ
か
う
云
ふ
男
だ
と
話
し
て
き
か
せ

る
と
、
梠
竹
は
大
へ
ん
殘
念
が
つ
て
、
俺
は
早
速
鎌
倉
へ
逢
ひ
に
行
き
た
い
。
お
前
案
内
を
し
て
く
れ
と

云
ひ
出
し
た
。
云
ひ
出
し
て
す
ぐ
病
氣
に
な
つ
て
、
死
ん
だ
の
ぢ
や
か
ら
、
梠
竹
も
あ
な
た
同
樣
殘
念
だ

ら
う
」 

 

と
云
ふ
事
だ
つ
た
。 

 

自
分
は
こ
ん
な
話
を
き
い
て
ゐ
る
中
に
非
常
に
面
白
く
な
つ
た
。
そ
こ
で
書
家
の
噂
に
な
る
と
、
先
生

は
「
之
は
わ
し
の
先
生
が
か
い
た
の
ぢ
や
、
ご
ら
ん
」
と
云
つ
て
、
厚
い
紙
に
か
い
た
五
言
の
律
詩
を
見

せ
て
く
れ
た
。
字
は
六
朝
の
正
格
で
あ
る
。
不
折
の
比
で
は
な
い
。
自
分
は
感
心
し
て
見
て
ゐ
た
。

「
た
ゞ
み
て
ゐ
た
つ
て
仕
方
が
な
い
。
か
う
し
て
み
る
が
い
い
。
」
先
生
は
そ
の
紙
を
手
に
し
て
［
や
ぶ
ち

ゃ
ん
注
：
原
書
簡
に
は
「
し
て
」
は
、
な
い
。
］
灯
に
す
か
す
や
う
に
［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
原
書
簡
は
こ
こ
に
「
し
て
」

が
、
あ
る
。
前
と
合
わ
せ
て
恐
ら
く
は
元
版
の
た
め
に
恒
藤
が
書
き
写
し
た
際
の
誤
り
と
推
定
出
来
る
。
］
見
せ
て
く
れ

た
。
字
の
劃
が
中
央
は
黑
く
、
左
右
は
銀
の
や
う
に
墨
が
た
ま
つ
て
、
厚
紙
の
上
に
字
を
凹
彫
に
し
た
や

う
に
見
え
る
。
「
ど
う
ぢ
や
、
か
う
な
れ
ば
一
家
を
成
し
た
と
云
へ
る
。
日
本
の
書
家
に
は
一
人
も
之
が

出
來
な
い
。」
自
分
は
愈
々
感
心
し
た
。 

 

先
生
は
今
度
は
李
瑞
淸
の
法
帖
を
あ
け
て
、「
香
」
の
字
を
指
し
な
が
ら 

「
こ
の
※
見
な
さ
い 

内
圓
に
し
て
外
方
と
云
ふ
の
が
六
朝
の
正
体
［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
「
せ
い
た
い
」。
マ
マ
。］

ぢ
や 

日
本
の
書
家
は
之
を
能
く
し
な
い
」
［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
「
※
」
は
「
「
」
の
下
の
縦
線
を
橫
線
よ
り
ご
く
纔
か
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に
長
く
し
た
も
の
が
入
る
。
し
か
し
、
こ
れ
で
は
違
う
。
原
書
簡
の
方
で
底
本
に
挿
入
さ
れ
て
あ
る
芥
川
龍
之
介
の
直
筆
画
像

を
ト
リ
ミ
ン
グ
し
て
示
し
て
あ
る
の
で
、
そ
ち
ら
を
見
ら
れ
た
い
。「
刀
」
の
第
二
画
を
カ
ッ
ト
し
た
よ
う
な
字
で
あ
る
。］ 

 

大
き
な
銅
硯
に
唐
墨
を
す
つ
て
鋒
［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
「
ほ
こ
さ
き
」
。
筆
先
。
］
の
長
い
筆
を
ひ
た
す
と
、
そ

ば
の
半
紙
の
上
へ
同
じ
字
を
か
い
て
み
せ
る
。
内
円
に
し
て
外
方
な
る
鉤
が
出
來
る
。 

 

そ
れ
か
ら
沢
山
の
碑
文
や
法
帖
や
手
簡
や
扇
面
を
み
せ
て
く
れ
た
。
そ
の
中
で
「
こ
れ
が
漢
の
古
碑
文

ぢ
や
。
不
折
が
複
製
を
手
に
入
れ
た
と
云
う
て
、
う
れ
し
が
つ
て
ゐ
た
が
、
わ
し
の
は
原
文
だ
」
と
云
つ

て
見
せ
て
く
れ
た
の
が
、
最
も
古
色
を
帶
び
た
も
の
で
、
形
容
し
た
ら
鳳
篆
龍
章
と
も
云
ふ
や
う
な
字
が

明
滅
し
て
並
ん
で
ゐ
た
。 

 

か
う
し
て
ゐ
る
う
ち
に
い
つ
か
時
が
た
つ
て
汽
車
が
な
く
な
つ
て
し
ま
つ
た
。 

 

先
生
は
「
と
ま
つ
て
ゆ
き
な
さ
い
」
を
く
り
か
へ
す
。
さ
う
云
へ
ば
一
寸
と
ま
つ
て
見
た
い
や
う
な
氣

も
す
る
。
何
と
な
く
部
屋
の
な
か
に
み
ち
て
ゐ
る
瀟
洒
と
し
た
風
韻
が
人
を
動
す
［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
「
う
ご

か
す
」
。
］
の
だ
。
そ
こ
で
と
う
と
う
［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
マ
マ
。
］
と
め
て
も
ら
う
事
に
し
た
。
最
後
に
先
生
は

有
合
せ
の
紙
に 

 
 

 

沿
河
不
見
柳
絲
搖 

 
 

步
向
靑
谿
長
板
橋 

 
 

 

丁
字
簾
前
猶
彷
彿 

 
 

更
誰
間
話
到
南
朝 

と
か
い
て
く
れ
た
。 

  

翌
日
先
生
と
一
緖
に
東
京
へ
か
へ
つ
て
、
す
ぐ
学
校
へ
出
て
、
五
時
迄
授
業
を
う
け
た
ら
、
へ
た
へ
た

に
な
つ
た
。
文
展
の
最
終
日
に
も
行
き
そ
く
な
つ
て
し
ま
つ
た
［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
マ
マ
。］
。 

 

文
展
は
昨
年
ほ
ど
振
は
な
か
つ
た
が
、
日
本
画
の
第
二
部
で
牛
田
鷄
村
の
町
三
趣
と
土
田
麦
僊
の
海
女

と
が
よ
か
つ
た
。
唯
癪
に
さ
は
る
の
は
久
米
の
外
に
海
女
に
同
情
を
示
す
人
が
な
い
事
だ
。
石
田
君
な
ん

ぞ
は
全
然
不
賛
成
だ
と
云
ふ
（
之
は
寧
［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
「
む
し
ろ
」
。
］
光
榮
に
感
じ
る
が
）
谷
森
君
の
お
ぢ
さ
ん

（
審
査
員
）
は
「
怪
物
」
だ
と
云
つ
た
さ
う
だ
。
文
展
は
大
阪
で
あ
る
ん
だ
ら
う
。
さ
う
し
た
ら
殊
に
こ
の

二
つ
を
み
て
く
れ
給
へ
。
海
女
の
海
の
ウ
ル
ト
ラ
マ
リ
ン
に
は
僕
も
全
然
は
賛
成
は
し
な
い
が
、
左
の
半

雙
の
色
調
と
海
女
の
運
動
の
よ
く
現
は
れ
た
点
で
は
成
功
が
著
し
い
と
思
ふ
。
町
三
趣
は
朝
も
い
い
が
夜

が
殊
に
い
い
（
少
し
遠
近
法
を
無
視
し
す
ぎ
て
「
夜
」
の
石
垣
な
ん
ぞ
に
變
な
所
が
あ
る
が
）
。
谷
森
君
は
「
驛
路
の

春
」
が
す
て
き
に
す
き
だ
さ
う
だ
。 

 

エ
レ
ク
ト
ラ
は
す
こ
し
ほ
め
す
ぎ
て
、
大
阪
迄
君
を
ひ
き
出
し
た
や
う
な
氣
が
し
て
、
恐
縮
だ
。
其
後

「
夜
の
宿
」
を
み
て
、
役
者
の
ど
れ
よ
り
も
舞
台
監
督
と
し
て
の
小
山
内
氏
の
伎
倆
に
敬
服
し
た
が
、
之

は
か
く
迄
も
な
い
。 

 

帝
國
ホ
テ
ル
の
ヴ
ェ
ル
デ
イ
の
記
念
会
が
あ
つ
た
。
ド
ブ
ロ
ボ
ル
ス
キ
イ
と
云
ふ
女
の
ひ
と
の
う
つ
く

し
い
ソ
ロ
を
き
い
た
。
た
だ
お
し
ま
ひ
の
四
部
合
唱
に
泣
き
佛
の
中
島
か
ね
子
さ
ん
と
ザ
ル
コ
リ
と
タ
ム

と
ド
ブ
ロ
ボ
ル
ス
キ
イ
と
出
た
時
に
は
、
ど
う
し
て
も
西
洋
人
が
四
人
で
泣
き
佛
を
い
ぢ
め
て
る
や
う
で

氣
の
毒
だ
つ
た
。
ザ
ル
コ
リ
の
音
量
は
実
際
豊
な
も
の
だ
と
思
ふ
。 

 

大
塚
は
［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
「
に
」
の
誤
読
か
誤
植
。
］
地
所
を
か
り
た
。
冬
を
こ
し
て
二
月
頃
か
ら
普
請
に

か
ゝ
る
。
今
よ
り
廣
く
な
る
か
ら
、
今
度
君
が
く
る
と
き
に
は
も
つ
と
便
利
に
な
る
。 
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石
田
君
が
一
高
へ
歷
史
会
を
起
し
た
。
講
義
を
ず
べ
つ
て
迄
一
高
へ
行
つ
て
世
話
を
や
い
て
ゐ
る
。 

 

山
本
の
や
つ
て
る
野
外
劇
場
は
泉
鏡
花
の
紅
玉
を
田
端
の
白
梅
園
で
や
つ
て
失
敗
し
た
。
当
事
者
の
久

米
で
さ
へ
「
見
て
ら
れ
な
い
位
ま
づ
い
ん
だ
か
ら
な
」
つ
て
云
つ
て
た
。 

 

谷
森
君
は
不
相
変
眞
面
目
に
や
つ
て
ゐ
る 

２

佐
野
と
根
本
と
が
ず
べ
つ
て
ゐ
る
。
成
瀨
は
月
謝
を
皆

に
か
し
て
し
ま
つ
た
所
へ
月
謝
の
催
促
が
來
た
と
云
つ
て
悲
観
し
て
ゐ
る
。
根
本
な
ん
ぞ
は
國
か
ら
洋
服

を
こ
し
ら
へ
る
金
を
と
つ
て
、
そ
れ
を
使
つ
て
し
ま
ひ
、
洋
服
は
出
來
る
と
す
ぐ
二
度
程
き
て
、
勘
定
は

拂
は
ず
に
質
へ
入
れ
て
し
ま
つ
た
さ
う
だ
。
そ
の
金
で
今
は
三
崎
へ
行
つ
て
ゐ
る
。 

 

ま
だ
あ
つ
た
。
黑
田
も
石
原
も
ず
べ
つ
て
ゐ
る
。
久
米
と
成
瀨
は
可
成
眞
面
目
に
学
校
へ
出
て
ゐ
る
。

佐
伯
君
は
大
学
の
橡
の
木
の
下
で
午
休
み
に
よ
く
座
禪
を
く
ん
で
腹
式
呼
吸
を
や
つ
て
ゐ
る
。 

  
 

 
D

O
V

R
O

V
O

L
S

K
Y

夫
人
も
秋
の
夜
は
さ
び
し
と
思
ふ
こ
と
あ
り
や
灯
を 

 
 

 
S

1
G

JN
O

R
IA

 N
A

K
A

JIM
A

の
き
る
紫
の
羽
織
も
さ
む
き
夜
と
な
り
に
け
り 

 
 

 

秋
の
夜
の
ホ
テ
ル
の
廊
を
画
家
南
薰
造
の
ゆ
く
に
あ
ひ
に
け
る
か
な 

 
 

 

バ
ア
ナ
ア
ド
リ
イ
チ
と
語
る
黑
服
の
女
は
み
み
づ
く
に
よ
く
似
た
る
か
な 

 
 

 
 

 
 

 
 

（
帝
國
ホ
テ
ル
に
て―

―

四
首
） 

註
１ 

故
菅
虎
雄
氏
（
当
時
、
一
高
敎
授
、
担
当
は
ド
イ
ツ
語
） 

 

２ 

佐
野
、
根
本
、
成
瀨
、
黑
田
、
久
米
、
佐
伯―

―

い
づ
れ
も
一
高
の
ク
ラ
ス
メ
ー
ト
、 

 
 

 

当
時
は
東
大
文
学
部
学
生
。 

 

［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
く
ど
い
が
、
「
芥
川
龍
之
介
書
簡
抄
１
９ 

／ 

大
正
二
（
一
九
一
三
）
年
書
簡
よ

り
（
６
） 

十
一
月
十
九
日
附
井
川
恭
宛
書
簡
」
の
原
文
と
私
の
注
を
参
照
さ
れ
た
い
。
そ
ち
ら
で
読
者

に
必
要
と
思
わ
れ
る
注
は
総
て
設
け
て
あ
る
か
ら
で
あ
る
。］ 

   
 

 
 

 

六
（大
正
二
年
十
二
月
五
日 

新
宿
か
ら
京
都
へ
） 

 

［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
こ
の
標
題
の
ク
レ
ジ
ッ
ト
の
日
付
は
誤
り
で
、
現
行
で
は
（
旧
全
集
デ
ー
タ
）
大
正
二
（
一
九
一
三
）
年

十
二
月
三
日
発
信
と
な
っ
て
い
る
。
本
文
内
註
に
あ
る
通
り
、
書
き
込
ま
れ
て
い
る
図
が
省
略
さ
れ
て
い
る
の
で
、
私
の
「
芥

川
龍
之
介
書
簡
抄
２
０ 

／ 

大
正
二
（
一
九
一
三
）
年
書
簡
よ
り
（
七
） 

十
二
月
三
日
附
井
川
恭
宛
書
簡
」
の
原
文
と
私

の
注
を
参
照
さ
れ
た
い
。
な
お
、
標
題
（「
一
」
と
「
二
」
で
二
度
出
る
）
「
長
安
尺
素
」
と
い
う
の
に
つ
い
て
の
み
、
私
の
注

を
引
用
し
て
お
く
と
、
「
長
安
」
は
帝
都
東
京
の
比
喩
で
あ
ろ
う
。「
尺
素
」
は
「
せ
き
そ
」
と
読
む
。「
素
」
は
「
帛は

く

」
の
意
。

「
一
尺
余
り
の
絹
布
」
の
意
で
、
文
字
を
書
く
の
に
用
い
た
と
こ
ろ
か
ら
、「
僅
か
の
書
き
物
」
「
短
い
手
紙
」
の
意
。
「
尺
牘

せ
き
と
く

」

に
同
じ
で
あ
る
。
則
ち
、「
帝
都
東
京
短
信
」
と
い
う
意
味
の
標
題
で
あ
る
。］ 

  
 

 
 

 
 

 

長 

安 

尺 

素  

一 
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フ
ィ
ル
ハ
ア
モ
ニ
イ
会
が
あ
つ
た
。
ク
ロ
ー
ン
の
バ
ツ
ハ
が
一
番
よ
か
つ
た
。
会
場
は
帝
劇
で
、
舞
台

の
前
に
棕
櫚
竹
や
ゴ
ム
の
大
き
な
鉢
を
舞
台
と
同
じ
高
さ
に
な
ら
べ
、
舞
台
は
う
す
い
綠
に
や
ゝ
濃
い
綠

で
簡
單
な
エ
ジ
プ
ト
模
樣
を
出
し
た
壁
で
囲
ひ
、
左
右
の W

IN
G

 

に
濃
い
ク
リ
ム
ソ
ン
を
使
つ
た
の
が
、

大
へ
ん
快
く
出
來
て
ゐ
た
。
ユ
ン
ケ
ル
が
來
て
ゐ
た
。 

 

一
番
出
來
の
惡
か
つ
た
の
は
中
島
か
ね
子
の
ブ
ラ
ー
ム
ス
と
ト
ー
メ
。
樋
口
信
平
の
ヴ
エ
ル
ヂ
イ
も
振

は
な
か
つ
た
。 

 

舞
台
協
会
が
惡
魔
の
弟
子
と
負
け
た
る
人
と
を
や
つ
た
。
シ
ョ
ウ
の
飜
訳
に
は
大
へ
ん
誤
訳
が
あ
る
と

云
ふ
噂
が
あ
る
。
皆
あ
ま
り
う
ま
く
な
い 

森
の
リ
チ
ャ
ア
ド
も
貧
弱
だ
。 

 

林
千
歲
の
ダ
ッ
ヂ
ョ
ン
夫
人
は
更
に
貧
弱
だ
。
金
井
の
ス
ウ
ィ
ン
ド
ン
少
佐
に
な
る
と
新
派
の
く
さ
み

が
甚
し
い
。
最
よ
か
つ
た
の
は
佐
々
木
の
バ
ー
ゴ
ィ
ン
將
軍
だ
つ
た
。
負
け
た
る
人
に
至
つ
て
は
言
語
道

断
だ
。
あ
の
脚
本
を
し
つ
て
ゐ
る
も
の
は
誰
で
も
よ
く
か
う
拙
劣
に
演
じ
る
事
が
出
來
る
も
ん
だ
と
感
心

す
る
に
ち
が
ひ
な
い
。 

  

フ
ュ
ー
ザ
ン
会
が
順
天
中
学
の
う
し
ろ
の
燒
跡
の
自
由
硏
究
所
と
云
ふ
と
た
ん
葺
の
仮
小
屋
の
樣
な
所

で
や
つ
て
ゐ
る
。
三
並
さ
ん
の
画
が
一
番
最
初
に
出
て
ゐ
る
。
皆
よ
く
な
か
つ
た
。
唯
赤
い
煙
突
が
晴
れ

た
空
に
立
つ
て
ゐ
る
の
が
稍
よ
か
つ
た
。
最
も
人
目
を
ひ
い
た
の
は
小
林
德
三
郞
氏
の
江
川
一
座
（
二
枚
あ

る
が
そ
の
一
で
見
物
席
を
か
い
た
も
の
）
と
云
ふ
水
彩
と
北
山
淸
太
郞
氏
の
二
、
三
の
小
品
で
あ
つ
た
。
莊
八

氏
も
大
分
腕
を
上
げ
た
。
與
里
氏
［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
洋
画
家
齋
藤
與
里

よ

り

。
］
は
フ
ュ
ー
ザ
ン
の
黑
田
淸
輝
の
如

く
お
さ
ま
つ
て
ゐ
る
。
同
氏
の
作
は
劉
生
氏
と
共
に
あ
ま
り
出
來
が
よ
く
な
い
。 

  

独
乙
人
で
世
界
的
に
ヴ
ア
イ
オ
リ
ン
の
名
手
と
云
は
れ
る 

D
O

R
A

 V
O

N
 
M

O
L

L
E

N
D

O
R

F
F

 

の 

C
O

N
C

E
R

T
 

が
帝
國
ホ
テ
ル
に
あ
つ
た 

ぺ
ッ
ツ
オ
ル
ド
が
補
助
と
し
て
出
演
す
る
。 

 

ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
は
自
分
の
今
迄
き
い
た
ど
の
メ
ロ
ヂ
イ
よ
り
も
う
つ
く
し
い
メ
ロ
ヂ
イ
を
ひ
い
て
く
れ

た
。
自
分
は
今
で
も
水
色
の
き
も
の
を
き
て
濃
い
栗
色
の
髮
を
か
き
上
げ
な
が
ら
彈
く
ひ
と
の
姿
を
目
の

前
に
髣
髴
す
る
事
が
出
來
る
。
實
際
あ
の
絃
の
音
は
奇
蹟
の
や
う
で
あ
つ
た
。 

 

ぺ
ッ
ツ
オ
ル
ド
も
出
來
が
よ
か
つ
た
。
あ
の
婆
さ
ん
も
当
夜
は
黑
天
鷲
絨
に
銀
糸
の
繡
［
や
ぶ
ち
ゃ
ん

注
：「
ぬ
ひ
と
り
」
。］
の
あ
る
き
も
の
を
き
て
す
ま
し
て
ゐ
た
。
久
保
正
夫
に
あ
つ
た
。 

  
 

 
 

 

長 

安 

尺 

素 

二 

  

１

石
田
君
が
愈
々
一
高
歷
史
会
の F

O
U

N
D

E
R

 

［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
フ
ァ
ウ
ン
ダ
ー
。
創
立
者
・
始
祖
・
開
祖
。
］

と
し
て
第
一
会
を
ひ
ら
い
た
。
斎
藤
さ
ん
と
慶
應
の
何
と
か
云
ふ
先
生
と
が
出
席
し
た
。
其
何
と
か
云
ふ

人
は
ウ
イ
ン
デ
ル
バ
ン
ド
を
よ
ん
で
ゐ
る
人
で
、
石
田
君
が
師
事
し
て
ゐ
る
人
で
あ
る
。
独
法
と
英
法
と

文
科
と
で
会
員
が
大
分
出
來
た
と
云
ふ
事
だ
。
先
生
さ
へ
來
な
け
れ
ば
出
席
し
て
牛
耳
つ
て
や
る
ん
だ
が

な
と
久
米
が
口
惜
し
が
つ
て
ゐ
る
。 

 



 
一
高
の
物
理
の
敎
室
と
攝
生
室
［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
衛
生
室
。
保
健
室
の
こ
と
。
］
と
の
間
に
廊
下
が
出
來
た
。

食
堂
の
方
の
廊
下
も
立
派
に
な
つ
た
さ
う
で
あ
る
。
２

瀨
戶
さ
ん
は
國
民
新
聞
に
現
代
の
学
生
は
意
氣
が

消
沈
し
て
ゐ
る
か
ら
、
も
つ
と
自
省
自
奮
自
重
し
な
け
れ
ば
な
ら
ん
と
か
何
と
か
三
日
つ
ゞ
き
で
論
じ
て

ゐ
る
。
校
長
と
し
て
の
評
判
は
校
内
で
も
校
外
で
も
惡
く
は
な
い
ら
し
い
。 

  

ガ
ル
ス
ウ
ァ
シ
イ
の
詩
集 M

O
O

D
S

, S
O

N
G

S
 A

N
D

 D
O

G
G

E
R

E
L

S
 

は
ベ
ル
グ
ソ
ン
の
流
轉
の
哲
学
の

思
想
を
随
所
に
見
得
る
点
で
注
目
に
價
す
る
と
云
は
れ
て
ゐ
る
。
始
に
あ
る M

Y
 D

R
E

A
M

 

の
終
の
三
つ

の
ス
タ
ン
ザ
な
ぞ
は
い
い
と
思
ふ
。 

  

大
学
に
希
臘
印
度
美
術
展
覽
会
が
開
か
れ
て
ゐ
る
。
高
楠
さ
ん
や
黑
板
さ
ん
の
採
集
し
た
希
臘
の
古
陶

器
や
人
形
に
欲
し
い
も
の
が
澤
山
あ
る
。
貝
多
羅
葉
に
經
文
を
か
く
ペ
ン
を
陳
列
し
て
置
い
た
五
本
の
う

ち
二
本
盜
ま
れ
た
と
云
つ
て
印
哲
の
助
手
が
こ
ぼ
し
て
ゐ
た
。［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
「
貝
多
羅
葉
」
「
ば
い
た
ら
ば
」

と
読
む
。
古
代
サ
ン
ス
ク
リ
ッ
ト
語
の
「
木
の
葉
」
の
意
の
漢
音
写
。
上
古
の
イ
ン
ド
に
於
い
て
針
で
彫
り
つ
け
て
経
文
を

書
き
、
紙
の
代
わ
り
に
用
い
た
タ
ラ
ジ
ュ
（
単
子
葉
植
物
綱
ヤ
シ
目
ヤ
シ
科
コ
ウ
リ
バ
ヤ
シ
（
行
李
葉
椰
子
）
亜
科
コ
ウ
リ

バ
ヤ
シ
連
コ
ウ
リ
バ
ヤ
シ
属
タ
ラ
ジ
ュ
（
多
羅
樹
）C

o
ryp

h
a
 u

ta
n
 

）
の
葉
を
指
す
。］ 

  

と
り
で
が
ウ
ォ
ー
レ
ン
夫
人
の
職
業
と
イ
エ
ー
ツ
の
幻
の
海
を
や
る
。
う
ま
く
行
か
な
い
だ
ら
う
と
思

つ
て
ゐ
る
が
、
三
等
は
十
五
銭
だ
か
ら
、
皆
で
み
て
や
ら
う
と
久
米
が
云
つ
て
ゐ
る
。 

  

根
本
は
九
月
以
來
一
ぺ
ん
も
出
て
こ
な
い
。
谷
森
君
は
ど
こ
か
で
感
化
院
に
は
い
つ
て
る
と
き
い
た
さ

う
だ
。
実
は
耽
溺
の
揚
句
に
日
本
館
に
か
く
れ
て
ゐ
る
の
で
あ
る
。 

 

佐
野
や
石
原
や
黑
田
も
大
分
盛
ら
し
い
。［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
「
日
本
舘
」
「
に
つ
ぽ
ん
か
ん
」（
に
っ
ぽ
ん
か
ん
）

と
読
む
。
か
の
「
浅
草
オ
ペ
ラ
」
（
大
正
六
（
一
九
一
七
）
年
～
大
正
一
二
（
一
九
二
三
）
年
）
の
時
代
に
浅
草
公
園
六
区

で
初
め
て
の
オ
ペ
ラ
常
設
館
と
な
っ
た
劇
場
・
映
画
館
（
一
八
八
三
年
十
月
開
業
。
一
九
九
〇
年
前
後
（
既
に
ピ
ン
ク
映
画

上
映
館
と
な
っ
て
い
た
）
に
閉
鎖
）
。
同
所
に
あ
っ
た
根
岸
興
行
部
の
「
金
龍
館
」
と
競
い
合
っ
た
。］ 

  

八
木
君
が
頭
を
の
ば
し
た
。
わ
け
る
氣
と
見
え
る
。
句
あ
り
。
「
山
羊
の
毛
も
刈
ら
で
く
れ
け
り
秋
の

牧
」 

  

佐
伯
君
と
坂
下
君
と
は
一
日
も
や
す
ま
ず
に
出
て
ゐ
る
。
坂
下
君
の
鼻
の
赤
い
の
は
每
日
賄
で
生
姜
を

食
つ
た
か
ら
だ
さ
う
だ
。
成
瀨
の
云
ふ
事
だ
か
ら
あ
ん
ま
り
あ
て
に
も
な
ら
な
い
。 

 

成
瀨
は
本
鄕
菊
坂
の
何
と
か
日
米
露

ヒ

メ

ロ

と
云
ふ
人
の
二
階
に
ゐ
た
が
、
今
月
か
ら
自
宅
か
ら
通
ふ
さ
う
だ
。

時
計
を
九
月
に
佐
野
に
か
し
た
の
が
か
へ
つ
て
こ
な
い
と
云
つ
て
悲
観
し
て
ゐ
る
。［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
底
本

で
は
「
佐
伯
君
と
坂
下
君
と
は…

…

」
の
段
落
と
「
成
瀨
は
本
鄕
菊
坂
の…

…

」
の
段
落
の
間
で
見
開
き
状
態
で
改
ペ
ー
ジ

と
な
っ
て
い
る
。
本
文
版
組
を
厳
密
に
計
測
し
て
み
て
も
、
こ
れ
と
次
の
段
落
の
間
に
は
行
空
け
は
お
か
れ
て
い
な
い
。
し

か
し
、
原
書
簡
で
は
一
行
空
け
が
な
さ
れ
て
い
る
。
成
瀨
絡
み
で
恒
藤
が
一
緒
に
し
た
と
も
考
え
ら
れ
る
の
で
、
以
上
の
よ

https://dl.ndl.go.jp/pid/1705439/1/143
https://dl.ndl.go.jp/pid/1705439/1/143


う
に
繋
げ
て
お
い
た
。］ 

  

そ
の
あ
と
へ
久
米
が
移
る
筈
に
な
つ
て
ゐ
る
。
久
米
は
月
謝
を
佐
野
に
か
し
た
の
が
か
へ
つ
て
來
な
い

と
云
つ
て
悲
観
し
て
ゐ
る
。
同
人
は
目
下
玉
乘
の
女
を
主
人
公
に
し
た
小
說
起
稿
中
。 

  

山
宮
さ
ん
に
ま
じ
め
に
た
の
ま
れ
て
、
と
う
と
う
［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
マ
マ
。
］
又
３

畔
柳
さ
ん
の
会
へ
出
た
。

よ
む
本
は S

H
A

W
 

久
保
謙
や
久
保
勘
や
４

山
宮
さ
ん
や
皆 S

H
A

W
 

は
嫌
ひ
だ
と
云
つ
て
た
。
む
づ
か
し

く
つ
て
わ
か
ら
な
い
か
ら
き
ら
ひ
な
ん
だ
ら
う
と
思
ふ
。
畔
柳
さ
ん
が
こ
ん
な
図
を
か
い
た
。（
図
を
は
ぶ

く
）
［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
「
山
宮
」
の
註
番
号
が
、
冒
頭
の
「
山
宮
」
に
打
た
れ
ず
、
後
に
あ
る
の
は
底
本
の
マ
マ
。
「
（
図
を

は
ぶ
く
）
」
は
恒
藤
恭
の
補
注
。
「
芥
川
龍
之
介
書
簡
抄
２
０ 

／ 

大
正
二
（
一
九
一
三
）
年
書
簡
よ
り
（
七
） 

十
二
月

三
日
附
井
川
恭
宛
書
簡
」
に
載
る
芥
川
龍
之
介
の
自
筆
図
（
旧
全
集
か
ら
ト
リ
ミ
ン
グ
し
た
も
の
）
を
リ
ン
ク
さ
せ
て
お
く
が
、

そ
こ
で
私
が
注
し
た
よ
う
に
、
正
直
言
う
と
、
私
は
図
と
は
理
解
し
易
く
す
る
た
め
の
も
の
で
な
く
て
は
な
ら
な
い
。
畔
柳

教
授
の
、
こ
う
い
う
判
っ
た
よ
う
な
自
己
満
足
の
チ
ャ
ー
ト
は
百
害
あ
っ
て
一
利
な
し
と
し
か
思
わ
な
い
人
間
で
あ
る
。
多

分
、
恒
藤
も
私
と
同
意
見
と
思
う
。
］ 

  

Ａ
は
人
間
が 

T
R

A
N

S
C

E
N

D
E

N
T

A
L

 G
O

D
 

［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
超
自
然
的
・
形
而
上
的
な
神
。
］
を
求
め

る
時
代
。
Ｂ
は ID

E
A

L
 

を
人
間
の
本
來
に
求
め
る
時
代
（
遠
く
は
プ
ラ
ト
ー 
近
く
は
メ
ー
テ
ル
リ
ン
ク
）
。
Ｃ

は
無
理
想
の
自
然
主
義
の
時
代
。
Ｄ
は
現
在
の
生
活
に
理
想
を
求
め
る
時
代
。
こ
の
時
代
は
大
分
し
て
二

と
な
る
（D

´

）［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
横
転
は
マ
マ
。
「´

」
は
な
い
が
、
意
味
が
通
じ
な
く
な
る
の
で
、
原
書
簡
で
補
っ

た
。
］
。 

α

は
社
会
に
對
し
て
個
人
を
重
く
み
る
個
人
主
義
。

β

は
社
会
を B

E
T

O
N

E
N

 
［
や
ぶ
ち
ゃ
ん

注
：
「
ベ
ト
ゥ
ネ
ン
」
。
ド
イ
ツ
語
。
「
重
視
す
る
」
の
意
。
］
す
る
社
会
主
義
。
こ
れ
が
動
く
と
Ｅ
Ｔ
Ｇ
の
三
方
向

を
と
る
。
Ｅ
は
プ
ラ
グ
マ
チ
ズ
ム
の
方
向
で
、
ど
こ
迄
も
平
行
線
で
ゆ
く
。
Ｆ
は
科
学
者
の
人
類
観
で
、

滅
亡
を
予
想
す
る
悲
観
說
。
Ｅ
は
ベ
ル
グ
ソ
ン
、
オ
イ
ッ
ケ
ン
の
ネ
オ
ロ
マ
ン
チ
ッ
ク
の
哲
学
に
よ
る
樂

観
說
と
す
る
の
だ
さ
う
だ
。 

 

メ
エ
テ
ル
リ
ン
ク
の
時
よ
り
は
面
白
か
つ
た
。
僕
が 

S
H

A
W

 A
S

 A
 D

R
A

M
A

T
IS

T
 

を
や
つ
た
。 

  

ま
だ
あ
る
が
、
長
く
な
る
か
ら
切
上
げ
る
。 

 

文
展
の
批
評
で
も
き
ゝ
た
い
。
町
三
趣
は
よ
か
ら
う
。［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
原
書
簡
で
は
こ
こ
に
「
海
女
の
半
双

（
海
の
な
い
方
）
も
よ
か
ら
う 

」
と
あ
る
。］
あ
と
の
半
双
も
僕
は
人
が
云
ふ
ほ
ど
惡
く
は
思
は
な
い
。 

 

松
本
博
士
は
廣
業
の
四
幅
を
日
本
画
に
新
紀
元
を
與
へ
る
も
の
だ
と
云
つ
た
。
僕
に
は
わ
か
ら
な
い
。 

 

註
１ 

石
田
幹
之
助
氏
。
一
高
時
代
の
ク
ラ
ス
メ
ー
ト
、
当
時
は
東
大
文
学
部
学
生
。 

 
 

２ 

瀨
戶
虎
記
氏
。
当
時
は
一
高
の
校
長
。 

 
 

３ 

故
畔
柳
芥
舟
氏
。
当
時
は
一
高
敎
授
、
担
当
は
英
語
。 

 
 

４ 

一
高
時
代
で
は
芥
川
よ
り
も
一
年
だ
け
上
級
生
。
当
時
は
東
大
文
学
部
学
生
。 

 

［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
く
ど
い
が
、
こ
の
書
簡
、
注
無
し
で
全
部
判
る
と
い
う
人
は
、
大
変
な
文
化
人
と
思

https://onibi.cocolog-nifty.com/alain_leroy_/2021/03/post-d8497d.html
https://onibi.cocolog-nifty.com/alain_leroy_/2021/03/post-d8497d.html
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う
。
「
芥
川
龍
之
介
書
簡
抄
２
０ 

／ 

大
正
二
（
一
九
一
三
）
年
書
簡
よ
り
（
七
） 

十
二
月
三
日
附

井
川
恭
宛
書
簡
」
で
、
私
は
か
な
り
苦
し
み
な
が
ら
、
神
経
症
的
に
注
を
附
し
て
あ
る
の
で
参
照
さ
れ
た

い
。］ 

   
 

 
 

八
（
大
正
三
年
三
月
二
十
一
日 

新
宿
か
ら
京
都
へ
） 

 

［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
御
覧
通
り
、
問
題
が
あ
る
。
実
は
こ
の
通
り
、「
六
」
の
後
が
「
八
」
と
な
っ
て
し
ま

っ
て
、
そ
の
次
が
「
七
」
、
そ
の
後
が
再
び
「
八
」
と
な
っ
て
、
以
下
が
「
二
十
九
」
ま
で
続
く
と
い
う
誤

り
が
あ
る
。
私
の
こ
れ
は
、
あ
く
ま
で
本
書
全
体
の
文
字
部
分
の
忠
実
な
電
子
化
再
現
で
あ
る
か
ら
、
そ
れ

も
再
現
す
る
。
書
簡
数
は
全
部
で
三
十
通
で
あ
る
。］ 

  

ど
う
し
て
か
う
君
の
手
紙
と
僕
の
手
紙
と
は
行
き
ち
が
ひ
に
な
る
の
だ
ら
う
。
今
日
か
へ
つ
た
ら
、
君

の
が
來
て
ゐ
た
。
僕
の
は
昨
日
出
し
た
ん
だ
か
ら
、
今
頃
や
つ
と
君
が
よ
ん
で
ゐ
る
時
分
だ
ら
う
。 

 

君
の
手
紙
を
み
て
大
へ
ん
う
れ
し
か
つ
た
。
前
の
手
紙
に
か
い
た
や
う
に
、
皆
京
都
へ
ゆ
く
、
僕
は
そ

の
人
た
ち
と
は
な
れ
て
行
か
う
か
と
思
つ
て
ゐ
た
。
君
の
手
紙
を
よ
ん
だ
時
に
は
、
す
ぐ
に
も
行
く
と
云

ふ
手
紙
を
出
さ
う
か
と
思
つ
た
位
だ
。
け
れ
ど
も
、
手
紙
の
お
し
ま
ひ
へ
來
た
ら
、
君
が
東
京
へ
來
る
と

か
い
て
あ
る
。
け
れ
ど
も
、
東
京
で
君
と
あ
ふ
の
は
あ
ま
り
平
凡
で
、
あ
ま
り 

P
R

O
S

A
IK

 

な
や
う
な

氣
が
す
る
。
君
さ
へ
都
合
が
よ
け
れ
ば
、
藤
沢
あ
た
り
で
落
ち
あ
つ
て
、
一
緖
に
鎌
倉
へ
行
つ
て
菅
先
生

を
お
訪
ね
し
や
う
か
と
思
つ
て
ゐ
る
が
、
ど
う
だ
ら
う
か
。［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
「P

R
O

S
A

IK

」
ド
イ
ツ
語
で
「
散

文
的
・
無
趣
味
」
の
意
。
但
し
、
原
書
簡
は
「
Ｐ
Ｒ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
Ｃ
」
と
な
っ
て
お
り
、
こ
れ
は
「
散
文
の
・
散
文
的
な
」
、

「
（
文
章
・
話
な
ど
が
）
詩
趣
に
乏
し
い
」
、「
平
凡
な
・
退
屈
な
・
面
白
く
な
い
」
の
意
の
英
語
で
あ
る
。
思
う
に
、
こ
の
書

簡
は
恒
藤
恭
が
元
版
全
集
の
た
め
に
芥
川
龍
之
介
書
簡
を
臨
書
し
て
供
出
し
た
際
、
ド
イ
ツ
語
と
錯
覚
し
て
誤
記
し
た
も
の
で

あ
ろ
う
と
思
わ
れ
る
。
原
書
簡
の
私
の
注
も
参
照
さ
れ
た
い
。］ 

 

僕
の
方
は
二
十
五
、
六
日
頃
迄
授
業
が
あ
り
さ
う
だ
が
、
少
し
は
す
つ
ぽ
か
し
て
も
い
い
。
な
る
可
く

早
く
君
に
あ
ひ
た
い
と
思
ふ
。
人
間
は
あ
は
な
い
で
ゐ
る
と
外
部
の
膜
が
固
く
な
る
も
の
だ
。
誰
に
で
も

と
は
云
は
な
い
。
少
く
と
も
君
に
対
し
て
膜
が
固
く
な
る
の
は
嫌
だ
。 

  

発
音
矯
正
会
は
山
宮
さ
ん
が
や
つ
た
の
だ
。
僕
が
あ
と
か
ら
訂
正
を
申
込
ん
だ
が
、
間
に
合
は
な
か
つ

た
。
シ
ン
ヂ
は
ま
だ
い
い
に
し
ろ
、
山
宮
さ
ん
自
身
の
か
い
た
論
文
の
中
の
片
か
な
に
も
誤
謬
が
あ
り
さ

う
だ
。 

  

僕
の
生
活
は
不
相
変
單
調
に
不
景
氣
に
す
ゝ
ん
で
ゆ
く
ば
か
り
だ
。
す
す
ん
で
ゆ
く
の
だ
か
、
止
つ
て

ゐ
る
の
だ
か
、
わ
か
ら
な
い
程
、
緩
漫
だ
が
、
蝸
牛
の
殻
は
中
々
は
な
れ
な
い
。
は
な
れ
た
ら
ス
ケ
ッ
チ

ブ
ッ
ク
の
始
の 

Q
U

O
T

A
T

IO
N

 

に
あ
る
や
う
な
醜
い
も
の
に
な
る
だ
ら
う
。［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
こ
の
出
典

な
ど
に
つ
い
て
は
、「
芥
川
龍
之
介
書
簡
抄
１
５
１
」
で
詳
細
な
注
を
し
て
お
い
た
の
で
、
見
ら
れ
た
い
。］ 
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新
思
潮
へ
か
く
事
は
僕
は
全
く
遊
戲
の
や
う
に
思
つ
て
ゐ
る
。（
作
を
す
る
事
で
は
な
い
、
出
す
と
云
ふ
事
だ
）
。

從
つ
て
同
人
の
一
人
と
な
つ
た
と
云
ふ
事
に
つ
い
て
も 

S
E

R
IO

U
S

 

な
事
と
し
て
考
へ
て
や
つ
た
の
で

も
何
で
も
な
い
。
が
今
に
な
つ
て
み
る
と
、
た
と
ひ
一
号
の
卷
頭
に
、
同
人
を
結
び
つ
け
る
も
の
が
唯

「
使
宜
」
に
あ
る
事
を
声
明
し
た
に
も
せ
よ
、
全
く
傾
向
の
異
つ
た
人
間
と
同
じ
名
の
下
に
立
つ
事
は
誤

解
を
招
き
や
す
い
の
み
な
ら
ず
、
僕
自
身
に
と
つ
て
も
不
便
が
あ
る
か
も
し
れ
な
い
と
思
つ
て
ゐ
る
。
僕

自
身
の
不
便
が
單
に
不
便
に
止
ら
ず
、
種
々
の
事
情
か
ら
不
便
の
ま
ま
で
押
通
す
事
に
な
る
か
も
し
れ
な

い
と
思
つ
て
ゐ
る
。
し
か
し
こ
れ
は
僕
は
自
由
に
や
ぶ
れ
る
障
害
だ
と
信
じ
る
。 

 

そ
の
外
に
勿
論
多
少 

V
A

N
IT

Y
 

も
働
い
て
ゐ
た
に
ち
が
ひ
な
い
け
れ
ど
も
、
最
も
力
づ
よ
か
つ
た

の
は
靜
平
な
生
活
が
靜
平
す
ぎ
る
ま
ま
に
化
石
し
や
し
な
い
か
と
云
ふ
惧
だ
つ
た
。 

  

云
ひ
訳
け
の
や
う
な
も
の
に
な
ら
な
い
や
う
に
氣
を
つ
け
て
か
い
た
が
、
結
局
云
ひ
訳
け
に
完
つ
た
か

も
し
れ
な
い
。
唯
体
裁
の
い
い
う
そ
は
つ
い
て
な
い
つ
も
り
だ
。
そ
れ
か
ら
序
に
二
つ
か
き
そ
へ
る
事
が

あ
る
。
一
は
幸
に
し
て
僕
が
ま
だ
何
に
も
か
ぶ
れ
な
い
事
、
一
は
接
触
す
る
機
会
が
前
よ
り
多
く
な
つ
た

爲
に
、
同
人
の
多
く
に
対
す
る
僕
の
見
方
が
（
僕
か
ら
云
つ
て
）
正
確
に
な
つ
た
事
、
正
確
に
な
つ
た
結
果

は
不
幸
に
し
て
前
よ
り
も
以
上
の
尊
敬
と
同
情
と
を
失
ふ
に
止
つ
た
事
と
で
あ
る
。 

  

此
頃
は
大
へ
ん 

D
IS

IL
L

U
S

IO
N

 

が
つ
ゞ
い
て
こ
ま
る
。
記
念
祭
の
事
で
Ｙ
君
と
二
三
度
あ
つ
た
ら
、

す
つ
か
り
Ｙ
君
が
嫌
に
な
つ
て
し
ま
つ
た 

其
他
な
ま
じ
い
口
を
き
か
な
け
れ
ば
よ
か
つ
た
と
思
ふ
人
が

沢
山
あ
る
。
前
に
は
そ
ん
な
に
思
は
な
か
つ
た
人
で
も
大
分
大
ぜ
い
い
や
に
な
つ
た
。 

 

三
四
郞
と
は
ま
だ
一
人
も
口
を
き
い
た
事
が
な
い
。 

 

劍
道
部
の
水
野
と
云
ふ
あ
ば
れ
も
の
の
兄
さ
ん
が
僕
の
級
に
ゐ
る
。
英
語
は
英
文
三
年
を
通
じ
て
一
番

出
來
る
か
も
し
れ
な
い
。
ク
リ
ス
チ
ャ
ン
で
西
洋
人
の
う
ち
に
ゐ
る
。
靑
山
学
院
の
英
文
科
の
卒
業
生
だ
。

語
学
者
の
や
う
な
人
で
今
の
英
文
科
の
模
範
的
秀
才
の
や
う
な
氣
が
す
る
。
人
は
い
ゝ
人
だ
。
そ
の
人
だ

け
に
は
、
あ
ふ
と
お
ぢ
ぎ
を
す
る
。 

  

氣
が
つ
か
ず
に
ゐ
る
う
ち
に
自
分
自
身
に
對
し
て
寬
大
に
な
つ
て
こ
ま
る
。
君
は
そ
ん
な
事
が
な
さ
さ

う
で
、
う
ら
や
ま
し
い
。 

  

東
京
へ
く
る
迄
に
も
う
一
ぺ
ん
返
事
を
く
れ
給
ヘ
。
一
に
は
鎌
倉
へ
ゆ
く
都
合
が
い
い
か
わ
る
い
か
し

ら
せ
る
爲
に
。 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

さ
や
う
な
ら 

 
 

 
 

廿
一
日
朝 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

龍 

 

［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
以
上
の
書
簡
は
未
電
子
化
で
あ
っ
た
の
で
、
「
芥
川
龍
之
介
書
簡
抄
」
に
「
芥
川
龍

之
介
書
簡
抄
１
５
１ 

追
加 

大
正
三
（
一
九
一
四
）
年
三
月
二
十
一
日 

井
川
恭
宛
」
と
し
て
岩
波
旧

全
集
の
正
規
表
現
で
電
子
化
注
し
て
お
い
た
。
な
お
、
こ
こ
で
は
欧
文
は
総
て
横
書
で
あ
る
が
、
原
書
簡

は
総
て
縦
書
で
あ
る
。 
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「
Ｙ
君
」
恒
藤
の
伏
字
。
原
書
簡
は
「
矢
内
原
君
」
と
あ
る
。
］ 

   
 

 
 

七
（
大
正
三
年
三
月
十
日 

新
宿
か
ら
京
都
へ
） 

 

［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
既
に
述
べ
た
が
、
章
番
号
に
は
以
下
の
よ
う
な
問
題
が
あ
る
。
実
は
こ
の
前
後
、
「
六
」
の
後
が
「
八
」

と
な
っ
て
し
ま
っ
て
、
そ
の
次
が
、
こ
の
「
七
」
、
そ
の
後
が
再
び
「
八
」
と
な
っ
て
以
下
が
「
二
十
九
」
ま
で
続
く
と
い
う

誤
り
が
あ
る
。
私
の
こ
れ
は
、
あ
く
ま
で
本
書
全
体
の
文
字
部
分
の
忠
実
な
電
子
化
再
現
で
あ
る
か
ら
、
そ
れ
も
再
現
す
る
。

思
う
に
、
こ
こ
は
書
簡
の
並
び
が
お
か
し
い
こ
と
に
気
づ
く
。
前
の
書
簡
は
大
正
三
年
三
月
二
十
一
日
附
で
あ
る
の
に
、
そ
の

後
の
本
書
簡
は
大
正
三
（
一
九
一
四
）
年
三
月
十
日
附
で
あ
る
。
則
ち
、
こ
こ
は
恒
藤
が
原
稿
で
錯
雑
し
た
か
、
或
い
は
校
正

係
が
原
稿
を
入
れ
違
え
た
ま
ま
に
組
ん
で
し
ま
っ
た
可
能
性
が
出
て
き
た
。
孰
れ
に
せ
よ
、
恒
藤
の
最
終
校
正
の
ミ
ス
で
は
あ

る
。］ 

  

先
達
は
早
速
イ
エ
ー
ツ
を
送
つ
て
下
す
つ
て
難
有
う
。
又
其
節
の
八
つ
橋
も
皆
で
難
有
頂
戴
し
て
ゐ
る
。 

 

手
紙
を
出
さ
う
と
思
つ
て
か
い
た
の
も
、
う
ち
の
番
頭
が
急
病
で
死
ん
だ
も
の
だ
か
ら
、
い
ろ
ん
な
事

に
紛
れ
て
遲
れ
て
し
ま
つ
た
。
君
は
知
つ
て
ゐ
る
だ
ら
う
と
思
ふ
が
、
な
く
な
つ
た
の
は
う
ち
（
新
宿
の
）

の
店
に
ゐ
た
お
ぢ
い
さ
ん
だ
。
成
瀨
が
電
話
を
か
け
る
と
牛
の
な
く
や
う
な
返
事
を
す
る
と
云
つ
た
お
ぢ

い
さ
ん
だ
。 

 

病
氣
は
心
臟
の
大
動
脈
弁
の
閉
鎖
で
、
発
作
後
十
五
分
ば
か
り
で
も
う
冷
く
な
つ
て
し
ま
つ
た
。
そ
れ

迄
は
下
女
と
大
正
博
覽
会
の
話
を
し
て
ゐ
た
と
云
ふ
の
だ
か
ら
か
は
い
さ
う
だ
。
見
て
ゐ
る
う
ち
に
耳
か

ら
額
へ
、
額
か
ら
眼
へ
ひ
ろ
が
つ
て
ゆ
く
皮
膚
の
變
色
を
（
丁
度
雲
の
か
げ
が
日
向
の
野
や
山
へ
落
ち
る
や
う
に
）

見
て
ゐ
る
の
は
如
何
に
も
不
氣
味
だ
つ
た
。
水
を
あ
び
た
や
う
な
汗
が
た
れ
る
。
か
す
れ
た
声
で
何
か
云

ふ
。
血
も
少
し
は
い
た
。 

 

今
朝
六
時
の
汽
車
で
屍
体
は
故
鄕

く

に

へ
送
つ
た
が
、
二
日
も
三
日
も
徹
夜
を
し
た
の
で
、
う
ち
の
も
の
は

皆
眼
は
は
ら
し
て
ゐ
る
。
帳
面
を
ぶ
ら
下
げ
た
壁
や
、
痕
だ
ら
け
の
机
の
あ
る
狹
い
店
が
が
ら
ん
と
急
に

廣
く
な
つ
た
や
う
な
氣
が
す
る
。 

 

こ
ん
な
急
な
死
に
方
を
み
る
と
、
す
べ
て
の
道
德
、
す
べ
て
の
律
法
が
死
を
中
心
に
編
ま
れ
て
ゐ
る
や

う
な
氣
が
し
な
い
で
も
な
い
。
く
に
か
ら
死
骸
を
引
取
り
に
來
た
親
類
の
話
に
よ
る
と
、
な
く
な
つ
た
晚

に
か
け
て
な
い
目
ざ
ま
し
時
計
が
突
然
な
り
出
し
た
さ
う
だ
。
そ
れ
か
ら
夜
が
あ
け
る
と
、
う
ち
の
前
へ

烏
が
一
羽
死
ん
で
落
ち
て
ゐ
た
と
云
ふ
。
母
や
叔
母
や
女
中
は
皆
氣
味
の
わ
る
さ
う
な
顏
を
し
て
こ
ん
な

話
を
き
い
て
ゐ
た
。 

  

一
週
間
程
前
に
巢
鴨
の
癩
狂
院
へ
行
つ
た
ら
、
三
十
程
位
の
女
の
氣
狂
ひ
が
「
私
の
子
供
だ
、
私
の
子

供
だ
」
と
云
つ
て
僕
の
あ
と
へ
つ
い
て
來
た
。
子
で
も
な
く
し
て
氣
が
ち
が
つ
た
の
だ
ら
う
。
随
分
氣
味

が
惡
か
つ
た
。
中
に
神
道
に
凝
つ
て
ゐ
る
氣
狂
ひ
が
ゐ
た
。
案
内
し
て
く
れ
た
医
学
士
が
「
あ
な
た
の
名

は
何
と
云
ふ
ん
で
す
」
と
き
く
と
「
天
の
神
、
地
の
神
、
奈
落
の
神
、
天
て
ら
す
天
照
皇
神
、
む
す
び
國

https://onibi.cocolog-nifty.com/alain_leroy_/2023/01/post-cbaf4a.html


常
立
何
と
か
千
早
ぶ
る
大
神
」
と
一
息
に
答
へ
た
。「
そ
れ
が
皆
あ
な
た
の
名
で
す
か
」
と
云
ふ
と
、
「
左

樣
で
」
と
す
ま
し
て
ゐ
る
。
を
か
し
く
も
あ
り
、
か
は
い
さ
う
で
も
あ
つ
た
。 

  

そ
の
あ
と
で
医
科
の
解
剖
を
見
に
行
つ
た
。
二
十
の
屍
体
か
ら
発
散
す
る
惡
臭
に
は
辟
易
せ
ず
に
は
ゐ

ら
れ
な
か
つ
た
。
其
代
り
始
め
て
人
間
の
皮
膚
が
背
中
で
は
殆
五
分
近
く
厚
い
も
の
だ
と
云
ふ
事
を
知
つ

た
。 

 

屍
体
室
へ
行
つ
た
ら
、
今
朝
死
ん
だ
と
云
ふ
屍
体
が
三
つ
あ
つ
た
。
其
中
の
一
人
は
女
で
、
ま
だ
ア
ル

ミ
の
か
ん
ざ
し
を
さ
し
て
ゐ
た
。 

 

死
ぬ
と
直
ぐ
胸
の
上
部
を
切
つ
て
、
そ
こ
か
ら
朱
を
注
射
す
る
の
で
、
土
氣
色
の
皮
膚
に
し
た
た
つ
て

ゐ
る
朱
が
血
の
や
う
で
氣
味
が
惡
い
。
一
緖
に
行
つ
た
成
瀨
は
う
ち
へ
帰
つ
て
も
屍
体
の
に
ほ
ひ
が
鼻
に

つ
い
て
ゐ
て
、
と
う
と
う
［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
マ
マ
。
原
書
簡
も
同
じ
。］
吐
い
て
し
ま
つ
た
さ
う
だ
。 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

一
九
一
四
・
三
・
十 
新
宿
に
て 

 
 

 
 

龍 

 

［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
最
後
の
ク
レ
ジ
ッ
ト
と
署
名
は
。
原
書
簡
で
は
、
本
文
の
前
に
こ
れ
が
あ
る
。
本
書

簡
は
「
芥
川
龍
之
介
書
簡
抄
２
３ 

／ 

大
正
三
（
一
九
一
四
）
年
書
簡
よ
り
（
二
） 

四
通
」
の
二
通
目

で
岩
波
旧
全
集
版
か
ら
電
子
化
注
（
こ
の
書
簡
の
注
で
は
か
な
り
リ
キ
を
入
れ
た
）
し
て
あ
る
の
で
、
参
照

さ
れ
た
い
。］ 

   
 

 
 

八
（
大
正
三
年
三
月 

新
宿
か
ら
京
都
へ
） 

 

［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
既
に
述
べ
た
通
り
、
章
番
号
は
「
九
」
の
誤
り
で
あ
る
。
ま
た
、
こ
の
書
簡
は
岩
波
旧
全
集
で
は
『〔
前

缺
〕
』
と
あ
っ
た
の
で
、
私
は
不
完
全
書
簡
と
し
て
電
子
化
を
し
な
か
っ
た
。
し
か
し
、
今
回
の
恒
藤
恭
の
こ
の
「
旧
友
芥
川

龍
之
介
」
の
「
芥
川
龍
之
介
書
簡
集
」
に
も
、
や
は
り
前
部
分
欠
損
の
ま
ま
に
（
但
し
、
そ
の
注
記
は
な
い
）
収
録
さ
れ
て
お

り
、
現
在
、
最
も
新
し
い
デ
ー
タ
で
あ
る
岩
波
文
庫
石
割
透
編
「
芥
川
竜
之
介
書
簡
集
」
に
も
同
じ
く
前
欠
損
で
収
録
さ
れ
て

い
る
（
同
文
庫
は
岩
波
の
忌
ま
わ
し
い
新
字
の
新
全
集
が
典
拠
）
こ
と
か
ら
、
こ
の
書
簡
は
恒
藤
自
身
が
、
前
部
分
を
紛
失
し

て
完
全
形
は
最
早
、
期
待
出
来
な
い
こ
と
が
判
っ
た
の
で
、
以
下
の
電
子
化
に
先
だ
っ
て
、
先
ほ
ど
、
岩
波
旧
全
集
底
本
で
電

子
化
注
を
し
て
、「
芥
川
龍
之
介
書
簡
抄
１
５
２ 

追
加 

大
正
三
（
一
九
一
四
）
年
三
月
十
九
日 

井
川
恭
宛
」
と
し
て
公

開
し
た
。
ま
ず
、
そ
ち
ら
を
読
ま
れ
る
方
が
よ
か
ろ
う
と
思
う
。
注
無
し
に
読
む
の
は
、
か
な
り
き
つ
い
と
思
わ
れ
る
か
ら
で

あ
る
。］ 

  

新
思
潮
の
二
号
を
送
つ
た
。 

 

井
出
と
云
ふ
の
は
土
屋
、
松
井
と
云
ふ
の
は
成
瀨
だ
。
六
号
に
あ
る
記
事
は
皆
久
米
の
ち
や
ら
つ
ぽ
こ

だ
か
ら
信
用
し
て
は
い
け
な
い
。
僕
一
人
の
考
へ
で
は
大
分
下
等
の
や
う
な
氣
が
し
て
不
平
が
な
い
で
も

な
い
。
三
号
へ
は
山
本
勇
造
氏
が
大
へ
ん
長
い

D
R

A
M

A

［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
原
書
簡
で
は
小
文
字
。］
を
か
い

た
の
で
久
米
が
俑
［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
「
よ
う
」
。
人
形

ひ
と
が
た

。
原
書
簡
の
私
の
後
注
を
参
照
。
］
を
造
つ
た
の
を
悔
い
て

https://onibi.cocolog-nifty.com/alain_leroy_/2021/03/post-d69f3b.html
https://onibi.cocolog-nifty.com/alain_leroy_/2023/01/post-8b0f60.html


ゐ
る
。 

比
頃
も
不
相
変
不
愉
快
だ
。
新
思
潮
社
の
同
人
と
も
水
と
油
程
で
な
く
共
［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
「
と
も
」
。
］
、

石
油
と
種
油
に
は
ち
が
つ
て
ゐ
る 

併
し
ど
う
考
へ
て
も
、
あ
る
が
ま
ゝ
の
己
が
最
も
尊
い
や
う
な
氣
が

す
る
（
人
の E

IN
F

L
U

S
S

 

を
う
け
や
す
い
人
間
だ
け
に
余
計
こ
ん
な
氣
が
す
る
の
か
も
し
れ
な
い
が
）
。
ひ
と
り
で
本
を

よ
ん
だ
り
、
散
步
し
た
り
す
る
の
は
少
し
さ
び
し
い
。 

  

胃
病
が
［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
原
書
簡
で
は
こ
こ
に
「
又
」
と
入
る
。
］
少
し
起
つ
た
。
休
み
は
ど
う
し
や
う
か
と

思
つ
て
ゐ
る
。 

 

成
瀨
や
佐
藤
君
は
一
高
の
應
援
隊
を
利
用
し
て
、
汽
車
賃
割
引
で
京
都
へ
ゆ
く
と
云
つ
て
ゐ
る
。 

 

石
田
君
が
大
へ
ん
勉
强
し
て
ゐ
る
。
來
年
は
き
つ
と
特
待
に
な
る
と
云
ふ
評
判
で
あ
る
。
前
よ
り
少
し

靑
白
く
な
つ
た
や
う
な
氣
も
す
る
。［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
以
下
に
石
田
へ
の
悪
口
が
あ
る
が
、
恒
藤
恭
に
よ
っ
て
カ
ッ

ト
さ
れ
て
お
り
、
以
下
に
続
く
は
ず
の
二
段
落
分
も
カ
ッ
ト
さ
れ
て
し
か
も
詰
め
て
あ
る
。］ 

 

佐
藤
君
は
フ
ロ
オ
べ
ー
ル
と
ド
ス
ト
エ
フ
ス
キ
ー
を
よ
ん
で
ゐ
る
。
谷
森
君
と
は
每
日
大
抵
一
緖
に
か

へ
る
。
相
不
変
堅
実
に
勉
强
し
て
ゐ
る
。
谷
森
君
の
お
と
う
さ
ん
は
貴
族
院
の
海
軍
予
算
修
正
案
賛
成
派

の
一
人
だ
さ
う
だ
。
尤
も
内
閣
の
形
勢
が
惡
く
な
る
前
は
權
兵
衞
を
ほ
め
て
ゐ
た
が
、
風
向
が
か
は
る
と

急
に
薩
閥
攻
擊
に
か
は
つ
た
ん
だ
か
ら
、
少
し
あ
て
に
な
ら
な
い
賛
成
家
ら
し
い
。 

 

時
々
山
宮
さ
ん
と
話
し
を
す
る 

ア
イ
ア
ラ
ン
ド
［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
マ
マ
。
］
文
学
を
硏
究
し
て
ゐ
る 

ひ
と
り
で
僕
を
シ
ン
グ
（
小
山
内
さ
ん
に
き
い
た
ら
シ
ン
グ
が
ほ
ん
と
だ
と
云
つ
た
）
の
硏
究
家
に
き
め
て
い
ろ
ん

な
事
を
き
く
の
で
こ
ま
る
。
ア
イ
ア
ラ
ン
ド
文
学
号
を
出
す
に
つ
い
て
も
、
グ
レ
ゴ
リ
ー
の
事
を
か
く
人

が
な
く
つ
て
こ
ま
つ
て
ゐ
る
。
著
書
が
多
い
か
ら
仕
末
が
惡
い
の
だ
ら
う
。 

  

畔
柳
さ
ん
の
会
は
相
変
ら
ず
や
つ
て
ゐ
る
。
今
度
は
ダ
ン
ヌ
ン

チ
ヨ
だ
さ
う
だ
。 

 

前
に
は
遠
慮
を
し
て
し
や
べ
ら
な
か
つ
た
が
、
僕
も
此
頃
は
大
分
し
や
べ
る
。
鈴
木
君
と
石
田
君
と
が

一
番
退
屈
な
事
を
長
く
し
や
べ
る
。
其
度
に
畔
柳
さ
ん
に
コ
ー
ヒ
ー
と
菓
子
の
御
馳
走
に
な
る
。
何
で
も

そ
の
外
に
畔
柳
さ
ん
は
三
並
さ
ん
や
速
水
さ
ん
や
三
浦
さ
ん
と
一
緖
に
觀
潮
何
と
か
と
云
ふ
会
を
つ
く
つ

て
、
一
高
の
生
徒
を
聽
衆
に
月
に
一
回
づ
つ
講
演
を
し
て
ゐ
る
さ
う
だ
。 

 

芝
の
僕
の
う
ち
の
井
戶
の
水
が
赤
つ
ち
や
け
て
ゐ
て
、
妙
に
べ
と
べ
と
す
る
。
昔
か
ら
何
か
あ
る
井
戶

だ
と
云
つ
て
ゐ
た
が
、
此
頃
衞
生
試
驗
所
へ
試
驗
を
願
つ
た
ら
、
わ
ざ
わ
ざ
出
張
し
て
し
ら
べ
て
く
れ
た
。

試
驗
の
結
果
に
よ
る
と
、
ラ
ヂ
ウ
ム
エ
マ
ナ
チ
オ
ン
［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
原
書
簡
で
は
「
ラ
ヂ
ウ
ム
」
と
「
エ
マ
ナ
チ
オ

ン
」
の
間
に
一
字
空
け
が
あ
る
。
］

が
あ
つ
て
、
麻
布
に
あ
る
ラ
ヂ
ウ
ム
泉
と
同
じ
位
の
强
さ
だ
と
云
ふ
。
芝
の
う

ち
の
も
の
は
皆
每
日
湯
を
わ
か
し
て
は
は
い
つ
て
ゐ
る
。
今
に
こ
の
井
戶
が
十
万
円
位
に
う
れ
た
ら
僕
を

洋
行
さ
せ
て
く
れ
る
さ
う
だ
。 

  

う
ち
の
二
階
か
ら
み
る
と
、
枯
草
の
土
手
の
下
に
も
う
靑
い
草
が
一
列
に
つ
づ
い
て
ゐ
る
。
欅
の
枝
の

さ
き
に
も
う
す
赤
い
芽
が
小
さ
く
ふ
い
て
來
た
。
春
の
呼
吸
が
す
べ
て
の
上
を
お
ほ
ひ
出
し
た
の
だ
と
思

ふ
。
雨
に
ぬ
れ
た
土
壤
か
ら
め
ぐ
む
艸
の
や
う
に
心
の
底
の
暖
み
か
ら
生
ま
れ
る
と
も
な
く
生
ま
れ
る



「
煙
」
の
や
う
な
も
の
に
、
出
來
る
な
ら
形
を
與
へ
た
い
。
僕
は
此
頃
に
な
つ
て
よ
ん
で
ゐ
る
ツ
ア
ラ
ト

ス
ト
ラ
の
ア
レ
ゴ
リ
ー
に
限
り
な
い
興
味
を
感
ぜ
ず
に
は
ゐ
ら
れ
な
い
。 

 

時
々
自
分
の
す
べ
て
の
思
想
、
す
べ
て
の
感
情
は
［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
原
書
簡
で
は
こ
こ
に
「
悉
」
（
こ
と
ご
と

く
）
と
入
っ
て
い
る
。
］
と
う
の
昔
に
他
人
が
云
ひ
つ
く
し
て
し
ま
つ
た
や
う
な
氣
が
す
る
。
云
ひ
つ
く
し
て

し
ま
つ
た
と
云
ふ
よ
り
、
そ
の
他
人
の
思
想
、
感
情
を
し
ら
ず
し
ら
ず
自
分
の
も
の
の
や
う
に
思
つ
て
ゐ

る
の
だ
ら
う
。
ほ
ん
と
う
に
自
分
の
も
の
と
称
し
う
る
思
想
、
感
情
は
ど
の
位
あ
る
だ
ら
う
と
思
ふ
と
心

細
い
。
オ
リ
ギ
ナ
リ
テ
ー
ト
の
あ
る
人
な
ら
、
こ
ん
な
心
細
さ
は
し
ら
ず
に
す
む
か
も
し
れ
な
い
。 

  

時
々
又
自
分
は
一
つ
も
思
つ
た
事
が
出
來
た
事
の
な
い
や
う
な
氣
も
す
る
。
い
く
ら
何
を
し
よ
う
と
思

つ
て
も
、
「
偶
然
」
の
方
が
遙
に
大
き
な
力
で
ぐ
い
ぐ
い
外
の
方
へ
つ
れ
行
つ
て
し
ま
ふ
。
全
体
自
分
の

意
志
に
ど
れ
だ
け
力
が
あ
る
も
の
か
疑
は
し
い
。
成
程
手
や
足
を
う
ご
か
す
の
は
意
志
だ
が
、
そ
の
意
志

の
上
の
意
志
が
自
分
の
意
志
に
働
き
か
け
て
ゐ
る
以
上
、
自
分
の
意
志
は
殆
［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
「
ほ
と
ん

ど
」
。
］
意
志
の
名
の
つ
け
ら
れ
な
い
程
貧
弱
な
も
の
に
な
る
。
其
上
己
の
意
志
以
上
の
意
志
が
國
家
の
意

志
と
か
社
会
の
意
志
と
か
云
ふ
も
の
よ
り
更
に
大
き
な
意
志
ら
し
い
氣
が
す
る
。
何
故
な
ら
ば
國
家
の
意

志
な
り
社
会
の
意
志
な
り
を
究
極
［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
原
書
簡
で
は
「
屈
竟
」
。
］
の
意
志
と
す
れ
ば
、
そ
の
上
に

與
へ
ら
る
る
制
限
の
理
由
を
見
出
す
事
が
出
來
な
い
（
そ
れ
が
ベ
シ
ュ
チ
ム
メ
ン
せ
ら
る
ゝ
理
由
を
見
出
す
事
が

出
來
な
い
）
か
ら
だ
。
事
に
よ
る
と
自
由
と
云
ふ
も
の
は
絕
対
の
「
他
力
」
に
よ
ら
な
い
と
得
ら
れ
な
い
も

の
か
も
し
れ
な
い
。 

  

此
頃
別
樣
の
興
味
を
以
て
メ
ー
テ
ル
リ
ン
ク
の
戲
曲
が
よ
め
る
や
う
に
な
つ
た
。
空
氣
の
や
う
に
透
明

な
戲
曲
だ
。
全
体
の
統
一
を
破
ら
な
い
爲
に
は
注
意
と
云
ふ
注
意
を
悉
く
拂
つ
て
あ
る
戲
曲
だ
。
美
と
云

ふ
も
の
に
対
し
て
最
注
意
ぶ
か
い
、
最
敏
感
な
作
者
の
か
い
た
戲
曲
だ
。
そ
れ
で
ゐ
て
、
お
そ
ろ
し
い
程 

E
F

F
E

C
T

 

が
あ
る
。
僕
は
其
上
に
あ
の
「
ラ
ン
プ
の
そ
ば
の
老
人
」
の
比
喩
を
哂
つ
た
［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：

「
わ
ら
つ
た
」。］
ア
ー
チ
ヤ
ー
を
哂
ひ
た
い
と
さ
へ
思
ふ
事
が
あ
る  

 

独
乙
語
の
試
驗
の
準
備
を
す
る
か
ら
や
め
る
。
あ
さ
つ
て
試
驗
。 

 
 

 
 

 

龍 

 

［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
最
終
段
落
の
「E

F
F

E
C

T

」
は
、
原
書
簡
で
は
、
こ
の
部
分
だ
け
縦
書
欧
文
と
な
っ

て
い
る
が
、
底
本
は
こ
こ
も
横
書
と
な
っ
て
い
る
。］ 

   
 

 
 

九
（
大
正
三
年
四
月
二
十
一
日 

新
宿
か
ら
京
都
へ
） 

 

［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
既
に
述
べ
た
通
り
、
章
番
号
は
「
十
」
の
誤
り
で
あ
る
。
ま
た
、
私
は
以
下
の
書
簡
は
電
子
化
し
て
い
な

か
っ
た
の
で
、
こ
の
た
め
に
、「
芥
川
龍
之
介
書
簡
抄
１
５
３ 

追
加 

大
正
三
（
一
九
一
四
）
年
四
月
二
十
一
日 

井
川
恭

宛
」
と
し
て
岩
波
旧
全
集
底
本
で
正
規
表
現
で
電
子
化
注
し
て
お
い
た
。
ま
ず
、
そ
ち
ら
を
読
ま
れ
る
方
が
よ
か
ろ
う
と
思
う
。

注
無
し
に
読
む
の
は
、
か
な
り
き
つ
い
と
思
わ
れ
る
か
ら
で
あ
る
。］ 

https://onibi.cocolog-nifty.com/alain_leroy_/2023/01/post-7c5085.html
https://onibi.cocolog-nifty.com/alain_leroy_/2023/01/post-7c5085.html


  

昨
夜
ノ
ラ
と
ハ
ン
ネ
レ
と
を
み
た
。 

 

孔
雀
の
ノ
ラ
一
人
で
、
あ
と
は
皆
下
手
だ
つ
た
。
ハ
ン
ネ
レ
に
至
つ
て
は
舞
台
監
督
の
此
脚
本
の
解
釈

が
疎
漏
で
あ
る
ば
か
り
で
な
く
、
道
具
も
、
演
出
法
も
甚
貧
弱
な
も
の
で
あ
つ
た
。
第
一
ハ
ン
ネ
レ
の
ゴ

ッ
ト
ワ
ル
ド
に
對
す
る lo

v
e 

を
省
い
た
の
な
ど
は
ハ
ウ
プ
ト
マ
ン
に
對
す
る
冒
瀆
の
甚
し
い
も
の
で
あ
ら

う
。
最
後
に
勧
工
場
の
二
階
の
や
う
な
天
國
で
寒
冷
紗
の
翼
を
は
や
し
た
天
使
が
安
息
香
く
さ
い
振
香
爐

を
も
つ
て
七
、
八
人
出
て
來
た
と
き
に
は
ふ
き
出
し
た
か
つ
た
位
で
あ
る
。 

  

長
田
幹
彥
氏
の
祇
園
を
よ
ん
だ
。
つ
ま
ら
な
か
つ
た
。 

 

シ
ン
グ
を
よ
ろ
し
く
願
ふ
。
山
宮
さ
ん
も
か
へ
つ
て
來
た
。 

  

す
ゞ
か
け
の
芽
が
大
き
く
な
つ
た
。
今
日
か
ら
天
氣
が
惡
く
な
る
と
新
聞
に
出
て
ゐ
る
。
雨
が
ま
た

つ
ゞ
く
の
だ
ら
う
。 

  

Ｓ
は
ほ
ん
た
う
に
退
学
に
な
つ
た
。
何
で
も
哲
学
科
の
硏
究
室
の
本
か
何
か
も
ち
出
し
た
の
を
見
つ
か

つ
て
、
誰
か
に
な
ぐ
ら
れ
て
、
そ
れ
か
ら
退
校
さ
れ
た
と
云
ふ
事
だ
。
卒
業
の
時
の
い
ろ
ん
な
事
に
裏
書

き
を
す
る
や
う
な
事
を
し
た
か
ら
、
上
田
さ
ん
も
出
し
た
の
だ
ろ
。
其
後
お
と
う
さ
ん
が
つ
れ
に
來
た
の

を
、
途
中
で
ま
い
て
し
ま
つ
て
姿
か
か
く
し
た
さ
う
だ
が
、
又
浅
草
で
つ
か
ま
つ
て
、
東
北
の
お
ぢ
さ
ん

の
所
へ
お
く
ら
れ
た
さ
う
だ
。
か
は
い
さ
う
だ
け
ど
、
仕
方
が
な
か
ろ
。
あ
ん
ま
り
思
ひ
き
つ
た
事
を
し

す
ぎ
る
や
う
だ
。 

  

二
食
に
し
て
か
ら
弁
当
が
い
ら
な
い
の
で
甚
便
利
だ
。
之
か
ら
少
し
べ
ん
き
や
う
す
る
。 

 

い
つ
か
君
が
ワ
イ
ル
ド
の
サ
ロ
メ
の
中
の
「
癩
病
の
や
う
に
白
い
」
と
云
ふ
句
を
い
い
と
云
つ
た
ろ
。

あ
れ
は
エ
ン
シ
ェ
ン
ト
・
マ
リ
ナ
ー
の
中
の
句
だ
。
ア
ア
サ
ア
・
ラ
ン
サ
ム
が
「
ワ
イ
ル
ド
の
竪
琴
は
借

物
だ
つ
た
」
と
云
つ
た
の
も
少
し
は
ほ
ん
と
ら
し
い
。 

  

か
ら
だ
の
具
合
も
い
ゝ
。
御
健
康
を
祈
る
。 

 

［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
「
Ｓ
」
恒
藤
に
よ
る
伏
字
。
原
書
簡
は
「
佐
野
」。
前
記
リ
ン
ク
先
の
私
の
注
を
参
照

さ
れ
た
い
。］ 

      

https://onibi.cocolog-nifty.com/alain_leroy_/2023/01/post-7c5085.html


  
 

 
 

一
〇
（
大
正
三
年
六
月
二
日 

新
宿
か
ら
京
都
へ
） 

 

［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
標
題
に
「
一
〇
」
と
あ
る
の
は
「
一
一
」
の
誤
り
。
な
お
、
本
書
簡
は
既
に
二
〇
二
一

年
四
月
一
日
に
『
芥
川
龍
之
介
書
簡
抄
２
６ 

／ 

大
正
三
（
一
九
一
四
）
年
書
簡
よ
り
（
四
） 

六
月
二

日
井
川
恭
宛 

長
編
詩
篇
「
ふ
る
さ
と
の
歌
」』
と
し
て
原
書
簡
を
電
子
化
し
て
注
し
て
あ
る
。
ま
た
、
実

は
本
書
の
こ
の
前
の
書
簡
と
、
こ
の
書
簡
の
間
に
は
、
井
川
（
恒
藤
）
恭
宛
の
芥
川
龍
之
介
の
非
常
に
重
大

な
一
通
が
存
在
し
て
い
る
の
だ
が
、
恒
藤
恭
は
そ
の
書
簡
を
本
書
で
は
恣
意
的
に
掲
げ
て
い
な
い
。
そ
れ
は

―
―

芥
川
龍
之
介
の
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
（
失
恋
）
に
踏
み
込
む
危
険
性
を
憚
っ
て
の
こ
と―

―

で
あ
ろ
う
（
私

は
ど
う
っ
て
こ
と
は
な
い
と
思
う
が
）
。
当
該
書
簡
は
「
芥
川
龍
之
介
書
簡
抄
２
５ 

／ 

大
正
三
（
一
九

一
四
）
年
書
簡
よ
り
（
三
） 

五
月
十
九
日
井
川
恭
宛
」
で
あ
る
。
さ
ら
に
付
け
加
え
る
と
、
こ
の
リ
ン
ク

先
の
前
後
で
、
私
は
か
な
り
レ
ア
な
（
あ
ま
り
知
ら
れ
て
は
い
な
い
と
い
う
意
味
で
）
「
芥
川
龍
之
介
書
簡

抄
２
４ 

／ 

特
異
点
挿
入
★
大
正
二
（
一
九
一
三
）
年
或
い
は
翌
大
正
三
年
の
書
簡
「
下
書
き
」
（
推
定
）

★―
―

初
恋
の
相
手
吉
村
千
代
（
新
原
家
女
中
）
宛
の
〈
幻
し
の
ラ
ヴ
・
レ
タ
ー
〉―

―

」
や
、
芥
川
龍
之

介
の
恋
（
失
恋
・
破
局
に
終
わ
る
）
の
初
め
と
一
般
に
理
解
さ
れ
て
い
る
「
芥
川
龍
之
介
書
簡
抄
２
７ 

／ 

大
正
三
（
一
九
一
四
）
年
書
簡
よ
り
（
五
） 

吉
田
彌
生
宛
ラ
ヴ
・
レ
タ
ー
二
通
（
草
稿
断
片
三
葉
・
三
種

目
に
は
七
月
二
十
八
日
の
ク
レ
ジ
ッ
ト
入
り
）」（
こ
れ
は
芥
川
龍
之
介
好
き
な
ら
ま
ず
知
っ
て
い
る
全
集
所

収
の
書
簡
）
も
電
子
化
注
し
て
あ
る
の
で
、
ご
覧
あ
れ
。 

 

な
お
、
以
下
の
詩
篇
の
第
一
連
は
底
本
で
は
改
ペ
ー
ジ
（
「2

8
3

」
が
左
ペ
ー
ジ
で
「2

8
4

」
は
右
ペ
ー
ジ

で
「2

8
3

」
の
裏
に
相
当
す
る
）
で
あ
る
が
、
底
本
の
版
組
で
は
以
下
で
第
二
連
と
し
て
示
す
連
と
の
間
を

孰
れ
の
ペ
ー
ジ
に
お
い
て
も
空
け
た
形
跡
が
物
理
的
に
存
在
し
な
い
。
実
は
同
じ
現
象
が
「2

8
9

」
と
「2

9
0

」

で
も
起
こ
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
原
書
簡
で
は
孰
れ
も
二
箇
所
と
も
に
一
行
空
け
で
あ
る
の
で
、

こ
こ
で
は
特
異
的
に
一
行
空
け
た
。
底
本
原
本
を
読
む
人
間
は
改
ペ
ー
ジ
で
行
空
け
効
果
を
与
え
得
る
の
で
、

取
り
立
て
て
問
題
は
な
か
っ
た
の
か
も
知
れ
ぬ
が
、
私
は
そ
れ
で
は
我
慢
が
出
来
な
い
か
ら
で
あ
る
。
悪
し

か
ら
ず
。
ま
あ
、
萩
原
朔
太
郎
で
さ
え
、
単
行
本
で
改
ペ
ー
ジ
行
空
け
と
ぶ
つ
か
っ
た
部
分
で
気
に
し
た
形

跡
が
殆
ん
ど
な
い
ほ
ど
で
あ
る
か
ら
、
恒
藤
恭
に
対
し
て
文
句
を
言
う
つ
も
り
は
毛
頭
な
い
。
さ
ら
に
読
み

進
め
て
い
か
れ
る
と
私
の
注
が
突
然
入
る
の
で
あ
る
が
、
残
念
な
こ
と
に
、
原
書
簡
か
ら
一
連
分
が
丸
々
抜

け
落
ち
て
い
る
の
で
あ
る
。 

 

最
後
に
ち
ょ
っ
と
言
っ
て
お
く
と
、
四
連
目
の
「
狹
丹
塗
の
矢
」
は
「
さ
い
に
ぬ
り
の
や
」
で
、
「
赤

い
土
や
顔
料
で
塗
っ
た
特
別
な
神
聖
を
持
つ
矢
」
を
指
す
。
五
連
目
の
「
釧
」
は
「
う
で
わ
」
。
そ
の
後

の
私
の
挿
入
注
の
後
の
二
つ
目
の
連
の
「
櫨
弓
」
は
「
は
じ
ゆ
み
」
或
い
は
「
は
じ
」
と
読
め
る
が
、
私

は
音
数
律
か
ら
「
は
じ
」
と
読
み
た
い
。］ 

  
 

 
 

 
 

 

ふ 

る 

さ 

と 

の 

歌 

  
 

 

人
が
ゐ
な
い
と
女
は
し
く
し
く
な
い
て
ゐ
る 
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葉
の
黃
い
ろ
く
な
つ
た
橡
の
木
の
下
で 

 
 

 
白
い
馬
の
つ
な
い
で
あ
る
橡
の
木
の
下
で 

  
 

 

何
故
な
く
の
だ
か
誰
も
し
ら
な
い―

―
 

 
 

 

葉
の
黃
色
く
な
つ
た
橡
の
木
の
下
で 

 
 

 

日
の
沈
ん
だ
あ
と
の
う
す
赤
い
空
を
み
て 

 
 

 

女
は
い
つ
迄
も
し
く
し
く
な
い
て
ゐ
る 

  
 

 

お
前
が
大
事
に
し
て
ゐ
る
靑
瑪
瑙
の
曲
玉
を 

 
 

 

耳
無
山
の
白
兎
に
と
ら
れ
た
の
か 

 
 

 

お
前
の
夫
の
狹
丹
塗
の
矢
を 

 
 

 

小
田
の
烏
が
啣
へ
行
つ
た
の
か 

  
 

 

何
故
な
く
の
だ
か
誰
も
し
ら
な
い―

―
 

 
 

 

両
手
を
顏
に
あ
て
ゝ
し
く
し
く
と 

 
 

 

す
ゝ
な
き
な
が
ら
女
は 

 
 

 

と
ほ
い
夕
日
の
空
を
な
が
め
て
ゐ
る 

  
 

 

そ
ん
な
に
お
泣
き
で
な
い 

 
 

 

腕
に
は
め
た
金
の
釧
が 

 
 

 

ゆ
る
く
な
る
ほ
ど
や
せ
た
ぢ
や
あ
な
い
か 

 
 

 

そ
ん
な
に
お
泣
き
で
な
い 

  
 

 

女
は
な
き
や
め
る
け
し
き
は
な
い 

 
 

 

そ
れ
も
そ
の
は
ず
だ 

 
 

 

と
ほ
い
夕
日
の
空
の
あ
な
た
に
は 

 
 

 

六
人
の
姉
妹

き
や
う
だ
い

が
す
ん
で
ゐ
る 

  
 

 

六
人
の
姉
妹
は
女
の
來
る
の
を
待
つ
て
ゐ
る 

 
 

 

一
番
末
の
妹
の
女
の
來
る
の
を
待
つ
て
ゐ
る 

 
 

 

空
の
は
て
に
あ
る
大
き
な
湖
で 

  
 

 

湖
の
上
に
う
い
て
ゐ
る
六
羽
の
白
鳥
が 

 
 

 

女
の
來
る
の
を
待
つ
て
ゐ
る 

 
 

 

靑
琅
玕
の
水
に
う
か
び
な
が
ら 

 
 

 

妹
の
來
る
の
を
待
つ
て
ゐ
る 



  
 

 
七
年
前
に
七
人
で 

 
 

 

こ
の
國
の
海
へ
遊
び
に
來
た
と
き
に―

―
 

 
 

 

海
の
水
を
あ
び
て 

 
 

 

白
鳥
の
う
た
を
う
た
ひ
に
來
た
と
き
に―

―
 

  
 

 

海
の
水
は
あ
た
ゝ
か
く 

 
 

 

砂
の
上
に
は
薔
薇
が
さ
い
て 

 
 

 

五
月
の
日
の
光
が 

 
 

 

眞
珠
の
雨
の
や
う
に
ふ
つ
て
ゐ
た―

―
 

 

［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
実
は
、
原
書
簡
で
は
、
こ
の
後
に
以
下
の
一
連
が
あ
る
の
で
あ
る
が
、
非
常
に
残
念
な

こ
と
に
、
本
書
で
は
一
連
が
、
丸
々
、
全
部
、
抜
け
て
し
ま
っ
て
い
る
。
恐
ら
く
は
恒
藤
が
所
持
す
る
書
簡

か
ら
原
稿
に
写
し
書
き
し
た
際
の
ミ
ス
と
思
わ
れ
る
。
恐
ら
く
筑
摩
書
房
全
集
類
聚
版
は
本
底
本
か
ら
引
い

た
ら
し
く
、
同
じ
よ
う
に
抜
け
て
い
る
。 

 
 

 

＊ 

  
 

 

七
人
と
も
白
鳥
の
羽
衣
を
ぬ
い
で 

 
 

 

白
鳥
の
う
た
を
う
た
ひ
な
が
ら 

 
 

 

海
の
水
を
あ
び
て
ゐ
た
時
に―

―
 

 
 

 

七
人
の
少
女

を

と

め

が
水
を
あ
び
て
ゐ
た
時
に 

  
 

 

＊ 

こ
れ
は
芥
川
龍
之
介
の
原
詩
の
詩
想
を
枉
げ
る
こ
と
に
な
る
の
で
、
敢
え
て
途
中
で
同
ポ
イ
ン
ト
で
注
を
挿

入
し
て
お
く
。］ 

  
 

 

卑
し
い
こ
の
國
の
男
が
砂
山
の
か
げ
ヘ 

 
 

 

そ
つ
と
し
の
び
よ
つ
て
羽
衣
の
一
つ
を 

 
 

 

知
ら
ぬ
間
に
ぬ
す
ん
だ
の
で 

 
 

 
―
―

何
と
云
ふ
き
た
な
い
ふ
る
ま
ひ
だ
ら
う―

―
 

  
 

 

卑
し
い
男
の
け
は
ひ
に
七
人
と
も
あ
わ
て
ゝ 

 
 

 

羽
衣
を
き
る
の
も
い
そ
が
は
し
く 

 
 

 

白
鳥
に
姿
を
か
へ
て
と
び
立
つ
と 

 
 

 
―
―

丁
度
櫨
弓
の
音
を
き
い
た
や
う
に―

―
 

 

https://onibi.cocolog-nifty.com/alain_leroy_/2021/04/post-4cb14d.html


 
 

 
空
に
と
び
立
つ
た
の
は
六
羽 

 
 

 
羽
衣
を
着
た
の
は
六
人―

―
 

 
 

 

一
番
末
の
妹
は
羽
衣
を
と
ら
れ
て 

 
 

 

裸
身

は
だ
か
み

の
ま
ゝ
砂
の
上
に
泣
き
な
が
ら
立
つ
て
ゐ
た 

  
 

 

そ
の
時
そ
の
卑
し
い
男
に
か
ど
わ
か
さ
れ
た 

 
 

 

一
番
末
の
妹
を
思
ひ
な
が
ら 

 
 

 

六
羽
の
白
鳥
は
湖
の
空
に 

 
 

 

七
つ
の
星
を
か
ぞ
へ
な
が
ら
待
つ
て
ゐ
る 

  
 

 

一
番
末
の
妹
は
夫
に
な
つ
た
卑
し
い
男
が 

 
 

 

ゐ
な
く
な
る
と
何
時
で
も
し
く
し
く
と 

 
 

 

泣
き
な
が
ら
夕
日
の
赤
い
空
を
な
が
め
て
ゐ
る 

 
 

 

葉
の
黃
い
ろ
く
な
つ
た
橡
の
木
の
下
で 

  
 

 

卑
し
い
男
の
妻
に
な
つ
た
女
は 

 
 

 

何
時
空
の
は
て
に
あ
る
あ
の
大
き
な
湖
ヘ 

 
 

 

六
人
の
姉
が
ま
つ
て
ゐ
る
湖
ヘ 

 
 

 

帰
る
こ
と
が
出
來
る
だ
ら
う 

  
 

 

女
の
夢
に
は
湖
の
水
の
音
が 

 
 

 

白
鳥
の
歌
と
共
に
き
こ
え
て
く
る 

 
 

 

な
つ
か
し
い
湖
の
水
の
音
が 

 
 

 

月
の
中
に
睡
蓮
の
咲
く
湖
の
水
の
音
が 

  
 

 

卑
し
い
男
の
妻
に
な
つ
た
少
女
は 

 
 

 

湖
の
水
を
恋
ひ
て 

 
 

 

每
日
ひ
と
り
で
な
い
て
ゐ
る
が 

 
 

 

何
時
あ
の
湖
へ
か
へ
れ
る
だ
ら
う 

  
 

 

耳
を
す
ま
し
て
き
け 

 
 

 

お
ま
へ
の
た
ま
し
ひ
の
た
そ
が
れ
に
も 

 
 

 

し
く
し
く
泣
く
声
が
す
る
の
を
き
か
な
い
か 

  
 

 

耳
を
す
ま
し
て
き
け 

 
 

 

お
前
の
心
の
す
み
に
も 



 
 

 
白
鳥
の
歌
が
ひ
ゞ
く
の
を
き
か
な
い
か 

  
 

 

人
が
ゐ
な
い
と
女
は
し
く
し
く
な
い
て
ゐ
る 

 
 

 

葉
の
黃
い
ろ
く
な
つ
た
橡
の
木
の
下
で 

 
 

 

白
い
馬
の
つ
な
い
で
あ
る
橡
の
木
の
下
で 

  
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

（
一
九
一
四
・
六
・
二
） 
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［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
途
中
で
注
し
た
通
り
、
一
連
脱
落
と
い
う
致
命
的
ミ
ス
が
あ
る
の
で
、
原
書
簡
で
再
度
、

読
ま
れ
ん
こ
と
を
強
く
お
薦
め
す
る
。］ 

   
 

 
 

一
一
（
大
正
三
年
六
月
十
五
日 

新
宿
か
ら
京
都
へ
） 

 

［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
標
題
に
「
一
一
」
と
あ
る
の
は
「
一
二
」
の
誤
り
。］ 

  

こ
つ
ち
も
試
驗
で
忙
し
い
。
心
理
な
ん
か
大
抵
よ
ま
な
い
所
が
出
て
悲
観
し
ち
や
つ
た
。
六
十
点
と
れ

た
か
ど
う
か
、
そ
れ
さ
へ
わ
か
ら
な
い
。
苦
し
む
と
云
ふ
の
と
覚
え
る
と
云
ふ
の
と
は
別
々
な
現
象
で
、

其
間
に
必
然
的
な
関
係
は
な
い
。
そ
れ
を
必
然
的
な
関
係
が
あ
る
と
誤
断
し
て
、
そ
の
上
に
そ
れ
を
ひ
つ

く
り
か
へ
し
て
苦
め
さ
へ
す
れ
ば
覚
え
る
と
し
た
の
が
試
驗
の
制
度
だ
。
此
意
味
で
試
驗
問
題
を
つ
く
る

人
は
中
世
の 

IN
Q

U
IS

IT
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N
 

の
判
官
に
ひ
と
し
い
。
事
に
よ
る
と
更
に
下
等
か
も
し
れ
な
い
。
何
と

な
れ
ば
試
驗
は
陋
烈
な
復
讐
心
が
其
行
爲
を
規
定
す
る
主
な
フ
ァ
ク
タ
ア
に
な
つ
て
る
か
ら
だ
。
自
分
も

試
驗
で
苦
し
ん
だ
か
ら
若
い
奴
も
と
云
ふ
や
つ
だ
。
何
と
か
云
ふ
が
、
兎
に
角
理
屈
は
ぬ
き
に
し
て
、
い

や
な
も
の
は
い
や
だ
。 

 

靑
木
堂
で
１

岩
元
さ
ん
に
あ
つ
た
ら
「
人
間
の
頭
ち
ふ
も
の
は
大
が
い
際
限
の
あ
る
も
ん
で
、
午
前
中

よ
り
き
か
ん
も
の
だ
。
そ
れ
を
午
す
ぎ
に
講
義
を
す
る
な
ん
ち
ふ
奴
は
、
す
る
奴
も
す
る
奴
だ
が
、
き
く

奴
も
き
く
奴
さ
な
あ
」
と
云
つ
た
。
そ
れ
か
ら
、
「
お
ら
あ
自
分
で
や
る
授
業
で
も
午
す
ぎ
の
や
つ
は
で

た
ら
め
を
し
や
べ
つ
て
る
ん
だ
が
、
そ
の
わ
り
に
間
違
は
な
い
も
の
だ
ぜ
」
と
云
つ
た
。
何
だ
か
酒
屋
の

番
頭
に
羊
羹
の
拵
へ
方
を
き
い
て
る
や
う
な
氣
が
し
た
。 

 

石
田
君
は
勉
强
し
て
特
待
に
な
る
。
谷
森
君
は
今
日
の
心
理
で
僕
位
し
く
ぢ
つ
た
が
、
な
る
か
も
し
れ

な
い
。
久
米
は
な
ま
け
て
ゐ
て
八
單
位
と
る
さ
う
だ
。 

 

み
ん
な
よ
く
一
朝
事
あ
る
と
き
に
平
生
の
生
活
狀
態
の
均
衡
を
や
ぶ
つ
て
顧
な
い
で
ゐ
ら
れ
る
。
こ
の

頃
僕
は
肉
体
的
に
も
精
神
的
に
も
そ
ん
な
勢
が
な
く
な
つ
て
し
ま
つ
た
。 

 

２

プ
リ
フ
ェ
ア
の
と
こ
ろ
へ
行
つ
た
ら
、
伊
太
利
亞
語
を
や
ら
な
く
つ
ち
や
あ
だ
め
だ
と
云
は
れ
た
。

西
班
牙
語
の
詩
を
よ
ん
で
き
か
せ
ら
れ
た
。
西
班
牙
語
が
南
の
語
で
は
一
番
や
さ
し
い
さ
う
だ
。
一
つ
伊

https://onibi.cocolog-nifty.com/alain_leroy_/2021/04/post-4cb14d.html


太
利
亞
語
、
西
班
牙
語
で
も
は
じ
め
る
か
な
と
思
つ
た
が
、
今
は
も
う
そ
ん
な
氣
は
し
な
く
な
つ
た
。
し

か
し
伊
太
利
亞
語
が
よ
め
る
と
ち
よ
い
と
い
ゝ
な
。 

 

新
思
潮
は
一
册
君
の
國
の
う
ち
へ
お
く
つ
た
。
試
驗
が
こ
つ
ち
よ
り
早
く
す
ん
で
、
二
十
日
前
に
は
も

う
君
が
宍
道
湖
の
あ
る
町
へ
か
ヘ
つ
て
ゐ
る
だ
ら
う
と
思
つ
た
か
ら
だ
。
例
に
よ
つ
て
同
人
一
人
に
つ
き

雜
誌
一
册
し
か
も
ら
へ
な
い
の
だ
か
ら
。 

 

あ
と
一
册
は
今
手
許
に
な
い
の
で
す
ぐ
に
送
れ
な
い
。
あ
さ
つ
て
試
驗
で
学
校
へ
ゆ
く
か
ら
、
そ
の
時

に
す
る
。
こ
の
手
紙
よ
り
二
、
三
日
遅
れ
る
だ
ら
う
。 

 

あ
さ
つ
て
コ
ツ
ト
の
希
臘
羅
馬
文
学
史
の
試
驗
が
あ
る
。
こ
い
つ
も
大
変
だ
。
セ
オ
ク
リ
タ
ス
、
ア
ポ

ロ
ニ
ウ
ス
、
サ
イ
ロ
ピ
デ
ア
、
シ
ン
サ
ス
、
ア
プ
レ
リ
ウ
ス―

―

人
の
名
だ
か
本
の
名
だ
か
地
名
だ
か
わ

す
れ
て
し
ま
ふ
。 

 
 

と
り
あ
へ
ず
。 

 
 

 
 

六
月
十
五
日
夜 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

龍 

註
１ 

故
岩
元
禎
氏
（
当
時
、
一
高
敎
授
、
担
当
は
ド
イ
ツ
語
） 

 

２ 

イ
ギ
リ
ス
人 

 

［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
こ
の
書
簡
は
、
電
子
化
し
て
い
な
か
っ
た
の
で
、
新
た
に
「
芥
川
龍
之
介
書
簡
抄
１

５
４ 

追
加 

大
正
三
（
一
九
一
四
）
年
六
月
十
五
日 

井
川
恭
宛
」
と
し
て
岩
波
旧
全
集
の
正
規
表
現

版
で
電
子
化
注
し
て
お
い
た
の
で
、
そ
ち
ら
を
参
照
さ
れ
た
い
。］ 

   
 

 
 

一
二
（
大
正
三
年
九
月 

新
宿
か
ら
京
都
へ
） 

 

［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
標
題
に
「
一
二
」
と
あ
る
の
は
「
一
三
」
の
誤
り
。］ 

  
 

 
 

 
 

ミ 

ラ 

ノ 

の 

畫 

工 

 

ミ
ラ
ノ
の
画
工
ア
ン
ト
ニ
オ
は 

今
日
も
ぼ
ん
や
り
頰
杖
を
つ
い
て 

夕
方
の
鐘
の
音
を
き
い
て
ゐ
る 

 

鐘
の
音
は
遠
い
僧
院
か
ら
も 

近
く
の
尼
寺
か
ら
も 

雨
の
や
う
に
ふ
つ
て
來
る 

 

す
る
と
そ
の
鐘
の
音
の
や
う
に 

ぼ
ん
や
り
し
て
ゐ
る
ア
ン
ト
ニ
オ
の
心
に 

お
ち
て
く
る
も
の
が
あ
る 

https://onibi.cocolog-nifty.com/alain_leroy_/2023/01/post-b64ae8.html
https://onibi.cocolog-nifty.com/alain_leroy_/2023/01/post-b64ae8.html


 

か
な
し
み
か
も
し
れ
な
い 

よ
ろ
こ
び
か
も
し
れ
な
い 

唯
ア
ン
ト
ニ
オ
は
そ
れ
を
味
は
つ
て
ゐ
る 

 

「
先
生
の
レ
オ
ナ
ル
ド
が
ゐ
な
く
な
つ
て
か
ら 

ミ
ラ
ノ
の
畫
工
は
み
な
迷
つ
て
ゐ
る
」 

 

か
う
ア
ン
ト
ニ
オ
は
思
ふ 

 

「
葡
萄
酒
を
の
む
外
に 

用
の
な
い
人
間
が
大
ぜ
い
ゐ
る 

そ
れ
が
皆 

画
工
だ
と
云
つ
て
ゐ
る 

 

「
レ
オ
ナ
ル
ド
の
ま
ね
を
し
て 

解
剖
図
の
や
う
な
画
を 

得
意
に
な
つ
て
か
く
奴
も
ゐ
る 

 

「
モ
ザ
イ
ク
の
壁
の
や
う
な 

色
を
行
儀
よ
く
な
ら
べ
た
画
を 

根
氣
よ
く
か
い
て
ゐ
る
奴
も
ゐ
る 

 

「
僧
人
の
や
う
な
生
活
を
し
て 

聖
母
と
基
督
と
を 

同
じ
や
う
に
か
い
て
ゐ
る
奴
も
ゐ
る 

 

「
け
れ
ど
も
皆
画
工
だ 

少
く
も
世
間
で
画
工
だ
と
云
ふ 

少
く
も
自
分
で
画
工
だ
と
思
つ
て
ゐ
る 

 

「
自
分
に
は
そ
ん
な
事
は
出
來
な
い 

自
分
は
自
分
の
画
と
信
ず
る
物
を 

か
く
よ
り
外
の
事
は
何
も
出
來
な
い 

 

「
し
か
し
そ
れ
を
か
く
事
が
又
中
々
出
來
な
い 

何
度
も
木
炭
を
と
つ
て
み
る 



何
度
も
絵
の
具
を
と
い
て
み
る 

 

「
い
つ
も
出
來
上
る
の
は
醜
い
画
に
す
ぎ
な
い 

け
れ
ど
も
画
は
画
だ 

い
つ
か
美
し
い
画
が
か
け
る
時
が
く
る 

 

「
か
う
思
ふ
そ
ば
か
ら 

何
時
迄
た
つ
て
も
そ
ん
な
時
來
な
い
と 

誰
か
が
云
ふ
や
う
な
氣
が
す
る 

 

「
更
に
な
さ
け
な
い
の
は 

醜
い
画
が
画
で
な
い
物
に 

外
の
人
の
か
く
や
う
な
物
に
な
つ
て
ゐ
る
事
だ 

 

「
己
は
も
う
画
筆
を
す
て
や
う
か 

ど
う
せ
己
に
は
何
も
出
來
な
い
の
だ 

か
う
思
ふ
よ
り
さ
び
し
い
事
は
な
い 

 

「
同
じ
レ
オ
ナ
ル
ド
の
弟
子
だ
つ
た 

ガ
ブ
リ
エ
レ
は
あ
の
僧
院
の
壁
に 

ダ
ビ
デ
の
像
を
か
い
た
が 

 

「
同
じ
レ
オ
ナ
ル
ド
の
弟
子
の 

サ
ラ
リ
ノ
は
あ
の
尼
寺
の
壁
に 

マ
リ
ア
の
顏
を
か
い
た
が 

 

「
己
は
い
つ
迄
も
木
炭
を
削
つ
て
ゐ
る 

い
つ
迄
も
油
絵
具
を
と
か
し
て
ゐ
る 

し
か
し
己
は
あ
せ
ら
な
い 

 

「
己
は
ダ
ビ
デ
よ
り
マ
リ
ア
よ
り 

す
ぐ
れ
た
絵
を
か
き
得
る
人
間
だ 

少
く
も
あ
ん
な
絵
は
か
け
ぬ
人
間
だ 

 

「
た
ゞ
絵
の
出
來
ぬ
う
ち
に 

己
が
死
ん
で
し
ま
ふ
か
も
し
れ
ぬ 



己
の
心
が
凋
ん
で
し
ま
ふ
か
も
し
れ
ぬ 

 

「
た
ゞ
画
を
か
く 

之
よ
り
外
に
己
の
す
る
事
は
な
い 

之
ば
か
り
を
己
は
ぢ
つ
と
見
つ
め
て
ゐ
る 

 

「
こ
の
企
て
が
空
し
け
れ
ば 

己
の
す
べ
て
の
生
活
が
空
し
い
の
だ 

己
の
生
き
て
ゐ
る
資
格
が
な
く
な
る
の
だ
」 

 

ア
ン
ト
ニ
オ
は
か
う
思
ふ 

か
う
思
ふ
と
淚
が
い
つ
と
な
く 

頰
を
つ
た
は
つ
て
流
れ
て
く
る 

 

ア
ン
ト
ニ
オ
は
今
日
も
ぼ
ん
や
り
と 

夕
月
の
出
た
空
を
な
が
め
な
が
ら 

鐘
の
音
を
き
い
て
ゐ
る 

  

君
に
あ
つ
て
話
し
た
い
や
う
な
氣
が
す
る
。
此
頃
は
格
別
不
愉
快
な
事
が
多
い
。 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

龍 

 
 

追 
 

伸 

 
 

 
 

 

出
來
る
に
從
つ
て
か
く
。
唯
今
ひ
ま
。 

 
 

 

あ
ざ
れ
た
る
本
鄕
通
り
白
ら
ま
せ
て
秋
の
日
そ
ゝ
ぐ
午
後
三
時
は
も 

 
 

 

紅
茶
の
色
に
露
西
亞
の
男
の
頰
を
思
ふ
露
西
亞
の
麻
の
畑
を
思
ふ 

 
 

 

秋
風
は
南
瞻ぜ

ん

部
洲
の
か
な
た
な
る
寂
光
土
よ
り
か
ふ
き
出
で
に
け
む 

 
 

 

黃
埃
に
け
む
る
入
り
日
は
ま
ど
ら
か
に
い
ま
南
蛮
寺
の
塔
に
入
る
な
り 

 
 

 

秋
風
は
走
り
走
り
て
鷄
の
風
見
ま
は
す
と
え
せ
笑
ひ
す
も 

 
 

 

ゼ
ム
の
廣
告
秋
の
入
日
に
顏
し
か
む
そ
の
顏
み
よ
と
ふ
け
る
秋
風 

 
 

 

を
ち
こ
ち
の
屋
根
う
す
白
く
光
る
な
り
秋
や
滅
金
を
か
け
そ
め
に
け
む 

 
 

 

ご
み
ご
み
と
湯
島
の
町
の
屋
根
黑
く
つ
づ
け
る
上
に
返
り
咲
く
櫻 

 
 

 

遠
き
木
の
梢
の
銀
に
曇
り
た
る
空
は
刺
さ
れ
て
う
ち
默
す
か
も 

 
 

 

あ
は
た
だ
し
く
町
を
あ
ゆ
む
を
常
と
す
る
人
の
一
人
に
我
も
あ
り
秋 

 
 

 

か
に
か
く
に
こ
ち
た
き
ツ
エ
ラ
ア
の
書ふ

み

を
よ
む
こ
ち
ご
ち
し
さ
よ
圖
書
館
の
秋 

 
 

 

日
の
光
「
秋
」
の
ふ
る
ひ
に
ふ
る
は
れ
て
白
く
こ
ま
か
く
お
ち
來
十
月 

 
 

 

木
乃
伊
つ
く
る
と
香
料
あ
ま
た
お
ひ
て
ゆ
く
男
に
ふ
き
ぬ
秋
の
夕
風 

 
 

 

秋
風
の
快
さ
よ
な
佇
み
て
即
身
成
佛
す
る
は
よ
ろ
し
も 

 
 

 
 

 
 

 

龍 



 

［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
本
書
簡
原
本
は
既
に
『
芥
川
龍
之
介
書
簡
抄
３
１ 

／ 

大
正
三
（
一
九
一
四
）
年
書

簡
よ
り
（
九
） 

井
川
恭
宛
（
詩
「
ミ
ラ
ノ
の
画
工
」
及
び
短
歌
十
四
首
収
録
）』
で
電
子
化
注
済
み
で
あ

る
。
ま
た
、
そ
こ
に
も
リ
ン
ク
さ
せ
て
あ
る
が
、
同
時
期
に
芥
川
龍
之
介
が
訳
し
た
「
レ
オ
ナ
ル
ド
・
ダ
・

ヴ
イ
ン
チ
の
手
記 
芥
川
龍
之
介
譯 

―
―

L
eo

n
a
rd

o
 d

a
 V

in
ci―

―

」（
リ
ン
ク
先
は
私
の
古
い
サ
イ
ト

版
電
子
化
）
も
参
考
に
な
ろ
う
。
ま
た
、
短
歌
の
七
首
目
の
「
光
る
な
り
」
は
原
書
簡
で
は
「
光
る
あ
り
で

あ
る
。
恒
藤
の
転
写
の
誤
り
か
、
誤
植
で
あ
ろ
う
。］ 

   
 

 
 

一
三
（
大
正
四
年
二
月
二
十
八
日 
田
端
か
ら
京
都
へ
） 

 

［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
標
題
に
「
一
三
」
と
あ
る
の
は
「
一
四
」
の
誤
り
。］ 

  

あ
る
女
を
昔
か
ら
知
つ
て
ゐ
た
。
そ
の
女
が
あ
る
男
と
約
婚
を
し
た
。
僕
は
そ
の
時
に
な
つ
て
は
じ
め

て
僕
が
そ
の
女
を
愛
し
て
ゐ
る
事
を
知
つ
た
。
し
か
し
僕
は
そ
の
約
婚
し
た
相
手
が
ど
ん
な
人
だ
か
ま
る

で
知
ら
な
か
つ
た
。
そ
れ
か
ら
そ
の
女
の
僕
に
対
す
る
感
情
も
あ
る
程
度
の
推
側
以
上
に
何
事
も
知
ら
な

か
つ
た
。
そ
の
内
に
そ
れ
ら
の
事
が
少
し
づ
つ
知
れ
て
來
た
。
最
後
に
そ
の
約
婚
も
極
大
体
の
話
が
運
ん

だ
の
に
す
ぎ
な
い
事
を
知
つ
た
。 

 

僕
は
求
婚
し
や
う
と
思
つ
た
。
そ
し
て
そ
の
意
志
を
女
に
問
ふ
爲
に
あ
る
所
で
会
ふ
約
束
を
し
た
。
所

が
女
か
ら
僕
へ
よ
こ
し
た
手
紙
が
郵
便
局
の
手
ぬ
か
り
で
外
へ
配
達
さ
れ
た
爲
に
、
時
が
遲
れ
て
、
そ
れ

は
出
來
な
か
つ
た
。
し
か
し
手
紙
だ
け
か
ら
で
も
僕
の
決
心
を
促
す
だ
け
の
力
は
與
へ
ら
れ
た
。 

 

家
の
も
の
に
そ
の
話
を
も
ち
出
し
た
。
そ
し
て
烈
し
い
反
對
を
う
け
た
。
伯
母
が
夜
通
し
な
い
た
。
僕

も
夜
通
し
泣
い
た
。
あ
く
る
朝
む
づ
か
し
い
顏
を
し
な
が
ら
僕
が
思
切
る
と
云
つ
た
。
そ
れ
か
ら
不
愉
快

な
氣
ま
づ
い
日
が
何
日
も
つ
ゞ
い
た
。
其
中
［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：「
そ
の
う
ち
」
。
］
に
僕
は
一
度
女
の
所
へ
手
紙

を
書
い
た
。
返
事
は
來
な
か
つ
た
。 

 

一
週
間
程
た
つ
て
あ
る
家
の
あ
る
会
合
の
席
で
そ
の
女
に
あ
つ
た
。
僕
と
二
、
三
度
世
間
並
な
談
話
を

交
換
し
た
。
何
か
の
拍
子
で
女
の
眼
と
僕
の
眼
と
が
あ
つ
た
時
、
僕
は
女
の
口
角
の
筋
肉
が
急
に
不
随
意

筋
に
な
つ
た
や
う
な
表
情
を
見
た
。
女
は
誰
よ
り
も
さ
き
に
か
ヘ
つ
た
。 

 

あ
と
で
其
処
の
主
人
や
細
君
や
そ
の
阿
母
さ
ん
と
話
し
て
ゐ
る
中
に
女
の
話
が
出
た
。
細
君
が
女
の
母

の
事
を
「
あ
な
た
の
伯
母
さ
ま
」
と
云
つ
た
。
女
は
僕
と
從
兄
妹
同
志
だ
と
云
つ
て
ゐ
た
の
で
あ
る
。 

 

空
虛
な
心
の
一
角
を
抱
い
て
そ
こ
か
ら
帰
つ
て
來
た
。
そ
れ
か
ら
学
校
も
少
し
や
す
ん
だ
。
よ
み
か
け

た
イ
ヷ
ン
イ
リ
イ
ッ
チ
も
よ
ま
な
か
つ
た
。
そ
れ
は
丁
度
ロ
ラ
ン
に
導
か
れ
て
ト
ル
ス
ト
イ
の
大
い
な
る

水
平
線
が
僕
の
前
に
ひ
ら
け
つ
ゝ
あ
る
時
で
あ
つ
た
。
大
ヘ
ん
に
さ
び
し
か
つ
た
。
五
、
六
日
た
つ
て
前

の
家
へ
招
か
れ
た
礼
に
行
つ
た
。
そ
の
時
女
が
ヒ
ポ
コ
ン
デ
リ
ッ
ク
に
な
つ
て
ゐ
る
と
云
ふ
事
を
き
い
た
。

不
眠
症
で
二
時
間
位
し
か
ね
む
ら
れ
な
い
と
云
ふ
の
で
あ
る
。
そ
の
時
そ
こ
の
細
君
に
贈
つ
た
古
版
の
錦

繪
の
一
枚
に
そ
の
女
に
似
た
顏
が
あ
つ
た
。
細
君
は
そ
の
顏
を
い
ゝ
顏
だ
云
つ
た
。
そ
し
て
誰
か
に
眼
が

https://onibi.cocolog-nifty.com/alain_leroy_/2021/04/post-9e6d9d.html
https://onibi.cocolog-nifty.com/alain_leroy_/2021/04/post-9e6d9d.html
http://yab.o.oo7.jp/akutavinci.html
http://yab.o.oo7.jp/akutavinci.html


似
て
ゐ
る
が
思
出
せ
な
い
と
云
つ
た
。
僕
は
笑
つ
た
。
け
れ
ど
も
さ
び
し
か
つ
た
。 

 

二
週
間
程
た
つ
て
女
か
ら
手
紙
が
來
た
。
唯
幸
福
を
祈
つ
て
ゐ
る
と
云
ふ
の
で
あ
る
。
其
後
そ
の
女
に

も
そ
の
女
の
母
に
も
あ
は
な
い
。
約
婚
が
ど
う
な
つ
た
か
そ
れ
も
知
ら
な
い
。
芝
の
叔
父
の
所
へ
よ
ば
れ

て
叱
ら
れ
た
時
に
、
そ
の
女
に
關
す
る
惡
評
を
少
し
き
い
た
。 

 

不
性
な
［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
マ
マ
。
「
無
精

ぶ
し
や
う

な
」
の
慣
用
。
］
日
を
重
ね
て
今
日
に
な
つ
た
。
返
事
を
出
さ
な
い

で
し
ま
つ
た
手
紙
が
沢
山
た
ま
つ
た
。
之
は
そ
の
事
が
あ
つ
て
か
ら
始
め
て
か
く
手
紙
で
あ
る
。
平
俗
な

小
說
を
よ
む
や
う
な
反
感
を
持
た
ず
に
よ
ん
で
貰
へ
れ
ば
幸
福
だ
と
思
ふ
。 

 

東
京
で
は
す
べ
て
の
上
に
春
が
い
き
づ
い
て
ゐ
る
。
平
靜
な
る
、
し
か
も
常
に
休
止
し
な
い
力
が
悠
久

な
る
空
に
雲
雀
の
声
を
生
ま
れ
さ
せ
る
の
も
程
な
い
事
で
あ
ら
う
。
す
べ
て
が
流
れ
て
ゆ
く
。
そ
し
て
す

べ
て
が
必
［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：「
か
な
ら
ず
」
。
］
止
る
べ
き
所
に
止
る
。
学
校
へ
も
通
ひ
は
じ
め
た
。
イ
ヷ
ン
イ

リ
イ
ッ
チ
も
よ
み
は
じ
め
た
。 

 

唯
、
か
ぎ
り
な
く
さ
び
し
い
。 

 
 

 
 

二
月
廿
八
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

龍 

 

［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
失
恋―

―

見
方
を
変
え
れ
ば―

―

芥
川
家
の
強
烈
な
反
対
に
よ
る―

―

民
俗
社
会
的
破

局―
―

の
側
面
も
強
い
吉
田
彌
生
と
の
破
談
の
一
件
を
、
芥
川
龍
之
介
が
初
め
て
、
親
友
で
あ
っ
た
著
者
に

詳
ら
か
に
明
か
し
た
も
の
で
、
芥
川
龍
之
介
書
簡
の
内
、
超
弩
級
に
重
要
な
一
本
で
あ
る
。
こ
の
心
傷

ト
ラ
ウ
マ

は
恐

ら
く
芥
川
龍
之
介
の
全
生
活
史
の
中
で
、
実
母
の
精
神
的
欠
損
に
次
い
で
、
対
人
関
係
（
特
に
女
性
）
に
対

す
る
思
惟
に
つ
い
て
コ
ペ
ル
ニ
ク
ス
的
転
回
を
与
え
て
し
ま
っ
た
事
件
で
あ
っ
た
。
思
う
に
、
芥
川
龍
之
介

の
、
こ
の
後
の
彼
の
短
い
生
涯
の
中
で
の
、
夥
し
い
女
性
関
係
を
引
き
起
こ
す
こ
と
に
な
る
そ
の
根
っ
こ
は
、

こ
こ
に
あ
る
。
彼
の
慢
性
的
なP

T
S

D

（P
o
st T

ra
u

m
a
tic S

tress D
iso

rd
er 

：
心
的
外
傷
後
ス
ト
レ
ス
障

害
）
の
反
側
的
症
状
と
し
て
、
龍
之
介
は
出
逢
う
女
性
に
反
射
的
に
暗
示
的
示
唆
的
モ
ー
シ
ョ
ン
を
か
け
て

惹
き
込
ま
せ
、
恋
愛
関
係
を
〈
模
造
〉
し
、
而
し
て
、
同
時
に
そ
れ
に
神
経
症
的
に
苦
し
む
こ
と
に
な
る
と

い
う
事
態
を
、
複
数
の
女
性
と
の
間
に
繰
り
返
す
こ
と
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。
或
い
は
、
こ
の
時
の
ト
ラ
ウ

マ
が
、
龍
之
介
の
中
に
、
『
自
分
は
必
ず
女
を
虜
に
す
る
こ
と
が
出
来
る
、
出
来
ね
ば
な
ら
な
い
』
と
い
う

倒
立
し
た
関
係
妄
想
を
、
終
生
、
形
成
さ
せ
た
の
だ
と
も
私
は
考
え
て
い
る
。
原
書
簡
は
「
芥
川
龍
之
介
書

簡
抄
３
５ 

／ 

大
正
四
（
一
九
一
五
）
年
書
簡
よ
り
（
一
） 

井
川
恭
宛 

龍
之
介
の
吉
田
彌
生
と
の
失

恋
告
白
書
簡
」
で
詳
細
に
正
規
表
現
で
電
子
化
注
し
て
あ
る
の
で
参
照
さ
れ
た
い
。 

 

な
お
、
発
信
地
が
「
田
端
」
に
変
わ
っ
て
い
る
。
こ
の
四
箇
月
ほ
ど
前
の
前
年
十
月
末
、
芥
川
家
は
新

宿
の
実
父
新
原
敏
三
所
有
の
家
か
ら
、
新
築
し
た
東
京
府
北
豊
島
郡
滝
野
川
町
字
田
端
四
三
五
番
地
（
現

在
の
北
区
田
端
一
丁
目
の
こ
こ
。
グ
ー
グ
ル
・
マ
ッ
プ
・
デ
ー
タ
）
に
転
居
し
て
い
た
。
芥
川
龍
之
介
の

終
の
棲
家
と
な
っ
た
。］ 

    

https://onibi.cocolog-nifty.com/alain_leroy_/2021/04/post-013b23.html
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https://www.google.com/maps/place/%E8%8A%A5%E5%B7%9D%E9%BE%8D%E4%B9%8B%E4%BB%8B%E6%97%A7%E5%B1%85%E8%B7%A1/@35.7366557,139.7600948,18z/data=!4m13!1m7!3m6!1s0x60188dc21ee40117:0x65ac2aad56db7077!2z44CSMTE0LTAwMTQg5p2x5Lqs6YO95YyX5Yy655Sw56uv!3b1!8m2!3d35.7359733!4d139.7562635!3m4!1s0x60188dc2feb8e639:0xe25ec304bd8b214c!8m2!3d35.7367017!4d139.760344


  
 

 
 

一
四
（
大
正
四
年
年
六
月
二
十
八
日 

田
端
か
ら
松
江
へ
） 

 

［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
「
一
四
」
と
あ
る
の
は
「
一
五
」
の
誤
り
で
あ
り
、 

ま
た
、
ク
レ
ジ
ッ
ト
の
大
正
四
年
は
恒
藤
恭
の
勘

違
い
で
、
明
治
四
十
五
年
の
大
き
な
誤
り
で
あ
り
、
従
っ
て
「
田
端
」
も
「
新
宿
」
が
正
し
い
。
従
っ
て
、
本
「
芥
川
龍
之
介

書
簡
集
」
で
は
、「
一
」
の
前
に
配
さ
れ
る
べ
き
、
井
川
（
恒
藤
）
恭
宛
書
簡
の
最
古
層
に
配
さ
れ
る
べ
き
も
の
で
あ
る
。］ 

  

新
聞
を
送
つ
て
下
す
つ
て
難
有
う
。
幾
日
か
君
の
帰
鄕
の
道
す
ぢ
を
よ
む
こ
と
が
出
來
る
の
を
樂
し
み

に
し
て
ゐ
る
。 

 

讀
書
三
昧
所
か
每
日
半
日
は
何
か
し
ら
用
が
出
來
て
つ
ぶ
さ
れ
て
し
ま
ふ
。
せ
め
て
七
月
に
で
も
は
い

つ
た
ら
少
し
は
落
つ
け
る
事
だ
ら
う
と
思
ふ
。 

 

二
十
六
日
の
晚 

O
P

E
R

A
 

を
み
に
行
つ
た 
僕
の
行
つ
た
晚
は T

an
n
er 

と
云
ふ
人
の T

H
E

 

Q
U

A
K

E
R

 G
IR

L
 

と
云
ふ
出
し
物
だ
つ
た
。
每
日
曲
が
か
は
る
の
で
、
二
十
九
日
に
は
あ
の 

M
u
su

m
e 

を
や
る
ん
だ
さ
う
だ
。
見
物
に
は
西
洋
人
が
可
成
沢
山
き
て
ゐ
た
。
三
等
に
さ
へ
夫
婦
づ
れ
が
二
組
來
て

居
た
と
云
へ
ば
、 B

O
X

 

や 
O

R
C

H
E

S
T

R
A

 S
T

A
L

L
 

に
沢
山
き
て
ゐ
た
の
は
し
れ
る
だ
ら
う
。 

 

藤
岡
君
と
一
緖
に
な
る
。
予
想
し
て
ゐ
た
よ
り
割
合
に
下
品
で
、
そ
の
上
予
想
し
て
ゐ
た
よ
り
遙
に
話

す
言
葉
が
わ
か
ら
な
い
。
笑
は
せ
る
事
は
随
分
笑
は
せ
る
。
僕
の
う
し
ろ
に
ゐ
た
米
國
人
ら
し
い
女
な
ん

ぞ
は
、
黃
色
い
薔
薇
の
造
花
を
つ
け
た
パ
ナ
マ
の
大
き
な
帽
子
が
落
ち
は
し
な
い
か
と
心
配
す
る
ほ
ど
笑

ふ
。P

IN
K

 

の
襟
飾
を
つ
け
た
品
の
い
ゝ
そ
の
亭
主
も
時
々
笑
ひ
声
を
何
段
に
も
鼻
か
ら
き
つ
て
出
す
。

唯
不
快
だ
つ
た
の
はu

p
p
er circle 

や g
allery

 

に
ゐ
る
三
等
四
等
の
日
本
人
が
偶
々
拍
手
さ
へ
長
く
つ
ゞ
け

て
ゐ
れ
ば
必
ず
俳
優
は
そ
の
技
を
何
度
で
も
く
り
か
へ
す
べ
き
義
務
が
あ
る
も
の
と
盲
信
し
て 

E
N

C
O

R
E

 

の
拍
手
を
長
々
と
何
時
ま
で
も
や
つ
て
ゐ
る
事
で
あ
つ
た
。 

 

は
ね
て
、
明
い
灯
の
つ
い
た
玄
関
を
外
へ
出
る
と
き
に
、
浅
黃
繻
子
［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
「
し
ゆ
す
」
。
］
の

地
へ
雲
と
龍
と
騏
麟
と
の
刺
繡
を
し
た
支
那
め
い
た
上
衣
の
女
を
見
た
。
そ
の
下
か
ら
長
く
ひ
い
た
淡
黃

色
の JU

P
O

N
 

も
美
し
い
、
つ
れ
の
も
つ
と
ぢ
み
な
な
り
を
し
た
年
よ
り
の
女
と
自
動
車
ま
で
話
し
な
が

ら
步
い
て
ゆ
く
の
で
あ
る
。
話
は
英
語
の
や
う
だ
つ
た
し
、O

P
E

R
A

 

よ
り
も
こ
の
女
に
一
人
あ
つ
た
の

で
、
余
程
西
洋
ら
し
い
心
も
ち
が
し
た
。 

 

二
十
四
日
か
三
日
に
寮
へ
行
つ
た
。
敎
室
で
は
札
幌
農
大
の
試
驗
を
や
つ
て
ゐ
た
。
あ
の
廊
下
の
練
瓦

の
壁
に
貼
つ
て
あ
る
数
学
の
問
題
を
み
る
と
、
大
槪
や
さ
し
い
。
寮
に
は
鈴
木
と
八
木
と
黑
田
と
根
本
が

の
こ
つ
て
ゐ
た
。
藤
岡
は
と
き
く
と
、
西
寮
の
三
階
に
独
り
で
住
ん
で
ゐ
る
の
だ
と
云
ふ
。an

ch
o
rite 

み

た
い
だ
な
と
思
ふ
。 

 

今
は
も
う
皆
國
へ
か
へ
つ
て
し
ま
つ
た
。
藤
岡
君
だ
け
は
三
十
日
頃
か
へ
る
と
云
つ
て
ま
だ
の
こ
つ
て

ゐ
る
。
あ
の
白
い
壁
へ
殆
半
年
ば
か
り
ぶ
ら
さ
が
つ
て
ゐ
た
新
島
先
生
も
、
も
う
鈴
木
の
行
李
の
底
へ
は

い
つ
て
仕
舞
つ
た
ら
う
。A

d
ieu

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

六
月
二
十
八
日
午
後 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

東
京
に
て 

 
 

 
 

 

龍 



 

［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
既
に
「
芥
川
龍
之
介
書
簡
抄
８ 

／ 

明
治
四
五
・
大
正
元
（
一
九
一
二
）
年
書
簡

よ
り
（
１
） 
八
通
」
の
七
通
目
で
電
子
化
注
し
て
あ
る
の
で
参
照
さ
れ
た
い
。
な
お
、
そ
ち
ら
で
は
、

最
後
の
ク
レ
ジ
ッ
ト
と
署
名
は
書
簡
冒
頭
に
あ
る
。］ 

   
 

 
 

一
五
（
大
正
四
年
年
七
月
二
十
九
日 

田
端
か
ら
松
江
へ
） 

 

［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：「
一
五
」
と
あ
る
の
は
「
一
六
」
の
誤
り
。］ 

  

差
支
へ
さ
へ
な
け
れ
ば
、
三
日
に
東
京
を
た
つ
。 

 

五
日
に
は
松
江
へ
ゆ
け
る
だ
ら
う
。
よ
ろ
し
く
御
ね
が
ひ
申
し
ま
す
。 

 
 

 

龍 

 

［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
井
川
（
恒
藤
）
恭
が
芥
川
龍
之
介
の
失
恋
の
痛
手
を
癒
す
た
め
に
、
井
川
の
故
郷
松
江

に
招
い
た
、
そ
の
プ
レ
の
礼
状
で
あ
る
。
こ
れ
は
恒
藤
恭
は
何
も
註
し
て
い
な
い
が
、
実
は
自
筆
絵
葉
書
で

ル
ノ
ア
ー
ル
風
の
裸
婦
の
絵
が
裏
面
に
描
か
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
本
書
中
の
「
芥
川
龍
之
介
の
こ
と
な
ど
」

の
「
四 

藝
術
的
作
品
と
制
作
者
の
性
格
」
の
途
中
に
、『
女 

 
 

芥
川
龍
之
介
ゑ
が
く
』
と
い
う
キ
ャ

プ
シ
ョ
ン
を
伴
っ
て
画
像
と
し
て
使
用
さ
れ
て
あ
る
（
こ
こ
）
。
当
該
原
書
簡
は
「
芥
川
龍
之
介
書
簡
抄
４

２ 

／ 

大
正
四
（
一
九
一
五
）
年
書
簡
よ
り
（
八
） 

井
川
恭
宛
三
通
」
の
二
通
目
で
電
子
化
注
し
て
お

り
、
そ
こ
に
異
な
っ
た
ソ
ー
ス
の
二
種
の
画
像
を
掲
げ
て
あ
る
の
で
見
ら
れ
た
い
。
な
お
、
こ
の
年
の
春
、

ル
ノ
ア
ー
ル
の
原
画
を
見
て
、
龍
之
介
は
い
た
く
感
動
し
て
い
る
。
「
芥
川
龍
之
介
書
簡
抄
３
６ 
／ 

大

正
四
（
一
九
一
五
）
年
書
簡
よ
り
（
二
） 

失
恋
後
の
沈
鬱
書
簡
四
通
」
の
四
通
目
の
「
大
正
四
（
一
九
一

五
）
年
四
月
十
四
日
・
田
端
発
信
・
井
川
恭
宛
（
転
載
）」
を
参
照
。］ 

   
 

 
 

一
六
（
大
正
五
年
三
月
十
一
日 

田
端
か
ら
京
都
へ
）  

 

［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
標
題
に
「
一
六
」
と
あ
る
の
は
「
一
七
」
の
誤
り
。］ 

  

論
文
と
原
稿
と
が
忙
し
か
つ
た
の
で
、
大
へ
ん
御
ぶ
さ
た
し
た
。
こ
れ
と
一
し
よ
に
寮
歌
集
も
送
る
。

［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
原
書
簡
で
は
こ
こ
に
「（
第
一
）」
と
行
頭
に
あ
る
の
を
カ
ッ
ト
し
て
あ
る
。］ 

 

そ
れ
か
ら
御
願
が
一
つ
あ
る 

１

荒
川
重
之
助
（
？
）
の
事
蹟
を
知
る
事
は
出
來
な
か
ら
う
か
。
酒
の

み
で
天
才
だ
と
云
ふ
事
だ
け
は
君
か
ら
き
い
た
。
あ
れ
と
ヘ
ル
ン
氏
と
を
材
料
に
し
て
出
雲
小
說
を
一
つ

か
き
た
い
。
松
江
の
印
象
の
う
す
れ
な
い
内
に
。 

 

是
非
た
の
む
。 

 

https://onibi.cocolog-nifty.com/alain_leroy_/2021/02/post-c880f8.html
https://onibi.cocolog-nifty.com/alain_leroy_/2021/02/post-c880f8.html
https://onibi.cocolog-nifty.com/alain_leroy_/2023/01/post-42abcf.html
https://onibi.cocolog-nifty.com/alain_leroy_/2023/01/post-42abcf.html
https://dl.ndl.go.jp/pid/1705439/1/54
https://onibi.cocolog-nifty.com/alain_leroy_/2021/04/post-60bb3d.html
https://onibi.cocolog-nifty.com/alain_leroy_/2021/04/post-60bb3d.html
https://onibi.cocolog-nifty.com/alain_leroy_/2021/04/post-9d46ae.html
https://onibi.cocolog-nifty.com/alain_leroy_/2021/04/post-9d46ae.html


 
 

 
閃
か
す
鳥
一
羽
砂
丘
海
は
秋
な
れ
ど 

  

今
は
俳
句
氣
分
に
な
つ
て
ゐ
な
い 

 
 

 

十 

一 
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

龍 

 

註
１ 

出
雲
の
人
。
彫
刻
家
。
稻
田
姬
の
彫
像―

稻
田
姬
が
右
手
で
胸
の
あ
た
り
に
劍
を
水
平
に
持
ち
、 

 
 

 

伏
し
目
に
そ
れ
を
見
す
え
て
ゐ
る
木
彫
彩
色
の
彫
像
が
彼
の
作
品
の
中
で
も
有
名
で
あ
る
。 

 

［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
読
者
の
諸
君
は
「
第
一
」
が
気
に
な
る
と
思
う
が
、
旧
全
集
で
も
以
上
と
同
じ
で
、

「
第
二
」
は
存
在
し
な
い
。
と
こ
ろ
が
、
岩
波
の
新
全
集
で
原
書
簡
が
見
つ
か
り
、
復
元
さ
れ
て
い
る
。

そ
れ
を
表
記
を
推
定
復
元
し
た
も
の
を
、
「
芥
川
龍
之
介
書
簡
抄
５
５ 

／ 

大
正
五
（
一
九
一
六
）
年

書
簡
よ
り
（
二
） 

井
川
恭
宛
二
通
（
芥
川
龍
之
介
に
小
泉
八
雲
を
素
材
と
し
た
幻
し
の
小
説
構
想
が
彼

の
頭
の
中
に
あ
っ
た
事
実
・
「
鼻
」
反
響
（
注
に
て
夏
目
漱
石
の
芥
川
龍
之
介
宛
書
簡
を
翻
刻
）
）
」
の
冒

頭
で
電
子
化
注
し
て
あ
る
の
で
、
是
非
、
参
照
さ
れ
た
い
が
、
そ
の
推
定
復
元
の
「
第
二
」
の
本
文
を
以

下
に
示
し
て
お
く
。 

 
 

 

＊ 

（
第
二
）
「
鼻
」
は
二
つ
の
ベ
グ
リ
ッ
フ
ス
イ
ン
ハ
ル
ト
を
持
つ
て
ゐ
る 
一
つ
は
肉
體
的
缺
陷
に
對
す

る
ヴ
ァ
ニ
テ
の
苦
痛
（
ハ
ウ
プ
ト
）
一
つ
は
傍
觀
者
の
利
己
主
義
（
ネ
エ
ベ
ン
）―
―

そ
れ
以
上
に
何
も

ず
る
い
企
［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
「
く
は
だ
て
」
。
］
を
し
た
覺
は
な
い 

君
が
ず
る
い
企
の
意
味
を
明
に
し

な
か
つ
た
の
を
遺
憾
に
思
ふ 

傍
觀
者
の
利
己
主
義
は
二
つ
の
ベ
デ
ィ
ン
グ
ン
グ
を
加
へ
て
全
體
の
自
然

さ
を
破
ら
な
い
よ
う
に
し
た 

一
つ
は
内
供
の
神
經
質
（
性
格
上
）
一
つ
は
鼻
の
短
く
な
つ
て
か
ら
又
長

く
な
る
迄
の
期
間
の
短
い
事
（
事
件
上
）
だ 

そ
れ
が
徹
底
し
て
い
な
か
っ
た
と
云
へ
ば
そ
れ
迄
だ
が 

次
の
號
は
四
月
一
日
發
行
に
し
た 

僕
は
小
品
を
か
い
た 

出
來
た
ら
送
る 

 
 

 

＊ 

「
稻
田
姬
の
彫
像―

稻
田
姬
が
右
手
で
胸
の
あ
た
り
に
劍
を
水
平
に
持
ち
、
伏
し
目
に
そ
れ
を
見
す
え
て

ゐ
る
木
彫
彩
色
の
彫
像
」
彼
の
ウ
ィ
キ
も
参
照
さ
れ
た
い
が
、
こ
れ
は
一
八
九
三
（
明
治
二
十
六
）
年
に

ア
メ
リ
カ
で
開
か
れ
た
「
シ
カ
ゴ
万
国
博
覧
会
」
で
優
等
賞
を
受
賞
し
た
彫
像
「
櫛く

し

稲
田

い

な

だ

姫ひ
め

命
の
み
こ
と

」
の
こ

と
で
、tak

u
y
a

氏
の
ブ
ロ
グ
「
タ
ク
ヤ
の
写
真
館
」
の
「
出
雲
の
天
才
彫
刻
家
荒
川
亀
斎
（
島
根
県
松
江

市
）
」
で
、
モ
ノ
ク
ロ
ー
ム
写
真
で
、
そ
の
画
像
を
見
る
こ
と
が
出
来
る
。
調
べ
た
が
、
こ
の
像
は
現
存

し
な
い
よ
う
で
あ
る
。］ 

   
 

 
 

一
七
（
大
正
五
年
三
月
二
十
四
日 

田
端
か
ら
京
都
へ
） 

 

［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：「
一
七
」
は
「
一
八
」
の
誤
り
。］ 

 

https://onibi.cocolog-nifty.com/alain_leroy_/2021/05/post-a46d8a.html
https://onibi.cocolog-nifty.com/alain_leroy_/2021/05/post-a46d8a.html
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https://ja.wikipedia.org/wiki/%E8%8D%92%E5%B7%9D%E4%BA%80%E6%96%8E
https://ameblo.jp/19420220/entry-12484016595.html
https://ameblo.jp/19420220/entry-12484016595.html


 
荒
川
の
事
は
ち
よ
い
と
し
た
小
品
に
か
か
う
と
思
つ
て
ゐ
た
。
わ
ざ
わ
ざ
し
ら
べ
て
貰
ふ
ほ
ど
大
し
た

も
の
で
は
な
い
。
何
か
あ
の
人
の
事
を
か
い
た
本
は
な
い
か
な
。 

 

ヘ
ル
ン
が
石
地
藏
を
見
た
話
は
知
つ
て
ゐ
る
。
か
か
う
と
云
ふ
氣
に
は
そ
の
話
か
ら
な
つ
た
の
だ
。 

  

「
鼻
」
の
曲
折
が

n
atu

ral

で
な
い
と
云
ふ
非
難
は
當
つ
て
ゐ
る
。
そ
れ
は
綿
拔
瓢
一
郞
も
指
摘
し
て
く

れ
た
。
重
々
尤
に
思
つ
て
ゐ
る
。 

  

そ
れ
か
ら
夏
目
先
生
が
大
へ
ん
鼻
を
ほ
め
て
、
わ
ざ
わ
ざ
長
い
手
紙
を
く
れ
た
。
大
へ
ん
恐
縮
し
た
。

成
瀨
は
「
夏
目
さ
ん
が
あ
れ
を
そ
ん
な
に
ほ
め
る
か
な
あ
」
と
云
つ
て
不
思
議
が
つ
て
ゐ
る
。
あ
れ
を
ほ

め
て
以
來
成
瀨
の
眼
に
は
夏
目
先
生
が
前
よ
り
も
え
ら
く
な
く
見
え
る
ら
し
い
。
成
瀨
は
自
分
の
骨
ざ
ら

し
が
第
一
の
作
で
、
松
岡
の
「
鴦
崛
摩
」［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
「
あ
う
く
つ
ま
」
。
］
が
そ
れ
に
次
ぐ
名
作
だ
と
確

信
し
て
ゐ
る
。 

  

僕
は
モ
オ
パ
ッ
サ
ン
を
よ
ん
で
感
心
し
た
。
こ
の
人
の
恐
る
べ
き
天
才
は
自
然
派
の
作
家
の
中
で
匹
儔

［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
「
ひ
つ
ち
う
」
（
ひ
っ
ち
ゅ
う
）
。
匹
敵
す
る
こ
と
。
同
類
・
仲
間
と
見
做
す
こ
と
。
ま
た
、
そ
の
相
手
。
］

の
な
い
銳
さ
を
持
つ
て
ゐ
る
と
思
ふ
。
す
べ
て
の
天
才
は
自
分
に
都
合
の
い
ゝ
や
う
に
物
を
見
な
い
。
い

つ
で
も
不
可
抗
的
に
欺
く
可
ら
ざ
る
眞
を
見
る
。
モ
オ
パ
ッ
サ
ン
に
於
て
は
殊
に
そ
の
感
じ
が
深
い
。 

 

し
か
し
モ
オ
パ
ッ
サ
ン
は
事
象
を
あ
り
の
ま
ゝ
に
見
る
の
み
で
は
な
い
。
あ
り
の
ま
ゝ
に
観
じ
得
た
人

間
を
憎
む
可
き
は
憎
み
、
愛
す
可
き
は
愛
し
て
ゐ
る
。
そ
の
点
で
万
人
に
不
関
心
な
冷
然
た
る
先
生
の
フ

ロ
オ
ベ
エ
ル
と
は
大
分
ち
が
ふ
。u

n
e v

ie 

の
中
の
女
な
ぞ
に
は
あ
ふ
る
ゝ
ば
か
り
の
愛
が
注
い
で
あ
る
。

僕
は
存
外
モ
オ
パ
ッ
サ
ン
が
モ
ラ
リ
ス
テ
ィ
ク
な
の
に
驚
い
た
位
だ
。 

  

こ
の
頃
コ
ン
ス
タ
ン
タ
ン
・
ギ
ュ
イ
の
画
を
み
て
感
心
し
た
。
あ
れ
の
素
描
は
日
本
人
に
も
非
常
に
よ

く
わ
か
る
性
質
を
持
つ
て
ゐ
る
ら
し
い
。
墨
の
濃
談
な
ぞ
で
も
莫
迦
に
日
本
画
的
な
所
が
あ
る
。
大
き
な

デ
ィ
ル
ネ
の
素
描
は
殊
に
感
心
し
た
。
そ
れ
か
ら
ド
ラ
ク
ロ
ア―

―

ダ
ン
テ
の
［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
原
書
簡
で

は
こ
こ
に
「
舟
」
と
入
っ
て
い
る
。
］
一
枚
で
も
立
派
な
も
の
だ 

テ
ィ
ン
ト
オ
レ
ッ
ト
オ
と
ド
ラ
ク
ロ
ア
は

い
ゝ
復
製
の
な
い
の
で
有
名
だ
が
、
そ
の
惡
い
複
製
で
も
随
分
感
心
さ
せ
ら
れ
る
。
あ
の
男
の
画
は
恐
し

く
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
だ
。
オ
フ
ェ
リ
ア
の
画
な
ん
ぞ
を
見
る
と
殊
に
さ
う
思
ふ
。 

  

論
文
で
大
多
忙
。［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
以
下
、
捲
っ
て
改
ペ
ー
ジ
で
、
一
行
空
け
は
な
い
が
、
原
書
簡
に
従
い
、
特
異

点
で
一
行
空
け
た
。］ 

  

１

ロ
オ
レ
ン
ス
が
死
ん
だ
。
可
愛
さ
う
だ
つ
た
。
お
と
も
ら
ひ
に
行
つ
た
。
さ
う
し
て
こ
の
老
敎
師
の

魂
の
爲
に
祈
つ
た
。
ロ
オ
レ
ン
ス
自
身
に
は
何
の
恩
怨
も
な
い
。
下
等
な
の
は
そ
の
周
囲
の
日
本
人
だ
。 

 

ロ
オ
レ
ン
ス
の
死
顏
は
蠟
の
や
う
に
白
か
つ
た
。
そ
し
て
そ
の
底
に
ク
リ
ム
ソ
ン
の
澱を

り

を
り
［
や
ぶ
ち
ゃ

ん
注
：
マ
マ
。
歴
史
的
仮
名
遣
で
は
「
お
り
」
で
よ
く
、
原
書
簡
で
も
そ
う
ル
ビ
で
振
ら
れ
て
あ
る
。
］
が
た
ま
つ
て
ゐ



た
。
百
合
の
花
環
、
黑
天
鷲
絨
の
柩
、
す
べ
て
が
ク
エ
エ
カ
ア
ら
し
く
質
素
で
且
淸
淨
だ
つ
た
。
僕
は
ロ

オ
レ
ン
ス
が
死
ん
だ
爲
に
、
反
て
［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：「
か
へ
つ
て
」
。
］
い
ろ
ん
な
制
度
が
厄
介
に
な
り
は
し
な

い
か
と
思
つ
て
ゐ
る
。
ロ
オ
レ
ン
ス
の
死
が
喜
ば
し
た
の
は
成
瀨
位
だ
ら
う
。
成
瀨
は
あ
の
朝
方
々
ヘ
、

ル
・
デ
ィ
ア
ブ
ル
・
エ
・
モ
オ
ル
と
云
ふ
句
に
ボ
ン
・
ク
ラ
ア
ジ
ュ
と
云
ふ
！ 

を
加
へ
た
は
が
き
を
出

し
た
。［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
以
下
、
短
歌
四
首
を
含
む
四
段
落
（
旧
全
集
で
本
文
活
字
の
み
で
全
十
五
行
。
総
て
に
行
空
け
有

り
）
が
ご
っ
そ
り
カ
ッ
ト
さ
れ
て
あ
る
。］ 

  

ふ
み
子
を
貰
ふ
事
に
つ
い
て
は
猶
多
少
の
曲
折
が
あ
る
か
も
し
れ
な
い
。
さ
う
し
て
事
に
よ
る
と
君
に

相
談
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
や
う
な
事
が
起
る
か
も
し
れ
な
い
。
僕
は
つ
よ
く
な
つ
て
ゐ
る
。
そ
れ
だ
け

余
計
に
曲
折
を
つ
く
る
周
囲
の
人
間
を
憫
ん
で
ゐ
る
。
僕
が
折
れ
る
事
は
な
い
の
だ
か
ら
。 

 

ま
だ
は
つ
き
り
し
た
事
は
わ
か
ら
な
い
。 

  

本
を
よ
む
事
と
か
く
事
と
が
（
論
文
も
）
一
日
の
大
部
分
を
し
め
て
ゐ
る
。
ね
て
も
そ
ん
な
夢
ば
か
り

見
る
。
何
だ
か
あ
ぶ
な
い
や
う
な
、
さ
う
し
て
愉
快
な
や
う
な
氣
が
す
る
。
い
や
な
事
は
一
つ
も
し
な
い
。

散
步
に
ふ
ら
ふ
ら
と
出
て
遠
く
ま
で
行
く
事
が
よ
く
あ
る
。
今
日
ま
で
三
日
ば
か
り
逗
子
の
養
神
亭
へ
行

つ
て
來
た
。
湘
南
は
麥
が
五
寸
も
の
び
て
ゐ
る
。
菜
は
ま
だ
あ
ま
り
さ
か
な
い
。
梅
は
遅
い
が
桃
が
少
し

さ
い
て
ゐ
る
。
あ
る
日
の
夕
か
た
秋
谷
の
方
へ
行
つ
た
か
へ
り
に
長
者
ケ
崎
の
少
し
先
の
海
の
岸
に
白
い

も
の
が
靄
の
中
で
う
す
く
光
つ
て
ゐ
る
か
ら
、
何
か
と
思
つ
た
ら
桃
だ
つ
た
。
山
は
ま
だ
枯
木
ば
か
り
、

唯
ま
ん
さ
く
の
黃
い
ろ
い
花
が
雪
解
の
水
に
の
ぞ
ん
で
さ
い
て
ゐ
る
事
が
よ
く
あ
る
。
鳥
は
ひ
よ
、
山
し

ぎ
、
時
に
よ
る
と
雉
。
論
文
を
か
き
あ
げ
た
ら
ど
こ
か
へ
行
き
た
い
。
そ
れ
ま
で
は
駄
目
。 

 

逗
子
葉
山
の
海
に
は
海
雀
が
多
い
。
銀
の
や
う
に
日
に
光
る
胸
を
持
つ
た
か
は
い
ゝ
鳥
だ
。
か
い
つ
ぶ

り
に
似
た
声
で
啼
く
。
鴨
、
鷗
、
あ
い
さ
も
多
い
。 

 

東
京
へ
か
へ
つ
た
ら
又
切
迫
し
た
心
も
ち
に
な
つ
た
。 

 

來
る
も
の
を
し
て
來
ら
し
め
よ
と
云
ふ
氣
が
す
る
。 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

龍 

  

註
１ 

イ
ギ
リ
ス
人
、
東
京
帝
大
講
師
、
担
当
は
英
文
学
。 

 

［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
こ
の
前
の
回
と
同
じ
く
「
芥
川
龍
之
介
書
簡
抄
５
５ 

／ 

大
正
五
（
一
九
一
六
）

年
書
簡
よ
り
（
二
） 

井
川
恭
宛
二
通
（
芥
川
龍
之
介
に
小
泉
八
雲
を
素
材
と
し
た
幻
し
の
小
説
構
想
が

彼
の
頭
の
中
に
あ
っ
た
事
実
・
「
鼻
」
反
響
（
注
に
て
夏
目
漱
石
の
芥
川
龍
之
介
宛
書
簡
を
翻
刻
）
）
」
の

二
通
目
で
電
子
化
注
し
て
あ
る
。
以
上
は
カ
ッ
ト
部
分
が
あ
る
の
で
、
参
照
さ
れ
た
い
。］ 

    

https://onibi.cocolog-nifty.com/alain_leroy_/2021/05/post-a46d8a.html
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一
八
（
大
正
五
年 

田
端
か
ら
京
都
へ
） 

 

［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：「
一
八
」
は
「
一
九
」
の
誤
り
。］ 

  
 

 
 

 
 

 

Ｉ 

 
 

 

白
ふ
ぢ
の
花
の
に
ほ
ひ
と
き
く
ま
で
に
か
そ
け
か
れ
ど
も
か
な
し
み
は
あ
り 

 
 

 

夕
や
み
に
さ
き
つ
ゝ
に
ほ
ふ
白
藤
の
消
な
ば
消
ぬ
べ
き
恋
も
す
る
か
な 

 
 

 

わ
が
恋
は
い
よ
よ
か
す
か
に
し
か
は
あ
れ
い
よ
よ
き
よ
け
く
あ
り
さ
び
に
け
り 

 
 

 
 

 
 

 

Ⅱ 

 
 

 

朝
ぼ
ら
け
ひ
と
こ
ひ
が
て
に
ほ
の
ぼ
の
と
あ
か
ら
ひ
く
頰
を
み
む
と
思
へ
や 

 
 

 
 

 
 

 

Ⅲ 

 
 

 

た
ま
ゆ
ら
に
き
え
し
光
と
み
る
ま
で
に
そ
の
た
を
や
め
は
と
ほ
く
行
き
け
り 

 
 

 
 

 
 

 

Ⅳ 

 
 

 

天
ぎ
ら
ふ
雲
南
省
ゆ
來
り
た
る
埴
輪
童
女

を

と

め

に F
U

M
IK

O
 

は
似
る
も 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

（
白
木
屋
の
展
覽
会
あ
り
） 

 
 

 

朝
づ
け
ば
観
音
堂
の
尾
白
鳩
ふ
く
だ
め
る
こ
そ 

F
U

M
IK

O
 

に
は
似
ね 

 
 

 

ふ
と
見
た
る
金
の
蒔
繪
の
琴
爪

つ

め

箱
を
か
ひ
て
や
ら
む
と
思
ひ
け
り
あ
は
れ 

  

君
と
同
じ
理
由
で E

x
tra-R

e-E
ch

o
 

を
要
求
す
る
資
格
が
あ
る
か
と
思
ふ
。 

 

自
賛
す
れ
ば
Ⅱ
が
一
番
得
意
。
Ⅲ
は
ど
う
し
て
も
一
番
ま
づ
い
。
実
感
が
う
す
い
の
か
し
ら
と
も
思
つ

て
み
る
。
Ⅳ
を
か
く
時
は
氣
樂
に
出
來
る
。
Ｉ
は
と
も
す
れ
ば
あ
り
あ
は
せ
の S

E
N

T
IM

E
N

T
 

で
間
に
合

は
せ
て
し
ま
ひ
さ
う
で
良
心
が
と
が
め
る
。
そ
れ
で
つ
く
つ
た
歌
は
も
つ
と
沢
山
あ
つ
た
が
、
三
首
だ
け

し
か
書
か
な
か
つ
た
。
君
の
は
が
き
の
絵
の
や
う
に
、
は
じ
め
に
書
い
た
奴
だ
け
書
い
た
わ
け
だ
。 

 

短
篇
を
二
つ
書
い
た
。
發
表
し
た
ら
よ
ん
で
も
ら
ふ
。 

 

朝
は
早
く
お
き
る
や
う
に
な
つ
た
か
ら
感
心
だ
。
尤
も
必
要
に
せ
ま
ら
れ
て
だ
が
。 

 

今
朝
君
が
結
婚
し
た
ら
何
を
祝
は
う
か
と
思
つ
て
い
ろ
い
ろ
考
へ
た
。B

E
E

T
H

O
V

E
N

 

の M
A

S
K

 

で
は

い
け
な
い
か
な
。
僕
は
こ
の
頃
こ
の
天
才
と B

E
R

L
IO

Z
 

と
の
傳
記
を
よ
ん
で
感
心
し
て
し
ま
つ
た
。 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

龍 

 

［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
最
後
の
署
名
は
最
終
行
下
方
十
四
字
空
け
位
置
に
あ
る
。
原
書
簡
は
「
芥
川
龍
之
介

書
簡
抄
６
９ 

／ 

大
正
五
（
一
九
一
六
）
年
書
簡
よ
り
（
十
六
） 

二
通
」
の
一
通
目
で
電
子
化
注
し

て
あ
る
の
で
参
照
さ
れ
た
い
。］ 
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一
九
（
大
正
六
年
四
月
一
日 

田
端
か
ら
京
都
へ
） 

 

［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：「
一
九
」
は
「
二
〇
」
の
誤
り
。］ 

  

拜 

復 

 

ボ
ク
の
病
氣
は
も
う
大
へ
ん
い
ゝ
か
ら
安
心
し
て
く
れ
給
へ
。 

（
中
略
） 

 

ボ
ク
は
ど
ん
な
意
味
で
も
人
の
運
命
に
交
涉
を
持
つ
事
に
は
こ
の
頃
益
々
神
経
質
に
な
り
つ
ゝ
あ
る
。 

 

ま
だ
病
後
の
疲
勞
が
回
復
し
な
い
せ
ゐ
か
、
何
と
し
て
も
疲
れ
易
い
。
こ
れ
で
よ
す
。 

 

そ
れ
か
ら
今
月
の
中
央
公
論
へ
出
し
た
僕
の
小
說
は
大
に
自
信
の
な
い
事
を
廣
告
し
て
お
く
。 

  
 

 
 

四 

月 

一 

日 

夜 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

龍 

 

［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
こ
の
書
簡
は
未
電
子
化
で
あ
っ
た
の
で
、
「
芥
川
龍
之
介
書
簡
抄
１
５
５ 

追
加 

大
正
六
（
一
九
一
七
）
年
四
月
一
日 

井
川
恭
宛
」
と
し
て
、
岩
波
旧
全
集
の
正
規
表
現
の
中
略
復
元
版

を
電
子
化
注
し
て
お
い
た
の
で
参
照
さ
れ
た
い
。］ 

   
 

 
 

二
〇
（
大
正
六
年 

田
端
か
ら
京
都
へ
） 

 

［
や
ぶ
ち
ゃ
］
注
：
「
二
〇
」
は
「
二
一
」
の
誤
り
。
な
お
、
こ
の
書
簡
は
、
本
書
の
先
行
す
る
「
芥
川
龍
之
介
の
こ
と
な

ど
」
の
「
九 

帰
京
後
の
挨
拶
の
手
紙
」
（
リ
ン
ク
は
ブ
ロ
グ
版
）
で
、
一
度
、
丸
々
、
出
て
い
る
書
簡
で
あ
る
。
律
儀
と

い
う
よ
り
も
、
恒
藤
恭
の
自
身
宛
の
芥
川
龍
之
介
書
簡
を
編
年
体
（
一
部
に
大
き
な
間
違
い
は
あ
る
が
）
で
資
料
と
し
て
読

者
に
供
す
る
と
い
う
学
者
ら
し
い
配
慮
と
言
う
べ
き
で
あ
る
。
再
掲
す
る
と
、
原
書
簡
は
「
芥
川
龍
之
介
書
簡
抄
７
１ 

／ 

大
正
六
（
一
九
一
七
）
年
書
簡
よ
り
（
三
） 

塚
本
文
宛
・
井
川
（
恒
藤
）
恭
宛
」
で
電
子
化
注
し
て
あ
る
。］ 

  

先
達
は
い
ろ
い
ろ
御
厄
介
に
な
つ
て
難
有
う
。 

 

そ
の
上
、
お
土
產
ま
で
頂
い
て
、
甚
だ
恐
縮
し
た
。
早
速
御
礼
を
申
上
げ
る
筈
の
所
、
か
へ
つ
た
ら
、

母
が
丹
毒
で
ね
て
ゐ
た
爲
、
何
か
と
用
に
か
ま
け
て
、
大
へ
ん
遅
く
な
つ
た
。 

 

か
へ
つ
た
時
は
、
ま
だ
四
十
度
近
い
熱
で
、
右
の
腕
が
腿
ほ
ど
の
太
さ
に
、
赤
く
腫
れ
上
つ
て
、
見
る

の
も
氣
味
の
惡
い
位
だ
つ
た
。
何
し
ろ
、
命
に
関
す
る
病
氣
だ
か
ら
、
家
中
ほ
ん
と
う
［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：

マ
マ
。
原
書
簡
も
同
じ
。
］
に
び
つ
く
り
し
た
が
、
幸
と
そ
の
後
の
経
過
が
よ
く
、
医
者
が
心
配
し
た
急
性
腎

臟
炎
も
起
ら
ず
に
し
ま
つ
た
。
今
朝
、
患
部
を
切
つ
て
、
炎
傷
か
ら
出
る
膿
水
を
と
つ
た
が
、
そ
れ
が
大

き
な
丼
に
一
ぱ
い
あ
つ
た
。
今
熱
を
計
つ
た
ら
卅
七
度
に
下
つ
て
ゐ
る
。
こ
の
あ
ん
ば
い
で
は
、
近
々
快

癒
す
る
だ
ら
う
と
思
ふ
。
医
者
も
、
も
う
心
配
は
な
い
と
云
つ
て
ゐ
る
。 

 

何
し
ろ
、
か
へ
つ
た
ら
、
芝
の
伯
母
や
何
か
が
、
泊
り
が
け
で
、
看
護
に
來
て
ゐ
た
に
は
、
實
際
び
つ
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く
り
し
た
。
尤
も
腕
で
よ
か
つ
た
が
。 

 

医
者
曰
く
、
「
傳
染
の
媒
介
は
、
一
番
が
理
髮
店
で
、
耳
や
鼻
を
剃
る
時
に
、
か
み
そ
り
が
す
る
事
が

多
い
。
さ
う
云
ふ
の
は
、
顏
へ
來
る
。
顏
が
ま
つ
赤
に
腫
れ
上
つ
て
、
髮
の
毛
が
皆
ぬ
け
る
の
だ
か
ら
、

女
の
患
者
な
ど
は
、
恢
復
期
に
向
つ
て
ゐ
て
も
、
鏡
を
見
て
氣
絕
し
た
の
さ
へ
あ
つ
た
」
と
。
用
心
し
な

い
と
、
あ
ぶ
な
い
よ
、
実
際
。 

 

と
り
あ
へ
ず
御
礼
か
た
が
た
、
御
わ
び
ま
で
。 

 

ま
だ
ご
た
ご
た
し
て
ゐ
る
。 

 
 

 
 

廿 

一 

日 

夜 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

龍 

 

［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
「
関
す
る
」
恒
藤
恭
が
読
み
替
え
て
い
る
の
だ
が
、
こ
こ
は
原
書
簡
で
は
「
關
る
」

で
あ
り
、
素
直
に
読
む
な
ら
ば
、
私
は
「
か
か
は
る
」
と
訓
じ
て
い
る
と
思
う
。］ 

   
 

 
 

二
一
（
大
正
六
年
八
月
二
十
九
日 

鎌
倉
か
ら
京
都
へ
） 

 

［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：「
二
一
」
は
「
二
二
」
の
誤
り
。］ 

  

御
無
沙
汰
し
た
。 

 

雅
子
さ
ん
も
相
不
変
御
壯
健
な
事
と
思
ふ
。
僕
は
暑
中
休
暇
を
全
部
東
京
で
費
し
た
。
赤
木
の
桁
平
さ

ん
と
京
都
へ
行
く
つ
も
り
だ
つ
た
が
、
向
う
に
あ
る
事
件
が
始
ま
つ
た
の
で
、
行
け
な
く
な
つ
た
。
松
島

見
物
に
ゆ
く
計
画
も
あ
つ
た
が
、
矢
張
お
じ
や
ん
に
な
つ
た
。 

 

東
京
で
は
每
日
本
を
よ
ん
だ
り
、
も
の
を
書
い
た
り
し
て
甚
だ
太
平
に
消
閑
し
た
。
消
極
的
に
屋
内
に

ば
か
り
ゐ
た
か
ら
、
芝
居
と
か
何
と
か
云
ふ
も
の
に
は
一
向
足
を
入
れ
な
か
つ
た 

人
に
も
う
ち
へ
來
た

お
客
の
お
相
手
を
し
た
丈
で
、
諸
方
へ
甚
御
無
沙
汰
を
し
た
。
每
日
暑
い
思
を
し
て
橫
須
賀
の
町
を
て
く

て
く
步
い
て
ゐ
た
あ
と
だ
か
ら
、
東
京
の
暑
さ
も
大
し
て
苦
に
な
ら
な
か
つ
た
。
胃
の
具
合
も
大
へ
ん
に

好
い
。
槪
し
て
鎌
倉
住
み
に
な
つ
て
か
ら
、
体
が
丈
夫
に
な
つ
た
や
う
だ
。 

 

來
年
の
三
月
頃
鎌
倉
へ
う
ち
を
持
つ
筈
だ
が
、
ま
だ
漫
然
と
し
た
予
想
だ
け
で
、
少
し
も
確
実
に
は
な

つ
て
ゐ
な
い
。
し
か
し
下
宿
生
活
は
心
そ
こ
か
ら
嫌
に
な
つ
た
。 

 

実
は
学
校
も
や
め
て
し
ま
つ
て
閉
靜
に
暮
し
た
い
の
だ
が
、
い
ろ
ん
な
事
情
が
さ
う
云
ふ
事
を
許
さ
な

い
。
花
に
浣
い
だ
り
［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
「
そ
そ
い
だ
り
」
。
］
、
本
を
讀
ん
だ
り
し
て
ば
か
り
ゐ
ら
れ
た
ら
、
さ

ぞ
好
い
だ
ら
う
と
思
ふ
が
、
思
ふ
だ
け
だ
か
ら
悲
惨
だ
。
僕
は
元
來
東
洋
的
エ
ピ
キ
ュ
リ
ア
ン
だ
か
ら
な
。

こ
の
間
も
支
那
人
の
隠
居
趣
味
を
吹
聽
し
た
本
を
讀
ん
で
、
大
に
同
情
し
た
。 

 

東
京
で
ぶ
ら
ぶ
ら
し
て
ゐ
た
間
に
義
理
で
つ
く
つ
た
俳
句
を
御
ら
ん
に
入
れ
る
。
こ
れ
を
臆
面
も
な
く

画
帖
や
扇
子
へ
書
き
ち
ら
か
し
た
ん
だ
よ
。 

 
 

 

論
し
て
曰
牡
丹
を
以
て
貢
せ
よ
［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
「
論
」
は
マ
マ
。
原
書
簡
で
は
「
諭
」
で
あ
る
。
こ
れ
で

は
句
意
が
お
か
し
く
な
る
。
恒
藤
恭
の
判
読
の
誤
り
か
、
誤
植
で
あ
る
。］ 



 
 

 
あ
の
牡
丹
の
紋
つ
け
た
の
が
柏
莚
ぢ
や 

 
 

 
牡
丹
切
つ
て
阿
嬌
の
罪
を
ゆ
る
さ
れ
し 

 
 

 
 

 
 

 
×

 

 
 

 

魚
の
目
を
箸
で
つ
つ
く
や
冴
返
る 

 
 

 

後
で
や
高
尾
太
夫
も
冴
返
る 

 
 

 

二
階
よ
り
簪
落
し
て
冴
返
る 

 
 

 
 

 
 

 
×

 

 
 

 

春
寒
や
お
関
所
破
り
女
な
る 

 
 

 

新
道
は
石
こ
ろ
ば
か
り
春
寒
き 

 
 

 
 

 
 

 
×

 

 
 

 

人
相
書
に
曰
蝙
蝠
の
入
墨
あ
り 

 
 

 
 

 
 

 
×

 

 
 

 

銀
漢
の
瀨
音
聞
ゆ
る
夜
も
あ
ら
む 

 

あ
と
は
忘
れ
ち
ま
つ
た
。 

 
 

 
 

八 

月 

廿 

九 

日 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

芥 
川 
龍 

之 

介 

 

［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
本
原
書
簡
は
未
電
子
化
で
あ
っ
た
の
で
、
「
芥
川
龍
之
介
書
簡
抄
１
５
６ 

追
加 

大
正
六
（
一
九
一
七
）
年
八
月
二
十
九
日 

井
川
恭
宛
」
と
し
て
電
子
化
注
し
て
お
い
た
の
で
参
照
さ
れ

た
い
。 

 

な
お
、
句
に
つ
い
て
は
、
既
に
、
私
が
強
力
な
句
「
餓
鬼
」
と
な
っ
て
蒐
集
し
た
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
「
芥

川
龍
之
介
俳
句
全
集
」
（
こ
ち
ら
で
全
五
巻
）
の
各
所
で
注
し
て
い
る
が
、
こ
こ
で
少
し
纏
め
て
お
く
。

ま
ず
、
こ
の
十
句
は
俳
人
芥
川
我
鬼
誕
生
前
の
プ
レ
作
品
群
で
、
一
句
も
最
後
に
自
ら
が
厳
撰
し
た
句
群

（
「
や
ぶ
ち
ゃ
ん
版
芥
川
龍
之
介
句
集 

一 

発
句
」
）
に
は
含
ま
れ
て
い
な
い
。
こ
れ
ら
の
句
の
半
分
は
、

過
去
に
見
た
歌
舞
伎
見
物
の
シ
ー
ク
エ
ン
ス
を
素
材
と
し
て
い
る
も
の
と
私
は
推
察
す
る
。 

「
諭
し
て
」
「
さ
と
し
て
」
。
「
教
え
導
い
て
」
。
後
の
「
貢
」
は
「
み
つ
ぎ
」
。
こ
こ
は
風
流
者
・
隠
者
の

嘯
う
そ
ぶ

き
の
ポ
ー
ズ
で
あ
り
、
こ
こ
に
出
る
「
牡
丹
」
は
歌
舞
伎
役
者
市
川
団
十
郎
家
に
お
い
て
二
代
目
以
降

の
花
と
さ
れ
て
い
る
も
の
で
あ
り
、
こ
れ
は
二
代
目
の
贔
屓
方
で
あ
っ
た
江
戸
城
大
奥
方
の
女
性
が
彼
に

送
っ
た
着
物
の
柄
が
牡
丹
で
あ
っ
た
か
ら
と
さ
れ
る
こ
と
を
受
け
て
一
句
を
構
築
し
た
も
の
と
私
に
は
思

わ
れ
る
。 

「
柏
筵
」
（
は
く
え
ん
）
は
二
代
目
市
川
団
十
郎
（
元
禄
元
（
一
六
八
八
）
年
～
宝
暦
九
（
一
七
五
九
）

年
）
の
俳
号
。
彼
は
か
の
蕉
門
の
榎
本
其
角
と
の
交
流
も
あ
っ
た
。 

「
阿
嬌
」
は
一
般
に
は
「
美
人
」
の
普
通
名
詞
で
あ
る
が
、
こ
こ
は
漢
籍
に
詳
し
か
っ
た
芥
川
龍
之
介
な

れ
ば
、
そ
の
語
源
で
あ
る
陳
阿
嬌
を
指
し
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
阿
嬌
は
、
漢
の
武
帝
の
皇
后
で
、

大
変
な
美
人
あ
っ
た
が
、
武
帝
よ
り
十
六
歳
年
上
な
上
に
、
房
事
に
無
関
心
で
あ
っ
た
。
そ
の
た
め
、
武

帝
も
彼
女
の
も
と
に
は
通
わ
な
く
な
っ
て
し
ま
い
、
代
わ
り
に
阿
嬌
の
姉
の
平
陽
公
主
、
次
い
で
衛え

い

子し

夫ふ

を
愛
す
る
よ
う
に
な
っ
て
し
ま
い
、
後
、
子
の
な
か
っ
た
阿
嬌
は
皇
后
を
廃
さ
れ
て
し
ま
い
、
衛
子
夫
が
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https://onibi.cocolog-nifty.com/alain_leroy_/2023/01/post-704133.html
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皇
后
と
な
っ
た
い
わ
く
つ
き
の
悲
劇
の
美
女
な
の
で
あ
る
。
こ
の
句
の
「
罪
」
は
、
そ
の
房
事
無
関
心
の

罪
で
あ
り
、
そ
れ
へ
の
オ
マ
ー
ジ
ュ
と
し
て
の
イ
マ
ジ
ナ
ル
な
映
像
で
あ
ろ
う
。 

「
冴
返
る
」
時
季
外
れ
の
春
の
季
題
「
冴
返
る
」
（
春
先
、
暖
か
く
な
り
か
け
た
か
と
思
う
と
、
再
び
、

寒
さ
が
ぶ
り
返
す
こ
と
を
言
う
）
で
あ
る
が
、
こ
の
語
、
芥
川
我
鬼
が
非
常
に
偏
愛
し
た
語
で
、
多
く
の

句
で
頻
繁
に
使
用
さ
れ
て
い
る
。
な
お
、
芥
川
は
必
ず
し
も
同
期
的
に
句
を
作
る
こ
と
に
は
あ
ま
り
拘
ら

ず
、
時
に
無
季
と
思
わ
れ
る
句
も
読
み
、
新
傾
向
の
非
定
型
句
や
、
さ
ら
に
自
由
律
俳
句
と
見
紛
う
句
も

一
時
期
に
は
見
ら
れ
る
。 

「
高
尾
太
夫
」
は
、
江
戸
時
代
の
新
吉
原
の
代
表
的
名
妓
で
、
こ
の
名
を
名
乗
っ
た
遊
女
は
十
一
人
い
た

と
言
わ
れ
て
い
る
が
、
い
ず
れ
も
京
町
一
丁
目
三
浦
屋
四
郎
左
衛
門
方
の
お
抱
え
遊
女
で
あ
っ
た
。
こ
こ

は
そ
れ
を
シ
ン
ボ
ラ
イ
ズ
し
た
一
句
と
思
わ
れ
る
が
、
芥
川
龍
之
介
の
晩
年
の
名
随
想
「
本
所
兩
國
」

（
昭
和
二
（
一
九
二
七
）
年
五
月
『
東
京
日
日
新
聞
』
夕
刊
に
全
十
五
回
で
連
載
。
リ
ン
ク
先
は
私
の
古

い
サ
イ
ト
版
電
子
化
注
）
の
『
乘
り
繼
ぎ
「
一
錢
蒸
汽
」』
の
中
で
、 

 
 

 

＊ 

駒
形
は
僕
の
小
學
時
代
に
は
大
抵
「
コ
マ
カ
タ
」
と
呼
ん
で
ゐ
た
も
の
で
あ
る
。
が
、
そ
れ
も
と
う
の
昔

に
「
コ
マ
ガ
タ
」
と
發
音
す
る
や
う
に
な
つ
て
し
ま
つ
た
。
「
君
は
今
駒
形

こ
ま
か
た

あ
た
り
ほ
と
ゝ
ぎ
す
」
を
作

つ
た
遊
女
も
或
ひ
は
「
コ
マ
カ
タ
」
と
澄
ん
だ
音
を
「
ほ
と
ゝ
ぎ
す
」
の
聲
に
響
か
せ
た
か
つ
た
か
も
知

れ
な
い
。
支
那
人
は
「
文
章
は
千
古
の
事
」
と
言
つ
た
。
が
、
文
章
も
お
の
づ
か
ら
匂
を
失
つ
て
し
ま
ふ

こ
と
は
大
川
の
水
に
變
ら
な
い
の
で
あ
る
。 

 
 

 

＊ 

と
述
懐
し
て
お
り
、
こ
の
句
を
詠
ん
だ
、
知
ら
れ
た
悲
劇
の
二
代
目
高
尾
太
夫
の
伝
説
を
イ
メ
ー
ジ
し
て

い
た
の
か
も
知
れ
な
い
。
以
上
に
句
は
万
治
二
（
一
六
五
九
）
年
に
彼
女
が
伊
達
綱
宗
に
贈
っ
た
句
と
さ

れ
る
も
の
だ
が
、
俗
説
で
は
、
高
尾
は
熱
心
に
通
う
綱
宗
を
徹
底
し
て
振
り
続
け
、
結
局
、
彼
に
惨
殺
さ

れ
て
し
ま
い
、
こ
れ
が
「
伊
達
騒
動
」
の
火
種
と
な
っ
た
と
さ
れ
る
。 

「
二
階
よ
り
簪
落
し
て
冴
返
る
」

簪
か
ん
ざ
し

を
落
と
す
と
い
う
シ
ー
ン
は
な
い
が
、
私
は
若
き
日
に
こ
の
句
を

読
む
に
、
直
ち
に
「
曽
根
崎
心
中
」
の
お
初
が
吊
行
灯
を
消
す
と
同
時
に
階
下
に
落
ち
る
シ
ー
ク
エ
ン
ス

を
思
い
出
し
て
い
た
。 

「
新
道
」
単
な
る
思
い
つ
き
だ
が
、
当
時
の
東
京
で
最
も
知
ら
れ
た
「
新
道
」
の
名
の
つ
く
そ
れ
は
、

「
食
傷
新
道
」
（
し
ょ
く
し
ょ
う
じ
ん
み
ち
）
で
あ
る
。
現
在
の
中
央
区
日
本
橋
一
丁
目
附
近
で
、
今
は

完
全
な
高
層
ビ
ル
街
に
変
貌
し
て
往
時
の
印
象
は
全
く
な
い
。
悲
惨
な
大
火
で
知
ら
れ
る
「
白
木
屋
」
は

後
に
「
東
急
百
貨
店
」
と
な
り
、
更
に
そ
の
跡
地
に
現
在
は
「
コ
レ
ド
日
本
橋
ビ
ル
」
が
あ
る
が
、
こ
こ

に
あ
っ
た
細
い
通
り
が
、
「
白
木
屋
の
横
町
」「
木
原
店
」
と
呼
ば
れ
、
左
右
共
に
美
味
の
評
判
高
い
小
飲

食
店
が
目
白
押
し
に
建
ち
並
ん
で
い
た
。
こ
こ
は
江
戸
時
代
、
文
字
通
り
、
「
通
一
丁
目
」
と
し
て
、
江

戸
で
最
も
繁
華
な
場
所
で
、
明
治
に
な
っ
て
も
そ
の
面
影
が
残
っ
て
お
り
、
東
京
一
の
飲
食
店
街
と
し
て

浅
草
上
野
よ
り
も
知
ら
れ
た
通
り
で
あ
っ
た
。
俗
に
「
食
傷
通
り
」
「
食
傷
新
道
」
な
ど
と
も
呼
ば
れ
た
。

「
宇
野
浩
二 

芥
川
龍
之
介 

十 

～ 

（
１
）
」
（
私
の
古
い
分
割
ブ
ロ
グ
版
）
で
、
宇
野
と
芥
川
が
こ

こ
あ
る
「
中
華
亭
」
で
食
事
を
し
つ
つ
、
『
聞
き
と
れ
な
い
よ
う
な
低
い
声
で
、
「
ど
う
も
、
こ
の
家
（
う
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ち
）
は
、
僕
に
は
、『
鬼
門

き

も

ん

』
だ
、」
と
、
云
っ
た
。』
と
い
う
、
す
こ
ぶ
る
印
象
的
な
シ
ー
ン
が
出
る
。 

「
蝙
蝠
の
入
墨
」
言
わ
ず
も
が
な
、
「
お
富
与
三
郎
」
で
知
ら
れ
る
「
与
話
情
浮
名
横
櫛

よ
は
な
さ
け
う
き
な
の
よ
こ
ぐ
し

」
の
「
源
氏
店
」

蝙
蝠
安
の
場
面
を
素
材
と
す
る
。
蝙
蝠
安
は
、
な
ら
ず
者
で
、
頰
に
蝙
蝠
の
刺
青
を
し
て
い
る
。 

「
銀
漢
」
天
の
川
。
や
は
り
彼
が
句
で
好
ん
だ
語
で
あ
る
。］ 

   
 

 
 

二
二
（
大
正
六
九
月
四
日 

鎌
倉
か
ら
京
都
へ
）  

 

［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
「
二
二
」
は
「
二
三
」
の
誤
り
。
「
芥
川
龍
之
介
書
簡
抄
１
５
７ 

追
加 

大
正
六
（
一
九
一
七
）
年
九

月
四
日 

井
川
恭
宛
」
と
し
て
電
子
化
注
を
し
て
お
い
た
。］ 

  

君
に
隠
遁
を
賛
成
さ
れ
て
大
に
う
れ
し
く
な
つ
た
か
ら
、
こ
の
手
紙
を
書
く
。 

 

隠
遁
に
か
け
て
は
、
ど
う
も
東
洋
の
方
が
西
洋
の
方
よ
り
進
步
し
て
ゐ
る
や
う
だ
、
僕
は
同
じ
隠
遁
で

も
、
西
洋
の
坊
主
の
や
る
や
つ
は
余
り
同
情
が
な
い
。
エ
ピ
ク
ロ
ス
が
地
面
を
買
つ
て
、
庭
を
造
つ
て
、

お
弟
子
と
一
し
よ
に
ぶ
ら
つ
い
た
の
な
ど
は
、
西
洋
に
し
て
は
白
眉
だ
が
、
東
洋
に
は
ざ
ら
に
あ
る
。
殊

に
支
那
人
は
そ
の
方
面
で
は
大
し
た
も
の
だ
。
王
摩
詰
君
な
ど
の
高
等
遊
民
ぶ
り
は
実
に
う
ら
や
ま
し
い

（
陶
君
は
田
野
に
く
つ
つ
き
す
ぎ
て
、
僕
に
は
稍
緣
が
遠
い
。） 

 

林
泉
の
間
に
徘
徊
し
て
、
暇
が
あ
れ
ば
本
で
も
よ
ん
で
ゐ
る
ん
だ
と
、
僕
だ
つ
て
も
う
向
上
す
る
ん
だ

が
、
こ
の
頃
の
や
う
に
鬼
窟
裡
に
生
計
ば
か
り
営
ん
で
ゐ
た
ん
ぢ
や
、
と
て
も
駄
目
だ
。
君
は
僕
が
あ
ま

り
書
か
な
い
と
云
つ
た
が
、
浮
世
の
義
理
で
、
や
つ
ぱ
り
殆
月
々
書
か
さ
れ
て
ゐ
る
よ
。
今
月
も
黑
潮
と

中
央
公
論
と
二
つ
書
い
た
。
そ
れ
か
ら
新
潮
に
日
記
を
書
い
た
か
ら
、
こ
れ
は
君
の
方
ヘ
東
京
か
ら
送
ら

せ
て
、
よ
ん
で
貰
ふ
。 

 

ど
う
も
日
本
で
は
、
隠
遁
が
ブ
ル
ヂ
ョ
オ
ア
の
手
に
落
ち
て
以
來
、
墮
落
し
た
ね
。
ポ
ピ
ュ
ラ
イ
ズ
は

ヴ
ァ
ル
ガ
ラ
イ
ズ
だ
つ
た
形
が
あ
る
よ
。
德
川
時
代
も
元
和
頃
に
は
詩
仙
堂
の
大
將
な
ん
ぞ
が
ゐ
た
が
、

追
々
市
井
の
隠
居
な
る
も
の
が
勢
力
を
得
て
來
て
、
大
に
隠
遁
道
が
低
級
に
な
つ
て
來
た
。
ま
づ
元
祿
の

芭
蕉
が
、
最
後
の
偉
大
な
る
隠
遁
家
だ
ら
う
と
思
ふ
。
ま
て
よ
、
そ
の
あ
と
に
も
九
霞
山
樵
が
ゐ
る
。
高

芙
蓉
が
あ
る
。
ど
う
も
僕
の
隠
遁
史
は
少
し
怪
し
い
や
う
だ
。 

 

雅
子
さ
ん
御
懷
胎
の
由
、
結
構
な
事
だ
。
僕
の
友
人
の
細
君
で
、
今
つ
は
り
で
弱
つ
て
ゐ
る
の
が
二
人

あ
る
。
一
人
は
フ
ラ
ウ
・
ア
カ
ギ
だ
。 

 

僕
も
家
を
持
つ
と
、
ど
う
せ
貧
乏
人
だ
か
ら
消
極
的
に
細
々
と
や
つ
て
行
か
な
け
り
や
な
ら
な
い
。
そ

れ
で
も
下
宿
生
活
よ
り
ま
し
だ
ら
う
。
下
宿
生
活
位
天
下
に
索
漠
蕭
瑟
た
る
も
の
は
な
い
ね
。
パ
リ
で
下

宿
ず
ま
ひ
を
し
て
ゐ
る
中
に
、
シ
ン
グ
が
碌
に
［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
原
書
簡
で
は
「
碌
な
」
。
］
も
の
を
書
か
な
か

つ
た
の
は
、
当
然
す
ぎ
る
事
だ
よ
。 

 

か
く
と
云
へ
ば
、
か
く
事
は
沢
山
あ
る
ん
だ
が
、
中
々
か
け
る
や
う
に
形
態
を
備
へ
て
來
な
い
。
そ
れ

に
時
々
、
腰
が
ふ
ら
つ
い
て
い
け
な
い
。
ふ
ら
つ
か
な
い
氣
で
も
、
あ
と
で
氣
が
つ
い
て
見
る
と
、
ふ
ら

つ
い
て
ゐ
る
ん
だ
か
ら
駄
目
だ
。
こ
な
い
だ
シ
ャ
ヴ
ァ
ン
ヌ
が
惡
評
は
よ
ま
ず
に
燒
い
て
し
ま
つ
て
、
ど

https://onibi.cocolog-nifty.com/alain_leroy_/2023/01/post-cf642c.html
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ん
ど
ん
仕
事
を
し
た
と
云
ふ
の
を
よ
ん
で
以
來
、
僕
も
そ
の
方
法
を
採
用
し
て
ゐ
る
。
印
象
派
全
盛
の
中

で
、
あ
ん
な
画
を
か
き
つ
づ
け
る
に
は
、
さ
う
で
も
し
な
か
つ
た
ら
、
駄
目
だ
ら
う
、
僕
も
批
評
と
云
ふ

方
面
で
だ
け
現
代
と
沒
交
涉
に
な
つ
て
、
益
々
自
由
を
尊
重
し
て
行
か
う
と
思
つ
て
ゐ
る
。 

 

僕
は
こ
の
頃
大
雅
の
画
に
推
服
し
盡
し
て
ゐ
る
。
あ
い
つ
一
人
、
ど
う
し
て
あ
ん
な
時
代
に
出
た
ら
う
。

雪
舟
と
く
ら
べ
た
つ
て
、
或
は
だ
と
思
ふ
。
一
步
す
す
め
て
、
夏
珪
や
牧
溪
に
く
ら
べ
て
も
、
或
は
だ
と

思
ふ
。
そ
れ
か
ら
字
も
あ
の
男
は
馬
鹿
に
う
ま
い
ね
。 

  
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

（
二
十
六
年
非
ぢ
や
平
仄
が
合
は
な
い
） 

 
 

 

卽
今
空
自
覺 

 
 

 

四
十
九
年
非 

 
 

 

皓
首
吟
秋
宵 

 
 

 

蒼
天
一
鶴
飛 

  

隱
情
盛
な
時
に
作
つ
た
詩
だ
か
ら
、
特
に
書
き
添
へ
る
。
序
に
も
う
一
つ
。 

  
 

 

心
情
無
炎
暑 

 
 

 

端
居
思
瀞
然 

 
 

 

水
雲
凉
自
得 

 
 

 

窓
下
抱
花
眠 

  
 

 
 

九 

月 

四 

日 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

龍 

   
 

 
 

二
三
（
大
正
六
年
十
月
七
日 

東
京
か
ら
京
都
へ
） 

 

［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：「
二
三
」
は
「
二
四
」
の
誤
り
。］ 

  

今
日
又
東
京
へ
か
へ
つ
て
來
た 

態
々
難
有
う 

 

あ
ら
し
は
ず
ゐ
ぶ
ん
東
京
が
ひ
ど
か
つ
た
。
本
鄕
藪
下
の
よ
く
君
と
散
步
し
た
通
り
（
ま
つ
す
ぐ
ゆ
く
と

森
さ
ん
の
家
の
前
へ
出
る
細
い
通
り
）
で
は
、
あ
の
大
き
な
欅
が
三
本
根
元
か
ら
ひ
つ
く
り
返
つ
て
、
向
う
側

の
家
を
二
つ
つ
ぶ
し
ち
ま
つ
た
。
大
学
の
木
も
大
分
や
ら
れ
た
。
上
野
も
ひ
ど
い
。
銀
座
の
柳
が
な
ら
ん

で
何
本
も
仆
れ
た
の
も
奇
観
だ
つ
た
し
、
朝
方
々
の
看
板
が
往
來
へ
た
く
さ
ん
落
ち
て
ゐ
た
の
も
盛
だ
つ

た
。
僕
の
う
ち
は
垣
根
が
仆
れ
た
だ
け
だ
が
、
前
の
柏
倉
（
屋
根
に
鳩
の
あ
る
う
ち
）
で
は
、
庇
が
何
間
か
風

に
さ
ら
は
れ
て
、
う
ち
の
中
へ
雨
が
土
砂
降
に
ふ
り
こ
ん
だ
さ
う
だ
。
う
し
ろ
の
小
山
君
の
庇
も
風
に
や

ら
れ
て
、
画
を
大
分
痛
め
た
ら
し
い
。 

 

学
校
の
方
は
大
分
忙
し
く
な
つ
た
。
和
文
英
譯
を
敎
へ
る
ん
だ
か
ら
、
や
り
き
れ
な
い
。
近
々
大
阪
每

日
へ
半
月
位
の
豫
定
で
短
篇
を
か
く
。 

 

雅
子
さ
ん
に
よ
ろ
し
く
。 



 
 

 
 

十
月
七
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

芥 

川 

龍 

之 

介 

 

［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
以
上
の
書
簡
は
未
電
子
化
で
あ
っ
た
た
め
、
「
芥
川
龍
之
介
書
簡
抄
１
５
８ 

追
加 

大
正
六
（
一
九
一
七
）
年
十
月
七
日 

井
川
恭
宛
」
と
し
て
正
規
表
現
で
電
子
化
注
を
し
て
お
い
た
。
標

題
に
特
異
点
で
「
東
京
」
と
あ
る
が
、
田
端
の
自
宅
で
あ
る
。
］ 

   
 

 
 

二
四
（
大
正
七
年
一
月
十
九
日 

鎌
倉
か
ら
京
都
へ
） 

 

［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：「
二
四
」
は
「
二
五
」
の
誤
り
。］ 

   

女
の
名
は 

 
 

 

加
茂
江

カ

モ

エ

（
下
加
茂
を
記
念
す
る
な
ら
、
こ
れ
に
し
給
へ
） 

 
 

 

紫シ 

乃ノ

（
子
） 

 
 

 

さ
ざ
れ
（
昔
の
物
語
に
あ
り
復
活
し
て
い
ゝ
名
と
思
ふ
） 

 
 

 

茉マ 

莉リ

（
子
） 

 
 

 

糸イ
ト 

井ヰ

（
僕
の
友
人
の
細
君
の
名 

珍
し
い
名
だ
が
感
じ
が
い
ゝ
か
ら
） 

 

こ
れ
で
女
の
名
は
種
ぎ
れ
。
男
の
名
は 

 
 

 

治 

安 

 
 

 

樓 

蘭
（
二
つ
と
も
德
川
時
代
の
ジ
ヤ
ン
、
ロ
オ
ラ
ン
の
飜
訳
。
一
寸
興
味
が
あ
る
か
ら
書
い
た
） 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

哲テ
ツ

。
士
朗
。（
こ
の
俳
人
の
名
は
す
き
だ
） 

 
 

 

俊
シ
ユ
ン

。
山
彥
。（
原
始
的
詩
歌
情
調
が
あ
る
ぜ
） 

 
 

 

眞マ 

澄ス
ミ

（
男
女
兼
用
出
來
さ
う
だ
） 

 

そ
ん
な
も
の
だ
ね
。 

 

書
け
と
云
ふ
か
ら
書
い
た
が
、
な
る
可
く
は
そ
の
中
に
な
い
名
を
つ
け
て
欲
し
い
。
こ
の
中
の
名
を
つ

け
ら
れ
る
と
、
何
だ
か
そ
の
子
供
の
運
命
に
僕
が
交
渉
を
持
つ
や
う
な
氣
が
し
て
空
恐
し
い
か
ら
。 

 

僕
は
來
月
に
結
婚
す
る
。
結
婚
前
と
は
思
へ
な
い
平
靜
な
氣
で
ゐ
る
。
何
だ
か
結
婚
と
云
ふ
事
が
一
の

ビ
ズ
ネ
ス
の
や
う
な
氣
が
し
て
仕
方
が
な
い
。 

 

僕
は
子
供
が
生
れ
た
ら
記
念
す
べ
き
人
の
名
を
つ
け
る
。
僕
は
伯
母
に
負
つ
て
ゐ
る
所
が
多
い
か
ら
、

女
だ
つ
た
ら
富
貴
子
、
男
だ
つ
た
ら
富
貴
彥
と
か
何
と
か
つ
け
る
つ
も
り
だ
。
或
は
伯
母
彥
も
い
い
と
思

つ
て
ゐ
る
。
そ
の
あ
と
は
い
い
加
減
に
や
つ
つ
け
て
行
く
。
夏
目
さ
ん
が
申
年
に
生
ま
れ
た
第
六
子
に
伸

六
と
つ
け
た
の
は
大
に
我
意
を
得
て
ゐ
る
。
実
は
伯
母
彥
と
云
ふ
名
が
今
か
ら
つ
け
た
く
つ
て
仕
方
が
な

い
ん
だ
。 

 

こ
の
頃
は
原
稿
を
皆
断
つ
て
の
ん
き
に
本
を
よ
ん
で
ゐ
る
。
英
國
の
二
流
所
の
作
者
の
名
を
大
分
覚
え

た
。 
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爪
と
ら
む
そ
の
鋏
か
せ
宵
の
春 

 
 

 

ひ
き
と
む
る
素
袍
の
袖
や
春
の
夜 

 
 

 

燈
台
の
油
ぬ
る
む
や
夜
半
の
春 

 
 

 

葛
を
練
る
箸
の
あ
が
き
や
宵
の
春 

 
 

 

春
の
夜
の
人
參
湯
や
吹
い
て
飮
む 

 

こ
の
間
運
座
で
作
つ
た
句
を
五
つ
錄
し
て
や
め
る
。 

  
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

龍 

 
 

 

二
伸
、
奧
さ
ん
に
よ
ろ
し
く
。
產
月
は
何
時
だ
い
。
今
月
か
ね
。 

 

［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
原
書
簡
は
「
芥
川
龍
之
介
書
簡
抄
８
６ 

／ 

大
正
七
（
一
九
一
八
）
年
（
一
） 

十
通
」
の
二
通
目
。
次
の
書
簡
を
参
照
。］ 

   
 

 
 

二
五
（
大
正
七
年
二
月
十
五
日 

鎌
倉
か
ら
京
都
へ
） 

 

［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：「
二
五
」
は
「
二
六
」
の
誤
り
。］ 

  

御
長
男
の
生
ま
れ
た
の
を
祝
す
。
御
母
子
の
健
康
を
祈
り
な
が
ら 

  
 

 

春
寒
く
鶴
を
夢
み
て
產
み
に
け
む 

  
 

 
 

二 

月 

十 

五 

日 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

芥 

川 

龍 

之 

介 

 

［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
因
み
に
、
恒
藤
恭
の
子
は
大
正
七
年
二
月
十
五
日
、
長
男
が
生
ま
れ
、
名
は
「
信
一
」

と
命
名
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
二
年
後
の
大
正
九
年
七
月
二
日
に
亡
く
な
っ
た
通
知
が
齎
さ
れ
て
（
逝

去
は
六
月
二
十
二
日
で
、
死
因
は
疫
痢
で
あ
っ
た
）
、
芥
川
の
家
族
中
が
シ
ョ
ッ
ク
を
受
け
て
い
る
（
「
芥

川
龍
之
介
書
簡
抄
９
８ 

／ 

大
正
九
（
一
九
二
〇
）
年
（
三
） 

恒
藤
恭
・
雅
子
宛
（
彼
ら
の
長
男
信

一
の
逝
去
を
悼
む
書
簡
）」
を
参
照
）。
芥
川
龍
之
介
の
案
を
採
用
し
な
か
っ
た
こ
と
は
、
芥
川
龍
之
介
に
と

っ
て
幸
い
で
あ
っ
た
と
断
ず
る
こ
と
が
出
来
る
。
何
故
な
ら
、
芥
川
は
、
こ
う
し
た
後
の
偶
発
的
な
不
幸
な

状
況
に
対
し
て
強
い
因
果
を
想
起
す
る
、
関
係
妄
想
を
持
ち
易
い
性
格
で
あ
る
か
ら
で
あ
る
（
事
実
、
芥
川

龍
之
介
が
縁
談
の
仲
介
を
世
話
し
た
り
（
小
穴
隆
一
の
場
合
が
そ
れ
）
、
媒
酌
人
を
務
め
た
、
縁
談
や
結
婚

が
後
に
上
手
く
行
か
な
か
っ
た
り
、
離
婚
と
な
る
ケ
ー
ス
（
岡
栄
一
郎
の
場
合
が
そ
れ
）
等
に
於
い
て
、
そ

れ
が
強
く
認
め
ら
れ
る
）。］ 
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二
六
（
大
正
大
正
七
年
三
月
十
一
日 

田
端
か
ら
京
都
へ
） 

 

［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：「
二
六
」
と
あ
る
の
は
「
二
七
」
の
誤
り
。］ 

  

拜 

啓 

 

御
祝
の
品
難
有
う
。
今
日
東
京
へ
歸
つ
て
拜
見
し
た
。 

 

う
ち
は
や
つ
と
見
つ
か
つ
た
が
、
引
越
す
の
は
多
分
今
月
廿
日
頃
に
な
る
だ
ら
う
と
思
ふ
。
鎌
倉
で
も
、

橋
［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
原
書
簡
は
橋
名
の
「
亂
橋
」
（
み
だ
れ
ば
し
）
と
な
っ
て
い
る
。
］
と
停
車
場
と
の
中
間
に
あ
る

寂
し
い
通
り
だ
。
間ま

數か
ず

は
八
疊
二
間
、
六
疊
一
間
、
四
疊
二
間
、
湯
殿
、
台
所
と
云
ふ
の
だ
か
ら
少
し
廣

す
ぎ
る
。
が
、
蓮
池
が
あ
つ
て
、
芭
蕉
が
あ
つ
て
、
一
寸
周
囲
は
風
流
だ
。
も
し
東
京
へ
來
る
序
で
で
も

あ
つ
た
ら
寄
つ
て
く
れ
給
へ
。
番
地
そ
の
他
は
ま
だ
僕
も
知
ら
な
い
。
い
づ
れ
引
越
し
の
時
通
知
す
る
。 

 

例
の
通
り
薄
給
の
身
だ
か
ら
、
こ
れ
か
ら
も
財
政
は
少
し
辛つ

ら

い
か
も
知
れ
な
い
と
思
つ
て
ゐ
る
。
兎
に

角
人
間
は
二
十
五
を
越
す
と
、
生
活
を
間
題
に
す
る
や
う
に
な
る
と
云
ふ
よ
り
は
、
物
質
の
力
を
意
識
し

出
す
や
う
に
な
る
の
だ
。
だ
か
ら
、
金
も
欲
し
い
が
、
欲
し
が
つ
て
も
と
れ
さ
う
も
な
い
か
ら
、
別
に
儲

け
る
算
段
も
し
な
い
で
ゐ
る
。 

 

学
校
の
方
は
い
ゝ
加
減
に
し
て
ゐ
る
か
ら
、
本
を
よ
む
暇
は
大
分
あ
る
。
こ
の
頃
ハ
ム
レ
ッ
ト
を
讀
ん

で
大
に
感
心
し
た
。
そ
の
前
に
は
メ
ジ
ュ
ア
、
ア
メ
ジ
ュ
ア
［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
原
書
簡
で
は
「
メ
ジ
ユ
ア 

フ

オ
ア
メ
ジ
ユ
ア
」
。
恒
藤
の
転
写
ミ
ス
で
あ
ろ
う
。
］
を
讀
ん
で
や
つ
ぱ
り
感
心
し
た
。
僕
の
学
校
は
一
体
ク
ラ
シ

ッ
ク
ス
に
事
を
缺
か
な
い
丈
が
便
利
だ
。
バ
イ
ロ
ン
の
ケ
イ
ン
な
ん
ぞ
は
初
版
が
あ
る
。
古
ぼ
け
た
本
を

よ
ん
で
ゐ
る
の
は
甚
い
ゝ
。
そ
の
代
り
沙
翁
の
あ
と
で
独
訳
の
ハ
ム
ス
ン
を
読
ん
だ
か
ら
妙
な
氣
が
し
た
。

新
し
い
も
の
も
ち
よ
い
ち
よ
い
瞥
見
し
て
ゐ
る
。
あ
ん
ま
り
面
白
い
も
の
も
出
な
さ
う
だ
ね
。 

 

そ
の
中
に
（
四
月
頃
）
出
張
で
又
京
都
へ
ゆ
く
か
も
知
れ
な
い
。
谷
崎
潤
一
郞
君
が
近
々
京
都
へ
移
住

す
る
さ
う
だ
。
さ
う
し
て
平
安
朝
小
說
を
書
く
さ
う
だ
。
僕
は
今
度
は
ゆ
つ
く
り
寺
め
ぐ
り
が
し
た
い
と

思
つ
て
ゐ
る
。 

 

あ
と
は
後
便
に
ゆ
づ
る
。 

 

末
な
が
ら
雅
子
樣
に
よ
ろ
し
く 

 

別
封
は
前
に
書
い
た
が
出
さ
ず
に
し
ま
つ
た
も
の
だ
。
以
上 

 
 

 
 

三
月
十
一
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

龍 

 

［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
原
書
簡
は
「
芥
川
龍
之
介
書
簡
抄
８
６ 

／ 

大
正
七
（
一
九
一
八
）
年
（
一
） 

十

通
」
の
八
通
目
で
電
子
化
注
し
て
あ
る
。
諸
注
し
て
あ
る
が
、
こ
こ
で
は
以
下
を
補
足
し
て
お
く
。 

「
橋
」
文
中
注
で
示
し
た
「
亂
橋
」
は
固
有
名
詞
で
あ
り
、
私
は
こ
れ
を
外
し
て
し
ま
っ
た
恒
藤
恭
に
は
、

鎌
倉
の
郷
土
史
を
手
掛
け
て
い
る
私
と
し
て
は
、
甚
だ
不
満
で
あ
る
。
鎌
倉
市
材
木
座
二
丁
目
の
こ
こ

（
グ
ー
グ
ル
・
マ
ッ
プ
・
デ
ー
タ
）
に
あ
る
。
鎌
倉
名
数
の
一
つ
で
あ
る
「
鎌
倉
十
橋
」
の
一
つ
で
、
材

木
座
の
日
蓮
宗
妙
長
寺
の
門
前
か
ら
少
し
海
岸
寄
り
に
あ
る
橋
（
グ
ー
グ
ル
・
マ
ッ
プ
・
デ
ー
タ
）
で
あ
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っ
た
が
、
道
路
上
は
、
現
在
、
ほ
ぼ
暗
渠
化
し
て
い
る
。
但
し
、
上
流
部
に
は
小
流
が
確
認
出
来
、
現
在

は
欄
干
様
の
後
代
の
そ
れ
が
、
上
下
流
の
部
分
が
配
さ
れ
て
あ
り
、
よ
す
が
を
残
し
、
碑
も
あ
る
（
後
の

二
つ
の
リ
ン
ク
は
孰
れ
も
ス
ト
リ
ー
ト
ビ
ュ
ー
画
像
）
。
芥
川
が
、
そ
れ
ほ
ど
知
ら
れ
て
い
な
い
こ
の
橋
名

を
出
し
て
い
る
の
は
、
彼
の
尊
敬
す
る
泉
鏡
花
の
初
期
作
品
「
星
あ
か
り
」
が
、
こ
の
妙
長
寺
や
乱
橋
を
ロ

ケ
ー
シ
ョ
ン
と
し
て
い
る
か
ら
と
推
察
す
る
。「
星
あ
か
り
」
は
明
治
三
一
（
一
八
九
八
）
年
八
月
発
行
の

『
太
陽
』
に
「
み
だ
れ
橋
」
の
標
題
で
発
表
さ
れ
、
後
の
明
治
三
十
六
年
一
月
に
春
陽
堂
か
ら
刊
行
さ
れ
た

作
品
集
「
田
每

た

ご

と

か
ゞ
み
」
に
収
録
し
た
際
、
「
星
あ
か
り
」
と
改
題
さ
れ
て
い
る
。
私
は
昨
年
、
こ
の
偏
愛

す
る
一
篇
を
正
規
表
現P

D
F

縦
書
版
で
マ
ニ
ア
ッ
ク
な
注
を
附
し
て
公
開
し
て
あ
る
の
で
、
是
非
、
読
ま
れ

た
い
。
芥
川
好
み
の
ド
ッ
ペ
ル
ゲ
ン
ガ
ー
ら
し
き
怪
異
も
描
か
れ
て
お
り
、
恒
藤
恭
が
読
ん
で
い
た
か
ど
う

か
は
判
ら
な
い
が
、
芥
川
の
確
信
犯
の
仕
儀
と
心
得
る
。
な
お
、
上
記
の
地
図
の
北
の
横
須
賀
線
の
踏
切

の
向
こ
う
側
に
「
辻
薬
師
堂
」（
正
し
く
は
「
辻
の
薬
師
」）
が
あ
る
が
、
そ
の
鉄
道
を
挟
ん
だ
西
側
に
芥

川
龍
之
介
の
新
婚
の
新
居
は
あ
っ
た
（
当
時
の
鎌
倉
町
大
町
字あ

ざ

辻
の
小
山
別
邸
の
離
れ
の
建
物
を
借
り
受

け
た
も
の
）
。
本
書
簡
か
ら
八
日
後
の
三
月
二
十
九
日
、
芥
川
龍
之
介
は
こ
こ
に
転
居
し
て
い
る
。
宮
坂

年
譜
に
よ
れ
ば
、
『
当
初
は
伯
母
フ
キ
も
同
居
し
た
が
、
翌
月
中
旬
に
は
田
端
に
帰
る
。
フ
キ
は
、
以
後

も
時
々
鎌
倉
を
訪
れ
た
』
と
あ
る
。
場
所
は
現
在
の
鎌
倉
市
材
木
座
一
丁
目
の
元
八
幡
（
鶴
岡
八
幡
宮
の

元
宮
で
あ
る
由
比
若
宮
）
の
南
東
直
近
の
こ
の
中
央
附
近
（
グ
ー
グ
ル
・
マ
ッ
プ
・
デ
ー
タ
）
で
あ
る
。

既
に
述
べ
た
が
、
私
の
父
方
の
実
家
は
北
西
二
百
メ
ー
ト
ル
余
り
の
直
近
に
あ
る
。
こ
の
「
辻
」
と
い
う

の
は
、
鎌
倉
時
代
に
こ
こ
に
「
車
大
路
」
と
「
小
町
大
路
」
と
の
辻
が
あ
っ
た
こ
と
に
由
来
す
る
。
私
の

「
『
風
俗
畫
報
』
臨
時
増
刊
「
鎌
倉
江
の
島
名
所
圖
會
」
（
明
治
三
〇
（
一
八
九
七
）
年
八
月
二
十
五
日
発

行
） 

教
恩
寺
／
長
善
寺
／
亂
橋
／
材
木
座
」
の
「
長
善
寺
」
（
こ
の
雑
誌
発
刊
時
に
は
横
須
賀
線
敷
設

の
た
め
に
、
こ
の
廃
寺
と
な
っ
て
い
る
の
で
、
こ
の
項
立
て
自
体
は
お
か
し
い
）
の
項
を
見
ら
れ
た
い
。 

「
そ
の
中
に
（
四
月
頃
）
出
張
で
又
京
都
へ
ゆ
く
か
も
知
れ
な
い
」
新
全
集
の
宮
坂
年
譜
に
よ
れ
ば
、
こ

の
四
月
は
三
月
か
ら
書
き
始
め
て
い
た
「
地
獄
變
」
（
五
月
一
日
（
後
者
は
二
日
）
か
ら
二
十
二
日
ま
で

『
大
阪
毎
日
新
聞
』
及
び
前
記
の
系
列
新
聞
で
あ
る
『
東
京
日
日
新
聞
』
に
連
載
）
が
、
海
軍
機
関
学
校

の
公
務
の
多
忙
と
重
な
り
、
脱
稿
が
下
旬
ま
で
延
び
、
『
精
神
的
疲
労
は
重
く
、
月
末
に
は
診
察
を
受
け

て
い
る
』
と
い
う
有
様
で
あ
っ
た
。
但
し
、
「
出
張
」
と
言
っ
て
お
り
、
こ
れ
は
五
月
三
十
日
に
出
発
し

た
広
島
の
江
田
島
海
軍
兵
学
校
参
観
を
指
す
の
で
、
こ
の
時
に
は
具
体
な
出
張
日
程
が
示
さ
れ
て
い
な
か

っ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
先
行
す
る
『
恒
藤
恭
「
旧
友
芥
川
龍
之
介
」 

「
芥
川
龍
之
介
の
こ
と
な
ど
」

（
そ
の
３
０
） 

／
「
三
十 

京
都
の
竹
」
』
（
ブ
ロ
グ
版
）
が
、
そ
の
出
張
後
の
京
都
訪
問
を
指
す
。
そ

の
た
め
に
電
子
化
注
し
た
「
芥
川
龍
之
介 

京
都
日
記 

（
正
規
表
現
・
オ
リ
ジ
ナ
ル
注
釈
版
）」
（
ブ
ロ

グ
版
）
も
参
照
さ
れ
た
い
。
但
し
、
こ
の
時
、
恒
藤
と
逢
っ
た
か
ど
う
か
は
、
確
認
出
来
な
か
っ
た
。 

「
谷
崎
潤
一
郞
君
が
近
々
京
都
へ
移
住
す
る
さ
う
だ
。
さ
う
し
て
平
安
朝
小
說
を
書
く
さ
う
だ
」
谷
崎
が

こ
の
時
期
に
京
都
に
転
居
し
た
事
実
は
な
く
。
「
平
安
朝
小
說
」
と
い
う
の
も
、
こ
の
時
期
、
そ
れ
ら
し

い
も
の
は
な
い
よ
う
に
思
う
。］ 

  

https://www.google.com/maps/@35.3098033,139.5529384,3a,17.3y,68.24h,72.96t/data=!3m6!1e1!3m4!1sPUdNlrFbtt2n8ZCz9dQhVg!2e0!7i16384!8i8192
https://www.google.com/maps/@35.3098033,139.5529384,3a,52.9y,324.75h,79.17t/data=!3m6!1e1!3m4!1sPUdNlrFbtt2n8ZCz9dQhVg!2e0!7i16384!8i8192
http://yab.o.oo7.jp/hosiakari.pdf
https://www.google.com/maps/place/%E7%A5%9E%E5%A5%88%E5%B7%9D%E7%9C%8C%E9%8E%8C%E5%80%89%E5%B8%82/@35.3125374,139.5528434,20z/data=!4m5!3m4!1s0x6018459b80ac5619:0x5700747a399f2502!8m2!3d35.3192128!4d139.5466731
https://www.google.com/maps/place/%E7%A5%9E%E5%A5%88%E5%B7%9D%E7%9C%8C%E9%8E%8C%E5%80%89%E5%B8%82/@35.3125374,139.5528434,20z/data=!4m5!3m4!1s0x6018459b80ac5619:0x5700747a399f2502!8m2!3d35.3192128!4d139.5466731
https://onibi.cocolog-nifty.com/alain_leroy_/2015/09/post-cde1.html
https://onibi.cocolog-nifty.com/alain_leroy_/2015/09/post-cde1.html
https://onibi.cocolog-nifty.com/alain_leroy_/2015/09/post-cde1.html
https://onibi.cocolog-nifty.com/alain_leroy_/2023/01/post-080b3a.html
https://onibi.cocolog-nifty.com/alain_leroy_/2023/01/post-080b3a.html
https://onibi.cocolog-nifty.com/alain_leroy_/2023/01/post-8156b9.html


  
 

 
 

二
七
（
大
正
九
年
四
月
二
十
七
日 

田
端
か
ら
京
都
へ
） 

 

［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
「
二
七
」
は
「
二
八
」
の
誤
り
。
ま
た
、
標
題
の
ク
レ
ジ
ッ
ト
は
四
月
二
十
八
日
の
誤
り
で
あ
る
。
原
書

簡
は
「
芥
川
龍
之
介
書
簡
抄
９
６ 

／ 

大
正
九
（
一
九
二
〇
）
年
（
一
） 

三
通
」
の
三
通
目
で
電
子
化
注
し
て
あ
る
。
さ

ら
に
、
前
の
書
簡
（
大
正
七
（
一
九
一
八
）
年
三
月
十
一
日
）
か
ら
実
に
二
年
も
飛
ん
で
い
る
点
も
特
異
点
で
あ
る
。］ 

  

啓 

 

手
紙
及
雜
誌
難
有
う
。
君
の
論
文
は
門
外
漢
に
も
面
白
く
よ
め
た
。
法
律
哲
学
と
云
ふ
も
の
は
あ
ん
な

も
の
と
は
思
は
な
か
つ
た
。
正
体
が
わ
か
つ
た
ら
大
に
敬
服
し
た
。
外
の
論
文
は
ち
よ
い
ち
よ
い
引
繰
り

返
し
て
見
た
。［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
原
書
簡
で
は
句
点
な
し
で
「
が
と
て
も
讀
む
氣
は
出
な
か
つ
た
」
と
続
く
。］ 

 

本
が
ま
だ
屆
か
な
い
由
、
日
本
の
郵
便
制
度
は
甚
し
く
僕
を
悩
ま
せ
る
。
君
の
も
入
れ
る
と
二
十
册
送

つ
た
本
の
中
、
先
方
へ
屆
か
な
い
の
が
既
に
四
册
出
來
た
訳
だ 

郵
便
局
は
盜
人
の
巢
窟
の
や
う
な
氣
が

し
て
頗
不
安
だ
。
二
、
三
日
中
に
今
度
は
書
留
め
小
包
で
御
送
り
す
る
。 

 

素
戔
嗚
の
尊
な
ん
か
感
心
し
ち
や
い
か
ん
。
第
一
君
の
估
券
［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
マ
マ
。
「
沽
券
」
が
正
し
い
。
］

に
関
る
。
そ
れ
よ
り
四
月
号
の
中
央
公
論
に
書
い
た
「
秋
」
と
云
ふ
小
說
を
讀
ん
で
く
れ
給
へ
。
こ
の
方

は
五
、
六
行
を
除
い
て
、
あ
と
は
大
抵
書
け
て
ゐ
る
と
云
ふ
自
信
が
あ
る
。
但
し
ス
サ
ノ
オ
も
廿
三
回
位

か
ら
持
直
す
つ
も
り
で
ゐ
る
。
さ
う
し
た
ら
褒
め
て
く
れ
給
へ
。
去
る
二
十
一
日
僕
の
弟
の
母
［
や
ぶ
ち
ゃ

ん
注
：
実
母
フ
ク
の
妹
で
新
原
敏
三
の
後
妻
に
入
っ
た
フ
ユ
。
芥
川
龍
之
介
か
ら
は
叔
母
に
当
た
る
。
］
が
腹
膜
炎
で
な

く
な
つ
た
。
そ
れ
や
こ
れ
や
で
ス
サ
ノ
オ
の
尊
は
書
き
出
す
時
か
ら
や
つ
つ
け
仕
事
だ
つ
た
の
だ
。
去
年

は
親
父
［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
実
父
新
原
敏
三
。
］
に
死
な
れ
、
今
年
は
叔
母
に
死
な
れ
、
僕
も
大
分
う
き
世
の
苦

勞
を
積
ん
だ
わ
け
だ
。
ど
う
も
同
志
社
な
ぞ
に
は
倉
田
百
三
氏
に
感
服
す
る
人
が
多
か
り
さ
う
な
氣
が
す

る
。
違
つ
た
ら
御
免
。
こ
の
間
藏
六
［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
藤
岡
蔵
六
。
一
高
時
代
の
二
人
の
級
友
。
］
が
感
服
し
て

ゐ
る
の
を
見
た
ら
、
ふ
と
そ
ん
な
氣
が
し
た
の
だ
。
赤
ん
坊
は
比
呂
志
と
つ
け
た
［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
長
男
。

四
月
十
日
出
生
。
就
学
年
を
上
げ
る
た
め
に
三
月
三
十
日
生
ま
れ
で
出
生
届
を
出
し
て
い
る
。
］
。
菊
池
を G

o
d
fath

er 

に
し
た
の
だ
。［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
原
書
簡
で
は
こ
こ
に
「
赤
ん
坊
が
出
來
る
と
人
間
は
妙
に
腰
が
据
る
ね
」
と
あ
る
の

を
カ
ッ
ト
し
て
い
る
。
］
赤
ん
坊
の
出
來
な
い
内
は
一
人
前
の
人
間
ぢ
や
な
い
ね
。
經
驗
の
上
で
は
片
羽
の
人

間
だ
ね
。
大
き
な
男
の
子
で
、
目
方
は
今
月
十
日
生
れ
だ
が
、
も
う
一
貫
三
百
目
あ
る
。
今
ふ
と
思
ひ
出

し
た
か
ら
書
く
が
、
こ
の
前
君
が
東
京
へ
來
た
時
一
し
よ
に
「
鉢
の
木
」
で
飯
を
食
つ
た
ら
う
。
（
中
略
）

［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
略
部
分
は
原
書
簡
参
照
。
］
久
保
正
夫
の
講
師
は
好
い
ね
。
世
の
中
は
さ
う
云
ふ
も
の
だ
。

さ
う
云
ふ
も
の
だ
か
ら
腹
を
立
て
る
必
要
は
な
い
。
同
時
に
さ
う
云
ふ
も
の
だ
と
云
つ
て
諦
め
切
る
必
要

も
な
さ
さ
う
だ
。
僕
は
こ
の
頃
に
な
つ
て
や
つ
と activ

e seren
ity

 

の
境
に
達
し
か
け
て
ゐ
る
。
も
う
少
し

成
佛
す
る
と
、
好
い
小
說
も
書
け
る
し
、
人
間
も
向
上
す
る
の
だ
が
、
遺
憾
な
が
ら
ま
だ
其
処
ま
で
行
か

な
い
。
相
不
変
女
に
は
好
く
惚
れ
る
。
惚
れ
て
ゐ
な
い
と
寂
し
い
の
だ
ね
。
惚
れ
な
が
ら
つ
く
づ
く
考
へ

る
事
は
、
惚
れ
る
本
能
が
煩
惱
即
菩
提
だ
と
云
ふ
事―

―

生
活
の
上
で
云
ふ
と
、
向
上
即
墮
落
の
因
緣
だ

と
云
ふ
事
だ
よ
。
理
屈
で
云
へ
ば
平
凡
だ
が
、
し
み
じ
み
さ
う
思
ひ
当
る
所
ま
で
行
く
と
。
妙
に
自
分
を

https://onibi.cocolog-nifty.com/alain_leroy_/2021/07/post-f0487c.html
https://onibi.cocolog-nifty.com/alain_leroy_/2021/07/post-f0487c.html


大
切
に
す
る
氣
が
出
て
來
る
。
実
際
惚
れ
る
ば
か
り
で
な
く
、
人
間
の
欲
望
は
皆
殺
人
劍
活
人
劍
だ
。
菊

池
は
追
々
藝
術
家
を
廃
業
し
て
ソ
オ
シ
ア
リ
ス
ト
の
店
を
出
し
さ
う
だ
。
元
來
さ
う
云
ふ
人
間
な
ん
だ
か

ら
仕
方
が
な
い
と
思
つ
て
ゐ
る
。
但
し
こ
の
仕
方
が
な
い
と
云
ふ
意
味
は
実
に
困
つ
て
ゐ
る
と
云
ふ
次
第

ぢ
や
な
い
。
当
に
然
る
可
し
と
云
ふ
事
だ
よ
。
む
や
み
に
長
く
な
つ
た
か
ら
、
こ
の
辺
で
切
り
上
げ
る
。 

  
 

 
 

 
 

 

近 

作 
二 

三 

 
 

 

白
桃
は
沾う

る

み
緋
桃
は
煙
り
け
り 

 
 

 

晝
見
ゆ
る
星
う
ら
う
ら
と
霞
か
な 

 
 

 

春
の
夜
や
小
暗
き
風
呂
に
沈
み
居
る 

  

奧
さ
ん
に―

―

と
云
ふ
よ
り
雅
子
さ
ん
と
云
ふ
方
が
親
し
い
氣
が
す
る
が―

―

に
よ
ろ
し
く
。 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

さ
や
う
な
ら 

 
 

 
 

 

四 

月 

廿 

七 

日 
 

 
 

 
 

 

一
人
の
子
の
父 

 
 

 
 

 

二
人
の
子
の
父
樣 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

座 

右 

  

二 

伸 

 

僕
の
信
用
し
難
き
人
間
を
報
告
す
る
（
但
し
作
物
そ
の
他
に
は
相
当
に
敬
意
を
表
す
る
事
も
な
い
で
は
な
い
が
）

（
以
下
略
）
［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
恒
藤
恭
が
略
し
た
部
分
は
原
書
簡
参
照
。
「
福
田
德
三
、
賀
川
豐
彥 
堺
枯
川
、
生
田
長
江 

倉
田
百
三 

和
田
三
造 

鈴
木
文
治
」
と
七
人
を
フ
ル
・
ネ
ー
ム
で
挙
げ
て
お
り
、
武
者
小
路
は
「
實
際
ソ
オ
シ
ア
リ
ス
ト

も
人
亂
し
だ 

武
者
小
路
」
「
実
篤
な
ぞ
は
其
處
へ
行
く
と
嬉
し
い
氣
が
す
る
が
」
、
そ
の
「
御
弟
子
は
皆
嫌
ひ
」
と
ブ
チ
か

ま
し
て
い
る
。］ 

 

［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
「
さ
よ
う
な
ら
」
は
「
よ
ろ
し
く
。
」
の
後
に
二
十
三
字
明
け
で
、
同
行
に
あ
る
が
、

改
行
し
た
。
原
書
簡
で
は
「―

―

に
よ
ろ
し
く 

さ
や
う
な
ら
」
で
あ
る
。］ 

           

https://onibi.cocolog-nifty.com/alain_leroy_/2021/07/post-f0487c.html


  
 

 
 

二
八
（
大
正
十
年
三
月
八
日 

田
端
か
ら
京
都
へ
） 

 

［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
「
二
八
」
は
「
二
九
」
の
誤
り
。
本
書
簡
は
特
異
的
に
サ
イ
ト
の
「
芥
川
龍
之
介
中
国
旅
行
関
連
書
簡
群

（
全
５
３
通
） 

附
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
釈
」
で
電
子
化
注
し
て
あ
る
（
書
簡
本
文
だ
け
で
よ
け
れ
ば
、
ブ
ロ
グ
の
プ
レ
予
告
電
子

化
の
こ
ち
ら
で
見
ら
れ
る
）
が
、
両
方
と
もU

n
ico

d
e

導
入
以
前
のW

o
rd

で
作
っ
た
た
め
、
漢
字
の
正
字
化
不
全
が
あ
る
の

で
、
こ
こ
で
、
注
を
概
ね
含
め
て
（
恒
藤
恭
の
注
な
ど
の
不
要
と
判
断
し
た
も
の
を
除
去
し
、
一
部
を
訂
正
・
追
加
も
し
た
）

総
て
を
正
規
表
現
に
直
し
た
原
書
簡
を
特
異
的
に
注
で
掲
げ
て
お
く
（
恒
藤
は
文
中
の
一
部
や
最
後
を
略
し
て
も
い
る
か
ら
で

あ
る
）。
中
国
へ
『
大
阪
毎
日
新
聞
社
』
特
派
員
と
し
て
向
か
う
直
前
の
書
簡
で
あ
る
。］ 

  

啓 

 

今
こ
の
紙
し
か
な
い
。
粗
紙
だ
が
勘
弁
し
て
く
れ
給
へ
。
僕
は
本
月
中
旬
出
発
、
三
月
程
支
那
へ
遊
び

に
行
つ
て
來
る
。
社
命
だ
か
ら
貧
乏
旅
行
だ
。
谷
森
君
は
死
ん
だ
よ
。
余
つ
程
前
に
死
ん
だ
。
石
田
は
頑

健
。
藤
岡
に
は
僕
が
出
無
精
の
爲
会
は
な
い
。
成
瀨
は
洋
行
し
た
。
洋
行
さ
へ
す
れ
ば
偉
く
な
る
と
思
つ

て
ゐ
る
の
だ
。
厨
川
白
村
の
論
文
な
ぞ
仕
方
が
な
い
ぢ
や
な
い
か
。
こ
ち
ら
で
は
皆
輕
蔑
し
て
ゐ
る
。
改

造
の
山
本
実
彥
に
会
ふ
度
に
、
君
に
書
か
せ
ろ
と
煽
動
し
て
ゐ
る
。
君
な
ぞ
が
レ
ク
チ
ュ
ア
ば
か
り
し
て

ゐ
る
と
云
ふ
法
は
な
い
。
何
で
も
五
月
に
は
頂
く
事
に
な
つ
て
ゐ
ま
す
と
か
云
つ
て
ゐ
た
。
僕
は
通
俗
小

說
な
ぞ
書
け
さ
う
も
な
い
。
し
か
し
新
聞
社
に
も
つ
と
定
見
が
出
來
た
ら
、
即
、
評
判
の
可
否
に
関
ら
ず
、

作
家
と
作
品
と
を
尊
重
す
る
や
う
に
な
つ
た
ら
、
長
篇
は
書
き
た
い
と
思
つ
て
ゐ
る
。
こ
の
頃
益
々
東
洋

趣
味
に
か
ぶ
れ
、
印
譜
を
見
た
り
、
拓
本
を
見
た
り
す
る
癖
が
出
來
て
困
る
。
小
說
は
藝
術
の
中
で
も
一

番
俗
な
も
の
だ
ね
。 

（
中
略
）  

 

奥
さ
ん
に
よ
ろ
し
く
。
以
上 

 
 

 
 

三
月
七
日
午
後 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

龍 

之 

介 

 

［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
以
下
、
特
異
的
に
原
書
簡
を
示
し
、
注
も
附
す
。
岩
波
旧
全
集
の
「
八
六
二
」
書
簡

を
底
本
と
し
た
（
新
全
集
書
簡
番
号
は
「
９
２
９
」）。 

 
 

 

＊ 

大
正
十
（
一
九
二
一
）
三
月
七
日
・
消
印
八
日
・
京
都
市
下
鴨
森
本
町
六 

恒
藤
恭
樣
・
三
月
七
日 

東
京

市
外
田
端
四
三
五 

芥
川
龍
之
介 

 

啓 今
こ
の
紙
し
か
な
い 

粗
紙
だ
が
勘
弁
し
て
く
れ
給
へ 

僕
は
本
月
中
旬
出
發
三
月
程
支
那
へ
遊
び
に
行

つ
て
來
る 

社
命
だ
か
ら 

貧
乏
旅
行
だ
谷
森
君
は
死
ん
だ
よ 

余
つ
程
前
に
死
ん
だ 

石
田
は
頑
健 

あ
い
つ
は
罵
殺
笑
殺
し
て
も
死
に
さ
う
も
な
い 

藤
岡
に
は
僕
が
出
無
精
の
爲
會
は
な
い
成
瀨
は
洋
行
し

た 

洋
行
さ
へ
す
れ
ば
偉
く
な
る
と
思
つ
て
ゐ
る
の
だ 

厨
川
白
村
の
論
文
な
ぞ
仕
方
が
な
い
ぢ
や
な
い

か
こ
ち
ら
で
は
皆
輕
蔑
し
て
ゐ
る 

改
造
の
山
本
實
彥
に
會
ふ
度
に
君
に
書
か
せ
ろ
と
煽
動
し
て
ゐ
る
君

http://yab.o.oo7.jp/akusyo.html
http://yab.o.oo7.jp/akusyo.html
https://onibi.cocolog-nifty.com/alain_leroy_/2009/08/post-1eff.html
https://onibi.cocolog-nifty.com/alain_leroy_/2009/08/post-1eff.html


な
ぞ
が
レ
ク
チ
ュ
ア
ば
か
り
し
て
ゐ
る
と
云
ふ
法
は
な
い 

何
で
も
五
月
に
は
頂
く
事
に
な
つ
て
ゐ
ま
す

と
か
云
つ
て
ゐ
た 

僕
は
通
俗
小
說
な
ぞ
書
け
さ
う
も
な
い
し
か
し
新
聞
社
に
も
つ
と
定
見
が
出
來
た
ら

即 

評
判
の
可
否
に
關
ら
ず
作
家
と
作
品
と
を
尊
重
す
る
や
う
に
な
つ
た
ら
長
篇
は
書
き
た
い
と
思
つ
て

ゐ
る 

こ
の
頃
益
東
洋
趣
味
に
か
ぶ
れ
印
譜
を
見
た
り
拓
本
を
見
た
り
す
る
癖
が
出
來
て
困
る
小
說
は
藝

術
の
中
で
も
一
番
俗
な
も
の
だ
ね 

同
志
社
論
叢
拜
受
渡
支
の
汽
車
の
中
で
よ
む
心
算
だ 

京
都
も
好
い
が
久
保
正
夫
な
ぞ
が
蟠
つ
て
ゐ
る
と

思
ふ
と
い
や
に
な
る 

あ
い
つ
の
獨
乙
語
な
ぞ
を
敎
つ
て
ゐ
る
と
云
つ
た
つ
て 

ヘ
ル
マ
ン u

n
d
 

ド
ロ
テ

ア
は
誤
譯
ば
か
り
ぢ
や
な
い
か 

奧
さ
ん
に
よ
ろ
し
く 

頓
首 

 
 

 
 

三
月
七
日
午
後 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

龍 

之 

介 

  
 

 

恭 
 

 

樣 

  
 

 

＊ 

○
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注 

・
「
谷
森
」
谷た

に

森も
り

饒に
ぎ

男お

（
明
治
二
四
（
一
八
九
一
）
年
～
大
正
九
（
一
九
二
〇
）
年
八
月
二
十
五
日
）
の

こ
と
。
日
本
史
学
者
。
芥
川
・
恒
藤
の
一
高
時
代
の
同
級
生
。
東
京
帝
国
大
学
史
料
編
纂
掛
嘱
託
と
な
り
、

「
檢
非
違
使
を
中
心
と
し
た
る
平
安
時
代
の
警
察
狀
態
」
（
私
家
版
）
等
を
も
の
す
が
、
夭
折
し
た
。
官

報
に
よ
れ
ば
、
一
高
卒
業
時
の
席
次
は
、
首
席
の
恒
藤
と
次
点
の
芥
川
に
次
い
で
三
番
で
あ
っ
た
。
父
は

貴
族
院
議
員
の
谷
森
真
男
で
あ
る
。 

・
「
石
田
」
は
石
田
幹
之
助
（
明
治
二
四
（
一
八
九
一
）
年
～
昭
和
四
九
（
一
九
七
四
）
年
）
の
こ
と
。

歴
史
学
者
・
東
洋
学
者
で
、
芥
川
・
恒
藤
の
一
高
時
代
の
同
級
生
。 

・
「
藤
岡
」
は
藤
岡
蔵
六
（
明
治
二
四
（
一
八
九
一
）
年
～
昭
和
二
四
（
一
九
四
九
）
年
）
の
こ
と
。
哲

学
者
。
ド
イ
ツ
留
学
中
に
ヘ
ル
マ
ン
・
コ
ー
エ
ン
（H
erm

an
n
 C

o
h
en

 

一
八
四
二
年
～
一
九
一
八
年
：

ド
イ
ツ
の
ユ
ダ
ヤ
人
哲
学
者
で
、
新
カ
ン
ト
派
マ
ー
ル
ブ
ル
ク
学
派
の
創
設
者
の
一
人
。
時
に
「
十
九
世

紀
で
最
も
重
要
な
ユ
ダ
ヤ
人
哲
学
者
」
と
も
さ
れ
る
）
の
「
純
粹
認
識
の
論
理
」
を
翻
訳
し
て
注
目
さ
れ

た
が
、
先
輩
で
あ
っ
た
和
辻
哲
郎
の
批
判
を
受
け
、
後
々
ま
で
不
遇
を
か
こ
っ
た
。
甲
南
高
等
学
校
教
授
。

芥
川
・
恒
藤
の
一
高
時
代
の
友
人
。 

・
「
成
瀨
」
成
瀬
正
一
（
明
治
二
五
（
一
八
九
二
）
年
～
昭
和
一
一
（
一
九
三
六
）
年
）
は
仏
文
学
者
。

横
浜
市
生
ま
れ
。
成
瀬
正
恭
（
「
十
五

じ
ゅ
う
ご

銀
行
」
頭
取
）
の
長
男
で
裕
福
で
あ
っ
た
。
芥
川
・
井
川
（
恒
藤
）

の
一
高
時
代
の
同
級
生
で
、
東
京
帝
大
も
芥
川
と
同
じ
英
文
学
科
に
進
み
、
第
三
次
・
第
四
次
『
新
思
潮
』

に
参
加
し
た
。
大
正
五
（
一
九
一
六
）
年
八
月
に
ア
メ
リ
カ
に
留
学
（
芥
川
は
「
出
帆
」
（
リ
ン
ク
先
は

「
青
空
文
庫
」（
新
字
新
仮
名
）
）
と
題
し
た
作
品
に
そ
の
船
出
の
様
を
描
い
て
い
る
）
す
る
が
、
失
望
、

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
渡
り
、
帰
国
後
は
十
八
～
十
九
世
紀
の
フ
ラ
ン
ス
文
学
研
究
に
勤
し
ん
だ
。 

・「
厨
川
白
村
」
（
く
り
や
が
わ
は
く
そ
ん 

明
治
一
三
（
一
八
八
〇
）
年
～
大
正
一
二 

（
一
九
二
三
）
年
）

は
英
文
学
者
・
評
論
家
。
当
時
は
京
都
帝
大
英
文
科
教
授
で
あ
っ
た
。
こ
の
頃
、
成
瀬
は
彼
に
傾
倒
し
て

https://www.aozora.gr.jp/cards/000879/card160.html


い
た
ら
し
い
。
因
み
に
、
大
正
七
（
一
九
一
八
）
年
六
月
二
日
頃
、
芥
川
龍
之
介
は
出
張
し
た
際
に
途
中

下
車
し
た
京
都
で
、
彼
と
面
会
し
て
い
る
。
し
か
し
、
こ
の
部
分
、
私
は
ち
ょ
っ
と
意
味
を
取
り
か
ね
て

い
る
。
「
厨
川
白
村
の
論
文
な
ぞ
仕
方
が
な
い
ぢ
や
な
い
か
こ
ち
ら
で
は
皆
輕
蔑
し
て
ゐ
る
」
と
い
う
部

分
が
そ
れ
で
、
こ
れ
は
或
い
は
、
先
行
す
る
恒
藤
恭
（
京
都
帝
大
卒
で
、
当
時
は
同
志
社
大
学
法
学
部
教

授
で
あ
っ
た
が
、
こ
の
翌
大
正
十
一
年
に
は
京
都
帝
大
経
済
学
部
助
教
授
と
な
っ
て
い
る
）
か
ら
の
書
簡

の
中
に
、
成
瀬
の
厨
川
白
村
論
が
評
判
だ
、
と
い
っ
た
伝
文
が
あ
っ
た
の
に
対
し
て
、
批
判
し
た
も
の
で

―
―

「
厨
川
白
村
」
に
つ
い
て
成
瀬
が
書
い
た
「
論
文
な
ぞ
」
は
「
仕
方
が
な
い
」
ほ
ど
評
価
し
よ
う
が

な
い
も
の
「
ぢ
や
な
い
か
」
、
「
こ
ち
ら
で
は
」
、
「
皆
」
、
彼
の
そ
の
論
文
を
「
輕
蔑
し
て
ゐ
る
」
ぜ
、
と

い
う
ニ
ュ
ア
ン
ス
を
私
は
感
じ
る
。
「
こ
ち
ら
」
は
京
都
に
対
す
る
東
京
の
謂
い
で
あ
り
、
ご
く
自
然
に

以
上
の
よ
う
な
意
味
で
と
れ
る
か
ら
で
あ
る
。
無
論
、
そ
う
で
は
な
く
、
芥
川
龍
之
介
が
実
は
厨
川
白
村

自
身
を
評
価
し
て
い
な
か
っ
た
と
い
う
コ
ン
セ
プ
ト
と
し
て
読
む
こ
と
も
可
能
で
あ
る
が
、
厨
川
は
京
都

帝
大
の
前
任
者
上
田
敏
と
同
じ
く
、
日
本
に
お
け
る
最
初
に
し
て
中
心
的
な
イ
ェ
イ
ツ
の
紹
介
者
で
あ
り
、

ア
イ
ル
ラ
ン
ド
文
学
の
研
究
者
を
輩
出
す
る
と
い
っ
た
功
績
を
考
え
る
に
、
芥
川
が
ま
る
で
評
価
し
て
い

な
か
っ
た
と
い
う
の
は
、
ち
ょ
っ
と
考
え
難
い
気
が
す
る
の
で
あ
る
。
因
み
に
、
成
瀬
は
芥
川
に
と
っ
て

は
、
所
詮
、
プ
チ
ブ
ル
の
お
坊
ち
ゃ
ん
で
あ
り
、
他
の
書
簡
で
も
、
彼
を
チ
ャ
ラ
か
し
た
り
、
厳
し
い
評

を
加
え
た
り
す
る
記
載
が
か
な
り
多
く
、
『
新
思
潮
』
の
同
人
で
友
人
で
も
あ
っ
た
が
、
私
は
、
芥
川
は

彼
を
文
学
者
と
し
て
は
、
一
貫
し
て
評
価
し
て
は
い
な
か
っ
た
よ
う
に
捉
え
て
い
る
。
但
し
、
碌
な
才
能

も
な
い
癖
に
、
洋
行
す
る
彼
に
、
芥
川
の
軽
蔑
と
嫉
妬
が
綯
い
交
ぜ
に
な
っ
た
心
理
が
、
こ
の
裏
に
は
あ

る
気
も
す
る
こ
と
も
言
い
添
え
て
お
く
。 

・
「
山
本
實
彦
」（
明
治
一
八
（
一
八
八
五
）
年
～
昭
和
二
七
（
一
九
五
二
）
年
）
は
当
時
の
大
阪
毎
日
新

聞
社
社
長
で
あ
り
、
芥
川
も
御
用
達
の
改
造
社
の
創
設
者
で
あ
る
。
後
の
大
正
一
五
（
一
九
二
六
）
年
に

『
現
代
日
本
文
學
全
集
』
（
全
六
十
三
巻
）
の
刊
行
を
開
始
、
円
本
ブ
ー
ム
の
火
付
け
役
と
も
な
っ
た
人

物
で
、
芥
川
龍
之
介
と
は
自
死
す
る
直
前
ま
で
（
同
全
集
の
強
行
日
程
の
宣
伝
部
隊
に
芥
川
は
里
見
弴
と

一
緒
に
駆
り
出
さ
れ
て
い
る
）
い
ろ
い
ろ
と
縁
が
深
か
っ
た
。 

・
「
何
で
も
五
月
に
は
頂
く
事
に
な
つ
て
ゐ
ま
す
と
か
云
つ
て
ゐ
た
」
今
回
、
松
田
義
男
氏
の
編
に
な
る

「
恒
藤
恭
著
作
目
録
」（
同
氏
のH

P

の
こ
ち
ら
でP

D
F

で
入
手
出
来
る
）
を
見
た
と
こ
ろ
、
こ
れ
は
恒
藤

恭
の
論
考
「
世
界
民
の
愉
悅
と
悲
哀
」
で
あ
る
こ
と
が
判
っ
た
。
こ
の
二
ヶ
月
後
の
大
正
一
〇
（
一
九
二

一
） 

年
六
月
一
日
発
行
の
『
改
造
』
に
発
表
さ
れ
て
い
る
。 

・
「
同
志
社
論
叢
」
柴
田
隆
行
編
「
Ｌ
・
フ
ォ
イ
エ
ル
バ
ッ
ハ
日
本
語
文
献
目
録
」
（P

D
F

）
に
よ
れ
ば
、

丁
度
こ
の
頃
、
恒
藤
は
、
ド
イ
ツ
の
哲
学
者
で
「
青
年
ヘ
ー
ゲ
ル
」
派
の
代
表
的
な
存
在
で
あ
る
ル
ー
ト

ヴ
ィ
ヒ
・
フ
ォ
イ
エ
ル
バ
ッ
ハ
（L

u
d
w

ig
 A

n
d
reas F

eu
erb

ach 

一
八
〇
四
年
～
一
八
七
二
年
）
の
著
作

の
翻
訳
を
行
っ
て
い
る
。
例
え
ば
、
「
哲
學
の
改
革
に
關
す
る
問
題
」（
大
正
一
〇
（
一
九
二
一
）
年
岩
波

書
店
刊
の
プ
レ
ハ
ー
ノ
フ
「
マ
ル
ク
ス
主
義
の
根
本
命
題
」
所
収
）、
「
哲
學
の
改
革
に
關
す
る
テ
ー
ゼ
」

（
大
正
一
二
（
一
九
二
三
）
年
『
同
志
社
論
叢
』
の
「
マ
ル
ク
ス
主
義
の
根
本
問
題
」
巻
末
）
や
、
「
哲

學
の
始
點
」
（
昭
和
二
（
一
九
二
七
）
年
『
大
調
和
』
六
月
号
）
が
そ
れ
で
あ
る
。
芥
川
が
彼
か
ら
贈
呈

さ
れ
た
論
文
も
、
フ
ォ
イ
エ
ル
バ
ッ
ハ
、
若
し
く
は
、
マ
ル
ク
ス
主
義
関
連
の
翻
訳
か
論
文
で
あ
っ
た
と

http://ymatsuda.kill.jp/
https://f3c80676-6268-406a-8acd-8064170b5cf8.filesusr.com/ugd/289178_f7781b925cd44f0c9235969ee1750dd9.pdf


考
え
て
よ
い
。 

・
「
久
保
正
夫
」（
明
治
二
七
（
一
八
九
四
）
年
～
昭
和
四
（
一
九
二
九
）
年
）
は
翻
訳
家
・
評
論
家
。
芥

川
・
恒
藤
の
一
高
時
代
の
後
輩
。
京
都
の
第
三
高
等
学
校
講
師
。
デ
ン
マ
ー
ク
の
詩
人
イ
ェ
ン
ス
・
ヨ
ハ

ン
ネ
ス
・
ヨ
ル
ゲ
ン
セ
ン
（Jen

s Jo
h
an

n
es Jo

rg
en

sen 

一
八
六
六
年 

～
一
九
五
六
年
）
の
「
聖
フ
ラ
ン

シ
ス
」
の
訳
（
大
正
五
（
一
九
一
六
）
年
新
潮
社
刊
）
や
、
ト
ル
ス
ト
イ
「
人
は
ど
れ
だ
け
の
土
地
を
要

す
る
か 

外
三
篇
」（
大
正
六
（
一
九
一
七
）
年
新
潮
社
刊
）
の
訳
等
が
あ
る
。 

・「
ヘ
ル
マ
ン u

n
d
 

ド
ロ
テ
ア
」
大
正
七
（
一
九
一
八
）
年
に
新
潮
社
か
ら
刊
行
さ
れ
た
ギ
ョ
オ
テ
（
ゲ
ー

テ
）
著
・
久
保
正
夫
訳
「
ヘ
ル
マ
ン
と
ド
ロ
テ
ア
」
を
指
し
て
い
る
。
大
正
九
（
一
九
二
〇
）
年
に
は
ゲ

ー
テ
の
「
親
和
力
」
（
新
潮
社
）
も
訳
し
て
お
り
、
久
保
正
夫
の
訳
し
た
本
は
芥
川
好
み
の
ラ
イ
ン
ナ
ッ

プ
で
は
あ
る
が
、
芥
川
に
は
、
余
程
、
我
慢
が
な
ら
な
い
拙
い
訳
で
あ
っ
た
よ
う
だ
。 

 
 

 

＊
］ 

   
 

 
 

二
九
（
大
正
七
年
八
月
六
日
田
端
か
ら
京
都
へ
） 

  

［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：「
二
九
」
は
「
三
九
」
の
誤
り
。
な
お
、
こ
れ
が
本
書
「
旧
友
芥
川
龍
之
介
」
の
本
文

の
掉
尾
な
の
で
、
原
書
簡
（
「
芥
川
龍
之
介
書
簡
抄
８
８ 

／ 

大
正
七
（
一
九
一
八
）
年
（
三
） 

五
通
」

の
三
通
目
）
に
附
し
た
私
の
注
も
一
部
を
追
加
し
て
示
し
て
お
く
。 

 

ま
た
、
標
題
に
発
信
地
を
「
田
端
」
と
あ
る
の
は
誤
り
で
、
「
每
日
海
へ
は
い
つ
た
り
」
で
判
る
通
り
、

「
鎌
倉
」（
発
信
地
を
「
鎌
倉
町
大
町
辻
」
と
記
す
）
で
あ
る
。 

 

さ
ら
に
、
こ
れ
を
恒
藤
恭
が
時
系
列
を
無
視
し
て
、
本
章
＝
本
書
の
掉
尾
に
置
い
た
意
図
は
判
ら
な
い
。

単
に
、
挿
入
し
忘
れ
た
の
を
、
現
行
の
最
後
に
追
加
で
置
い
た
だ
け
の
よ
う
に
も
思
え
る
。
特
に
意
図
を

以
っ
て
配
し
た
と
は
思
え
な
い
。
い
や
、
或
い
は
、
恒
藤
は
、
こ
の
日
常
的
な
シ
ー
ク
エ
ン
ス
を
モ
ン
タ

ー
ジ
ュ
し
た
そ
れ
に
、
逆
に
「
時
々
僕
が
癇
癪
を
起
し
て
、
伯
母
や
妻
を
ど
な
り
つ
け
る
」
け
れ
ど
、
「
每

日
海
へ
は
い
つ
た
り
、
人
と
話
し
を
し
た
り
し
て
、
泰
平
に
暮
し
て
ゐ
る
」
と
し
て
、
「
一
家
無
事
」
と
記

し
た
、
な
ん
だ
か
ん
だ
言
っ
て
も
、
芥
川
龍
之
介
の
確
か
な
幸
福
な
一
瞬
間
を
こ
こ
に
見
出
だ
し
、
そ
れ
を

最
後
に
さ
り
げ
な
く
画
像
と
し
て
配
し
た
と
考
え
る
べ
き
な
の
か
も
知
れ
な
い
。
た
だ
、
結
婚
し
た
後
、
龍

之
介
が
文
に
対
し
て
、
急
に
ぞ
ん
ざ
い
な
口
を
き
く
と
い
う
暴
露
的
特
異
点
の
一
通
で
は
あ
り
、
私
も
、
鎌

倉
発
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
幾
つ
か
思
い
に
浮
ぶ
彼
の
書
簡
の
中
の
一
つ
で
は
あ
る
の
で
あ
る
。
そ
う
し
て
、

こ
れ
は
、
実
は
、
こ
の
内
容
が
、
遺
稿
「
或
阿
呆
の
一
生
」
の
以
下
を
直
ち
に
無
条
件
反
射
で
想
起
さ
せ
る

も
の
だ
か
ら
で
も
あ
る
（
但
し
、
そ
の
ロ
ケ
ー
シ
ョ
ン
は
田
端
の
自
宅
な
の
で
あ
る
が
）。 

 
 

 

＊ 

  
 

 
 

 
 

 

三 

家 

  

彼
は
或
郊
外
の
二
階
の
部
屋
に
寢
起
き
し
て
ゐ
た
。
そ
れ
は
地
盤
の
緩
い
爲
に
妙
に
傾
い
た
二
階
だ
つ

https://d.docs.live.net/4d009d9a961de7be/デスクトップ/芥川龍之介書簡抄８８　／　大正七（一九一八）年（三）　五通
https://d.docs.live.net/4d009d9a961de7be/デスクトップ/芥川龍之介書簡抄８８　／　大正七（一九一八）年（三）　五通
http://yab.o.oo7.jp/aruahou.html


た
。 

 

彼
の
伯
母
は
こ
の
二
階
に
度
た
び
彼
と
喧
嘩
を
し
た
。
そ
れ
は
彼
の
養
父
母
の
仲
裁
を
受
け
る
こ
と
も

な
い
こ
と
は
な
か
つ
た
。
し
か
し
彼
は
彼
の
伯
母
に
誰
た
れ
よ
り
も
愛
を
感
じ
て
ゐ
た
。
一
生
獨
身
だ
つ

た
彼
の
伯
母
は
も
う
彼
の
二
十
歲
の
時
に
も
六
十
に
近
い
年
よ
り
だ
つ
た
。 

 

彼
は
或
郊
外
の
二
階
に
何
度
も
互
に
愛
し
合
ふ
も
の
は
苦
し
め
合
ふ
の
か
を
考
へ
た
り
し
た
。
そ
の
間

も
何
か
氣
味
の
惡
い
二
階
の
傾
き
を
感
じ
な
が
ら
。 

  
 

 

＊ 

因
み
に
、
芥
川
龍
之
介
の
妻
文
の
「
二
十
三
年
の
の
ち
に
」（
昭
和
二
四
（
一
九
四
九
）
年
三
月
発
行
の

『
図
書
』
所
収
。
岩
波
文
庫
石
割
透
編
「
芥
川
追
想
」
で
読
め
る
）
に
は
、『
亡
く
な
る
年
の
前
あ
た
り
に
、

何
を
思
い
出
し
た
か
、
急
に
「
鎌
倉
を
引
き
あ
げ
た
の
が
一
生
の
誤
り
で
あ
っ
た
。
」
と
い
っ
た
こ
と
が
あ

り
ま
す
。』
と
あ
る
の
で
あ
る
（
太
字
は
私
が
施
し
た
）。 

 

本
篇
を
以
っ
て
「
芥
川
龍
之
介
書
簡
集
」
は
終
わ
っ
て
お
り
、
こ
れ
で
底
本
「
旧
友
芥
川
龍
之
介
」
の

本
文
パ
ー
ト
は
終
わ
っ
て
い
る
。 

 

最
後
に
奥
附
を
電
子
化
し
て
お
い
た
。］ 

  

拜 

啓 

 

こ
な
い
だ
東
京
へ
か
へ
つ
た
ら
、
お
や
ぢ
の
所
へ
君
の
手
紙
が
來
て
ゐ
た
。
寫
眞
は
今
一
枚
も
な
い
か

ら
、
燒
き
增
し
て
送
る
由
。
京
都
か
ら
か
へ
る
と
す
ぐ
手
紙
を
出
し
た
つ
も
り
で
ゐ
た
か
ら
、
そ
の
催
促

だ
と
思
つ
た
。
所
が
う
ち
へ
帰
つ
て
見
る
と
、
妻
が
君
の
所
へ
出
す
筈
の
手
紙
を
未
に
出
さ
ず
に
あ
る
と

云
ふ
。
封
筒
の
上
書
き
が
し
て
な
い
か
ら
、
ま
だ
出
し
ち
や
い
け
な
い
ん
だ
と
思
つ
た
ん
だ
さ
う
だ
よ

［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
こ
の
「
よ
」
は
原
初
書
簡
に
は
、
な
い
。
］
。
莫
迦
。
し
て
な
き
や
、
し
て
な
い
と
云
ふ
が
好

い
や
。
こ
つ
ち
も
［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
原
書
簡
は
「
は
」
。
］
忙
し
い
か
ら
忘
れ
た
ん
だ
と
云
ふ
と
、
私
莫
迦
よ

と
、
意
氣
地
な
く
悲
観
し
て
し
ま
ふ
。
そ
こ
で
、
こ
の
手
紙
を
書
く
必
要
が
出
來
た
。
そ
ん
な
事
情
だ
か

ら
君
に
は
ま
だ
お
茶
の
御
礼
も
何
も
云
は
な
か
つ
た
訳
だ
ら
う
。
甚
恐
縮
す
る
。
奧
さ
ん
に
よ
ろ
し
く
お

詫
び
を
願
ふ
。
僕
等
夫
婦
は
ず
ぼ
ら
で
仕
方
が
な
い
の
だ
。
寫
眞
も
お
や
ぢ
に
至
急
燒
き
增
し
を
賴
ん
だ

か
ら
、
そ
の
中
に
送
る
だ
ら
う
。 

 

こ
の
頃
は
每
日
海
へ
は
い
つ
た
り
、
人
と
話
し
を
し
た
り
し
て
、
泰
平
に
暮
し
て
ゐ
る
。
一
家
無
事
。

時
々
僕
が
癇
癪
を
起
し
て
、
伯
母
や
妻
を
ど
な
り
つ
け
る
丈
。 

  
 

 

晝
の
月
霍
乱
人
の
目
ざ
し
や
な 

  
 

 
 

八
月
六
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

龍 

 
 

 

井 

川 

樣 

  

［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：「
寫
眞
」
二
月
二
日
の
芥
川
龍
之
介
と
塚
本
文
の
結
婚
式
の
写
真
と
思
わ
れ
る
。 

https://dl.ndl.go.jp/pid/1705439/1/182


「
京
都
か
ら
か
へ
る
と
す
ぐ
手
紙
を
出
し
た
つ
も
り
で
ゐ
た
」
こ
れ
は
二
ヶ
月
前
の
六
月
五
日
、
横
須
賀

海
軍
機
関
学
校
の
出
張
で
広
島
県
江
田
島
の
海
軍
兵
学
校
参
観
に
行
っ
た
帰
り
に
京
都
に
滞
在
し
た
こ
と

を
言
っ
て
い
る
。
但
し
、
こ
の
時
、
龍
之
介
は
恒
藤
（
井
川
）
恭
と
は
逢
っ
て
い
な
い
と
思
わ
れ
る
。
龍

之
介
が
鎌
倉
へ
戻
っ
た
の
は
六
月
十
日
頃
で
あ
る
か
ら
、
一
月
半
近
く
も
文
は
表
書
き
の
な
い
手
紙
を
そ

の
ま
ま
に
し
て
い
た
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
確
か
に
ち
ょ
っ
と
唖
然
と
す
る
が
、
し
か
し
、
そ
れ
以
上
に
、

結
婚
し
た
途
端
、
「
文
ち
や
ん
」
へ
の
言
葉
遣
い
が
ド
荒
く
な
る
の
は
、
か
な
り
、
興
醒
め
で
あ
る
。

「
時
々
僕
が
肝
癪
を
起
し
て
伯
母
や
妻
を
ど
な
り
つ
け
る
丈
」
と
あ
る
の
は
、
龍
之
介
の
書
簡
の
中
で
も
、

か
な
り
知
ら
れ
た
一
文
で
あ
る
。
ま
た
、
こ
の
時
期
、
伯
母
フ
キ
が
鎌
倉
に
滞
在
し
て
い
た
こ
と
も
判
る
。 

 

な
お
、
こ
の
六
日
後
の
八
月
十
二
日
に
名
作
「
奉
敎
人
の
死
」
（
九
月
一
日
『
三
田
文
学
』
発
表
）
を

脱
稿
（
私
の
偏
愛
す
る
作
品
で
、
私
は
サ
イ
ト
と
ブ
ロ
グ
で
、 

奉
教
人
の
死
〔
岩
波
旧
全
集
版
〕 

作
品
集
『
傀
儡
師
』
版
「
奉
教
人
の
死
」 

芥
川
龍
之
介
「
奉
教
人
の
死
」（
自
筆
原
稿
復
元
版
）
ブ
ロ
グ
版 

同
前
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注 

ブ
ロ
グ
版 

原
典 

斯
定
筌
（ M

ich
ael S

teich
en

 1
8
5
7

-1
9
2
9
 

）
著
「
聖
人
伝
」
よ
り
「
聖
マ
リ
ナ
」 

を
完
備
さ
せ
て
あ
る
）
、
翌
十
三
日
か
ら
は
、
か
の
「
枯
野
抄
」
を
起
筆
し
て
い
る
（
九
月
二
十
一
日
脱

稿
で
、
十
月
一
日
『
新
小
説
』
発
表
。
同
じ
く
偏
愛
す
る
一
篇
で
、 

枯
野
抄
〔
岩
波
旧
全
集
版
〕 

作
品
集
『
傀
儡
師
』
版
「
枯
野
抄
」 

本
文
＋
「
枯
野
抄
」
や
ぶ
ち
ゃ
ん
の
オ
リ
ジ
ナ
ル
授
業
ノ
ー
ト
（
新
版
）P
D

F

縦
書
版 

同
Ｈ
Ｔ
Ｍ
Ｌ
横
書
版 

を
完
備
し
て
い
る
）。 

「
霍
乱
」
（
か
く
ら
ん
：
原
書
簡
で
も
「
乱
」
は
マ
マ
）
は
現
在
の
「
日
射
病
・
熱
中
症
」
の
類
い
。
昼

の
月
を
「
白
目
を
剝
き
出
し
た
病
人
の
目
」
に
喩
え
た
も
の
。
こ
の
句
は
、
こ
の
年
の
「
我
鬼
窟
句
抄
」

に
載
っ
て
い
る
か
ら
、
旧
作
の
使
い
ま
わ
し
で
は
な
い
。
「
や
ぶ
ち
ゃ
ん
版
芥
川
龍
之
介
句
集 

二 

発

句
拾
遺
」
参
照
。
老
婆
心
乍
ら
、 

「
目
ざ
し
」
は
字
余
り
で
も
「
ま
な
ざ
し
」
と
読
ん
で
い
よ
う
。 

 
 

 

＊ 

 

以
下
次
の
最
後
の
ペ
ー
ジ
に
奥
附
を
電
子
化
し
た
。
上
部
に
本
文
は
最
小
ポ
イ
ン
ト
で
「
著
者
略
歷
」

が
載
り
（
五
行
目
の
字
空
け
は
マ
マ
）
、
下
方
に
や
や
縦
長
の
罫
線
に
囲
ま
れ
て
、
書
誌
が
載
る
が
、
分

離
し
て
並
べ
た
。
な
ん
と
な
く
見
た
目
似
せ
た
だ
け
で
、
字
の
ポ
イ
ン
ト
の
違
い
は
完
全
に
再
現
し
た
も

の
で
は
な
い
。］ 

    

http://yab.o.oo7.jp/houkyounin.html
http://yab.o.oo7.jp/KKGho.html
https://onibi.cocolog-nifty.com/alain_leroy_/2016/06/post-13d8.html
https://onibi.cocolog-nifty.com/alain_leroy_/2016/06/post-e871.html
http://yab.o.oo7.jp/seimarina.html
http://yab.o.oo7.jp/kareno.html
http://yab.o.oo7.jp/karenoKGS.html
http://yab.o.oo7.jp/kareno%2B.pdf
http://yab.o.oo7.jp/karenojyu.html
http://yab.o.oo7.jp/gakikusyuu.html
http://yab.o.oo7.jp/gakikusyuu.html
https://dl.ndl.go.jp/pid/1705439/1/182


  

著 

者 
略 
歷 

大
正
五
年
兄
弟
法
學
部
卒
、 

昭
和
十
三
年
法
學
博
士
、
京 

大
敎
授
、
大
阪
商
大
學
長
を 

經
て
現
在
大
阪
市
立
大
學
總 

長
、 

著
書
「
法
の
基
本
問 

題
」「
法
律
の
生
命
」「
ハ
ル 

ム
ス
法
哲
學
槪
論
」
そ
の
他 

  

昭
和
二
十
四
年
八
月
一
日 

印
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定 

價 
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百 
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昭
和
二
十
四
年
八
月
十
日 
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兵
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縣
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名
郡
志
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友 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

     

株
式
會
社
井
村
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刷
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井 
 

村 
  

雅 
 

宥 

 
 

 
 

 
 

 
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―

 

 
 

 

發 

行 

所 
 

 
 

 

大
阪
市
中
之
島 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

朝 
 

日 
 

新 
 

聞 
 

社 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
   

 
 

 

東
京
都
丸
の
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（
電
話
北
濱
一
三
一
、
丸
の
内
一
三
一
） 

      
 

恒
藤
恭
「
旧
友
芥
川
龍
之
介
」（
全
）
藪
野
直
史
オ
リ
ジ
ナ
ル
電
子
化
注 

完 


